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第一節 規格「統一.及其範閏
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建築、 土木 3 舶舶.草楠.機械及器具等K関係ある材料.製品に して同ーのm塗に供せらる

るもの L 品質、 JI，*!伏及寸法等が匝々であるたらぽ.生産、販頁及使用K際して材料.時間. 経費

等に多くの無駄を生じ経済上の損失は甚だ勘くないのである.若し材料、製IF1の品質、 形枇及

寸法の飢雑、 不統ーを合理的陀整理し且つ之をさを閥的に統一するを得たならば、従来に比 し て

同種のものを多量に生産すること L 怒り.其結果製品の品質は品上し且つ生産費は低下し.取

引は大量にして而も簡草と た九貯蔵すべき品種も亦減やること L 怒って資金の能率を高むる

等商工業上の利主主が甚大となるのみ友らや.製品の交換性をま曾すから、必要に臆じて一地方のヂE

庫品又は過剰l品を他地方に融通することが出来或は急:速に工揚を扱張するにも便利となる 、 又

之を泊費者の立場より見るも従来に比して著しく利益を増大することが出来るのである。

斯如く規絡の統ーは棉ての方面より見て利益が多大で、あるカ、ら.殴米K於ては夙に其必要を

認め本事業に手を染むる図も少くなかった.欧州大戦中の経験陀刺戟せられて以来一居之を促

進するの緊要たるを認め.其組織を鎖張し或は新民事業を開始し、英.米. ~弱 、 仰を-g'め欧米

の 20 筒閣は何れも之JC閥ずる中央機関を設け孜守として此の調交を進むるに至ったのである 、

殊に滴逸の如きは其工業の復奮に闘する緊念の施設事項として 11民一致して調布研究を行ひ決

定したる規格の賀行普及に於ても成績を翠けて居る。

櫛て我悶の!j}\7)~ を見る I亡、工業品の多くは殆んど陥米各国より移殖せられたもので、 各種製

品には或は英米l亡 J!リ り或は調f，llIl:倣ふ等各国各様の系統のものがあって交互錯雑極めて不統一

の欣態である.加lふるに度量衡の不統一の~め寸法はー居複雑を極めて居り其混筒Lの j伏況は到

底欧米の比でない.而も商工業の組織が小規模である等幾多の猷陥を有してをるから、寧ろ欧

米以上Il: jJ，!絡統一の必要を痛感するものである。

規格統ーを行ふべき材料及製品の範囲は閣の事情により夫々趣を異にするが. 大盟各国共工

業品 Il:重を置いてをる様である、査し工業品はー闘経済界に重大なる関係を有ーする陀係はらや

其規格は概して統制を快くもの多い他商其大部分は工場製l日に係り概して纏まりたる生産を

錦し規格統一の質現を j悶し易き等の関係にあるカ、ら工業品に重を置いたものであるが. 元来規

格の統ーは必ヂしも工業rfi' t lL限定すべきものでなし一関の経済.文化其他の方面より観察し

重要の地位にあぎものは工業品?とると否とを問はや之を包含せしめ軽重緩急の序を追って之が
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統ーを困るべきものである口

我園陀於ける規格統一事業も決して狭義の工業品のみに付て考lf.せるにあらす、 )1慎を追って

其範固を損けんとするものであって、既l亡今日に於て林産物に迄範図を燐大し木材及木茨の規

絡を決定してをる . 将来は林業)ij商の他の生産品は素よれ農干名産物等にも之を及ほすべきも

のであると信やる。

すくに統一すべき事項の{陀図も図により叉材料及製品の種類により夫々 i1i!ß を異にすべきもので

あるが、 一般的に見て品質. 形j伏及寸またはIII}共通的の要項であり更に之にカ11ふるに試検検訂カ・

法. 測定方、法. 其他の事項を統制ぜんとするものもある。

第二節 欧米に於ける規格統一

欧米諸園中最も早く規協統ーに乎を染めたのは英国であって、明治 34 年 1 月に英図工業品

規絡統一協舎が創立せられた、 他の諸閣は英閣に比すれば何れも歴史認く漸く敵洲大戦中に属

してをる.而して英国に衣で始めたのは調逸であって大正 6 年に滴逸規裕統一委員舎が組織せ

られた . 翌大正 7 年に入りて手1-1闘規格統一委員合. 米国規格統一協合. 1ijJ~園規絡統一常設委員

合， 瑞酉規格統一事務局が設立せられ.爾後大正 13 年迄他の |歌洲諸閣も之K倣ひて調査舎を

設け昭和1 3 年主二三二三間格統一委員合が設置せらる L 陀及び. 世界を通じ 21 箇閣が規格統

-IL関する機闘を設くるに至ったのである . 規格統一機関は之を官設と私設K匝別せらる L が.

21 箇図の内官設に属するものは儲に日本、瑞西.丁妹、蕗園の 4 筒園に過ぎす=他は全部私

設であって政府は之に釘して援助を典ふる程度である，而して私設たると官設たるとを問はや

規機統一機闘に開係を有するものは官臨及民間国躍であるが民間関惜の位類、 性質及教は固に

よりて異ってをる。

英悶は統一機関の設立早き丈け機関整備し昭和1 6 年末迄護表した規格教は 432 屈に及んでを

るD

硝逸は1止界大戦中委員舎の設置を見戦争中より引続き今日に及び其間鋭意之が調査研究に徹

底を期したる結果.昭和 6 年末迄護表した規格教は無慮 2，808 の多きに達し耕探知l国を凌駕し

てをる . 倫決定規格の買行普及に付ても他K比して極めて優良の成績を暴けてをる。

米国に於ける規格統一事業の活動は他10ヒしlj)ípか趣を異にし之が賀行に付ても亦多大の好成

績を暴けてをる。

米岡に於けき規格統一事業は統一と共に新に製品の単純化に一底力を注ぐ)i針を採るに至っ

たが、 其の直接の動機は~世界大戦直後常時のフーパー商務卿が]隣合工業舎の合長であった時

に組織した工業冗費研究合の調交報告により大戦後に起った不景気を救ふーの手段として工業

品の型式を限定し不必要なる装飾を除き雑費を節約して生産費を低減せんとするにあって、 19

21年の秋商務省標準局内に新に工業製品単純諒怒る一課を設くるに及び念速の進展を見るに至
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った.単純諜は生産者.分配者及消費者の連絡を採る中央機関で単純化すべき 1日自の泣定、方

法等は常業者より提案せしめ政治 はとが審議決定の |止話を属し叉決定したもの L 賀行三昔及を助

成するのであ る。

規絡統一と車純化 (Simpl ifìcation) とは甚だ特;接の関係を布-するが雨者必やしも拙ての賠に

於て一致するものではない.概括的K諭す=れば多くの揚合規格統一と草純化は結果tりさて同「

であって後者はがi者の内に包含せらる L ものと解樽せらる .1. 0

単純化は現在使川せられてをる必要品の情成部分の形欣.寸法.品質のみを考屈し其の r[:Iの

若干を取って生産若は要求せらる L 品種なりとすることに相互K妥協するのが主眼である . 然

るに規格統一は科事的の研究を行って品質.形j伏、寸法等を決定するのを本胞としてをる 、 従

って統一の揚合~;:t現在の品質、 171ヲj伏.寸法と遣った桓煩のものをも琵却j出来るのである . 又此等

の規格要素の内容的意義も科皐的に規程せられ従来 l亡比し複雑となる揚合も生歩るのである .

只然し統ーに於ても)1，'1純化の精神を充分考慮に入れるのは勿論であって統一の牛面が車純化で

あるとも云ひ得る位であるが‘阜純化の如く専ら現在品にのみ之を限局し且つ之を車純にする

こと のみ陀制限するものとは白 ら其性質を異にすべきである。

統一と単純化の性質は以上の通りであるから，統ーーは其賓現に比較的多くの日 子を要するも

単純化は之lと反して速に寛行し得らる L のである.米図K於て規格統一l亡釘して皐純化に比較

的軍きを置いたrj:i F[Jも亦設に存するものであらう。

今米閣に於ける単純化事業の梗概を示す震に米!攻l早純課長の報告の -flîi を ld'C摘釘くする

単純化は日)fJ品の形j伏寸法其他I亡於て不必要なる種類を減少するもので. 共の日的は無駄

を省き費用を減じ生産.分配と泊、費の分量を増すものである.単純化を行ふ11慎序として常設

工業の要求 1'C !rlt\じて該品の種類と其主たる!日迭に付調子E した後、 該商!日の ~t庄司者 、 分配者と

消費者の協議を行ひ不必要たる寸法と品種を慶棄するものである口

平純化の殻果は(1)少数の種類に集中することに依って容易K多量生産がIIDkる殺にし生

産貨を減じ(2)単純化したる種類に需要を集中し不呆気の時krストツク」品を生産ーして之

に割腹するに使利友る様にし.之陀依って努力と設備の使用率をより均一ならしめ (3 )rス

ト ツク J 品が次から弐に費行くこと L た り叉注文と引渡しが『佐賀となるから比較的少額の貯

蹴費にて事足るのである。

本協同事業が開始せられてから 1925 年 10 月迄花関係商工業界にて単純化したものは約50

極で、 向調査中のものは 100 件以上の多数に上九各品の種類の減少率は 22%-98%'む平均

73 %である 白

此等の不必要なる種類を底棄したる主なるものは餓、 鋼其他の金属製品が 21 1tl、木材. 紙

其他木材を原料とする物が 8 件.粘土Jセメ ン トム硝子と他の鋸物性の物!日1が 17 1LI' . 繊維工

業品が 4 件、 倉庫受領詮の如き商業用書類陀関するものが 21'Þであるo
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単純化せられたる品と問題!日の年産額は 20 億!}j;である が.此内主なる 8 種、に関係があって

j訴界t亡重要の地{立を I~î めて居る人士は単純化に依つで節約し得べき見込ある金額を次の如く推

定して居る。

煉瓦 100 高弗 . ~.~~鋼板 240 荷。I;.r コ ンクリート JJI1銅俸 制O 国弗.合月i営業用紙 500高弗、

煮沸強 550 高弗.建築m金物]，000 i'i\i) 1九照合注文及迭秋川紙 ]，500 7i\i)I~.木材 20，000 高弗

ずく陀欧米各国花於ける規格統一機関の概況(昭和 6 年末〉を表示すればドの通りである。

製造法、 材質及其試験方法
4321 :勉形妹、 寸法等に関する規

絡を符i類別に取纏めをi11J- 子
に印刷す

| 工業品の形欣、寸法等に閥
2，808 : する親絡を主 t し制定規絡

| は工場に於け る使用上の利
l もIiを考慮し各一枚刷とす
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統一肌名 |設 立引 | 童五堂開問 lF21 却絡の様式
了抹工業品規絡統一 1 _ ,-" 

委員合 |八

諸店員工業品規絡統一 | 占
委員合 | 八

髭四日的|大

波附目的 l 大

抑制附一委賠 |大
レ ー マニヤ去IH各統一 | 一
委員合 1 "U  

正 12即川山2(，川叫(，1年lド巾i

正叫 | 私立
正 1臼2川川4年巾ミ

正 ベ私立
正 13 巾立
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我国に於け る工業品主IJめ其他の生産物の規絡は極めて複雑混話L し此佳lC放任ぜんカ、還に牧治

する能はざるに至る j伏勢にある、カ11ふるに商工業の組織及規絡は概して小なるもの多く幾多の

紋陥を布ーするから規格統一の緊要なるは夙に識者により唱導せられた鹿てある . 大正 8 年政府

は内外の情勢K鑑みて度量術及工業I問視絡統-WHE舎を設け tc . 同舎は慎重審議の結果度量衡

は . r メ ー トノレ」法に統ーするの必要あることを答 I[~ し又工業!日の規J憾の調査審議は範囲が庚汎

であるから常設の機闘に於て行ふべきものであると答申 したが. 其結果右調杏舎は大正 9 年 3

月限り底止せられ穴正 10 年 4 月初日勅令第 164読を以て工業品規絡統一部j在舎の官制が公

布せられ. 主主に我図の規格統一l亡閲する機闘が創設ぜらる ~ I'C至った。

ネ;舎は商工大臣の監'皆に麗し工業品の規格統一陀閲する事項を調禿審議する ものでも 関係各

大臣の諮問に陪じ意見を開陳し叉関係各大匝l亡建議することを得るのである . 合長は商工大臣

で副舎長一人委員70人以内 を以て組織し必要κ臆じて臨時委員を置 くこと が/-I!I*得ること 1"[ tJ: 

ってをる。

現時本舎は第一部(金風材料)， 第二部(金属以外の材料)、第三部〈電気機峨及器具入第四部

(一般機械及器具〉の 4 部に分ち通計 38 の委員舎と各部共遁の川語委員舎とがある 口

工業lri規絡の調査審議の順序方法は各部合に於て速に統ーする必要ありと認めたるものより

順次調夜に著手し.委員叉は関係ある回目豊より提出し?と原案K付部舎に於て一般的審議を~し

之を委員舎に附託し叉は直に委員舎に於て審議し必要t口座じ更に小委員合K附議することは一

般の合議と同 じである 、 委員舎には閲係委員より材料を持寄り或ものは関係官臨又は工揚に依

相して資料の提出を求あ必要陀臆じて官民工揚に質識を依1底し其の成績を得て審議の資料とす

るのである 、 委員曾に於て決議したるものは部長名を以て閥係ある官臆， 工揚. 皐合等tと j照合

して之 1'C~fする意見を求め，之を精細K審議 して]収拾し原案を修正したるものを部舎に提出 し
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其成案を組合l亡 I(付議し其の決議を経て商工大臣に答rI~するのである。

元来規格の決定には皐理と質i捺とに鑑みて生産者.使用者.販賢者等の利害の調和を園るこ

とが肝要である、即ち皐理に基礎を置き合理的のものと錦すことは素より必要であるが.墜理

にのみ偏することは避けねばならぬ.同時に又賀際fL捉はる L ことも 1員まなければたらぬ.又

規絡を統一する~めに従来慣mのものを捨てることもあるカ、ら 、関係工業品の製造に要する設

備の嬰更.内地及海外の販路上の影響等をも考へる必要がある.然乍ら現在の利害のみに捉は

れることを泣ける去同時に、 我図及諸外閣の事情が将来如何に進化するやをも考鹿 し主主ければ

たらえEいのである . 之を要する K理想、と貰際との利害を考へ;悶:*の利益の3需には一時多少の犠

牲を拶1\ふことは忍ばなければたらぬ。

我園の規格統一は大関以上の如き方法及カー針によりて著手せられたのであるが.愈調査審議

を始むるに常りでは貰際上種々の問題を惹起し一事項に付てのみ数年或は以上の日教を費せる

ものもあったので、ある口

本舎は大正 10 年 10 月 3 EI 第 1 回総!舎を開催してから昭和16 年 12 月末日迄約 10 箇年間

l亡総舎を開催し?とること 10 回、部合及委員舎を聞きたること 1 ，000 回( ] ，154 日)の多きに達

しも決定 したる規格は 162 件である.而して之を事業の種類に依りて分類すれば-:j，くの通りであ

るD

土木建築工業 ]3 機械工業 31) 電気工業 13 

舶舶工業 17 製 餓 当ミ 31 非錨金属業 21 

化墜工業 23 林 業 2 製紙工業 1 

刑t ヱ 業 2 162 

次に日本の工業品規格統一捜開と欧米諸国に於げる該機関との連絡に付て一言すれば

大正 10 年 4 月我園の調査舎の設置吃らる L と略時を同ふして肱米各国の規絡統一機関の第

1 団幹事舎が倫敦に開催せられたのである . 本合議は非公式のものであったが此の舎議で各国

の中央機闘が互に智識の交換を行ひ将来標準規格の或ものは高図的に統ーすることが各国の利

益であると認め.其の準備的事項κ付意見を交換Lて各図の中央機関は夫々自閣に於ける規格

統一事業の経過を報告し向制定せる標準規絡を互に通告することを議決し、本手11VC rJ しでも此

の共同事業κカ1\入を萄j誘して来?とのであ る。

大正 11 年10月 19 日 第 2 回線舎に於て我調査舎は右の捉H呂に謄じI欧米の工業品規格統一機

関と連絡を取るこ とを決議 し. 爾来英図. 調逸. 手"関. 米園.カ1\奈陀. 1~ìl図i 瑞西.白耳義.

瑞典.慎太利.伊太利，諾j或.旬芳二利.露園、諒引'f. チエツ コ スロパ キヤ、 披閲.芥蘭、 Jレ一

三三Zの 20 箇i閤K於ける工業品規格統一の r['1央機関と連絡を取り事業の報告. 資料の交換等

をなしつ L あるのである白

大正 12 年 7 月第 2 団幹事舎を瑞四. チユ - y ツ ヒ K開催して幹事舎の本部を瑞西視俗統一
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事務局に置き . 各凶中央機関の通信事務を此のE患にて統轄すること、規絡統一項目の分類法、

報告川紙、 報告!日語に閲すること等を議定したのである。

大正 15 年 4 月各閣の規絡統一機関の合長及幹事の合議を紐育に開催したるに 、 参加lぜし図

は 18 館l国で. 戟図も商工省より代表者を祇遣し?とのである.此合議では前年 9 月開催せし欧

洲数佳j陸の幹事舎の決議に基きて作製せられた高図規格統一協合 (ISA) の合則案に付慎重審

議し-l~成案を得?とが.英米其他 7 箇園の代表より成る委員舎に此案の整理を付託した . 各委

員は同年 9 月倫款に合合 して紐育会議に於て決議したる高岡規格統一協合々見1)の整理と細則を

議決したが、 他の閤際園轄との協力問題に闘する意見が一致しなかったので.協舎の設立を兵

臨化する時期に付ては向考慮すること~ L. 議決したる合則案を各国陀迭りて批評を求め. 昭

和 2 年秋伊太利に於て更に 7 筒図の代表者の委員合を開催して本件の審議を続行ずることに決

したが. 此の舎は都合により延期するに至った.尚従来瑞西中央事務局で取扱って居た事務の

庭理と . 高園規絡統一協合設立の暁中心の問題と なるべき技術事項の研究に付ては 、 不取敢便

宜の中問機関を設けて之が取扱を委託すること~t.d . 倫敦陀其の事務所を設け瑞西に其の支

所を置きて各国との聯絡交渉を糖綾して居た鹿、昭和 2 年10月高閣規格統一協合設立を兵鵠化

する時機に達したりとして各閣の同意を求めたが.米国の態度決せ歩英聞は不加入を表明した .

此の結果倫敦事務所を閉 じ瑞凶事務所で技術事項の調査研究を権額する こと L たった。

昭和 3 年 10 月チエツコスロパキヤ.プラク7行に開催し?と7 名の委員舎で協舎の設置を望む

ものは俳. 濁. 伊. 瑞西等 15 箇図〔英.米. 1J11奈陀及接渉H を除く〉κ建したので. 愈本協舎の

設立が兵瞳化されたから、我図調査舎も諸般の手続を了し昭和 4 年 6 月正式に之に加入し又米

閣は 10 月 加入のことに決定し?と口

同協舎に於ては目下 24 簡の特別委員合を設けて最も速に国際規格を定めんとする事項に付

て調査を進めて居る。

第四節 木材規格統一

工業品の多くは蹴米諸国より 移植せられたものであり且つ夫 々輪入先の系統を追ってをるが

らー居規格の不統ーを来したものである .之に反して木材は我園古来よ りの生産品であるカ、ら .

工業!日の如〈外図の影響を受けることは全く無いが. 他の原悶によりて工業品に比してー居苦

しき不統一の批況を呈してを る口

住宅間取様式及寸法の不統一は説材の長さの不統ーを招致した唯一の原悶である . 叉木材の

生産は他の工業品の多くと異なり一地1J・ー工場にて多量の生産を属す ことは稀であって概して

各地カ" ft:少量宛生産せらる L 、従って地元I地方の需要tt: L富十る様規格が制定せられてをる叉木

材生産の沿革協めて古く且つ燕政時代に踏成せられし地方割擦の風によりて規格も亦地1f的特

徴を有寸るに至った . カ11ふるに明治維新後木材の需要増進に伴ひ各地競ふて生産に努め. 特に
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明治 2-30年以降製材工揚の叡j興)乙伴ひ . 教に新規の規格をも生じ混諾LfL拍車をとカ、けるに至っ

た.一般工業品は多くカ11工製品であるが、木材は天産品其{設か或は之に機棟的に多少の加工を

行ふ程度のものであ るから.規格の不統制を惹起し易き性質を有してを る叉我閣の木材取引上

の風習は極今の故陥を有し一般的陀規格の混局Lを惹起せしむるに多大の関係を存するが‘ 此等

極今の原悶が集積して還に今 日 の如き極めて間L雑.不統一の規怖を現出したものである口

斯如く木材の規格は甚敷不統一のjj}\況に陥れ消費者は勿論生産者.商人共に不利不便を痛

感してをるのであるが.他聞木材の我園経済上の地位を見るに . 共生産はE額fC上り建築.土

木， 舶舶.包装、器具其他百般のj日注に供せられ其関係する所甚だ重且大であるか ら 、 規絡の

統一は各)f函より組望せられてをったのである.的て調査合の設立せらる L や他の工業品と同

時に調ft研究比若手すること L なったのである.而して木材の規絡統ーを第一若手として行っ

た閣は敵米其他諸国を通じ僅に我閣と米国の二図に過ぎ友いのであって注目 Icfù立する o

工業品規侍統一調査舎に於て木材は第二部の第一委員合Ic Jil4 し、初めて調査研究K若手した

のは大正 11 年 1 月 である、繭*数十回に亙る委員合、小委員合、部合の開催 tとより漸く成案

を得.大正 15 年 3 月の椛!舎に於て之を決定し、 還に大正 15 年 10 月初日商工省告示第30

披として公布を見るに至ったのであるO

木材特別委員舎の設置せられて組合の決議に至る迄、j1JÍi後 4 年の永きに亙り審議研究を行ふ

たのであるが. 斯く長時 日 を費したのは木村の規格統ーは極めて蹟純聞に亙り.且つ従来木材

規格IC!'tする科接的研究が等|羽に附せられてをったのと、大正: 12 'I~ 9 月の関東震火災の厄に

合ひ調宣研究の資料をさを燥 したる錦め合議の進捗Kー頓挫を来たさしめた等. 種々の原因によ

るのである 。

木材の規格は他の工業!日と 異な り規格のflfß園は極めて蹟汎であり . 然かも規絡の各内容項目

は仰れも重要の性質を帯び且つれ|互に絡接なる関係を有ーするのであるから.部分的に研坑を行

ふと同時にお l互の関係を充分考店:するの要がある 、 向研究は科接的に行ふて合理的のカ法をき長

111すると共t亡 、 一方-では質際的方面との関係をも考慮せ怠ければならぬから 、 乙等の諸思iを充

分綜合して、適切な る成案を得る には多大の努力と日数とを費さなければならぬのは首然であ

る。

斯k日き事情なるに不拘. 従来木材規絡に開ずる科望的の研究を行ひしもの殆んど無く . 規格

中の重要事項である丸太材積計算法の如きい従来は部分的の研究に止まり其問何等の連絡も

友 く 、 只局部的に之を研究寅施して居った欣況である . 常時偶々林業試験揚技師た りし山本手J1

蹴氏は丸太材積計算法に付き存l製IY~の研究を行ぴて新規l\ídj を /il，し大正 14 年之を護表せられた

が. 調査舎に於ては之を基礎として丸太材積計算法の規格を伏定 したのである 、 丸太材積計算

法以外の事項に付ては科準的研究の結果の蛮表せられたるもの殆んど無〈又規格の現秋に付て

も正確なる調査を猷ひて をつ?とカ、ら . 調査舎設置以来各方・面に於て初めて調査研究に若手する
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の己むなき事。間にあったものと推測せらる。

規格の統ーに付て調査研究を行ふに際し誌も必要なる木材規僚の寅樫.印ち全国各地1ft亡於

ける各種規格の現放の如きも全国的に之を統一調査し?と資料を蝕ひてをったから . 常時政府に

於て現紙調査を行ふたが.調査事項は主として挽材出来合品の寸法、品等匝分等規格の一部分に

止まれ然かも直接之が調査に常るもの L 智識の厚薄lとよりて調査ρ内容に精粗品催、 不確の差

が著しし之が矯め正確に質献を悶明するを得なかった嫌もある . 寸法、品等I~分に関する規格

の現紙調査が此程度に終ったのであるから.他の必要なる規絡の内容に付ても途に企図的の賀

献を審にするi1民主!~く叉規格の成立理rÌl IL付ての科・撃的の比較研究も亦同様充分に行ふを得ざり

し雄がある . 皐に規絡種類の早純化を困るものならば或は此程度にて差支危き揚合もあるが.

規格の種類に依つては合理的の研究tとよりて新規の規格及其内容を定め主主ければならぬものも

多々あるものであるが.此等の研究を充分IL遂行するの時日も無かった桜である。

木村規絡1[m定fIíi後の ~î'['ìffは以上の如くであるが. 夫れは兎も向として木材規格の統ーは木村

の生産. 販費J街、費の三者に探りて最も重要の lJi項であれ我国木材業の健全たる蛮E誌を m1する

最大要素とも云ふことが!:U* るカ、ら .木材規俗及其統ーに付て科壊的の研究を行ふはUとして徒

m~でたいと忠、ふ、 依って著者は先づ木材規絡の現!f)\を別にする j~め.全国各地方 i亡於ける各種

規格の内容設に其J戎肉を t"'Jj1t し‘進んで之が比較の検討を行ひ.;次で規格の各要素に付き科・撃

的の研究を逐け、質l際的事情をも制限jして努めて合理的ならしむるに注意し、更に進んでとを綜

合して康範固に亙る木材規絡を般に付て系統的の研究を透け . tr\l外国特1[.木材規格の最も進歩

せる米閣の規格統ーとの比i[1受検討をも行ひ.教に ~î向く其完成を見たのである .然して之が研究に

常りでは長に制定ぜられたる木材現絡とは全く開係を離れ白 111の立場に立ちて之を行ふたので

ある . fEて著者の研究と現行規格と一致する部分もあり或は雨者の問に見解を異にするものも

少くないて・あらうが. 之が是非に付ては政て識者の判断l亡任かすのである 、 若し夫れ本著iとよ

りて木材規絡の改善に釣して幾分でも科益する所あり又今後は必十寅.l}，比諜m~せらる L 拙j柴樹

材規絡の研究詑之が制定に到しでも亦多少 tとても参考となるを符ば著者の望外の喜とする所で

ある。

本研究を行ふに首れ林製博士]擦問光長氏は多大の援日JJ 及Jl)J言を拠へられ s 林事博士薗部一

郎、 同寺崎渡‘林業試:段揚技師森三郎. 杉浦席一. 北島有三、平悶徳太郎. 辻行雄、高橋憲三、

河田奈. 明永久弐郎の諸氏.同腸託泉清太氏等は何れも極守のJl)J言土寄せられ、 林業試験揚技

手情野要氏は多大の比1]力をJ)iJ.へられ.文皐I専土喜田貞吉.農林省I屈託遠藤安太郎.同烏初正雄、

侯爵倍、/1 1義親. 農林省山林局岩崎直人.木揚貞二. }j長田成治の諸氏は助言を寄せられ. 天龍木

材株式含品士、 キ火旧木材株式合iilt.青森皆林局、秋岡皆林局、新宮管林署等は測定に付て . 稲岡

鯨技師相良計遺‘元静岡鯨技師江畑猷之允.古íj庚島鯨技阿佐藤利生.前大分鯨技師須山温圭，

群馬鯨技師深田雅治 ‘ 青森螺技師丸山雄介、蹟湖友一.国中賢治.山崎徳治郎. 長島吾助.
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植松健‘ 長谷川組賊. 牧野正司 . rl:1村武雄、 三戸l}i助、チ1: 11-1幸太郎. 兵J臨時次郎 . /J、課秀i台 .

安達正司の諸氏誌に青森. 能 rl::. 東京、 大阪. 名古屋. 新官. 天龍川. 武州西川の各木材同業

組合. 青森. 秋田 ， 束京. 大阪. 高知. 熊本の各営林九J. 務室林野局木曾支局. 各的!日系E語、 各

地木材同業組合.北海道願、 有19太臓. 墓i哲乱~! '1â-J{.f . 朝鮮綿'1穿府等は研究資料の蒐集l亡付て多大

の援助を拠へられ. 各種計算に付ては遠藤貞I"J. 清水行!i平岡氏の弊を:国はしたが. 以上の諸氏

及常局の好意に針して設に深甚の謝意を表する口

戸ふ
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我凶に於ける木材規格の現状 11 

我園に於ける木材規絡の現状

木材規格の種煩及其梗概

木材の規格及其統ーを研究するには.先づ我閣に於ける木材規格の現欣を i判明する要がある

が.材極及栴11ヂ ， 寸法. .~占~貼. r同等. 検知法. 単位及材積計算法の 7 種類に匝分するのが使11:

である . 依って先づ此 7 担額K付て現以の梗概を述べ. 更に次節fC於て規絡の全般を逝じて横

断的花見た規;絡の特異性を概説して.我閣に於ける木材規格の現flkの大綱を示す ことにするO

規絡統一の研究Kは規格の現fIkの外其成同誌に比較研究を必要とするのであるが、 其詳細iは

夫+第V.!:I挙木材規格統一の各論に譲れ拾には重複を越くる矯め概要に留めたのである。

第一頃 材 極及稿 l呼

木材の材閣とは主として形f{た及其犬小によ りて分類し?と種類の意であるが. 木材の形j伏は千

差i耳目iJであるカ、ら . 取引上諌め之を分類し置くことが必要で・ある.然し材極は;/I;f伏による概指

的の分類 l亡過ぎたー いから、引司令の木材其物の寅瞳を示すことは luaミない、依って明確陀仰lキの

木材を示す鋳に稿呼を必要とするのであるO

従来我閣の慣習には材極に封する観念は極めて芦~~ <.且つ栴呼と材極との匝分も明確でなく、

動もすれば雨者を混同する傾向があった。

先づ材睦及其分煩に付て見るに.丸太は製材に劃する材極の大分類のーであるが. 丸太を細

分した材種に付ては概して小丸太、中丸太及大丸太の 3 程に別かれて居る、此分類は全国を遇

じて庚 く行はれてを るが.3極の限界となる直径の寸法K付ては地方ーに よりて差異があるのみ怒

らす=其匝分が判然としてをらぬものが多い.丸太に付て 3 極の細別があるが、 同じく素材?とる

州角に付ては斯如き和l別の材極を存して居らない。

次IC製材の細別せる材麗に付て見るに.裁に云ふが如き椋括的の材種の分類は殆んど存せす; ~

強いて材極と看倣すべき匝分を奉れば、板、角 、盤の:3mtであるが ，Jl1等の材極の分類の限界は極

めて漠と してをり相互の間陀は明確たる恒分の標準t:J. く . 只大躍の 目安を以てするのみであるO

þtは大:Ei- - 中賞、 小11等を総括した揚合には材極の意義を有するが、大賞. 中-買. IJ、貰の各

自に付て考ふるに大賞の寸法が 1 種類に限定せらる L 時は稿11ヂとなるが 2種以上の寸法を存す

る時は材種の性質を帯びて来る中賞. IJ、貨に付ても亦同様で・ある、小割は各種の寸・法の小剖材

を線、隅する時に用ひらる L ことがあるが此揚合は材極となる。

板割も大貫、可ー1 >関与;と 同 じく寸法の種類如何によりて材極と志たり稿呼とも解樺せらる h

若レむ分板割主主る名郁によりて其内容の寸法が 1 種なる時は勿論稿呼とたるのであるO

凶分板叉は並四分板に付て見るに . 現時其厚は数種の寸法に別かれてをるが、 此等各種の寸

法のものを総括する揚合には四分板は材種とたるし其内の 1 極の寸法を限定して取引する揚
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合は常然稿呼として考ふべきものであ る口

~tJí如き事例は他にも多々あれ稿呼によりて直tて其木材の質躍を具臨的に現はすものは極め

て稀陀して . 稿、l呼と名付けたがら個守の木材を明確に示すことが出来たい揚合が多いのであ

る .従って巌格なる意味よりすれば材紐陀もあらすコ稿、呼にもあらざる一在嬰態のものとたるこ

とあり或は雨者混同し?と概念によれるものも存するのであるが.畢意従来の慣習 fC材種及栴呼

立立に其匝分に付て明確たる観念を存せや叉稿[1ヂの命名方法にも l快陥があり更に寸法の不統ーも

悶を嬬し斯如き結果を招致したものである。

賞. 板割、.凹分彼等は以上の如く!悲惨なる意味よりすれば材紐と柄、1I乎とを混同し?と性質のも

のであるが. 元*稿、1Iヂの意義によりて考へられてをるものであるカ、ら放には稿l呼として取扱ふ

ことにする 、 現時一般に市場にて取扱はれてをる種類を示ぜば次の通りである口

( 1 ) 並四分板.凹分板。板類中の最も厚の滞きもの L 稿/f乎であるが並四分板又は単に凶分

板と稿してを る、本部/f.刊亡属する板の寸法(厚〉は多くの揚合決して 1 種類で怒し地)i

tとより.又同一地方Jとても其厚を異}乏し 2-3 ;J!!1~li:は夫以上の担額をイ子する . 大関厚 2分

7-8厘より 1 分 7--8 屈に至る聞のものである。

(2) 並六分板、六分板、五分板、正凹分板。四分板よりも fj'ìJ享き板lζ て 3 分乃至 5-6 分

に至る範園の問 fcfj] 々の階殺を設けてをるが.何等の統制も無く地方のj伏況』てより随意の

寸法に~H し随意の栴H乎を附してをるのであるO

(3) 板割， ~I:I板E長板。 ( 1) ， (2) と異な り長 2 問材であって厚は 4分内外より 6-7分に王

る範国のものである，工立に収割と稿する揚合とイhJ分:ほ害IJ とて j享(分〉を冠する揚合がある D

(4) 七分:波. 八分板、)L分板、一寸板. 一寸二分板等。長 2[間材と 1 間材とがあ り， 1 間

材は (2) より厚きもので厚さにl臨じて夫今寸法を冠し?とる稿11乎を用ひ、 2 間材は (3) よ

り j享き も のに川ひ らる~ (2) 及 (4) の場合に寸法冠flí}の上に更に正を冠して寸法の充分

存することを現はせる稿時も存してをる.而して冠栴の寸法は最初Jは正確であったが弐第

に筒Lれ今日にては必守、しも正味の寸a法を示してをらない又同一稲Hヂのものでも地方により

必十しも同一寸法を有してをら泣いのである。

(5) ヱI三割。 1 問材の揚合には概して-'1三割と稲し 2 問材の場合は寸法(J享〉を冠するのが普

通で厚は 1 寸内外のものである白

以上の稲/fヂに属するものは厚を基準と した栴呼であって. rrr百は普通 3-4 寸)~至 1 尺迄 1

寸上り となってをり 前記諸稿l呼を更に兵臨的に示す易合 i亡は帽の寸法を明示する要がある

のである。

(6) 三寸角. 三寸五分ffJ. 凹寸角等。隔， 厚同一寸法の IJ、角材に到する稿、呼であって . 会

国を通じ寸法を以て示すことに怒ってをる. 而して寸法の刻みカー立立に其大さの範囲は地方‘

により匝々であ り 叉稿呼寸法と正味寸法とは必歩 し も 一致してをらねのである、長は普通
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1 間材， 1 丈材( lIL11 ~I~) ， 2 問材， 2 間牛材， 3 問材等K匝別せられてをる a

(7) 大賞， 1:1- 1賞、小貫.四一貫.地主f. 並貰.四八賞、三五賞、三八京等。虫類に属する

綿11ヂ及寸法は地カ・により著しく匝々であれ然かも栴呼と寸法とは相互に連絡、統i!liJ を触き

極めて複雑してをる、!享は 1 寸より 2分.隔は 4 寸より 2 寸内外に亙り雨者の極守の組合

はせが出来てをるのである.長は 2 問， 1 間半(1丈〉及 1 聞の 3 極K匝分せられてをる。

(8) jJIj\木 . 大柾木， "tl 布R木.小極木.大三寸.中三寸.小三寸.並三寸. 二寸目立木. 三寸

位木， INiJIJ ， 大小割、中害Ij， .並剖.十二割.八ツ割、六ツ割、寸八角、寸五角，竿縁、廻縁.

折勝.干IE.，襖縁.天井縁.大胴打.中胴打.浪花胴打、一寸角.犬土打.中土打. 木摺、

木舞、ヌメ.!町;;也等。

小剖材lて属するもの L 栴呼及寸法は1
f

t I亡比して更にー居複雑し地方1亡よりて極守の稿l呼寸

法を川ひてをる.例年と寸法(踊及厚)との問には何等の連絡統制を存せや.同栴11乎異寸

法、同寸法異栴nヂも多キある . 厚及隔は 2 寸内外より 5-6分に亙る範囲陀於て亙に組合は

せあり叉厚幅問寸の揚合と然らざる揚合とがある.長は 2 問、 1 問牛 (1 丈〉及 1 聞の 3

置を存する。

( 9 ) 敷居. 大敷居， "1-1敷居.小敷店、!凹寸敷、三寸五分敷. 三寸敷等o ~J吊 4-5 寸乃至 3

寸.厚 2 寸乃至 1 寸 2-3 分.長 2 問. 1 問午;(1丈). 1 問の 3 程あり、地方陀より栴呼

及寸法が匝守である。

(10) 盤類。厚 2-3 寸より 5-6 寸.転i1尺内外より 2-<3 尺或は以上、長は 1 間内外よ

り 2-3 聞に及んで、をるがl ，市場のl[l(扱は前記のものと多少趣を異に してをるD

第二項寸 法

木材の寸法は丸太と製材とによりて意義を異κ し.丸太にては長と直径Eえは周囲. 製材陀て

は長.眠及厚を意味するのであるが、寸法の現献を附設すれば-:j.くの通である。

第一丸 太

丸太の長は最も普通怒るは 1 問材、 1 間竿材及 2 問材であって之より更に長く 2 問牛材 .

3 問材. 3 間竿材， 4 間材等として生産取引せらる L ことがある、卸ち丸太の長は最短を 1 問

とし夫れ以上は今問の累婚を以てすることに友つてをる、 2 間材迄を普通材と し夫れ以上を

長丸太と栴することあり叉 3-4 間材以上のものK限り之を長丸太とする地方がある叉特種

のm途に供ぜらる L もの.帥足場丸太、長杉丸太、電柱材、杭丸太等は長丸太の性質を祐:び其主

なる用途に従って特別の名稀を生じたものであってーの材極であり叉栴11ヂにも類するものであ

る. 1 問材、 1 問主1':材， 2 間材は長による材種叉は栴呼とも云ふべきものである.市して 1 問

材は地方により間太、 6 尺材、 1 聞もの. 1 悶宇材は 10 尺材.丈もの， 2 問材は丈 3 材、 丈

4 材， 2 問もの.等極守の稀呼がある、向長による各材の質際の長を見る花、 1 間材は必やし

も 6 尺君主らす=否 6 尺以上のもの多く ~6 尺 2 寸， 6 尺 3 寸， 6 尺 5τ1' ， \7 尺、 7 尺 1 寸， 7 尺 5
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寸. 等極キの寸法を包含し 、 1 間半材も亦 10 尺 . 10パ 5 寸. 11)し 11 )ミ 5 寸 . 2 1日]材も 1 2

)--!... 1 2尺 5 寸. 13 )'-!... 13 尺 5 寸 . 14 )し或は 14 尺 5 寸 . 15 )込等;匝々である .而して以上

記したる寸法の外に何れも茄干の延寸を附する習慣があるが其程度は地方ÎC より~~キである口

ヨたに丸太の直極 (或4は周囲)に付て考ふる IC . 質際の測定IC常りて正味の寸法を小単位迄測

定すれば最-も正確を~m し得るのであるが、取引上期如きは極めて煩雑であるか ら.一定の単位

の亥IJみカ-を定め夫以下の単位に付ーでは括約を行ふのが普通である，而して括約単位は寸及 5分

の 2極があれ括約の位置は寸留法にては 6t主. 5 分償法にては 11 極に匝分せられてをる .

括約β法の最も債く行はる L ものは寸留法の内で、は端数切拾のカ・法であって 26 地方に及び.

5 分留法の内では端数切拾法であって 34 地方に達し. 其他の ] 5 1; 法は開法に比すれば著し

え 局限せられてを るが全閣各地IC蹟 く分布せられてをる。

第二製 材・

製材の長は材極により異友るい概して l 間材、 1 問~I三材及 2 1'~日材の 3 極に匝分せられ、最

短を 1 聞 とし夫れ以上は牛間 ICて泉婚することに怒ってをる 、小割類の内 IC最短を牛聞とせる

ものがある . iilI}.:仮類は概して 1 11日材の 1 睡でおる.小角材は更に 2 n.O*材、 3 問材等tて回分せ

られてを 一る .而して質際のe長は丸太の揚合と同じく 1 間は必歩し も G 尺の観念でな く種々の寸

法が包含せられて をる . ifJí.板の 1 問材IC屈するものは G 尺と 6 )ミ 3 寸の二大系統に大別せられ.

6 尺系統のものは 6 尺 1 極であ手が G尺 3 寸系統のものは種類多く 6 尺 1 寸、 6 尺 2 寸. ﾟ )コ

3 寸. ß 尺 4 寸. G 尺 5 寸. ß 尺 6 寸等を干fーする . 板割類の虫I~ き 2 n目材のみを存する材極に

ては 12 尺. 12 尺 2 寸 . ] 2 尺 4 寸. 12 尺 5 寸. 13 尺 . 13 尺 5 寸‘ 14 尺等がある.虫類に

ては 1 間材は 6 尺. G 尺 1 寸. 6 尺 3 寸、 G 尺 5 寸. 7 尺. 1 rm !-]三材は 9 尺、 9 尺 1 寸、 9 尺

5 寸. 10 尺 . 10 尺 5 寸. 2 閑材は 12 尺、 12 尺 1 寸. 12 尺 5 寸. 13 尺 . 13 尺 5 寸. 14.1ミ

等であるが. 夫々地方によ D て其寸法を異にしてをる、而して上認の寸法Kは若干の延寸を附

するのが常である口

以上の外小角. 敷居 . 極木其他の小割類の質際の長も大関以上のものと大同小異で、あるが.

地11"により多少宛差異を生じてをるのである。

E掛けて製材の幅及!享に付て全国的陀其j伏況を綜合するに

(1) 各材種、 稿11.乎を通じて相互の幅及!享の聞に規則正しき系統的の相互関係は全く存在し

てをらぬ。

(2) 同一材種. 稿H乎と看{故し得べきもの L 寸法(厚及隅〕が地カ・によりて著しく差異を来

してをり 叉同一寸法のものが地方K より異怠る稿11予を有してをるo

("3 ) 同一材産.稲11刊亡屈すべきもの L 寸法 (厚及腕〉が 1 加に限定せられ十数種の寸法を

、 有するものがある。

(-4 ) 四分板‘ 六分級、 其他 11ì司材陀属する板類及板制等 2 問材陀属する もの L 隔は最少
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3-4 寸より 1 尺迄概して 1 寸刻み(J也)f lc より 5 分刻みもあ る〉 に遮増し全国的に良くjJ.1.

絡の統制が保たれてをるが. )享 IcHては白íj項の如く llil!守である。

(5) 市揚に取引せらる L 製材の寸法(幅及厚〉の正I床量 lま Jflt引上川ひらる L 公稿寸法に主J

して公差の範間を越へて分切れを生やる揚合が多い.例之四分:波K付て見るに厚 2分 3 原

を有するものと して取引せらる L ものも之が正味寸法は概して 2 分 3厘より遣に蒔く叉隔

も 1 尺に封して正味 9 寸 7-8 分を有するに過ぎす言、其他の怖に付ても 同様 2-3 分の分

切れを生じてをる . 他の材右i[[ IC劃しでも之と大同小異であって寸法K封して分切 を平然と

して行ふ阻習が会図的に概漫してをる口

(G) 我園製材業の通弊と考へら る L ものは製材に際し木材のJ炊縮を考慮に入れすコ公稿寸法

の偉i亡t足立つる鼎iである . 製材後乾燥に伶ひ牧縮を*せば常然減寸して公稿寸法に封して

分切を生やるのであるが故意に斯如き こ とを政てするのである 、 本項は (5) の一部の原悶

と見らる L のである。

(7) 樹j更により 製材の寸法(隔. 厚、長)を異にする習慣を有する地方・がある 、 概して劣

等なる樹極は上等の樹紐に比して若干寸法を減少してをるが. 同 一地方に於て同一村胞に

到して斯如き差別を嬬す揚合が多い。

我図の製材寸法は以上の如き質!lJi: 1とあるカ、ら寸法の担額は極めて複雑し且つ多数K上うて左

る又相互の聞に何等の連絡を有してをらぬから此鑑にては一定の系統に分類することも至難で・

ある。

現時行はれてをる製材の寸法を全国的lて蒐集 L 、隔及厚の異たる ものを一々選別し . 更に之

K長の差異を加味する時は;J(の如き多数の臆類を見るのである。

厚或は厚及縞共 長と厚或は厚:&.幅共
不向なる L の うた 々不同なるもの

四分板類に属する L の ll1'Ill 871'iJ¥ 

四分板以外の板 (長 1 問材〉 32// 180 " 

板剖其他四分板以外の板 C長 2 f悶材〉 1可 11 92" 

小室1] ;I;:j' ，政局其他 cf旦し小角材 を!徐\) 167" 341ρ 

賀努Iに屈す る も の 126 '1 228 I1 

百十 353 '1 928 グ

印 ち我圏各地主要市揚 K於け る 出来合製材品の寸法の現j伏を調査する に . 厚の異なるもの

(四分:波類に属するもの及四分板以外の板(長 1 間材))或は厚IH高共相互に不同なるもの (両日

記以外の材種)は併せて353額の多きに上り、更陀前記のものに長の不同を加味すれば其数928

砲に建するのであるが.如何に我闇製材品の寸・法が不統一混乱IC~íわって居るかを了解するであ

らう。

第三項 故 知

蝕酷は品等を定むる重要の要素であるが.従来我閣にて取引上木材のl快知として看倣Lてを
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ったものは.丸身.曲‘木口割及目廻、節.入皮、樹脂壁、樹脂係、鳶庇、腐、孔.品11食、ァ .c 
テ、狂l ~さ洞 、|崎;11ヲ.偏心、.多心. 餐色.胴打、摂れ.í1i=Æ等に分類し得るが.個々の棋貼ーに封

する概念.内容.程度の表示法. I日等との閥係等は地方によりて夫々趣を異にし何等統一する

所がなかった.先づ快緊日iに付き共通的の事項を越ぶれば

(1)故知に閥する正確なる意義を蹴いてをるものが多い。

(2) 蝕貼の程度を表示する方法が正確に定められて居らぬ、縦令定められてをつでも不合

盟のものがある又地方-によ り I~ 々である D

(3) 前記 20 有飴種類の快鼎i全部を十分に利用して!日等規格を定めたるものは一部の地方・

に過ぎない。

(4) 多くの地方にては此等の蝕里占の内主たるもの L みを品等規格の標準としてをる。

(5) 品等規格を定むるには各種j拡L黒M習の相互的関係を強め定めなければならぬのであるが

之に劃する考慮が融けてをった。

乙を要するに従来は棋票出其物陀~1する観念.AA鼎i と品等規格の関係等が漠然としてをつ?とか

ら自然品等規格及其内容も明l庶を快くものが多かった。

きたに快鼎i個今に付て其主なるものを連ぶれば

1. メL 身

我閣の丸太の生産は概して中丸太.小丸太が其大部分を占むる関係上丸身を附随する製材を

生産することが多い、就中小角材及貨は其著しいものであるがJ切如く丸身は製材に伴ふ最も

普遍的D扶拙なるに係は らす=従来丸身の表示法1L~1 して正確定E る規程を存するものは極めて

少泣く且つ地方によりて匝々である.現時メL身表示法の正確に定められてをるのは北海道.

埼玉，幌西川地方.静岡螺天龍川地方，和歌山鯨新宮地方.大分鯨日田郡地方等が主なるもの

であるが、此 5 地方'f'[於ても丸身の表示方法が夫々異たってをる.而して其他の地方-にては

ヌL 身表示法は漠然と して をるに係はらすコ一般にメL身の等故を 2-3 起に分類してを る。

普通小丸身. 大丸身の 2極t亡国分ぜられてをるが雨者は概略的の自分量により定められてを

る K過ぎない。

文身を品等医分の要素として取扱ふに際し丸身共物の程度を考慮するのは勿論でLあるがメL身

の長を も之に関聯せしめてをる地方もあるO

2. 曲

丸太の出は製材として利用上不利益であるから紋賠として重要問せられてをる.偽来的のi測

定表示方法は内 r111面の最大矢高が丸太の長 I'[~討する比率を以てしてをったが.出の程度を兵

鵠的に数値にて示すこと無く大Ii俗の目分量によってをったのである。

3. 木口割及目廻

雨融賠も木材の重要怒る快黙のーであるが之を表示する方法が具躍的に定められて居なかっ
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4. 節

節は品等規格を定むる上に最も重硯せらる L 快粘ーであるが. 自Jの種類は性質により死節.生

節‘抜節.抜ける民ある死fti. 腐節、他面t亡通 らざる節等に匝分せられてをる.節と IR1等と

の関係を考慮する揚合には節の性質の外更に[lîjの大小及教が考慮せられてを る.而して怖の

大小を定むるには長径. 短径或は雨者の平均によるか共躍的の規程をと扶く地方が多い。

5. 入皮.樹脂盟、樹脂傍. 駕庇. 腐、 孔. 品H食. アテ . 費色.狂。

此等の融制は程度のil~重によりて其取扱が異たり 、 聴きものは大鵠簡と 同ーの取扱を~し極

めてi隠微のものは之を融制と看倣さざる地方-が多い.而して節と同じ取扱を属すには一定の

方法を要するのであるが.是等の蝕賠の大小包測定して其程度を定め節に準じて之を取扱ふ

のが普通である . 只紋貼の種類性質ーによりでは怖と同ーの大さとするも筒に比し・除賠として

重き ものあり 叉軽きものもあるから 、 教に雨者の重さの算定に付て一定のカ法が案出せられ

怠ければならぬが、 之等を兵鰹l'If.] IC定めてをる地方は極めて僅少であって概略的の分量にて

行ふ地プJーが多い.此等の歓貼』として其程度の重きものは筒K準じて取扱ふを得す九木材の使

川上の債値に重大なる影響を及Cl し品等と干官接の関係を有するのであるが京大主主る倣黙の選

定jJ法は地方によりて匝々である口

6. 空洞. 崎7fj ) 偏心. 多心. 胴打、 摂れ

ヌL太Iては前記の諸l快製iの外本項I亡属する~結を存し、其程度の甚 しきものは丸太の使用慣値

K影響を及除すから之を京大なる融製i として取扱ふのが普通であるが、 其取扱方は地方によ

り匝々で・あ る 口

第四項 口
rl~1 等

蝕里Ilíの種類、 其大小、数、程度等の配合によりて木材の品等は定めらる L のである.市して

品等は木材規絡中の京要怒るもの L ーで、あるが. 品等の名稿. 種類、紙勤配合のカ法.内容等

は複雑且つ不統ーを極め寸法と DI告同様のi比況を示してをる、今l同等規絡の現j伏fC 1寸て )1闘を埠ふ

て遮ぶれば;j(の如くであるD

第一 品等の種類

説材の品等は材極により種類を異にするのが持通であるが. 更に樹鹿によりても之を匝別す

る 3自力.がある o

( 1) 四分 板類

四分板の品等は之を細別する地方・と然らざる地j)・とがあるが概して前者が多い.印ち名稿

は別と して一等並.二等並.三等:並.一等小節.二等小節、一等;1f!1i節.二等無節の 7 等級

t亡匝分するものが多\A、而して此等は基準的の品等であるが情此外に特種の品等を設けて

をるものがある又上並、並. ヨた並.上小節. 決小Mi. 上無節.衣無節と栴ずる地方もある
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が.此等の分類法は並1日1 を 3 極. 小企~jl日を 2 極.1111fifill71 を 2 胞に匝分せんとするものであ

る . 之にさたで簡単なる別1)・は並品を 2 M!とし小節以上を 4 UIとするもの或は並l日を 3 種、小

企~j以上を 3極とするもの或は並品を 2 種、小企~j以上を 2 紐とするもの或は並，小出 . 1!黒部

と 3 程にするものもある。

(2) 小割 類

小割煩の品等は地方-により大差があり一等.二等.三等. 一等小筒. 二等小節.一等，:'Ilf:筒、

二等無節の 7 極陀分類する臨もあるが.一等. 二等小?ifj . 1!l~ fiîj或は並、 IJ、節.無節又は一

等. 二等の如く 4 極乃至 2 種類に分類する地方・が多い。

(3) 貫類

品等の名稿は大鯉店íj記の挽材と同僚であるが. 等級種類lま 4 極乃至2極とする地方・が多い口

(4) 小角 類

*正目取の上等角材の品等;に付ては特屈の匝別が行はれてをるが. 並品、上品を綜合しての

品等匝分は無節.小何'j 'þ 一等、合等.二等、 或は一等、二:等.三等の如く 5 極乃至 3 極l亡

匝分せらる L 口

( 5) 板ー割類

紋類 と PI告同般の名稿を川ひて をるが品等極額はGfiI[J !J至2%:!fIに亙り j也カ・により匝 守であ る D

挽材の生産量少なき地1)・K於ては品等の匝分を極めて少泣くし. 甚しき揚合は 2-3 和i或

は込と し品等匝別を行はさがることがある。

丸太の品等匝分は樹極及其大小によりて著しき差異があ れもîiの位置.有無.大小等ーによ

P て 4-5 種類 IC分類することあり或は上下の 2 極或は全く恒別せぢる揚合もあるo

第二 品等匝分の大綱

品等匝分は前記の如く材極により 叉地方ïとよ り其種類及敢に差異があるが. 1品等匝分の 内容

並に其方法を通覧する時は . 其大綱K於て全図的に共通する貼Iiが多々ある . 品等規格の統一の

研究に常 りで注目すべき事項である口

(1) 品等匝分の種類比較的多き材極にては普通品と弐品の 2分類に大別して居る、凶分板

t亡付て例示すれば上並. ~lt:.上小部.上主~肖Jは普通品としての等級であるが.之に封して次

~f~ . 女小筒、衣無名古を衣品の等級として匝別してをる .gpち普通品と次Irl とを相封立せし め

てをるのであるが. 次品は普通!日t亡比し或極の散問。を蝕分fL右ーするか或は敏賠の程度が大

たるを意味するのである。

次品よ りも故知の程度ー居大たるものは節の有無. 大小等による匝分を超越してをるカ、ら

之を最悪の品等階扱のものとして一括して痕評l或は他の名郁のもとに之を匝別する揚合が

多い.以上の如き品等分類を行ふものは概して板顕であって然かも其生産量の相常多量に

上る地方であるが. 其然らざる揚合K於ては普通品と衣lrl との匝分を行はや雨者を結合し
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(2) 品等決定の要素である蝕鮪の軽重に付ては全図的に共通の観念を存し、快里r~其物の極

重よりも品等の匝分の要素としての蝕黙の軽重に重きを置き節を最も重視してをる 、 ~p ら

首iは品等匝分の基準として取扱はれ品等の名稀も節に悶縁を有する位である . 訴し身、木口

割及目廻並に節以外の快鞘の程度の重大なるものは寧ろ簡に劃して補助的に考へられ専ら

普通品と次I日i或は痕品との匝別の標準として利用せられてをるロ

(3) 品等匝分を構成すべき棋聖占の配合法に封する概念にも|絡共通的の出li を見出すことが/:! II

*る 、品等l~分と l快鮪配合法との関係d各種類の故知を適宜に綜合し打ってー聞となして

品等の階級を設くるのが普通である.節以外の蝕貼を符iと同等K樹立釘J士せしめ之を組合

はせて品等を定めるが如きことは始んどゑぃ.民.及小角類の一部』て於てらむの外 fz: jL身を最

も重聞して品等を定めることがあるか.此は丸身を他の歓鈷よ りー屠重要視する K止まり

決して丸身と節とを釘立せしめ組合はせをしてをるのでは無く .丸身と fiÎi其他の快鮎とを

綜合し一国ζ 君主して l日等の決定を行ふてをるに外ならえEいのであるD

(4) 材屈に臆じて品等匠;分及其内容を異l亡してをる。

(5) AA結以外の要素?とる木目及心材.謹材による品等の応分は全閤共通で・あるが只J也1f l乙

より又材種によりて其匝別を錦さ E ることもある口

第三 品等匝分の細目

市i項に於て述べ?とるが如く品等匝分の大綱花開し全肉的に共通知を有する K不拘.其市!日自に

至りでは地方により著Lき差異を呈してをるが.品等規格の不統ーを5たせるは主と して細 目 の

不同によるので・あるD

徹底せる品等規絡の全間的統ーを期するには大綱は勿論，t，/I旧 fZ:渉る迄巌格君主る統制ある規程

を設けたEければならぬことは之によりても明で・ある。

(1) 材極fz: J.I臨じて lH1等匝分及其内容を異l亡してをることは前項に於て述べ?と通 りである

が. 地方によ りでは大別せる材担に留まらすコー居細別せる材極陀迄乙を及ほ。してをる所が

ある.然かも 其内容は地方陀よりて夫キ異なってをる。

(2) 絶ての材 f置を通じて品等応分の数を細別する地カ・と少数の種類に匝別す る地方とがあ

る。

(3) 快黙の配合に常りて各部:の故知を十分に祈j日し可成精細陀4条件を規程せるものと 、 共

内の主主主るAA品1iのみに限定して品等を定めたるものとがある。

(4) 11治問 -1/法によりて品等匝分を行ひたるものも扶黙の意義及表示方法.鉄製i相互の閥

係等の異なる矯め之を綜合せる品等の内容に差異を来す揚合があるD

(5) 品等の分類及快里~Îの内容に闘し極めて漠然?でる方法を採ってをるものも少くない。

品等匝分の大綱K付て金閥的に共通黙を存するに不拘其納自に於て何等の連絡統制が保たれ
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てをらたカ、った 1~め叉i説明i と!日等との関係I[Hても統制が友かった í~め品等匝分及其内容は還

に不統ーに陥ったのである . 現時行はれてをる品等I~分の内容に立入って精*IHI[検討する時は

寸法規格に匹敵する程の多数の種類に分類することが出来るであらう口

第五項検知法

木材の槍知は寸法の測定誌に材積計算の基準とたるものであるカ、ら取引上重視せられてを

る 、而して検知法は丸太に付て重きを置カ、れて居るから放には専ら丸太の検知法を述べる。

第一 検 知 の位置

丸太検知の位置は長と直径又は周固とにより其方法を異にするが長はトキン.メ 1--孔及延寸

を除きて検知すること陀全岡崎一致してをる.直径及周園の検知位置は普通丸太に付ては末日

又は末口最狭部を検知するものと 、 末日 より 1 寸或は 2-3 寸或は夫れ以上入り込み?とる部分

を検知するものとがある、長丸太l亡付ては末口より 2 問毎に検知するものと末日或は中央を検

知する方法或は其他のものとが存する、向足揚丸太. 排 r，~材噌.は他と異なり?とる方法を!日 ひて

をる。

第二 検知の方法

丸太の直径(又は周国〉の検知の方法にも種々あるが. 最も普通に行はる L は短径法である、

倫此外に長短雨便を平均するもの或は此等雨極を折衷ぜるもの もある叉短径に一定数値を加算

する方法.中央}\li]国法其他直径IC 閲する特鹿の検知法をJflふる地)]があ る 。

木材検知の位置及1/法に就て其内容の細自に渉 りて各地方の il犬況を調査する に綿ての事項lと

付て全く同一なる地カは極めて少なく多少宛其内容を異にし丸太の検知法(寸法の括約法をも

含む〉のみに付ても約 105 極(地方)の多きに達してをるが如何K不統ーを極めてをるかを想

f象し得るであらう。

第六項単 位

木材，の取引上規格としての車位は寸法及数量の単位に大別せられ.数量箪位は更に材積翠位

及材積以外の翠位に細目 r] -1tらる ~ .而して単位の内最も複雑を来せる は材積単位及材積以外の

単位の内製材結束の入数であるが其現欣を略述すれば次の週りである。

第一材積率位

現時我図K於てJIlびられてを る材積単位は石、 尺〆、才、肩の 4 極である、而して石は10立

方尺.肩は 3.5 立1/尺を以てすることに一定してをるが、尺〆及才の内容は地方Kよりて著し

く 異たってを る .印 ち 1 尺〆は 12 立方尺を普通とするが 13 立方尺、 14立方尺. 15立方尺等・

を用ふる地方-もある叉才は大館尺〆花開聯するものであ り 1 間才と 2問才とに大別せられ 1 問

才は 60 立方寸. 65立方寸、 70立方寸、 等に分かれ其他中聞の寸法によりて 1 才とするものが

ある、 2 間才は 1 才を 120 立方寸. 130 立カ 寸. 140 立方寸.等とするのを普通とするが此外

中聞の寸法を用ふろものもある o .,. 
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材積単位は以上の如く 4 極に大別せられてを る が更に其細目は地カーにより 匝々であり同一地

方にて 2種以上の単位を併用する鹿 も少くないカ、ら取引上甚しい不便を感じて を る口

第二束の入数

我国Kては古*結束せる製材を単位と して取引 を行ふてをるが運搬取扱上より見るも頗る便

利怒る方法である.然るに1束の入数が一定して をらなければ其内容に差異を来し其利益の大卒

を失ふ事となるのであるが、 各地);ï乙於ける束の入数を調子Eするに甚しく不統ーと なってをる口

四分 板 類 9 種 l四分板以外の板類 13 極

板 剖 類 7 極 tl・ 類 15 極

小割類 25種計 69 種

以上は四分:仮.凹分板以外の板及板割類に付ては 1 尺幅のものを基準と したる揚合のみの 1

束入教の異なり?とる種類であっても 1 尺以下郎ち 9 寸乃至 3-4 寸の も のは含ま歩、又貰及小制

類に付ては 2 問材の入教のみに付て Yあって . 1 問牛材及 1 問材のものは含んでをら ないので

あるから . 製材全般K渉って異な りたる入数のものを合計すれば其種類は店íj記の敢に比し俗カ11

するもの と考へら る L 口

第七項 材 積計算法

木材の材積計算法の内最も考慮を要するは丸木材積計算法であるが.世界各閣共米だ、適切た

る )]" '11ミを案出するに至ら ないのである 、 謹し測定方法を出来る丈け簡便にし然か も寅材積K最

も近似せる材積を算出する を理想、と してをるがためである .丸太材積計算法は古来種々の")]"法

が工夫せられてを るが我閣にて現在行はれてをる方法は数桓ある . 普通丸太の材積計算法の内

最も庚く行はれてをるものは末口直径自乗法であって 40 JU鯨K及んでをる、之vC}m ぐ も のは

梓太及北海道に於て専ら行はれ更に 内地市揚にて北洋材を取般ふ時犯行はる L 末日直径自乗 じ

九掛法である.埼玉. 富 iJJ. 岐阜. 愛知、 静岡， 三重の諸服下にて は Ùjl尺揚直径自乗法が川ひ

られてをる.長丸太の材積計算法は末日直径自乗法を膝川せる匝分求積法と 中央直径自乗法と

が行はれてをる .此外割材. 排~p材に付て特産の方法が川ひられて をる白 丸太材積計算法と I~F:J

聯じて考慮、を要する は槍知法及単位の括約法であって. 其);・法の如何に よ りて計算上得たる材

積数値に種々の蜜化を及隠すのである。

第二節 樹種及材種誼に地方及生産者によ る規格の相異

前節には樹J1li:、材種を遇して見た規格の種類及其梗概を述べ?とのであるが.教には規格の全

般を通じて横断的K樹極及材種の相異によ り 或は地方及生産者の関係によりて起る規格の特異

性を概説して規;僚の現枇K付て其大綱を童話す こ と L する。

第一項 樹極及材種による規格の匝分

現時我固に於て市揚に取引せらる L 製材に付て樹種と材種との相互関係を見るに.杉は最も
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普通的の樹極であって用途も庇く材極も亦多岐に分類せられ凶分仮、 六分:波‘正凶分絞.'俊割.

:1¥:J:. 2f割. 敷居. 小角. 小割等現時市揚に存する総ゆる材担に製材ぜられてをるが. 松は其!日

詮及材者Eは著しく制限せられ主として生産せらる L 材種は六分:Vx. 敷居.小割類である 、 ヱソe

7 ツ .トF'マツ類は以前は包装箱材に供せられてをったが. 今日にては建築材にも多量に使!日

せられ殆ん ど移と 同様の材組に製材ぜられてをる.檎は六分板.~反剖を除いた他の材極l亡、縦は

凶分:波. 六分板、 :zp.割 . 11、割 . 栂は六分:波.小角類等に製材せられ. 据は其材極11階杉に匹敵し

てをるが主と して生産せらる L ものは小角.千j~リ . 板割. 1立‘ l旦l分板等である。

以上は主要の樹極及材極の相互的関係であるが樹置を標準として考ふる時は杉は材極の範囲

最も蹟 く エゾマツ . トド マツ . ~.合. 据等之tz:: !lli料払栂.松. は著しく狭いのである叉材種を

基準と すれば六分板は殆んど総ての樹極を網羅し小角、 小制類之に衣ぎ凶分仮、 絞割、:zp.割等

に供せらる L 樹種は最も少ないのであるが.之によりて次の如き二の司王質を認むる事が出来る

帥 ち (1) は樹種により て材極を異にすることであって之は工芸事的性質の差異に蹄悶す る も ので

ある (2)は 同一材極に到して種々の樹極を包合せる昭iであって (1) と矛盾するか如く一臆考へ

ら る L のであるが多くの樹極は或程度共通性を有することを示すものであるD

以上の事置に関聯して考慮せらる L も のは (3)同一材極に到する細目の用途と樹屈との開係

である . 例之四分板にて天井板に供するものは大部分杉であってヱプマヅは寧ろ他の用迭に用

ひらる L ことが多い . 又賞にてはヱゾマツは下等の雑作材.荷造材. 杉は之に比し上等の方面

tじ檎は主と して建築材に供せられ.小角にては杉は主として柱材. ヱプマツは下等の柱材.

栂は担:及土蓋. 槍は上等の柱及土蓋用に使用せられ，同一材極にでも細目のm注にまうj しては夫

々特有の樹騒を必要とすることがある.而して此等の関係、を向仔細に吟味する時は同一樹極の

同一材種の内にで も細目の用途を異tとして居り需要者の要求する憐件は夫々異なってをるので

あるが. 此等の要求 IL!鹿じて品等、寸法其他の規格を匝分するときは需要者にと りでは甚だ便

利であるが. 生産者及販費者としては其分類非常に多岐複雑に亙り到底其煩に堪へないのであ

る口

依って従来市揚に於ける慣習は規絡の複雑を避け可成之を簡単にするため其根源を鋳す樹屈

による規格の匝分を腔し 、 向車fH 自の用迭による規格の分類をよとめる方針を採ったのであるが.

多 く の樹屈は (2) に地べ?と如き共通性を有すると同時に寸法. 品等共他の規格の内容に於て樹

極の特徴. 細目の j日詮等を充分に加味すれば.規絡杢躍の盟系を簡単に し然かも其内容を整へ

得る可能性があった L めであるo

然る に此原則は時代の推移に伴ひ:;j(第に筒Lれ樹程により或は*1lI 目の 州詮によりて極々の規格

を生歩る に至ったのである。

第二項 地方及生産者による規格の匝分

前項に於て樹種及材極によ る規格の随分に付て越べたが. 木材。性質及用途より見る時は或
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程度規格の種類を増加することは必然の勢である、仮に樹種及細目の)-11途 ILJltl\ じて規d格を分類

するとしてい只夫れのみにては規格は決して今日の如き多数の種類に上らすコ又混南Lをaとす こ

とも君主いのである，規格の不統ーを来せる最大の原因は地方・2え生産者による差異に基くもので

ある。
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第三 章 木材規格統一の根本観念

木材の規格統ーを攻究し之を決定するには規絡の現枇を悶明すると同時に規格の今日に於け

るが如〈不統ーを*せる原医!を探究・し更に規格の統ーを行ふに首 り撮るべき基準を考慮して綜

合的に統一の根本趣旨を強め定め置くことが最も肝要である白

第一節 規格不統一の原因

規格の現7!えは古íj主主K述べた通りであるが不統一のj此況は規格の紐類によりて其程度を異にす

る.而して不統ーを*'1士る原因を吟味する K規格の種類により夫々差異があ り叉同一種類のも

のにでも制自に亙れば其原悶に唖重厚部の別がある . 従って統一の難易にも影響を及~~すこと

も 1象j悶せらる L のであるから不統一の原悶は充分其員相を究める必要がある.今規怖の不統ー

を*した原因を列きょすれば次の3lTIりであ るロ

第一. 挽材の長が今日の如く不統ーを*した校本の理由は我凶手11風住宅の間取様式2え寸法が

不統ーであるためである、故IL îíé材の長を統一せんとするには、先づ住宅間取椋式及寸法

の統ーを困るのが根本でたければ友らぬ. 従って長の規格は直接住宅問題と緊密なる関係

を有ーするのである.木材規絡の種類中斯如 <1重l民生活上の慣習と緊密友る関係を有するも

のは他に無く同時に工業lHl其他のものにも亦其類例を見ないのである。

第二. 木材の生産特に製材は工業!日の多くのものと趣を異にし一地方・ー工揚にて大量生産を

ゑすものは極めて少く各地各所にて少量宛生産を嬬し市場に蒐集せらる L のである叉縦令

相常纏ま り たる数量を生産する地方-及工揚にでも各地に分散する需要先の要求に差異があ

るカ、ら其生産の内容を蜜更せなければならぬ. 斯くて産地及市揚を通じて規格の不筑ーを

招致したのであ る白

第三. 木材生産の起源、は極めて古〈然かも各地に割線し?と風習があるから.木材規格も各地

夫今の歴史的沿革に支配せられ複雑にして且つ線強き特質を帯びた規格を見るに至ったの

である。

第四、 工業品は多 くカ11工品であり然かも原料材と性質の全 く 異なる ものが多いが、木材は天

産品其健或は機織的陀多少の;lJI1工を行ふか、 何れにしても其性質を慶異せしめ守して使m

するものであるから規格の種類の内で も品等規絡が頗る複雑に怒って来るのである。

第五、 木材用途中の大宗は建築材であるが.此外に箱材、指物材、土工材其他各般のm途IL供

せられ叉同一種類の用途にでも細部に至れば夫今要求の傍件を異陀するのであるが.之等

を出来得る丈け多く満足せしむる様規格を定むることが最も便利である、 今 日規格が多種

多様にたったーの理由に算へることが出来る。

第六. 木材の規格は時代の愛選特に経済JV\態の推移によりて著しき影響を受けたのであるが
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共反面には規絡に到する翻念の.~如してをったことも興って力がある.而して影響の内最

も頴著な例は板類の寸法である、今凶分板のj享に付て見るに凶分:波の名稿の起訴、は墨掛四

分K挽割り?とる矯めである も 其常時正味の厚は 3 分 2-3 厘位であったが其後時代の饗濯

に件ひ木材債絡も弐第に騰貴を来したから‘之が}Jll産策として製材業者は原木の騰貴を緩

和する嬬.商人は寅り易き鵠3 需要者は製材の安置を希望する馬主主に期せ十 して利害が一

致し、 l江l分板の)享は漸次蒔くなり 3 分より 2分 8厘とゑり更に 2 分 5 厘. 2 分 3-4}匡等

の費化を経て今日にては厚きものにて 2 分 3 厘部きものは 2分内外より更に 1 分 G 厘位の

ものを見るに至ったのであるが.此間寸法規格の維持に付ては何等の考慮も羽Ilはれなかっ

たのである . ~Vf く時代的の饗涯を*すと同時に其過程に於ては常に新奮鹿骨の寸法が重複

して存在するのであ る.而して其;彰響は地方・によりて差異がある 、 大泊費市揚は最も敏感

であって常に先駆を~すも.地方市揚は之IC比して影響が著しく遅延してをるから、同時

1Uとても雨者の問に差異があり . 斯くて之を全国的K見ればー居複雑し?と寸法を現出する

のである . !ßI分板以外の材極も亦大同小異であれ幅及長 Icf寸ても亦程度の差こそあれ)享

と同様の{頃向を辿ってをる.今東京市揚K於ける挽材寸法の費還を示せば次表の通りであ

る。

キk

明治元年より 45 年に至る山鵠物{桜貰及1類寸法異動調書
L松制政局j

(東京材木相場月事長大正元年 8 )~放〉

! 別問前後 | 山前後 | 悶却似叫叫叫1礼年拘lド附峨i鴇古
r rl!1� n __1. (.) .I"¥._ r to:.1 l� _1. (.) .."'¥. I ←一. (.) )'"¥._ f 悶 9 寸寸， 8 -s八、 ! 

制 |幅 9 、j・ 8 分 | 同 9 寸 8 分 | 向 9 ,J' 8 分 | 7分5庫三|同 9 寸 8 分
1)事: 9 壬~ I ffiJ 85}5}'垣 I foiJ 8 王子 | 同 l 同 7 玉子I l' 'J V ~J 'U J_'];., I l' 'J V ./J I l' ') 8分 1

:1'1: 1 腕 3 寸 8 分 | 同 3 寸 8 分 | 同 3 寸 8 分 | 同 3 寸 7 分 |悶 3 寸 7 分
厚 9 分 I ifiJ 8 分 5 J延 | 同 8 分 I IfiJ 7 分 5 厘 II可 6:$河原ー7分プミ

出
・

貨|幅 3 寸 5 分 | 同 3 寸 4 分 | 悶 3 寸 4 分 | 同 3 寸 3 分| 悶 3 寸 2 分
厚 7 分 | 同 6 分 5 厘 | 同 6 分 1 ifiJ 6 分 1 I司 5 分 5 原

大小
制 | 幅 1 寸 5 分 | 同 1 寸 4 分 1 /司 1 寸 4 分 l 同 1 寸 3 分|同 1 寸 2 分

厚 1 寸 2 分 | 炉a 1 寸 2 分 1 I司 1 寸 1 分 | 同 1 寸 1 分 1 [fiJ 1 寸

rJ、 制 |E i 寸 2 年 | Z i 寸 1 f l ziz; 五 | 目;寸 12lziz

l隔 3 寸 8 分 | 同 3 寸 8 分|同 3 寸 7 分 1 Il'lJ 3 寸 7 分 1 jnJ 3 寸 6 分
四寸敷居 |厚 1 寸 9 分 | 問 1 寸 8 分|同 i 寸 7 分 | 同 1 寸 6 分|同 1 寸 5 分

|陥 2 寸 4 分 | 同 2 寸 4 分 | 悶 2 寸 3 分 | 同 2 寸 2 分 1 IfiJ 2 寸 1 :T.i\.
五分角|厚 2 寸 3 分 | 向 2 寸 2 分 | 同 2 寸 2 分 | 同 2 寸 1 分 l 同 1 寸 9 分

角 |E i1 72 l E11iZ | 1311;z ! 日 iz;Z| 日 13:z
4・+一 _1.r 7:" 八穴、 l 隅
ハ中ニリ L五万八.J 1 J享
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明治的後 1 1問前後|年0 20~Jミ蹴 1 1司 27-8玉川 | 同 37 8年以後

平 | 同同 ! 阿阿制厚 1 寸 4分間 1 寸 3 分間11寸-'J‘23分分5康一 間 1τj'2分5厩 I司 3 分 5 原

4ノ、. ノ~]、
幅 9 寸 8 分間 rñJ 同 r;'iJ 阿同 l吋 friJ

板厚 5 分間 5 分間 45分分5EF-F114 分 5 厘 F71445分N2周)!l! 一

四 分
隔 9 寸 8 分間問 問問 | 同同 同問

板厚 3 分 5 康問 3分2原-F1 3分一 l司 3分-2分 F812分5康一
3分5原 3王子2厩 7).豆 2分7原

備考

1. illkJ自に ι り寸法に多少宛差~I~ ~うる L 本法は其内lüL 持越d るものを傑鍔:ぜり。

2. 板制、卒t刻、六分板、四分板の幅は尺加の場合にしてやIれも 2分切れなり。

3. 板{~Ij 其他の 2 f1ij材は以 ilíJ 1 3 尺乃至 12 尺 8 寸なりしがt!JJ 治 27--8 ~f以後は 12 尺 5 --J'と

な り 37-- 8 ~I!以後 ι り 12 尺 2 寸となる又松í~U~去は以前 12 尺 5 寸なりしが明治 27，....8 ~Iミ

以後 12 尺 2 寸となる 。

4. 大分板、四分板の如き 11向*1 は以前 6 尺 3 寸乃至 6 )ミ 2 寸なりしが明治 27，....8 年以後 6 )ミ

1 寸乃至 6 尺となる。

市場IC於け る曲材の寸法は極めて復事!~混昂Lしてをるから其調子Eの結果も入及時j切により差異

があるがZ IJ注調在に係る東京市揚K於ける説材寸法を示せば失の如くであるO

|大正1枠組合 | 大正川 ! 大正川 I llrJ手11 6 61' 
規格制定以前 | 組合却特 定災以仇

杉 板 告。 的i 正寸 2 分切 同疋 寸 l市 正 同疋
厚 8 分一 7 分 fl'�J 6 王子 5 1'1¥ 1"1 6 ノノJ、 伊;J 6 ノ5)、、

fI,J 大 賞
幅 3 ，j・ 8 玉〉 同 3 寸 6 分 1'0 3 寸. 5 王子 同 3 寸. 4 玉jト

厚 8 分-7 分 /ftl 6 5.上 5 1!�! l司 6 五〉 同 5 王子 5 版

問 中 五間t 
腕 3 寸 2 分 同 3 寸 同 2 寸. 8 壬〉 /fiJ 2 寸 8 分
厚 6 分 同 5 分 ffd 4 5} 5 l!i.t f� 4 分 5 1'.1¥ 

阿 貰ー
陥 2 寸 3 分 戸U 1 寸・ 7 5}- 1司 1 寸‘ 5 王子 伊iJ 1 寸・ 5 王子
i手 4 分 問 2 分 8 犀 I司 2 分 8 1延 同 2 5} 8 1!li 

F官 大 11、 昔。 幅 l 寸 3分51豆 間U 1 寸 2 分 防iJ 1 寸 1 五5ナ51豆 rnJ 1 寸・ 1 生子
厚 l 寸 1分5厘 同 1 寸・ l可 9 分 j豆 伊tl 9 分

同 告リ
隔 1 寸 1 分 同 1 寸 fFoJ 1 同 9 ノ~]、

厚 1 寸 l司 8 分 防U 8 うjr 同 8 ノ7J、B 

/fiJ 4ノ、. 分 オ反
幅正寸及2分切 同疋 寸 同疋 寸 JnJ 疋寸
厚 4分5厘-4分 I司 3 分 6 厘 同 3 分 6 厘 戸a 3 分 5 I!i 

伊j 凶 う〉 キ反
防正寸，&2分匂j 岡正 寸 同正 寸 l司正 寸
厚 2 分 7 麗 J�'lJ 2 分 3 厘 前a 2 寸 3 分 伊a 2 分 3 l'!! 

松 二五分角〈大極木コ
幅 2 寸 3 分 同 1 寸・ 9 王子 Ji'iJ 1 寸 9 分 同 1 寸・ 9 王子
厚 2 寸 1 分 同 1 寸 8 分 問 1 寸 8 分 同 1 寸 8 分

/f�J ニ寸 1~(中根木〉
備 1 寸 8 分 同 1 寸 6 分 fFoJ 1 寸 5 分 同 1 寸 5 分
厚 1 寸 7 分 同 1 寸 4 分 l司 1 寸 4 分 rnJ 1 寸・ 4 王子

l司 三寸 ω、極木〉
明白 1 寸・ 6 王子 /10 1 寸 4 三子 I,;J 1 寸・ 3 王子 rnJ 1 τj・ 3 ヨjト

厚 1 寸 4 分 r.,J 1 寸・ l司 9 5)" l可 9 三上

同 五寸致居(大政居コ
隔 4 寸 8 全子 同 4 寸 8 分 同 4 ' 寸 8 分 戸tl 4 ，j ・ 7 分

厚 1 寸 8 分 同 1 寸 8 分 l両U 1 寸. 7 王子 間U 1 寸・ 6 王子
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l 大正lû{l-''*I l合|大正川|大ïE 12 <f 民I ~~~~;;;;; I ト|百羽I 6 t.J 却絡制定以前|組合設絡 | 民災以後 u 

1~ 四寸敷居〈中政居〉
的 3 寸 8 分 同 3 寸 6 5} 同 3 寸 5 分 同 3 寸 . 5 玉〉
厚 1 寸 8 分 同 1 寸・ 6 ヨf 問 1 寸 5 分 [iiJ 1 寸・ 5 玉J、

同 4，、a ノ~)、 4反
申，';\ JE寸 2 分切 同正寸 2 分切 同正寸及2分匂J 同正寸，&2分切
厚 5分-4分5原 l司 ・ 4 分 5 月1 I"J 3王子5})長-45子 同 3 分 5 }呪

杉 卒 告Ij 航i ドミj 正 lñJ 正 寸・ !寸正 寸
i♀ 伊IT 1 寸・ 2 5} If;J 1 寸 2 分 同 1 寸 1 ヨ〉

I公 三寸政局〈小!放居〉
高官 初IT 3 寸・ I,;J 3 寸・ I;;J 2 寸・ 8 王子
J'l トIT 1 、1・ 3 王子 rnJ 1 寸 2 分 r.,J 1 寸 1 ヨ〉

ヱグ~ ;)>桜剖
高官 同疋寸 2 分切 同疋.J・ 4 分切j 岡正寸 2 分tJJ
厚 伊IT 5 ノ5)、、 r.,J 4 分 5 原 IPJ 4 三ナ

l司 大 l't 
脇 I司 3 τj・ 5 5} I司 3 寸 3 分 rnJ 3τ1・ 2 5} 
厚 同 6 ノ~J句、 I,;J 5 分 5 厘 同 4 分 5 J，電

Jr;J 中 u 同 3 同 2 、1・ 8 分 間IT 2 寸 7 5} 
厚 fi� 5 ノ:$)、 l� 4 王子 51'! JnJ 4 :$) 、

1-<J・5分、 hJ・3

lftl 二寸角
l陥 同 1 寸 5 王子 I"J 1 寸 4 王子 問分， 1寸2~}
厚 同 1 寸. 4 五〉 I,;J 1 寸‘ 2 王子 1寸3王子 、1寸2

同 :5:;'" ， 1寸1王子

jr;J 三寸 l垂水 品百 伊;J 1 τ1・ 4 ヨ〉 !日;J 1 寸 3 玉子 同 1 寸 2 5} 
厚 |司 1 l行IT 9 王子 |司 8 ノノJ、

r�J 四寸I政局 柄 肺IT 3 寸 5 王子 l� 3 寸・ 3 玉子 JnJ 3 寸 2 5} 
厚 |司 1 寸 5 玉〉 l寸 1 寸 3 分 |司 1 寸 2 :j} 

同 三寸政広ー 的 r� 3 寸・ [o.J 2 寸 7 玉子 伊;J 2 寸 7 玉子

l以 1，司 1 寸. 2 五ナ I,;J 1 寸 1 王子 同 9 ノ:$]、

市町 炉;J 2 王子 tJJ I,;J 4 分切
2 分旬j

fITJ 六王子板 同 3分5服、3王子
厚 l� 3 分 5 犀 同 3 分 3 })互 r"J 3Í豆、 35}-

l可 四分桜
品百 同正寸及2分切 fITJ 4 ヨ〉 旬] 同 2 51、 ~J 

厚 同 土2 分 3 原 [� 2 分 3 原 JnJ 2 ノ:$)、

以上描けたる材極の内二三のものに付き寸法の愛濯を兵臨的に説明すれば、

杉:波割。板割の厚は明治 37-8 年以前は永らくの問大関)豆正八分板を主として市場に出荷し

てをったが、 日露i出役中砲兵工廠にて弾薬箱用として七分板割が多数買上けられ其の不合

裕品或は過剰i吊が多量市場に買出され或は思惑品の製材も行はれ. 其結果板割のj享は 7 分

花低下せ られ其後永く此厚が持続せられた.然る K敵州大戦後の好況時代に入 り 逢に大正

7-8年には厚が 6 分 51豆に低下するに至った.大正 10 年に組合制定の規格に厚 6 分 5 厘を

認めたのは斯様の諜であって.此時代には代表的寸法は 6 分 5 座であるが東京市揚に移入

せらる L 板割の寸法は 6 分 5 厘の 1 種K止まらや 8分. 7 分. 6 分 5 厘、 6 分の 4極位は

存在してをったのである .其後更に低下したのであるが其枇況は前表の通りである。

杉大横。 大賞は:仮割と同一歩調を探るのが自然の法則であるが.幅 3 寸 8分. 厚 8 分の時代

が相首永く 櫨観したのである . 板割の厚が 7 分となるに伴ひ大賀も厚 7分に低下したが此

時代には大賞と云はで炉三八の七若くは七分買と稲した. 大正 7-8 年に至り 更に低下 して



28 林業試験報告 第三十二自主

幅 3 寸 6分厚 G分 51豆とたった，其後更に低下し現今にては東北、近牒物には 3 寸 5 分の

6分を存するが大部分は遠州、私回物は 3 寸 4 分の 5分 5庄である、尤も此 2 挫の外に 3

寸 8 分に:8:分ものが地方向桶屋材料として若干出荷せられてをる口

杉四分板。凶分板の厚は 3分 2-3 厘を永く維持したのであるが. 到底之を持寵する事困難

となるに及秋田地方にては明治 40 年前後本凶分板と並四分板の 2 材屈を作り.有íj者は j手

3分2 厘.後者は厚 2分 7 厘としたのである、其後明治42-3年頃には本凶分仮のみを鹿止し

並四分板本位とし更に大正元年頃には並四分板の)享を 2 分 5 盟Il.低下し大lE 7-8 年の好

況時代医入り 2 分 3毘に低減するに至った.之れは秋岡杉山分板の厚の饗遜であるが其他

の地方・の杉四分板は各時代共棋準寸法は一層低減せられてをるのである口

杉六分;波。杉山分奴と梢其軌を間ふしてをるが明治時代より大正初期の頃は厚 4 分 5-G 厘

以上を有せざれば之を六分板と云はなカ、ったのである.正四分板友る材種及名稿は六分:波

の代用品として T[1揚に現はれ正味!享l目分自と椋i芳し?とのでおる.然し厚の正 4分も i盆に維持

すること能はや大正 4-5 年の頃には既に 3 分 7 厘ものを見更K女子況時代に入り 3 分5-6

盟主生十、るに至った.正|旦l分板は最早来京市揚に存せぬが地プrnとよりでは今尚之を存す ろ

所が少く ない。

第七、吉岡去の寸法の蜜遣はがl段の通りであるが更に其防{悶践に幅 J ]事及長の嬰j昼の相互関係

rcHて見るに、木材の寸法は隔J享及長の三者 iとよりて蟹化の程度、 !/J，況が夫々異なってを

3 る .而して此嬰化は主として経済関係に原rJl し更に其根源を iおむれば木取及利川上の閥係

に出鼓して居るのである。

長は幅及厚と同様時代立立に粧ðb'f関係 tとよりて影響を受け饗化をしてをるが其饗化には一定

の限度を布し今日にては蹴K最少限度の寸法に到達してをる.此弘liは隔及j享と著しく趣を

異にする所であるO

東京市揚に其例を求むれば板割其他の 2 問材は従来長 13 尺であったが 12 尺 8 寸. 12尺

5 寸， 12 尺 2 寸.と ì~再三火遮i成し今日 K於ては 12)てと怒ってをる.又六分板、凶分;恢の如

き 1 問材は以前 6 尺 5 寸乃至 G 尺3 寸であったが漸:;9"(減少 して今日にては 6 尺と主主つてを

る.此等の紋類は建築材として使mする時には最少限度 12 尺叉は G 尺を必要とするもの

であるから今後之より短縮せらる L ことは絶割にあり得ないのである.剖ち今日の寸法は

長に付ては既に最少限度に撞したものと見得るのであるD

元来原料丸太材の長は定尺に到して常に若干の徐裕を附してをるのであるカ、ら製材の長も

定尺 fL~i して、適宜の延寸を附するのが常である.只延寸の大小は地方及生産者 tとよりて 111

々である.長に付て分切れを見るが如き ことは殆んどないと云ふことが出来る。

:;9"(1亡隔に付て見るに凶分板. ~.茨割の製材を例示すればI[慌の寸法を短縮する時は利用率を高

め得るから製材業者は隔に到する分切れを公然行ってをったGである， I1!n -ら 1 尺隔のもの
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に到して歩切 2分として 9 寸 8 分 ものを製材するのであって斯くすれば直径 l 尺の丸太よ

り公栴隔 1 尺の祝を製材し得るのである.此分切製材の風習は時代によ りて著しき羽 l異あ

り昭和 6 年の不況時tて はヱゾマ ツ類の四分板. 板割にては尺帽に劃して 4-5 分切れの絞

を製材するものも生歩る に至つ?と、四分板， 板割以外の材種にでも同様の関係が成立し耐

を短縮する時は夫れ丈け副生する小制材の寸法を増し得るカ、然ら ざれば其生産教を増加す

ることが出来る.市して隔に付ては建築上其他の用途に際して長の如く最少限度の制限が

無いから帽の寸法は依然として短縮を持続するであらう口

最後に厚の場合を考ふる K幅と趣を奥忙 し厚の短縮によ り 直接其製材品の生産~を増JJII し

其結果製材品の債格を低下するを得販買に容易となるか ら 、 !享の寸法が時代枕に経済関係、

により最も影響を受け又著しき饗化を見?とのである。厚は長の如 くに建築其他の川途上厳

格なる意味の最少限度の!líil限を有せないが質問上の見地よ り すれば iょとして無制限に短縮せ

らるべきものではたい . U.9分板の厚の如き今 日 は正味 1 分 5-6 J1í\lL:過ぎたいものも見受

ける K至ったが果して宜!日上支障な し と云ひ得るカ、疑問とせざる を得ぬD

以上の如く幌， 厚.長共時代枕に経済調係lとよ り て影響を受貯然かも地方ーに より向叉其過

程K於て新奮各加の寸法が重復するから還に複雑不統一の規格を現!日し 3 胞の寸法の内厚

t亡於て特に其程度の甚 しき を見?とのである。

第八、 品等規絡t亡 成文的の正確なる規程を有するものは製材業の進歩譲達せる特種の地方に

限.られ其他の地方は大韓の 目安 l亡よるのを普通としてをる，従って品等匝分の名栴種類を

同ふするものと ffifk も 其内容は大差がある，向品等規格を決定する蝕賠の意義設に取扱に付

ても精祖国守であ るから之を綜合せる品等規格も自然に不統ーたるを菟れないのである。

第九、 材積車位として最 も庚く普及せるものは尺〆及才であ り且雨者は一定の比率を有する

のであ るが尺 〆及才の 内容たる質簡は其J也カ・に於ける木材の長の定尺によりて支配せらる

るのである力、ら全図的に見て不統ーを来すのである 、 結束入教は大館面積又は重量を基準

としてをるのであるが.他の規格と同じく 地方的連絡が友カ、つ?と L め 不統ーを*したので

ある、 1M寸法の減少 も入教の饗化を来す原因と主主つてをる。

第一0，丸太材の材積計算法は従来大部分は末口直俸の自乗法を採用してをるのであって他

の規絡に比し割合に統i[jlJが保?とれてをるが1)として合理的の材積計算法 と 云ふ ことが出来ぬ

叉i!llJ定の結果に著しき影響を及隠す検知の位置、 方法、 単位の括約等も地方によりて大差

があるカ、ら其鞘から見て も不統一の識を莞れない口

第一一.木材の栴呼は一部のものは略全国共通となってをるが甚しく相異 してをるものも少

くたい叉地方的に随時程々の名栴を附してをるのであるが. 皐覚稿11乎と材屈との観念が正

確でない結果であり又寸法の蜜化も一閃をゑ して をる。
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館二節 規格統一に付て考慮すべき事項

木材規格の現j伏誌に不統一の原悶に付ては前段K其要を君主したが弐に之を如何にして統一す

べきか其根本方針を強め研究して置かねばたらぬ。

規絡統一の根本方針として考慮せねば友らぬ事は規格の現紙、不統一の原因、誌に此等の成問

K付て充分注る検討を行ひ.之に劃して出~~得る丈け科撃的の研究を遼IJ. 他面質際的方面の事

情を充分K鋭的し. ，Ij善玉虫と質際とを結合して、適切たる方法を祭出するに重貼を置カ、なければな

らぬことである。不;1撃的研究に根操を有する規格にでも其カ法が飴りに精細複雑であれば到底

其質現を!日1することは出ぬ. 之に反して徐りに従来の慣習に捉はれ或は寧純化のみを旨とする

ものであったたらば決して合理的の統ーを期待することは出来ぬ、依って一方に偏すること泣

く良く如上の根本方針の精示rll を理解し各方面よ り観察して規格統一の根本基準を強め定めて置

かなければたらぬ.市して夫れ|ては大韓三方面より観察するのを便宜とする 、 其のーは木材取

引上の閥係.其の二は地方的悶習の聞係、其の三は規絡の種類.要素個々に付ての開係である コ

第一項 木材取引上の関係

木材の取引には他の商品と同じく 生産者， {rfl介商人及需要者の三者が存在するのであるが.木

材規格に劃する関係は三者夫々立揚を異にするのであるから.規格の統ーに|際しては良く 三者

の協調を固り一方に偏するカヨ日き弊は厳重に戒め主主ければならぬ.今f同今の立揚を吟味すれば

-. 生産者

木材の生産者は林業者.1:'<:木業者及製材業者l亡匝別せらる L が間l二者は主として丸太 ， f，;~1角等

の素材を生産するのであるから規格との関係も夫れに限定せらる.\. . Jlt太.;f;~1角は其偉使用せ

らる L 揚合と製材の原料I'L: í!t-1tら る L 揚合とがある叉素材全部が同一用途に供せらる L 揚合

と各種の}日誌に使川せらる L 揚合と があるから其時のj伏況によ りて規格の内容を異にするも

差支泣い誇であるが.之を理問することは至難であるから可成各方面に融通し得る様K規格

を制定するのが便利で、ある，製材業者は丸太. WI角を原料として製材をするのであって需要者

との交渉に一歩を進めをるものであるカ、ら林業者及伏木業者に比して規格との 関係が一層将

接となって来るのである . 製材の規絡を定むるに常って製材業者として考慮ぜなければな ら

お主要伝る賠は製材品を可成各方商Iて融通し得らる L 様にし且つ川主L 需要の種類 ILb臨じて

、適'訟に分類して油所vc埴材左配置し木材の全債値を最も多くすることである‘而して夫れが

痛には規格の種類誌に其内容の分類花関して精粗の程度を聞置に考慮せたければたらぬ. 分

類をi語り K細かく且つ多くする時は買際の取扱に首り て煩雑を*し然かも夫れ丈け利益を見

ぬこともある，之に反 して分類を飴りに少く且簡単にする時は製材業者は勿論需要者も亦不

利益を*すのであるから精粗の程度は製材業者及需要者双方の立場を篤と考慮陀入れて之を

定め怠ければ怒らぬ叉同じく製材業者ーであっても工揚の規模、取扱樹極及大IJ、 . 数量等によ
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木材商は生産者と需要者との中聞に介在して需給の困滑を園る重要注使命を持って居るので

ある.木材D需要者は慨して其の生産の!V\;況‘規憾の内容を充分K知って居らぬ. 生産者も

亦多く は需要者の要求する所を詳しく了解して居らぬのであるから雨者の事情及要求を充分

に明にし其聞の調和を固ら主主ければ怒らぬ.此勃は規格の統一. 規格の維持何れの揚合に封

しでも最も注意ぜなければならない事項である。

三. 需要者

木材は各般の川注に贋く!日ひらる L から需要者側の立場よりして其用途K!信じて分類すれば

其材程は極めて多数1l:上り 叉規絡に到する要求の担額設に程度も需要者に依って夫奇異なり

且つ其数も著しく増加するのである.然し此苓の要求及程度を分解するときは其要求が合理

的で且つ痛切たものもあり叉ー柁のH苦/;J・-趣味 Il:基くものもある或は極 く限られた る純国の

需要もあるが.此等の要求を普通的lと充分K満足せしめんとすれば規協の脆類誌に其内容の

分類は著しく多岐複雑とお:り需要者としては頗る便利であるが生産省、及木材商は到底其煩に

堪へ注いであらう.之に反して飴りに簡Wl1l:行ふ時は需要者としては極めて不判不便を感じ

生産者と しても亦必やしも利益ではたいのであるから良く此等の鮎を考慮せなければたらぬ

以 kの如く生産者.仲介爵j人及需要者の三者の立場は夫々異怒るのであるが.其間一脈の共通

貼を見出し得るのであるから良く三者の協調を岡らたければたらね、 若し-)J・陀偏するが如き

ことがあっては統一規怖の質施に常り程守の支障を*すのである。

;jくに最も考慮を要するは統一規絡の維持に付てで・ある.之れは規格統一後の質施1[ 1拐するも'

ので・あって本項とは間接の関係であるか生産者， f'Jj 人.需要者 i亡関聯する事項であるか ら教に

附言することにする.即ち従来規格の不涜ーを来せる重要なる原岡のーに数へらる L ものは此

等の三者に於て規怖を粧持する念慮が極めて措く動もすれば双方より之を饗更せんとする思!iで

ある，常事者か斯如き態度を持ーする以上は縦令規格の統ーを行ふも何等.の殺をも粛ら すを得な

いのであるから般に之を戒めなければならむと同時に規格の統一位に之が寛施維持陀付ても諌

め充分考慮して置かねばならぬ。

第二項 地1i的悶習の関係

規絡の不統ーを米せる最も重要なる原悶は地方・的悶習であるとも云ふこ と がI:H* る ， 素よ り

地方的慣習にも合理的にして4日常債く是認せらる L ものもあるが局部的に行lまる L 習慣で然か

も不合理であり或は特別のJl!l rll t:r.く単純に従来の習慣を持簡せるに過ぎさやるもの或は容易に他

の規格1l:/1国舷し得るものも少くなく種々の揚合を包含してをるのである。

規絡統ーに常りては仔細に其慣習を l吟味し科皐的の研究を行はたければゑらぬが.此際地方・

的悶習に謝しては公平なる取扱を j~ しiょとして偏見を持し之に捉はる ~ t;t如き ことがあってはな
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らぬ. FJÎj項に述べ?と意味と同じく地プJ 聞係古事者1亡於ても地方・的肉習陀~'1して徒に執粛するの

弊を恨またければ君主らぬ。

第三項 統一すべき規怖の種類及要素との |羽係

木材の規格と して考慮せらるべきもの L 種類及範囲は頗る蹟汎K亙るが此内で統ーを行ふ必

要ある事項は木材の範囲、 材極及栴H子、棋準寸法. 危~賠. fH l等.検知法.. ï{l位. 材積計算法.

槙示等ーである，而して此等の種類1181 今に付て見るに其聞に自ら軽重の別がある叉統一の質現制J

行K常りて難易の差がある . 従って極めて緊要の規絡の店頭たるに不拘之が賀行の困難たるも

のもあり叉之と全く反封のものもあるカ、ら軽軍.難易を明にし之 IC~討 l臨する獄、適切ts.る税格の

制定を工夫すること が肝要で・あ る。

規格の種類によりでは其分類及内容に精組の別があるが極端5fC走らや可成中庁lf を!日1 さたけれ

ばならぬ叉規格の町類によりでは従来の憤・習を打破し専ら科接的の基礎に準撰して差支ないも

のもあるが. 之と反到に従来の慣習に重きを置き柿足的K利率\I~J'Jの基礎を加味すべきものもあ

る。

木材の規絡統ーは枇!ての木材に庇〈之を誼mせしむるのが理想であるが特涯の樹極.材極.m

注等t亡ますする規絡をも凡て包含せしむることは却って一般的の規格をして極めて複雑多岐に陥

らしむる結果となるカ、ら特艇のものは別途K講究すること L し 差常 り普通 lて市場陀取引せらる

L 出来合品を大関の標準として規怖の統ーを困るべきものであると信十る。

第三節 規格統一の 利 金

木材規格の筒L雑不統ーにより需要者、院j 入 、 生戸表者を逝じて被りつ L ある不利不便は極めて

多大であって伺人経済上は素より岡家的見地よりするも無意義友る損失を臨しつ L あるものと

云ふことが出来る.若し規絡の統ーを誼行し得k ts. らぽ予?に之警の損失を償ひ得るのみたらや

更に積極的陀多大の利iuì-:を溺らすを作るであらう、今其利俗とする知K付て概設すれば弐の湿

りである。

第一、 木材の取引上安全を朋し且つ其融通性を高むること

現時の如く規怖の混筒Lせる時代には従来取引関係があ り規絡の内容を知悉せる地カ-或は生産

者又は商人以外よりの取引は安心して遂行することは出来ぬ叉同一地カ-或は生産者叉は陪j人

による木材も時として従来と規格を異にすることがあるから常K 注意を篤ささ憤れば取引の安

全を期することは至難で‘ある叉規格の内特に寸法の訂|奥は木材の~f1 . 乙市揚の轄換開通を全

く不可能とするものである . 若し規格を統一し一定の基準のものとたる時は全国各地到る鹿

に相互の取引を行ひ然かも安心して之を遂行するを符ーるカ、ら . 木材の取引上の安全及融通性

は著し く高めらる ~ IC至るであらう。

第二. 費本の節約を岡 り 得ること

4・ー
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木材の融通性が高めらる L と同時に規絡の統ーにより現在に比して著しく単純化せらる L 紺 ー

果生産者. 商人共に生産， 貯蔵の IRl砲を少くし在荷の移動を容易にし其滞荷量を少く す るを

得るから . 資本の固定を少くし叉回牧を早からしめ相侠って資本の節約を困るを得る。

第三. 生産費の減少を固 P 得ること

規格が統一せられた結果従来 lて比し種類、が単純化せられ従って在来の如 く 極キの製品を生産

するを要せや規格品に主力を傾注することが山*るから能率も増進し著し く生産費を低減す

るを得る . 此間iは菅に生E若者に止まらや商人にとりても同様であって規格の統制によ りて著

しく手数が省かれ皆業費の節約を行ふことも /:H来る口

第凶. 取号 |の簡単をj目 し得ること

従来は規絡が目 々 と して混凱を極めて居ったのであるから . 取引者相互に於て常に規格の 内

界.現物の寛髄等l亡意を川ひなければならす九其間勤もすれば紛午ーを来す こ ともあったのであ

る又市揚に於ては各産地より夫奇異友った規7絡の製材が蒐集せらる L のであるから . 総ての

規格fC習熟するは容易の業でない然かも極めて複雑なる取扱が飴儀な く せられてをったの

である . 規絡の統ーが質現せらるれば之等の憂は無くなり自然取引は簡単平易に行はる L の

vεある 。

第五. 木材の健保及資金化を容易ならしむること

現時重要の商品は何れも之を保管すべき合庫を干{-し更に之を捨保として資金の融通を闘 りつ

L あるが木材κ就ては其の製出が著しく遅れてをる.査し規格の不統一、不正確が其ー悶であ

る .若し規格の統ーが充分に行はるれば合庫業も琵達し更に最も必要とする木材の権保及資

金化も容易K行はる ~ K至るであらう。

第六，外国材t亡霊J抗して競奇iーするに利益あること

外岡材特に北米材が多年我図lと多量に職入せらる~fL至った原因は極々ある 、 彼我債格の相

異は其主たるも のであるが、北米材の規絡の統一ぜられをる賭も亦有力及る一閃である ‘北米

材D規格は概して良く統制せられてをる.特l乙寸法規格は正確であって之を我園生産の鵠材

寸法規格と比較すれば苦しき相異である.近時内地材の直絡は漸次低吉年~告け償協の;粘では

北米材との競争は漸弐有利とたりつ L あるが.調り規格のみは依然として雨者の間K格段の

差異を有するカ、 ら之を此位にしてをつては到底充分なる封抗を期する こ とは /1 11来ぬ、依って

規格統ーは外因材との釘抗競奇j'J: より見るも念を要する事項である。

第七. 製材の能率を高め侍ること

規格が統一せらる 』 時は製材上の総ての基準が確立せらる L から之に釘i産して 製材機械. 木

取. {::I:諜其他技術上の改善進歩が著しく促進ぜられ叉事務上に付ても簡約がm1ぜられ製材全

般に渉 りて能率が増進せらる L のである白

第八、 林業上の基準をMし得ること
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規格が統一せらる L 時は利用方面にては伐探、 建材.運材、イ士課等に釘し叉造林撫育 t亡付て

も間伐、 投打笥:の場合に一定の基準が確立せらる L ので・あるカ、ら木材規格統一の内容を充分

K諒解し之を林業上に庚く路用するたらば生産材の利用慣値を著しく高むることが出来るD

以上は規格競ーの利益として考へらる L 共通的の事項である が更に取引者w互の立場、 郎需

要者、 商人及生産者の側より見?とる利益K付て一考すれば，

第}L . 需要者の利益

規格の不統ーによりて最も不利不便を感やるものは需要者Tある、需要者は従来規絡に劃し

て蝕りに無関心であった、規格の南Lれた原因も需要者が其責の一部を負はなければ友らぬと

云ひ得る位であるが.従来の如き混荷L不統ーの規格では需要者も其種類内容の貰躍を捕捉せ

んとする も不可能の有様であった.規格が統一せられ其内容も整然として来るならば従来の

如く生産者又は商人より誤まらる L こと無く欲する偉の木材を何れよりも安心して求め得る

のであるから其利益たるや多大である。

第一O. 生産者の利益

生産者の規格に釘する従来の概念は非常に間違って居った，即ち規格を睦硯し或は却て之を

悪!日ぜんとする者さへ少くなかったが.規格不統一の主友る原因とも見ることが出来る 、 不

統一の一閃である規格の低下郎ち主として寸法の滅寸.品等の低下に付て見るに一時的Kは

生産者の利益なるが如く考へらる... t ， 競争者が出て更に其程度を低下するのであるから永

く其利益を納めることは出来ぬのみたE らす九之を繰返へす時は結局生産者会躍の不利益とな

って*るのである . 従来にでも規格の低下を防止し優良品を供給せる産地叉は生産者は他に

比して優越の地歩を確保してをる司王mfZ::鑑みる時は容易に其理付1 を諒解することが出来るで

あらう 。

凡ての商品を通じ内容の正確友る J?l を生産し供給することが最も肝要であって不正確なる誤

間化的商.品は決して永績性を有するものでない‘木材も之と全く軌を同ふするのであるカ、ら

卒先して規格の統ーを行ひ信用ある正確なる製品の生産をなし需要者を劃象として優越せる

地歩を占め友ければならぬ . 3ft時木材代m l日の t~頭を見る に至ったが木材の規格に封ずる一

般の不信用も拠って力があるのである.規格の統ーは菅に需要者の利益たるに止まらや生産

者に封しでも多大の利益を典ふるものであることを留意せ主主ければならぬ口

第一一. 商人の利益

商人の規格に封する観念も生産者と同様誤った知が少くたい . 従来生産者と需要者との中間

に介在して勤もすれば規格の混荷L. 低下を助長し?と嫌がある、規格の不統一の局め従来は取

引上常に不安がwひ動もすれば規絡の内容に付て字議を惹起し不測の損失を招くことがあっ

たのであるが. 規格が統一ぜらるれば斯如きことは全く防止するを得.更に規格の皐純化に

よりて取引の煩雑を著しく緩和するを得.店員の能率も犬十亡増進するを得るのであるから .
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生産者. 需要者と 同じく 商人も規絡統一の利益を享受し得るのであるD

tf~一二.木材取引所

木材規絡の統ーが雌質に附行せらる~ Iこ至らば. *H-取引所の寅現も亦j珂i-!iせらる L のであ

って，之により但絡の公正なる基準が定められ.更に生産者. ~j入 . 需要者相互の聞の取引

に於て債怖の上下によりて生十る危険をも分散せらる』のであるカ、ら . 惹いて木材業. 斗木業

の他貰なる護展をも}日]し作るので・ある。
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第四主主 木材規格の統一

第一節 規格統一を行ふべき木材の範悶

木材の規格統ーは総ての樹極.材陸、用途のものに釘して行ふを理忽とすべき ものであるが、

前述の如く普通に市揚に取引せら る L 木材のみに付ても規絡は不流-.飢朝tを極めてをる時代

に於て叉初めて規格の統ーを行はんとする時に常りて総ての木材に亙りて規格の統ーを圃らん

とするは菅に困難を件ふ許りでなく.之がため最も必要とする極傾の木材に封ずる統一事業に

累を及惜し結局凡てが徒努に腕する庭があるから、統一すべき木材の範囲に付ては慎重に講究

するの要がある。

木材の範圏は針葉樹と il問葉樹. J日材と薪炭材.一般出来合品及之に準十ぺきものと特産用途

の木材.素材と製材等|亡匝分して考慮し得るが‘之等lて付て規格統一のI怪童. 按念主立に要否を

l吟q長!とすること L する。

第一 1日材及薪炭材

木材ば用途の上より見て川材と薪茨材に大別することを得るが需要者の要求する4条件.形睦

及品質等に於て雨者の聞に著しき相異があるから其規絡も自ら絡段の差遣を生やることは明で

ある.薪茨材の内炭材t亡屈するものは山地に於て@:IC製茨資材に供するものであるから特別に

規格の必要を認め泣いが.薪材は伐採建材して市場に出し需要者に供給せらる L から設に規格

を存し且つ地方ーにより夫々其趣を異にするに至ったのである.従って規格統・の必要も生十-る

のであるが.薪材の一部は地方に於て白家}日 として直に消費せられ叉商品と して市場に現はる

L ものも近時瓦斯其他の除料の普及により て其の使用は年々減少の傾向を辿りつ L あるから規

格の統制は必す・しも念を要するものとは云ひ難く.木材業全開より 11守又岡民経済上より見て最

も.重大の関係、を有するものは川材であるカ、らに先づ差首りJ1l材K付て規格の統ーを行ひ薪材は

之を後日に譲るを至常と認むる。

第二 針葉樹及、i悶葉樹

今!日材に就て規格統一の見地よりして針葉樹及i悶葉樹の立揚を講究する時は

( 1) 従来我閣にては}日材として澗葉樹の利用組園は極めて狭く之を針葉樹K比すれば著し

き懸隔がある。

(2) 本邦に於ける潤葉樹利用の大勢を見るに針葉樹に比して著しく生産量僅少なるのみ友

らすコ其生産の欣況も各地に少数宛配分せられ多量に纏まりて生産し或は需要せらる L こと

は稀であるo

(3) 北海道産或は輸入のi問葉樹は大都市其他の市揚に纏まりて供給せられ材木商の手を経

て需要者に移るを常とするも多くは丸太又は相l角で、あって産地より説材 と して市揚に供給



第四主主木材規絡の統一 37 

せらる L ものは僅少であるo

(4) 一般にj間葉樹は針葉樹と異なり鵠材の出来合品或は之に準十るもの L 市揚 l亡て販賓せ

ら る L こ とは極めて稀であって臥米に於ける事情とも著し く趣を異にする酷である 。

(5) 針葉樹と澗葉樹とは其用途の細目に至りて差異があり需要者の要求。条件 も建って をる

印ち其寸法. 1日等匝分其他の駄にHて雨者の聞にjω日常大怒る懸隔があるカ、ら針、 澗葉樹共

通の規格を llìlJ定するは至難で‘あり且つ不合理で・ある。

以上を綜合するに木材規格の統ーを行ふに営り最も急:を要し且つ緊要であるのは針葉樹川材

であってi間集樹用材 IC付ては時期尚早の翻がある . 我間澗葉樹!日材の利!日増進は林業上最も緊

要の問題であるが之が根本的解決策は潤葉樹を大量に伎Hけーる可能性を有 する建築. 家具及器

具m材の方面を目;主として説材の IH来合品を努めて市場l亡出すのが最捷径に して有殺の方法で

ある .:;tt時北海道材. P(j"洋材等に多少此傾向が現はる~ 1[.至ったのは喜ぶべき現象であるが今

後一居之を助長して行かなければならぬ、 若しi開業樹挽材の出来合品が多数市揚Iび見はる ~ IC

至 ら ば放に規怖の統制を必要とするのであるが今日のi伏勢は米だ其機舎に到達してをらぬ叉if>n

葉樹と針葉樹とは其規絡の根本に於て幾多相異の製(~があるから雨者の規絡は判然と匹目 IJする &、

要がある.然乍規格の椛1戎上の観念に付ては針葉樹と潤葉樹とは類似の思11 を イjえするから 他日間j

葉樹川材規格制定の民ーには・陀って以て範とするに足るものがあるであらう 。

第三 一般世材山-*合!日及特種m途の木材

針葉樹}日材は別表剖査の如く極今の川注IC供せられ然かも其用途K[準じて夫々要求せらる L

規格を異にしてをるのである . 然乍ら多年の経験.沿革を経て之等各用途の要求を可成瀦足せ

しめ出来得る丈け共通に使用し作らる L 技工夫せられた結果市揚に出来合品と して取引せ ら る

L 木材 を生じたのである . 而して出来合II71 を民義に解揮する時は可也多数の 川主主に供せ ら る L

木材が之K包括せらる L のであるが向JFI注の極類によりでは全然特種の形態 . I品質 をもitへ特日 Ij

放とせ怠ければならぬものもある 、 特極川迭の木材は其性賃上より見て生産者よ り 直接消費者

K渡るものカ、或は規絡が非常に複雑多岐友るか或は時々規怖の内容に嬰化を来す も のが多いカ、

ら主主ろ生産者. 消費者双方の契約上の規絡として取扱ふが便利で・ある . 克も特産用途の木材に

でも一般規絡と漸失接近するカ、或は規格の安定を特るに至らば之に合流の方法を講歩、るも --J(~

であるが. 木材規格の統ーを初めて行はんとする今日に於ては之が質績を碓貫主主ら しむる弱め

一般出来合品及之に準やる程度のものに其重心を置くのが得策であるD

帝国森林舎調査 (大正 8 年の事貰)に係はる内地及北海道K於ける針葉樹用材の j日注別使川

数量に付て其内容を研究する t亡、丸太にて川ひられしものを除き板、 角其他の製品に属するも

のは総計 24， 170，000 石に達するが.此内 (1) 市揚に出来合品或は之K準十べきもの と して現

はる L も の及 (2) 直接丸太より製材して直に使川するか或は市場IC I:Uですコ産地よ り 直接製作カ11

工者の手に亙る も の ι 間程に匝分して其数量を推算する時は大要衣の如 くであ る 。
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建築用材

各自 山 m 材

包袋綻1 月] 材

栂柿用 *1・

A'J ~(:J JH ヰオ

銭道枕木 JIJ 材

下駄Jfj ;f;1' 

l足兵&.稲梨木月]材

土木橋梁!TJ 材

家庭器具 m 材

憐 寸 〈事IU木 11、箱〉川材

1M 音寺 川 材

車輸月j 材

耳r m m 材・

葬祭兵 m 材

終木 1日 材

木毛川材

木型川j 材

鉛銃 m 材

水道木佐川材

漁網 i字木用 *1・

皮盆衡 1日材

其 他 用材

計

板、 角共他の製品 l こ

て用ぴられし L の

石

18,231 ,000 

571 ,000 

1,697,000 

1,062,000 

688,000 

225,000 

25,000 

124,000 

324,000 

387,000 

87,000 

79,000 

118,000 

91 ,000 

70,000 

27,000 

37,000 

22,000 

23,000 

24,000 

7,000 

1,000 

250,000 

24,170,000 i 

内

場
川
一
石
一
ω

市
侠
一
明

て
を
一
訴

し
の
一
旬

、
と

i
z

T
i

円
山
L

一

合
る

一

一来
は

一

山
現

一

11 ,4::0 

339,400 

103,200 

24,800 

64,800 

96,750 

47,200 

18,200 

63 ,000 

13,200 

12,000 

5,600 

100,000 

19,039,415 

謬

実ー イ也

石

9J ,155 

559,580 

J ,357,600 

1,062,000 

584,800 

225,000 

25,000 

99,200 

259,200 

290,250 

87,000 

79,000 

70,800 

72,800 

7,000 

27,000 

37,000 

8,800 

23,000 

12,000 

1,400 

1,000 

150,000 

5,130,585 

即 ち j'IÍj表によれば針葉樹川材にして板，角其他の製!日として川 ひらる L もの L 内 ill*合，fi'd亡

屈するものは合計 19，039，415 石にして之を絶材積 24，170，000石に封比すれば 78.8;J$ となり叉

建築材'fC屈するもの 18， 139，845 石を出来合品に釘比すれば 95.3% に常る.印ち I.H*合 i日時収、

角其他の製品と して川ひらる L 綿材街中の約 8 割を占め然かも出来合品の大部分は建築材K凪

するものと云ふことが出来る . 今日 I(於ても略同様のM勢にあるカ、ら規絡統一f(付ては製材に

ありでは出来合品及之K準-pるものを基準とすれば大勢を支配するを得るのである。

第四 素材及製材

木材は立木を伐採、 建材して丸太、 中111ft] 等の素材となし直接之を最後の1Jl2.JIl f(供する場合

と製材のよ夫々の用途に供する揚合とがある.而して素材を製材する揚合に も 一度丸太として
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市揚に供給し然る後製材業者に移る揚合と産地に於て直に製材せらる L 揚合とがある . 向素材

の鐙使用せらる L 揚合でも一度市場に出で然る後消費者の手に移る揚合がある。

素材と製材とは形態.カ11工の程度及川途を異にし需要者の要求する規格の内容を異にするか

ら.問者に劃しては夫々別種の規;絡を制定する要がある叉素材は前述の如く種々の径路によ り

て需要者の手に渡るものであって.其!Uç況によりて要求せらる L 規絡の内容を異にすべきもの

であるが産地K於て強め其匝別を設〈ることは至難君主揚合が多い口

製材には普通の製材!日と更に一段功程を進めたる力11工l日とがある、官Îi者|亡属するものは現時

市場に現はる L 出来合1171であれ後者IC屈するカ11工 l日は溝及柄付或は飽削を施ぜる床板、洋風

定、枢. 手摺、欄干等であるが我閣にては未だ斯如き JJII工 l日の出来合品は極めて稀で、あ るカ、ら之

を除くこと t亡する。

以上論及せる鹿を結合する時は木材班絡の統ーを行ふに営り差常り急:を要し且つ緊要の もの

は (1) 針葉樹の川材 (2) JrI材中の素材に釘してはJrj注の如何を問はや全部 (3) 製材l亡付ては特

種!日塗のものを除き普通に市揚に現はる L 出来合品及之に準十べきものである.市して此等の

内にては建築に供せらる L ものが主要部を i!íめてをるのである。

第二節 木材の材種及稗 H子

第二章第ー節第一明に於て述べ?とるが如く従来我閣にては木材の材血と稿呼及其の恒分IL付

て IJJJ確なる概念なく特に材硬にHーでは極めて漠然たる考を有し其分類も粗雑であった . 取引上

は専ら所謂稿呼l亡霊を泣き材J主に比すれば押j進んfご観念を有し分類も多かったが.其賓質は匝

今であり員K稿IJ乎の意義を有するものは一部 IC留まれ材砲にもあらや栴fI引ともあらざる一種

費態のもの或は雨者を混同した観念陀基くものもあった.依って規格の統ーを困るには先づ材

屈と稿fIヂとの匝分を明にし更に其各今に什て確然たる分類を行は怠ければならぬ。

第一項材 担

第一目素 材

木材の材極は主として形7/)\及其大小によりて埴常に分類せらるべきものであるが力11工の程度

も亦1J11 1床せらる L 、木材は先づ素材と製材との 2程に大別し素材は更に丸太.穂村・丸太及川角

の 3 屈に分類することが埴首である、素材の内に倫割材と排甲材とを存するが. 割材は丸太の

大小l亡臆じ 2個乃至 61同等埴宜の数に丸太を蜜柑割にせるものであって古来我園にて生産せら

れた寸甫と同様のものである.寸甫は秋田.青森地Ji lr:於て数百年来造材せられた特極の材担

であって秋田K於ける杉寸甫は明治 30 年前後迄生産せられたが今日は全く其跡を断ってを

る . 然るに米杉の剖材(Bolts 又は Can旬〉は大正 8-9 年頃より北米より輸入せらる '..K至り一

時相常の数量に達したが近年激減し今後も同様の傾向を辿るものと推測せらる L 、向制材は特

種の材極であって一般の規;絡と同一に律することを得ざる臨î;ó~少くないカ、ら特産材と して除外
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することにする叉排甲材は宮崎服、叡肥地方ーに於ける杉材の特種材であって.丸太の雨側部ちキ11

lI.fJ する雨面を所定の通り 削り 幕し他の雨商はメLI床の ま ur.残し?と る もので長は 4 尋乃至 8 主主に

達する長材である、妖肥杉は材質肱舶用材と して特買を有し古来開西地1/1亡移出せられて好評

を博してをったのである . 排r'fl ;j-;j・の如き特在Eの造材を見る に至ったのも此矯めである，以前i排

~ll材の生産は相常の数量に達したが近年其需要激減し普通の丸太材に造材するもの著しく増加

する傾向を示してをる、斯如く排甲材は特極の形態、川注を存し叉極めて局限せられた一地)i

K生産・せらる L 材胞であって一般の規裕と同ーに取扱ふ ことが図説ftであるから制材と同犠ーの

特種材として之を除外する。

第一丸 太

丸太の*1日自分類即ち材屈は従来各地1J・ K行はれ取引上頗る便宜を拠へて をったが.次表の如

く主として直径の大小により或範囲の寸寸豆を包含せる極類に分類してをったのである、今各地

1J・の分類方法を示せば衣表の通りであ る。

末日直径階に よ る丸太の分類 (其のー〉

!向 燃戸、丸太 トド丸 太 ! 大丸太 古市 考

変 主主 2 寸 5 王子 米 r~白 3 寸 -5 寸・ 5 分
6 上 6寸-9寸5分 大丸太ヲ 6 上ト尺上
){上 1 尺以上 一-・ J盟n-主ノ$)、

岩 手 υ F オミ i的 5 寸-9 寸未満 9 以 上

ヲ守 m長
下 白 羽・ 中日材 尺 1 上材 小、中、大丸太=;T f' l 、
3 寸 5 分 -6 寸 6 寸 5 分 一 1 ){ 1 尺 5 分以上 中目 、 尺 1 上 i、 m ス

}.jc[ 尽 4 えと ìl自 4寸ー尺2寸未満 1 尺 2 寸以上 深 )11 市 場

問 問 4 寸 5 分未 i前 4寸 5分一7寸未満 7 以 上

施 ノド~ 烏 υ 戸 寸 未 i詣 5 寸-1 )ミ 未満 1 尺 以 上

新 t思 6 寸 えミ 芸品 6 寸 - 9 1 尺 以 上

111 口 5 τ1・ 以 下 6 寸--1 尺未満 1 尺 以 上

I[) )~ 2 寸 -5 寸 6 寸 -8 寸 9 寸 以 上

p品~ :JJt( 5 寸 以 下 6 寸 -9 1 尺 以 上

. 
J后 木 5 寸 米 泌 5 寸ー1 尺未満 1 尺 以. 上

市11 奈 JII 5 寸・ 以 下 6 寸 -9 1 Jミ 以 上

長 ~~J 6 寸 オミ i的 6 寸-1 尺未満 1 尺 以 上
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11-J 燦 | 小丸太 | 中丸太 i 大丸太
長 !Il�' 6 寸・ 米 満 6 寸-1 尺未満 1 尺 fJ. 上

;ft f毎 道 6 τ1・ 以 下 7 寸 -1 尺 2 寸 1 尺 3 寸以上

協i 井 下日 6 寸以下
中[J

上日 1 尺以上
6 寸 5分-9 寸 55.ì'

内 1也 材
中日 7 寸-9 寸 尺上 1 尺以上尺下 7 寸未満

大 阪
北洋材 上丸太 大丸太
小丸太 4 寸未満 4寸-1尺3寸未泌 l 尺 3 寸以上

取 7寸下 7 寸未満
7 寸・ 上

尺上 1 尺以上
7 寸ー 1R 未;的

石 111 
金石地方 6寸以下 7 寸 -1 尺 1 尺 1 寸以上
金i培地方 4寸以ド 5 寸 -1 尺 1 尺 1 寸以上

if�' I~ IJ、丸太4寸5分以下 中丸太 5寸-7.]・ 九に八九大8-9.]・

滋 賀 小丸太 4 寸未満
中丸 太

尺上 1 尺以 上4 τ]'- 9 寸 5 分

J誌 』艮 6 未 �� 6 寸 -1 尺未i品

末日直径階による丸太の分類 (其の三〉

側i 世
'巴2

41 

小、中、大丸太ヲ下
目、中目 、上目ト干得ス

内地材，-;北洋材トノ、

分類 7異ユス

中之係地方

府 鯨 l一一 1~-;II 1t till I~ 副戸F二: 1 t1Ni I 寸法 11 材種 | 寸法

岐阜引!日12lU2JEt-iI二三二
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府 川 材積 | 寸法い 1 -J' * 11 *1lill 卜l 法 |両経 | 寸法 l 材極 l 寸法
京 事官

!J，~木
3寸未満 土俵 3寸以上 !中丸太 [大丸太 1尺以上

丸太

ノ正E、 hif 小下 4寸未満 6 下 4寸-6寸 6 上
G寸-8.J・ 8寸-1尺

尺上 1尺以上
未満 米 i~白 8 上 米 j~自

椛米縦i径筏蔚 5 寸 縦í]，t筏径 5 τj' 
和l 歌 山 小丸太 4寸 本材 4寸

未 以上

5 寸 5 分 1 6寸ー7寸 8寸-9寸ffid Ilj ヵ・リ λl 、 2寸以下 5.5下
以下 6 上 5.$子 8 上 55} 尺上 1)ミ以上

ノ1レ!B.~ ぬ
小丸太

3寸未満
牧口 3寸-5寸 才物 5寸以上 尺上 1尺以上3 -f 5 -f オミ 1焔 5 上

fr口a苛櫓S ま日 5寸下 5寸未泌 5寸上 5寸以上 尺下 ト尺未満 尺上 l尺以 k

大分 小丸太
3寸-5寸

大丸太 6寸以上 一

宮崎 小丸太 7寸以下 械がお 8寸以上

高Îj表 t亡よれば丸太の直径階による分類は大徳小丸木、 ~~I ;lL太、大丸太の 3 種類とするもの最

も多く . 之K次ぐは 4 種類及 5 種類であるが大丸太の rll で更に大小を分類せんとする矯めであ

る。

分類の基準となる直径階は普通 5-6 寸と 1 パ内外とであるが 6 寸と 1Rとを階段とする地

JJが最も多い而して 4 階級とするものは 1 パ 5 寸を 1 階段としてをる . 現時多主・の生産主筋し

てをる北洋材にては 6 寸米満を小丸太. 7 寸-1 凡 2 寸を中丸太、 1 凡 3 寸以上を大丸太とし内

地材一般と多少趣を具』とするし本分類は従来の規程たるに止まれ現時宜際の取哉は中丸太

は 6 寸前後より 1 尺内外のものを指W}してを るのである 、 "éÝiくに丸太分瓶の名稿は中丸太I亡属す

るものを中目と稿する地方が 7-8 肱陀及んでをる而して中自に劃して小丸太を下目.大丸太

を上目又は尺上等と栴する地方・もある.奈良螺吉野材は他と全く趣を異にし長及直径階双方-よ

り丸太の分類を行ふてを る a

丸太の分類を更に長によ P て行ふてをるが. 其大部分は 1 間材 を最短とし半間又壮 1 間毎に

累増して多くの地元1・は聞の字を冠して之を示してをる.例之 1 間材. 1 問牛材. 2 間材. 2 間半

材 . 3 間材等であ る 1 間牛材は尺単位にて丈物と云ふことが多い又地メ"とよりでは特有の分類

を行ふものもある .{}~之静岡服天龍川地方では素六(黒木 6 尺以上の材). 1問(白木切丸太は G尺

5 寸以上.黒木角丸太は7 尺 5 寸以上入 素丈(白木. 黒木共 10尺以上入本丈(黒木 12 尺 5 寸

以上)、 2 問(白木 12 尺 5 寸以上.黒木 15 尺以上入2~三(白木 15 尺 5 寸以上. 黒木 18 尺以上)

K分類し 、 長野鯨にては素六 (6 尺λ1 間 (7 尺 5 寸入素丈 (10 尺入本丈 (12 尺 5 寸〉等

に匝別してをるo
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丸太の長による分類は直位階による分類と根本の趣旨を異にし其地1ilと於ける長の定尺によ

る応分て・あって夫によりて直に佃キの木材の長(定尺)を標示するものであるカ、ら材種よりも

寧ろ稿呼 l亡属すべき性質を有するのである.従って前記の如く長により普通に分類せられある

ものは之を材屈と看倣すことは出来ぬ.只地1/1とより 1 間丸太. 2 間丸太に苦手Iして夫より長き

ものを長丸太と綿括ずることがあるが.斯如き揚合には之を材極と看倣すことが出来る . 素よ

り其丸太の長a必十しも 2 問牛以上のものを指すにあら十.少くとも 3-4 間以上のものを稿

するのであるが.長丸太の寅際の規程は各地共極めて漠然たるものであると 共に長丸太なる材

砲の分類を必要とするや否やも甚だ疑問である叉地)/1とよりて長丸太の一種と して電桂材.杭

木等を匝分してをるが之れは j日注による稿IJヂであって規格上よりは一般丸太に入れて差支ない

のである、若し一般丸太と特}} I]I亡異なり?とる規格を要する揚合はとを特種材として取扱ふも可

で・ある 3

丸太を誠:直径階級によりて分類することは主として利m及取引上の便宜カ、ら.?IEたものであ

るo

丸太を製材する揚合寸法以外の他の{附Lj二を IPJ--とする時は其木取の)i法.利JA債値は直佳の

大小11司令 の寸法i亡よりて定ま るのであるから必十しも!直径附故によりて之を分類する必要が無

い肢にも考へらる L が正"丸太の直径階級によりて夫守大韓の木lfl(_及利!日方法は 11洛一定するもの

であるから . 強め産地及工揚を通じて誼首の分類を行ひ之Iとよりて仕誇整理を隠すのが便利で

ある 、 各寸{笠毎fC匝分仕需をしては其手数極めて:JJi雑と友り且つ夫れ丈けの買益を粛らさぬの

である口

:)(IL丸太佳級の分類は盤情j1l:~肢を 11)1J しなければならぬが段時行はれてをる製材木lrl(_法と 丸太

の筏級との関係、を主ßv$~れば、

末日直径 G 寸前i伎を界として夫以下の丸太は虫類()(. ~II.小〉又は丸身付小角材を主と して製

材し或は小幅の:奴類を辛うじて製材するのが普通であって利川恒値は最も僅少で、ある. :)(1'1:直

径 6 寸前後より 1 尺内外に至る範囲の丸太は我図に於て最も多量に生産せられ且つ普遍的の)/

法によりて製材せられてをる I QPち四分板、γz分板等の板類、 板割. Ij、角材等が主友る製lHiで

あって若し、適'書の木取法を川ひたならば何者棉ての材極を製材することが出来る、直径 1 尺前後

以上の丸太は凹分板 、 六分:波、 絞割等の 1 尺隔ものを標準として製材し角材.平割其他概して

寸法の大なる製品を生産するを得同時に共通的 t亡無節其他の上等の品質に属するものを比較的

多量に生産し得る便宜があり利用慣値は増進せらる~ .更に遊んで直徳 1 尺 5 寸前後以上の丸

太にては寸法の大なる然かも品質上等の製品を自由に生産するを得向小割材其他の副生品を生

産するを得るのである。

樹極又は工場経営の)J針によりて直径階扱と其利用方法との関係は多少の饗化があるも大韓

前記の如く 3 種乃至 4 極に分類すれば全園的に見て受賞であると信歩るO
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以上は主として丸太を製材資料に供する揚合を論じたものであって丸太の億使川する揚合は

必や し も斯如き分類を行ふ要危きこともある . 素より最初より之を諜}悶し得る揚合は産地l亡於

て之を分類する要危きも産地にて設問することを符ーざる揚合が主主ろ多いのであるカ、ら一般論と

しては産地、 消費地を通じて~Pl如き分類を行ふのが便利である。

丸太の寅買取引に首りでは佃+の寸筏及数量より材積を算定するのが常で、ある.債i協は材積

と]，1.恒 (材積単位首債格〉により計算するのであるが.此揚合に各寸径筒Jと皐債を定めては到

底其の煩l亡土佐へないから車置は大腿直径階級による分類毎K其千均を 1'1'へて算定するのが普通
である 、 珪し大鶴岡一階級の分類に厨するもの L 材積単位K よる翠債は 111告同ーと看倣U~l るカ、

ら寅際上何等の支障を来さざるのみならや. -JJ 非常に手数を省き得る便宜がある矯めである。

丸太の直位階級による分類を決定するにあたりでは我凶従来の慣習 、木取、利用上の関係を充

分K考慮すると共に製材の分類カ法との関係. 度量街上の換算を考臆し吏K外国の事例をも参

附することがnr要である。

北米材の丸太の分類は概して No.1 は i直筏 1811寸以上 No.2 は直筏 12 11寸以上と し我閣の 1

jし 1 j.z 5 寸の分類と一致してをる又製材K付ては大角は 18 吋以上 . q-I角は 12 吋以上とし丸

太の階級と同一寸法をJfJひてをる口

-:j，くに我が図K於ける製材の分類方法tて付ては後段VL詳述すべきが板類の ~j高は 1 尺を棋準とし

小角材は 5-6 寸を最大限度としてをるカ、ら丸太の直径階級は 5-6 寸‘ 1 尺がi後 . 1 尺 5 寸を

自棋とするのが、適常と信十る白

-:j(に rJí j記寸法と「メー ト Jレ」法との関係を見るに.菅に丸太の寸法に止まら十製材寸法にも

関係を布ーするカ、ら教に一括して其閥係を明忙してをく。

度量衡法の改正rcWふ「メー ト Jレ」法と従来の尺寸法との 1m係は平陀換算K留まるのであっ

て「メー ト Jレ」法其物には特別の意義を有するのではたい.元*製材の寸法， 丸太の直径階級

分類の基準等の定められた根ゅ;iは多年の慣習利f更に基くものであるカ、ら「メ ート ル」法施行に

常 りては其寸法を皐純に「メー ト JレJ 法に換算すれば足りるのである.若し「メー ト Jレー法其物

に特有の性質を有するものとして何等か作銭的の基準Iとよりて製材及丸太の寸法主規程せんと

するも夫れは本末を挟まるものと云はたければ怒らぬ.只在*の尺寸法と「メ ート Jレ」法との
ヲウントナ L パー

換算K際して端教を生やることがある、時として之を繰下けて整教に整備するを使とする

ことがある叉時と して斯く して得たる整教が非常K記憶し難き揚合或は他との均衡上より して

埴常の数値に改訂するを fl1!とすることもある.然乍ら斯如き改訂を行ふ揚合K於ても製材又は

丸太の寸法に付て寅質上の支時吃jJミささやることを念とせなければならぬ. 即ち質際を 1!w覗して

茸[f'c数値のみ 1:C捕はる L ことは禁じなければ友らぬ。

以上によりて丸太の分類を 「メ ー ト Jレ」法によ り て規定すれば次の如く たる 。
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小J.L 大 検知直径 20 糎未満のもの

中丸太 検知直径 20 糠以上 30 籾未満の L の

大丸太 検知直径 30 糎以上の L の

特大丸太 検知直符 4)) 糠以上のものは特大丸太と稲するこ t を得

丸太の大小は普通末口直径によりて測定するのであるが.之れは末口直径が最小直径である

との概念に基いたものである.然乍ら質際は必やしも然らヂ・向直径のinl]定の;力法に付ても癒守

のプ'i法があるから );11に末日直径とのみにては正確でt:J..い.規絡上内容の一定を期する矯め教に

は検知直径と特記したのであるが.其詳細は第八百i検知法に於て迷ぶること L する。

第二穂付丸太

普通に丸太と稿するは長には制限なきも建材忙際し柏部を切断し末口直径がキ日常の太さを有

するものである、之氏反して建築川の足揚掛其他特産の川途に供する所謂足場丸太は普通の丸

太に比すれば細く且つ長く更に梢端を存し殆んど立木其依の形を属してをる。

足揚丸太は普通丸太と形質を異にし倍小忙して出来る丈け仲長の大なるを特徴とするもので

あるカ、らーの材極とする必要がある.而して従来林業上特屈の造林及撫育を行ひ然らざるも普

通の森林中より之t亡、適合する立木を選材してをるのである.名稿は足場丸太の外.長杉丸太(主

として杉材を!日ふる故此名がある〉細長丸太等を川ふるものあるも m主主は必やしも足場丸太の

みに止まらす=他にも!P{く使用ぜられ叉何れの名稿も相端を存する特有の形態を連想せしむるこ

とが国9ifl~であるカ、ら新に聴付丸太と栴するを便宜とするo

1忠付丸太は普通目通りの直径によりて其大小を現はし取ヲ lの基準としてをる 、 直径の最少限

度は 2寸位、 最大限度は 5-6 寸位である.直径の槍知は目通りとせられてをるが宜際の位置

は一定してをらぬから丸太と同操摺付丸太の検知法を定めたければならぬが之は後節陀譲る。

穂村・:;lL太は前記の如く概して直径小にして其範園も 2 寸乃至 5-6 寸に過ぎや其利川上の秋

況もIl洛同一で、あるから丸太の如く直径による細密の分類は必要としない.以上により聴付丸太

の意義を具鰭的1<:越ぶれば失の通りである。

1車、付丸太は検知直径 6糎以上にして柿端を有するもの

第三村1 fI) 

úiJ ffjは斧l亡て丸太の商を荒削りして角材となし出材するーの材種であって丸太と同じく主と

して製材資料に供せらる L のである.以前杉.槍、栂類の小材を相l角と して造材して市場1<: I-p. 

し之を飽削仕上して:tI:.土墓等に使!日する風習があったが是等は既に資材の域を股し製材小角

と同一性質を有し只造材方法が斧と鋸との差のみである.現今斯如き *111小ffJは製材工拐の護

展 . 利用の周約によりて漸次其影を隠しつ L ある。

*111角は丸太のヌL身を削 り落して造材するので、あ るカ、らヌ丸L太の形i欣H伏o陀亡準じtrド略lリ峰i洛告正カ

の長方方.形であるのが普遁てで、あるが規絡として干ね村柏~I山iJ向角の厚及隔κ干付付l'‘て夫々限界を定め置 〈 方方.が使宜
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である.市して夫れが鼠め陀は JIl-の最小限度を定むる要があるが，有íj掲持置の柑l小角 (gpち柱

Jr]lc供するもの〉の揚合を激j関する陀. fl11削の技術的)Jj百及製材小ftJの最少限度等より観察し

之を 6糎とするを安常と認むる l' ~たに厚に1討する幅の限度を考ふる陀 . 如何l亡特種の長))7診を

想像するとしても *111角としては隔が厚の 3 俗に達すること無く普通の程度にて 2 供位であらう

が製材との開係上同一割合によりて 3 倍未満とするを泊常と信やる。

制作jは寸法と同時にヌL身の秤4度を表示するのが常であるが，之れは利用慣値を示す間接の方

法である又中111角は丸太の如く太さにより分類する慣習を存せたいが.主として製材資材として

川ひらる L ものであ るカ、ら丸太の分類に準じて材砲を応分するのが使穴であるD

以上を綜合し柏向の分類を規定すれば次の通りである。

村| 角 j亨[6 ~奴以上にして隔が厚の 31在米満のもの

村l 小角 明 20 糎未満のもの

~;III 中 f� 隔 20 糎以上 30 糎未満のもの

村l 大 f-�J 師 30 糎以上のもの

第二目製 材

製材は種々の形態.寸法のものを包含してをるが従来純然たる材程として考へらる L 分類と

しては角.板.盤がイ子してをつ?と.然し此当事の分類は概略の翻念陀ょったもので正確に具臨的

に其範囲が定められてをったのではない。

今製材を形態.寸法によりて分類せんとするには従来の蹴iI階的分類を参酌し. 大関弐の如き

4 種類、に大別するを誼常と考ふ る 。

挽角。家屋建築等K多く川ひらる L 柱.土芸.桁等に供する小角材及夫よ り 更に大怠る f{J

材を勢津とし、形j伏は正角を基とし更に適立の長))形のものを包含せしめたる贋義の角材。

税 制。 前記の挽角より寸法少さく叉 板に比すzれば帽の狭きもので正角より長方形に亙る

種々の形態のものを包含してをる敷居類.律.木其他の小;!iIJ材哲;は之に属するO

板。 厚は挽角より罰.Ii.く隔は挽剖より庚きもの iであって四分液，六分板.4茨割，貨類等が包合

せらる ~o

盤。 挽角よ り幅の蹟きもので現在分類ぜられてをる盤と同様のものである。

前記 4麗の材程陀より 1:1'，来合 lR1及之 ICi11，やる製材は全部包含せらる L が更に進んで'4 材極及

其相互の関係を具髄的K定めなければたらぬ. 製材の材極を分類するには隔及厚双1)・より考慮

せなければならぬが. 従来の慣習上よりするも厚のカ・が幅よりも幾分平百接の関係を存するカ、ら

厚を基準と し之に隔をカII JJ;fç して材極分類の方法を講究すること L する D

j享より考慮するときは、挽角と盤とは同一傾向を有し或寸法より厚き性質を備へ.挽制と板

とは叉同一傾向を呈し、或寸法より滞き性質を有してをる. 而して挽角及盤と板及規制とは成

寸法を境とL-lE負金〈正反1"1の性質を備へ前二者に採りて最小限度の寸法は後二者に探りて最
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大限度の寸法である.斯様に厚に就て 4 材産は相互の限界寸法を存してをるが之を如何に決定

すべきかは.挽ffJ及盤1<:付ては小角及盤の最小限度. t担割及彼に付ては小割及厚板の最大限度

を考慮すればよいのであるが.出来合品其他の寸法K鑑み大館 2 寸位の厚を双方の限界とすれ

ば安'話である。

j手の限界が定まれば、弐は ~J市の範囲であるが.帽に付ては視角と t担割とは同一傾向を有し或寸

法より狭き性質を~Htへ.板と盤とは同一傾向を呈し或寸法より庚き性質を有する叉帽の厚に針

する比率より之を見るに |百i 二者にありでは一定の制限を受け最大限度が定めらる L も、後二者

にあ りては最小限度の制限はあるが最大の限度は存しない.即ち挽角及挽割と J長及蝶はn.x:寸法

及隔の厚K封する比率の限度ーに付て正負全く正反主Jの性質を1I'fliへてをる、而して帽の厚に劃す

る比率は大関 3 俗を以て基準とし . 1íéifj及挽割にては隔は)亨の 3 俗未満. 板及盤にては隔は)享

の 3 倍以上とすれば. flíj記厚の限界寸法?とる 2 寸の規程と~:日侠って 4 材種を通じて総てのもの

を包括ぜしむるを得るのであ る口

以上を綜合すれば

鵠 

t抱

内

書IJ

j享 G 腕以上iとして隔が厚の 3 倍米満のもの

厚 G 椀未満にして柄が厚の 31fr，-米満のもの

板 }'l 6 糎未満にして隔が厚の 3 倍以上のもの

盤 厚 G 糎以上にして隔が厚の 3 1{f以上のもの

板の内四分板其他の部J況の隔は 1 尺を標準と し 1 尺乃至 4 寸位のもの と 4 寸未満のものとは

用途、相場其他取引上著しき 差別を存するから 4 寸未満のものは之を小柄1反として匝分するが

便宜である . ~p ち板の内問12糎未満のものは之を小幅;;茨と栴するを得ること L する。

以上により製材の四大分類による材屈の匝分を明にしたが出来合品及之に準やる製材のJJV伏

に鑑みる時は更に各材震に付き納別の分類を行ふのが便宜である。

第 一 切 角

鵠角は厚 6糎以上とあり 無制限で・あるが隔は厚の 3 儲未満との制限を存するから挽角の細分

類を行はんとするには帽に付ての制限を定むれば自ら分類が出来るのである。

t地角の出来合IPlは従来 5-3 寸角を最犬限度とする小ffJ材の 1 極であったが丸太の分類、職

入t抱角等ーに準じて小角材の外に中角材.大角材の:2fÆをカ11へ且つ限界寸法も之に準嫁するのが

便宜である . ~p ち tfé ftjは厚 6糎以上に して杭が厚の 3 供米占有のものであるが之を小f身、中 ffJ ・

大角の 3 種に細分し~刊互の限界を次の如く定むるD

小 角 幅20f;ljji未満のもの

大

角

fIl 

帆20根以上30糎未満のもの

隅30糎以上のもの

第二挽 害リ
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強制の分類も視角と同様隔に17]"て制限を定むれば自ら分類が出来るのである .而して鵠割(L

属する 出来合品其他の現秋に鑑みるときは大小 2 種に分類し其限界を 2 寸位とすれば、適首であ

ると考へらる!.. .即 ちt担割は厚 6 糎未満にして隔が厚の∞倍未満のものであるが之を大割.小

割の 2極に分類し相互の限界を衣の如く定むる。

小 制 隔 6 糎未満のもの

大 害IJ 踊 6 糎以上のもの

第 三板

板は挽角及挽割と異怒り厚は 6 ~;Jiïi未満なる制限を有するも隔は厚の 3 倍以上として最大の限

度を存せないから板の細分類を行ふには厚K付ての制限を定むれば自ら分類が!:U3kる.現時出

来合品のj伏況より察するに大間厚 G分内外より部き ものと厚きものとの 2 起に分類すれば、適常

であると考へらる L 、即ち板 は)享 6 糠未満jij!高が厚の 3 倍以上のものであるが之を部減、 厚:波

の 2 材極に細分し其限界をヨたの如く定むる。

部 絞 厚 2 加.以下のもの

厚 板 )宇': 2 ~廻を超ゆるもの

第四盤

盤は!享 G 糎以上に じて隔が}亭の 3 俗以上.のものであるが特に慌の厚によりて材極を細別する

必要を認めぬ。

製材の材極分類は前段の記連陀て要を悲し?とが之を表示すれば4・11互の開係がl明瞭と 怠るであ

ら九三た表は各材屈に付き単に厚及隔の範国立立に雨者の関係を示したるに過ぎたい.其範園限

界内陀於ける寸法の皐位(印ち刻み方・〉は材極によ り 又厚と隔と により 夫々趣を異陀するので

あるが其内容は第三符i木材の標準寸法陀譲り裁にては寸法は惚て 1 糎亥.uみと仮定して衰を作製

したのである口

参考のため米閣に於ける針葉樹1sé材の寸法による分類を 示ぜぽさたの如く Yard IU 11l bel'及

Stl'llctllral timbel's I'C分類 し更に之を細目 IJ してをる

I. Yard Illmber 

A. Strips 

R. Boal'ds 

C. Dimensﾎons 

1. Planks 

2. Scanもlings

3. Heavy J oists 

11. Sもructural timbers 

D. Timbers 

厚 2 吋未満.隔 8 11寸未満

厚 2 11.J未満. 柄 8 吋以上

厚 2 n>:l・以上 411寸未満.幅 8 11す以上

厚 2 吋以上 5 吋未満.隔 8 n寸未満

!享 4 11.J・以上 5 吋未満.隔 8 吋以上

厚. 隔共 5 n>:l 以上

‘h 

、



“ ‘予

3 

4 

5 

厚 6 

7 

(cm) 
8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

幅 (cm) 製 有 干否 組1 Jr 主民 ヨヌ三

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 

ヰゴ ;:j;;l ;:戸! (j:;| 雨:l主:::?:店函立記li;;;14;l::;:i:;:lii;昨日記:lii;;1J::;|三;[三;:日!?:;;lJi::|ご172J21 ::::1 ~.~.~6 

宅前l1ij日三百21日三::Elzlrl二日目|:z:店二口二二l二
官二 71 4 日 ;ii;;iT七?に
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今既遣の我国の材産分類と米国の規格とを比較封照するときは米国規絡にては匡2 吋 (5 糎

08)を以て Strips 及 Boards と Planks 及 Scantlings との境界としてをるから我閣規絡の寸

法の刻み方を 1 糎とすれば日米規格の聞係は全く同ーと怠る.ヨたに隔に付ては米国規格は 8 吋

(20糎32) を以て Strips 及 Scantli口gs と Boarru雪， Planks, Heavy Joists 及 Tirubers との境界

としてをるが，我園の規格にては小角と中角との限界も厚20糎であるカ、ら此姑も雨者一致して

をる。向具躍的に日米雨規協を封照すれば.我園の小角と Scantlings は時間ーの範固に属し.中

角は Plallks ， Heavy J oists 及 Timbers の三者に跨り各其一部分と一致し，盤は大部分 Planks

に一致し大角は犬部分 Tiruhers Il:麗し一部]任問vy Jois胞に包含せらる L こと L なる。

米閣の Boarcls 及 Strips と我閣の板及挽割との相互関係を見るに. Boards と Strips との IE!

分は厚に於ては全く同一貫工るも幅に於て 8 吋 (20糎32)を雨者の分界黙と して をる.寸法は著し

く小であるが我閣の板に於ける小幅板の分類に其親;念を同じふしてをる。我閣の絞と挽割との

匝分は . 前者は隔は厚の 3 倍以上とし略無制限の寸法を有し得るが.後者は隔は厚の 3 俗未満

と怒りて著しく制限を受けてをる.其結果として Boards は板の内J高 20 糎以上のもの. Strips 

は板の内、幅 20 糎末浦のもの及鵠割に夫キi自営すること L なるo

以上の如く日米雨図に於ける材置の分類は或ものは全く一致し或ものは多少の差異を見るも

其観念l亡付ては共通貼を存してをる口然し個々の木材の寸法師ち細分せる材極に付ては雨園に

於ける木材使用上の慣習によりて多大の差異を見てをる. I1lP ち我園の慣習は厚の極めて部き板

類と同時に可也!享きものをも要求し又隔及厚の小たる小割材の需要多く倫板類にては隔の蹟き

ものを賞美してをる。之に反して米園にては板類は普通厚 1 吋以上の厚板を要求し隔は 8 吋を

標準とする慣習がある叉挽角陀ては幅及厚共我閣の出来合品に比すればー}音大なるもの L 需要

がある、而して我閣の如き~J板又は小割物の要求は極めて稀である。

第二項稿 呼

木材の栴呼の内丸太. ;hJI角等素材に付ては従来特別の稿呼を存せや其便及長を冠して稿呼と

してをったのである、 t抱材陀は種々の稿呼を存し叉其賓質陀特種の意義を存してをったことは

既越の通りである。

今従来慣習上!日びられて居った郁呼を観念上より分類し其質質を吟味すれば

第一. 厚により匝分せる栴11乎

四分板.並四分:佼.六分板，八分板、一寸板、三寸角‘三寸五分角、凹寸角.吋板.七分

板割.六分板割等口

寸法による稲呼であるが木材の質瞳を最も良く表示する{更がある.従って従来此方法tと

よりたる稿呼が割合に多い.然乍ら寸法を冠して稿呼としたがら稿呼上の寸法と質際の

寸法が今日の如く茜しく相異して居つては，菅tて木材の質躍を表はすを得ざるのみたら

す九人をして誤まらしむるものである。
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第二.用詮により匝分せる稲呼

貫. 敷居， 瓦棲. 押縁.竿楼.廻縁.樫木、拒等。

m迭により匝分ぜるものは其用途を知らしめる便宜があるが. 質際の用詮が一種K限ら

や叉時代の蜜遷tとよりて蜜化するものがある . 例之貰は建築上位と柱とを遁賞する用途

に供せら L るから其稿1I乎を得?とものであるが縁側板にも使用せられ情荷造用其他の雑用

にも供ぜらる』から . 必十しも用迭を知らしめること L 怒らす~却て需要者を訣まらし

むるものである . 本項による稿呼は其寸法が匝々として一定して居らぬ揚合は材店:とも

見られ雨者混同せらる L 嫌がある。

第三、 鵠材方法或は形態により匝分せる稿呼

小割. 大小割. 千割.小角. 紋割.中板等。

ttl材方法或は形態』とより匝分せるものであって.栴11乎の内最も漠然として居り容易に其

質躍を捕ふることが出来ぬ、叉第二項と同じく栴呼?とると同時に材種?とる性質を帯ぶる

こともあるo

以上の外特種の観念に恭き?とる稲呼もある.例之第ーと第ことを併用し四寸敷居.三寸敷居

四一貫，三八貫と稿する揚合がある.此揚合の寸法は隔を指示するのである叉小割類の内で大

三寸. 中三寸.小三寸， 六本三寸.等と栴することもある。

強材の稿呼及其概念上の分類は以上の通りであるが.其多くは木材の形韓を質感せしむる E

iì< 極めて漠然たるものであるか或は材極と稿呼とを混同せしむる嫌があるか或は不確定君主る

用途に重きを置けるものである . 只第ーに属する寸法を冠するものは他に比して最も良〈木材

の貰植を表現し且つ材種との匝別を明確にするを得るから栴呼として最も誼蛍の方法である口

依って木材規格上稿I呼は第一項に規程せる材極と第三節に規定せる標準寸法を併用するのを

原則とするのが油切である . 只特極の揚合陀は単に寸法或は材極のみによりて木材を槙示し之

を稿、呼とするも差支ないとすることは便宜である。

材種と寸法とを併用するに際して取引上の111告稿呼を示すには従来の慣習に従ひ幅又は厚或・は

雨者を材極に冠するのが便宜で・ある.而して隔又は厚或は雨者何れを冠するやは乙亦在来の慣

習に従ひ . jl\lí~波J享:仮の如く厚が基準となり幅は一定の間隔により増減するものでは厚を冠し.

其他の材睡では概して厚と隔とを冠し. t担割及協角の内幅と !享と同一寸法kる正方形のものは

皐に其寸法を冠し. 丸太にありでは直径を冠すればよいのであるロ

PI骨栴呼のみにては未だ完全に木材個々を確買に表示することが出来ぬ故. 取引の正確を期す

る揚合には綿ての寸法印ち隔. 厚及長を材屈と併用し真の稿呼を!日ひな』すればた らぬ。

寸法を用ふるに首りでは司醸め基準たる単位を定むることが必要で・あるが之は第九首i単位に譲

る。

第三節 木材の標準 寸 法
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前節に於て木材の材極及其分類を述べたが之は厚及幅叉は径の範園を示し?とるものに過ぎな

い.木材個々の質瞳を現はすには其個キ Ic1・J' き隔及厚又は径の外更に長をも示さ怠ければな ら

ね.市して前記の範囲内にて議期せらる L 木材の形態及寸法は千種高態であって其種類は極め

て多数に上るから7象め一定の基準を設けて之を整理するのが便宜で・ある.之!1!Pち標準寸法の必

要なる所以であって其基準は寸法の刻み:J)ïとよりて定めらる L のである。

寸法の刻み方は J享、 幅，密夫々趣を異t亡し此等三者と長とは一暦大友る差異を存し叉材種に

よりて前三者相互の関係が異君主るから)1闘を遁ひ各別に講究ぜ君主ければならぬ。

第一項

第一目

第一

厚及幅叉は直径

素材

丸太

丸太の標準寸法と製材の標準寸法とは其宮質に於て著しい差がある 、 製材は標準寸法に合致

する様に鵠材ずるのであるが，丸太の揚合は其の直径を測定するに常り標準寸法と jki照し更に

括約法を誼111 して丸太の規筏上の寸法を決定するのである.従って丸太の賓際の直径寸法と表

示せらる L 寸法とは全く一致する揚合と大或は小なる場合とがある . 之れ測定寸法の括約を行

ふ常然の結果であって質際の直径と表示直径とのをの大小は直径寸a法の刻み方及括約方-法の如

何によりて左右せらる L のである.而して丸太の質際の直径と表示直径との差は直に丸太の材

積に付て質際の材積と表示材積との聞に差異を来さしむるのであるカ、ら.直径寸法の刻み方及

括約方法の定め方は充分なる考慮を梯は泣ければならぬ。

丸太の貫際の直径寸法と表示直径寸法との差異は之より生産せらるべき製材に劃しては何等

の影響を及さないのである，主主し丸太を製材するに首りでは表示直径寸法の如何は問ふ慮にあ

ら歩、 宜!控の丸太の直径寸法叉は形j伏 Icl底 じて木取を行ふものであるからである。

現今本邦各地にて慣行せらる L 丸太直径寸法の刻みカ・は寸及 5 分の 2極であって共単位以下

端教の括約方法は前者 5 種、後者 6 種計 11 種に匝分することが出来る。

括約l亡関しては第山簡に詳説するから設では簡単に其現i{えのみを記することにする口

ffl. 括約単位寸のもの

1. 端数を切拾っるカ法

2. 一分切れを認むる方法(八拾九入〉

3. 二分切れを認むるみ法(七千百八入〉

4. 三分切れを認むる方法(ヌ、拾七入〕

5. 四分切れを認むるカ法(五拾六入〉

G. 五分切れを認むる方法(四捨五入)

.G . 括約単位五分のもの

1. 端数を切拾っる方法

36 地方ïc行はる L

26 地カ'!cf子はる L

1 J:i]l.カ・

4 Þ也方・

主主し

2 J也方・

3 地方・

48 地方ーに行はる L

34 地方陀行はる L
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2. 一分切れを認むる方法

3. 二分切れを認むる方法

4. 特種の方法第一

5. 特種の方法第二

6 特種の方法第三

7 土也 )J'

3 j:ll!カ・

1 土也 )f

1 地方‘

2 土也カ・

以上により明怒るが如く括約単位五分にて端数を切拾っるプJ・法によるも の最も多く .之に次

ぐは括約翠f立寸にて端数を切拾っる方法であれ其他の)J 法によるものは何れも極めて僅少で・

ある。

丸太材積計算値と括約単位及其方法との関係は第一O首i材積計算法に於て詳述すべきが現行

の各種括約方法に付て其誼否を見るに(林業試験業報第二十九抗参照入五分留二分切法が最も

正確で・あ り，密扱の大たるものは小なるものよ り誤差三容が小である口理論上標準寸法の刻みカを

努めて少さくし更に括約方法に複雑を厭はぎれば丸太質材積に近似せしむるを得るい質際の

直径測定に嘗りて甚しき不{更を感ゃるのみならや括約法に付ては丸太材積表作製に際し其誤差

を fl'r酌するを得るから . 必やしも標準寸法の刻み方を特別に少さくし叉括約方法に複雑なる手

段を講やる必要がない.従って標準寸法の刻み方も従来の慣行中比較的小怒る五分留を槙準と

し密級の小伝る丸太に劃しては三分内外に低下すれば括約カ法に劃する要求も著しく 緩和せら

る L であらう。

依って丸太の標準寸法は 2 糎の俗教を原則とし，小丸太のみは 1 糎の倍教とすること を得る

様にすれば、適営である口

第二穂 付丸太

穂付丸太の径殻刻みji・は概して五分上りと怒ってをるが元来最小 2 寸最大 5-6 寸の小便。

細長丸太であるから丸太と同じく標準寸法の原則を 2糎の俗j肢とするも揚合により て 1 糎の係

数とするを得る様にすることは便宜で、ある。

第三 1;(1) 角

ヰÚl角は特殊の相l小角を除く外は概して製材の資材に供せられカ11工の里占より見れば丸太より一

歩を進めたものであるが.寸法規絡より見れば丸太と同ーに取扱ふべきものである ， 地方慣・行

の寸法刻み方も丸太と同一で、あるから布Jl角の槙準寸法は 2糎の俗数を原則となし中Úl小角のみは

1 糎の倍数とすることを得る様にするを可とする o • 

第二目製 材

第一挽角.強制

t抱角には小角.中角. 大角叉税制Kは小割.大割の材極を存し各寸法の範固に著しき差遣を7

存するから之が標準寸法も材調1.1'[より其趣を異にすべきである D

1. 小角
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小角の範囲に属するものは厚 6糎以上にして隔が厚の 3 倍未満のものであるが. 普通小角 と

して最も多く市場に現はる L ものは 2 寸角乃至 .'>-6 寸角程度のものである.而して其寸法の

刻み方は 2 寸. 2 寸 5 分. 3 寸. 3 寸 5 分. 4 寸. 4 寸 5 分. 5 寸. 5 寸 5 分、 6 寸等 5 分刻

みが普通であるが.51Ï時 2 寸 5 分角)~至 4 寸角の範囲 IZ::属する最 も生産多き寸法l乙付て 2-3

分刻みとする地))ーも少くない.査し需要の襲化と 製材利用上の開係に蹄因するのである.従っ

て小角材就中最も普通に使川せらる L 正方形小角材の標準寸法を定むるには使用上の便否と共

に丸太の利用率に付て考慮せなければ友らぬ。

普通の正方形小角材は概して小丸太又は中丸太中の小径のものより心持材として 1 本宛製材

するものであるが.丸太の密扱が小であるから小角材の木取に際して生やる脊板類は隔及厚共

極めて小にして他に製品として利用し得さやる程度のものである.依って丸太材積Iz::;lï.jする小角

材の材担比を以て該丸太の全利用率と宕倣すこと が出来る.而して計算をー居簡単にする矯め

丸太材積の代りに丸太の末日断面積.小角材材杭の代りに IJ 、 fÉJ~寸の断面積をmひて利用至容を計

算すること L した。

. 今小角材の標準寸法の刻み方を 5 粍. 1 糎. 2 ~fßの 3 極に匝分して丸太利用率を比股する時

は 5 粍最も利用率大にして 1 糎之IZ::*くぎ 2 糎最も小である.印ち標準寸法の麦IJみ方が小なる程
懸樫樫

利用率は大と友るのである.具躍的に之を説明すれば丸太の末口直径 14，14 14,847 15~554 
糎解締結{ ~望輯

16,261 16,968 17,675 18,382 19,089 19，7g6 の 9個の丸太を仮定し.之より標準寸法 10 糎角を

基準とし順次 5 粍亥IJみの小角材 9 在r9 伯i を製材するとせば純平均丸太利用率は 63.7%である .

*くに 10 糎角を基準とし 11国弐 1 糎刻みの小角材 5極 9個を製材するとせば綿平均丸太利用率は

61.6% とた り.更に 10 糎角を基準とし!順次 2 糎友IJみの小角材 3 麗 9 個を製材するとせば続l平

均丸太利用率は 58.6，96'となる。

以上により小角材の標準寸法刻みカ-を考慮するに 5 粍は利川寧大なるも柏小に過き'-. 2 糎は

利用率小たると共に刻み方科j大に遁ぐる視がある.小角材の寸法階級の近時の傾向をも考慮 し

1 糎刻みとするが最も安常であると考ふるo

参考の矯め小ffJ材標準寸法の芸IJ み1)ーと丸太利m率との関係を示せば次表及第 1 園の通りであ

る。

J(O 固.小角材標準寸法の五IJみカ・と丸太利用率との関係i亡付ての設明

ヲL太末口横断面を正固と侵定し

~J~負の断面賀 x 100=p % …….. ... .. .……・ (1)
丸太の末日商[商積

を以てその利!日率と名く.厳密l亡は丸太貰材杭IL到する小向の宜材積の比を求むべきものな

るも'i'jl lL標準寸法の刻み方を l吟味するには k記の式にて充分である(貰際の百分率は注ふが柔IJ

み方による相到的の差は略々同様で・あ る)
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第 1 園 小角材標準寸法の刻みカ-と丸太利用率との関係({旦末口断面積による制合〉
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蹴明 小角材~~~i終寸法ノ刻ミ カi 0.5 cm. 1.0 cm. lえ 2・'.0 cm ナル11寺ノ丸太ノ利用率一但V末口断商続ニヨル割合一

ヲ求口直径二関係セ Vメテ表ρ 号ノタル的線デアノレ.何νノ刻ミ方ユ於テ宅利月Ht~ノ上限界内相;均三/汐 63.7%

ナル屯下ノ限界ノ吸い方ニヨリ夫々異リタノレ値ヲ有スむ.問中鎖線ρ夫々ノ下限界ヲ表ρ ス。

新線ρ同~グ 2.0 cm 4手ノ飛ピ方ニヨル利用率ア表戸見司巳ノナルモ奇襲f(_J- Jレエヨリ1'(際ニ ρ存:tr:セヌ。
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今小角の標準寸法を αcm 毎の刻みとするとき.奥へられたる任意の小角の寸法は na CIIl 

(裁に n は整数)にて表はすことを得る.市して na t;r. る小角を得る最小の丸太の牛径( 1"1と

て表はす)は

第三回
/41¥ 

nα 

γ=マヲ= -['ある o

Eたに σ'を以て O壬グく1 なる関係の数値を表

はすときは

qｭ

α

一げ
一辺

向
、
一
ゾ

一
一

なる丸太は何れも小角 na を得る理である，従

って (1) 式に小角の断面積 (na)2 及丸太の臨rr商積 πr2 を代入するときは

p ー 〔叩〉2 X100=-2型!竺一 %…・…....・ a ・-………… ………(3)
一 π竺士互)2竺 π(叶 σツ

2 

と友る。

今小角の標準寸法中最小のものを ACIIl とし此時の n ~ no とするときは

AC日1
均二すEE. ……-…...…・……....，....・ H ・....…・…….....・ H・..……(4 ) 

に依って奥へらる

(4) 式の A， α に夫々の値を入れ no を定めこれを (3) 式に入れ 0' (t亡 O豆グく1 を取らし
むるときは最小小角の取らる L 接合の利用率を示す.三えに順戎 no十 1 ，均十 2，・・・η， n+1 ， ・ ・等 n

の値を大きくするに従って夫々希望の利用率を得る.第 1 園は

A = 6.0 cm とし

6.0 1) α= 0.5 cm とし従って川=一一一 =12
0.5 

故に n = 12, 13, 14, 15， " ・ 1

6.0 2) α= 1.0 cm とし従って no=一一=6
10 

放に九二 6， 7, 8, 9，・

6.0 3) α= 20 cm とし従って no= -o一ー=3
2.0 

故に n = 3, 4, 5, 6, 

等、とぜる計算結果を固に表ばしたものである。

2. 中角.大角

中角.大角の標準寸法も小角と同じく丸太利用率より見れば刻み方を /J、とするを可とするも
丸太の木取法及脊板の関係上小丸太より小ftj を製材する時と若干j也を異にするから利用率にの
み重きを置く必要程度も少たく又 1 糎にては小に過ぎる嫌があるカ、ら 2 糎亥Ijみとするを、通常と
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する。

3. 小 害リ

小割は厚幅共 6*運米渦・の極めて小たる材極にして市場に於て倭木.大小割.棉縁.押縁.拡.

襖縁等と稿せらる L ものは之』亡届し.最小 6-7 分角よれ最大 2 寸角内外に遣するものが持

活である、形欣は正方形と長方形とあり寸法の刻み方は概して 1 分乃至 2分単位となってをる

が地方ーによ り 5 厘を培位とする所も少く友い . 斯くして種々の寸法の組合はせにより既迷の如

く驚くべき多種多様の寸法が現IU し混凱を来したのである。斯如く多数の寸法を生じたのは不

統制の需要i亡/1閉症したる生産.製材利!日上の関係等lと基悶するものであり貫際上の必要以上の

寸法種類を宜現したのであるが.此内 iとは根強き存在置他を布ーするものと然らざるものとが混

在するのは云ふ迄もない.小わjの標準寸法の刻み1f t:.定むるには誼守の方面より観察せなけれ

ばならぬ印ち

(1) 製材上の関係

小割類は概して板. fIj等の製材l亡際して副生するものであって倭木類の如く間伐材の小径

丸太より心持材を製材する揚合を除いては小制専問に丸太より説材することは稀である.

其最も普通とするは板の挽材に常り板の耳材.或は所定の幅広満たぎる板より生産せらる

L と板. fíjの鵠材:Iê: I際し生やる三角工』ニより生産せらる L とのごつの揚合である.而して部i

者の揚合は小割のj手叉は隔は.波の厚と同ーとなるのであるカ、ら紋の標準寸法と同ーの歩調

を取らたければたらぬ，後者の揚合は之と趣を具lとし随意の寸法を定め作るのである. 而

して何れの揚合を問はや小剖の生産は丸太の利川傘を昂上するに必要快くべからぎるもの

であり此芯(11.1ミよりすれば標準寸法の亥IJみ方を可成小さくするを可とする。

(2) Hl i全の閥係

小訓は家屋の天井附厄J . !.上L 主主兵其他部守の雑ffllと供せられ他の材種IL比して故も m迭の

租類、多く然かも細部の鹿 l亡川ひらる L ものであるからf1 1注に準じて細かく分類する要があ

る。

前記 2 項を考慮すると共に混乱せる寸法の現状を整却し併せて出来合品として撰搾すべき寸

法等を掛酌 Fれば標準寸法の刻み1fl土原則は 1 糎とするも.揚合 lとよりては 2 粍の刻みカ-を認

むるのが便宜である 3

4. 大割

大割に属するものは現時市揚に存する低木，敷居，平副の一部等が該常するのであって厚板.

小角、小割の三者 K~ll開聯してをるカ、ら之を考慮し、更に小割と同じく製材上及川!;全の開係を

も説的し標準寸法の刻み1)'1ま原則は 1 糎とするい揚合によりて厚のみは 2粍刻みとするのが

便宜である。

• 



• 
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第二板

紋は範園極めて庚く.市場に現はる L 出来合品も之に属するものが最も多い.厚は製材中最

も部く然かも $r日かく分類せられ.隔は狭tきものより蹟きものに及び一定の寸法単位によりて遮

士宮する特徴を有してをるものが多い口

今板類t亡屈するものにして市揚K現はる L 出来合品を厚及隔の性質tとよりて分類する時は

(1) 凶分板.六分板，正凹分板等四分板系統に屈するもの及板割の一部はiJ;!):板に麗し.幅

は一定寸法によりて遮増する。

(2) 貰類.木J官等は部板に屈し其厚は四分;阪系統及~.阪割の一部のものと概して同ーであ

る. Ili高は四分板系統のもの L 如く一定寸法lとより遮増することがない白

(3) 板筈1)の一部.王子剖.七分板以上の:彼等は}享板に屈し，隔は一定寸法lとよりて遮士宮ずる o

i反類の!享と怖とは著しく j也を異にし特l亡四分板系統，板割.平副等の如く隔が一定寸法階放

に分類さる L ものと貫.木摺等の主n く然らざるものとがあるから E厚と幅とを別詮に講究し又四

分板系統と其他の材担とは!引と於ても趣を異にするから 11国を迫ふて各別に論歩ることにするD

凶分板系統のものは:波~f中最も需要多く叉其!日注も贋汎多屈に捗ってをるカ、ら時代の望遠に

よりて次第に厚の分類が増加し途に今日の混飢えた態を呈するに至ったのであるD 四分板系統の

ものは以前は l国分:ilZ . 五分:波、六分板、 f正味厚は約 3 分. 4 分. 5 分〉等厚は略 1 分の階故によ

り分類せられてをったのであるが、其後世田火寸法規絡は昂Lれ四分板に付ては 3 分より 2 分 7-8

庫、 2 分 5 厘. 2 分 3 厘. 2 分. 1 分 7-8 犀或は以下等に遮減し然かも今日に於ては同一時

代、同一地方に於て此等の内の数紐の寸法を存し之を全図的に見る時は綿ての寸A法を有ーするの

欣況を呈するに至った.他の五分板.六分板等に付ても亦同様である. @pち以前約 1 分の階綾

て・あった寸法規絡は弐第に細分せられ 2-3 厘の間隔を見るに至り寸法の種類も増加し今日 IC

於ては四分波系統のもの L みでも其数 20 極以上に達するであらう。

厚の愛護及程類の増加は時代の要求により又製材利用上より-*りたるものであって其関係は

小害1]其他の材額に比すれば最も鋭敏であるが.質際上は決して斯如き多数の寸法を要求し，てを

るのでは友いと同時に寸法の桓類中には根強き存在慣値を有ーするものと.極めて不安定にして

常に動揺ぜるものとがある。従て単純化の趣旨により之を整理し各地を通じて最も必要なる荷

額 l亡制限ぜ怠ければたらぬが.之は後段出来合品の寸法を論十る時に譲る。厚の種類が既に今日

の如く増加l し且つ混高L し?とる以上は之を軽硯することも出来すコ又確固たる根擦を有し出来合品

として法律ぜらるべきもの L 寸法をも参酌する時は.凶分:í:反系統及之より!享きものにして薄仮

に属するもの L 厚の標準寸法は 1 粍を、適嘗と考ふる D 厚板fC属する板類の厚はilií.板と異友り寸

法の分類も左程多からf. 叉製材木取上/1、割と密接の関係を有するから!享:反の)享の標準寸法の

刻みは 2 粍とするが、適常である。板類の厚の遮減が経済上及製材利}円上の関係に基悶すると同

時に反面i亡は寸法混商Lの悶を属してをることは既述の通りであるが.参考の属め四分:阪の製材
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に於て以二分三座:汲と二分板とに什て生産利用上のj伏況を比較すれば失の如 くである。

5ft時凶分板其他の部板の製材木取法は /1 '，*得る丈け多数の四分板生産を目的とし走塁材部 より

宅l三十る三角斗(之よ り小制類を生産する)を少くするカ法を取りつ L あり本取法と しては寧ろ

簡単なる 7J法である，従って作固法によりて可也正確に貰際と殆んど差無ーき程度に製品の生産

AA況を [:1，日明し得るのである口

今作闘i去によりて丸太末日直径 1 尺 6 寸のものより小割竪鋸機或は小書IJ帯鋸機によりて四分

板を製材するとして.税減をの厘 5 毛とし厚二分三厘板と厚二分板との雨者の揚合tて於ける生

産内容を比較すれば失の湿りである。

製材の7J 法は先づ A， A' の部分を隔 1 尺 IL挽立て之より板子を作り竪鋸機叉は帯鋸機tとより

て四分板を製材し . ヨたで B， B' .及 C， C' の部分IC及l孟し出来得る丈け隔の債き凶分板を説立て

る様にするのである . 困上計算による四分授の生産内容を示せば(二分三厘紋と二分紋との木

取を同一丸太の断酒ÎIL示』たものであって人， B， C は二分三厘板. A', B', C' は二分紋の鵠立
・.，

を属すものである )0 (第・回参J!の

厚二分三厘板と厚二分板との生産iU\況比較

| 尺幅 M 1 3 1'. 

尺幅、50枚、延幅 50尺.0 延師 42 尺 尺幅ぷ枚、延幅 B 9寸隔、2枚、延幅1.8

I 1 9 寸・、 2枚 グ 1.8 8寸 . 2枚 fI ].6 9寸 ， 4枚グ:3.6

厚二分三原板 8寸、 2枚 グ1.6 7寸、 2枚 // 1.4 8寸， 41'文グ 3.2 

7寸 . 2枚 fI 1.4 5寸， 2;j主: " 1.0 7寸 ， 4枚。 2.8 

グ1.2 3τ1・、 2;j女: グ 0 . 6 6.J' , 2枚。 1.2 

4寸.2枚 グ 0.8 I 5 寸 ‘ 2;j・文 U 1.0 

4寸 、 2枚グ 0.8 

3寸 ， 2枚か 0.6 

42414文4 尺小言1・~脈i 42.0 小計 18枚グ 14.8 i 11、計 10枚グ 6 .4 言「 70;j:兤 fI 6:3.2 

尺幅 46 枚 Jミ師、8枚.延幅 8尺b l 尺帽、54枚 fI 54尺.0 
延柄 46 尺

旬、 4枚" 3.6 i 9寸. 2枚 fI 1.8 9寸、 6枚" 5.4 

8寸 .. 2枚グ1.6 1 8寸、 2枚 fI 1.6 S寸 ， 4枚グ 3.2 

厚二分板 7寸 ， 2キx " 1.4 I 7寸・、 2t文 " 1.4 7寸， 4枚グ 2.8 

6寸， 2枚 " 1.2 6 寸、 2オ文 グ1.2 トj' ， 4枚 U 2.4 

4寸， 2キì グ 08 [ 5寸 J枚 " 1.0 5寸， 2;j'ﾍ( fI 1.0 

3寸、 2枚 グ 0.6 4τJ' 、 2枚グ 0.8 

3寸， 2枚グ 0.6 

46 枚
小計 20枚// 16.6 小計 12枚" 7.6 言十 78枚 I1 70.2 小百十 延幅 463

[ 川四分 I BXは問分 I Cxは叫分 去、
・ 8

L
E
'
 

一
一
言
"
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以上によりて雨者を比較すれば

生産枚数 70 枚

78 枚

延隔厚二分三厘仮

厚二分板 11 11 

尺

63.2 

70.2 

にして厚二分板は厚二分三厘に比し延隔に於て 11.07% の増加lを来すo

Eえに生産四分板の材債を比較すれば

厚二分三厘板

厚二分板

尺

延隔 63.2

ρ70.2 

立方尺

此材積 8.7216 

グ 8.4240

にして厚二分:波は厚二分三厘:仮に比し材積に於て 3・41% の減少を来す .fWち厚二分板は生産延

幅に於ては 11.07% の増加を来すも材積にては反:Æ"tl-C 3.41% の減少を示すのであるが説iffi し

数多く税減の量が増加lする属め四分板として生産材積を減少したるに外ならえEいので、ある.然

し四分板の費買は材積で7J_く延幅(坪〉によるのでるあ力、ら其の増加を来せば有利とたるので

あるO

民
一
-

記5ii芦Emoy
A ! IIII~ 

41.O  A i 、l
λi r I 

0.626 
尺 ;f-1

: Ó.023 下
1.60 ム

ーーーー一一一一一一一一一一ー一一-一一一一
0 尺 T

0.616 
", R1 

1.o A-l 、
尺! '

(0.02 ~ _Vtφ.9 
-.j.. _J/1.0 

ヲ7.__~_.:: 0.9 
_.二一0.8

二ー 0.6-・ ・

一一一一一一~τ Ö~3ν5 
尺

() 

第・国 四分板厚二分三，匝板及二分板の木取比股

CA， B ， C は二分三原板、 A'， B', C' は二分板〉

-ーーー一一ーーーー『
....-:_ 

/'" 

ﾆ 
/ 

0.02 

0.9 : 
1.0 

国上計算は以上の通りであるが之による時は単に凶分板の生産内容を明にするに止まり未だ

経済上果して厚二分板が有利たるや否やを断定することが出来ないのである。

今製材木取の質際のf/;l\況に基き厚二分三厘板と厚二分板と何れが経済上有利なるやを兵睦的
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に比較すれば次の通りであるD

1. 厚二分三厘:波と厚二分板との比較に付き基礎事項

小割竪鋸機によりて米杉丸太より四分板(厚二分三厘板)を製材する揚合の生産費を示せば
円

丸太.深川工揚入元値 (No. 1.15%， No.2 .40%, No.3.45% 平均) 1 石首 5.540 

凹分絞 1 石常り木代金(製材歩止 66.095) 8.394 

工賃及直接費(四分板 1 石常り) 1.390 

間接費(金利を含む) ( グ ) 0.720 

計 ( f! ) 10.50"* 

製材歩止 66.0%，説、減は 19 番鋸身を j刊ひ G 厘 5 毛とす.叉製材木取法は板子取りにより

四分板に製材する口

2. 製材歩止比1院

(1) 厚二分三厘板

厚二分板

板子 1 丁より 17 枚取 此厚 3 寸 9 分 1 厘

鵠減 G 厘 5 毛.16 通し 此厚 1 寸 4 厘

計 紋子 1 了の厚 4 寸 9 分 5厘

板子 1 丁より 19 枚取 此厚 3 寸 8 分

挽減 G 厘 5 毛.18 遁し 此厚 1 寸 l 分 7 厘

計 板子 1 丁の厚 4寸 9分 7 座

(2) 板子の隔は普通努めて 1 尺花木取るも 1 尺以下のものをも若干生やる故之を平均して

z 寸と般定する口

紋子 1 丁の材積(立方尺) 1 丁の板子よ り生産する四分板の材積(立カ-尺)

厚二分三厘板 6 x x x 0.495=2.97 xx 

厚二分板 6x x x 0.497 =2.982'>( x 

6 x xx 0.023 x 17=2.346 Xx 

6 J( X X 0.02 x 19=2.280 x x 

厚ご分三厘板の製材歩止は 66.0% であるから 10 立方尺の丸太より 6.6 立方尺の四分彼を

得らる依って
丁

2.813 
厚二分三厘:伎を 6.6 立方尺丈生産する絞子の敢 6.60÷2.346 × z=-z一一

右板子の材積
2.813 ~ ~_ A ，，!-，~尺
一一一一ー x2.97 x x=8.:)5461 

x 

右板子より得らるべき二分三座板の数

以上により厚二分板製材の揚合を計算するに

10 立方尺の丸太より得ら るべき板子の材積は厚二分三厘板の揚合と全く 同ーと看倣すを

2.813 位
一一一一 x 17=47.821 

x 

得る 。

即ち板子の材積は 8.35461 立方尺である，依って

板子の数は
噌
i
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8

一
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_ _~ .，~_ , ，~，.. 2.801 """. ，，:!f， 6尺
右紋子より得らるべき厚一分板の材積は -3--X2.28ﾗz=6.38628 

依って製材歩止は
6.38628 
一一一一一 x 100=63.9%

10 

右板子より得らるべき厚二分板の数

紋

2.80 • ~ 53.219 
一一一 x 19=ーー一一一
立;ぉ

今厚二分三厘板.厚二分板とを比較するに常り丸太を 100 石とし術計ー算を簡単にする矯め

雨者共板子(::波〉の隔 m 寸を 1 尺と仮定する時は

材積 歩止 枚数

厚二分三厘:波 6石.60 66.0 4,782 

厚二分板 6.39 63.9 5,322 

厚二分三厘板に釘し -3.18% -3.18% 11.29% 
厚二分:波は

(作田上計算) -3.41% -3.41% 11.07% 

即ち作園上の計算と質際とは 111告一致することを知るであらう。

3. 四分板生産費の比股

( 1) 功程比較

厚二分三犀板

厚二分板

1 日 10 時間作業にて波予知O 了製材. 1 丁 17 枚取

f/ n 1 80 丁グ グ 19 枚取

(厚二分:波のJ}J程は二分三座板に比し:波子 10% 減)

坪数

797 

887 

11.29% 

11.07% 

3,400 ;f女

3,420 ;f士

四分:阪の生産枚数を比較すれば雨者略同-f:f.るも材積を比il;安すれば厚二分板は厚二分三厘

板に比し 12.5% 少なし。

3420x2.0 
-() A(\πτすτx 100=87.5%
3400 x2.3 

( -12.5%) 

(2) 生産費比較
円

米杉丸太 1 石常元債を 5.54 と すれば四分筏 1 坪常木代金は

厚二分三厘;波 1 坪常木代金

厚二分坂 11 f/ 

Eえに製材経費を比較すれば

l享二分三厘:波 1 石常

計

!享二分板 1 石常

5.54 円
x 10=0.695 

797 

5.54 
一一一 x 10=0.6245 
887 

工賃及直接費

間接費(金利を含む〕

1.390 

0720 

2.110 

工賃及直接費間接費共 2.400 

(1 日首りの凶分:[疫の生産材積比は j享二分三庫:波:厚二分板:: 100: 87.5 t'ð. る故

厚二分板の製材経費は

円

依って 2.11 x 1.143=2.40 

100.0-87.5 
x100=14.3% 丈け増加する 0

87.与

となる〉
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之を 1 坪常りに換算すれば

厚二分三厘:波

厚二 分板

円

2.11 x 0_0828 = 0.1750 

2.40 x 0.072 =0.1728 

依って棉生産費 (1 坪首)は

木代金 製材経費 +
』

=
μ
 

円円円

厚二分三座板 0.6950 0.1750 0.8700 

厚二 分板 0.6245 0.1728 0-7973 

一一 ( 0.870-0.7973 _ _ <^^ "no-M¥ 
即ち生産費はj享二分板は厚一分一厘板に比して l ﾗ100=8.355Zi 一\ 0.870 .. ~ VV ~'VV/U } 

8.35;.0丈け少泣い。

以上を綜合すれば厚二分板を製材する揚合は厚二分三度板に比し坪教にて 1 1.3% を増加l し

生産費に於て 8.85% の低減を固り得るのである.而して市場に於ける相場はl享二分板はl享二分

三厘に比し 55U 安程度が普通であるから厚二分板は経済上より見て造に有利と主主るのである 。

右は竪鋸機により鋸身厚 19 番を}日ひた計算であるが近時最も進歩せる 「テープjレ」小割帯

鋸機により.然かも鋸身厚 25 番 cî忠誠 2 座)を}日ふる時は前記の比肢はー居明確に判明する

であらう。

ヨえに:波類の隔に付て見るに部波. 厚板共連続的に一定の間隔を置いてをるものは 1 寸刻みが

普通である.地方によりでは 5分刻みとする所もあるが稀である . 板類の隔の階扱を定むるに

は製材の利用上の得失及製材の仕諜分類上の使否の雨方面より視察せたEければならね.従来。

慣習?とる 1 寸を標準とすれば 3糎刻みとなり. 5 分を基準とすれば 2糎刻みとたるのであるが

此雨者を製材利用上より考察すれば後段に兵躍的に説明する通り雨者の聞に殆んど差異を認め

や，直径 1 尺以下の丸太に於て僅に 1 %乃至 2%位. 2 糎刻みの方. 板の生産量を増加するに

過ぎないのである.而して四分波.六分板.波割等隔の寸法が連f.Jí的に一定間隔を存する板類

は主として 1 尺以上の丸太を使用するのであるから仮眠の間隔を 2 糎亥IJ み とするも吋んど利益

を認めないのであるも一方:波類の仕諜分類上の使否より視察する時は 12*原より 30'fj車迄の聞を

3 糎刻みとすれば 7 種類の隔を生ヂ・るに到し . 2 糎刻みとすれば 10極類となり著しき増加を

来し:波の分類の仕諜に茜しき複雑を招来するのであるから.何れの型~Îより見るも 3糎刻みとす

るのが至首である。

連続的犯一定間隔を存ずる材極の隔の最小限度は材極により叉地カ-に より て 多少宛異友るが

4 寸が最も多い(第四章第三節第四項出来合品及其の標準寸法参照) . 3寸を基準の最低寸法と

せるものもある.市して 3-4 寸未満の寸法に属するものは主として買類であるが. 本材極に

は寸法t亡連観的の関係を存ぜ十・使!日上の便宜から特屈の寸法を存してをるから 1 糎刻みとする

を使とするO

今四分板製材に於て幅の寸法階叡を 1 寸刻みとすると 5 分刻みとする揚合に於ける四分板の

• 
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延隔を作固により比較すれば失の遁りである。丸太は末日直径 1 尺と 1 尺 2 寸の 2種とし(何

れも寸止めとして 5 分を加ふ卸ち賀寸は 1 尺 5分及 1 尺 2 寸 5分となる〉前者はダラ挽.後者

は板子取りとし脊板よりも凶分板左鵠立つものとす.四分板の厚を 2分 2 厘.説減を 6 厘 5 毛

とする。

四分板の隔 1 寸刻みと 5 分刻みとの生産j伏況比較

j� 大 oc 経 1 尺 2 

丸太直径 1 尺
中心部分 脊板部分 言十

尺幅 1枚0 延隔 10尺.0 尺騎 2枚6 延随 26尺.0 枚尺 枚尺

尺随一延隔ー 尺隔 26 延騎 26.0

9寸・5分 6 I! 5.7 9寸5分 2 I! 1.9 9寸57}、 2 I! 1.9 

9 寸. 2 グ 1.8 9 寸. 2 I! 1.8 9 寸. 2 11 1.8 

五 8寸5分 2 グ 1.7 8寸5分 2 11 lS 8寸5分 2 {I 1.7 

8 寸. 2 {I 1.6 8 寸ー 8 寸ー

分
7寸5分 2 {I 1.5 7寸5分 2 11 1.5 7寸5:$子 2 11 1.5 

7 寸 2 11 1.4 7 寸. 2 11 1.4 7 寸. 2 I! 1.4 

6寸・5:$日、 2 グ 1.3 6τ1・5分 2 11 1.3 6τ1・5分 2ρ 1.3 

葉リ 6 寸. 2 11 1.2 6 τ1・ 2 I! 1.2 6 寸 2 グ 1.2 

5τ1・5分ー 5寸5分 2 11 1.1 5寸5:$1' 2 11 1.1 

v';t-
5 寸. 2 グ 1.0 5 寸ー 5 寸ー

4寸5分一 4寸5分 2 11 0.9 4寸・5分 2 11 0.9 

4 寸. 2 グ 0.8 4 寸. 2 11 0.8 4 寸. 2ρ 0.8 

計- 34 I! 28.0 言十 26 11 26.0 計 20 11 13.6 言十 46 11 39.6 

尺騎 1枚0 延縞 10尺.0 尺幅 2枚6 延騎 26尺.0 枚尺 尺幅 2枚6 延幅 26尺.0 尺隠ー延隔ー

9 寸. 8 11 7.2 9 寸. 4 11 3.6 9 寸. 4 '1 3.6 

8 寸. 4 グ 3.2 8 寸 2 グ 1.6 8 寸 2 " 1.6 

寸 7 寸. 4 グ 2.8 7 寸. 4 11 2.8 7 寸. 4 11 2.8 

男j
6 寸. 4 11 2.4 6 寸‘ 4 11 2.4 6 寸. 4 グ 2.4 

5 寸 2 11 1.0 。 寸. 2 11 1.0 5; 寸. 2 11 1.0 

v';t- 4 寸. 2 11 0.8 4 寸 4 グ 1.6 4 寸. 4 グ 1.6 

言十 34 11 27.4 言十 26 11 26.0 言十 20 11 13.0 言1・ 46 11 39.0 

以上により雨者を比較すれば

末日直径 1 尺丸太 求口直径 1 尺 2 寸丸太

尺

5 分刻み | 四分板生産枚数 34 枚辺幅 28.0 I 向上

1 寸第j み 11 34 11 27.4 11 

尺

46 枚延幅 31) .6

46 11 39.0 
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に して 5分刻みの方 1 寸刻みに比して延幅増加し其率は末日直径 1 尺丸太にては 2.15% 末日

直佳 1 尺 2 寸丸太にては 1.54% である.市して此傾向は丸太の使級が小となる に従ひ幾分宛

顕著と主主る、蓋しE径大なる丸太にては中心部にて板子取を震し其帽を標準 1 尺として木取 り.

尺隔未満のものは僅に四方の脊板の部分にて生産せられ. 直径 1 尺未満の丸太にては普通ダラ

tfeを行ひ尺幅以下のものが全腫を遁じて生産せらる L 関係に基因するものである。

第二項 長

第一目素 材

第一丸 太

現時我園K於て主と して建築材に供せられ最も普通に生産せらる L 丸太の長は殆ん ど全閣共

通に 1 間材を基準と して牛間刻みとなってをるが其質際の長は地カ・によ り 著し く趣を異に し匝

々である，査し木材の長さに用ふる 1 間Î;f.る車位は必-r-しも 6 尺でたく 地方ï/C よ り 種キの寸法

k意味するもので之に基いて各地共製材の標準長が定められ更に之によりて丸太の長が左右せ

らる L のである ， 丸太の長の階級及其質長に付き全園的に各地方のものを綜合すれば

長の階級 3主 際 の 長 官前 非J会

6尺.0 R 尺 尺 尺 尺 尺

1 問 材令 6.2 6.3 6.5 7.0 7.1 7.5 ~t'j; 

1 問令材 10.0 10.5 11.0 1 1.5 停 1間半材は普主主1丈材と解す

2 同j 材 12.0 12.5 13.0 13.5 14.0 14.5 1 5.0 等 2丈間4材材は等叉け丈 2 材、 丈 3 材 、
秘す

。“ 間 tl三材 15.5 16.5 17.5 18.0 18.5 fff. 

向。
1111 材 18.5 19.0 20.5 21.0 21.5 等

以上は質際の長の内主たるものを拳け・たのに過ぎないが. 1 問材のみにて 既K約 10 種の寸

法を有するのであるから . 之を基準とせる 1 間竿材以上のものは常然種々の寸法を有するに至

るのであるが. 宜際の寸法に付て其刻み方を吟味する時は大韓 2-3 寸乃至 5 寸を基準として

をるを知るて、あらう白

普通丸太以外に属する杭丸太. 電柱材等は概して 3 尺乃至 5 尺刻み土炭鉱丸太は 1 尺乃至 3 尺

刻みと怒ってをる口

丸太の長の現行慣習は前記の通りであるが長の標準寸法を決定するには次の諸ー項を考慮せな

ければならぬD

1. 丸太の標準寸法は製材の寸法tL ll国臆するものであるカ、ら之と 同一歩調を取 らねばならぬ

2. 丸太の標準寸法と延寸とは確然と毘別せなければならぬ.延寸は主と して運搬途中に於

ける木口の損傷を譲期して設けらる L ものであり製材の延寸lて比して一般に長きを常と し

叉運搬方法の如何によりて仲縮せらる L のであるが木口の損傷陀高ーを健倖して標準寸法

と相殺する様友 こと があってはならぬ口
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3. 製材工揚にて丸太の利用法を時換することがある例之 2 間材以上の丸太を切断して 1 間

材とすることがあるから製材の 1 間材及 2 間材の標準寸法を参酌して丸太の 2 間材以上の

標準寸法を遁首に定むる要がある。

4. 製材資料に供せぎる丸太は製材の標準寸法に準擁する必要を認めない誇であるが山地に

於て之を設期すること困難なる揚合が多いから製材標準寸法に準撮してをく 1J・が便利であ

る。

以上の諸項及現行丸太の寸法基準を結合する時は丸太の長の標準寸ー法は 0.11メート Jレ」亥Ijみ

とするを遁常と認む。

第二 iE 付丸太

穂付丸太として市揚に現はる L も のは最小 3 間 (18 尺)最大 6 問 (36 尺〉位の範園が普通

であ り 長の刻みは概して，*問。尺〉である . 穂村タL太は一般の製材資料に供せらる L 丸太と

異怒 り寸法の決定K他の影響を受くることがないから斯様に極めて簡単にして且つ統制を見て

をるのである依って穂付丸太のー長の標準寸A法は 11メートルJ刻みとするを、適嘗とする口

第三柚 角

柚角の長及刻み方は丸太と概して同様であるカ、ら標準寸法の亥iJみ方も 0.1 1メートル」を誼営

とする。

第二目製 材

製材は主として建築材に供せらる L が寸法の内.厚及隔は他のm塗の開係及木取利用上の賄

をも考慮して定めらる L ことは既越の通りである . 然乍長は建築材として特種の要求を満足せ

しむるに重鞘を置き他の用途の関係は寧ろ之に迫従を飴儀たからしめてをる.特種の用途に供

ぜらる L も のは工揚に於て置に其目的t亡 、適合する長 IL:製材し市揚出来合品を使用せたEいのであ

る . 製材の長は建築様式及其長に根源を議してをるのであるカ、 ら製材の長を攻究するには建築

との関係を悶明しなければならぬ。

製材の長は 1 間材を基準と し牛問刻みとするを原則と してをるが其貫長は地方-及材種により

差異がある 。

第一類 製材の長の現況

今各地方にて行はる L 出来合製材の長の分類及質際の長を綜合すれば尖の通り であ る 。

材 Z重 | 長の階級 l 11: Eν空s耳、 の 長

尺 6尺.1 6尺.2 尺 6尺.4 6尺.5 
尺

四分板、 六分板告、七分板、 1 rtiJ 材
6.0 6.3 6.6 

八分板、 空宇.卒 IJ，木抱 Ci'~~太にては 6.0 9.0 12.0 の三穫を存す〕

板 まり 類 2 I悶 材・ 12.0 12.2 12.4 12.5 13.0 13.5 14.0 

賞、 ィ、制. 敷 居 1 問 材 6.0 6.1 6.3 6.5 7.0 

1 問 ~I三材 9.0 9.1 9.5 10.0 10.5 
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材- 手前 l 長の階級 | t't F奈 の 長

同 R R 尺 尺 月

2 H司 材 | 山山山 1ω 町 山

ィ、 f11 1 1 日司 材 6.0 6.3 6.5 7.0 

1 fm !ド H 10.0 10.5 11.0 

2 日司 材 I 1 2.0 山 13.0 13.5 1ιo 
2 r:fJ牛材 15.0 16.0 17.0 17.5 18.0 

。、J・ flfJ 材 18.0 18.5 19.5 20.5 21.0 22.0 

ィ、街IJ> 木 招 1 <ド 日:j キオ 3.0 3.3 

邸ち製材の長の現況は牛聞を階放として累増し其基準階級以上或範囲内 K於て 1 寸或は 2-3

寸或は 5 寸刻みに数種の寸法に分類ぜられをることを知る.而して各地方共之等寸法を総て有

するにあら十・地方によりて特屈の寸法を有ーするのである口

第二類 建築上より見たる製材の長

建築上より見?とる製材の長を吟味する前K製材の厚及柄と長との関係に付て講究するに四分

板.六分板、 其他の部板及厚板の分類の根本的要素は厚であり視角. 小割. 賞、 敷居 、 等の材

種は厚と隔と相侠って分類の根本的要素となってをる，之に反して長は材種匝分の上 よ り 見れ

ば従的関係である口

今建築上より製材の厚及幅と長との閥係を見るに器材の厚は外親的の要素、 使用上の便宜の

外に強度、 腐朽に封する要素をもカ11味ぜられてをる.板類の隔は主として使用上の便宜に基い

て決定せらる L のであるが説角.小割類.貫.敷居等の隔は厚を決定する悶子と略同ーと見る

こと が出来る ，市して厚と幅は絶釘的のものでなく f日詮の上よりして或程度の費化は支障を感

ぜたEいのであって現在の如く厚及幅の寸法が混凱した原因のーも設に存する.之に反して長

は材極匝分の上よ り 見れば従的関係にあるも建築上の用途より見れば絶1'1的のものであって最

小限度を有してをる . 従って長の不同は其限度の上位に於て或範囲内に行ばれて をるのであ

る。

以上は長と厚及幅との開係であるが製材の長のみに付て考ふる時は家屋建築様式及寸法と重

大なる関係を布し地方により様式及寸法が異なるに従ひ製材の長の基準が違って来るのであ

るD

建築と製材の長との閥係を越ぶるに先ち主要出来合品と建築上の m主主との閥係りl告速する D

主要出来合品 l 建築上の主なる用主主
四

ム
ノ、

分

分

板 | 下見板、 天井板、初日板、屋紋哀板、庇哀板、 雨戸板、障子.股:板.板戸、 板塀.
蹴込板、マグ板、 商戸.

板|床板、 寿司目板、 下見板、屋根裏板、 庇哀板、 天井板(洋風家庭〉、 洋風 ドア膝板.
障子腰板、除子及襖骨、 雨戸 、 蹴ß板、マグ板、 板堺、 園板、



68 林業試験幸11 ",Jî' 第三十二腕

主要附品 l 建築上の主なる用途

正 四分板|床板、羽目板、下見板、尽根哀板、庇石町長、悶1，îJ[.

制 | 床払羽目板、天井板(洋風家庭〕、幅木、勝手板間板.上ゲ板及流板、 破風板、
|ぷ，\.r.i弘前抑.尾根板.戸袋妻板、階段板、棚板、

JI.j- 板
床板、 羽目板、幅木、 JJ芽手板間板、上ゲ板及流板.棚板、 破 1見級 、 身際、 雨1'P 、
戸袋妻板、 階段板、

大賞、 中 貰
遜一員 . 雨事l' 、 院小舞、y_q怨.破風板、 押入前店、 J良太掛‘ 抑総代用(二つ制入
板仰、日間縁、筋違、

ィ、 :民 野地板、 賞 、 壁下地、下見板. 抑最長、

大 t垂 オミ !Il]'撞木(尾根λ 化粧樫木(1nD. ffl]杭、天井廻紘、方立、 一筋、戸蛍 h

中極木. 11、 1垂木 野棲木、化事t極木、向性. 天井真ill線、方立、寄I~;j"鴨居、天井板釣木 .

政居、鴨居 政居. 鴨居 、 方立、根太主Lj..極木掛、庇腕木、

大 告。 天井事;l線、下見板押絵、見切線、迦録、瓦検、瓦棒、

ィ、 *リ 瓦桟. t甲縁、相線、

之匹 告リ 建具、 戸袋妻板、欄間申告居、
、

扱 fIl 粍.土率、桁. 梁.

第一 家屋建築間取様式及寸法

建築K供せらる L 木材の長は家屋建築間取様式及寸法に其基準を置いてをるのであるから様

式及寸法の差異によりて木材の長も其根本を異にするのである，依って我園に於ける家屋建築

間取様式及寸法の母況を述ぶること L する。

家屋の内一般住宅と官公街.事務所， 合庫. 工場.示I附t初Il閤等とは趣を異に し且つ家屋の大

部分は佐宅に属するものであるから先づ住宅の間取様式及寸法陀付て越ぶる口

住宅の間取様式Kは京聞と田舎聞との二大系統を有するが其内添に鑑み教には間合聞を住民
ウチノリ

員法. 京聞を柱内法法と栴すること L した。

柱翼々法にては柱の員々距離を何尺と定め之より割出して畠の寸法を決定する方法である吏

に具躍的K示せば柱翼々 G 尺法にては 8 昼間は柱員々にて 1 2 尺平方、 6 盈問は 12 尺 lて 9 尺.

4 昼牛聞は 9 凡平方. 3 昼間は 9 尺に 6 尺となるが.柱員々距離を最初に定めたる結果墨の寸

法は柱の大小と室の種類により相異を来すこと L なる，例之 4 寸角の柱を}日ふれば 8墨聞の盤

は 5 尺 8 寸と 2 尺 9 寸. G 盈聞は 5 尺 8 寸と 2 尺 8 寸 67 のものと 5 尺 7 寸 33 と 2 尺 9 寸の盤

の 2 種類を生じ. 4 墨牛聞は 5 尺 7 寸 33 と 2 尺 8 寸 67. 3 昼間は 5 尺 G 寸と 2 尺 8 寸 67 とな
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る . 3 寸角柱を 1日ふれば 8 接聞の些は 5}ミ 8 寸 5 分と 2 尺 9 寸おとなり . 其他の室も自然 4 寸

11J桂の揚合と荘l異を来す. íi訂塁を敷く室以外の部分lζては押入 . 床間，使用r.廊下総側.土間

等は柱員今距離にて幅 3 }ミ長 3 尺或は 6 尺或は之の俗教となる。

柱冥々法による寸法は G 尺最も多く員々法中約 92% を占め 6 尺 3 寸. 6 尺 5 寸. 6 尺 2 寸.

6 尺 4 寸. 5 尺 8 寸等)1原;J(之に弐く\尚詳細は柱内法法の寸法と共に後段に述ぶる。
ウチノリ

柱内法法は最初に昼の寸法を何尺何寸と定め之より割出して柱員々の寸法を決定する方法で

e あって ， 内法何尺何寸と云ふは墨の寸法(長)の意味となる.素より建坪教を計算するに嘗 り

ては柱冥々寸法によるのであるが畠の寸法を定めて然後之より柱良々距離を割出す1J・式である

から本法を桂内法法と稿したのである. f~t本様式の特徴とする所は各室共些の寸法を同ーとす

るを原則としてをる貼である . 従って柱翼々距離は柱の大小によりて相異を来す. 例之佐内法

6 尺法にては塁の寸法は各室共 6 尺に 3 }ミである而して柱を 4 寸戸j とすれば柱員々距離にて 8

昼間は 12 尺 4 寸平方. 6 昼間は 12 尺 4 寸と 9 尺 4 寸. 4 塁牛は 9 尺 4 寸平方. 3 昼間は 9 尺 4

寸と 6 尺 4 寸となり 3 寸角の桂をJI1ふれば 8 墨聞は柱民々にて 12 尺 3 寸平方とな り.其他の室

も自然 4 寸角柱の揚合と相臭を来す.向此揚合に於て墨を敷く室以外の部分印ら押入. 床閉.

便所， 廊下縁側.土問等の寸法は控の部屋と同一割合にて定めらる L 。

柱内法法による寸法印挫の寸法(長)は 6 尺 3 寸最も多く内法法中約76% を占め 6 }�!_. 6尺

1 寸. 5 尺 8 寸. 6 尺 2 寸. 5 尺等之に衣ぐ。

柱員々法と桂内法法との代表的のものを比較表示すれば

tt 内 法 寸 法

杭寸法 | 様式及寸法人一三 l 一 三 I ~ーア | ー プ I I~ 問問マ 11肉牛問マ 1 2 間 関マ 12問 '1'問? 

5尺.6 8尺.6 
尺 尺

M | 柱長々 6 尺法 6.0 9.0 12.0 15.0 11.6 14.6 

グ 杭 内法 6 尺法 6.4 ¥).4 12.4 15.4 6.0 9.0 12.0 15.0 

/1 1 牧内法6尺3寸法 6.7 9.85 13.0 16.15 6.3 9.45 12.6 15.75 

m iM 々 6 尺法 6.0 5.7 8.7 i 11.7 14.7 

グ 柱内法 6 尺法 6.8 9.3 町 12.3 15.3 6.0 9.0 1~ . 0 15.0 

// 1 柱内法6尺3寸法 6.6 16.05 6.3 9必 i 12.6 15.75 

以上は一般住宅の間取様式及寸法l乞付てであるが官公街、事務所、倉庫、工揚等は全園殆ん

ど全部柱冥々 6 尺法であり榊祉.伸閣も柱毘々法であるか其の寸法は特屈の ものである。

第二 家屋建築間取様式及寸法と製材の長

各地方K於ける出来合製材の長は夫々其地方l亡於ける家屋建築間取様式及寸法に支配せらる

L のであるが各様式及寸法に付て建築の主要部分に釘する製材の合理的の長を研究し之によ り

て主要出来合品のe長が誘導せらる.I.tL至った根擦を明にする。
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{校長々
柱 J距離

4寸角 l
i桁長

f柱長々
柱 J距離

3寸角 l
l桁長

(2) 土

第 4 

1Z.6 

蓋

林業試験報告 第三十二銃

国
(1 )桁

桁の長は手l若手及鼻の如何によりて定めらる L

が柱真々 6 尺法にて 2 問問.柱 4 寸角の揚合

には最小限度の寸法は 12 尺となり衣で 12 尺

4 寸，若し 1 寸の飴俗を附すれは 12 尺 6 寸.

2 寸を附すれば 12 尺 8 寸となるO

他の様式及寸法のものい柱の寸法と相侯つ
H+i 

て高íj と同様の計算によって合理的の長を計算

することが出来る. 即ち:;7(表の遇である。

土蓋も桁と同 じく 櫨手及鼻を考慮する要があり桁に比し幾分之を長くするのが便利で・ある

が大韓に於て桁と同様に考へ得る。

(3) 梁

梁は稽手を要せまるも鼻を必要とするカ、ら大館桁及土蓋と同様の寸法でも差支たい。

(4) 柱

柱は桁.土蓋，梁と著しく趣を異にし其長は間取様式及寸法Il:関係を有せ歩全園略共通的

であり且つ或程度の仲縮が出来る.市して概して桁.土墓.梁よりも短く 2 間材は最長

12尺であるが 11 尺 5-6 寸でも差支ない叉 1 間牛材は之に反して桁等よりも長く 10 尺が

普通であるが向 10 尺 5 寸. 11)ミ等も存するo

以上を綜合して小角の出来合品の長は概して次の如くになってをる 3

柱民々 6 尺法による地方 2 間材は最小限度 12 尺に して 12 尺 5 寸. 充分飴裕を附して

13尺 . 1 問牛材は 10 尺. 10 尺 5 寸. 11 尺. 1 間材は極めて僅少で、ある。

柱内法 6 尺法による地方 2 間材は最小限度 12 尺 4-5 寸.飴裕を阿して 13 尺.13 尺

5 寸.揚合により 14 尺. 1 間牛材は 10 尺. 10 尺 5 寸. 11 尺. 1 間材は僅少で・ある白

柱内法 6 尺 3 寸法によ る地方 2 閲材は最小限度 13 尺.飴裕を附して 13 尺 5 寸. 14 尺
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主λ

第 5 固

u 
a 

1 間牛材は前記と同ーである。

(5) 下見板

下見板は家屋外廻の壁を被覆するもので

あるが柱良々法による地方は下見板を水

平に張り柱の良キを稽ぐのが普通である

依って柱毘々 6 尺法による地方では下見

;仮の長は 6 尺に一定してをる。

柱内法法による地方にして若し民々法に

よる地方と同ーの方法によるとすれば

柱内法 6 尺 3 寸法による地方・にして柱を

4 寸角とすれば下見板の長は 6 尺 7 寸を要するも柱内法法を用ふる地方にては下見:仮を水

平に張らすコ概して垂直に摺足すから特有の寸法を有ぜや任意の長のものを用びても差支が

第 6 困
tJ..いが普通 6 尺 3 寸を用ひてをる口

(6) 床板

床板は柱の中心を貫く通貫の内側に設け

らる L ものであるから柱員々寸法より

貫の厚を差引いたものが床板の長に相賞

する従って柱真々 6 尺法にては 6 尺を要

しない，柱内法 G 尺法にては柱を 4 寸角

として G 尺 4 寸弱. 3 寸角として 6 尺 3

寸弱.柱内法 6 尺 3 寸法にては柱を 4 寸

角とすれば 6 尺 7 寸弱. 3 寸角とすれば

G 尺 6 寸弱となる.然し以上は入念仕上をゑす揚合の寸法であるが普通には床板を遁貫迄

第 7 園 建せしむることがないから前記寸法よりも 1-2

寸乃至 3 寸内外を短縮するを得る。

l川 〓肱 I !Ii [ (7) 天井板
1川ノL"-l山z・ 1 1 ;11

i附-=ïii ぢ III 酔 ぶ| 天井板は廻縁の上に戴せられ又床板と異なり重
1 I ~ 1 一一}ー/ / 1:111 
i!i| 輝総 研 1~3! の負捨がない川床板よりも間協短縮

I I 写 することが出来る o
iill liiil 下見板・床板・天井問削山材種は四分板，

1 山1i- 1 六分板.正四分板等であるが之等の出来合品の

長は地方的に見て次の如くなってをる口

柱員々 6 尺法による地方 G 尺
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桂内法 6 尺法による地方 6 尺 1.....，2 寸> 6 尺 3-4 寸

柱内法 6 尺 3 寸法による地方・ 6 尺 3 寸. 6 尺 5-6 寸

柱内法 6 尺 3 寸による地カにては建築上;極守工夫を疲らし漸弐 6 尺 3 寸に短縮しつ L ある

柱民々 6 尺法を用ふる樺太にては四分板類は 6 尺の外 9 尺> 12 尺の長に製材する慣習があ

全クwç 8 圃 る口

(8) 貰

貫を柱を稽ぐ3lli貫に使用する

時は柱の中心を限度とするのが

普通である.従て住民々 6 尺法

6j_こ tti t.o m マ

/(. にて 2 間聞の揚合}とは貰の長は

12 尺となるが若し柱の外商迄

延ばす時は 12 尺 4 寸となる。

マ

I向 I同

J尺E内法 I 校6 尺わ I 杭6 尺内法 16杭尺同3寸法1 校6 長々 \ 粧州l 制Jì3寸法法 法 尺法 6 尺法 6尺3寸

ゐ5 1 6J.t 7 

{純良々 1 12.01 12.3 1 12.9 1 9.0 1 9.3 1 9.751 6.0 1 5.3 1 6.6 粧 H!ï餓 I .l,. áloV I L....U ........i7 I iJ.v V.O I 01.11.1 I v.V v.... I 

3寸寸.角l 貰賀-の長 11臼2.0ι.0-1ト0-1臼2.幻.31品31 1臼此山2丸.3ト-1四d12.9ふ.9-1ト叫-1臼3.2 1 9仏ω.冷ル0-9.31 9 ふ9.6 19 . 7路払削5ト5-10.防阿1 6ル6.3 1 6ふ

前表により各様式』に亡よる出5来長合品の寸法を示せば

桂民々 6 尺法による地方・ 12 尺. 12 尺 5 寸> 9 尺> 9 尺 5 寸> 6 尺> 6 尺 4-5 寸.稀に

7 尺

柱内法 8尺法による地方 12 尺 5 寸> 13 尺. 9 尺 5 寸> 10 尺> 6 尺 5 寸. 7 尺

桂内法 6 尺 3 寸法による地方 13.尺 > 13 尺 5 寸、稀に 14 尺> 9 尺 5 寸> 10 尺> 10 尺 5

第 9 闘寸、6尺 5 寸> 7 尺

/.2..0 

人

(9) 天井廻縁

天井廻縁は壁の内側に接して設く

るものなれば柱真々寸法 よ り貫

と壁の厚を差引きた る ものが廻縁

の長である貫及壁の厚を各 5 分と

仮定する時は柱翼々 G 尺法にて 2

問問の揚合の廻縁の長は 11 尺 8

寸 5分となる柱内法 6 )ミ法にて柱
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4 寸flJの揚合は 12 尺 2 寸 5 分.桂内法 6 尺 3 寸法にては 12 尺 8 寸 5分となる其他の揚

第四国
合も之に準歩、る口

(10) 天井梓紘

天井持続は廻餓の 上 l亡掛けら

れ佐の内面に接するものなれば

其長は柱の内法寸法と同一であ

る。

柱員々 G 尺法にて 2問聞の揚

合は 11 尺 6 寸となれ柱内法

(i 尺法にては 12 尺.柱内法 6 尺

3 寸法にては 12 尺 6 寸と怠る、

其他の揚合も之に準-pる。

以上 2種の小割材に付て見れば賞類に比して 4 寸以上短くして可友る理なるも小割材ぽ員板

割等の製材に副生すること多く叉建築材以外に供せらる L ことも少友カ、らざる故小割材の出

来合品の長は大槌失の如くなってをる口

柱長々 6 尺法による地方 12 尺‘ 12 尺 2 寸. 9 尺. 6 尺. 6 尺 3 寸

柱内法 6 尺法による地方 12 尺 5 寸. 13 尺. 9 尺 5 寸. 10 尺、 6 尺 3 寸. 6 尺 5 寸

柱内法 6尺 3 寸法による地方 13 尺、 13 尺 2 寸、 13 尺 5 寸、稀に 14 尺、 9 尺 5 寸. 10 

尺. 10 尺 5 寸、 6 尺 5 寸. 7 尺

建具材に供する 'J、割材は 1 間材と牛間材とを存し牛間材は普通 3 尺、 3 尺 3 寸の 2 f:主であ

る。

(11) 板割. fI寸板

板割は和風住宅の床板、屋根鼻隠.洋風建築の羽目板. )永彼等 i亡旧ひらる L 揚合は其長は

間取様式及寸法に支盟せらる L のである、床板に川ふる揚合は (6) の床板と全く同一で・あ

第 11 固
る.洋風家屋の羽目板としてmふ

る揚合は総lて柱真々 6 尺法による

ものであるが附け柱の方法の時は

柱員々距離と同一寸法師ち 12尺と

たわ然らざる揚合には柱の外面

距離に板割の厚を加へたるものが

所要の長とゑり柱 4 寸角を用ふれ

ば 12 尺 4 寸強とたる、若し 2 間以

上の建築にて柱の中心にて糟ぎ合
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はする時は 12 尺 2 寸強と君主る J

第 12 岡

~~ぬイムL
l 人

杭民々 6 尺法 牧内 法 G 尺 法

" 12.4 牧民同 々 距時離 i校 4 寸ffl 1 l 12.0 
本1: 3 寸角 12.0 12.3 

床
12.0 ~~ 12 .4 弱

板 :位 3 寸f~ 12.0 11 12.3 " 

(附け柱 | 12.0 

初日板 粧柱外タ前ト夜而中総挺 12.4 ~員
12.2 51il 

以上の如き関係により 板割. n寸板出来合品の長は

柱員々 6 尺法による地方 12 尺. 12 尺 2 寸. 12 尺 4-5 寸

柱内法 6 尺法によ る地方 12 尺 2 寸. 12 尺 4-5 寸. 13 尺

柱内法 6 尺 3 寸法による地方 13 尺 、 13 尺 5 寸

柱内 法 6 尺 3 寸法

JそL

13.0 
12.9 

13.0 ~S 
12.9 " 

(12) 敷居、 1鴨居.

敷居、 Ijl鳥居は普通柱の内法に納むる も のであるが中流以上の住宅にては 雨端又は一端を柱

に尾入することがある而して馬入の寸法は平均して 1 寸と看倣すを得るから敷居、鴨居の

長は失の如くた る。

マ マ マ

2 日j 間 1 聞 とドIf日 1 問 E司

純6 尺良法々 1 柱6 尺内法法 16粒尺3内寸法法 柱6 尺員法々 1 柱6 尺内法法 16粍尺3内寸法法 杭6 尺1M:法々 1 柱6 尺内法法 16柱尺3内寸法法

純良々(粒 4 寸 角 12尺.0 12.4 1 3尺.0 9尺.0 9尺.4 9尺.85 6l.k0 l 6尺.4 6尺.7 
距離柱3 寸角 12.0 12.3 12.9 9.0 9.3 9.75 6.0 6.3 6.6 

柱内法(柱 4 寸角 11.6 12.0 12.6 8.6 9.0 9.45 5.6 6.0 6.3 
~E.高\~ \ ;壮 3 寸角 11.7 12.0 12.6 8.7 9.0 9.45 5.7 6.0 6.3 

一11.6 12.0 12.6 8.6 9.0 9.45 5.6 6.0 6.3 
11.7 12.1 12.7 8.7 9.1 9.55 5.7 6.1 6.4 

鴨居長 柱 3 寸角 11.7 12.0 12.6 8.7 9.0 9.45 5.7 6.0 6.3 
11.8 12.1 12.7 8.8 9.1 9.55 5.8 6.1 6.4 

計算上は前記の如く君主るが他の用途との関係及木取上出来合品は衣の如くになってを る。
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柱良 守 6 尺法陀よる地方 12 尺 、 9 尺. 6 尺

柱内法 G 尺法に よ る地プ~. 12 尺又は 1:2尺 1 寸‘ 9 尺又は 9 尺 1 寸、 G 尺叉は 6 尺 1 寸

柱内法 6 尺 3 寸法K よる地方 13 尺 、 13 尺 5 寸. 9 尺 5 寸. 10 尺 . 6 尺 3 寸. 6 尺 5 寸

第三 製材木取組合せと製材の長

製材の長は前記の如く 建築上の関係より自然に決定せらる L のであるが向此外に製材木取の

組合ぜによりても左右せらる L のである。

:員ーと;j反割、吋板等とは同ーの丸太より各日IJ又は組合せによりて製材するのであるから雨者の

長は同ーとするのが便宜である又小割材の 2 問材にして貰.板割の製材IC副生 し. 叉 1 間材に

して四分板，六分板等の製材に副生する揚合は小割材の長は:ar. 板割或は四分板、六分彼等と同

ーとするのが便利で虎る . 叉製材工揚l亡於て丸太の利用法を斡換し 2 間材を~分l乞切断して四

分板.六分板等を製材することは屡々起るのである . 従って此等の揚合を設怨して製材の 1 問

材の長を基準として多少の飴裕を附して丸太の 2 問材の長を定むると同時に此 2 問丸太よ り 2

間材の製材が挽立て ら る L のであるから rr.. 板制等ーの長は V.l.J分:i:oc. 六分彼等の長に追従する こ

とにもなるのである。

以上種々の関係が綜合ぜられて IH3k合製材の長が定められたのであるが全図的に各材極を網

羅したる長を示せば

1 問材 6尺. G 尺 1 寸 . G 尺 2 寸. 6 尺 3 寸. 6 尺 4 寸. 6 尺 5 寸. 6 尺 G 寸. 7 尺

1 問 牟材 9 尺 . 9 尺 1 寸. .9 尺 5 寸. 10 尺 . 10 尺 5 寸.11 尺

2 間材 12 尺 . 1 2 尺 1 寸> 12 尺 2 寸. 1 2 尺 4 寸 、 12 尺 5 寸. 13 尺. ] 3 尺 2 寸.

1 3 尺 5 寸. 14 尺

と な り相常多数の寸法を示 してをるが大鵠長の階絞は G 尺 . 9 尺 . 12 尺、 夫以上は 3 尺或は 6

尺毎に匝分せられ各階扱に於て其基準寸法より 1 尺或は 2 尺の範園内に於て更に IJ、階扱 lて細分

せらる L のであ る口

~p ち有íj記の如 く 1 問材にては殆んど 1 寸刻みとなり 1 間牛材及 2 問材にてはIi俗 5 寸刻みとた

って をる 而して 1 間材の長に付て最も普遍的 IC 存するものを示せぽ 6 尺. 6 尺 3 寸. 6 尺 5 寸

の 3 積である，依って製材の長の標準寸法は 0.1 I メ ート Jレー刻みとすれば、適首であ る口

第三項 標準寸法棉括

首i二項にて素材及製材に付き厚及幅叉は直径. 誌に長の現献を述べ併せて各別に標準寸法を

定めたが放に一括して之を釘照すれば次の通りである口

甲、 厚、 Ip高叉は直僅

1. 素 材

(1) 丸 太口 直径の標準寸法は 2糎の倍数を原則と し、小丸太は 1 糎の倍数とする

ことを得口
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(2) t%\付丸太。 直径の標準寸法は 2糎の倍教を原則と し.揚合により 1 糎の倍教とす

ることを千尋ー。

( 3) illl 角3 厚.隔共 21厘の倍教を原則とし.*IJI小角は 11湿の儒教とすることを得。

2. 製材

( ] )挽角

(イ)小角コ 厚.隔共 1 糎の倍数とす。

〔ロ) 中角，大角。 厚.隔共 2粧の倍数とす。

(2) 悦割

(イ) 小割。 厚.隔共 H症の倍数を原則とし、揚合によりて 0.2 糎の倍数とするこ

とを得。

(ロ〉大 割。 厚.幅共 1 ~阻の傍教を原則とし、厚のみは揚合により 0.2 ~'震の倍教と

することを得。

(3) 板

(イ〕薄板口 厚は 0. 1 糎の倍教とす。

幅は 3 糎の倍数を原則とし隔12糎未満のものは 1 糎のイ吾妻女とすること

を得口

〔ロ)厚板。)享は 0.2;胞の係数とす。

隔は 3~阻の傍教を原則とし幅 12 糎未満のものは 1 糎の倍数とするこ

とを得。

(4) 盤 厚は L粧の倍教とし.幅は 2糎の倍数とす。

乙.長

1. 素材

丸太及相l角。 0. 1 米の俗教とす口

穂付丸太。 1 米の倍教とす。

2. 製材

各材種共通。 製材は綿て 0.1 米の傍教とす。

標準寸法は各材極K付て寸法の刻み方の原則を示すのみであるから之を表示 して相互の開係

を明瞭ならしむる.きた表の材極及標準寸法一覧表が之であるが標準寸法の組合はせを総て網羅

する時は極めて多数に上るから各材極の範園を示し之によりて 11俗内容を窺知するを得る程度に

之を簡約したのである。

丸太、製材立立に其内諜材湿の限界.標準寸法の範園は複雑してをり記憶にも不便であるから前

表と趣を費へて材程の分類及標準寸法相互の関係を一目して判明するが如き圃表t作製したが

弐に掲ぐる材産及標準寸法一覧圃表が之である.本国表には検知法の規程の一部をも包含せし

めである。
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材種及標準寸法 一理国表
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材種及標準寸法一覧闘衰の説明

1. 本国表に於ける縦線は盤.板. 1抱角、説割. WI角の IP高又は丸太の短密、横線は盤，板、協

角. 1担割、 *ÚI角の厚又は丸太の長径及検知径陀1討する寸法を表はすものであるロ

2. 本圃表を構成する諸線は夫々弐の意味を有するものであるO

1 
(1) 斜線D は横線の縦線に釘する比 τ の傾到を有し鵠角，説割の厚と幅又丸太の長径と

短径の相等しき揚合 IL:~・日常する線t亡して間続を分界線として下方は丸太、上方は強角.1担割

を示すものである。

(2) 斜綿 C は隔が厚の 3倍IC:j日:等しき揚合 IL:相官する税にして同線及同紘の上方(左側)に

あるものは幅が厚の 3 倍以上.下方(右側)にあるものは隔が厚の 3 倍未満のものである.

gpc線及其上方にあるものは盤及板.下方にあるものは強角及挽割である。

(3) 到線Cの上方に於て椴:*J~ A は厚 2粧 IL:~'目営する線にして厚 2糎以下のもの卸此繰及

其左方にあるものは薄板1L: ~'gl賞する.此線の右方-にあるものは厚 2糎を超ふるものにして

厚板に相常する。

縦総 B は厚 6 糎に1・日常する線tとして厚 6 糎以上のもの ~IJ此線及其右方にあるものは盤

IL:~'日常する、横itI~ h は隔 12糎に !して同棋の下方にあるものは厚:仮.薄絞を通じIJ、幅板に

相常する口

(4) 到線 C の下方に於て横線 αb は隅 6糎にして間棋の下方にあるもの gp 6 糎未滅のも

のは小割 IL:~'日首す . c b 線は厚 6 糎にして厚 6 糎米1滴.同 G糎以上のもの gp c b， αb 雨線上

及其聞に挟まれたる部分は大割に相営する。

横線 dg は幅 20糎.横線げは幅 30糎にして夫々小角.中角，大角の分界線を示す。

(5) 到線 D の下方は丸太に属するものにして続税 G は検知盛 20糎.縦線 F は検知径

30糎にして夫々小丸太.中丸太、大丸太の匝分を~す縦秘 I王ほ検知径 6 糎にして右方は

穂付丸太を示す口

1.15 白ー 1.15
(6) 斜線 E ，ま τ百ーなる傾斜を有し横線のrt脱却にtNする上[~τ:百~ 1.主る黙を示す，従って

丸太の長径及短径の差が短径の 155'6' IL:~'日常す る線を示すものである。(第八節木材の検知

法参照)

(7) 上記太線は理論上プミ々材種の分界を示すものであるが標準寸法の刻み方を材産により

3 糎、 2 糎， l'fill. 2 粍. 1 粍等.のf奇襲主となせるため分界線上或は其内にあるも標準寸法中

に含まれまるものを生やることがある，各分界線内にある細線は標準寸法の限界を示すも

のである，例之 o a b の三角形は小割の範固を示し其内に存する細線上及其中 l亡含まる L

部分は標準寸法の範囲を示せるものである。

3. 使用例

(1) 厚 1.2cm 幅 3.9cm は部仮に属すべき寸法なるも細線の外にあるから標準寸法中には
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含まれぬ、 j享 1cm 幅 4cm，厚 1cm 幅 3cm，叉は厚 1.2cm 幅 4cm は細線の内にあるカ、

ら標準寸法陀該常する口

(2) 厚 4cm 帆 12em は厚板にして細線の中にあるから標準寸法(L該常する、厚 4.2cill 幅

13cm は厚板の範園内にあるも細線の外にあるカ、ら標準寸法中には包まれぬ。

(3) 厚 5.5cm 腕 10cm は大割の範圏内にあるも細線の外にあるから標準寸法中には含ま

れぬ、 厚 5cm 幅 9cm は細線の中にあり大割の標準寸法中には含まる白

(4) 短径 25cm 長径 28cm の丸太の寸法は E 線の上方にある gpち長短雨径の差の短径に

釘する割合 15% 以下のものに該常するから短径 25cm を以て検知径と し 中丸太陀属す

る . 然し標準寸法は 2糎の倍数であるから此揚合の検知径は 24cl11となる。

(5) 短径 25cm，長径 31cm の丸太の寸法は E 紘の下方にある印ち長短雨径の差の短径に

主すする割合 15% を超ふるものに該常するから其検知径は雨直径の平均値たる 28cl11 IL し

て中丸太に属する口

第四項 出来合品及其標準寸法

木材の標準寸法は育íi諸項に述べたるが如き趣旨によりて定められ千種寓態の寸法を整理し之

tと一定の基準を設けたのであるが.其寸法の種類は極めて多敢に上ってをるカ、ら一般市揚に販

賓せらる L 製材は勿論他の特種の材極をも殆んど綿て之を網羅するを得るのである。

木材の寸法を現はすに斯の如き原則的の標準を定むるは極めて必要で、あるが，標準寸法の組

合はせによりて生やる個々の木材は極めて多数の種類に上るから之を寅際の取引上より視察す

る時は到底其煩に堪へたいのであるo

標準寸法の内には市揚にて多量に取引せらる L ものと之と反封に生産. 需要の僅少のものと

がある叉中席の程度のもの或は賢く全図的に共通のものと然らざるものとがある、又近似せる

寸法の内何れかー屈にて充分に需要を精し得るものがあるから之を全図的に或は各種の m注.

従来の慣習等各般の事項を綜合して標準寸法の中より最も必要友る寸法を濯揮し誼常の種類に

制限する時は生産者、商人.需要者共K無駄を省き取引の簡便を来し其他積極的に極守の利益

を招来するのである.之れ出来合品たるもの L 必要なる所以である 。

出来合品の~ÆI亡常りでは良く日~I記の根本趣旨を諒卸.して置かねばならぬが飴りに狭範園、

少数l亡制眼する時は需要者は不便を感じ出来合品以外の寸法の特種註文を招来するのみゑら守、

生産者，商人も亦不利益を来すべく.之l亡反して選定の範国を庚く且つ多数にする時は需要者

には便利であるが生産者及商人陀は不利を*すのであるから之が選定は中存在を期することが肝

要である . 常現時市揚に取引せらる L 製材の内寸法の最も混昂L不統ーを*せる材程は説角の内

小角‘ t担割の内小割. :i:茨の内薄板であり叉薄板に付ては其厚である.而して此等のものは路同

一用途に供せらる L 材種なるに拘はらや極めて多数の寸法を存するのであるカ、ら寸法の翠純化

を困る こ とが肝要であるD
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従来出来合品の寸法は同一材程にては樹極の差異を聞はや総て同一であったが近年樹種によ

り寸法に差別を附・することがある.主として劣等たる樹種に劃して之を行ふものであるが其数

値に僅少の差別を設けてをる。

樹種によりて寸法を蟹化せしむるとして，十数種或は以上の樹極陀劃する類別を何を標準と

して行ふべきか叉寸法の饗化も極めて近似ぜる数値と なるべき筈であるが果して如何なる標準

を採るべきカ、恐らく合理的の基準を見出すことは至難で、あ らう口恨陀、適切主主る方法を案出し得

るとするも之によりて標準寸法の種類は樹極の分類K比例して増加しカu之類似せる寸法により

て複雑となるから到底寸法の単純化は矧し得られぬのであるι 寸法に付て樹種の差別を認むる

時は品等に付ても亦理論上之を認容せ怠ければ友らぬのであって規格全般に影響を及はすので

あるカ、ら規格統一本来の趣旨に鑑み樹種による寸法の差別は之を認めさやるを至首とする。

出来合品の標準寸法fL l~Nl し備考慮を要する重要の賭がある、元来出来合!日の標準寸法は生産

者. 商人及需要者相互の聞に於て終始取引上のí-:f}照と 主主るべきもので決して生産者より商人に

渡る時期に於て絡を告ぐるものでない.市揚にある聞は勿論需要者の手に移るに及んで、始めて

F停泊せらる L のである。

木材は乾燥によりて牧縮する性質を有し製材の寸法は~:.産後時期を経過するに従ひ漸次減少

を来すのであるから . 生産者より商人の手に渡る際に辛ふじて標準寸法tc合致する程度にては

市揚iて貯蔵する間或は需要者K渡る時は既K標準寸法を維持することは出来ないのである、従

って出来合品標準寸法本来の趣旨に鑑みる時は諌め牧縮を見込みて製材を行は友ければたらぬ

のである。

品等に付ーでも亦同様の関係を有し市揚に貯蔵~l~蝕賄を生やるか或は其程度大となる時は最初

に定められた品等を費更せなければたらぬのは首然であり従来或程度に之が宣行せられてをっ

たのであるが.製材の寸法のみは如上の重大なる結に劃して取引上殆んど顧みられや其結果既

越の如く種々の弊害をも惹起したのであるカ、ら規格の統ーに際しては特に此黙を注意せなけれ

ばならぬ. 出来合品及標準寸法の選定は各材極に付き順を遁ふて研究するのが便宜であるが厚

及隔と長とは著しく趣を異にするから本項には厚及隔に付て述べ長は次項に詳論する。

第- ;hl l 角、強角

1. *，li小角、強小角

小角の標準寸法の範園は可也庇汎であるが此内出来合1日として市揚に最も需要の多きものは

柱.土蓋. 桁等陀}日ふる正方形の角材で・あって 2 寸角より 5-6 寸角に亙ってをる此外K敷居.

鴨居類の中寸法の大友るものが包含せらる L のであるから 小作jの出来合品としては次の如きも

のを選定するのが誼首である口
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2. ;hl，中角. ;(:，1，大角、説中角、挽大角

中角. 大角t乙屈するものは出来合品として市場に出づること極めて稀であって必要に臨じ需

要者より直に製材工場に註文して鵠立つるを却って便利とする慣習であるから特陀出来合品寸

法を規定する必要を認めたい。

第 二 担 割

1.小 割

小割は建築材以外にも種々の用途あり同じく建築材に供するものも其使途を異に してをると

共に製材木取より見て範園の庚きを有利とし更に製材中最も寸法の種類が多いものであるか ら

単純K 之を少数の種類に制限することは到底不可能である.従って他の材極に比すれば幾分出

来合品の種類は多数と君主る。

品11r2吋函
2.2x 2.0:2.2x 2.4 2.2x2.6 

2.4x2.4 2.4x2.6 

22346OxKXg 330σ 12.4 x 3.4 1~'~ x 3.6 
2.6x 2.6 2.6 x3.4i2.6 x 3.6 

x 3.03.0 x 3.413.0 x 3.6 

一
3.6 x 3.613.6 x 4.0 

4.0 x4.0 

4.6x4.6 

5.0x5.0 

一一一一一寸一一一一「一一「一 一一|一一一一山5.4

2. 大制

大制K属するものは在来の材極にては王子制.敷居類.小割の大なるもの等が含まれ厚板とも

製材木取上閥係を有してをるが1J1*合品として規定ナべ きものは主として敷居類其他雑作用に

供するものに制限するも差支ないD

cm cm 
厚×幅

3.6x8 3.6x9 3.6xl0 

4x9 4x10 4xll 

4.6xl0 4.6xll 4.6x12 

5xll 5x12 

5.4xl1 5.4x12 
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第三板

1. it~ 板

部:仮にj蕗する在来の材種は四分板 、 六分岐. 正凶分板.板制類、 ltt類、木摺等であって寸法

の極めて混飢してをる材程のーである.而して木村部中最も il'Ô j杢多く然も寸法凱雑怒るは四分

板である。

四分板の厚は漸次措くなり現在では 2 分 3 盟主中心として厚きものは。2 分 7厘 .滞きものは 2

分. 1 分 7-8厘或は以下に建し然も之等は同一T!î場に混在してをるのである 、而して斯如く厚が

漸次部くなったーの理由は製材利川上有利で・あ り 旦版買上の [更もあったからであるが、 一方之

を使!日 との見地より 観察する時は 1m分岐の厚が 2分 7 厘乃至2分5厘位なりし時代よ り 2分3厘に

低下 し?と時には需要者の聞に滞過ぎるとの非難があり叉質際使!日後の経験に徴するも程キの不

手IJ. íli*軌を見 IJ'，し?とのでおる、今二分三厘:阪と夫より部き板とを使用上の見地 よ り比股する に

1 我閣の四分板の使Jrl法は概して一面叉は雨面を飽位、Jj fj:上するのであるが. 一方製材に際

して質際の鵠上寸法は標準寸法に封して古?に厚it!J.不同を生十るのであるから飽削に常 り で

は勢ひ最小厚を基準とすること L なり仕上り寸法は著しく滞くなるは常然である 、 二分三

厘紋にても和措過ぎる 1闘があるカ、ら 2 分或は 1 分 7-8厘波の仕上厚はより以上部くなるの

である。

2. 問分板は下見板. 板掛其他外廻l亡使川すること多く之が矯風雨に曝露せられ腐朽のm~ を

早め或は材質の脆弱を速かえE らしめ釘持の不良を促進し向反張. 制裂を生じ易き傾向があ

るカ、ら厚の部きもの程其民が大である口

杉四分;波厚[5 ~宅波及厚 7 粍板を下見板K使用 し?とる揚合 l乙於ける反張及剖裂のj伏況を比

較するに質験の結果によれば.厚 5 粍絞は厚 7粍板に比して反張度強く且つ之がため割裂

を来すこと多く其割合は 3 と 1 の比を示してをる D

3 板は薄きもの程運搬其他取扱中割れ易き性質を有してをる。

大瞳以上の如き諸貼より翻察する時は二分三匝:阪は使川上の見地よ りして最低限度の厚と見

るのが安・常である . 今日四分板の厚を通路するに二分三厘板を基準として多年の間此寸法を維

持して*たのであって夫以下のものは標準外と看倣さる L か或は米杉. ヱゾマツ類等杉 Ic J;ヒ し

材質の劣るものに専ら、適用せられてをるのを見ても厚の 2分 3厘は最低限度の性質を有するも

のと考ふるを得る。

只教に考慮を要するは天井仮に使用する四分板であって下見板. ~:反塀等の用途と全 く 趣を異

に し使用上厚lCi~'する要求は梢々少く現今天井坂と しては厚2分或は 1 分 7-8 厘板を使用す る

ものが多いのである.而して下見板等に封しては建築の程度に l臨じて小?仏並板を用ふるも天井

板は無首'j.小首i板をffIひ並板は之を避けるのが常である . 従って製材に常 り て天井板の揚合は無

節. 'Nlrjの丸太又は板一千より特別に挽立てざる限り天井板1C'ì適せざる並板を多量に生産し之が
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一般の川注に特}日せらる L のである.然るに古íj記の如く一般1日塗としては厚2分或は1分7-8座

板は?むきに過ぐるのである . 従って天井紋として向き寸法のものを説立つる K際しカ!~l~j又は小

節の丸太叉は板子を利用する特別の揚合K限り他に累を及隠さどるを得るのである、出来合品

の寸法を定むるに常り厚 2分或は 1 分 7-8 厘板を認め之を天井板と して使用する場合に限定

することも一躍考へらる L が規路上!日途を指定するは安常にあらす九然ればとて用途を指定ぜ

ざる時は天井板以外の用途に使川せられ厚 2 分或は 1 分 7-8 座:[;反は庚く使川せられ遂には最

少限度の厚と考へられてをる二分三座板は茜しき影響を受くるであらう。

故陀出来合品としては最少限度として厚二分三厘板を飽迄維持し天井板として特に 2分或は

以下の厚のものを必要とする揚合は之を出来合品外の特種註文として取扱ふのか油常であるD

従来の経験K徴し叉製材木取上の関係よりして般K厚二分板を出来合品寸法と規定する時は

二分三厘板は之をホf[持すること能はざるのみたらすコ勢の趨ふ所厚二分板も亦途K維持すること

が出来デ-更に低下して 1 分 7-8 .JlR板を出来合品とせざるべからざるに至るであら九四分板

のl享の低下は決して需要者に採り τ手Ij盆でない草花目前i牒聞にて購入し得るに止まり使用の結

果幾多の歓賠短所を見出すのであるから.大局から観察して出来合品としては最少限度として

厚 2分 3 厘を飽迄維持すべきものであると信やる.而して若し天井板として特に 2分 3 厘未滅

の部きものを必要とする揚合は規裕寸法外の特密註文品として取扱ふのが適常である。

四分板の厚を 2分 3鹿とすれば略 7 粍に相官する.而して厚の標準寸法は 1 耗の倍数と たっ

てを るが出来合品の標準寸ー法としては細別に過ぎ寸法の混乱を惹起する虞があるカ、ら大穂 2 粍

刻みとするのが、適常であると考ふるO

三たに四分板.六分板. 板割、 .Lf-剖等隔が一定寸法を以て遮増する種類の板類(部板.厚板共〉

の出来合品 lと付て隔の最小.最大の限度を如何l宅規定すべきかを講究するに.従来の慣習は地

方及材麗に より 匝々であるが全閥的に綜合すれば大韓衣の通りであるo

凹 分 板 類 最大限度の幅 1 尺 全閣を遁じて同様の取扱ひである

1 尺未満の幅 1尺-5寸 1 尺未満 5 寸迄 1 寸刻みとするは全閣

35;Eである

最小限度の幅 4 寸 4寸を最小限度とするは 5寸に封して

約87%

11 3 寸 3 寸を最小限度とするは 5 寸IZ:劃 して

約56%

四分板以外の板類 最大限度 1 尺 間前

1 尺未滅の幅 1尺-5寸同部l

最小限度の幅 4 寸 4寸を最小限度とするは 5 寸陀劃して

約70%

u 3 寸 3 寸を最小限度とするは 5寸に封して
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約50%

板 害リ ~i :最大限度の附 1 尺 問問i

1 尺未満の幅 1尺-5寸同 高íj

最小限度の隔 4 寸 4寸を最小限度とするは 5 寸に制して

約32%

I! 3 寸 3 寸を最小限度とするは 5 寸に劃して

約10，9-;

I3P ち隔の最大限度は各材極を沼じ何れも 1 尺であるが最小限度は材極により趣を異にし.四

分波及四分板以外の板 (1 問材〉 は大部分4寸を基準とし 3 寸を最小限度とぜるは 之 fl:比して著

しく 僅少で、ある.板剖類 (2 間材〉にては大部分 5 寸を最小限度とし 4 寸を基準とせるは著し

く僅少で・あ り 3 寸は極めて稀である。

板割!賓のみ最小限度の寸法を異にするは貨類との木取上の関係に師因するのであるが、 厚よ

り見て板割と同ーの閥係にある 1 問材板類と 同一歩調をと P 板割の隔の最小限度は 4 寸とする

がg;:常で、ある、依って板類/:L1*合 l品帽の最小限度は 12 糎とするを、適常と考ふる口

ヨえに幅の最大限度に付て考ふるに . 我図に於ける木材の寸法を示すに際 し 1 尺危:る悦念は永

年の慣習に基いて国定ぜられたものである。

材極の分類に も之を一基準と して用ひ板類の隔に付ては特に之を重要視し取引上深〈印象せ

られてをる寸法である h 依って規格の統ーに際しでも此牢回?とる慣習.概念を維持して行くこ

とと し 30 糎と定むる。

1 尺なる寸法及其観念は 1 問削ち 6 尺の六分のーより護生したものであるが「メー ト Jレ」法に

関聯して考ふる時は 1 尺は 30 鯉と殆んど一致し其差は僅に百分のーに過ぎない. 若し 1 問主主

る概念を 2rメー ト Jレ」と仮定する時は. 2 rメート Jレ」の六分のーは 33 糎にして 1 尺 089 即ち

約 1 尺 1 寸 となり 、 従来の 1 尺の概念に比し 1 割の増加となる‘若し 1 尺の観念を維持するも

のとすれば， 2 r メー ト ルJの六.六分のーとせなければならぬ、今之と全く反封に 1 尺印 30 糎

の概念より 1 聞を割出す時は 1.8 rメート Jレ」となり此六分のーは 30 糎となるであらう。聞と

「メー ト Jレー法との閥係は出来合品の長の標準寸法の項に詳設するが妓には長のみに止まらや隔

の最大限度にも聞係を有することを述ぶるに留めてをく。

四分板には帽を 1 尺以上 1 寸飛となし其蹟きものは 1 尺 5 寸乃至 2 尺内外にも達するものが

ある . 幅賢板と栴し天井仮其他特種のJI'l主主に供せらる L が其生産量は極めて僅少であり且つ品

等匝分等も特別の取扱をするのであるから之を出来合品より除外するのが泊常である。
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厚 x幅
一 一 一
0.9x3 0.9x4 0.9x5 0.9x6 0.9x12 0.9x15 0.9x18 0.9x21 0.9x24 0.9x27 0.9x30 

1.0x 12 1.0x15 1.0x18 1.0x21 1.0 x 24 1.0x27 1.0x30 
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一
1.2x8 1.2x9 1.2x 12 1.2 x15 1.2x 18 1.2x21 1.2x24 1.2x 27 1.2x 30 
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cm Clll 
2.2x 12 2.2x 15 2.2 x 18 I 2.2 x 21 2.2x24 2.2x 27 2.2 x 30 

厚×幅

2 ,4 x 12 2.4 x 15 2.4x18 i 2.4x21 2.4 x 24 2.4 x 27 2.4x30 

3x12 3x15 3 x 18 3x21 3x24 Jx27 3x30 

3.4x 12 3.4x15 3.4x 18 3.4x 21 3.4x24 3.4x 27 3.4x 30 

3.6x12 3.6 x 15 3.6x 18 3.6x21 3.6 x24 3.6x27 3.6x30 

4x 12 4x15 4x 18 4xl31 4x24 4x27 4x30 

4.6x 15 4.6x 18 4.6x21 4.6x 24 4.6x27 4.6x30 

5x 15 5x18 5x21 5x2-! 5x27 5x30 

第山盤

盤は I:H*合品として市揚に現はる L も 普通貴重材iL l屈するもの多く従.* J字、闘の寸法規絡を

有せ十任意の木取をするのが常であるから IH 3/E合!日1寸法を規定する必要をと認めないa

以上を結合して出来合rfi!t 1~{準寸法(厚及幅〉一覧表を作製し材種目1m]互の閥係を明確にする。

第五項 1 L\ 3/ミ合!日!のー長の標準寸法の統一と住宅間取様式及寸法の統一

出来合l日の長は第二項陀於てjz!j;べtt.通り材極及川途によ りて多少宛差異を存するが共根本の

原因は建築間取様式及寸法の不統ーによるものである，出来合!日の厚及隔は其地方従来の慣習

と多少の相呉があっても幾分の不便を忍べば彼此流用することは必しも至難ではない、 然るに

長は之と全く趣を;廷にし多大の不利不i更を来すか或は全く其f日 を{更せざることがある 、 例之柱

良々 6 尺法主用ふる地~hl亡於ける ILY分板長 G 尺のものを柱内法 6 尺 3 寸法をJfJふる地)/ 1 1: て使

用せんとするも夫は全然不可能で、ある.之と反封なる揚合は長を切断すれば使用に堪ゆるも棉

ての木材を一々切断するは千数及第-費を要し且つ不経怖である 、 乙木材寸法の統一KHてー長の

統一が厚及隔の夫れに比して特に重要の意義を有ーする理由である。

出来合品の長を統一する矯めには不統一の根本原因を属す住宅間取様式及寸法の統ーを行ふ

ことが最も必要にして且つ捷密であるが. 果して間取様式及寸法の統ーを貰現するの可能性が

あるや否や又統一し得るとして如何なる長K統一すべきや恨重なる考慮を挑はなければなら

ぬ. 査し木材規格の他の種類は木材其物車澗の立揚より規格の内容を統制し得るが. 長の規格

のみは木材其物を離れ全く別途の立揚にある住宅間取様式及寸法と密接不離の関係にあるカ、 ら

之が決定と質現には幾多の英It闘を控へてをるのである白

第一 目 位宅開放様式及寸法の現況

帝図全領土を通じ?と地/i別の住宅間取様式及寸法の種類の現況は第 98 頁乃至 106 頁の G 表

に詳記しであるから之によりて其内容を明にするを得るが裁には之を綜合した結果を述ぶるこ

と L するD

第一類 北海道及内地府螺の現況

第一 位宅間取様式の種類及其分布j伏況

ァ---ー



騎 (cm) 出 来
口
n口 標準寸法 覧表 (厚及幅〉

1.8 2.0 2.4 ~.6 3.0 3.4 3.6 4.0 4.4 4.6 5.0 生 6.0 7 s 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 20 21 24 27 30 

厚 0.7

くcm)
0.9 二三LLE二仁川亡(二』l-El二仁|ご二長室三二両[二l二15lJ;;;;:lZFE!
二二二 二!二l JlEl三[百示J Ell l三!二匝!二[豆|主主主

1.8町三旧三l二三トト二」三三LJ二l二[二[王(三l三唱二----守二二割13当日出|
X2122::恒三五|江戸4_1 2.4 X3.亡二ゴゴオートi-7-|二塁l二|二|主----二1221-|出三三122122;

|二1-1子|竺匡lzl豆!ゴ4二[二 ' ~--ー\士[二441zl-l三lzl二|Z|主lZJZ
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今チ，・B

第二項にて述べたるが如く我閣の住宅間取様式は柱翼々法と柱内法法のご大系統に匝別せら

れてをるが行政匝域を基準として各種版式の分布:I/)~況を示せば::j，この通りである口

(1) 位冥々法のみ行はる L 道府鯨

北海道. 青森. 岩手. 宮城.幅島.茨城.群馬、 埼玉、千葉.東京.話1[1奈川. 新潟， ILJ梨.

長町、静、岡の 1 遁 14 Jú鯨。

山形、干大国.栃木の 3 鯨は元*.柱良守法の地力・であるが極めて IJ 、教の柱[司法法による在

来の奮さ住宅を存するカ、ら特IC之を省きたるも後述の如く将来住宅改鹿の際は位員々法 ~C

費克ぜらるべき運命を有するから此 3 鯨を加算すれば 1 遁 17 府鯨とたる白

今之を地理的に観察すれば北海道、東北 (6 鯨入関東 (7J{.f鯨)，北陸(4 鯨;の内新潟 1 )孫

東海 3牒の 内静岡.東 111 3 豚の内 . 長野.山梨 2 鯨が之l亡 gJするのである。

(2) 柱内法法のみ行はる L 府鯨

官IU 、石川. 踊J-Iニ.京都.兵庫.奈良.鳥取.島jι 岡 111 ‘ 庚島. 徳島.香川. 愛媛、高

知J. 佐賀. 長崎.熊本. 宮崎、 鹿児島. 沖縄の 20 府勝。

大阪.山口 .%11歌山、踊岡、大分の 5 府鯨は元来柱内法法の地方であるが近年極めて少数の柱

真骨法を見るに至ったカ、ら特 l亡之を省いたのであるが此5JFY鯨を加算すれば25府鯨となる。

今之を地理的に観察すれば北陸 4 鯨の内 . 宮 ill 、石川 1. 稲井の 3鯨.近畿 6 府県系の内，滋賀

を除いた 5 J{.f鯨， 111 陰及 IlJ陽 (5 )限入凶圏 (4 )幌入九州、1(8 鯨〉が之に属するのである 。

(3) 柱員々法と柱内法法と併立せる府鯨

秋IJI. IU71弘栃木、岐阜. 愛知. 三重.滋賀. 大阪.和歌山. ILJ 口. 稲岡.大分の 12 府懸。

附様式{汗立の!よ，j"牒の内には其根本の性質、えたが~;Ò'著しく異なるものがあるカ、ら之を更K分

仰ーして見るに

( 1 ) 元*柱畏々法を主とせる地域内 K以前僅少の柱内法法を存せしものが今日僅に其痕

跡を留めてをるもの .

秋田. illl l3 . 栃木の 3鯨3

(2) 元来柱内法法を主とせる地域内に近年僅少の住冥々法を見るに至ったもの.

大阪、 和歌山. 山口、 踊岡 ‘ 大分の 5JH螺。

(3) 同-Wv* 内 K柱民々法と桂内法法と{月二立し然カ、も雨者古き歴史を有し且相常多敢に上

るもの 、

岐阜 . 愛知. 三重. 滋賀の 4 鯨コ

以上 4)揺に付て更に其内容を検討すれば 4)騒夫々趣を異tとしてをるから様式及寸法に付て少

しく 詳細K趨ぶる口

(イ) 一鯨内に雨様式併立せるも内部の地理的分布は確然匝分せられてをるもの。

愛知、 三重‘ 滋賀の 3 螺が之K該賞するが.此内愛知鯨にては三河図一国(10郡 2 市)及尾
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張図の内 . 知多郡は住民々法く6 尺) . 尾張図(知多郡を!徐く〉及名古屋市は柱内法法(6 )む

をmひてをる。

三重県長にては南牟婁郡のみ柱内法法を川ひ G 尺 3 寸は山間部?とる前1 1 川. 五郷.飛鳥、 西 1 11.

入鹿の 5 箇村. G 尺 1 寸は其他の !日I村K行はる~ . 1句同郡の ;技官ff . 料理店等Kは 5 尺 8寸が

極少数}日ひられてをる . 市牟斐罰1\以外は全部柱員々法であって其寸法は 6 尺最も多く瞭く牒

下に分布し 6 尺 2 寸は*.!M少数である . G).;" 3 寸は主として阿山郡地方. G 尺 5 寸は名賀郡地

1JIC行はる L 白

滋賀蝦にては雨様式が地域的に雌然l亙分せらる L も互に介布してをる . 桂内法法をmふるは

架太. 野洲の 2 郡 (6 尺 3寸〉及束湾井郡 (6 尺)であって其他は全部住民々法をmひ犬上.

愛知. 示rp崎. 蒲生 4郡. 大津市の一部 、 法賀郡の内和週i村. {Jl香立村は 6 尺 5 寸， 大津市の

一部、 坂田 . 伊香 . 高品の 3 君1\ . 甲賀郡の内後記 3 村以外. 滋賀郡の内前記 2村以外は 6 尺

3 寸. q~賀郡の内土i1J. 山 内 、 大野の 3 村は 6 尺である。

(ロ〉 一服内に雨様式 fJj'立し且つ鯨内各都町村を通じて雨様式が雑然として混交し(イ)の

如く地域的陀確然匝別ぜられざるもの。

|岐阜鯨が之に該賞するが西i良地ブJ・(養老. 不I成. 安八. 揖斐. 本巣. 海津.山牒各都及大

垣市) は柱翼々法 (6 尺 2 寸叉は G 尺 2 寸 5 分) . 桂内法法 (6 尺)混在し. 東i良地カ・〈カ11

茂. 可児. 嘉那 . 土l技各都〉は員々法は 6 尺 4 寸. 内法法は 6 尺多く . 中濃地方(郡上. 武

(払稲葉. 羽島各411\及岐阜ïf'j)は良々法 G 尺 4 寸.内法法 6 尺が併立し.飛騨地1/ (盆f:H .

大野. 吉城 3 君1\ ) は良々法 G 尺、 内法法 6 尺 . 5 尺 8 寸が{Jr立してをる . 鯨下を遁じ柱内

法法約 7 割.柱員今法約 3 制であって飛騨及l\那自1\地プJ・は柱毘々法多く r[J 、 西濃地方ーは畿

分校内法法が多い . 而して上流家屋には概して内法法が行は る L 叉飛躍地方・にては雨傑式

のf!r立が徹底し一軒の内にて座敷、 決聞は内法法其仙の部分は良々法によることがある口

雨様式併立の模範的地域である岐阜. 愛知 . 三重、 滋賀の 4鯨は住宅間取様式分布の研究上

陸jる興味多き地方であって. 近畿の内 5 J{.f螺. 北陸の内 4 服を境とし開問. JU"'I一憶に蹟く蹴

がれる桂内法法地帯と北陸の内 1 服. 東山の内 2牒、 東海の l付 1 脱を境とし関東、 東北ー神に

分布せる柱翼々法地域との接街地帯を嬬してをるのである口

同系統接腕の結果愛知鯨にては三河園及知多郡は静‘岡鯨に接する閥係上其影響を受けたので

ある . 三重鯨にては南部地1iの南牟婁郡が和歌山鯨と地理的関係によりて同一様式をmひ . 其

他の地域は陸上にては尾張図の内法法地域に謝断せられてをるが海上造に柱員々法を採!日せる

三河閣及知多郡陀針路し . -1J滋賀服の住民々法地域陀接壊して主る 、 滋賀鯨にては三重、 ~

知と多少趣を異に し大部分は柱民々法であるが僅少の柱内法法は版下二闇地に別れて介在し地

理的関係は複雑してをる。

最後に l岐阜牒は前記 3腕の如く地域的に確然匝別せらる L ことな く 各都.町村を通じて雨様

〆〆一
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式が雑然と して混在してをる 、 只郡. ，町村ーによ り では雨様式の内一方に備することあるも全然

一方の様式のみに限らる L こ とは無い . 尚徹底せる地方にては同一家屋内にて雨様式の併用を

見るこ と もあ り 雨様式1Jt-立の最も特徴ある地方と稀する を得る 。

以上は雨様式の地理的の分布以況であるが之を数量的に調査して寅質的の分布を示せば失の

illi り である 。

住宅建築物の棟数. 坪数等家屋其物fL ~討する統計は未だ我閤一般を通じてはとを蝕如して を

るか ら世帯敢に よること L し. 昭和 5 年 10 月 1 日全図的に施行せる 第二衣岡勢調査の結果を

問ふること L し?と。

tJJ:1;有数より見たる柱員キ法及柱内法法様式の分布Æ犬況

杭 良 々法様式 柱内法法様式 言「
地 方

l止術 数 | l止帯数 | I -，止併数勝d 1,j\ JfJ' l係 関係 J(.上)係

~t 世主 道 509,758 509,758 

耳:[ ~t(6 y，ぷ〉 1,105,935 青森、 先手、 ;宮減、 1,000 秋凶 ‘ 14 j[j(各 500) 1,106,935 
秋111. 山形. 昭島 、

側 )ti(7Jf.l'I\Þ1\) 2,G98 ,738 茨城、栃木、群馬 、場玉、
500 栃木 2,699,238 

千葉、東京、市'1奈川.

北 陸(4 y，ぷ〉 346,687 完可ìM 434,053 富山、 石川. 脇チ1: 780,740 

JI{ 14(3 fJわ 520,404 14梨. 長野 . 164,550 岐阜仁70'}6コ 684,954 
岐阜(30'}6 )

東海(3 燃〉 758,607 静岡 . 愛知(207 ， 809) 326,116 愛知 (31 3 ，337) 1)084,723 
三重く222，927) 三重( 12,779) 

滋賀(120 ，367) 五1都、 兵70庫.36、 奈良 .
近畿日府燦〕 121,807 大阪仁500) 1,985,582 大阪く770，368コ 2,107,389 

相l玖: 1 [j (176 ， 515)
手n f.fk I 4 (940)

滋賀く27 ，596)

1 4 I~会 14 陽(5豚〉 8,516 l [j 口 1,128,781 鳥取、 島根、 |刊 山. 1,137,297 
成島、山 口 仁240， 672)

四凶く4 11孫〉 688,159 徳島 . 香 111. 愛媛、 688,159 
高知

繭!尚(4203 20237> 佐賀、長崎、熊仁4本92、宮 I~\f .
九州(8 y~わ 4,427 

大分仁
1,902,276 沖縄、 稲|品d(492， 220) 1,906,703 

大分(190， 118)

合 言十 6,074,87Ð 6,631,01 7 12,705,896 

% 47.82'}6 52.18'}6 100 ;1五

一一一一

gp ち 世帯数に よ り て雨様式の分布を見れば住民キ法 6，074，879 (47.82%入柱内法法 G，63 1 ，017

(52.185め であって 内法法によ る ものは 民々法に比し約 1 剖多きを知るo

第 二 住宅間取様式の種類と其寸法

位宅間取寸法は様式の種類tてよりて異なるのみな らす3同一様式の内にでも極今 の寸法を存し
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極めて複雑してをるが以下 11闘を迫ふて之を設越する。

1. 柱員々法様式の寸法

柱員有法の寸法@Pち柱員々距離(槙準〉は 6)む 5 尺 8 寸 ， ß 尺 2 寸. ß 尺 3 寸 ， 6 尺 4 寸及

6 尺 5 寸の 6 種を存するが夫々地方'的の特色を有してをる 。

(1) 6 尺

柱員寸法をmふ る地方-の~倒的寸法であって企図的に通算すれば Ð2.65;'0'の多 きを I ~í めてを

る。

(2) 5 尺 8 寸

幅岡牒は元来柱内法法を施行する地方であるが近年稲岡. 小倉. 其他の都市及茨鏑I也)/1亡柱

翼々法の位宅を見るに至った . 而して其寸法は 6 尺最も多く此外に 5 尺 8 寸 ， ß 尺 2 寸 ， ß 尺

3 寸を存するも何れも極めて儲少である。

(3) 6 尺 2 寸

6 尺 2 寸は 山形. 群馬 . 岐阜. 三重， 1 LJ 口 . 稲岡 6 牒の一部に行はる L 寸法であるが全国的

K見れば極めて僅少であるO

山形鯨にては以前i新庄及鶴岡地方・に 6)ミ 2 寸の寸法がmびられ古き住宅の内には担在でも此

寸法を存してを る 、 近代の建築は全部 G 尺κ統制せられてをるが， 111間部の住宅にては自家

山 2休を伐採利用し今日にでも ß )て 2 すを探mずるものも多少ある . 群馬鯨にでも古き住宅に

は 6 尺 2 寸のも のを存するが新築の揚合は G 尺に鐙更するのが常である 。

岐阜、 三重. 雨螺陀ては柱毘々 6 尺 2 寸の建築は従来より行はれ今日にでも向此寸法を川ふ

る慣習が存続してをる ， ß 尺 2 寸をmふ る 6 鯨 ~1:1此岡県長に屈する数は約 74%を 占めてをる .

岐阜鯨は寸法の種類頗る多く地方により 其趣を異にするから教に一括して越ぶれば，6 尺 2寸

の外に 6尺 2寸 5分を存し雨者は西濃地方IC多く 又~l-' ii農地方・は主として 6尺 4寸. 飛騨及東

濃地方は主として G 尺である ， 1 11 口螺は元来桂内法法を施行する地方であるが近年下闘， IJ-1 

日. 宇部等の都市にて柱民々法を用ふるもの漸次増加lしつ L ある.寸法は 6尺 2寸と 6){ 3 

寸の 2 極である 、 踊岡にでも極少数 6 尺 2 寸がmひらる L 白

(4) 6 尺 3 寸

G 尺 3 寸は青森. 岩手.山形. 師[島 . 三重.!徴賀 . 大限. 和歌111 ， 111 口 . 稲岡の 10 泊牒に行

はれ良今、法中では 6 尺に次で多いが 6 尺に比して造に少く全胞の約 5.8%1'C過ぎない . 青森.

岩手の雨螺にては以前員々 6 尺 3 寸を用ひ之が寧ろ本慢とも云ふべき寸法であったが.明治

ヰq実の頃より漸次 G 尺に鑓化し 、 現時にては主として村落にのみ醤態を存し、市， nIJ等大集

固を帰す地方は大部分 6 尺に艶更せられたのであ る、現在の住宅よ り見る時は青森鯨は60%，

岩手脱は 80 %が 6 尺 3 寸であると推定せられてをる も 然乍ら雨l!京共新築のものは始んど全

部 G 尺を採用するカ、 ら早晩悉く 6 尺に襲更せらる L ものと考へらる .1.. 111形鯨にては以前米
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津地元I は 6 尺 3 寸‘新j主地方は 6 尺 2 寸と G 尺 3 寸が併HIせられてをったがも雨地方共明治

中葉以降j輔次 G 尺に統制ぜられ八古き住宅のみ G 尺 3 寸或は 6 )ミ 2 寸のものをイf してをる .

幅島螺も山形脱と同様の開係にて 6 尺 3 寸を若干残イ子してをる。

滋賀服に於ける柱良々法の寸法は G 尺. 6)ミ 3 寸及 6)( 5 寸の 3 屈をイけーるが. 6 尺 3 寸は

;主に多く!日ひられ坂田.伊香.高島の 3 郡及rp賀郡の内.土!lJ .山内. 大野の 31・ f を除きた

る町村. 叉滋賀郡の内.手lば園， fJ'杏立の 2 村を除き?とる地ti及大津市の一部に専ら行はれ.

6 尺 5 寸は犬上. 愛知. . ~IIIØI~J. 市生の 4 君11，滋賀郡の内 . 手IJ遡.伊香立の 2 村・2え大津市の一

部ICmひられ、甲賀郡の内.土山， 111 内.大野の 3 村は G 尺を川ひてをる.三重鯨に於ける

桂真々法の寸法は 6 尺. 6)ミ 2 寸， 6 尺 3 寸， (j尺 5 寸の 4極であるが. 6)ミ及 6 尺 2 寸は麟下

各地に普遍的に分布し. 6 尺 3 寸は主として阿山郡地方， 6 尺 5 寸は名賀郡地方に行はる~ 0 

大阪. 和歌山、 !11 口 . 踊同にも G 尺 3 寸が極く僅少存してをるが.前に地べたる他の寸法の

ものと同様近年大都市及郊外に見受けるに至ったものである、和歌山牒にては東牟婁郡新宮、

宇久井. 勝i市.太地.下里、下太田地)J・の貸屋位宅の一部に之を用ひてをる 。

(5) 6 尺 4 寸

6 尺 4 寸の寸法を!日ふるは岐阜麟のみであるコ

(6) 6 尺 5 寸

6)ミ 5 寸は三重.滋賀雨蝦下 iζイ子するのみで何れも其教は極めて僅少で・ある。

佐員キ法の寸法及其j也)i的分布のj伏況は以上の遁りであるが複雑してをるカ、ら之を綜合時録

すれば

1. 柱畏々法寸法 G )~のみをイけーる地)i

宮城、秋田、茨城、栃木，埼玉.千葉.東京. 示111奈川 1 ，新潟. iJJ梨、長野. 静岡.北海道

の 1 道 12 鯨.外に(大分) (愛知)

2. 柱員々法寸法 rll 6)ミ以外の寸法或1ま G 尺と他の寸法を1Jt-存する地)i

G)ミと 6 尺 3 寸VHt-白 青森、岩手.昭島

6 )~と G 尺 2 寸， 6 尺 3 寸 i汗イ子。 山形

6 t~ と 6 尺 2 寸併存。 群馬

6 J\. と G 尺 2 寸又は G パ 2 寸 5 分， 6 )'( 4 寸lJl'イ長。 ( 1岐阜)

6)ミと 6 尺 2 寸. 6 尺 3 寸. 6 尺 5 寸併存。(三重〉

6 尺と 6 尺 3 寸， 6 尺 5 寸併存口 (滋賀)

6 尺と 5 尺 8 寸， 6 尺 2 寸. 6 尺 3 ず!Jt-作。(幅同)

6 尺 3 寸口 (大阪.和歌山)

6 尺 2 寸， 6 尺 3 寸。(山口)

次に寸法の種類分布を数量的に示せば
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世帯数より見たる柱員々法各種寸法様式の分布欣況 (ー〉

寸法 | 世指数 l叫 地方及 内 諜

土|二七円(141)
1 背森(59，316) ， 先手(32， 593) .山形仁154， 48勾.宮城. 秋田、 孤島

I nn ~o l (237 ，545) 、 茨披、栃木、群馬(215 ，025) 、 埼玉、千菜、東京、 前1 1奈
6 尺 1 5,628,527 j 92.65: 

,-- '1 ----1 川. 新潟、 111梨 . 長野.岐阜(56 ， 417) ， 綿 l吋 . 愛知 、 三重仁189 ， 488)

滋賀(1，678) ， 縮問仁3 ， 804) 、 大分(200)、北海道

1 0" Cll::n] " c，，，，， 1 山形(2 ，00旬、 群尽く2 ，00句、 岐阜仁7 ，052) ， 三ill(9 ， 363) • 
6 尺 2 寸 22， 259 1 0.371 --'---1 - '-'1 山口仁1 ，703)、 稲岡仁141)

1 1 1\J森(88 ，975) 、 岩手(130， 372)、山形(20，00句、 脇島(26，394入

6 尺 3 寸 I 349 ,5631 5 . 751 三重(14， 713) ， 滋賀く60，71句、 大阪(500)、和紙山仁940) 、

1 1 1U 口 (6 ，813) ， 稲附く141)

五五:;iiiI1 岐阜げ，052)

6 尺 5 寸 67 ，337 1 1 .1引岐阜(7，052)，三重く9 ，3(3) ， 滋賀(57， 974)

7-;.-/可~I~I
制Iìì考 本表 rl'J削ぷ名の下に括孤数字なきしのは全部 6)ミの寸法のものである

世帯数より見?とる柱異々法様式各種寸法の分布欣況 (二)

15尺ベ 6 尺 1 6r{2>j.j 6問 16叶 6尺付|合計 | 備 考

;It. 海道 509,758 509,758 

6尺3寸併用は青森、

}j! =11: (6 1\孫〉 265 ,7<11 1,105,935 i6Fff手~2、山形、 ñf@鳥 、
尺寸， 6尺3寸例
用は l [f形

関東く7的'腕、〉 -1 2,696 ,738 2,000 一 2,698,738 6尺2寸Bl・用は群馬

北陸(1勝、〕 346,687 346,687 6尺新潟

東 IJ I(3~係〉 506,300 7,052 -1 7,052 520,404 6尺2寸、 6尺4寸(jf:
月3 は岐阜

一一一一 6尺2寸、 6尺3寸.
jf! 海(3Y~1D 725,168 9,363 14,713 9,363 758,607 6尺5寸併用は三重‘

6尺愛知. 静岡

近畿(3府県草〉 1,678 62,155 
6尺3寸. 6尺5寸併

57,974 121 ,807 mは滋賀、 6尺3寸
は大阪、 平日自主山

l[f 1降く11\係コ 1,703 6,813 8,516 6尺2τj ' 、 6Jç3寸は

l [f 陽 l[f口

吋7| M 

5尺8寸、 6尺2寸、
九州く2W採〉 141 141 4,427 6尺3寸併JJjは繭 l吋.

6尺大分

合計 141 5,628 ,527: 22,259 349,563 7,052 6'{,337 6,074 ,879 

似l考備考仙1の言問Iは 6 尺を基準とす



第四草木村規格の統一 93 

2. 柱内法法様式の寸法

桂内法法様式の寸法印ち柱内法距離(標準)は 6 尺 3 寸 . 5)心 5 尺 8 寸、 G 尺及 6 尺 1寸の '

5 極を存するが各地方的特色を有してをるロ

(1) 6 尺 3 寸

G 尺 3 寸は柱内法法を川ふる地プJ・にて最も多く使用せらる L 寸法であって全躍の 76.65% tr:

r~l めてをるが柱員々法の内 G 尺が 92.65% を r!j むるに比べて其割合は著しく僅少で、ある、内

法法にては G 尺 3 寸の外K種々の寸法が相'書多数t亡者及してをる矯めである。

(2) 5 尺

秋田螺は由来柱良々法を施行する地方であるが‘由利郡本nt町地方l亡は以前より柱内法法が

行lまれてをり其寸法は 5 尺と G 尺の 2 程を有 L . 有íj者による部屋を小問、 後者を延問と栴し

てをる.而して同一家屋に雨寸法を併用する揚合もある，現在の新築は綿て柱良守 G 尺法 lと

よ り内法法を1日ひてをるものは習慣の遺物?とるに過ぎ訟いのである。

(3) 5 尺 8 寸

官 I lJ . 石川の雨鯨は殆んど全部 5尺 8 寸をmひ特色を示してをる 、 其他の鯨にでも地方的に

本寸法を用ふるものあるも極めて僅少である . I岐阜鯨飛騨地方，高知牒安惑町及馬路村 κて

は多少躍まりて 5 尺 8 寸をmひ . 奈良鯨にては極少部分之を川ひ叉三重!照的・牟婁郡地カ-の族

館、 料理店等に本寸法を用ふるものあるも極めて稀である。

(4) 6 尺

本寸法は 6 尺 3 寸に衣で厩く且つ多くJfJひられ全憾の 11% Il:常ってをる、地カ的t亡特色を

有する寸法であって稲井鯨 lとでは越前園. 愛知鯨にては尾張関(知多郡を除く〉及沖縄県長は

全部 6 尺を川ひ、 岐阜!揺にでも内法法の内では僅少の 5 尺 8 寸を除いては何れも G尺を川ひ

てをる口

秋岡鯨由利郡木nt町Jにては 5 尺 8 寸と併用し. ILJ形. 酒悶雨地方は本荘n!Jと同じく 以前は内

法法により G 尺の寸法を川ひてをったが現在では f草花習慣の遺物として之を残存する陀過ぎ

や新築のものは何れも柱員寸法 G 尺を用ひてをる . 又栃木，慌にでも一部豪家の間に本寸法陀

よるものが若干残ってをる . 滋賀牒は G 尺と 6 尺 3 寸の 2 極を存しflíj者は束詫チHtlí. 後者 lま

栗太、野ìiHの雨郡Iζ行はる.高知螺にては 6 尺 3 寸の外に本寸法が可也庚く普及してをる .

大阪にては郊外文化住宅に本寸'法をmふるものが若干ある.奈良、 稲岡. 熊本の 3 蝦 lとても

極僅少の範囲に用ひられ大分鯨にては大分、}jIJ!荷雨市の貸家住宅K少数用ひらる ~ 0 

(5) 6 尺 1 寸

G 尺 1 寸も亦特色ある寸法であって佐賀鯨は全部.院島鯨も厳島町の一部が G 尺 3 寸をmふ

る外他は綿て G 尺 1 寸を!日ふる.三重鯨南牢婁郡にては 1 '1間部 5 筒村は G 尺 3 寸.他の町村

は 6 尺 1 寸を朋ひてをる . IlJ口鯨に於ける都市の一部に本寸法を用ふるものが若干ある。



94 林業;t\:除報告 第三十二腕

柱内法法の寸法及其地方的分布の欣況は以上の通りであるがとを綜合荷・録すれば

1. 主t内法法寸法 6 尺 3 寸のみを存ずる地方

京都. 兵庫、和歌山 . 日J& ， 島棋.岡山.徳島.杏サ 11 ， 愛媛. 長崎.宮崎.鹿児島

2. 柱内法法寸法中 6尺 3 寸以外の寸法或は G尺 3 寸と他の寸法を併存する地方・

6 尺 3 寸と 6 尺併存。 稲井， (滋賀入大阪.縮問、熊本.大分.

6 尺 3 寸と G 尺 1 寸併存。(三重)， 11 I 口 . 鹿島 .

6 尺 3 寸と 6 尺、 5 尺 8 寸併存。 高知、 奈良、

G 尺と 5 尺 8 寸併存。(岐阜〉

G尺と 5 尺併存ロ (秋田)

G 尺 (11J ;J~)， (栃木) ， (愛知)，付1細 .

6 尺 1 寸と G 尺 3 寸併存o Jßï品

G 尺 1 寸 佐賀

5 尺 8 寸と G 尺 3 寸・ [j[:布(-。 石川

5 尺 8寸官?山

ヨたに寸法の極類分布を数量的に示せば

世帯数より見たる柱内法法様式各種寸法の分布j伏況 (ー〉

寸法 | 吋歎 |叫 地方及内諜
5 尺 250 

5 )ミ 8τ]. 316,774 4・ 78! 笥 ILJ ， 石 111 (154， 884) ・ 岐阜く7，950)、後良(200)、高知く3，079)
秋岡仁250) ， JLJ形(500) ，栃木く500)，問弁く100， 837入岐阜(156，600)

6 .只 732,126 11.04 愛知、滋賀(8， 455)，大阪く500)，奈良く200)，高知く26，173) ，
問!河く500)，熊本(500)‘大分(500) 、 j'J'総

6 )ミ 1 寸 499,091 7.53 三重(9 ，456) 、 鹿島 (360，397入 Jll 口 (500)、佐賀

石J11(200)、編チ1:(27 ，471)、三'ill (3， 323)、滋賀(19 ，141)、京都、

6 )ミ 3 寸 5,082,776 76.65 
大阪(769 ，868)、兵庫、奈良(119，902) 、 和歌 1 1)、 鳥取、島根、 肺a Ill , 
民向(500)‘ JLJ 口 (240，172)、徳J:~ ， 容川‘ 愛媛、高知(124，705)、

稲岡(491 ，720)、長l臥熊本(255，785)、大分く189， 618)、宮崎、鹿児島

合計 6,631 ,017 100.00 

備考 本表中府l豚名の下に括孤盟主主宰な告 L のは全部寸法制中の寸法 1 純Tこ るもの

世帯数より見?とる担ゴ内法法様式各種寸法の分布枇況 (二)

1 5 尺 j 5尺8τj 16 

来四) I 付 -1 
山
ぺ
一

6R3 , ]' 1 介 昔1- 1 備 考
-1 川尺問・ 6Rlìt.k問、

I lln~ 
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1 5 尺 1 5州 1 6 尺 1 6R1.j . 1 6尺3.1' f 合計 侃i 考

関東く11騒〉 刈 6尺初本
. 

5尺8寸富山‘ 5尺8.j・併
北陸(3握手、〉 305,545 100,837 27 ,671 434,053 

用石川、 6尺併用問弁
一一一千

耳! 1 [J(1 j採〉 7,950 156,600 164,550 5尺8寸、6尺何れ L 岐阜

耳ミ j程(2J~、〉 313 ,337 9,456 3,323 326,116 6尺愛知、 6尺1寸併用
三重

一
近畿(6府l係〕 200 9,155 1,976 ,227 1,985 ,582 5尺8寸併用奈良、 6Jミ #f

用滋賀.大阪、奈良

11I r惨~(5J\孫〉
I [J 陽 360,897 767,884 1,128,781 6尺1寸併用庚烏， ILI 口

四同日牒〉 3,079 26 ,673 658,907 688,659 5尺8寸， 6尺 #í用高夫n

九州(8)採〉 124,774 128,738 ],648 ,764 1,902,276 
6尺併用悶悶1• 張本.
大分、 6尺寸佐賀、
6尺沖縄

よ，_ 250 316 ,774 733,126 499 ,091 5,082,776 6,631 ,017 
、 一一一一一

備考備考欄の言E~H は 6 尺 3 寸を基準 と す

以上によりて位員々法五柱内法法様式の各種寸法の分布j伏況を詳説したが之を一括して数量

的に雨系統中の各寸法主比較釘照すれば失の3m りで・ある。

柱 』尽 々 法 様 式 柱 内 法 法 様 式

寸 l止 41F 数 向上% τ1・ 法 l 世帯数 向上%

5 Jミ 8 寸・ 141 5 尺 250 

6 R. 5,628,527 92.65 5 尺 8 寸 316,774 4.78 

6 尺 2 寸 22,259 6 尺 732,126 11.04 

6 尺 3 寸 3 -19,563 5.75 6 J~ 1 寸 499 ,091 7.53 

6 R， 4 寸‘ 7,052 6 尺 3 寸 5,082,776 76.65 

6 尺 5 寸 67 ,337 1.11 

言十 6,074,879 100.00 言十 6,631 ,017 100.00 

雨系統の寸法を比較するに柱員々法にありでは殆んど全部が 6 尺に統制せられ. 6 尺以外の

寸法は極めて少たく且つ過去の遺物?と るべき寸法である、之に反して桂内法法は其中心勢力た

るべき 6 尺 3 寸は約 7 割 6分を占むるに止まり. 6 尺. ß 尺 1 寸及 5 尺 8 寸の 3 程は相古蹟く

且つ多く!日びられ. 6 尺lま踊:ih 愛知の雨鯨は地域的に i岐阜鯨は全般的に沖縄際、は会鯨を通じ

て監倒的勢力を有 L. 庚島.佐賀、雨牒は全部 6 尺 1 寸にて統制せられてをる。

雨系統寸法の中植を嬬す畏々 G 尺と内法 6 尺 3 寸に属する世帯数を見るに前者は 5，628，527
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たるに釘し後者は 5，082，776 を示し前者の方却って約 1 剖丈け多く員々法及内法法全臨の数量

の比率と全く正反幻であることは注目に位する口

第二類 殖民地の現況

第 一 和風位宅間取様式の種類及其の分布-)j)ç況

殖民地中華j脅及樺太は全島を通じて柱員々法を採用してをるが朝鮮は之と趣を異にし内地と

其j伏況を同ふし複雑してをるから以下専ら朝鮮に付て記述する。

(1) 柱員々法のみ行はる L 遁

忠清南道. 全羅北道、 平安北道. 戚鏡南道. 戚鏡北道の 5 道。
司b

(2) 柱真骨法と柱内法法と1J!:立せる道

京畿道、.忠清北道，全羅南道.陵情北道、民尚南道.黄海道.平安南道.江原道の 8 道。

朝鮮には内地の如く柱内法法のみ行はる L 道を存したい.従って雨様式{耳=立せる遁も 内地の

如く雨様式接壌の結果生じたものでたく他の原悶によるものである.又雨様式併立の欣況は地

域的t亡確然匝別せらる '>.ILあら十随所K混交するのが普通である.京畿道は柱員々法及内話法

相牛する j伏況であるが貸家向住宅は漸三欠員々法 t亡時換しつ L ある、京畿道以外の 7 遁にありで

は大部分員々法であって 9 割 5 分乃至 7 割 5 分を占めてをる。

今雨様式の割合を世帯数によりて示せば失の如く柱民々法は 82% の多きを占 めてをる。

棉世帯数 柱翼々法 同上% 柱内法法 同上%
e哩

137,501 113,255 82.37 24,246 17.63 

第 二 手I1風住宅間取様式の1豆類と其寸法

蓋:i母及樺太は全島を通じて柱畏々法 G 尺寸法在 !日 ひて 怠 るが朝flrrー にては雨様式夫奇麗守の寸

法を有してをるから以下専ら朝鮮に付て記長&するO

1・ 柱員々法様式の寸法

朝鮮にては G 尺.。尺 3 寸及 G 尺 5 寸の 3 種を存してをる D

(1) 6 尺

朝鮮にては 6 尺と 6 尺 3 寸とは封立し前者の方撹分多いのである . 6 尺 1 程を存するは忠清

北道.忠清南道. 全羅北道. 慶尚北道. 江原道. 戚鏡南道.戚鏡北道の n重であって . 京設

蓮、慶倫南遵、 賞海遁、千安T南有道‘ z平F安北道の 5 遺は 6 尺 3 寸を併用し然カか、も 6 尺 3 寸寸-1はま 6 尺

に上比じし遁に多いので

(2) 6 尺3 寸寸. 

6 尺 3 寸のみをイ子ずる地方は全羅南道で、あって G 尺と併用してをる道は前述の通りである。

(3) 6 尺 5 寸

G 尺 5 寸をmふるは平安北道のみであって 6 尺、 G 尺 3 寸と併せ 3 極の寸法を!日ひてをるが

6 尺 5 寸は僅少である。

/ 
a 
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以上を綿括レ世持数より見?とる寸法の割合を示せば
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柱真寸法施行世帯数 6 尺 同上% 6尺3寸 向上% 6尺5寸 同上%

113,255 59,964 52.9-1 53,049 46.85 242 0.21 

2. 柱内法法様式の寸法

朝鮮にては 5 尺 8 寸. 6 尺 . 6 尺 1 寸、 6 尺 2 寸及 6 尺 3 寸の 5 種を存してをるD

(1) 5 尺 8 寸

5 尺 8寸は 6 尺 1 寸及 6 尺 2 寸と共に極めて僅少に存する寸法であって黄海道 (6 尺 1 寸と

併立)及平安南道 (6 尺 2 寸と併立〉の 2 道に存する 。

(2) 6 尺

6 尺は最も多い寸法であって全盟の約 6 割 5分を占め概して 6 尺 3 寸と併用せられてをる .

京畿道、 忠清北道. 慶尚北道. !藍尚南道.江原道等に行はれ京畿道. 慶尚北道にては 7-8

割は 6 尺である口

(3) 6 尺 1 寸及 6 尺 2 寸

既越の如く G 尺 1 寸は黄海道. ß 尺 2 寸は平安南道に僅少行はる L のみである 。

(4) ß 尺 3 寸

京畿道、 忠清北道. 全羅南道， 陵情北道.慶尚南道に行はれ主として 6 尺と併用せらる .1. . 

忠清北道及慶尚南道では 6 尺 3 寸が 9 割位を占めてをるo

以上を綿括し世帯数より見?とる寸法の割合を示せば

柱内法 5 
法施行 尺8寸向上% 6 尺向上% 6尺1寸向上% 6尺2寸向上% 6尺3寸向上%
1凶作数
24,246 452 1.86 15,846 65.36 360 ].48 695 2.87 6,893 28.43 

第 三 類 内地及殖民地の総括

住宅間取様式及寸法の種類を内地及殖民地を逝じて綜合表示すれば次の通りである。

世帯数より見?とる柱員々法及柱内法法様式の割合

地 1I 総け数 ij ゆ械式 | 向上~州法法献 | 同 上 %
北海道及内地府j係 12,705,896

1 
47.82 52.18 

J~県 fit 137,501
1 

113,255 82.37 24,246 17.63 

格 大 59,877
1 

59,877 100.00 

~そ~ 潟 66,049 66,049 100.00 

fl- 言十 12,969,323 6,314,060 48.6811 6,655,2631 51.32 
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世帯数より見たる住民々法様式寸法の割合

地方 i 世帯数 11 5尺ベ到1 6 11 6判?1 6尺叶? ( 6尺4寸 1 fi'il%..1:. 116尺ぺγ
北海道及 オ ， 1 1 
内地府l騒

6,074,879 141 -1 ,5,628,527 92.65 22,259 0.37 349,563 間 7,052

i 
0.12i167 '~~~I ~ . ~~ 

!r~ 鮮 113,255 -11 59,964 52.94 53,049 46.8511 -1 J 24210.21 
1事 太 59,877 -11 59,877 100.00 

益 I態 66,049 -11 66,049 100.00 

6 4 7 脚!。 ;jmb;l I J合 言十 6,314,060 141 
-11

5,814,417 92.09 22,259 0.35 402,612 

地方 |世帯数トペ?11 5尺8寸 1 fi'il%..1:. 11 6 尺 l T 1 6Ul | ? lh刊号1\ 6尺3寸 lT
北海道及 6,631,017 250 316,774 499,091 7.53 76.65 
内地府j係 一一 :5,082,776 

1見 鮮 24,246 452 1.8611 15,846 65.36 360 1.48 695 6,893 28.43 

F声 太

主主 湾

fl- 言十 6,655,263
i 

250 317,226 4.7711747,972111.241 499,451 7.50 695 0.01 
15,089,669 76.48 

帝圏全領土を通じたる地方日Jjの住宅間取様式及寸法の現況を示せば弐の表及園の通りである。

地方 別 住宅間取様式及寸法表

(1) 世帯数より見?とる桂翼々法及柱内法法様式(官公署附属位宅を除く〉

北海道及府 j限

I也
様
方
数

法
地

法
行
叫
管

内
施

柱
式
世

様
方
数

+
古
山
也

一
川
中
山
敬

一L
m

一杭
式
世

一
肌
以

一
内
市

、
J女男r

L
 

口一人方 1iiil 考

う号 森 879,814 148,291 148,291 

岩 手 975,751 162,965 162,965 

弔8ぷヨE・ 主主 1,142,697 187,661 187,661 

革大 同 987,702 167,095 166,595 500 (由利郡のー少部分に内法法存す其数不明な
るも大骨量 500 と推定す

I[J 形 1,080,037 176,984 176,484 500 ( 山7仇沼岡地方の一部に内法法若干残存す
英数不明なるも 500 t 機算す

稲 烏 1,508,122 263,939 263,939 

3定 主主 1,487,057 281,110 281,110 

栃 木 1,141,636 205,360 204,860 500 (一鯨伎に内法法を用品ものあ り其敷不
切なるも 500 と推定す

若手 JJ.~ 1,186,058 217,025 217,025 

埼 玉 1,459,168 265,353 265,353 

千 Z長 1,470,099 281,316 281,31(\ 
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様
方
数

法
地

法
行
両
市

内
施

柱
式
世

晶
体
方
数

法
地

々
行
叫
常

国
民
施

柱
式
世

数判
官

世、
ノ女男rL

 

口人方山
川
副

古市 考

来 尽 5,408,262 1um1 11お竹
耐l' 奈川 1,619,584 323,301 11 323,301 

菊f t勾 1,933,312 

富 I[J 778,963 150，661 ー 150,661 

石 JII 756,837 155,084,1 - 155,084 

前 井 618,141 128,308 

I[J 梨 631 ,037 122,0121 122,012 

長 野 1,717,097 

岐 1,178,366 235，071 ~ 1 70,521 (険法は舗の川
阜 164,550 飛騨法lk""Æ那地方は長々法多〈中談、 西淡は

古手 1,797,778 327,871,1 327,871 
内法多し

問

!時唯34一32一←41 脱帽の的知
愛 女日 2,567,398 521 ,146:1 207,809 313,337 多郡 134，236+ 32,338 + 41,235 =207， 809校

内法法は尾張図 (知多郡を!徐く )lk名古屋
市 313，337

重 1,157,404 235,706:1 222,927 12,779 (柱内法法は南牟婁郡附

吋一
郊をI徐きれる一間 222 ，927.

滋 賀 691 ,631 27,596 (柱校長内法法法は栗太、 野州、 東浅井三部町96
々 は其他 120， 367.

京 事官 1,552,813 328,202 

大 阪 3,539,989 770,368 (市内貸家郊外文化住宅俸に僅少柱良セ法を
用ふるものあり 500 1:推定す

正，正、 liIf 2,646,050 562，599 ー 562,599 

奈 良 596,222 120,302,1 - 120,302 

830,734 177,455 (東太』、牟婁等郡新宮九勝浦大地下町
和歌 山 940 176,515 闘 の町村の貸家の一部に校長々法を用

489,269 94,729 
るものあり 940 と推定す

.鳥 取 94,729 

烏 4民 739,473 157 ， 5内 157,568 

問 I[J 1,283,935 274,915 274,915 

E苦 島 1,692,053 360,897 360,897 

I[J 1,135,637 249,188 8,516 j(時20 々法は下閥、8宇，516都、.川牧内市法仰法83 の約
口 240,672 ラ6 1:推定して は其他ー

716,534 
闘240， 672.

千患 島 144,540 144,540 

香 }II 732,818 150,153| 150,153 

愛 援 1,142,113 …l 
239,509 

f奇 718,157 153,957 153,957 

i時々法は稲悶紘一一.2炭27鎖.件地方内、
爾 問 2,527,079 496,447 4,227 492,220 大牟岡、小倉、門司市及悶附近、

211 ，351 の約 2% と2推20定. して 4， 校内

佐 賀 691,452 128,738
1 

128,738 
法法は其他一周 492 ，

長 。奇 1,232,812 241 ,547 

育長 本 1,353,908 256,285 

大 分 945,751 200 (大分市、別府市にて貸家に若干杭員々 法を190,118 
用ふるものあり 200 è 推定す

宮 雌f 760,450 148,006 148,006 
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1 1 柱員々法様位内法法様|
地 方 | 人口(男女) 1 -1止帯数 11式施行地方|式施沼地方| 官官 考

| l 1 1 1也也世- 羽帯伊 数I‘ 平帯伊 数劉

臨 5兄己 烏 | 別，叫 3担22払仰2丸，ρ0ω側吋吋s鈴以8!1 一- ! 叫08邸8 

沖 純 5釘77九， 50州S訓 123丸，点邦2幻74~引~1 一斗1 12お3，点川2幻74

北海道 I _2与，8ぷ叫?一!
言計十 64,447 ,724 , 12 ， 70邑，896 ， 6 ，074， 87怜叫9訓1 6,631 ,017 

百分付卒 1 1 叫 釘仰ω…叫8鈎蹴叫2%以%1 臼削1凶8

地方別住 宅間 取様式 及寸法表

(2) 世帯数より見たる柱冥々法様式中の各種寸法

北 海 道及府牒

地方 | 総世帯数 |柱閉店協 l ed | 号 :fl店長 l M | 古市 ヨt;d 

148,291 59.316 
(現附築は全部残 6 尺なる L 沓

背森 88 ,975 ?Iミの 6.3 尺を 存す、兵制合
は 6 尺40%.6.3尺60%の見込

岩手 162,965 32,593 130,372 
(現時新築は全部 6 尺なるも沓
来の 6.3 尺を残存す、其割合

1 は 6尺20% ・ 6.3 尺 80%の見込
宮減 187,661 187,661 一

秋岡 166,595 166,595 

(一向16…米
山形 176.484 154,484 2,000; 20,000 一

津~~初庄地方に 6.3尺約20，000.
新庄、鶴岡地方に6.2尺約2 ，000
残存の見込

237,545 i…は一一
1璃烏 263 ,939 26,394 来の 6.3 尺を王子千残存す其出l

合は 6.0尺90%.6.3尺 10~-6の

281 ,110 
見込

茨城 281 ,110 

栃木 204,860 204,860 一

群馬 217 ,025 215,025 2,000 (現局E時の新6.2築尺は僅全少部残6存1ミすな約る2，もo務00 

265,353 
と推定す

埼玉 265,353 

千楽 287 ,316 281 ,316 

東京 1,125,773 1,125,773 

市11奈川 323,301 323 ,301 

新潟 346,687 346,687 

富山

石川

繭井

山 梨 122,012 122,012 

長野 327,871 327,871 一

lj63及5東尺礎出‘中地部方t地はし方て6 62h (6.2尺又 はは6.4尺、
岐阜 70,521 56 ,417 ーは6.25) -1 7,052 一飛'ji&JI!itV1!l1f f1 6 .0 尺燦下

7,052 をま混じ寸法.25割尺合10はヲ 6尺80% 、 6.
2尺又は6.25，R10%6.4尺10，~

l~f* 阿 327,871 327 ,871 • 
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地方 | 総世帯数 |柱民々棚i 向上 | 肉上 | 問上|悶上 | 向上
1 6.0 尺 1 5 .8尺 1 6.2尺 1 6 . 3尺 16.4尺 1 6.5.尺

11降下を f混じ 6.0尺85% . 6.2尺
9，363l J4M.6.3尺6.6%(主として阿

l 山君1t地方入 6.5尺4.2% 仁主と
L して名賀郡地方〉
， 6 尺11甲賀郡の内土山、山内.大野母三村., 6.8 尺l主坂Iß .伊曹.高島の三郡.甲賀郡司内

57，974! ~ 上田三村以外‘敦賀郡の内後詑二村以外.
1 大挿市町一部、 6 ，5 RI主犬x .宮町、神崎.官庁
l 生四郡.滋賀郡11申内利酒 .Uf冒宜二付.大搾
1 市昭一部

考備

207,809 207,809 一
知
重

愛

14,713 9,363 189,448 222.927 

60,715 1,678 120,367 賀 |

京都

滋

-li 市内貸家、郊外文化住宅等
l500 � 推定す

500 大阪

Eド兵

奈良

l 東牟婁郡新宮、宇久井、勝浦、
-l i 太地、下里 、下太区l地方貸家の

l一部 940 と推定す

940 940 和J~fkI Ll

鳥取

烏 4良

関山

!長烏

1 下閥、宇都、山口市等の一部に
ー1i ;存し 6.3 尺を 80 %. 6.2 尺を

~20μ と推定す

6,013 1,703 8,5161 ILI 口

徳島

香 川

援愛

I繭閥 、若松、八幡. 戸畑.久留
1 米、大牟問、11、倉、門司市及同

一1 1 附近、 決鍛地方の一部に存 し
1 6 .0尺は90%. 5.8尺、 6.2尺、
\6.3尺は 10% と推定す

4,227 

土日品

141 141 141 3,804 病問

佐賀

長崎

熊本

-I J大分市、別府市に極僅少あり
(200 � 1fg定す

200 200 ，、‘
ノJ大

宮崎

鹿児島

沖縄

509,758 509,758; 北海道

67,337 

1.11% 

349,5631 7,052 

0.3吋ム7

22,259 141 6川4，8791 5,628,527 

10問 92.65%

計

百分率
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地

背 森

万u三Fa 手

宮 滅

tk 同 500 

11-1 形

繭 烏

吉正 城

栃 木

新; 馬

主母 玉 一

守二 楽

JI[ 京 一

話I1 1 奈 川

新 l~ 

宮 l[j 

石 JIl 

協 少子

l[j 梨

長 !Ilj. 

蚊 阜

三m島市v 間

2芝 長日

重

滋 賀 27,596 

京 事官

大 阪 770,368 

-兵 Iltr 562,599 

奈 良

和歌山

取

3休業試 験報告 第三十二披

地方別住宅間取様式及寸法表

(3) 世帯数より見?とる柱内法法様式中の各種寸法

北 海道及府鯨

制官 考

一 一

一

(秋陶磁尚冊ζ6.0一尺し小間
250 一 一 (5.0尺〉延問 ) ~針目!l~lf し

各 250 と推定す

一 500 山形.沼岡地方に残存 し 500 と ff{1

一

500 -I t豚50下一般に一部の豪家に残存し、
o è 推定す

一 一

一 一

一 一

一 一

一

一 一

一 -1 150,661 

200 一 154,884 一
(63 尺のものは極めて稀な日、 200

ーと推定す

27,471 -1 100.837 -若狭図 6.3 尺、越前園 6.0 尺

一 一

7,950 156,600 i飛騨…は蹴.85 …% -I~ è 推定す、而して 5 . 尺は飛騨の
み 6 尺は縦、下一般に普-及す

一

313,337 
(南6.1柑郡…〈地方町は

3,323 一 極少 9,456 尺、悶刻I紳川.五発It、飛鳥.西 1 [J
入庫村 26% は 6.3 尺

19,141 8,455 (6 3 尺は架太、野州机 6.0 尺は来
一浅井郡

328,202 

769,868 500 {60 尺は郊外文化住宅及市内餓
ーの一部にあり 500 と推定

562,599 

119,902 200 200 5.8 尺及 6.0 尺は 200 宛と推定・す

176,515 一

94,729 
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地 方 | 総世帯数 十撚隣同 | 号 8J l Tot l TIt | 備 * d 

島 根 157,568 157,568 
一

阿 I[J 274,915 274,915 
一

官長 烏 360,897 500 抑制!磁酬のみ若手 6.3 尺を用。 醐
' と 推定す

I[J 口 240,672 240,172 4塩少
500 貸家等に 6.1 尺務千あ り 500 t 推

定す

答. jる 144,540 144,540 

香 J11 150,153 150,153 
一

~ 援 239,509 239,509 

高 知 153,957 124,705 3,079 26,173 H般棋4而8野に山L山普t村川及村.6長L.IZ全清岡を昌世郡水周一申村東五S豊.る1北%高こ.閲村と6郡、比後馬尺指限免路t原a的町村材1事.7%寺野6地と田3推方村尺定l.主l孟せ吾膜帯川ら妻下郡る一都i 

協 1ii3 492,220 491,720 500 
一

6.0 尺は 500 と推定す

佐 賀 128,738 128,738 

長 山寺 241,547 241,547 

lÎ~ 本 256,285 255,785 500 6.0 尺は 500 t 推定す

大 分 190,118 189,618 500 (大分・ B附。。雨市の貸家l こ 6.0 尺倣
少あ り 6 と推定寸

r昌~ 崎 148,006 148,006 

鹿 児島 322,088 322,088 

沖 縄 123,274 - 1123,274 ー

北海道

6,631,017 5,082,776 25 01 316,77 41 732,126 499,091 

百分 率 100% 76.65% 4.78% 11.04% 7.53% 

地 方 別 位宅間取様式及寸法表

(4) 世帯数より見たる住民 々法及柱内法法様式(官公署附属住宅を除 く)

朝鮮. 樺太、 基漕及帝圏全領土綿計

i 川男女) 1 日蚊 l粧長々繊同法総
(内地人コ | 〈内地人コ 11式絡行地方|式純行地方

'-1'>'''''/'"-' 11 111: 常 数|世帯数
古市 苦手

J 

朝

五1 畿 136,153 3:オ 16 ，33割

J忠清北 8,049 1,781 

忠 清南 23,186 6,046 

会 羅北 32,802 8,569 , 

41,177 全羅 南 9,913 

殴 t~l 北 40,501 
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4961 毘 々法 95% 、 内法法 5% t 推定す

2，6401 長 々法 75% 、 内法法 25% è 推定す
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~ f~J 南

資 海

卒安 南

平安北

江 原

成銃南

成鏡北

音「

百分率

棒

~宣~

百分率

京 畿

忠清北

忠清南

全線北

全羅南

際 f.\J 南

林業試験報告 第三十二披

I M男列世間 11去最与野肝機|仁内地人) I C内地人〉世帯数 帯数
官ìii 考

88,674 21,5:l8! 19,376 2,152 民々法 90% . 内法法 10% と推定す

17,705 5,145 4,631 514 長々法 90%、内法法 10% と推定す

33,897 9,929 8,936 993 反々法 90% . 内法法 10% と推定す

20,073 6,456 6,456 

11,071 3,367 67作法町内総仰と推定す
39,303 叫715| 10,715 

35,313 10,380 10,380 

527,904 137,501 113,255 24,246 

100μ 82.37% 17.63% 

i隊 太

59,877)) 

玄- i懲

帝閥会領土総計 (北海道、!向勝、朝鮮. *~~太&0i:ì怒〉

地 方別住宅間取様式及寸法表

( 5) -1止帯数より見たる柱員々法様式~I~の各種寸法

朝鮮.樺太.蓋樽及帝図全領土綿計

総帥数同町 311閣g I 悶上 | 同 上 |尺 6.3 尺 6 .5 尺 備 考

朝 鮮

16,333 -1 6 . 3 尺 80払 6.0 尺仰と推定す
1,781 1,781 

6,046 6,046 

8,569 8,569 

9,417 9,417 

7,921 7,921 

19,376 1,9381 17,4381 -1 6.3 尺 90% ， 6.0 尺 10% と推定す



第四章木 材 規 一 絡 の 統 一 105 

総|世帯数 | 校配距離 | 向上 向上
C請 考尺 6.3 尺 6.5 尺

主主 海 4,631 1,389 3,242 2斗41 63It7旬、 6.0 尺 30% 色鮮J肘
不安 南 8,936 2,681 6,255 6.3 尺 70% 、 (;.o 尺 30% と推定す

(縮州方而は大部分 6.0尺く90%) 一部
卒安ゴb 6,456 2,583 3,631 6.5 尺仁10%入6. 山間(l部0%は大部分 6.3 尺

く90%) 一部 O 尺 〉と推定す
江 JJ�f 2,694 2,694 

成俊南 10,715 10,715 

威主語北 10,380 10,380 

計 113,255 53,049 242 

百分率 100% 52.94% 46.85% 0.21% 

棒 大

棒

会主←H主 i~き

-長h三

帝国会領土総計 〈北海道、 rm膝.執鮮. 桃太及室湾コ

1止借盟主 ハo R I 5.8 尺 6 . 2 尺 6 .3 尺 6.4尺 6.5 尺

「 5H122醐… 7,052 67,579 

百分 率 100%1 92.09%1 -1 0.35%1 6.38% 0.11% 1.07% 

地方. BIJ 住宅間取様式及寸法表

(G) 世帯数より見たる柱内法法様式中の各種寸法

朝鮮. 樺太. 蓋湾及帝国全領土線、計

京畿

忠清北

忠清南

会総北

全羅南

慶がJ 北

慶 f訂南

資海

|総位帯数 lfECF質問民支 lEo え | 己完 l E2 五 | 備 茸ろ
J 
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, 。ο - 1 6 .0尺80% 、 6.3尺20% と推定す

-1 6 .0尺90%、 6.3尺10% 1:推定す

496' 496。l1 

79 1,848 -' 6.0n70%. 6.3尺30% と 依定す

2,152 1,937 -1 6.3f{90% 、 6.0尺10% 1: 推定す

514 360 -1 6 .1尺70%、 5.S尺30% と 推定す
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考

安 2P;南

平安北

江原

成 鏡南

成鏡北

計

百分キ

太権
出T

S
a
n
-

掛
両

官
拭

総計

百分移

| 総峨 |柱CF買離| 毘走 l Eo 走 lfI 走!民支! 。1N

993 298 6951 6.2尺70% ， 5.8尺30% è 推定す

673 673 

24,246 6,8931 4521 15,846 3601 61J5 

100%1 28.43%1 1.86%1 65.36%1 1.48%1 2.87% 

雄大

-1 -1 
港 湾

一1 --1 
帝国会領土総計 〈北海道、府娠、 朝鮮.落語雪lk.梓大〉

世帯数 校内法距離 | 向上 | 向上|向上 | 同上|同上
6.3 尺 1 5.0 尺 1 5.8 尺 1 6.0 . 尺 1 6. 1 尺 1 6.2 尺

6,655,263 2501 317,2261 747 ,9721 499,451 695 5,089,669 

100% 4.77%1 11.24%1 7.50%1 0.01% 76.48% 

備考・ 本表に掲げれる人口及世帯数は北海道、府j係lk.棒大は昭和1 5 &1，10月国勢調査に ι る総数〈内

地人其他総計) ， ;:;;:~警は苦手務局前査にf訴はる戸 口 ?容によ る 昭和 5 年末内地人人口及戸数、朝

鮮は昭和 4年末調査の内地人人口及ilt帯の%道別比率を昭和 5 年10月国勢調査に ι る各選

別の内地人人口及1止Jがに迎用しれる童文に 4 る。
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第四類 殖民地K於ける和風住宅間取様式及寸法と内地との比較

様式及寸法に付て殖民地と内地とを比較;\!tJJ1!.{、する時は雨者の間陀多大の差異を有ーするが殖民

よ也に於ける特異性と思はる L 黙を示せば失の通りである口

1. 憂跨及樺太は一様式. 一寸法で極めて寧純である白

2. 朝鮮にては柱員々法のみ行はる L 地方は 8 遁であって.柱員々法と桂内法法と併立せる

地方・は 8 道に建する、而して京畿道が雨儀式相牛する以外 7 道は大部分が翼々法である.

向併立のi伏況は愛知.三重、滋賀 3鯨の如く地域的K匝分せられをるにあらや111昔 i岐阜牒の

如く雑然と i見交してを るのであるo

3. 朝鮮には雨様式共之に属する寸法に統一性がない， ~p ち翼々法にては 6 尺と 6 尺 3 寸が

割立し.内法法にでも亦 6 尺と 6 尺 3 寸が勢力を占めてをると 同時に他の寸法も相嘗多 く

之に混在してをる。

4. 朝鮮には内地の如く柱内法法のみ行はる L 地方がたい白

5. 朝鮮民於ける様式及寸法は以前に比すれば現時は著しく異動を来してをるか然かも未だ

過渡期であって将来更に，襲化があるものと考へらる L 勺

以上の如く殖民地は種々の特異性を有してをるが其原因を探究するは頗る興味あることであ

って之陀より将来の趨向をも窺知することが出来る。

樺太、 朝l(t~， . 墓鵠に於ける本邦人の大量的移住は邦領に聞した以後であって其年数も僅f1: 2 

-30有吉余年を経過せるに過ぎす九従って内地風の住宅建築の歴史も新らしいのである.殖民地に

於ける様式及寸法に特異性を有し且つ将来に異動性が繋期せらる L 根本の原因であるが倫他に

も種々の!京悶を存する、即ち官公署建築様式の影響，移住者の榔里の慣習等が夫れである。

先づ樺太に付て見るに同地方に移住したものは主と して北海道.東北其他柱員々法 6尺の慣

習を有ーする地方のものが多く且つ官公街.工場、事務所建築の影響もあり逢flこ柱農キ法 6 尺に

統制せられたものである口

墓j警陀付ては移住者は寧ろ開西地方の者が多カ、ったのであるが向島にては官公街等の建築の

影響の方強く還に柱毘々 6 尺法が勢力を出む るに至ったのであるO

朝鮮 f1:於ける移住者は大部分開西、九州方面のものであるから最初は柱内法法の様式が相営

多数lて上り然カ、も其寸法は各自第[1塁に於ける寸法を用ひたのであるが，他方には念激に増加せ

る官公街.工場.事務所等の様式及寸法が之K劃立したのである.斯くて様式及寸法の異主主る

に従ひ各種の長の木材が需要ぜられたのであるが、生産者及需要者共l亡其煩に堪へや且相互に

不利益を覇らすものであるカ、ら互に譲り合ひ、次第に最も便利主主る寸法f1:1tf合統制せらる L 傾

向を示して来たのである、査し元来が内地の如く其地方-特有の建築に封する古き歴史を存する

ものでなく叉移住者も殖民地K来りでは榔里K於けるが如き建築様式及寸法に封する執著を感

十ること滞き痛めである.其結果として建築様式としては柱員々法が衣第に勢力を張り今後一
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j吾其傾向が強めら る L こと L 考へらる 、 叉寸法fC付ては雨様式を折表するが如き寸法が蹟く 行

はれて*1と . I3P ち桂員今法にては 6g と G 尺 3 寸が時間数Þlj ひられ、桂内法法にては 6 尺が著

しく多く 6 尺 3 寸は之に比して溢に少友きが如きは全く雨J儀式寸-法の折衷の結果であるが.寸

法も其将来は失第K様式と相侠って 6 尺 l亡統制せらる L にあらややと考へらる~ 0 

第二目 位宅間取様式及寸法の愛遜

住宅間取様式及寸法の襲j昼に劃する研究は地方的に見て興惨!とあるのみならや之をさを闘的 lë考

察 し更に之によりて将来の趨織を類推するはー居興味ある問題であ る.而して其嬰遷も古代に

於けるものと近代に於けるものとに匝別して吟味するのが便宜である。

第一類 位宅間取様式及寸法の歴史的建溢

第一 古代K於ける住宅間取様式及寸法

古代に於ける住宅は利l祉悌閣と異な り保存法が充分に諦ぜられや従って腐朽倒壊するか然ら

ざれば火災に擢 り 年代の古きものを存すること甚だ稀である 、縦令古代の建築と稿せらる L も

のも之が建築年代K至 りでは正確をj悶 し難いものも少〈主主いが、今 日迄蒐集したるもの L 内比

較的信頼し得る ものに付き調査の結果を示せば次の通りである。

(一〉群馬蹄碓氷郡板鼻町 中島敬文邸宅

(1) 建築年代

大同 2 年(昭和 7 年より 1126 年前)群馬鯨高崎市来予付に建築せられ其後木島氏の手lLì度

り治承年間 (i治承元年は昭和 7 年より 756 年前)に現在の板鼻町陀移したものとせられて

をる( 上毛及上毛人昭和 2 年 5 月 1 日第 121 披参!rの。

(2) 間取様式及寸法

往時の形態は一部を |徐き判明せざるも記録と現形とよ り想定するに約 186 坪IC達する.現

在の住宅は約折牛して 70 坪に縮め所守に模核替を行ふてをるが家の構造lま土蓋.大黒柱

等Iとよりて良く醤態を知るを得る。

柱は大黒柱 3本を有し内 2 本は径 l 尺 3 寸の 6 角柱.他の 1 本は径 1 )ミ 1 寸である.他の

住は最小 4 寸 1 分、 最多 4 寸 9 分であって古代のものにて現存する 36 本の内 30 本は棒

にして 6 本は屑柏である口

位間寸法は大鳥住 3 本のみは寸書の費化無く正確に柱良々距離 9 尺 3 寸と怠ってをる.他

の柱の存する部分は桂間距離は、 幾分宛不整でLあるが之は永年の問土墓石が異動した結果

であって'1'鳥居、敷居等の取付部及柱の傾斜具合等によりて推定せらる L 口

大黒主Eの存する 1 8 昼敷室の寸法より察するに建築常時は柱冥々寸法は G 尺 2 寸を基準と

したものと考へらる~ .I3P ち大黒柱の存ずる側は 6 尺 2 寸もの 3 聞として 18;ミ G 寸となり

正しく賓測寸法と一致する.大黒柱の存せざる側は個々の柱間距離は 6 尺 2 寸 3 分. 6 尺

3 寸. 6 尺の 3 程とたるも之が合計は 18 尺 5 寸 3分とた り 6 尺 2 寸の 3 間. 18 尺 G 寸
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と僅に 7 分の差である . ヨえに隣室の醤 15 ~塾敷部屋に付て見るに G 尺 2 寸の 2 間牛と して

15 尺 5 寸先E るべきに到して現j伏は 15 尺 5 寸 5分と友り其差僅に 5 分である 、 叉 18 昼

敷及 16 畠J散を通算すれば 6 尺 2 寸の 5 間"l'.:とすれば 34 尺 1 寸となるべき十てきj し現j伏は

34尺8 分となり其差は僅1L 2 分に過ぎ友い。

以上の如き欣況にあるカ、ら本住宅は柱員々法 6 尺 2 寸を採用せることが明白である (第 1 回

参JfH)

(二〉 静岡鯨悶カ君，11韮山村

(1) 建築年代

奮江川太郎左衛門邸宅

保元年間(保元元年は昭和 7 年より 777 年前〉に建築したものとせられてをる。

(2) 間取様式及寸法

建坪は約 190 坪にして柱は最大のもの丸材周園 6 尺 5 寸. 5 尺 5 寸 7 分 、 角材にては 9 寸

5 分1 9 寸最も太く 7-8 寸より 4-.'5寸のものに及んでをる‘間取様式は柱員々法であ

って員々 6 尺 5 寸を基準としてをる。(第 2 園参照〉

(三)静岡野、加茂郡城東村ー 金指高兵衛邸宅

(1) 建築年代

桃山時代(天正元年として昭和 7 年より 360 年前〉の建築に係はるものとせられてをる口

(2) 間取様式及寸法

建坪は約 71 坪にして柱は最大のものは 1 尺 7 寸 7 分に 1 尺 l 寸 8 分1 1 尺 2 分に 5 寸等

で之に攻ぐものは 5 寸 5-6 分角が最も多く最小は 4 寸 5 分角位である ， 間取様式は柱覧

車法であって翼々 G 尺 6 寸を基準としてをる。(第 3 園参照)

(山)稲岡牒糟屋郡新宮村大字上府 横大路家邸宅俗栴千年家

(1)傍設

人皇 50 代桓武天皇の延暦 24 年(昭和 7 年より 1127 年前〕停教大師唐よ り 腸朝の際結

中祈念して濁鈷を空中に投じ其落下せしよ也を 卜 して寺院を聞かんと花鶴潰(今の古賀潰1

K上陸して二前I 1山(立花山〉に至られけるに上府口の坪と云ふ地陀て岩;1=1二(岩屋) 源四郎

(大師より衛大路の姓を授けらる〉君主る者二刺q11 1t::撤して蹄宅するに出逢ひ始めて口 を聞き

て同人にこ紳山の様子を間給ひ?とれば此地に祭る観音を口開観音と云ふ.此日源四郎の答

には何物カ、空中より飛来りてこ利1山中は電光雷雨震動凄-まじければ獄を震し得守 、 昼しく

蹄宅する所主主りと 、 夫より大師は暫く同家に滞留せられ屡々二榊山に登りて座静せられた

れ其跡にー寺あり樹鈷寺と云ふ. 其寺の庭上に大師の座蹄石ありて今にイ下せれ市して

去って比叡山 K登り現今の寺字を開かる.家の東町飴の所岩井水あ り 大師の杖を立て掘ら

しめられたるものたりと 、 隣保汲みて用水と主主し近傍十数町の回は矯めに年々皐害の憂を

菟れ居れり。
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大師去るに臨み道案内の努を多とし横大路の姓を賜ひ修業中より自ら親しく奉記せられし

毘沙門天の尊像(丈 6-7 寸〉ー髄と震火ー陛 (上り口大黒柱傍の笥に現存す)を譲り奥

へ且つ敬へて日し毎朝岩井水と燈火を供へて敬ひ主主ば長子は必守男子にして子孫存績、

家道益々繁昌すべしと 、 源、凶郎其言を畏み常陀怒火の結へぬ様結構し昔は長 7 寸の樫木を

以て 7 ク所にさ型火せしと云ふ.若し此火紹へなば叡山に貰ひ登る可く叡山若し火を消さば

岩屋κ貰ひに来るべしと定められ、中興叡山より岩屋に貰ひ火に来り し ことありと云ふ.

岩屋にては大師の教の如く代々奉記せるに其言空しからや 43 代の今日陀及べり叉岩屋現

在の家屋は藁葺:怒るも大師滞留常時より千百有飴年の今 日迄停へ来り梁、柱等の如き飽現時

き古代の荒削り の依年古りて何材なるや判明し難きもの多く恰も黒餓の如く俗に千年家と

稿せり。

(2) 間取様式及寸法

後年に至り一部改築したのであるが現在の建坪は約 62 坪を有する、大黒柱は 5 寸 8 分に

6 寸 2分あ り飽を}日ひ歩、荒削り の健である 、 此外古代の佐と思はる L 柱 15 本あり 4 寸乃

至 5 寸 8 分角のものである 、 樹種は主として椎を川ひてをる。

柱員々距離は 6 尺 5 寸(測定の結果は G 尺 4 寸 8分と怒るも柱の制面子滑且つ正確で・ない

から 6 尺 5 寸が真賓と認めらる~ )を基準とせるもの最も多く 一部分陀 6 尺 7 寸のものを

見受くるも柱の内法及些の寸法を測定するに室によ り寸法を具にし叉同一室にでも位置に

より之を異にしてをる等の関係より考ふるに本建築は柱員々法の様式により且つ真々距離

は 6 尺 5 寸を原則とし之陀 6 尺 7 寸を併用せるものと考へらる~ o(第 4 園参照〉

(五)踊岡鯨八女郡大淵村 五僚男骨家邸宅

(1) 建築年代

五僚家は九州、11と於ける古き豪族であって一時肥後八代に移りたることあり又黒木l亡仕し叉

豊後玖珠に移ったこともあるパー四代長安が寛永 3 年 (昭和17 年 より 351 年前)大淵に居を

定むる陀至り全 〈 定著し以来は再び居を移さや今日に至ったものとせられてをるD

(2) 間取様式及寸法

建坪は約 53 坪あり桂には特別大たる大黒柱を存せないが最大のものは 5 寸 9分 fC 5 寸 4

分のもの 1 本あれ柱、 111鳥居、 敷居等は何れ も飽削にあらやセン削と稿せらる L ものであ

る口

柱の員々距離は 6 尺 5 寸 5分最も多く 之を基準と したもの L 如く考へらる h 、 昼の長は縦

6 尺 3 寸.横 3 尺 1 寸 5 分とせるもの最も多きも室により叉同一室にでも之と異なる他の

寸法の ものを混入してをる.即ち縦は 6 尺 2 寸 7 分より 6 尺 3 寸 5 分の聞に匝々としてを

り叉横も 3 尺 1 寸 3 分より 3 尺 2 寸の聞に種々の寸法があるから本建築は柱冥々法の様式

により且つ員々距離を 6 尺 5 寸 5分とせるものであると考へらる .1. 0 (第 5 園参照)
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(六〉 大分鯨東国東郡中武歳村大字吉庚

(1) 建築年代

末綱勝邸宅

永享年間 (永享元年は昭和 7 年より 504 年前)の建築に係はるものとせらる。

(2) 間取様式及寸法

111 

後年改築士曾築せる部分あれ現在の建坪は約 56 坪を有する 、柱の古きものは約 22 本を存

し大黒柱は 8 寸角其他は 5 寸角叉は 6 寸角である.飽をmひや手斧削りである ， 主要材は

樫が多い. 間Jr~様式は柱内法法であって墨の寸法は縦 6 尺 4 寸、 横 3 尺 2寸ーである。(第

6 圃参照)

(七〉 贋島牒深安郡法成寺村字上田和

( 1 ) 建築年代

門田精次邸宅

門国家は由緒古き家柄にして繭111藩主水野勝成公の時代連年農民の阜害に苦しめらる L を

憂ひ， 濯j既m溜池築成の計劃を樹て門田家の主をして之が簡に常らしめ其工事中隊成公観

察の部度門国家に立寄り休息せられたるものにして現時も其室を存し他の室に比し 5 寸高

く造られあり。

常家は最初深安郡法成寺村字牛飼の池畔(高ij記瀧i既用 i溜池)に建築せられたるものなるも

其年代不i詳である 、 其後寛永 20 年 10 月 16 日(昭和 7 年より 290 年前〉勝成公より溜

池築設の功努により同村金紳畑の地を貰ひ受け池畔の家屋を其僅金íf，r!I r.D11L移 し (池堤飲潰

を恐れ移時ぜるものなりと〉其所に居住すること約 19 年にして寛文 2 年(昭和 7 年より

271 年前〕更に現在の地に移縛したのである。

(2) 間取様式及寸法

建琳ヲ 141 坪に建し大部分往古の憧にして一部改築ぜらる、大黒住 1 本あり 1 尺角. 之に

次ぐものは生老位にして 5 寸 6 分角.其他の柱は 4寸 5分角 . 4 寸角が最も多い. 建築用

材は殆んど全部松で、あって多少杉、栂を交へてをる。

間取様式及寸法は柱内法法の 6 尺 3 寸である。(第 7 園参照)

(八〉稲岡勝嘉穂郡千手村大字千手字古屋敷 篠崎竹次郎邸宅

( 1 ) 建築年代

篠崎家は昔秋月藩の郷足軽怒りしが本家屋は元時年間(元年は昭和 7 年より 245 年前〕の

建築に係はるものとせられてをる。

(2) 間取様式及寸法

約 50 坪の建坪を有し 80 飴年前一部改築せられた.柱は松材にして 6 寸角叉I'Í 5 寸角で

ある口

間取手記tは柱員々法に則ったもの L 如〈真々 6 尺 5 寸を基準としたものである。(第 8 圃参

照)
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以上調査せる古代の住宅間取様式及寸法を再録列奉すれば

所有者 ;(1: 地 院長々法|柱内法法
建築年代 l様式寸剥様式寸法

I J{ I 尺
治承年rHJ (756~1~前) I 6. 2 0 

保元年間仁77711三前) I 6. 5 0 

が~ILJ lI寺代く360ip前) I 6. 6 0 

1 6. 50 
500 年内 9卜前? I 

|く6.70)

冗永 3 ~Il (351年前) I 6. 5 5 

, 

1fr 

中島敬文 家 I f.'下1.~11l*f，1ム氷都板ti，~mr

ïfj江川太郎左衛門家 1 1路間 l孫岡方郡進 ILJ村

金指高兵術家 1 ï狩 l司 l隊賀茂~lTí城東北す

ttli 大 路 家 1 il郎阿蘇精度刻í%fr1t・村大字上府:

五俊男爵家 | 砺|削際、八女都大ìlh1村

米 綱 勝 家 ! 大分麟東国東郡中武桜村大字吉際 1 ;永享6{l flfJ (504年前コ 1 - 16. 40 

門岡 精次家 1 !お烏跡、深安郡法成寺村宇上同病I I n永年間 (290~1ミ前 )1 ー 1 6. 3 0 

篠崎竹次郎家 ! 踊阿 l孫嘉穂郡千手村大字千手宇古 | 元隊司王問 (245 {1ミ前) I 6. 5 0 
j 足取 I ,.I L.dllõj<" -'," II.'J \.............,-'-1'J 1J ,.I I 

• 
以上 8 種の貰例中 6 種は柱員々法様式、 2 麗は柱内法法様式であるが群馬鯨及静岡鯨の間取

様式は現時桂買々法に属するカ、ら雨牒に存在する 3 邸宅の古代建築も亦同一系統i乞属すること

は想像に難くゑい.然るに他の繭岡.大分、庚島の 3 野、は現時柱内法法様式を採れるに不拘.

稲岡鯨の 3 種は柱毘々法様式によれ大分県茶、及蹟島牒の 2極は柱内法法様式によれるは頗る注

目陀値する。

次に寸法に付て見るに柱民々法様式の中では群馬牒のもの L み 6 尺 2 寸なるに他の地方・のも

のは大韓 G 尺 5 寸を基準とし柱内法法様式のものは 6 尺 3-4 寸を基準としてをる。

群馬牒碓氷郡板鼻町

中 島敬文邸宅

l 何 十 τ叶 7.8 ' -1-~μ 十 ωト

第 1 岡
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第二 住宅間取様式及寸法の古代より近代に至る鑓濯

我図上古に於ける家屋建築は綿て柱員々法様式を採れるものと推測せらる!.. .之其設計が簡

易であるためであって利i枇. fiJ)l閣が全国各地をill1じ古代より現時に至る迄其停統を櫨承し柱真

々法であるのを見ても之を推定することが出来る.柱内法法は墨及建具の関係によりて新IC工

夫ぜられたも@であることは推測に難くないが.上古盤を存せや部総様の敷物を川ひたる時代

K於ては勿論、昼を!日ふるに至つでも尚柱真々法が行lまれてをったのである。

柱内法法が新に生れた原悶を考察する t亡、主として経済上 l亡其重拙を求むるを得る様である.

桂内法法は柱員今法陀比して家屋の設計面倒なるも墨及建具の寸法が各室各家を通じて全く同

ーであって互に融通するを得経済上にも亦非常に利益であるから、経済思想の護達せる地方に

於て建築勃興時代の気運に乗じて考案ぜられたものと推定せらる !..o

裁に稿する柱内法法、柱翼々法は既越の如き理由によれ夫々京間.間合間K封して設けた

る便宜上の名稿であるが.京間.田合間の起源に付て歴史的の考察をカnへ柱内法法出現の事情

を明にする。

京間. 111舎聞の寅櫨fK付ては古来種々の設が唱へられてをるが.文皐博士喜田貞吉氏は歴史

地理第 21 各 6 就より第 22 各 6 銃(支232i 店主)まで 5 回ゆって「京間.回合聞を論じ

て令尺と曲尺との開係K及ぶ」と題し.又東洋謬欝雑誌第 36 谷第 411仕(第 451 蹴.大正 8 年

4 月〉に~ r曲尺に関する疑問J と題して本問題に閲する精細なる意見を護表せられてをるD

今右の二論文中著者の研究に開係ある部分を摘録引用すれば次の通りである口

喜間博士は京問、旧合聞の匝別.丈尺に閲して古今各種の文献を渉識しf持に朝川善庵の回園

地方起原に付て詳説し此内の諸芸誌の設に釘して批評をカJIへられてをるが

r6 尺 5 寸を京間. 6 尺を間合間とするを本館と し 6 尺 3 寸. 5 尺 8 寸は前者の饗態たるべ

L. 兎に角 6 尺 5 寸及 6 尺なる二様の法ありて之を建築に!臨用する揚合の事を考ふるに、 2 

間毎に柱を立つる間取(例之 8 塁間又は 6盤聞の長越〉をなさんには通例 4 寸角の柱をJflふ

るとして桂の中心迄 1 丈 3 尺之より 2本の柱の隔の字分自04 寸を減じて二分し 6 尺 3 寸とな

るべし後者によらば 5 尺 8 寸と君主るべきなり」

と記され更に之を兵賠的に説明し京間.国合聞の内容を明にしてをる印ち

「上方-の大工は普通昼の長を一定して之を 6 尺 3 寸と し之に柱の隔を加へて家屋の積りとな

すが故に柱の教と其幅とによりて柱の心よ'り心までを測りたる間の長に異同あれ例へば前

記の如く 8 昼間に 4 寸の柱を用ふれば 1 間 6 尺 5 寸の率と怒れども.若し 3 寸角の柱を用び

んには 1 間 6 尺 4 寸 5分となるべし仮IC 4 些牛の聞に 4 寸 5分角の柱をmふれば 6 尺 6 寸

となるべきなれ故に此揚合本来 6 尺 5 寸を京間の 1 聞となすとも便宜上柱の隔を除き墨

の長 6 尺 3 寸を以て 1 聞と云ふに至ること自然の勢f:J.. りとす、上方にて俗に 6 尺 3 寸を以て

京聞の 1 聞なりと心得るもの多きは之が嬬怒り.然るに関東の大工は遁例位の中心より中
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心迄で 1 間 6 尺の法に よりて割り出すが故IL柱の数と其幅と によりて墨の大さに異動あ わ

8 昼間に 4寸角の柱を川ふれば晶の長は 5 尺 8 寸とたれども般に 3 寸角柱を用ふれば 5 尺 8

寸 5 分となり .4.5mlの聞に 4 寸 5分角柱を!日ふれば挫の長 5 尺 7 寸とたる即ち上方の設

は一定の大さを有し何れの家何れの聞に川ふるも常に良く誼合するを法とすれども . 閥束の

墨は大さ に一定なく同一家居内 l亡ても甲の聞の愚を移し乙の聞に!日ふる能はさ・るなり ， 故陀

悶合間にてはt，~J京聞に 6 尺 5 寸と G 尺 3 寸とのこ校あるが如く 、 元 6 尺と 5 尺 8 寸との二様

の法あるべし と!illt も質際には措に G 尺のみを唱へて 5 尺お寸を測るの必要君主く随て間合間 5

尺 8 寸の語を口にすること稀なり」

の通りであるが第二項. 第二目、 第二類. 第一 . 家屋建築間取様式及寸法陀於て迷ぺたる柱内

法法及桂翼々法様式の意義と同一である。

次に京間. 間合聞の起源の項に於て喜田博士は

「京間.回合聞の質鰻陀付ては前記の如く数設紛々たりと雌ふ要するに 6 尺 5 寸を京間と

し 6 尺を 田合とすること本惜たるを疑は歩.而して秀吉の拾知は凡て京聞によ れ 徳川時代

の検地は田合間により て行lまれたることも提を容れぢる~!J .元来度地の制は大賀令の大尺

5 尺を 1 歩とすとあり 大尺 1 尺は小尺 1 尺 2寸に常り和銅 6 年 2 月改めて其の小尺を以て大

尺とし度地lて臆!日せしめた るが故K従来 5尺を以て 1 歩とせしものは該医 6 尺を以て 1 歩と

すること L なりたれども前後其質鰭に異同を生やることえEかりき。

1 1歩は後 t亡云ふ 1 間た れ之を歩と云ふは人が左右何れかの一足を地花着けて他足を先方ーに

運び更にもとの足を運びて地に措くまでの距離怒り mpち今云ふ二歩怒り〉今に於て倫 6 尺

1 間 4 方の地を歩と云ふは之に基づ く、聞とは建築物κ付て柱と柱との距離卸ち桂聞を云ふ

歳定c !J 、 此距離古代の建築物K就きでは一定なし、然るに後世 G 尺内外の距離を以て柱を置

くを普通とすること L なりてより還には聞と歩とを混用 し度地の揚合にも歩の代りに聞の様

を!日ひ 、 はては之を音読して. クンと稿すること L たり しもの L 如し。

尺度の栴としての聞の由来右の如し.然らぽー聞は卸古への一歩にして和銅後の大尺 6 尺を

以て之K宛つるを正式とすべく徳川時代に 6 尺一聞の法によりて地を度り しもの古制K合へ

りと云はざるべからすり

と断定し更に 6 尺 5 寸間たるもの L 由来叉秀吉が此 6 尺 5 寸聞を採用するに至り し理由花付て

研究の歩を進め..Lf-城京内の傍幼の匝割に}日ひ?と尺度と京外の僚Æ匝割に用ひ?と尺度との間陀

著しき相違あることを稜見し?とのである、 @pち京内浪IJ定に}日ひし尺度の 1 尺は市外僚呈の測定

に用ひし尺度の 9 寸 7 分 5 厘と主主るのである、而して斯如き結果を得?とる根桜花付き菩問↑車士

は失の如く説明ぜられてをるロ(東洋撃喜雑誌による〉

「私が 9 寸 7分 5 厘と云ふ教を得たのは国会聞の 1 聞を 6 尺とするに封して京聞の 1 間を 6

尺 5 寸とする閥係から来?とのです.間合間では 60 間卸ち 36 丈を 1 町とするのに謝して京
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聞では 40 丈を 1 町として居ります(中略〕

此の京間 40 丈 1 町といふ事は奈良京.平安京， J5至江戸の古町ゑどに於て貰地陀行はれた

許 P でなく屡々田舎の測量にも用ひられた事がありました口

「朝野辞載」所牧の堀河天皇康和 3 年の方角禁忌の勘文l亡

語岳但~ ~需ミ控醤1 附河 岸!i(腫~ヤ，-R在期的益事

住!と 1 1 回く十代主 1 1 + 同制自民く令 (~ " gj 4司 令\1 誌 ， ~)

桜!とに +gr~~ ，マ〈

tfマ< nど伊達4Eミu 翠:出 l 唱

とあるのは其の一詮です、併し本来は 40 丈 1 町と云ふことはもと京の町割にのみ用ひたもの

で、田舎の傍里は常に 36 丈を 1 町としたのでありました、そこで京間.田舎聞と云ふ名稿が

起ったのであります、京の 1 町 40 丈を 60 聞に分ちますとー聞は六尺三分のこと及る即ち回

合のー聞が六尺たるに劃して京のー聞は六尺三分の二である筈です.然るに享保に今の曲尺を

採用して以来の度りえr~見ますと悶合間 6 尺に劃して京聞は 6 尺 5 寸とあります口

此 6 尺 5 寸と云ふ教に就いては古来種々の間建った設がありま して(中 111告〉

然らぽ京間六尺三分のこであるべきものが何故に 6 尺 5 寸と云ふ事になったか之は享保政定

後の新曲尺の 1 尺が従来の 1 尺よりも延長した属で印ち左の結果が得られるのでありますD

400尺 -;.-60= c与尺 〔古尺叫る京間 1 聞の長さ〉
2 宇 .

6 ， 5尺 (新曲尺の京間 1 問)-;.- 6 ←ー(凸尺の京間 1 間)=0，975尺
3 

右の 9 寸 7 分 5厘と云ふ数は古の 1 尺を新尺で度った数でありますoJ

3えに喜岡博士は京間.田舎聞に閲する所論を結ぶに常り

「余輩は前二固にて所謂京間.田合間なるもの L 質賃及其起源に闘する管見を叙述し京聞は6

尺 5 寸を 1 聞とし間合聞は 6 尺を 1 聞とするを定法と認むべきこと . 京間は上方の影響を多

く蒙れる地方に行はれ.回合聞は江戸の勢力の多く及べる地ノケに行は る L 事買あること.豊

臣氏の検地は京聞の縄により徳川氏の検地は回合聞の竿によ りしこと、京聞は王子城、 王子安雨

京内の僚坊坪割の尺寸より来 り出合聞は市外僚里坪割の尺寸よ り ヨ反れること等を明にし結局

僚坊測定に用ひし尺度は僚里測定IcJ日ひし尺度より梢短し前者の 1 尺は後者の 9 寸 7分 5

厘に相官するが放に僚坊に基ける 1 聞は曲尺の 6 尺 5 寸、 4条塁に基ける 1 聞は曲尺の 6 尺と

友るの事宜に論及したり 」

と述べられてをる口

以と喜国博士の所設によりて京間.国合間の丈尺、内容に闘する質櫨誌に其の起源を明にす

るを得?とが，豊臣時代に於て其端を護し徳川時代fc至り急速に各地に普4及する に至ったのは.

戟閣時代の兵焚漸く格を告I}天下は平静陀蹄し、商工業も弐第fcl振盛に赴き、人口の都市集中も

漸次増加するに及び家屋の建築も之に伴ふて増加したのであるが、此建築勃興時代の策運に乗



第四章木材規格の統 一 119 

じ従来の 間合間 I亡比して 8 分強(面積にては室の種類により 1 割 6 分乃至 2 割 2 分の士宮カ1\)を

増せる G 尺 5 寸を選ぶと 同時に其貰質に於ても従来の方法と詰へ盤、 建具を互に融通するを得

経済上頗る便利である京聞を創定したものであるが、常時政治. 経済の中心?とる京都. 大阪等・

の都市に於て賞!日せられ. ;;J(で京阪地方との交通繁く且つ比較的文化の進み経済思想の蛮達せ

る近畿.中国，四国.九州地方1亡普及したものと考へらる~ . 只其普及の程度. 時期は地方に

より厚ì11J. . 遅速の差を生十-るは莞れ難い事であれ 向昔時各地l亡於て種々の賞用尺度が用びら

れてをったのであるから . 京間 . 出合間との時代が必やしも整然?とらすっ地方的に前後して を り

叉其寸法も匝守としをるのであるD

níi掲古代住宅の間取様式及寸法の事例に於て踊岡係下K於ける柱冥々法の 3 住宅及大分. 虞

島雨螺下に於ける柱内法法の 2 住宅の時代及寸法制亘今であるのは全く如上の理由に基 くもの

であるが、 幅岡鯨に於ける 3 位宅が柱員々法gp ち田合間様式に準擦せるJj:ç賓は喜田博士の所設

とをt!照 し興味ある事項である。

以上を綜合するに聞東，東北、東山地方・にてはi還に柱内法法の影響を受くるに至ら十終始柱翼

軍法を維持して今日に至九叉寸法は一時 6 尺 5 寸或は G 尺 3 寸を探則 した時代及地方があ れ

其内 6 尺 3 寸は青森脇及岩手牒方面にては近代迄持続し尚 6 尺 2 寸を用ひて を る地方もあるが

大部分は 6 尺に総始してをる。

之に到して近畿， 関西ー臆の地方は豊臣時代以降京間 6 尺 5 寸様式の強大なる影響を受け急

速に各地に惇播したが、 寸法のみは其後地方的に分訴し柱内法 G 尺 3 寸の外に 5，尺 8 寸. 6尺 .

6 尺 1 寸. 6 尺 2 寸等が行はる ~ Il:至った。

桂内法法及員々法雨様式の起源誼に其中心勢力波及の欣況は上記の通りであるが雨様式は岐

阜. 滋賀，三重， 愛知の 4鯨下 l亡於て接欄の結果既速の如き特殊の分布及寸法を呈する陀至っ

たのであるD

第二類 住宅関取様式及寸法の近代の襲遜

第一 住宅間取様式の蜜濯

住宅間取様式及寸法は徳川時代に於て全く確立せられ永く安定の時代を経過したのであ る が

明治維新後人口の増加、 産業の隆昌 、 文化の進展等各般に亙りて全く面白を一新したが住宅間

取様式及寸法に付ても徐に嬰化の徴候が現はれ地方的に又全図的に波紋を聾きつ k ある . 今明

治維新後に質現せられた蜜化の事例を示し更に之が原因を探究し進で之を綜合して将来の趨轡

に付て考察を加ふるであらう。

(1) 秋田鯨ぱi利郡本荘町地方に於ける柱内法法及同法より桂真々法に費化のiI:I\況

本;社町地方には以前より柱内法法が施行せられ其寸法は 5尺及 5 尺 8 寸の 2 種であるが柱真

員法を一般的に施行せる地方に於てー少局部 Il: j開去に内法法の行はる L は極めて興味ある事

宜であ る、 其控史的起源は不明であるが醤藩時代藩主移封の関係に基くものであ ら う。
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本荘町地方に於ける柱内法法様式及寸法は今日にては歴史的過去の遺跡?とるに止まれ既に

2-30年以前より新築. 改築に首りでは柱真々 6 尺法に鞘換しつ L あり僅K奮来の家tて柱内

法法の面影を存ーするに過ぎないのである、従って早晩内法法による家は全く影を隠し名賢共

K柱員々 6 尺法に統一せらる L ものと考へらる1. . 而して斯如く員々法に時換ぜらるI. tc至

っ?と主主主る理由は内法法施行の地域がー少局部に限定せらる L 反面には庚く周聞の地方は柱

翼々 6 尺法であり材料出来合品も亦全部之に準操せるものが供給せらる L のであるから.途

に大勢に支配せられたものと考へらる1. 0 

(2) 山形鯨山形市及酒田町地方ーに於ける柱内法法及同法より柱員々法に蟹化の耽況

山形鯨下にては山7f~市及酒田町地方のみは以前より柱内法 6 尺法が行はれ.且つ相常庚き範

固に及んで居ったが秋田!臨本m:町地方と同様興味ある事例である . 然るに現時は殆んど全部

柱翼々 6 尺法に饗化し奮態の柱内法 6 尺法を維持せるは極めて僅少で・ある口

今様式碑換の原因を探ぬるに酒田町地方は明治 27 年 10 月に大火あり金町殆んど烏有に蹄

し之が復興建築のため東京方面より多数の大工入込みたると.合:速に供給せられたる材料出

来合品の長の関係によ り 東京風即ち柱員々 G 尺法に饗更せられたのである‘只家主の希望に

よりー部従来の如〈内法 6 尺法にて再築せるものあるも其数極めて少なく現時にては新築は

全部員々 6 尺法によってをる。

山形市に於ても明治 44 年 5 月 に大火あり其後大正 5 年 9， 10 月 |て渉り山形軒、主催奥現聯合

共進合ありたるが、大火の復興並に共土佐倉陀闘する建築の矯め東京方面より多数の大工入込

み柱真々 6尺法の建築を鋳すを見?とる地方大工は其方法の便利怠るを矢口り之を真似たると、急:

謹に供給せられたる材料出来合品が全部員々 6尺法に準援せるものであったのと相侠って念

速度に柱員今6尺法が普及し、 今 日 にては在来の古き住宅叉は特別注文のものに僅に内法行尺

法の面影を践すに止まり殆ん r全部柱員々 6尺法に統制ぜられたものと考ふることが出来る。

(3) 栃木鯨に於ける柱内法法及同法より柱翼々法K蟹化の欣況

栃木鯨に於ては往時都邑を遁じ柱内法法によるもの相首康範固に及んで居ったもの L 如く考

へらる L が、約 2-30 年前より柱翼々の尺法t亡時換の経路を辿り今日にては一部豪家に僅に

柱内法 6 ，R:法の面影を残すのみである.栃木鯨に於けると~i式及寸法韓換の事情は山形，鯨及秋

田鯨tて於けるが如く一二都市の少匝域に限定せられたものでなく又大火災其他の特産の事由

に基くものでもない賢く牒下に散布せられたもの L 様式が自然的に費更せられたものであ

るが畢党問螺の大部分は柱員々 6 尺法桜式であり且つ他服及牒内より供給ぜらる L 材料出来

合品の寸法も柏、て之に準嬢せるものであった L め、還に大勢に座せられ次第に柱員々 6 尺

法に1等化せるものである.本鯨も秋田， 山形雨照下 i亡於けるものと同様早晩柱内法法様式は

全く根絶し柱翼々 6 尺法に完全K統一せらる L であらう。

(4) 大阪.和歌山 . 111 口. 縮問、大分の諸府牒に於ける柱内法法地域内に柱真々法
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出現のj伏況

此等諸府鯨は柱内法法様式IL統制せられ然も極めて安定してをつ?と地方であるが、~時都市

及郊外に於て年々多少宛柱真守法様式の住宅が建設ぜられ.然かも之が原因に鑑み将来ー居

其傾向が助長せらる L 様推定せら る L のは住宅間取様式費謹上最も興味深き問題である、今

様式騨換の原l却を探究するに

1. 都市IL於ては近年家屋調筏し叉地恒昂上ぜる儒め充分l亡敷地を得る事が困難となったか

ら建坪及建築費を節約する筑柱良守法を採用するに至ったのである、和歌山鯨に於ては新

宮町其他の町村に於てさへ如上の理由によりて民十法が貰施せられたのである、而して何

れの府鯨にでも員々法様式によ るものは主として貸家或は請負普請に属するものであるD

2. 柱内法法様式の特徴は墨及建具が各家.各室同一寸法であり 互に融通し得る勤陀ある。

以前は之を利用し貸家にありでは晶及建具は借主の負婚とし、借主は斡#之を持ち運びた

るものであるが、 其後j輔さえ此風習減少し今日 lてでは殆んど其跡を断ったのであるから、柱

内法法の特徴は著しく減殺せられ皐に其里占より見る時は住民々法と何等の匝別を有せない

のであるO

3. 大都市及郊外に於ける洋風の文化住宅にして昼を!日ひざるか、或は之を極度陀少くした

ものは耳立て柱内法法に準撰する要を認めないため桂翼々法によるものが多い。

4. 柱真々法様式は間取設計が簡便であり叉自由であるカ、ら之に習熟したもの或は之が利便

を経験した者は土地の風習上多少の不便を感やるも柱真骨法様式を採用するのである。

大臆以上の如き原因によりて柱内法法様式の地方ï亡柱員々法様式が新K施行せらる L のであ

るが、斯如き現象は如上の原悶に鑑みる時は必やしも前掲の五府鯨に止まらや他の府鯨にでも

若干宛存在するものと信ぜらるD

(5) 岐阜鯨K於ける柱員々法の増加l

岐阜服は既越の如く柱員々法と柱内法法の雨系統が軒、下各地方を通じて混交散布せられて を

る唯一の地方であるが， 斯如き地方の住民は他に比して最も良〈雨様式の特徴を熟知しをる

諜である . ~li時柱員々法が徐々に増加l しつ L あり特に飛騨地方陀て其傾向が著しい. 査し同

地方は元来が良々法の方・内法法に比して多く且つ内法法 5 尺 8 寸と翼々法 6 尺とは材料出来

合IR1 としての寸法に近似融通性を有するのも其一因であると考へらる L 、而して買ー々法に縛

換の方法は住宅金部に;fjして翼々法を、適用するものと同一位宅の内容間及次聞を内法法とな

し其他の部屋に員々法を施行するものとがあるが雨者相侠って露骨法は漸増しつ L ある。

(6) 朝鮮に於ける柱員々法の増加1

朝鮮に於ける様式の饗涯は既速の如く最初lま相営 IL:内法法が多かったのであるが. 今 日 にて

は其地位を蹴倒し大部分員々法に轄換したのである、将来益々此傾向は助長せられ還には翼

々法l乞統制ぜらる L も のと考へらる L 。
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様式の饗遷銃に其原因に付て上記の諸事例を綜合玩味する時は之によりて将来に於ける様式

費j墨の趨織を鵬け乍察知し得るであらう即ち

1. 様式の碑換は何れも内法法より翼々法に持やるもの L みであって之と反封の事例は全く

存せない. 此黙は住宅間駁J儀式の将来の大勢を判断するに常り重要怠る事項である 。

2. 大阪、和歌山‘ ilJ 口、 問問 、 大分諸府鯨に於ける内法法地域内に畏々法の出現ぜるは最 、

も奥味ある現象であって . 今後他の府鯨』ても波及し第一清手と して都市の住宅に漸衣普及

ずるものと推察せられ将来に劃する一大暗示を奥ふるもの L 様である。

3. 秋旧鯨本荘町及栃木廊下に於ける内法法より員キ法に特換の司王rÚは主として材料出来合

品寸法の彰響で・あるが様式及寸法の嬰化に11 し最も考慮すべき事項である . 査し様式及寸

法の愛更と材料出来合品の長は互に因果関係を有し何れを問、何れを果と断定することは

至難で・あるが. 何れかと云へば材料出来合品の長を定め然る後住宅間取様式及寸法を之k

i皇従せしむる方可能性多きものと考へらる~ � 

4. I岐阜鯨に於ける長々法の増加は異キ法及内法法併立の地域陀於ける好事例であるが雨様

式の寸法に協調関!適性を有せしことも亦員々法士宮カI1 f亡拠って力がある 、 三重‘ 愛知 . 滋賀

及朝鮮の如く雨様式併立し叉極々の寸法主有する地方. f-C於ては将来他に比してー居速に員

々法に轄換すべき素質を有するものと考ふる。

第二 住宅間取寸法の饗選

( 1 ) 青森. 岩手、山形(米津. 新庄地方). 幅島 4 鯨に於ける柱員々法 6 尺 3 寸.栃木.

山形(同前〉雨鯨に於ける民々法 6 尺 2 寸が何れも民々法 6 尺に嬰化せる j伏況。

従来此等の諸鯨には民々法 6 尺 3 寸叉は 6 尺 2 寸の寸法が~:目等院範囲に或は局部的に行はれ

てをったのであるが明治中葉の頃より寸法の饗化が起り新築、 改築或は火災の復膏等の揚合は

何れも之を真骨法 6 尺 f-C i蟹更しつ L ある.従って 6 尺 3 寸或は 6 尺 2 寸は何れも古き住宅にの

み見受けらる L もので僅に昔ユ日の面影を止めて居るに過ぎない . ilJ '71手鯨では最早大部分は 6 尺

に統一せられ青森. 岩手雨鯨にて尚相賞多数醤来の寸法を残存してをるが早晩 6 尺K統一せら

. る L ものと考へらる L 、而して斯如き寸法の費化は，幌内及他螺より供給せらる L 材料出来合品

が殆んど全部員々法 6 尺系統のものに屈するためである口

(2) 柱冥々法と柱内法法と併立せる地方に於ける寸法の蟹化

明確に寸法の費化を見たのは前項諸鯨のみであるが今後寸法の襲化を期待し得るのは雨様式

併立の地方である。

今i岐阜. 愛知， 滋賀、 三重 4 照に於ける様式及寸法の数量的分布のj伏況を見るに

地 方 長々法寸法 内法法寸法

岐 阜 j採
〈主〕

〈高1))

尺
6. 0 
6. 2) 
6. 4f 

80%, ) 
ト 30 %，20%, [ 

(主〉

(副〉

尺
o
s

a
U
E
υ
 

95.5%'1 
f 70 %, 

4.5ラ6 '
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地 方 長々法寸法 内法法寸 法

尺 6 . 尺0 愛 女日 WJ¥ 仁主〉 6. 0 100%}40% (主〕 100%} 60% 

〈主〉 6. 3 (主〉 6. 3 
20% 

滋 賀 勝 〈主〉 6. 5 48.7% r 80% (副〉 6. 0 30% 

(副〉 6. 0 1.3% 

(主〕 6. 0 (主コ 6. 1 74% ~ 
94% 

も%
重 見系 (副〉 6. 3 26% 

〈副〕 6. 3 10% 
6. 5 

4)慌を通じて(1 )主主主る寸法は真守法及内法法共に略同一であり (2)副?とる寸法は様式を異にす

るに従ぴ其寸法を異にするが，之を綜合する時は室の面積及寸法は雨者lij普近似することを知る

ことが出来る.而して何れの揚合Iとても雨様式の接簡地帯として歩み寄りの結果を示したもの

であり特に副たる寸法は様式及寸法に移動性の多きを思はしめ.飛騨地方'1亡於ける員守法の士宮

カIlの如き其好事例である又主たる寸法の雨段式一致は将来十亡於ける様式の統ーを思はしむるも

ので、ある白

(3) 朝鮮に於ける員キ法 6 尺の士宮カ11

朝鮮に於ける雨様式及寸法のf芥立は岐阜鯨と略趣を同ふし、然かも従来の経過より見る時は

極めて移動性が強いのであるが、今後も之を槽積し漸弐真々法 6 尺に統一せらる L 可能性が多

いと考ふる。

寸法の饗謹及其原悶に付て上記諸事例を綜合する時は弐の如き事項が推知せられ、 向様式の

将来に於ける趨割に封してい之と同様の視察を懐かしむるものがある帥ち

1. 出来合品の長は様式の嬰更を促がすと同時に寸法の費化を飴儀主主くせしむるものである 。

2. 雨様式及寸法併立の地方は移動性に宮み然かも員守法6尺K轄換すべき素質を有してをる。

第三目 住宅以外の建築の間取様式及寸法

前二自 に述べた間取様式及寸法は住宅に付てであるが本自に於ては住宅以外の官公署. 撃校、

事務所、倉庫、工揚等tて付て述べる口此等の家屋は翼々法施行の地方・のみ友らや内法法施行の地

域にでも棉て員々法を採用し其寸法は G 尺に統一せられてをるのである。市f!l枇悌閣は員キ法に

よるも其標準寸法は極今の寸法が用びられ且つ出来合品を使用すること極めて僅少で、あるか ら

裁には之を省くこと L する。又官公街附属の官公住宅は大部分員々法 6 尺を採用 してをる.従

ってE互に住宅のみより見る時は前二自に之を編入し同時に内法法弛行の府牒は全部員々法と併

立と看倣し得るのであるが.前二自にては民家に重きを置きたると官公住宅は其数量僅少で、あ

るか ら之を省いたのであるD 住宅以外の家屋が殆んど全部員々法 6 尺を採用せる事貰は位宅の
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間取様式及寸法と封立的に考慮し更に之等双方に使用する木材呉物の数量的関係を考察する時

は非常に興味ある問題となるのである。

住宅以外の家屋の様式及寸法が以上の如く最も簡草なるカ法l亡定められたのは.斯如き建築

は主として建築技術者の設計に係はるものであって大工は草花其設計l亡従って工事を行ふ lて過

ぎや. ~佐つ丈地方的の慣習にお11はる L ことなく最も簡翠主主る虞々法 G 尺を採用するに至ったの

である、倫本様式及寸法を川ふる他の理由としては墨を j日ふること殆んど無く之を考慮するの

要が主主力、ったことも数へらる L が.此等建築の一部或は附属家屋iて盤を 1日ふるものがあっても，

其大部分は矢張り真骨法 6 尺を採用してをる賄より考ふる時は挫の有無は大友る理由とはなり

得え泣いのである"

住宅以外の家屋の様式及寸法の将来も依然として従来のカ主十を持統するものと確信する。

第 四目 建築材料より見?とる全家屋に謝する柱民々法及柱内法法様式挫 l亡寸法の割合

住宅及住宅以外の家屋邸ち全部の家屋に封する様式及寸法は前諸目にて明にしたが住宅の教

室は般に世帯設を、適用して之を類推するを得たるい住宅以外の家屋は住宅と建坪に於て大な

る差異あるのみ主主らや椋数，建坪等数量的l亡様式及寸法の割合を兵閥的に現はすことが出来な

いので、ある。

韓民帝国森林舎にて北海道及内地府鯨の木材需給欣況を調子Eしたる際，建築用材i亡付ては普

通家屋と特産家屋とに分類し夫々之に使用したる木材数量を調奈したのであるカ、ら、其結果を

参照して線建築物陀付き雨様式及寸法の分類を其材料?とる木材の材結を以て具程的 IC示すこと

を得るのである口

帝困森林舎の調査は大正 8 年に於て普通家屋及特種家屋の新築. 再築. 修繕. 増築等tて使用

したる木材の材積を北海道及内地各府軒、全般に渉 りて精査したものであっても普通家屋は大韓

住宅.特種家屋は住宅以外の各種の建築物を示すもので其内容は略本論文と一致してをる、向

材料内には建具材をも包含して調査したのである。

本調査によれば建築用材の需要量は

普通家屋 16，483，908石 但し丸太材積

特種家屋 5，397，625石 但し製材材積

であるが、普通家屋に付ては使用せる製材を全部丸太材積!と換算した数字を用ひ.特種家屋は製

材材積を以て示しであるから之を同一標準と して比較する矯め丸太ki討する製材の歩止を 75

%(特種家屋の内でも丸太の依使用するものも若干存するカ、ら歩止を若干加減した〉と概算すれ

普 通 家屋 16.483，908石 丸太材積

特種家屋 7，196，833石 同

計 23，680，741石岡

ば位宅の一世帯毎の建坪，木材の使用紙況等は地方及世帯の種類 iとよりて千差高別であるが
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地方的IC之が匝別を詳にするこ と は到底不可能で・あり且つ大量観察としては大小相殺の結果を

生歩るものと看倣して差支ないと考へらる L 。依って北海道及内地府鯨を遇じたる世帯主主より

見たる柱員今法 47.82%，柱内法法 52.18 %の比率を泊!日して雨様式に使用したる木材数量を

算定し、更に特種家屋はさを部員今法に準撰するもの反れば之を員々法の部類K鹿ぜしめ雨者を

綜合すれば家屋全鵠と しての雨様式の割合を算定し得るのであるロ

木材使用 量 | 柱良々法に踊 | 柱内法法に鴎 | 
するもの するもの ~lfi 考

=~I号 遜 話ミ 尽 16 ，483 ，908石 7 ，882 ， 60珂 | 8 ， 601 ，303石 純良法々法法 47.82% 

7 ， 196，町 |
柱内法 52.18~~

キ島 手主 * 犀
7 ， 196 ， 833石 校長々法 100.0%

言十 15，079，438石 8 ，601 ， 303石

100.0% 63.68% 36.:::2% 

印ち木材使!日量より見るときは全家屋を通じ住民々法に依るもの約 64 %，柱l司法法による

もの約 36 _%を示し.世帯数より見?とる住宅のみの揚合の比率と著しく趣を異にし雨様式は地

位を全く顛倒する こ と L なったのである。

殖民地を併せたる全家屋を通じての雨様式の割合はー居柱真今法によるも の L 比率を高むる

こと~t;r_るのであるが植民地に於ける建築材使用量の資料を歓如してをるカ、ら之を省くこ と L

した。

以上は翠IC民々法及内法法の雨様式に依りて分類したる家屋に付て其の使用せる木材の材積

を示したるに過ぎないが、材料たる木材其物より考察する時は更に一歩を進むることが肝要で、

ある、卸ち民々法及内法法共に各其内に種守の寸法を存し之に臆じて夫々木材の基準の長を具

にするのであるから出来合品の長 I亡l産じたる分類を行はなければならぬ。

今良守法IC付て見るに同法にては 5 尺 8 寸、 6 尺， 6 尺 2 寸， G 尺 3 寸， 6 尺 5 寸及 6 尺 6

寸の 6 腫を存ーするい其内円尺に属するものは 92，65% に常り然かも既越の如く新K建築せら

る L ものは全部 6 尺法を掠川しつ L あり.早晩 6 尺に統一せらる L も のであるあるカ、ら良々法

によ る住宅及住宅以外の家屋は全部之を G 尺と看倣して差支へない口

内法法に属するものは 5 尺、 5 尺 8 寸， 6 尺， 6 尺 1 寸及 6 尺 3 寸の 5 極であるが.其寸法

の如何によりては之に使川する木材 C長)は真寺法 6 尺様式の もの を以て代日!すーること を得る

揚合と然らぎる揚合とがある。

内法法寸法の内 5 尺のものは真寺法 6 尺ものにて之を充常し得るが.内 法法 5 尺 8 寸のもの

は柱を 3 寸角と すれば露骨寸法は G 尺 1 寸と友九柱を 4寸とすれば 6 尺 2 寸と主主り 6 尺に比

して 1-2寸の超過を示すのである.建築上の使用揚所によりでは 6 尺材を以て之に代用し得る

こと ある も綿ての場合露骨法 6 尺段式に属する 1 問材、 2 問材等を全部代!日せしむることは不

可能であり精々其年1訟を目迭と し得るに過ぎないのである . 今内法法 5 尺と 5 尺 8 寸K屈する
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ものの~数を加算するときは世帯数は 158，637 と左り内法法全惜の2.39%、 J)t々法及内法法雨

様式合計の 1.25% に相営し之を前掲の表陀よりて材訪にて示せば 205，151石と怒る。

材料?とる木材其物より考察するに賞りでは前記の揚合の外向二三の揚合を考慮ぜなければな

らぬ。家屋の建築に首りて使用個所の如何によりでは木材を任意の長に切断して使!日すること

が多々あるが，此場合に用ふる出来合木材の長は必やしも其の建築様式及寸法K誼合した棋準

のものを!日ふる必要がたいのである 、 従って内法法様式の何れの寸-法の建築 lと劃しでも良守法

6 尺系統K屈する木材を代Jfl し得るのである，而して斯如き種類の木材は全植の接割l亡れ]常す

るやを計算するに正確なる数字を得難いが種々の揚合を綜合して大館10%位と看倣して大差が

たいと考ふる口ヨたに建築材以タj .の用途の木材K手j て考ふる i亡 、 此内規材として使!日せらる L も

の L 内主なるものを掲れぽ. 大正 8 年帝国森林舎調夜、本邦林産物需給調査書陀よる l之包装箱

m材(針葉樹製品材積) 1 ，697，338石. 土木橋梁用材(同上) 323，750石.農兵!日材(同上) 124,2 

05 石、 家庭恭兵用材(同上) 386，950石.合計. 2，532，2.J 3 石に上る.而して此内最初より其目的

の矯め製材し一般市揚に出でぢるものと ， 一度普通の出来合品として市揚に出で然後夫々の目

的に工作使用せらる L ものとがあるが雨者各相牛ばするものと建視するを得る、而して此等の

m塗に供せらる L 木材は必宇しも建築材の長fCi\主嫁するを要 し主主いのであって其大部分は良々

法 G 尺系統K属する木材にて代!日し得るのである，前掲 2，532， 243 石は製品の材積であるが製

材歩止を 70 %と し之を丸太材積K換算し其牟教を求むれば 1 ，808，746石となる口

以上を綜合し柱良々法 6 尺様式IL1適合せる木材を使用し得るものと然らざるものとに数字的

に匝分表示すれば次の如くである。

建築其他の用途を通じ住民々法 6 尺様式t亡、適合せる木材を使用し得るもの

と然らさ、るものとの比較表

! 村長々法 6 尺
粧!n 々法 6 尺様式に趨合ぜる木材を使用し~~:るもの 様に迎合ぜ

1 る木材を佼川
しf号ざるもの

手重 類 総計 内 法 ?長 内 法 法

6 尺も の 5尺及5
使用個所に ι

り代用( し符る 5 尺&5尺8寸に
尺8 寸

もの 内法5尺法8 鉄鴎するものふやに踊する に属す の内5尺 、
小言，.

Z立共他の寸法
もの るもの 寸以外のもの のもの込 90%の !l三童文

の10%)
石 尺 石

8寸。利。 1 剛3お信1 

石

?正証E 家庭 16,483,908 7,882,605 205,151 8,906,856 7,577,052 

特結家屋 7,196,833 7,196,833 

819,100 1,024,251 

7,196,"833 

小 言「 23,680,741 15,079,438 205,151 16,103,689 7,577,052 

百分率 100% 63.67% 0.87% 3.46% 4.33% 68.0% 32.0% 
建築以外に
I円ひらる L 1,808,746 1,808,746 
主なる製材
の 'l~数
総 言十 25,489,487 17,912,435 7,577,052 

百分 lt~ 100% 70.27% 29.73% 

官ìIì考 . 本表の1&手:は北海道&内地府l採に j渇するもの与 みでるる。
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gp ち家屋の建築のみに付て見れば民々法 G 尺様式t亡、適合ぜる木材を佼1日し得るものは全轄の

68，96'，然 らざるもの 32 %に営 h更に建築以外ICJ日ひらる L 主怒る説材の一部を之に加算する

時は前者約 70%、後者約 30% 1亡相常し.会出来合品より綜合観察する時は其の大部分のものを

冥々法。尺様式に泊する寸法(長〉と たすも需要の大部分を満足せしめ得ることを知るであらう口

第五日 位宅間取材:式及寸法の統一

製粉出来合!日のー長の統ーと竹:宅間取様式R寸'法の統ーとは互に因果関係を有してを h 之が

統ーをm1するに常り何れを先lこし何れを後lこすべきやは一概に断定することを得す、各般の事

情を綜合して定めたければ怒らぬが之が質現方法は別とし.兎に角出来合品の長の続ーを園る

矯めには是非共tlニ宅間取様式及寸法の統ーを行はたければたらたいのである。果して様式及寸

法の統ーを質現するの可能性があるや否や‘叉統一し得るとして如何なる様式及寸法に統一す

べきやは慎重たる考慮を抑はなければならぬ問題である。

第一類、柱毘キ法 6 尺様式、柱内法法 G 尺 3 寸Hi式及柱員々法 2米按式の特徴

住宅間取様式及寸法の統一l亡付て先づ考へらる L も のは柱真守法及柱内法法雨系統の代表者

である民々 6 尺法と内法 6 尺 3 寸法の二者・であるのは首然の理であるが‘教に新提案として柱

員々 2米法が一臆考へらる L のであるカ、ら此等三様式に付て特徴を比較研究することにする D

第一 建坪.室其他部分の面積の比較

様式及寸法の相異により建坪、内部の各室其他の部分の面積.墨の大 さ等を異にするが三様

式に付て之が比較を示せば弐の諸表の如くである 3

三様式建I平、室及塁の商店比較

室
主
白の杭キ

品
、

v
s

」
寸

及式宰ハ
49

, 

の 十 室の!H 々寸法及|
面I 干ft

れ .!þt: 々 l キt JTI;々
寸法 | 岡松

主の内法寸法及
而積

設の大さ及枚数

杭内法 柱内法 1
寸法 而税 控の長と幅&..枚数

位長々

6 尺法

キt4寸角 3 l'士

I! 

H 

11 

柱内法 | 柱 4 寸角

6 尺 3 寸法

H 

/γ 

‘ 
I! 

柱良々 | 粍 12 糎 し:

種 類

I! 

| 尺 尺 | 平方尺 ! I{ R 1 平芳尺尺 尺
3 挫 i 6.0x9 ・o I 54.0 6 ・6x8・ 6 I 48.16

1 
5.6 x 2・867

4. 5品 I 9.0 x 9.0 1 81.0. 8.6 x 8.6 1 73.96 5.733 x 2.SG7 

1"¥ (¥_.10(¥1 11"¥(')(¥1 n ,. ， ~.. I r¥r.'-1"15.S x2.S67 
6 盛 1 9.0 x 12.0, 108.0 8.6 x 11.61 99.76 1 v.V ',,_,vl ~ vv ， v l v.v ~ ~ "vl vv.. v, 5.733 x !!.9 

8 昼 12.0x 12.0; 144.0, 11.6 x 11.6 134.56 5.8 x 2.9 

1 111  1 5 ・ 8 x2.9 
10 昼 12.0x15.0. 180.0 11.6x 14.6. 169.36 ~.~ ^ 'VV'V

1 

~"V" ",v

1 

, vv , vv
1 
5.8 x 3.0 

3 .~事 I 6.7x9.85. 65.995 6.3x9.45 59.535 6.3 x3.15 

I 
4・四 1 9 . 85X附! 97 問1 9.45 x 9.45i 89.3附 ρ グ

6 恐 I 9,85 x 13.0; 128 ‘ 059 .45x12.6: 119.07 . 汐グ

8 控 I 13.0x刈 1吋山x以附6! ゲ ρ 
10 盈 1 13.0x16.15 : 209.95:12.6x15.751 198.451 I! ρ 

~ &1! I 6.6x9.9 I 65.346.2C!x9.504; 58.ge316.204x3. 1 I vv , v,(,__,,,,,,,v_1 vv , vvvl 

'1 

11 

Jケ

11 

ー，

/γ 

11 

4.5t:lc 

4 ;j主:
2 枚

8 枚

8 ;j主
2 枚:

3 ;j女

4.5 枚

6 枚

8 枚

10 枚

3 ;j文
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室ゆ寸法及 |室の内法τj
面積商税

思の大き及枚数 F 

牧民々 | ゅ l 校内達 | 吋 |寸法商積寸 商
忍の長主幅&枚数

円 \._ù 、!~ . 4. M， I 尺尺 I 9平8.019.5C4x9.5041 90平.3S2尺6 
R 尺

2 米法 [ 八民間r -tl，旬 、 4. 5~~ 1 9.9x9.91 98.019.5C4x9.5041 9 6.336x3.168 4.5:1文

ゲグ 1 A 旧 1 9.9 x 13.21 1 30.68 ~ 9.504x 12.8C4 ~ 121.689 6 .402 メ 3.168 6 枚
6.336 x3.201 

ググ ， 8 !゚ 1 13.2x 13.21 174.2{12.804X12.804: 163.942 6.402 x 3.201 8 枚

ググ I 10 !& 1 13.2x 16.51 217.80)2.8C4X16.lC4: 206.196 6.402x3.201 1 0t文
6.402 x3.3 

6.204x3.168 2 枚
法(~~の盟主 l 

6.204 x 3.168 3 枚:同山グ 1 3 投 1 66 X99 山 2C4x 9.504' 58.963 
もの | 

グ ゲ i 4. 5必山9.9 1 98.0 1則X附41 90.326 6.336x3.168 4.5枚

1/ H 
I 6 

円
9.9 x 1 3 .2 130.68 9.504 x 12.804 121.689 

6.402 x 3.168 4 枚
6.336 x 3.201 2 枚

// ノγ 恐 : 13.2 x 13.2 174.24酬X附4i 163 仰 6.4似 3.201 8 枚

備考 ， tl:長々 2 米i去の内設の数を減じれるものは性民々 6;ミ法によるものと主g町並に室の面積を時

同ーなら しむる 1: め投の数を 3 必を 2~ 1 こ、 4 必 '1三を 3 設に ， 6 ~笠を 4 控に ， 8 設を 6 必に

10 昼を 8 ~に i減じれ る ものである。

ヨたに桂民々 6 尺法を基準として他の二様式の室の面積比率を示せば

柱真今 61ミ法を基準と したる他の二様式の室の面積比較

院長々 I 牧内各 ~ I 村長々 I校長々 2米法! 粧良々 I 村内法~ I 純良々件k七e良tの 々 2 米法
6 )ミ法尺 3 寸法 2 米法(必の数を減少)1 6 f~法尺3寸法 Z 米法 数を減少:

3 E主
平

54常.尺
0 65.

平

99方5
尺 6平5方R.34 2 ~ 4

平

3方.5R6 80.66 

4. 5 挫 81.0 97.0225 98.01 3~ 65.34 80.66 

6 !þ1も 108.0 128.05 130.68 4. 5盤 98.01 90.75 , 
8 盛i 144.0 169.0 l m 竹山・0 90.75 

1 0 必 180.0 209.95 217.801 8 必\ 174.24 1001 116.63
1 

121.0 96.80 

部ち柱内法 6 尺 3 寸法にては 3~皇の室は 22.21 %丈け桂寛々 6 尺法に比して面積大であるが

室の昼数増加するに従ひ雨者は~)，腕次接近して来る.桂民々 2米法にては各室共常に 21 ~ぢ丈け

面積が大と怒る . 柱民々 2米法にして昼の数を減す= るものにありては 3 畠及 4盈牛は 19.34 %

丈け面積縮少するも室の大となるに及び雨者の面積接近し或大さの主主に至れば反堂t fc柱買ーキ 2

米法の方却って面積が大となる。

以上は室の個々に付ての面積の比較であるが室の外.押入. 床問、 便所. 廊下等を綜合した

一個の住宅l亡付て全般を比l院すれば各様式の特徴をー居明瞭陀ずることが出来る 、 一個の住宅
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を綿建坪によりて (1 [1) 30坪内外. (乙) 25 :f::平内外. (丙) 15 坪内外の 3 種類に大別し各種類

別 11:前記三様式の家屋を設計ーしたのであるが間取の配置は努めて同一ならしむること L し?と .

只内法法と翼々法とは細部に於て僅少の差異を来し.柱1Z 今 2米法にして盈のi訟を減じたもの

は桂買ー々 6 尺法と室割の7{た況を多少異にするものがあるが大勢には影響を認め泣い.斯くして

f-P. 乙.丙 3 桓類の住宅に付き墨及之に準やる室。 便所， 押入 . 床間o 玄関土問. 勝手. 浴室。

廊下 . 権側の 4 部分IC匝分して其面積を比較すれば次の通りである。

住宅の建坪の大小，各担保式による内容各部面積比校

:mJ~; 杭員々 牧内法 6 尺 3 寸法 純良 々 2 米法 I 粍(昼の反放を々減?2 る米もの法) 6 ;;ミ法
内部の区分

程度 |官即時I �� ttt Iゆ 6 尺法面積商 22t に到する:1fT減 商 ftt 到する槍減 E 智t也 に到する 1曾減

&~及之に準ず 17時.25 20時.4448 3.194811 20坪.8725 (+) 3.6225 16押.0325 (-) 1.2175 
る室 制 18.58% C+J 21% •-J 7.05% 

便所、押入、床 2.50 3.0615 
ぐ十) 0.5615 3.025 

(-H 0.525 2.7225 C-ト》 0.2225 
f1fJ 制 22.46% C+J 21% C+J 8.9% 

甲
玄関土問. J.路 3.50 4.2526 

帥 0.7526 4.235 C+J 0.735 4.235 
〈十J 0.735 

手、浴室 制 21.5 % 毎+合 21% <+) 21% 

廊下、縁側 6.00 6.9853 0.9858 1 726 C+J 1.26 
5.7475 

(-) 0.2525 
制 16.43% C+J 21% 台サ 4.21 ~百

言十 29.25 34.7447 5.4947 35.3925 C+l 6'~~:~ 1 28.7375 0.5125 
附 18 .79% 1 <-<ト2 21%[ _v"v ,vl (-) 1.75% 

必及之に i手す、 13.0 15.4747 制 2.4747
15.73 

C+J 2.73 12.10 ←4ヲ 0.90 
る室 制 19.03% εt-J 21% •> 6.92% 

使所、押入、床 4.5 5.4194 
帥 0.9194

5.445 
C+J 0.945 4.235 〈ーーヲ 0.265 

問 C+J 20.43% (+) 21% t-) 5.Sﾐ% 

乙
玄関土問、勝 2.5 2.9335 

〈十) 0.4335 
3.025 

C+) 0.525 3.025 
C+) 0.525 

手.浴室 帥 17.34~，; C+) 21% C+) 21% 

廊下、橡側 3.0 3.6478 
C+) 0.6478 

3.63 
ぞt-J 0.63 

3.63 
6十》 0.63 

制 21.59% c→ぅ 21% モ十3 21% 

言「 23.00 27.4754 
C+) 4.4754 

27.83 C+) 4.835 22.9ﾐ 
←回〉 0.01 

制 19.46% C+) 21% うト今 0.05% 

昼及之にi手? E+J 1.4214 8.7725 
(~ゆ 1.5225 7.26 

モ4ト》 0.01 
る室 モ+J 19.6;6 モ+J 21%1 C+J 0.05% 

便所、;J"1j1入、床 2.50 3.0801 制 0.5801
3.025 

じ+J 0.525 3.025 
(+;> 0.525 

間 的 12.85% C+J 21μ モl-J 日1%

丙
玄関土問、勝 2.00 2.4567 制 0.4567

2.420 
(+J 0.42i 2.42 

〈十》 0.42 
手.浴室 制 22.84% Cサd 21μ C+J 21% 

廊下、橡側 2.00 2.4381 制 0.4381
2.420 

ε十》 0.42 2.1175 
6帥 0.1175 

同 21.91% C+J 21μ C+J 5.88μ 

13.751 16.6463 剖 2.8963 16.6375 2.~~~~; 14.8225 1.0725 
| 制 2川% 削 21% 削 7.8%

備考、1. 杭はBZb2 米法にては 12 糠角.其他は 4寸角 と して計算し t: 。
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2. Eさの西日位は I Jl lifiは 10 !~~ 1 , 8 必 1 、 6 å也 1 ， 4 必'ド 1 、 3 恐 2，タト l こ玄闘土r:u 、勝手、

部室 、 似所. 廊下‘ 様側 、 判I入、体r:tJ等 . 乙経は 8 必 1 ， 6 必 2 ， 3 投 2 . 外 l:;支凶土

問、 )J幸手.似rfr ， 様側、抑入、リミ r:目立芋 B 内純は 6 必 1 ， 4 !出'ド 1 ， 4 控 1，外に玄関土

I1fJ、勝手， 1近所 . 様側. ~ql入、バミ nu等 〈牧民々 2 米様式にて!E!の数を減少ぜる L のは FP

8 Æ; l ， 6 Æ; 1 、 4 必干 し 3 tf'i:. 2, 2 ﾆ; 1 ， 乙は G 虫色 1 ， 4 !l生 '1三 2 ，. 3 ~~ 1 ，丙は 4 ，\生

牛 2 ， 3 必 1 ， )

前表陀よ りて各種段式による 内容各部面積の比較、特徴の大勢を察知するを得るが. 建坪の大

小によ る特異性によりて若干様式の特徴を殻揮せしむるを妨ぐる嫌があるカ、ら建坪の程度中.

乙羽丙の 3種類を綜合して一勝手干様式の特徴を明瞭ならしむるため次表を作製したのであ る。

住宅の建坪の大小を綜合したる揚合 1"[於ける各Bi:様式による 内容各部面積比較

| 必及川 l MJ仇 | 玄|制土 11日 ! ?る笠 床 1 111 | 勝手、 浴室廊下、縁側 | 計

住民々 6 尺法 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

杭内法 6 尺 3 寸法 119.07 118.41 120.56 119.98 119.77 

松長々 2 米法 121.0 121.0 ]21.0 121.0 121.0 

杭長々 2 米法 95.:lG 108.0 1 ~1. 0 107.56 98.0 
(設の放を減ずる L の〉

自Ilf考 、 本表は住宅内科各部に付告性!Ì1々 6 尺法の商訟を 100 とし之に劃する他の様式の而fRの指歎

を算定し真に 1]1、 乙 . 丙 3 種恕1の数値を卒均し f: L のである。

以 tを綜合するに柱毘々 6 尺法を基準として他の様式を比較すれば. 枝翼々 2米法は各部.合

計を通じて何れも其面積は 21 %を増加し.柱内法 8 尺 3 寸法は 部分により 18 %乃至20%合

計にて]1).77 ，%の増加を来すが. 柱員今 2米法にして晶のj肢を減じたものは前二様式と著しく

趣を臭lとし墨及乙!Cií!;t'、る室にては平均して 4.64 %を減じ其他の部分にては之と反1討に 8 ~0 

乃至 21 %の増加を示し全障としては僅に 2%の減少を来すに過ぎたEい . 尚柱員々 2 米法(盈の

数を減じたもの)にてD=.2を要するは建坪の大小lとよりて多少宛趣を異に してをる黙である、卸

ち甲にては墨及之にi'1吋る室と廊下、縁側ICて面積を減じ其他の 2 部分は面積を閉1)1\し差引家

全胞と して僅少の減少を-*してをる叉乙は控及乙陀準夕、る室と便所.押入、 床間にて商積を減

じ他の 2 部分にて増加l し結局全開i亡て極く僅少の減少を来してをるが. 丙にあ り では挫及之 IC

準歩、る室はIi階同一面積である外他は何れも著し〈増加を楽し全開として も亦相常の士宮カ11 を示 し

てを る D

第二 各陀様式に於ける些及之に準オドる宝並に其!血の部分の特質 -

既述の如く柱良々 6 尺;様式を基準として他の様式を比較するに柱内法 6 尺 3 寸様式は各部分

及線建坪に於て約 2 割、 柱良守 2米様式lとでは劃一的花凡て 2 剖 1 分の増加を示し雨様式11浴同

様の傾向を示すい澗り住民々 2米様式にして畠の撒を減じたるものにあり ては著しく趣を異

にしてをる。

柱員々 2米様式 f些のi止を械やる もの〉の;肢 も特徴とする引Iliは挫及之に準やる室の商積の著
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しく減少するにある . 今個々の室を比較する時は柱良守 6 尺様式の 3畳と本様式の 2晶とは約

20%の減少を来し. 同じく 4 !l塾宇と 3 些とは 20 %. 6 盈封 4Æi~:三は 9.5 %. 8 墨割 6 些は 9.6

%.10 星喜多:r 8 盈は 3.2%の減少を示すのである . 只雨様式の室の配合如伺によりて多少其差が

緩和せられ墨及之に準-t-る室の全睦としては既述の如く fj3極にては 7.05 %.乙種にては6.92%

の減少となるのである.市して斯の如く昼及之に準歩る室の減少を来す反面tては便所. 押入 .

其他 3 部分の面積を増加し家全臨としての面積は雨様式略同ーとなるのである。

今住宅と して結合的に考慮するに座臥常住最も多く使川せられ且つ重要の部分である農及之

K準やる室を縮少し住宅としての重要傍件を軽!現すること L たり.其反商には生活上比較的極

観し得る他の部分の面積を増加することにもなるのであるが、 畢覚柱翼々 2 米法の建坪の増1m

(各部分及会館として霊ト・的陀 2 1%の増加を来す〉を緩和し線建坪を柱長々 6 尺法のものと略同

ーたら しめんとする趣旨により提唱せられた新柱真骨 2 米法様式(墨の数を減歩るもの〉の常

然招来せ友ければ紅らぬ師紡と云ふことが出来る。

第三 建築費の比較

柱冥々 6 尺様式を基準として考ふる時は柱内法 G 尺 3 寸及柱良々 2米様式は同一間取のもの

にて綿建坪は約 20 %及 21 %の析力11を*すのである . 市して之にj日ゆる木材も長に於て 1 割

以上を士宮さ友ければならぬ. 長の増加に伴ふ品等、故現i等の関係を考慮すれば債格に於てより以

上の歩士宮を行ふを要するのである . 木材代金の外諸材料. 手間賃等を見込む時は常然建築費の

増加を来すのである . 現時柱内法 6 尺 3 寸儀式を施行せる地カ'fC於て柱毘々 G 尺様式の家屋t

建築する揚合はrJÍI者 t亡、適合する木材を切断して使川するものであるから木材其物としては何等

の低減を議期することは出来ぬが他の部分K於ては若干の低減を矧し得るのである . 然乍ら此

揚合に於ても柱翼々 6 尺様式の建築が相賞多数に達すれば之に誼i.~~する H\*合品を製材するか

或は他より移入すれば ÌJÍi記の憂を除き得るのであるから、官際及理論上共に建築費の差異を来

すものと看イ故し1~.るのである口

三えに柱員々 6 尺段式と柱員々 2米様式l亡して轟の教を減やるものとは個々の木材の長は後者

の方長きも櫓建坪I亡於て略同 4とたるから建築費i亡付ては雨者殆ど差異を認めないのである D

第四 設計の難易

設計の難易は様式の比較に付てで・あるが.柱良守法様式は計算其他設計‘上極めて容易で、あり

叉間取の配置も自r:bであるが、柱内法法様式は之と反歩hc設計甚だ面倒であり間取の配置に付

て も制限を受くる賠が多々ある ‘ 位宅建築の衝に常る大工にでも真骨法様式の地方に於けるも

のは内法法様式の建築を賓習するは容易友らざるも之と反封の揚合は容易に合得するを得る

δである . 過般の関東大震災の復蓄に際し関西.九州地方-より多数の大工来集したる時に於て

も容易に員々法様式の建築を習得したるに徴しても明であると共:tc. 其後関西.九1'1'1地方にて

柱員々法の建築が若干行はる\ 1"[至った事賓の裏面K於ても如上の関係を認め得るのである口
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第五 墨.建具類の融述。出

柱内法法様式の特徴とする制は些及建具の寸法が各家屋、 各室同一であって互に融通し得る

にある.同様式が永く f僅続せられ依然として今日 IC及んだのは全く 此の特徴K基くものである

が，既速の如く内法法様式の特質を巧l亡利mせる墨及建具の借主持の制度は現在では殆んど其

跡を断っか.然らざれば他の形式によりて之と悶ーの結果を苅らすが如く工夫せられてをるカ、

ら、 11111亡此鞘より見るときはJ住民々法と何等の匝別を有せ十位内法法様式の特徴は著しく減税

吃られたのである.而して斯く特徴を減殺せられ乍ら尚内法法の持続せらる L は永年lて亙る習

慣が一般に浸潤してを る ii古来 i亡外ならないのである且

第二類住宅問]取様式及寸法の統一上考躍すべき要砧

住宅間取様式及寸法は永き拍車によりて其j也lifC根強き慣習と して回定したものであるか

ら、特別の事情無き限り一朝一夕にして之を饗更することは至難であるカ、の如〈 考へらる L が.

経済事情の著しく費化ぜる今日更に一居の蜜‘化を頭朋せらる L 将来にありでは、 lïilC 今日 l亡至

る迄のi'l:\'革或は慣習を唯一の理由として間取様式及寸法の饗更或は統ーを至難な り と島rrやるこ

とも出来主主いのである.要之大勢の部ふ所を充分に察知し.或は統ーにnふ諸事情の費化、利

害得失或は異lt易等各jJ 面より慎重の考胞を t9flはなければ怒らぬ口

第一.住宅間取様式及寸法の近代IC 於ける費化の趨勢を見るに . 柱民々法より 柱内法法l亡時

換せる例はーも君主\ .何れ も主1:内法法より住民々法 f亡移 り替はり?とるものである.秋田.

11 げI九栃木，岐阜諸膝を初め大l庇.和歌111 . 山口、稲岡. 大分諸府螺並K朝鮮に於ける質

例は之を充分に立置し居り現有:及将来に於ける費化の大勢を示すものと信ぜらる1. 0

第二. 様式及寸法の統ーを考慮するに常りては建築費i亡霊知を置く必要がある ， 経済事1背は

今後愈今切迫する傾向にあるから.出来得る丈け建築費の低減を困るを要し. 之 fC埴合せ

る様式及寸法 l亡;断次統制せらるべきは理の常然である。

第三、柱内法法様式の最も特徴とせる塁及建具の融通性い之を最も殻果的に活用し?と手段

である昼及建具のf背主持制度が賄んど其跡を監rrつに至った L め t亡、其特徴を著しく減殺し

たことにたるのである口

元*柱内法法様式は設計IniI'illC して自然的である柱員々法様式を底除 L . 経済上最も放果

的に活用し得る特徴によりて経済忠惣の最も蛮達ぜる地方' IC普及したものである丈け t亡 、

其朋待せる特徴が減税ぜられた以上は.新時代の経済事情ーに印 したる他の様式に向って考

慮をfJllふに至るのも頭矧IU来るのである。

第四.住宅間取様式及寸法の統一と 11 11来合品の長とは互に閃果関係を有するが.現時金閥抗

遇じて出来合品の約 70 %は柱員々法 6 尺様式ICj適合する寸法(長〕となすも何等需要に

支障を来さぬ事質は最も考店;を要すべき重要な酷である。

第五. 住宅間取様式及寸法の統ーは困難な問題であるが.現時行はれてをる様式及寸法の内
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利れカ、某ーに統一するは困難な挫iとも一脈の可能性を認め得るが. 現時金く 行はれざる新

なる様式及寸法によりて之を統一せんとするも . ヰ:J5Wζ 有利なるものか . 或は極めて容易

なるものにあらぎる以上殆んど其可能性は認め得たいのである。

新様式及寸法は何れの地1i tc.於ても全く別物であり在来のものと大なる差異があるか ら之

が普及は現在の様式及寸法の内のーを普及せしむるよりも一層困難で、あるのは首然である

叉木材出来合i日の生産供給者 も不確置なる需要に主J して一理め在来の寸法〈長)と兵士E る出

来合品を準もiiiすることは至難である . 更に木村の供給に付ては山元産地に於ける素材の長

に密接の開係を有するカ、ら . 縦令市揚 l亡於て若干のiHMìを行はんとするも之1( 1\国臆 して山

元産地に於て之に適合する素材を準備せざれば何等の妓果がたいので、あるが、 111 元産地.

市揚の雨者w調を合はする ことは殆んど不可能と看倣してよいのである 。

第六. 何れのお;式及寸法に統一するとしでもな速に之を質現することは不可能であるカ、ら .

徐々 K大勢を導きi日常長年月の聞に次第に統制を困るに努め怠ければならね ， 然乍ら徒に

自然の成行1L f:壬かせては到底統ーを寅現ずることは出来ないカ、ら、適宮の)i法を講やる こ と

が肝要である。

第 三類 統一すべき在日式及寸法として柱内法法 6 尺 3 寸様

式、柱員キ法 2 米様式及柱員々法 6 尺様式の比較

第一 位内法法 6 尺 3 寸・様式

柱内法法 G 尺 3 寸椛式は柱内法法様式 ~tlの 中心勢力であって内地.植民地を通じ各位寸法 ~~I

7゚.48 %を占めてをるものであ るカ、ら 、 若し柱内法法様式にて統一するとせば常然 6 尺 3 寸に

依るべきである . 依って代表的の意味をも含み4:様式及寸法が第一類及第二類Ki事べtë如き特

質並K統一上考慮すべき要賠より綜合11今味して果して統一様式及寸法としての僚件に適合する

や否やを講究する。

1. 本様式及寸法は之が藍tJ!H とたるべき柱民々 6 尺法に比して同一間取の位宅にては約20%

の面積を増加し乙に使用する木材代金を初めとし建築費は著しき増加を来す. 向同じく 内

法法様式 ~l-Iの他の寸法のものにありても之を 6 尺 3 寸に統一すれば家屋面積に於て 1 割内

外を増加し自然建築費に彰響を及除、すので・ある‘国民生活上建築費の低減を固らさやるべか

らさ、るの時に首り之と逆行する方策は安首と云ふことが!日米ぬ。

2. 現時製材出来合品の約 70 9'，jは柱良々 6 尺様式ICì適合する寸法(長)に属し 30 %は桂

・ 内法法様式 (6 尺 . 6 尺 1 寸. 6 )-:_ 3 寸) t亡泊合する寸法(長) !(属するものであるが.柱

内法法 6 尺 3 寸に統一するとせば之が矯め出来合品の 70 %以上のものに封し嬰更を加へ

ざるべからざること L なる 、 然して出来合Jl1の長の費更は素材の長に絡接の開係を有する

から市揚と IU元産地と同一歩調を1伐ることも必要で‘あるが.一部分の住宅様式及寸法の襲

吏の矯め多数の出来合品の寸法(長〕を嬰更し然かも不確宜なる議想に劃して常に市揚と
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ILJ元産地と歩調をーにして進むが如きは容易に猿j開出来ないのである。

3, 桂内法法様式の特徴とせる盤及建具の融通性を最も殻果的怒らしめた轟及建具の借主持

制度も今日にありでは阪に過去の遺物となったのであるから.内法法様式の蟹更を至難な

りとする理111 は極めて滞弱となったので・ある.寧ろ今日 lりさては新経済事情陀印し?とる住

民守法様式lC ill事換せんとする傾向を認むるに至ったのである。

f荷主主及建具特に後者の融通性を利用し?と建具の出来合l品製作を内法法の新特徴と主張する

ものもあるが. 柱翼々法様式にでも建具の寸a法は或る程度K統制せられをり之に適合する

様出来合建具の大量製作を行ひっ L あるから敢て内法法様式に限ったものではないので

ある。

以上述べたるが如く組キのメl前より研究するに桂内法法 6 尺 3 寸事長式は到底統一様式及寸法

と して認定するを得ないのである口

第二 桂民々法 2米釘i式

柱翼々法 2米椋式は従来全く行はれて居なかった新しき様式及寸法であるが. ~ZfH[於て強

〈主張せられてをる新提案であるから之に付てl吟味を試みる。

柱員キ法 2米様式を主張する理由として翠・けらる L 要黙は39Cの如きものである。

(1) 度量衡法改正の結果「メートル」法をJ采川する に至ったのである . 従って従来の 1 間

(6 尺)なる観念は常然'2 ï メー ト JレJ(6 . 尺 6 寸)となるのであるから、住宅間取様式も之に

11国l臨して柱員々法 61尺様式を柱畏々 2米様式と改むべきである。

( 2 ) 住民々法 6 尺様式の寸法 G 尺を「メートノレJ f[換算すれば1.8l818 米とたり端数を生

じ設計.計算に頗る煩雑を*すから之を基準寸法とすることは I:lUl~ぬ . 端教を 切り上け 2

米とすれば計算も便利 と 友りがl蹴の親念とも合致するo

(3) 桂内法法 6 尺 3 寸を桂民今法に換算すれば約 6 尺 6 寸(位tr: 3 寸角として〉となり柱

良守法 2米様式と 11俗一致する。

(4) 柱員々法 2 米様式による時は柱真々法 6 尺様式に比して同一間取の住宅に於て建坪が

2 剖 1 分の増加を*すが、此面積の増加を謎くる1)・案として晶の数を減少したる桂毘々法

2米様式が提唱せられてをる.此カ・法によれば校内法 6 尺 3 寸又は普通の桂露骨 2米様式

比比し線建坪を著しく減少し.柱民キ法 6 尺様式とは 11俗間ーの面積たらしむるを得るので

あるD

(5) 住宅間取の設計、計算上柱翼々法様式は簡寧便利であり叉間取も自由陀行ふことが出

来る。

以上築けた理由に付き l吟味を行ひ弐で本様式及寸法による統一の是非得失を述ぶること L

す。

1. 度量衡法の改正による過渡時代に於て 1 間印 6 }亡と 2 米自p s 尺 G 寸。又 1 坪印 6 尺平方.
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36 子方尺と 2 米平方. 43.56 王子/)・尺とを大簡の概念上同様に J[í{扱ふことは使利なる揚合も

ある.然し 1 聞と 2米とは 1 割. 1 坪と 2米lf))・とは 2 割 1 分の増加であって質感上は可

也の差異が感ぜらる L のであるから . 極めて大雑把の比較を1%す時の概念上の 1[1(_扱ひたる

に過ぎないのである。

質際の長は別として概念的に桂良守 1 問(6 )~)法を柱員々 2米法、柱内法 1 間 (6 尺3 寸)
ヨピ

法を柱内法 2米法と栴し草花呼寸として 2米を川ぴんとするものならば或は使立と考へら

る L こともあるであら九現l亡桂員々 6 尺法及桂内法 6 パ 3 寸法の建築に於て質寸は 6 尺

と 6 尺 3 寸の差あるに不拘. 11ヂ寸としては 1 問或は 1 問~. 2 間寄:を 川ふるのと同様であ

る 、 然乍ら住宅に}日ふる基準長の統一は呼寸1<:1・1"て Uない宜寸K付ての統一を意味する

のであるから根本的に其趣旨を異にするのである。

.2 住宅間取様式及寸法と従来の度量衡法との関係を見る 1<: .柱良守法 6 尺様式l亡付ては長

の基準を 1 問 (6 尺〉とし面積の基準は之K従って 1 坪 (6 尺平方〉を川ひてをったのであ

るが.改正度量Wij法にては~o'fl tL従来の尺貫法を底して「メート JレJ法を川ひたるに過ぎす九

其結果として 1 問 (6 尺〉と「メート JレJ. 1 坪(歩〉と平方「メート jレ」との聞に換算関

係を生十るも，夫れ以上進んだ関係を特に諒j別してをるのではたいパ足って前記理由の(1)

に記し?とるが如く単に概念上の見地よりして従来の柱真々法 1 間 (6尺〉様式を直に柱員今

法 2米様式に改むべきこ とも全然強朋してをるのではない。

3. 我固に於け る往時の度量術及其改正のj状況を見る l亡 、 王朝時代より足利時代陀渉 り 1 問

は 6 尺.歩は方・ 6 尺.反は 360 歩.町は 3600 iVであったが、 豊臣時ftlL至り 1 1m を 6 尺

5 寸.歩を方 6 尺 5 寸u 畝を 30 21九反を 300 歩 ._ II1Y を 3000 歩と改正し車位の名栴を其

依存置し耳'H<:其賓質のみを饗更したのである。

豊臣時代に於ける改正の事情を;i}lð任するに「白石遺稿」によれば天正rl- I太閤秀吉天下の旧

地へ縄を入れられし時世人巾候者上古以来 1 段の出を 3GO 歩に定められ候司王は 1 歩を以て

1 日の食にあて1年の食料とせられし所に此度関白殴の 300 歩を以て 1 段と定められ候得ば

一天下の人民凡 1 年の食料 60 日分を減じ巾{民.如何にも之にて末の普きこと可有之欺と

FI~1ヒる由にて此事を歌K作り歌ひ{民者.近き頃迄残り候と F判長ひきo 右按ーやるに白í j設は非

と申すべく候. 其後は古法/)・ 6 尺を 1 歩とし 3öO iV也.大閣の法は))・ 6 尺 5 寸を以て 1 歩

とし 300 歩なれ常時の法は/). ß 尺を 1tレーとし 300 歩也云々とある。

7]・ 6 尺の 1 歩と/)・ 6 尺 5 寸の 1 歩とを比較すれば 6.25 平))・尺、 17.4%の増加となるが之

を 1 段K付て見れば 6 尺千方の 360 歩は富積 12，960 平方-尺. 6 尺 5 寸平方の 300 歩は質積

12，675 平方尺主主り後者は歩と反Wiに 285 平方尺 . 2.2 %の減縮を見るのである。之に関し

て「田制篇」 を見る と .

斯く改めたるは此頃団地 1 ，000 歩を以て 1 貨の高と定め 6 買の高(訴すの)よ P 軍伎の馬
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1~を出す制あり.これを 6 賞 1 国と云ふ. 1 ，000 歩 1 貰 の例に算ふれば 6 貰は 1 1l1Y6反

目O 歩・(九部協立~ )にて算勘附て頗不便怒り・ 300 歩を 1 段とし 3，000 歩を 1
町とすれば 2 町にて 6，000 歩之れを 6 賞とすれば卸ち 2 町 l Efにて算勘l亡便利なるが箆め

のみならや(中略)

とあって全く秀吉軍役の利害より行ったと記してをる。

以上により明なる如く型店時代に於ける改正は軍役上の政策より乙を断行したもので・あ

るト斯如き不合理なる改正に劃して一般民家は反劃したのであるが常時のj伏勢としては到

底其目的を達すること能はや陣力によりて若々として改正法が弧行されて行ったのであ

る。

i欽洲』とても以前是と 同様単位の名稿を同ふし其賓質を;廷にする単位の改正が行はれたこと

があるが新奮単位の混商Lを惹起し遼に失敗花開した、 夫がため爾*斯如き方法陀よる改正

を行ふものは放くなったのである。

我閣に於ける這般の度量1if.1法改正は如上の弊に鑑み奮尺主t法と新「メート JレJ去とは全然異

なる名稿、 命位とし雨者の閥係は単に公定の比率tとよりて換算するに止めたのである。

度量衡法の改正花賞り f院に豊臣時代或は敵洲に於ける先例に準機し単位の名HlJとして鷲*

の間及歩(坪〉を存置し其宜質のみを費更し 1 問を 2rメート JレJ. 1 歩く去のを 2米千方と定

めたと I~ても 、 之によりて直に住宅の基準寸法を左右すべきものとば考へられぬ.印ち位

翼々法 1 問 (6 尺〉様式の建築陀付て見る rc . 単に 1 間なる名:fí~に捕はれて直に 1 聞の内容

を襲更して新単位?とる 2米を川ひ柱買々法 2米 (6 尺 6 寸)様式に改むべきものであると

は考へられや. 度量術法も亦之を強制することは出来ないのである . 此揚合に於て桂真骨

距離を 0.911目又は1.8 米とせば、事も度量術法fC抵噛することがえEいのである .而 して此閥

係は他の住宅間取様式及寸法のものに封しでも同様である。

4. 元*物資其他のものに劃してJI9ふる寧位は夫々取抜、使IIlJ:等より研究せられ多年の憤

習によりて定められたものであるから尺貫法を「メートル」法に換算する揚合には可l戎在

来の質量に接近せしむる様定，むることが肝要で・ある。

一 戦闘の度量{婦は王朝時代以来遊多の費遷があるが其内 . 度lと閲するものは極めて費化少く

1 尺は今日fC於ける rlü尺の 1 尺と殆んど同じく 1 聞の質量も盟臣時代及徳川時代の初}自に

於て 6 尺 5 寸. 6 尺 3 寸l亡鑓更せられた外は終始 6 尺を以て 1 聞とし. 歩叉は坪も

代を除く外 6 尺千方方.の貰量であつ7たとし、パ4従足つて我図民の脳挫tκ亡はi深架く 1 )パ〈心、 1 間 f何6尺)λ.歩又

は坪(切6尺ヱ千p.jカう';") の i醜悦念が岡定してをるのでで.ある口

今 6 尺を「メ ート Jレ」法に換算する時は1'.81818 米とな れ 6 尺 3 寸は 1， \) 0909 米と なるが

端数飴りに多き故 6 尺を 1.8米、 G 尺 3 寸を 1.9 米とすれば 6 尺陀主j じでは1.8 米の質量

は 5.91 尺となり其差 6 分にて 1 %. 6 尺 3 寸 fC劃しては 1.9 米の質量は 6.S7 尺となり其



第四章木材規絡の統 137 

差 3分にて 0.5 %とたるに過ぎf歩且つ設計.計算上決して煩雑を*すことは無い. 従って 1.8

米又は 1.9 米の端1肢を強いて切上け計算上便宜なりとの理rlllとよりて之を 2 米とするは.

徒に便宜を担制するものであり.然らざれば所íl1:述べた概念上の錯誤に捕はれたものカ、或

は住宅間取様式及寸法成立の根本を淡却したものと云はなければならぬD

尺貫法と「メー ト Jレ」法との換算K常りて住宅間取様式及寸a法陀関する揚合と他の一般1'lJJ

資に劃して川ふる単位との聞に多大の相異あることを注意せなければならね。

一般物資Ic~Nする単位の換算に付ても素より大躍の標準は可成在*1J1位の質量に近接せる

ものを新単位とすべきであるが. 其物資が泊耗品の性質を格ぶるカ、!lX:は使川J則及上等l乞於

て他と特別の交渉無き揚合陀於て lむ質量の差が縦令或程度の大さに増減するも何等の宜

害を及除すことが無いのであるカ、ら 、 換算数値を可成記憶し易き整数1とすることも一種の

便法である . 例之 1 ヲI.~ rメート Jレ」法に換算すれば 1.803 r リ ット Jレ」となるが. 端教

を切拾て1.8 r リ ッ ト JレJ とするのが普通で、あるが更に端数を切上けて ? r リ ッ ト Jレ」とす

るも支障がない . 叉木茨の{去装重量にて 4貨は殆んど 15 砲に一致する . 5 ・見依は 18.75

砲に相賞するも端数整理の意味にては 19 砥 (5.0366賀入 20 斑 (5.3333貰) 何れにでも差

支えEいのである白

然乍住宅間取様式Il:. f*ふ寸鼻法(長〉の場合は住宅に釘する闇民の慣習 IC 1]'[大の関係を有し

吏K之が材料?とる木材の長と密接の交渉を有するのであるから.他の物資の揚合 IC於ける

が如 く単純l亡換算数値の寅霊との差の大小， 記憶及計算の便否等ーによりて端数の整理を行

ひ新しき皐位を設くることは出来たいのである口

5. 柱内法法 6 尺 3 寸を柱真骨法K換算すれば 3 寸角の桂にては 6 尺 6 寸> 4 寸fÉJIζ ては 6

尺 7 寸となり桂翼々法 2 米様式とnI告一致するのであるが.桂内法法様式中の他の 寸法たる

6 尺 1 寸. 6 )む 5 尺 8 寸 . 5 尺等に劃しては著しき ~:Dl廷である . 市 して家屋建築K使川

する木材の数量より見るに北海道及内地府鯨K於ける普通家屋及特種家屋に付て之K要す

る材料を計算する時は . 柱内法法 6 尺 3 寸様式陀埴合する寸法のものは師連の表によ り て

明たるが如く僅に ~7.8-!% IL過き'たいのである口

以上は大韓柱員々法 2対と棋:式提唱の理由に劃する吟味であるが. 更に進んで- 之を統一様式及

寸法とするの是非. 得失に付て講究すること L するD

1. 柱内法法 6 )-( 3 寸様式の項に述べたものと同じく建築費に著しき増力II ~*すカ、ら安常の

寸法と看倣されぬ0

2. 桂内法法 6 尺 3 寸様式の場合と同様出来合品の約 72 %IL劃して長の蟹更を行はなけれ

ば主主らぬが. 極めて不確貫主Eる需要の諜想、に到して山元産地及市場を通じて歩調をーにし

て議め準備することは容易に謀}回出来ないことである。

3・ 現時最も蹟く且つ多量に普及せる柱虞今法 6 尺機式と柱内法法 6 尺 3 す段式とのこ者に
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付て何れか其のーに統一することさへ容易の業にあらざるに.従来全然行はれざりし別倒

の新段式及寸法を普及し之によりて其の統ーでを固らんとするも殆んど不可能と云ふべい

然かも之によりて却って統ーの気運を阻害し且つ混筒Lfc陥らしむる弊がある。

柱員守法 2 米様式の建坪の増加に伴ふ建築費の増加は同様式提H昌者も亦痛切に是認する所で

あって，之が緩和)J 法として同一間取のものに釘して各室の投の数を減少し総建坪に付て柱異

今法 6 尺様式のものと!格同様たらしむる方法を接IH したるのである 、 之Iにとよる時は桂内法法

6 尺 3 寸寸9椋式及位買民. 々法 2米4拐蔽ヨ談i式本2米I~のもの ~ ，一一蝕貼7たピる建;築H築ミ費の士増曾加を引|除徐去し得るのである

カ、、 有前íi fに亡列奉せしが如き主担佐l:畏々法 2米様式本5米l長Eのもの L 鍛思貼l1i は紙綿!てで、泊}川|円}，せ士らる L のみ ならす宇t下t

折角笑出せられし総建坪の均{術釘 fC亡 宇付付l'ても其反函 lに亡は重犬完た匡る敏鼎1 を {-*ふてをるのである。

即ち柱員々法 2米様式 (盈の教を減やるもの〉にては最も蹟く行はる L 程度の住宅の間取に

付て111i1 守の室の大さを柱良守法 6 尺様式のものと比較する時は 、 去の大小により 3.2 %)~至

20%の減少を来すことは既に地べ?とる通りであるが‘柱員々法 6 尺様式による室の大さは柱内

法法隊式K慣れたる者に取りては著しく 独邸主感やるのであるから.更に夫よ りも寛面積のIJ 、

友る本様式はー厨不便を感せごしめ寅際上極キの支障を-*すこと L なるであらうが.日常生活上

最も重要なる部分陀属する室の面積を縮少せしむるが如きは茜しい~拙と云はなければなら

ぬ.然かも斯如き重大なる犠牲を敢てする反面には 、生前上極めてI怪腕し得べき部分の増加l及不

必要な る増加を行ふこと ~ tJ:.り全く本末を顛倒せる結果を招来するのであるロ之れ皐ー覚する に

位真骨法 2米様式(本来のもの〉の建築費の増加に到する重大なる快黙を避けんとする結果、却

って新なる重大なる紋結に逢請したものと云はなければならぬ。

第三 住民々法 6 尺様式

住民骨法 6 尺様式は桂内法法 6 尺 3 寸様式と共に現在行はれをる住宅問 JTYl. fif(式及寸法 ~1-1の二

大勢力であるが. 後者に比すれば数に於てJíft fc優り .柱翼々法様式~~Iの u佐ーの寸法であれ製

材出来合!日より見る時は其 7 割は本棋式fCì適合するものである 、来して之を以て統一すべき様

式及寸法と認定し得るや否や)1闘を遁ふて講究する。

1. 住宅間取隊式及寸法の近代に於ける餐化の傾向.将来に~jする趨勢より察するに帝国全

領土を通 じて其大勢~:i住民キ法 6 尺様式に鰐ひっ L あるものと信ぜらる ~o

2. 製材iJJ*合品の寸法(長)より見る時は其 7 割は本館式fC~適合するものであって建築の

材料より観察した大勢も亦本様式K向ひつ L あ る。

3. 本様式及寸法は他の二様式及寸法に比し建築費に於て多大の低減を困るを得る、柱真々

法 2米綴式の墨の3設を減じ?とるも のとは 111告同様となるも 同様式に於け るが如き重大なる映

拙を存しない口

4. 本様式及寸法に埴合するものは製材出来合品の 70 %以上K達し其他のものに属するも

のは僅に 30 %弱に過ぎないから 、 若し本様式及寸法K統一するとせば統一せらるべき他
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の様式及寸法K属する製材出来合品並に素材IC~討する商倒は著しく較減せられ得るので

ある.尚南一山元産地と汁i揚との協調が充分に行はれやがI統一様式IC泊合する も の L 供給

が不充分なる際は玩製I-U来合品のv長を切断短縮する丈けの不利を忍べば不時の需要K耀じ

得るのである 、 此賠は柱内法法 6 尺 3 寸様式或は柱員骨法 2米様式1亡統一せんとする揚合

と著し く趣を異にする所であるo

5. 本様式及寸法に統一するとせば其封!!告とたるは柱内法法 6 尺 3 寸様式のみであるカ、ら柱

員々法 2米糠式に統一せんとする場合と異なり統一の気運を阻害し或は混首Llc陥 らしむる

が如き虞は全くない。

6. 本様式及寸法は建築の設計‘ 計算が容易促利であり且つ間取の配置が自 由である。

以上第一類乃至第三類各項に於て研究せし結果を絵合する時は住宅間取様式及寸法の大勢に

察し. 理論及経情上の見地並に貰行上の貼より推理して柱翼々法 6 尺様式は他に比して遁陀統

一様式及寸法たる資格を有 してをることを知るであらう。柱良々法 6 尺様式を以て統一する こ

とに決定すれば同様式に於ける基準の長を定めたければならぬが現在の 1 聞は 1.8 米. 1 間牛

は 2.7 米. 2 聞は 3.6 米. 2 問牛は 4.5 米、 3 聞は 5.4米等と tJ.. るのである、而して此換算寸

法を現在の寸法と比較する時は何れ も約 1 %のi減少乞見、 面積rcては 2%の減少を来すのであ

る。

第六回 HI合品の長の標準寸法の統一

住宅間取様式及寸法かi住民々法 1 .8 米様式l亡統一せらる L とすれば自然出来合品の長の標準

寸法も統一ぜらる L のであるが弐の如く決定すべきものであるo

i'lljf与 . i抱角

柚小向、故小向。 2.0 米. 3.0 米、 3.0 ;:1し 3.8米. 4.0 米. 5.0 米以上 1 米をカHふ。

税 制

小割. 大制。 0.9 米、 1 .8 米. 2.8 米. 3.0 米. 3.8 米。

板

Øjj，板 、 j享板。 1.8 米. 2.8 米 . 3.0 米. 3.8 米。

柱良 守、法 1.8 米様式に全部統ーを完了する迄のj開聞は向柱内法法様式をイ付ーるのであるか ら

此内最も多数を ，!í むる桂内法法 6 尺 3 寸様式のものを基準と し 常分の閥次の如き出来合品の長

の棋準寸法を認むるのが受賞であるD

i'lll角.挽角

1:W I小角、挽/J yftJ:, 2.0 米. 3.2 米. 3.8 米 、 4.0 米. 4.2 米 . 5.0 米、以上 1 米を加ふ。

挽 割

小割、 大割口 1. 0 米. 1 .9 米. 2.0 米、 30米、 3.8 米. 4. 0 米。

紋
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部板‘ 厚板。 1 .9 米. 2. 0 米. 3.0 米. 3.8 米. 4.0 米。

第四節 標準寸法の単位の括約反延寸

第一項 棋準寸法の翠位の括約

一般に括約とは数量の取扱t亡常り或単位以下の数字を省略する方法にして省略すべき数字在

切り拾て L 零とすべきか或は切り上りて 1 とすべきかは基準となるべき賠の位置によりて自ら

定まるものである。

素材或は製材の直径. }占j固. )手. ~j高或は長を測定するに常 り棋王手寸法の単位に正しく一致す

る揚合と然らざる場合とがあり寧ろ後者のjJ・が多いのであるが、此場合に於て車位以下の数字

を如何怒る方法によりて省略するかは常に問題となる所であって現時地方的に極々の方法が貰

行せられてをる.市して括約カ法は素材と製材とにより越を異に してをるから雨者を匝別して

現時の慣行方・法をi主ぶること L する。

第一包 括約)i法の現枇

第一素 材

素材ぼ丸太と拙角とに匝別せらる L が4'ül角は丸太に準じて取扱はれつ L あるから裁には丸太

K付て越ぶる 。 現時本手1 1各地にで慣行せらる L 捻知直僅(又は周囲)の指約率位は寸及 5 分の

2 極ぜあって括約の位置はtJíi者 5 担. 後者 6 桓合計 11 極に匝分せられてをるD

今其種類及慣行地方を示せば59くの通りである。

~P. 括約単位寸のもの(寸止.寸留.寸建.寸立、寸飛等とfI~.せらるけ

1. 端数を切拾っるプj法。 m寸より m寸 9 分迄を総て寸とす る方法であって分位切拾.寸留

切扮法等栴せらる L が名郁を統一する矯め「括約軍位寸の内分切れを認めさ。る方法J と稽

すること L す。

現時各地を通じ最も庚く行は る ~ )J 法であって其地方は青森(一般丸太)、岩手(一般.但

し大柏渡にては径 5 寸・以上のものに限る入宮城(径 6 寸以上のも の入秋田. J1J 71九群馬(高

崎地方川流材及大丸太).東京(東京市揚).fMI奈川(紀州、吉野及天龍材の倖;5 寸以上のも

の) ，新潟(新潟市場λ宮 111 ，石川 (金津.金石地方つJ即1: (稀に〉 、 111梨 . 長野 (時として

尺以上の丸太及山元産地入岐阜(一般入静岡(天音~J1 1 ，安倍川及大井川の黒木λ愛知.三

重(一般λ大阪. 奈良、和歌山.北海道.梓太.秋田営林局(以前宜施. 長 15 尺未満の

もの入帝室林野局木曾支局及名古屋支局(正寸のものは 1 寸を減ヂ・〉口

以上部地方に付き其内容を分類すれば

直径の太さを傍件とするも の 4 地方・口 長さを傍件とするもの 1 地万。

樹極主4条件とするもの 1 地方。 僚fqtなきもの 20 地方。

2. 1 分切れを認むる方法。 m-l 寸 9 分より m 寸 8分迄を m 寸とする方法にて八九の
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分れ. 8 拾 9 入等と稿ぜらる L も名栴統一の痛め斯く名くること L し?と . m 寸に 1 分足ら

ざるものは之を認容して m 寸lとすると云ふ意である口

此方法の行はる L は新潟(新潟Tl"i揚)である。

3. 2 分切れを認むる方法口 7 拾 8 入とも栴せらる L 。

茨城、 栃木(今市、栃木.矢板地方.径 5 寸以上のもの)埼玉、東京(青梅地方. 樫\5 寸

以上のもの)。

4. 3 分切れを認むるカ-法

G 拾 7 入とたるものである而して前後の聞係上本文1・法を存する理なるも現時之を慣行とす

る土也方-はイ子したい。

5. 4 分切れを認むる方法" [j拾 6 入とも稲せらる1. 0 

島根(益旧 . 松江地方).北海道(茨鱗丸木;λ

6. 6 分切れを認むる方法。 4 拾 5 入とも稀せらる L 。

岐阜(武儀. 益田郡地方1とて時として川ひてをる入滋賀(高島郡地方)青森営林局(以前

行はれし方法〉。

乙. 括約率位 5 分のもの (5 分止. 5 分留、 5 分立. 5 分建. 5 分飛等と稿ぜらるけ

1. 端数を切り拾っる方法。 m 寸より m 寸 4分迄を m 寸陀 、 m 寸 5 分より m 寸 9分迄

を m 寸 5分にする JJ・法であって 5 分止. 5 分止端数切拾. 4 分拾等と栴せらる L も名稀

統一上「括約単位 5分の内分切れを認めざるプi法」と稿すること L す。

本法は寸留端教を切り拾っる方法より も更に-)昔蹟く行はる L 即ち青森(電位〉、岩手(大

船渡地方1[. て樟~5 寸以下のもの〉、宮城(径 G 寸以下のもの入群馬.話rl1奈川 ( 111 元箆土也〉 、新

潟(電柱材)、富 I LJ (電柱及足場丸太入石川(輪島 . 宮5民地1J・)./ïi高井|二 (一般入長野(一般入

香川. 愛媛 (概して一般入高知 . 稲岡.兵庫(一般及偲 5 寸以上のもの) .和歌山 (排rp材・

の中隔入島楳(江津.隠l民地カー)、同 I lJ、 ft品.長崎.熊本. 大分. 宮崎. 栃木(黒羽. 今

市J也jJ 偲 5 寸以下のもの入東京(青梅I也カ筏 5 寸以下のもの入静岡(安倍111. 犬井川地方

杉. 檎) .愛知(八名郡地方電柱).三重(尾鷲入滋賀(一般).京都. 大|波(電柱、足揚丸太)

秋田営林局(以前i質施. 長 15 尺以上のもの)， ?:I~知皆林局及熊本皆、林局(以前質施)等の34

地方であって其内容を分類すれば

直径の太さを傍件とするもの 日地方・。 長を僚件とするもの 1 地方・0

材極を僚件とするも の 5 地方。 樹種を僚件とするもの 1 地方・口

傍件なきもの 22 地1;"0

2. 1 分切れを認、むる方法。 111-1 寸 9 分より m 寸 3 分迄を m 寸とし m 寸 4分より同 8

分迄を m 寸 5 分とする方法iζ て 4 分 9 分上九 3 拾 1 入等とも栴するが前例lζ よりて 1

分切れを認むる方法と稿すること L する 。
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東京(足場丸太 2 寸 5分以上のもの入三重(名賀郡地)i入院品、 111 口 (萩地1/入愛媛 (長

蹟地方ï'1:て松丸太以外のもの入佐賀. 沖縄。

3. 2 分切れを認むる方法" 2 分袷法とも稿せらる !..o

ñilll奈川(紀州、1. 吉野. 天龍材に して径 5 寸未満のもの入滋賀(甲賀郡土111 地万)、 1 1I日(岩

園地カ・)。

4. 特鹿の)J法第一o m-1 寸 8 分より IU 寸 3 分迄を m 寸とし m 寸 4 分より同 7 分迄を

m寸 5分とする方法である口

幅島。

5. 特極の方法第二。 m-1 寸 7 分より m 寸 3 分迄を m 寸とし川寸 4分より同 6 分迄を

m 寸 5 分とする方法であるD

兵庫 (径 5 寸以下のもの〉

G. 特種の方法第三口 111-1 寸 9 分より m 寸 4分迄を Jl1寸とし m 寸 5 分より同 8 分迄を

m 寸 5 分とする方法である。

千葉.埼玉o

以上は丸太の直筏に付ての括約方法であるが官崎鯨飲肥地方の耕甲材の周囲は市揚慣行は単

位寸止す品数切拾法を川ひ . IlJ 元産地にては 5 分止、 特種の方法第三を掠川してをる。

附記。丸太. 制角の寸法単位の括約は極めて古き歴史を有するものであって.字保年聞に青

森脇津軽地方陀於て槍葉(据)の ，hlげ与に到して1日ひられてをったことが記誌によりて示され

てをる帥ち日本林íliiJ 史資料「弘前蒋J 1'1:よれば

「享保六年日記」

勘定奉行申立候者御用水寸面改め慌去る r!!の年符l同'ê1!民得共御勘定所tとても改所の儀相知不可1

候に付御作事方へ相尋候者木の毘 ~1-ll亡て ~:n究候 ril例l座候其段巾上候得者員~FI にて改 fjl筈K被

仰付候

角物は六寸角. ，\寸五分或は七寸角七寸五分 l亡相定候. 此改様{何l作事方へ承合候得ば六寸角

寸商者六寸-zj7よ り凹分歩は六寸f('J ) /\寸‘五歩より七八分歩は六寸五歩角に定 f~ ~民巾、六寸

jL歩より七寸ffH'1:定候由。9)座候。

右の週御座候旨申出仮に付監物へ建之此定の趣御材木奉行主主 1 1I J)・役人へも可申付置旨書付に

て勘定奉行へ FI'lf7J'之」

以上によりて其内容を吟味する時は白í l記の括約単位 5 分のもの L 内特種の方法第三と 同ーの

方法怒ることを知るを得。

ヨえに丸太の長は其地方ïて於ける標準寸法印ち慣行の定尺 t亡従って造材するのが普通であるか

ら丸太の直径の測定の揚合と耶1)カ、趣を異に してをる、然し標準寸法単位に劃する括約は必要で、

あって地方により極守の方法が行はれてをるo
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]. 括約翠位尺にして端j肢を切拾っる 1/法。

jミ止. 尺留. )ミ建. 尺飛等と栴ぜられ最も民く行はれてをるプi法である . 青森. 岩手. 官

城. 山形.踊品、 茨城， 栃木. 東京. I神奈川、新潟、 宮山 (電柱. 足場丸太) .石11 1. 稲井

(電柱) . 111 梨， 長野. 岐阜(岐阜市場.東践地方).静岡. 愛知. 三重. 滋賀、 大 11，広島根.

岡山 、 山口 . 徳島、 愛媛. 稲岡. 佐賀. 大分.官崎. 鹿児島.北海道，和歌山(電柱) . fil~ 

太等 34 地方に及んで・をる。

2. 括約翠位 5 寸にして端数を切拾っる方法。

滋賀 (靖生郡.八幡地方長丸太入鳥取. 愛媛(宇和1島地方・) . (11高岡(f希) .熊本、 秋間営林局

(以前貫施長 15 尺以上のもの〉

3. 括約車位寸tとして端1止を切拾っるプJ 法。

秋田(時として入群馬、埼玉.千葉.宮111 . 岐阜(概して一般入京都. 奈良， 和歌山 (新

宮) .香川. 愛媛(特極材).高知. 長崎.秋間管林局 (以前質施.長 6 尺-14 尺丸太) . 熊

本皆林局(以前貰施)。

4. 括約草位 3 尺にして端数を切拾っる1) 法。

東京〈青悔.足揚丸太) .11 げIん(長 2 間以上のもの).和歌山 (千今週丸太入北海道(足揚丸太)

5. 括約率位尋 (5 尺)にして端数を切拾っる方法

和歌山(小柱.排甲〉。

6. 括約単位5 寸K して 1 寸切れを認むる方法。

蹟島。

7. 括約車位尺 iとして G 寸切れを認むるカ・法コ

青森営林局(以前賢施)。

第二製 材

括約は素材と製材とに より多少趣を異にするのみならすエ従来製材の隔及厚l亡到しては厳格な

る意味の標準寸法を存せ十叉之に到する吟味も極めて一大雑把のものであったから括約は極めて

聴く取扱はれてをったのである叉製材の長に封しでも括約に関する概念は殆んど認められてを

ら'lìかったが延寸に包括せられた L めである、

第二日 括約方法の統一

第一素 材

素材の直径叉は隔. ]事を i測定するに'量りて其単位を出来る丈け細かくすることは . 素材の宜

躍を:精特沿:る貼迄明K し叉同時に』寸前をも正確にするを得る便宜があるが. 1 Ll元産地に於て一

時に多数の素材を取扱ふに際しては到底其煩に堪へ君主いカ、ら . 測定単位は或程度に絞.f:n し之が

蝕陥を柿ふ属め括約庁法tZ: 1.車常の酪酌を1J11ふるのが各地共通の事情で、ある。

現行丸太 IZ:釘する棋準寸法限付.は寸留と 5 分官の 2 舵であるが.寸留は極めて粗放の単位で
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あるカ、ら括約方法|に亡 5 紐のカ

をるがT倫占持I括約カ方-法 tに亡よりて一j居音之が正雌を j拘日l羽すす噂る嬬め 6種のカ

;カb法 fC:亡して常を得れば棋t準1件E寸-ì法去E草l江1位の倣陥を綾和する t陀て典つて力あることは従5来長より判明せる

j所珂であるが、其方法面倒なるものは]Ji~く普及せ宇一部の地方K限られ、寸留及 5分留共l亡端数

切拾の簡単たる方法が最も関く行はる~ Iと至ったのである 。

現行の丸太標準寸法及括約方法中丸太材積計算に常りて最も正確を}自し得るは 5 分留 2 分切

れ法(林業試験義被m :Z9 ~lX参照〉 であるが本法を施行せるは僅に前I1奈川， 滋賀. 11J口 3 服、の

一部に過まないのである . 悲し其方法面倒なる鋳め庚く普及するに至ら忽かったのである コ

丸太材積計算に首 りて括約iζ伴ふ誤差の理論的性質は之を明にするを得てをるのであるから

丸太材積表作製に際し其誤差を劃Iliりするを得るのである ， 従って棋準寸法の刻み方に して誼営

の大さに加減ぜられあらば括約方法に複雑なる手段を講十る必要がたいのである。

設に;主ぺ?とるが如く 丸太の標準寸法は 2掘の係数を原則 と し 1)、丸太のみは 1 粧の倍数とする

こ と に決定してを るのであるから，之を現行の 5 分留法と比践するも rド丸太以上のものでは幾

分大とた れ小丸太にては造に小とゑり材積計算上誤差を生じ易き小丸太に封して特 fc: JH酌を

jJIIへであ るから.括約方法の影響は著しく 緩和1せ られあるのみたE らす~ 括約誤差を齢的する方

法も存するのであるから.括約方法としては最も簡便である端数切拾法を探!日するのが、適首で

ある叉長に付ても同様端数f切拾法を J日ふべきであるが此揚合は延寸に包合ぜらる L こ とが多い

のであるo

第二製 材

丸太の直便測定にあた りて標準寸法の車位と全く一致する揚合と然らざる揚合とがあり後者

の揚合に括約の必要を感ゴドるのであるが. 製材は棋準寸法に合致する;様陀挽材するのであるか

ら測定寸法と標準寸法とは同ーとなるのが原則である.而して丸太に於け る棋準寸法単位は 2

糎或は 1 ~煙であるが. 製材にては 1 糎以下 1 粍の小単位を存し極めて微細の寸法であるカ、ら

製材上の誤差色亦甚だ徴小のものと考へられてをれカ11ふるに製材の|隔及厚にまIする棋準寸法

には巌格友る意義を有してをらや一般も亦之l亡封して頗る寛大なる考を有してをったのである

から、従来製材寸法 fc:;tiしては括約を殆んど考慮fC: 入れてをらたかったのである。然乍製材の

標準寸法 も統一せられ且つ之を厳格に賓施せざるべからざること L な P 又製材上の寸法誤差も

寸法其物は極めて小たるものであるとして棋準寸法に劃する比率は必やしも小怒らざるもの多

く特に製材技術の不完全なる揚合に於ては誤差率も相常犬怠るものがあるから標準寸法単位に

;t.Jする括約に付ても考慮する必要を感やるのであるo

丸太に比し標準寸法事位の刻み1/ も概して少さく叉製材誤差 も極めて小で、あるカ、 ら製材の幅

及l享に劃する括約方法も亦端数切措法を探川するのが遁常である口製材の長に付ても同様端数

切拾法を!日ふべきであるが此揚合は延寸K包含せらる L こ とが多い。
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製材の幅及j与に付ては松I~寸法の11'1位の括約と公主:との聞に符接なる関係を有・するが之に付

ては;J~fIÎj IC 詳jÆ;する。

第二項延 寸

延寸とは素材. 製材を通じt;1準寸法よりも或範囲の寸法を飴分に附した部分を云ふのであ

る . 製材の幅，厚は特種の地方及工場を除くの外は延寸を附する習慣なし寧ろ大部分は既迷の

如 く苧ふして標準寸法に合致するか.然らざれば所謂歩切が公然行はれてをったのである . 然

る に長 lと付ては素材. 製材を通じ標準寸法K安j して延寸が竪く賀行せられてをったのである白

木材の長に斯如く延寸を附するに至った理由は極キある叉素材と製材とにより多少事情を異

l亡し倫延寸の程度も幾分宛時代によりて費化を来してをるのであるD

先づ延寸を附する慣習を生じた理~[ I Il:付て見るに.

1. 素材にあ り では 山地に於ける集材.河川.軌道.銭遁其他の運搬施設による運材の途中

又}佐木揚主主は市揚にて取扱中等l亡も生やる木口の制裂. 破損其他一切の損傷を見込み其損

傷の及ぶ範園を延寸として飴分に長くし. 本館7とる標準寸法の範聞に属する部分l亡之が影

響を及ほーさざること L する矯めである口

製材に付ても之と同じく製材後の乾燥其他取扱中.工揚より市場に 1-11-:ドる運搬の途中及市

揚に於ける取扱の聞に生やる木口の割裂. 先~損其他一切の損傷を見込みて延寸を附・したの

で・ある 。

2. 素材の玉切 り Il:際して径級の大なるものは往々にして到に挽拍りを生じ之が属一端は標

準寸法に切 り 込むことがあるカ、ら.径級の大怒るものは小君主るものに比し延寸を充分に見

込むことが普通である.向製材i乙付ても往骨にして切出を生やることもある。

要之素材. 製材を通じ延寸を附する動機は木口の損傷tとよりて本館に影響を及ほすのを避け

んとする消極的の意味を有するのであって.需要者の要求よりも寧ろ生産者が自皆上の見地に

よりて質施してをったのである口

wr如く延寸を附する最も重なる理付1は運材其他取扱中 Il:於ける木口の損傷にあるが. 従来主ー

として河川の流迭によった時代iては延寸も~，[I首長く附せられたが、 其後流活に替ふるに軌道又

は銭道をmひ或は林内運材を集材機. 軌道 、 銭索.鎖線によ P 行ふ等運搬設備の改善せらる L

K伴ひ著しく 損傷を軽微ならしめ其結果として延寸ち漸衣減少しつ L ある ， 素より今日 K於て

筒流廷に よ る ものが少く君主いが.全閣を通覧し丸太の延寸は 3-4 寸より 1 尺に及ぶものがあ

る，然し蓮材設備の完備せる地方にては僅守 1 寸位i乙過ぎないものもある。

向延寸がj斬失短縮せ・らる~ l![l rIIのーに木材債格の騰貴が数へらる L が . 夫れは従来の慣習上

延寸に該賞する部分は標準寸法(長)以外のものと看倣し材積計算にも之を合ま し めざること

となってをるから . 材慣が騰貴するに連れ延寸の影響は強く感ぜらる~fL至 り極力之を少くぜ

んとする傾向を示してをるためで、ある。
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斯くて延寸は時代的に見て漸次短縮せ'らる L 傾向あり叉地方的に運材)J法の如何によりて左

右せらる L のであるから一律に延寸の長を定むることは不可能である。

ヨえに素材の延寸と製材の夫れとを比院するに後者は概して市i者 l亡比して損傷の程度が僅少で

あるから延寸も之に準じで短縮し得るのである。

現時延寸の長を見るに地方.樹極或は材極により匝々であるが.素材にありでは 5 寸内外を背占

遁と し長きものは約 1 尺.短きは僅に 1 寸に過ぎざることがある.製材に付ては 1n司材板類に

ては 5分乃至 1--2 分) 2 問材板類及挽;切にては延寸の観念は複雑を来し 2 間丸太有り丈けとな

してをる地方が多いが.此の反面には長の標準寸法の地方的相異を相殺する意義を有するので

あって.. 1JX:地方 l乙釘しては延寸は 4-5 寸に達し他の地方ïz:j1iI-.j- しては 1 寸或は 5 分位の延寸に

過ぎざる結果と なることもある. 小f(1材の延寸は 1 寸乃至 5--6 寸に建するが時としては 2 間

丸太有り丈けとなしてをる地方 もある.又一丈材に付ては全く延寸を附せざるか或は若干の滅

寸を見る地方さへあるが使用上の見地よりして必やしも 10 尺を要せざる矯めであるO

以上の如き事情により延寸は素材.製材を通じて長に釣する比率或は一定の寸法を以て律す

ることは殆んど不可能で‘あるから.. ïl1.'亡誼常の延寸を附すること L 規程し其長は 自由栽量に任

かすこと L するのが安常であるD

延寸の意義は以上によ りて明と主立ったが其結果として材積計算に常 りでは此部分を除外し又

猷賄K付て も其部分に存するものは其極類、性質. 程度の如何を問はすコ之を猷鞘と看倣さ歩、又

品等巨分の要素と して も之を除外すべきものである、市して蝕黙の内木口割其他の種類の如く

木口より縦に長く披大.延長じ且棋鼎iの表示を長によりて行ふものにあ りでは延寸の部分に属

するものを長の計算より低減するも差支ないのである。

長の標準寸法は 0.1 米の倍数であるが括約は一定の基準を有するから棋準寸法との関係は自

ら明となる.然るに延寸に付ては車l亡誼営の延寸を附することを要求するに止まり其長K別段

の制限を有ーせないのである.従って延寸の認定如何によりて標準寸法との 関係は襲化するもの

であるカ、ら，取引に付ては強め標準寸法を明確に定めて置かなければならぬ、即ち之等の揚合

を例示すれば;)(の通りである。

長貨の
・

1刈J
4
A
1
 

木 括約を適用しれる場合 怨寸を適 用しれ る場合

1. 8 5 米 端数 0.05 米であるから親*各上の長
は 1.8 米となる

延寸を 0.05 米 とすれ I:t'規格上の長は
1.8 米となる

標準寸法は 1.9 米であるから端放な
1. 9 0 米| 告も延寸を有ぜざる放規路上の長は

1.8 米となる

1. 9 5 米 | 端数 0.05 米であるから規持上の長
| は1.9 米となる

延寸を 0 .1 米 とする b 0.05 米 とする
もまl~特上の長は1.8 米となる

延寸を 0.05 ì:すれば規格上の長は1.9
米.短寸を 0.15米とすれIf 1. 8米とな
る

聴付丸太は検尺佳 6糠以上にして梢端を有し長の標準寸法は 1 米の倍数と規程せられてを
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る . 而して掠付丸太に到しでも其長 l乞付て括約及延寸の規定が適用せらる L のは勿論である。

fí'j端の大さに何等のÝ!ilJ限が定められてをらないのは出来件る丈け柏端を長く附・して置くのが使

用上便宜である揚合が多いためであるが. 或程度の制限を附せざれば極端に細少の部分を附ーし

時として取扱上にも不{更を来すカ、ら、柏端の太さ其物 tLfhJj限をカ11ふる代りに長の延τj.の如き意

味をも含め長の測定に常りて径 3 糎未満の部分の長は之を認めぎること L すれば自ら或程度に

制限せらる L のであるO

径 3t症未満の柄拘品部は1・日常の苧長tLi主し延寸I亡比すれば著しく長きも延寸の如く之を強要する

にあらや. さればとて{1~3 拠未満の部分を附するを禁やるにもあらす九延寸の観念と同じく長

の計算κ之を入れざる取扱とするのみである. 市して斯如き規定の結果として僅 3糎未満の梢

端の部分の長は林の造林.撫育法. 立木の生長j伏況、 運材欣況、 市揚 t亡於ける希望等極守の因

子が綜合ぜられて自ら夫守、適営の程度に落付くので・ある 。

第五節 標準 寸 法と公差

製材は棋準寸法に則りて鵠材ずるのであるカ、ら普通の視念にては製材の貰際の寸法は標準寸

法に合致する諜であるが.弐i亡主!!;.J~'るが如き積骨の原岡によりて完全に雨者を一致せしむるこ

とは至難であって . J鼓絡に諭す=れば標準寸法IL正しく合致するものは寧ろ一部分に過ぎ宇、多数

は種今の形に於て寸法の不整を惹起し、就中標準寸法を r[，心として大小の偏差を来すものが多

いのである。

前簡に於て述べたるが如く製材の幅及厚の寸法の測定に常り括約の方法は端数切拾法を採用

するのである力、ら.此規程を厳格に適用する時lま極めて機少の寸法にでも椋準寸法に滞?とさ、る

揚合は之を次階の標準寸法のものと看倣さる k のである.然るに製材寸法の貰情は上記の如く

其大部分は標準寸法を中心として正負の偏差を見るのであるカ、ら.之氏封して般絡に括約法を

遁!日する時は負の偏差l亡屈するものは全部標準寸法ILl適合せさ憤ること L 主主り且つ多数に上るの

であるカ、ら、還に標準寸法を定めた意義をも波却する陀至るであらう Jうって取引及製材の貰情

に鑑みて括約法の、適用により起る結果を或程度緩和する手段を講やることが必要となって来る

ので'ð) る。

製材に作ふて起る寸法の不整の内.標準寸法を 中心として生やる偏売に到しては一定の範囲

を限度として括約(端数切拾)の泊Hlを菟諒し之を標準寸法と看倣す時は良く如上の趣旨に泊

ふのである . 而して此寸法の偏差に釣して克諒ぜんとする一定限度の数値を公差と栴するので

ある。

製材寸法の公差は標準寸法を rt'心として正負同一数値を以て定めらるべき性質を有するもの

であるが. 標準寸法より大なるものは括約(端数切拾)の油・用によりて常設標準寸法と看倣さ

る L のであるカ、ら ， 正の公差|て属するものは貫際上は此の内に包含せられ， 棋準寸法陀浦?とざ
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るもの印ち負の公害二のみ公差としての所1日 を見るのである。

従来は製材の幅及j引て笹jする七lJ準寸法f[ は鍛絡なる1主義を存せすっ . 一般も ïfF之に到して寛大

なる考を有してをったのであるからι~i)lÆ寸法の公安に付ては極めて無関心であったのである。

然し規格の統ーを悶J行・L..特 lと寸一法 f[到して殿;俗主主る取扱を嬬し‘正味寸法を記入し之を保

詮せんとする規格の趣旨を厳守せんとするに常 りでは . 勢ひ公差の規程を設け、適正怒る数値を

算定することが肝要と怠って来るのである、只従来公差花関する i観念を殆んど有せ完主力、ったの

であるカ、ら公差の性質を充分に諒解し之が泊川を誤まらざるをj悶せ怠ければ怒らぬ。

第一項 製材寸法の不整及其原悶

第一目 製材寸法の不整

厳格なる意味i乙て論やる時は優秀なる製材機械及技術によ り*1lI心の注意を初rlふて製材する

し総ての製材をして総ての部分陀亙りて其寸法を標準寸法に完全に一致せしむることは殆ん

ど不可能であって . 大部分は標準寸法に合致せざるものであると云ふことが出来る .然乍ら製

材機械は精密機械と其根本の性能を異にするカ、ら.ガf如き厳格なる正確を期待するは無理であ

って或程度の不正確は之を強j回せたければならぬ又製材寸法に封する要求もがf如き厳格怒る意

味のものでも主主いのである口

製材機械と製材寸・法との関係は以上の如き性質のものであるカ、ら.其結果と して製材寸法の

不整を惹起することは菟れ難いものと云はたければならぬ.市して不整の程度は機械及技術の

程度に臆じて左右せられ叉種々の現はれカ-をするものであるが.不整の現はれカを示せばニ火の

如き種類に大別することが出来る。

1. 製材の長陀沼ふて全長又は一部分に於て.隅又は厚のー謹又はご濯が斜に鋸断せられ極

々の形の梯形を呈するものD

2. 製材の長 f[r官ふて全長又は一部分に於て 、 厚又は隔の寸法が小刻みに標準寸法1亡比 して

大又は小となり且つ混布するものJ

3. 製材の長に沿ふて会長又は一部分に於て幅又は厚が標準寸ム法に比して一様に大となるか

或は小となるものO

4. 以上三種のものが種々に配合せらる L もの。

第二目 製材寸法の不整の原悶

第一類 製材機械の木質的性質

製材機械は大なる動力 を以て急速に鋸身を廻陣し之によ りて木村 を鋸;断するのであるカ、ら、

機械其物の動揺も絶封![防ぐことは至難である叉鋸身の切断作用は刃物と異なり歯及アサリに

よりて行はれ且つ摩擦によ P て熱を伴ひ易きものである‘叉木材其物も材質は均質でなく特に

節を存する拐合は非常に不均質のものとなるのである.従って精符機械により均質の物質をカ11

工するが如き場合と著しく趣を異にし.如何十亡優秀怒る機織及技術を用ひ周符なる注意を梯ふ
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も製材機械の本質的性質として或程度の寸法の不整を来すは巴むを得ないのである。

第二類 製材機械の駐額及性質

製材寸法の不整は製材機峨其物より観察する時は挽曲より生十るものであるが.故山の!原悶

は樹極. 材極. 寸法、職工の技術.機織の良否等共通の事項を同ーと仮定すれば.木材の節.

アア等他の部分i亡比して局部的に著しく材質の見なる個所に際合して生歩るものと 、 宮Ili身の 目

立特に 「テンシヨン」の不充分より生歩、るものとの二つに考へらる L 白

現時専ら使川せらる L 主なる製材機械は 3極l亡大別することを得るが.機株の構造、餅身其他

の性能κ特徴を存するから製材寸法の鵠曲に付ても夫々差異を来すのである . fJjって製材機峨

其物の特性より観察した挽ElII に付て比較を試みる。

- . 丸鋸機

J.L鋸機は我図にて最も蹟く普及せる製材機憐であって.四分J阪の如き蕗板より.J!t . 板割. 其

他j亨.板. 小割材， 角材等殆んど絶ての材置を挽材することが山来る . 叉他の機械にて製材した

る製品の隔. J字又は長の切J前にも快〈 べからざるものとして倣迎ぜられてをる .只製材の~J程

が小であるから多量の木材を急:速に鵠材するを得予叉鵠減が大きく鵠肌も不良である等極々の

紋貼を有してをるカ、ら.現時丸鋸機は大工場にては補助機として使用せられ、小工場にて初め

て本来の性能を護揮して をるのである。

ヌL鋸機の鋸身は固形で同一中心を四時するものであって竪鋸或は帯話機の如〈外部よ D 手足

(Stletch & Buckle) 或は分銅等の作用によりて鋸身を緊張してをるのでな く，翠I亡鋸身の植に

加工せられた 「テンシヨンJ (Tension 俗に腰入〉 のみに依って幽先を緊張させる丈けであるの

と . 鋸身の韓が挽材副 Ici長潤して居る面が大きく運時中摩擦のために鋸の躍が加熱せられ冷水

を注ぎて鋸身の躍を冷却せなければならぬ様な二つの判官によりて . 堅鋸機或は帯鋸機の如 く

a!!.き鋸身を使用することが困難となるのである。

]ii. IC挽曲の貼より見る時は丸錦-身の如 く木材の挽商陀接してをる面の大なることは鋸身の挽

材中に迂ねる傾向 を小さく するから小噛りは少ないが. 部i記の如き故里占師ち鋸身の慢のj; 1惇t~等

のため寧ろ大きく曲る民がある.殊IC鋸身のif!J.きものを使用し?と揚合にはー居其傾向が顕著で・

あるから之等を結合すれば鵠曲は大となるのであるロ

二. 1~干鋸機

帯鋸機には大書IJ~鋸機(Log Band sa w) と IJ、割帯鋸機との二大別を存し、前者は主として僅観

の大なる丸太より各極の大形の挽割材を製材する揚合に川ひられ又小割堅鋸機と併用し泣!i板}日

板子の説材に供せらる~ .1占I小角材.厚板の製材にも使用せらる h近時製材機械及技術の進歩.

改善により以前困難とせられてをつ?と板割.吋彼等・は勿論四分抵の如き部絞まで直接大剖帯鋸

機より t抱材するを得る K至ったから今 日 にては大剖なる字11}は不適常となった口

小割帯鋸機は「ロー Jレ」迭Jj、割帯鋸機 (Roll feed Band saw 01' Band 1'esaw) と「テ ーフツレJ IJ、
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割帯鋸機 (H乱吋 feョd Band saw) の 2 種に別かれ.有íi者はmJ板類挽材を専門とし・紋子を「ロ

ー Jレ」の作用にて詮材しつ L 二つ割を糟糠繰返へして部板をt足立つるのである.後者は大割帯
テーヲル

鋸機の迭材;司王の代りに回定せる墓を有し此上 l亡木材を置き「ローノレJ の代りに手押にて港材

するのであって、;阪子l "jL太或は丸太の大鼓落材より部板l )車板.小角材.小割材其他随意の

寸法のものまでl邸機に製材することを得其機能は丸鋸機と同様極めて鑓通白在である。

各f!Ii鋸機の特質を述ぶるに常り併せて将来K於ける各鋸機の大勢を明にするは，鋸機と製材

寸法の説山との関係をー居明かに旗見し得るの促があるから.訟に記述の便宜上帯鋸機の項に

於て我悶に於ける製材業の中心勢力を属す部板簡餌ー機の過去、現在及将来K亙りて概要を述ぶ

ること L する。

我閣に於ける製材業lま部板類を製材するのを主目的とし且つ共厚も極めて rJ.~きものであっ

て、何れも l欧米に其例を求むることは出来ないのであるD

従来jj:IJ.板斤!の鋸機は他のものと同様何れも欧米より輸入ぜられたのであるが，材tiTI及経済上

の閲係により敵米製のものにては充分なる殻果を翠ぐることがI:l\来ないから.我閣の特程の事

情に誼合する様艶多の改善が1J11へられたのである。

滞板説材の属め最初小割竪鋸機 (Deal Frame saw) の改良に意を注ぎ製材功程を大にし、然

かも厚さの荷.き鋸身を使用し鵠械を低減するに努力したが.還に優良なる竪銑機の製作に成功

し高速度小割竪鋸機と して現今庚〈全圏各地に普及してをる。

乍然製材功程のi合大及挽減の低減に付ては到底小割堅鋸機の機能に満足す る ことが出来す九

教に7......8年前より帯鋸機に方面を替へ「ロー JレJ jま小割帯鋸機の改善に努力を主Ijlふ陀至ったが.

苦心の結果優秀t;r.る機織の製作に成功しm時著しく本機の普及を見るに至つtc. 之を IJ、割竪銘・

機と比較する IC'Í担減に付ては著しき低減を見ないが，鵠材功程は格段の進歩を示し約 3-4 割

の増加を来 してをる。

元主将滞板の製材陀付き最 も 主要なる賠は功程の増力1\と t忠誠の低減である.然る陀雨者は互に

~:11反する性質左右・するから.之が調節併進には幾多の苦心が抑はれ ~ÎlYiくにして IJ、割竪鋸機及

「ロー Jレ」詮小割帯鋸機をして今日の域迄改善せしむるを得?とのである口

製材J}J程の増加.税減の低減は何れも其目的とする所は生産費を低減せんとするにある .然

るに元来雨昔は理論上金く相反する立揚 l1: ôうるから双方の調節も自ら制限を受くるのである .

従つで小割竪鋸機及「ロール」選小割帯鋸機の性能をして今日以上更に著しく増進せしむるこ

とも亦容易の業ではないのである。

数年-*経済界。不況は製材事業(1:割しでも多大の打撃を拠へ，之が出境を緩和する嬬生産費

の低減を困るに全力を傾注したのであるが.製材事業に於ける生産費の内容を解剖i吟味するに.

木代は芽銀其他の経費に比すれば造に重要部分を占むる欣況であるカ、ら.製材功程の把勺!日によ

り生産費の低減を困るよりも . 寧ろ挽減の低減によりて木代の負婚を減じ生産費の低減を期す



第四草木材規格の統一 151 

る支1・造花得策定工るを信じ.製材功報は犠牲に供し若干の低減を来すも挽減の低減を極力増進す

るに努めたが. 其結果として「テープJレ」小割帯鋸機の改善に成功し近時該機の使用は急速度

に増加l しつ L ある口

本機の特徴とする貼は極めて高速l立の刻時を行ひ.同時に極めて泌さ鋸身を使!日するので‘あ

って . 其結果加減は著しく減じ且ゥ挽肌は平滑にして挽立寸法も正舵を閉することを得又竪訴

の如く彼子の製材のみに j[ilj限せらる L ことない各種の材極.寸法のものを陥機に白 rl! t1:製材す

るを得叉本機の臨機は非常に低擦にして「ロール」詮小割帝銀機或は小割竪耕機K比し時三分の

ー内外であれ動力も亦牛減程度にて足る等極キの利益があるカ、ら製材J)J程の低減による不利

を償ふて優K飴りがある。

「テープJレJ IJ、制帯型IÚ機の構造は鋸輸の直径 36 o.J)j至 44 o-J-tと して上輸は銅餓「タイヤJ

Kて堅固に作り且極力重量を軽くし鋸身の張度. 港材の速度等作業の調節に使たらしめ. 鋸身

の廻時速度は毎分 12-3， 000 吠jう至 15，000 択の高速度を出し.之K使用する餅身は幅 311寸乃

至 411':[・ . J手さ 22 番)j至 25 あが普通であるo

「テーブノレ」小割帯鋸機はi免減極めて僅少なるも J}J程が著しく低下する嫌があるカ、ら . 此故

山iを怖はんがため新友る工夫を旋らすに至ったのである. Qn ら銃身の)字及蛇!時速度を「アープ

Jレ」 小割帯鋸機と同ふするため.総ての構造を之と問ーたらしめ只鋸輸を幾分太くし直径を48
テーヲル

吋乃至 50 吋位となしたると . 韮上を子押l乙て逸材する代りに普通の大割帯鋸機と同様の逸材

事をmふるとの貼が異たるのである.換言すれば大割帯銃-機の構造を改善して出鋸身を!日ひ且

つ日速度の廻陣を 2~ し . 之によりで挽減の減少を期すると同時l亡迭材平のJ&f・jーによ りて手押に

よる時間の空費を避け製材攻j税の将1jJII を m~ したものである. f品I迭材車には絞の)~を白山花正硝

l亡定め得る様自働的WI!I，装置を設けたものもある 、 本格鋭機による時はt忠誠は「テープノレ」郁

鋭機と全く同-'J;r_らしめ.然かも製材功程は 5 割jう至 10 制の増加を困るを得殆んど高速度Ij、

割怪鋸機に1Lf敵するのである、 1i>J本機の特徴とする所は挽材寸法の正確なる鮪であって自由に

任意の寸法を正確に説材し得るのみならやt!é山を生やることも極めて少ないのである。

今 1 日 10 時間作業にて杉山分板(幅 1 尺. }字 2 分 R J1lÜ挽立の揚合K於ける各種鋸機のJ)J

程. 廻時数及鋸身のl早を比較釘服すれば尖の通りである口

銀 機 の 手畳 類

I )diIJ~ilki1l! I ~…」迭ィ、制堅苦経世智 大制竪銃後 ィ、制4fF鋸機 「 テ ーか~ I 自勤歩間怠
小;~IJ帯鋸機 材耳E イサ待鋭機

鋸身迦 1r1事話! 数
(1 分間1鋸身皮〉

875!V{ 725吠 12.000.火 15.000択 15.000 1火

録i 身 数 16-18枚 33枚 1枚 1枚 1枚

750-700坪 750-650);1' 650 - - 600均i

m I 19" 600-580坪 650-600 700-600 350--250 600-550 



152 林業試験車11 -:年 第三十二披

鉱- 機 の 手直 主R

イ制竪鰍 | 大制竪側 I ~ロールJ怠 I ~テーブル~ I 叩山迭小制帯鋸機 小:ylj帯鋸機 材 JfT 付併鋸後

20 グ 5S0-550Ji15 500-450JF 550-500坪 330-250坪 550- 4.50主F

功 21 グ 550-480 400-350 500-450 300-220 550-450 

1呈 22 グ 450-400 370-350 450-400 280-200 450-400 

r司、

23" 360-330 450 • 400 250-180 380-350 
主15
、ノ

。24 // 330-300 230-180 350-300 

25 " 220-150 330-300 

「テープノレ」小割帯鋸機の特質は前記の通りであるが . 小制堅鋸機と封比して製材.;1J程及挽減

の差異が果して製材全睦の牧支に如何なる結果を粛らすやを具臨I'I'~VC説明すれば

1. 小割堅鋸機と「テーフソレJ 11、制帯鋸機との比較K付き基礎事項

「ア{プノレJ'1、割帯鋸機. 釦身 !手 24 寄(J.ヂ賞寸l.ö78 1豆 挽減 3.5 胆)

小割竪鋸機. 鋸身厚 19 番(J.享寅寸 3.521 JM 税減 6.5BD

小割竪鋸‘機を基準として米杉四分板(厚 2分 1 J.豆〉製材の生産費を示せば

丸太深川工場入原慣 (No. 1 15.96' No.2 40J6' No. 3 45% -4三均) 1 石常 5 国民

間分絞 1 石常り木代金 (製材歩止は多年の経論により 64.5 %) 8 国 589

工賃及直接経費([1日分板 l 石蛍〉

間接費(金利を含む) ( " ) 

生産費 計 ( " ) 

2. 製材歩止比;1史

1 国 390

0 固 720

10 圏 G99

(1) 小河l竪jl，'l機 板子 l 丁より厚 2分 l 厘板 17 枚取.此厚 3 寸 5 分 7 庫、

tre減 6 厘 5 毛 . 16 @此厚 1 寸 4 厘

計板子 1 丁のj手 4 寸 6 分 1 胆

「テープJレJ'1、割帯鋸機板子取に換算して淑子 1 了より )字 2 分 1 )]{ 板 19 枚取

此厚 3 寸 9 分 9厘

挽減 3 厘 5 毛. 18 活此j手 6 分 3Jlli

計板子 1Tの)享 4 寸 6 分 2 厘

(2) 紋子の~I国は普通努めて 1 尺に木取るも 1 凡以下のものをも若干生やる故之を平均し

てお寸と仮定する (雨錨機共同ーたり〉

板子 1 丁の材債(立方尺)"
尺す尺

小割竪鋸機。 Gxxx0.46 J =2.766xx。

1 了の:波子を生産する四分板の材債(立方尺〉
尺寸尺

6 x xX  0.021 x 17 =2.142x:1: 

「テ ー フツレJ'J、制帯鋸機。 6x x x 0.462=2.772 xι。 6 X x x 0.021 x 19=2.394xx 
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小割竪鋸機の場合に於ける四分板 CJ享 2分 1 厘)の製材歩止は多年の経験によりて 64.5

%であるI1ln ち 10 立)i尺の丸太より 6.45 立1i尺の凶分板を得らる依って

厚二分一原板を 6.45 立})・尺丈け生産する板 fの主主
丁
8.0] 1 

6.45-;.-2.142 X .r =十一一一
忽

右板子の材積
3.011 宜主尺
一一一一 X2.760 X .1:=8.3284 

立;

牧

右板子より得らる L 二分一j豆:阪の数
3.011 ,,., 51.187 

x 17= 一一ー一-
x x 

以上よ り 「テ ー プノレJ 小割帯鋸機の揚合を計算すれば

10立方尺の丸太より得らるべき紋子の材績は小割竪鋸機の揚合と全く同ーと看倣すを得る.gp

ち板子の材積は 8.3284 立/)・尺である.依って

3.0044 
板子の数は 8.3284-;.-2.772 x x=一一一一一

立;

I 
3.0044 ，1f. 申 R 主申尺

右板子より得らる L 二分一厘板の材積は -z--X2.394x.E=71925 

7.1925 
依って製材歩止は 一一一一 X 100=71.92% 

一 10
枚

_ ."̂ .=,__ ,w 300H. '" 57.0836 
右板子より得らるべき一分一厘板の数 x一一 x19=一-z一一

今小剖竪鋸機と 「テーフーノレJ IJ、割帯鋸機とを比較する IL ， 丸太を 10 石とし向計A算を簡単に

する~め雨者共板子(板)の隔 z 寸を 1 尺と限定する時は之より生産する二分ー厘板の割合

は

材税 歩止 枚数 坪数
石

小割堅鋸機 6.45 64.5% 511.87 85.3 

「テ ー フソレJ/l、割帯鋭機 7.1925 71担% 570.836 95.2 

小割帯竪鋸鋸機機に劃する「ァーフソレJ
小書IJ の増率 11.5% 11.5% 11.5% 11.5% 

3. 製材経費(直接費〉の比較

(1) 小割堅鋸機

1 日 1 蓋 10 時間作業にて板子 200 丁を製材するとすればご分一座板の生産材積は
尺尺尺 枚丁石

6 X 1 X 0.021 X 17 X 200=42.84 

製材機織の作業に直接要する経費は 1 日常次の通りである
門

職工賃 1 人 1 日 250 2h 

機械油白絞泊 1 日 1 升(1斗 8 悶 50 銭替) 0.85 
在費械il[J 1 日 5 合(1斗 2 JnI 60 銭替) 0.13 

ベル ト 隔 6 吋もの 50 gr~ ， 150 日間使!日(l吠{固 50 銭替) 0.15 

鋸身長 42 fi.j'. rlJ 5 川 、 厚 19 番 1.53 
1 枚 2 悶 70 銭、 1 7 放にて 17 月間使用
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1.00 鋸身目立 3 五にて 1 入、 1 人 1 日 3 固

1.60 1 認 3500 凶. 10 少年償却
1 年 330 日作業

機織代償却

1.05 日 歩 3 鋭同上金利

8.27 
f'f 石 円

四分板(二分-J![奴) 1 石首の直接費は 0.1904 国 (8.27+42.84 = 0.1904) となる

「アープノレ.JIJ、割帯鋸機(2) 

1 日 1 蓋 10 時間作業にて板子 100 丁を製材し作るが之を 2 壷運轄し 200 丁を製材する

0
0
 

石
川ω

ほ
→
一

副
性
的

材

m
d

産

い
は

生

日

の

v
A

絞
即
座
尺
似

一
:
×

分
F
A
U

二
尺
n
m

ばせと

円

8.00 

製材機械の作業に直接要する経費は 1 日常尖の遁りである。

職工賃 2 蓋 4 名D22 〈見習〉う口 1 人 iRi; 器

機械油 2蓋分。問thill i i i 全日 :i:: 日誌鍛; 0.425 
0.260 

0.253 ベル ト 2 墓分。幅 5 o--J・- 長 100 択. 150 日間使用 (1 ~沢 3 図的鏡) I 

長 22 吹、幅 3 n~の L の 1 ヶ月 4 枚侠m
長 1 !!J"\ に付・ 90 銭蒋

2.640 蛋分。鋸身 2

3.000 鋸目立 2 蓋分。 1 人 1 日 3 国

2 益分&. 目 立機共 2500 闘
10ヶ年tìt'!，jl 、 1 7'年 330 日作業

0.757 機械代償却。

0.750 

16.085 
Iq 石 阿

四分板(二分一j豆板) 1 石首りの直接費は 0.3359 固 (l6ο85+47.88 = 0.3359) と なる以

日 ;歩 3 銭同上金利

ト
ーさロ

上により 1 日 常の直接費を比較すれば小割竪鋸機は 1 石首 19 銭 4 毛. rテー プル」小

割帯鋸楼は 1 石常 33 銭 5 )豆 9 毛とたり其差 14 銭 5 鹿 5 毛にして後者は前者に比して

76.4 %の掛増と怠る口

生産費比股4. 

「テープノレJ小割帯鋸機

5.54 

以上を綜合して雨機械の生産費を比較すれば

機鋸
1M

竪
F

広

告
官

製材歩止71. 92 %

小制竪鋸楼に比し直接星空
1 石 '~':i・ 14 銭 5厘 5 毛1曾

7.703 製材歩止64.5%8.589 

丸太原債 1 石賞

凶分板 1 石賞木代金

工賃及直接費 1.535 1.390 同上

0.720 0.720 間接費同上

9.958 

自P ち「テープJレJ IJ、制帯鋭機の方小割竪鋸機に比し四分板 1 石IL付き 74 銭 1 厘丈け生

10.699 
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p;fi費を低減し得ること L 怒る . f占11 坪嘗の生産費i亡換算すれば小割竪皇居機は 80 銭 8 厘 8 毛.

「アー フツレJI)、割併錆機は 75 銭 2 厘 8 毛にして後者の)J・ 5 銭 6 厘丈け有利とたる白

斯く「テーフソレJ 小割帯新機は経済上有利なるのみならす九前述の如く各種の特徴を有する

から大工場は勿論 r(11)、工場にも敵迎せられ.メL鋸機の領域をも犯しつ L ある . 従来各地方IC

干付ーるヌL鋸機 2-3 藍を有する小工場は 1 7"年を通じ毎日機織の運持作業を嬬すものはf<<i

で、資材丸太の断続的供給lとよりて臨機運博する程度のものが普通で、ある J抗女1~ き小工場にて

は功程の大なる機械よりも寧ろ挽減少なし直接費僅少にして自由に各種の材l霊を挽立て得

るものが利益であるカ、ら.今日にてはメL鋸機の代りに「テーフソレ」小割キi持活機を )日ふる傾向

が頴著と なって来tc . 白倒j歩出装置迭材車付帯揖機は「テ ー プノレ」小割帯鋸機と柏趣を異に

し大規模の製材工場に漸次賞mぜらる .\.It:至った。

我閣に於ける製材機械の大勢は将来「テープJレ J 1)、割格新機の普及を見るものと理想せらる

るが， 機織の改良 も今後一居行はる L 傾向にあるから.之に j'lòふて技術の改善を講じ?とならば

製材寸法の説曲の如き全く其面目を一新するに至るであらう口

官頭It:戻り帯鋸股の性質を吟味する l亡、帯鋸身は細く長いから肖J. アア!þfj;不均質の部分 t亡 |際

合ずる時は他機によじすれば迂ねり易いのである ， 然しながら帯鋸機は前述の如く近年著し く高

速度化ぜられ， 丸鋸ーの歯速度が毎分 10，000 吹.堅鋸が 880 吠位なるにt:t L . 15， 000 沢以上を /:H

すことを得る叉銘a身の長さが他の鋸に比して著しく長く . 従って歯の数も多いカ、ら . 鋸身の鵡

及韓が充分に空気 10県され冷却せらる L から加熱せらる L ことなく叉t史料の作業にtf.Ì して卸幽

の負搭が全部均一である . f匂無摩擦式の揖身緊張接置を有する機械にては鋸の大1) 、 t亡 l臨じて常

It:任意の一定の張りを見lふることが出来る等極守の特徴を存ずるカ、ら 、 3 極の鋸機中挽出iの傾

向が最も少い機械と云ふことが出来るD

3. 竪錨・機

!fi鋸機には大害ljf窓生活機 (Log Fl'awe ~aw) と 1)、割竪錆機 (Deal Frame saw) の 2 種を干了宇し 、

前者は主として丸太を挽材L，後者lま板子より i}#.板を製材するものである.倫雨者を折衷し?と

小型竪針機を工夫し専ら小便丸太を製材してをる。

堅鋸機は多数の鋸身を手足に依って鋸枠の聞に緊張する装置を有し . 其鋸枠の上下運動につ

れ鋸身が下降する時丈け木材を切断するのである.鋸身の速度は最も高速度のもので 1 分間

880 吠位 (寅際の有殻速度は其牛分 440 吹である〉であって他の鋸機に比すれば速度は極めて

小である . 鋸身は同ーの所を上下する許りであるから鋸身の木材に接してをる部分が力u熱し且

つ鋸歯の位置により速度と倒jきが異なるため歯先に受ける負捨.抵抗が異り.歯の努れ及摩誠

も -Hiでないが.是等の不合理念鈷によって鵠dtJが生じ易〈なってをる . 向日歪釘i機で却l}.;f疫を挽

材する時鋸身と錦身との聞に鋸屑が挟まり挽出の原悶となることもあるD

堅鋸機は一つの枠に多数の鋸身を緊着し「コツターJ IZ:て締め付けるのであるが全部を 同一
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iU，態~p ち均一の張りに保持Aすることは容易でないのである，従って往守に して多数の鋸身の内

1-2 枚の不完全なる張 り を来すこともあるが. 制身 1 枚の不完全なるため製材 2 枚が説的を

生歩ること L なるのである。

以上越べ?と所を結合する時は 3 加の鋭機の聞には著しき懸隔は認められ友いが. 説出iのよじ限

的f[少いのは帯鋸機殊に改善せられた高鎮の帯鋸機であって堅錨機及丸鋸機はとにZFC ぐので

あるo

第 三 類 釘ー身の取扱

製材寸法不整の原因 ~JJ最も聞係の深いものは錯身の欣扱であって.如何に優秀なる機峨及熟

練なる操縦職工を有するも鋸身の取扱が不充分であれば挽曲は克る L ことが出来ぬ叉鋸身の取

扱方如何により では各種・銘機の特徴をー居明確ならしめ或は之を緩和し.同一鋸機にでも亦挽

出iの程度を左右するに至るのである。

鋸身の取扱カ・は其範囲庚く内容も荘f 々あるが出illI lC:最も影響の大なるものを主ß.ぶれば尖の如

くである。

鋸身の取扱の内で挽i出と重大友関係主布ーするものは鋸身の 「テンシヨンJ (腰入れ〉であ

る . 1アンシヨン」とは鋸身を機械に装置した時に過賞に歯先及背を緊張せしむる!f犬態に鋸身の

中央部を仲整機にてや11 ばすこと・である.而 して鋸身は運持作業を始むれば歯先は裁断の座力と

摩擦のために熱を生じ共熱のため陀銅は膨脹し歯側がi中長する、此揚合t亡鋸身。中央部が諌め

充分に仲ばされであれば鋸の歯先が仲びても緊張を快くに至る様な事はゑい.而して鋸は作業

rl'l常に鴎側が最も緊張し居らたければならぬが其目的を建するために背のカは歯側よりも幾分

{rl lびてをらなければならぬ之を「パック J (Back) を入れると云ふ。「テンシヨン」は「テンシ

ヨン. グー ジJ Il:依!J .1パック」は「パック.ゲー ジJ 1'(11;;.つて検査せらる L のである口「テン

シヨン」及「パック J の度合は錨の四時速度. 木材の硬軟. 錨のj手(グー ジ)等によりて決定

せらる L が「テンシヨン」を完全に入れJパック J も充分に調整せられた鋸身を佼}目すれば挽

曲は著しく軽減せらる L のである。

ヌL鋸身の「テシシヨン」は中心より外側に向って中央部を最も多く槌打作業にて {Iドばし(丸

鋸には背と云ふものを存しないから「パック」をつけると云ふことはない入竪鋸及帯鋸身は仲

整機(ス トレ ヅチヤー.ロー ラ) I亡て 中央部.背部を伸ばすのであるが鋸身全臨に捗って均一

でなければならね口

鋸身は部分的に挫れ或は歪の{ll1lmがあってはたらぬから. 1テンシヨン」作業を拠ふる節ilZ:

「レヴエ リ ング」を行はなければならぬJレヴエ リ ンクコとは鋸身を整へる第一の作業で、あって

鋸身を各部均一.正確に全髄を水平K保t? しむる様に整へる操業を云ふのである 。

鋸身の幽の形j九間隔. アサリの大小. 種類等は製材能率に大なる影響があり叉鵠l的にも

彰響を有するのであるが. 是得;は使用鋸身のj弘樹種.材極.鋸の速度. 送りの速度等によ り
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て夫々泊蛍 IC )Eめなければ友らぬ >> 1{，J鋸身を鉱ー機fo&H くる l亡首りて問到の注意を拶1\はなけれ

ばならぬ > 1良付ーが常を得ぬ時は鵠l出の)京凶となること があるD

第四類 職工の技術

製材機が満足なる j伏態陀あっても製材職工の技術が未熟である怒らば不完全なる製材 を生産

すべ じ 若し技術が熟達してをる時は機織の紋，陥を著しく緩和lするを得るのであるD

] . 鋸身の取扱は既越の通りであるが熟練友る職工の手腕に侍?となければならぬ。

2. 説材の迭り速度は挽rlb fC影響を及隠すのであるから鋸機の特ET. 鋸身 ， 木材の樹J私大

小.材極等に注意し泊常の速度を決定せなければならね。

3. ヌL錦ー機及「テ ー フソレJ/J、割帯鋸慢は手押にて迭材するのであるから首í. アテ等 Icl味合し?と

時迭り速度を手加減するの{更があるが熟練なる職工を待って初めて之を期待し得るのであ

る . 技術の氷熟のものでは却って調整を誤まり凹分板等の虫11 く極めて描く且つ隔の既き製

材にては動もすれば挽r111 を生やるのであろ。

4. 竪鋸機にて挽立てる揚合丸太又は板子の挽初及挽終l亡於て丸太叉は板子の一端が銚上 る

気味があれ其結果として製材の寸法が配れ易く然かも概して他の部分よりも厚が部くな

る傾向がある。

第五類 製材l亡於ける鋸機の配合

製材木取上木材の fj:上り迄の経過を見るに > 1L鋸機> rア ー プJレ」帯鋸機及大割帯錦機lま乙

のみに よりて説材を仕上け得るも.其外の鋸機は他機の援助を受けて初めて完全Ic挽材 を仕上

け得るのである > gp ち 2 鋸機以上の配合によりて製材するのであるが，鋸機の種類，鋸身の取

扱. 職工技術等によりて製材寸法の不整が招来せらる L ものとすれば製材に於ける鋸機の配合

ilk態をも考慮するの要があるO

t地材t亡常 り 異胞の鋸機の配合は木材の幅又は厚に設営する部分を異なりたる鋸機によりて挽

立てる こ と を意味するのであるが. 木取の都合上種々の揚合を生やるも其主主主るものを示せば

ヨえの通りである 。

捨
匂

4
冷
白

岸
国

,S
M 妥主 補助鋸機

丸 鍍 機 l 殆んど総ての棚に付捕仰全部九
鋸J践に 4 リ扱立つるを符

小角 、 厚板:.!t他大形材は幅及厚共本機に 板子、 大段落材の扱初に到 して

大1li~ 幣鋭機 よる。f~板5す子る、丸太の太鼓務の場合は板の幅 は小刻!t}鋸 . r ロ ー ル」主主主狩鋭、

! こ闘
「テープルJfF鋸xは丸ìJ君主句史m
ぜられ板の厚に関係する

大制~鋭機 ~;板!長反ま類'1j(印落手!の主 板類の隔に到しては丸鋸を用ふ
大政 場合は隔に関係する

小刻竪銀機 板類の厚に闘係する
板類の幅に針 しては大剖帯鋸.
;!L鋸ーを用ふ



158 林業試験緑台 第三十二腕

主 ~ 鋸 機 有lì JYJ 鋸 機

一一一 一一一一

「口- )レ Jill/]、制徴鋸
板類の厚に関係する

板努iの備に華社しては大制帯据、
b鑓 丸合Jïiを用ふ

「テープルJ小笹IJ'\\\"~} ヂ千慌の材活を扱阪立つるを得るが主主して |隔に到しでは大制帯鋸機又は.
機 厚に閥係しf~J に関係することあリ JL鋸を用ふ

自動帯歩出装置怠材 11r 各経の材績を扱立つろを得.備及厚に闘 I!回におして丸鋸を用ふることあ
付録ì鍵 係する

三たに鋸機の配合|亡関前して考f者:せらる L ものは木取の方法.組合はせであって製材寸法に砂

からぬ彰響を典ふるのである。

1. 板子取りの揚合大制帯鋸機専にて板子の隔叉は厚の寸法を正確に飽立てざる時は其絞子

より得らるべき十数枚乃至数十枚の四分板全部 Iï:針して隅又は厚K 不整の影響を奥ふるの

であるo

2. 小割材の木取にして板類の出来合寸法の帽に満たざるもの或は工:fを利用する揚合Kは業

板類の厚の不整は小割材の厚. 隔の内何れかに影響を及隠すのである。

第六類 木材の牧縮

木材の牧縮は合イ1' 7]'(分の放/:IHlP ち乾燥に伴ふて起るものであって.樹臆.材程，寸法. 厚又

は隔.木目.個植の特性等によ P て其l炊縮IC大小.遅速の差を生十るが.共通的に時間の経過

によりて漸女牧縮し策乾i!k態に達するに至り一旦牧縮を中止するものである.従って木材の寸

法は製材を格り乾燥を開始してより策乾枇態陀達する迄は引蹟き異動費化する性質を有するも

のと考ふることが問来る。

元来製材の標準寸法は製材が乾燥に仲ふl炊縮を中止し;製材寸法的階安定すべき時期即ち策乾

枇態に達する時を目棋とするのが至常である.仰って其期間内に起る牧縮率を見込み1抱立寸法

に夫れ丈けの飴裕を附すれば京乾AA態に達し?とる時の製材寸法は標準寸法に一致するのであ

る D 従って其時期以前に於ては製材寸法は常に標準寸法より大と怒るの-;::-ある。

製材の標準寸法と4支給との閥係は以上の通りであるが.木材の牧縮は前述の如く極キの僚件

によりて其程度を異にするカ、ら総てに亙りて完全に宜際と一致すべき牧縮率の数値を見t-Uすこ

とは至難で・ある.従って一定の牧縮至容に準接して製材を行ふい質際の牧縮lま7象}仰と反したる

結果を粛らし標準寸法1て到して若干の過不足を生ヂることもあるのは巳を得ないのであるが.

斯如き揚合は之を牧縮陀基く製材寸法の蟹化.不整と看倣すべきものである.只常訓より全然

牧縮を考慮せすコ或は牧桁i率を故意に作属して製材を行ひ?とる揚合 vc生ヂ・る製材寸法の不整は前

認のものと意義を異l亡しj設に之を戒め怠ければならぬことであると共に其不整の度合は前記の

揚合i亡比して著しく大となり雨者は明に之を匝分するを得るのである。

以上第一類乃至第五類に述べた事項は製材機械及其取扱に基く寸法不整の原悶.第六類は木

村の牧縮iて基く原悶であるが，是等の諸原肉が結合せられて製材寸法の不整を惹起し叉其程度
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を異にするのである.而して寸法の不整は一定限度の範囲のものは公差の規程によ りて救済せ

らる L のであるが.不完全なる機蛾及技術により或は公差の意義を誤解して製材を行ふ時は寸

法の不整は茜しき程度に主主し到底公差tとよりて之を救済することが出来ぬ様になるのであるか

ら.寸法不整の原肉fC 到する正しき理解と周密主主 る注意と!と より之が除去軽減に努めたければ

な ら ぬ口

第二項公 定

各種製材 K付て其寸法を精ìqlJするに.同ーー工揚に於て然も同一時期に製材せられたものも著

しく其寸法を異にするものであることが判る .例へば第 1 表は昭和 4 年 10 月.某工場の製材

I亡闘はり 'm揚Il:保管中の凹分坂. 1 ，005 枚、 3，015 ク所(各板の長 i亡闘し時中央及雨端より 10細

1 
位の 3 ク所を測定したものである〉の厚を 粍の制週尺付尺度を旧ひ精測した結果である20 'ruV_....~- 17R 

が.同一工場IL於て同時に凶分板として製材ぜられたものも其厚は 5.15 粍乃至 8.95 粍の範囲

K亙り費化することを知り得たのであ る 口

同一工揚に於て同一製!日として生産-するには.出来るだけ同一寸法のものを得る様努力した

ものであることは想像するに難くたいか ら.上記の如き寸法の嬰化は他に何等か製材の寸法を

左右する悶子をイ子し.夫れに影響せられた結果であ る と考へなければならぬ.而して其悶子と

して翠け得る ものは既述の如く木材白植の性質より考ふれば組織の不均質であるが.外部より

~~ 1 表 四分板厚 1: ~J ずる j支数分布表

板 mnl 厚 1 ;枚 数 l 板 111111 厚 ! 枚 枚 数 1 I 枚111111厚 数
n> m

5.15 2 6.15 10 7.15 1::6 I 8.15 3 

5.20 1 6.20 40 7.20 48 8.20 “ 。
5.25 6.25 24 7.25 78 8.25 υ v 

5.30 4 6.30 7.30 91 8.30 。

5.35 1 6.35 31 7.35 51 8.35 。

5.40 1 6.40 7.40 111 ' 8.40 4 

5.45 1 6.45 108 7.45 44 ! 8.45 2 

5.50 6.50 114 I 7.50 56 8.50 5 

5.55 1 6.55 72 7.55 39 8.55 1 

5.60 3 6.60 94 7.60 26 8.60 5 

5.65 3 6.65 48 7.65 43 8.65 1 

5.70 5 6.伀 7.70 41 I 8.70 

5.75 G 6.75 123 1 7.75 27 8.75 

5.80 12 6.80 7.80 33 I 8.80 

5.85 3 6.85 69 7.85 15 8.85 

5.90 10 6.90 7.90 29 il 8.90 1 
5.95 6.95 90 7.95 8.95 1 

6.00 7.00 306 8.00 26 I 9.00 
6.05 10 7.05 71 8.05 4 
6.10 19 7.10 128 8.10 I 5 11 計 3,015 
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* る原因は.製材機械及之がJr~扱に開聯する製材技術上の諸悶子と.木材の乾燥によりて生や

る JI対日iとを禦ぐることが出来る.此 2 担類の原悶と寸法の艶化.不整との関係を l吟味するに .

製材技術上の諸問予より起る寸法の嬰化は製材の完了と共に定まる性質のものであり且つ個々

の寸法に及隠す影響の程度を7象知 し叉之を是正することも不可能で・ある。之陀反して4支給によ

る寸法の饗化は前記諸因子と柏々越を異にするものがある、即ち牧縮は製材後乾燥にW~、て進

行し気乾秋態l亡至り;最大と怒り且つ安定するのであるから.寸法の饗化も筑乾j伏態に至り初め

て安定を来す性質のものである。然乍ら牧縮による寸法の影響は其カ向が常に一定であるのみ

たらでh 後段t亡越ぶるが如く蟹化の範園も狭少であとから.僅少の差を魔悟する主主らば容易に

其寸法を理知し叉之を是正することが出来るので、ある。誌に注意を要するは. ~支給による寸法

の嬰化の意義であって.正i\tと看倣し得べき牧縮率.を忠宜ーに川ひたる場合 t亡起る自然的の寸法

の饗化を意味し ， J政縮を全く考慮に入れや或は故意VcJ伏縮王子.を少さく見込みて製材し?とる場合

I亡生す3 る製材寸法の差と"，主全く其意義を異にするものである。

之を要するに如何K精巧なる機械を川ひ優秀なる技術と細心の注意を以てしてい製材によ

り正確に所期の寸法に合致せしむることは不可能であってw 或臨固に亙り寸法の差のあること

は克れないのである。伺って木材規格に於てt~~準寸法を定め製材の正味寸法を之に一致せしめ

且つ之を標示し.所謂正量取引 を悶j行せんとするに際して.何れの製品に釘しても厳密K標準

寸法l亡合致することを要求するのは事貰K於て不可能である，自11 ち棋士\ß寸法 l乞劃する差の内或

範囲のものは.上記不可抗力の原因により起る:告を緩和せんがため之を菟諒すべきものであっ

て.此の克諒範園が所謂寸法の公差と稿せらる L ものである。

公去と して認むべき設の範囲は . 理論上各製品 tとより又時代によ り 費へ得る性質のものであ

る ，夫は製品により不可抗力の原悶に依ると認め作る範囲が異友るのみならす九 製材機械の改

良.技術の進歩等lとよりて次第に其純国を小ならしむることが出来るからである。

上記諸極の原悶によりて起る寸法の嬰化は之を個今の作用 IC就て見る時は極めて複雑で・あっ

て夫守趣を異にするものであるが.寸法の公差を決定するには之等の原因1lIiJ々或は相互の開係

に付て考究する要がたいカ、ら.本研究は諸種の原悶の綜合的影響によりて生やる製材寸法を賢

測して其寸法の蜜化を 明 i亡し之によりて寸法の公差を決定せんとするのである.而して、適正な

る公主を算定するには製材が京}~rlnxは之氏~き j伏態 Icj主したものを基準とするのが適ー常であ

る。

利l材の寸法は製材の如く官;初より 1~，'~iW寸法に正献に合致するを 1象朋することなく極めて担割t

な方法にて造材せられ又製材iとても長は延寸を附する規程と友つてをるのであるから.仰れに

釘しでも公主の誼!円 を考慮する要がないのである。

第一日 公差の決定方法

公まその決定 l亡常りでは先づ理論上不可抗力と認めらる L 寸法蟹化の純園を明にし怠ければな
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らぬ、今第 1 表の数値より夫キの厚を有する度数分布固を作れば第 1 固の如くなる(結線は第

1 表の算術平均値及標準偏差とをmひて得らるべき正規曲線を示す〉。

本圃は崎町栴形をなし.誤差論に所謂正規曲線として知られてをる曲線と II府同型であって .

寸法の襲化K彰響ずる国子が多数であり.且つ相互に滴立的に作用するものと考へ得ることか

ー らも容易に推断し得る結果である.試みに後掲第 3 表乃至第 17 表に於ける買測結果よれ夫

々の寸法に封する各個惜の分布園を柿けば第 2 固乃至第 10 園の如くたるo

800 

700 

600 

500 

'100 

300 

東

幸弘

/08 

g4 

6.1-

/支

主人J6r，

11.. 

E、智4也B 

jfi 1 回i 杉四分板に封する皮数分布悶

5.00 5.25 

辱 f粍)

~\ 2 岡

厚に到する皮数分1[;岡

(六分板尺栃 L の〉

一一/
、ミも'、T 

メ手 (.,fb) 

1, 

号

-8.50 825 9.00 

是等の結果に依って見るに

各種製材の不可抗力の原悶に

よ り起る寸法の饗化は誤差論

の所謂正規曲線の如く PI告封稿

的であって.夫々の寸法に劃

する各個韓の分配王手は正規曲

線に閲する理論によりて説明

することが出来るのを知るの

である.例へば第 1 表の数値

より其算術的平均値 (Mにて

表はす〉及標準偏差 (0" 1とて表

はす)を算出し M土グ， M土

2ゲ ， 111土 3ゲの範囲内に入る測

定数の綿測定敢に封する割合

を算出するに 71.3 %, 95.4 % 
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3え

.2.S 

第 3 悶

幅に議!する皮磁分布団

(六分板尺幅 L の〉
￡且

1ι 

寄

�O 

μ
g
d
A
 

度
荻

./tfJ 腕に到する皮盟主分布-

第 4 悶 44l (回級目制 6.5 寸踊 L の〉
.:J. 7o ト 厚に謝する皮数分析了間

(板 寄り
JI./) 

ぷ/p 1司 八
J6 

J ,j_ 

/ 
,t.1l 

CJ，丘

.U 

!t 

払Joi / 
7iんZ

1 一七J
h i 、色 d ミ、』、.

弘 g

常厚 @ι芦
夕、 芝、 ぷ

...........,.__ 

2竜道悼越え}、寄品
今

Eh ea ,‘ 

定3・

ー守

99 .0 9'';となりて正規曲線の理論より得らる L 夫々の差の起ることの確率 68.3%， 95.4 %，及 99.7

%rc略近いのである.伺って著者は各種製材に就て其寸法を精測し.各寸法の標準誤差を算出

して公差決定の基礎としたのである.此時には各寸法の算術平均値を以て製材せんとした寸法

と蝦定するのであって.標準寸法夫れ自身との差に就ては特に考慮するの必要はない.但し一

度公差が決定せられたならば標準寸法を基礎として考へなければ友ら友いこと は勿論であるD

第一類 個々の製材寸法の饗化

1. 製材寸法の測定用器具
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個々の製材に付其寸法を質測するには . 主として最小度盛 1 粍・ 遊槙尺 1 粍の尺度を }円
20 

ひたのであるが. 結束した製材(印ち数個を一括した場合〉の寸法を測定するためには林

業試験揚技手清野要氏が特に其 ,6g 

目的のために考案し助手丸山末

松氏の設計し?と測定器(定座板 60 

厚測定器と栴する) を使用した

のである，此測定器は測定せん ﾓ.J. 

とする製材(結束入数に該首す

る数個の板を一緒に〉 を一定堅 .44 

を以て押へ. 其時の寸法を測定

ぜんとするのであって. 其構造 .Jb 

は;jこの如くなってを る 。

第 11 園に於て主梓は直径 4.0 ~g 

糎の銅銭拝であって.最小度盛

1 粍.最大讃取距離 30 糎の尺
O?-O 

度になって居り Taper piu Il: Jえ

よって蓋上K同定しである.~
;.t. 

鋲 A はj骨孔を有する)胞により 本4 

主得上を遊・勤し . 調整螺子によ

り I[ffiWi梓の誼常の位置に止む

第 7 1ì0J

/80 厚に封する皮数分布悶

く貨〉

/1'0 

皮 60

4ぇ
':'0 

/ 

ノ手 C*t.) -"b b 、

~"'i 6 悶

帽に釣する皮

数分布問

(1'J:) 

ーp、.、q し、
‘時、。
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1 
ることが出来る . 墜銀の腕には遊標尺 V があり，主梓と共にτ百一粍迄読み取る こ とが出

来る.挺梓 と懸垂梓とは栓 C によって連絡してをる . D は牛符~ 1 粍の丸身を有する支鮎

である . Wは鍾であって.移動止 E によって挺拝上任意の位置に止むることが出来る。

本器を使用するには先づ挺梓を水平に保った時の座鉱距離を園示の如い測定ぜんとする

板厚と時相当t. しき様K調整してをき . ::;えに挺惇柄を以て犀銀 A を上方に揚け(約 5糎を

揚 t}'得る入下座盤上に測定せんとする板を載せ挺拝柄を放し.其時の度盛を読み取るので

ある 。

掛け亡本器の主主Eる機能を記せば

最大測定距離 30 糎 最小測定距離 0.01 糎

錘の重量 5 1i王 座銀に於ける最大荷重 40砥

E芸銀に於ける最小荷重 10 底 堅飯の面積 100 平方糎

である . 綿重量 22 砥に達し運般には材i不便であるが本器の目的とする所は公差決定の基

礎材料を正確に且つ迅速に測定せんとするにあるカ、ら . 斯如き設計K ょったものであって，

製材の検査其他一般的に!日ひらるべきものと趣旨を異にしてをるのである。工場に於て白

個の製材寸法を槍訂し或は組合等にて蹟く一般の製品を検査するに常り では . 重量粧く取

扱も簡便に して然も正確に通常なる一定の荷重を保ち得. 尚債格も廉主主る測定器を考案す

ることが必要である。

本定座板摩測定器は如上の趣旨によりて特に設計作製したのであるが. 使用の結果後期の

如き成果を得たのである口

試みに遊棋尺付尺度と定1Mì仮l享測定器とにより寅測し?とる数値の差を見るため . 秋田産杉

凶分板 224 枚 . 448 箇所につき其厚を測定したるに第 2 表を得?と.表 ~FI A は遊桜尺付尺度

Kよる敢値を示し B は定墜板厚測定器による数値を示してをる臼

厚(粍;I 1ìAmx--\ 九数ド〈粍コ I 1ìAmk \ ち数 l 厚叩| 枚Amk I ~mx 11 同 | ザ | 惣
5.6 2 6・の“5 3 6.75 46 7.25 30 

5.7 6.30 13 6.80 11 74 7.30 6 22 

5.8 6.35 3 6.85 37 7.35 3 

5.9 3 6.40 3 15 6.90 28 56 7.40 6 10 

5.95 1 6.45 2 6.95 27 7.45 3 

6.00 5 6.50 21 30 7.00 54 52 7.50 II 9 

6.05 1 6.55 3 7.05 9 7.55 2 

6.10 2 6.60 5 35 7.10 25 33 7.60 2 3 

6.15 8.65 7 7.15 45 7.65 7 

6.20 4 5 6.70 19 49 7.20 12 25 7.70 7 



第三十二 l!J}1，

(叫九数 1 九数 | 厚仁粍) I ザ i 枚B歎 1 厚〈粍) I ザ I ~B~ II 開 | ザ | 幣
-11_85 I -

告事長験試
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):J" ヰ本166 

言十 | 倒| ω 
6.95 幸E
6.87 グ
0.31 8 グ
0 . 348 ρ 

1 

] 11 合
A に ι るもの
B に￡るもの
A による L の
B に 主るもの

8.3 

8.4 

低

差

均

」摘

卒
M
H

H
γ

術
刊
『

算
掠

1 

7.95 

8.00 

8.1 

2 

2 

2 

7.75 

7.80 

7.85 

8.2 1 7.90 

錘
移
仙劃
ι
L
E

若島定

一一

古川厚板堅定困11 第

本表に よれば板厚測定器による数値は遊槙尺付尺度によるものよりもす内小さい且つ蜜化

(第 18 表.算術平均値及標準偏差参j照).然し絞厚測定の範園l念材j大たる様に考へらる L

穏に於ては測定面が遊標尺付尺度の夫より大友ること.. .後者の揚合が殆んど力をカ11へや

して読み取るのに封し.前者は~:f:I常の力を力11へて座した結果を読み取るために斯る数値の

差を得たのであって， 強め期待し得る結果と云ふことが出来るD

各種製材寸法の質測イ[立桂に公差決定の基礎的数値

各種製材伺今の寸法に付貫主!lJ したる結果を表示すれば第 3 表乃至第 17表の如くに友るが.

一覧に便するため. 夫等の算術平均値及桜準偏差を摘記すれば第 18 表の如 く であるO

2. 
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幅伽 | 枚数 11 幅(粍) I 枚数 11 幅 〈粍) I 枚 数 | 腕ぬ|枚数
302.55 306.80 309.30 16 311.80 1 

304.55 307.05 309.55 18 312.55 5 

304.80 1 307.30 14 309'.80 4 313.05 。“ 

305.05 3 307.55 310.05 24 313.30 1 

305.30 307.80 310.30 7 313.55 3 

305.55 8 308.05 27 311.55 12 313.80 。u

305.80 308.30 23 310.80 317.55 1 

306.05 308.55 27 311.05 13 317.80 1 

306.30 308.80 311.30 2 318.80 1 

306.55 309.05 25 311.55 1 言十 386 

算術平均値 308.57粍

421 21E 偏 差 1.93粍

幅(粍) 1 枚数 | 幅(粍) 1 枚数 l 幅 C:fO 1 枚数|脇 〈粍) I 枚数
1 185.75 29 189.50 9 

178.5 1 182.25 186.00 56 189.75 4 

178.7 182.50 186.25 20 190.00 11 

179.00 1 182.75 186.50 33 190.25 υ -

179.25 ] 183.00 186.75 17 190.50 2 

179.50 183.25 187.00 38 190.75 1 

179.75 183.50 187.25 4 191.00 6 

180.00 2 183.75 187.50 24 191.25 2 

180.25 2 1,S4.00 187.75 16 1()1.50 3 

180.50i 2 184.25 188.00 28 191.75 

180.75 184.50 188.25 12 192.00 1 

181.00 1 184.75 188.50 10 192.25 

181.25 185.00 188.75 7 192.50 1 

2 185.25 189.00 

1 181.75 1 185.50 189.25 計 636 

算術平均値 186.02粍

標準偏 差 2.17粍
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〈粍) 1 枚数 1 1 厚 仁粍) 1 枚数 11 厚 C:l'ü 1 枚数 l 厚 叩|枚数
5.6 6.7 80 7.8 8.9 1 

5.7 6.8 56 7.9 9.0 

5.8 1 6.9 50 8.0 9.1 

5.9 2 7.0 26 8.1 15 9.2 

6.0 7.1 67 8.2 4 9.3 

6.1 3 7.2 49 8.3 5 9.4 

6.2 8 7.3. 39 8.4 9.5 1 

6.3 8 7.4 35 8.5 

6.4 18 7.5 29 8.6 

6.5 21 7.6 21 8.7 

6.6 24 7.7 34 8.8 言十 636 

算術平均値 7.11粍

掠準偏差 0.516粍

第 6 表 六分板尺l阪もの.怖に到する J変数分;ñr表

幅 ω| 枚数 1 1 幅削 | 枚数 1 1 稲作目 | 枚数 1 1 幅(粍コ [ 枚数
] 299.80 302.80 16 305.80 3 

293.55 300.05 303.05 306.05 6 

294.05 1 300.30 303.30 306.30 3 

294.55 300.55 303.55 306.55 4 

297.05 300.80 15 303.80 306.80 5 

岳97.55 301.05 25 304.05 13 307.05 2 

297.80 301.S0 19 304.30 307.30 1 

298.55 301.55 304.55 307.55 1 

298.80 301.80 15 304.80 20 307.80 2 

299.05 6 302.05 305.05 
308.05 1 

308.55 1 
299.30 31 302.30 305.30 8 

299.55 302.55 305.55 百十 396 

算術zf三均値 302.46粍

標準備選 2.341~G 
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第 7 表 六~H反尺幅 L の . 厚 に歪まする皮数分;ffi表

厚 仁粍) \ 枚

10.801 

11.051 

11.301 

厚 仁粍〉 厚 仁粍〉

算術平均値 10 .51粍

標 準 偏差 0.334粍

169 

数

4 

1 

t�& 8 表 六分板 6 寸幅 L の . 帽に到する lた数分 11r表

腕 (粍) I 枚数田粍) I 枚 数 \\幅 (粍〉

176.80 

177.05 

177.80 

178.05 

178.55 

178.80 

179.05 

O
U

A

サ

A

官

Q
0
9

ha

179.;)0 12 

179.55 

179.80 

13 

16 

算術平均値 181.44粍

幸男 準 偏差 1.55:f� 

枚 数

Q
U
0
0

の
けM

マ
ム

1

A

吋
i

n

u

k

u

n

U
 

O
O

A
U

。
υ

•
.
• 

の
UM
Q
υ

。
d

o
δ
n
n
u
R
U
 

噌
止

守
よ

守
i

183.55 

183.80 

184.05 

184.30 

185.05 

円d

o
a

n
u

q
υ

1
E

A

司自
A

2 

180.30 

vu

a

U

A
U

n
u

v
o
 

-
-

1
A

の
hM

q
U

1
i

~\ 9 表 六分板 6 寸幅もの . 厚に到する!定数分布表

180.55 

180.80 

181.05 

181.30 

181.55 

181.80 

182.05 

27 

27 

27 

厚 仁従〕 枚 数 数

183.30 

182.55 

厚 仁粍) I 枚 数 }手 C :fO 枚

9.30 1 10.55 11.80 2 

9.55 10 10.80 47 12.05 A‘3 

9.80 20 11.05 31 

10.05 107 11.30 13 11 

10.30 99 11.55 言十 420 

~'i-術卒均値 10.41粍

傑 準偏 差 0.422粍
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第 10 表 板制.幅に童話す る皮数分布「表

枚、B
J

￠
E
 

ψ
亦


f
t、 数| 隔 〈粍コ |枚 枚、

ノ
￠
レ
レ

ゆ
京M
m

f
に師数 数

193.55 1 198.05 30 200.80 8 

195.05 2 198.30 37 201.05 19 

195.55 2 198.55 51 201.30 7 

196.05 2 198.80 33 201.55 4 

196.30 4 199.05 46 201.80 4 

196.55 4 199.30 21 202.05 1 

196.80 7 199.55 31 202.55 1 

197.05 7 199.80 10 

197.30 12 200.05 36 

197.55 24 200.30 18 

197.80 31 200.55 23 言 1・ 476 

算術平均値 198 .95粍

標準偏差 1.27粍

第 11 表 板割 、 厚にまJする皮盟主分布表

枚、
ノ

β
レu

岨
2
q

r
h、厚 枚、，

ノ粍rE‘、厚数 枚、
ノ'pu 

中
平

r
E
‘、厚数 数

13.80 1 15.30 162 16.80 12 

14.05 1 15.55 172 17.05 4 

14.30 ! 3 15.80 227 17.30 1 

14.55 21 16.05 128 , 

14.80 58 16.30 60 

15.05 137 16.55 15 言1・ 1,002 

3手術卒均値 15.57粍

椋準備i 差 0.483粍

第 12 表 機、 l隔に主すする皮数分布表

枚、
，J

C
い
u

r
に幅 枚粍-曽

一
u
阿

尚
川
叩T
 

数 枚粍f
L
 

幅数 数

97.50 1 98.75 100.00 26 

97.75 1 99.00 9 100.25 10 

98.00 3 99.25 5 100.50 26 

98.25 3 99.50 11 100.75 29 

98.50 3 99.75 5 101.00 47 
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枚、
ノCE

 

虫
干r

L
 

幅 枚、
J粍fE、稲敷 枚、

ノ
P
じ
b

ψ
F

f
h、幅数 数

101.25 38 103.25 29 105.25 3 

101.50 63 103.50 37 105.50 υ v 

101.75 35 103.75 27 105.75 3 

102.00 63 104.00 31 106.00 1 

102.25 35 104.25 9 106.25 

102.50 64 104.50 18 106.50 1 

102.75 2-1 104.75 9 

103.00 68 105.00 4 言十 746 

2手術卒均値 102.13粍

標準備差 1.45陀

第 13 表 横、厚におする皮童文分布表

枚、
ノ粍ft、厚 数 枚、

J止
命厚数 数

14.75 1 16.25 62 17.75 46 

15.00 2 16..50 76 18.00 22 

15.25 9 16.75 186 18.25 6 

15.50 3 17.00 132 

15.75 6 17.25 106 

16.00 19 17.50 70 言 l' 746 

算術平均値 16.92キE

保準偏差 0.5411'tS 

~i， 14 表 棒木、 厚に謝する度数分:(J'i表

厚 仁粍〉 数 厚仁粍〉 数 厚 (粍コ 枚 敬

49.55 1 51.30 25 53.05 36 

49.80 1 51.55 57 53.30 10 

50.05 1 51.80 114 il 53.55 2 

50.30 4 52.05 302 53.80 1 

50.55 3 52.30 238 

50.80 6 52.55 151 

51.05 14 52.80 82 言「 1,048 

算術平均伎 52.18~，色

採準偏差 0.474粍
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~"i， 15 表 小出Ij，厚に却す る皮数分布・表

43.00 1 46.25 4!J.50 52 

43.25 46.50 5 4!J.75 18 

43.50 46.75 5 50.00 14 

43.75 47.00 16 50.25 1 

44.00 2 47.25 16 

44.25 1 47.50 27 50.75 1 

44.50 1 47.75 23 51.00 

44.75 1 48.00 59 51.25 1 

45.00 4 48.25 31 51.50 

45.25 2 48.50 58 51.75 I 

45.50 6 48.75 65 52.00 1 

45.75 3 4!J.00 89 

14 49.25 57 言1・ 574 

本、
J￠じ

ゃ
牢厚放 本、

ノ
に
卜
い

f
h、厚数 数本、

ノ
に
干
】

小
本
川
町

「
‘
、

厚

側(粍〉門戸 11 1'J&CfD I 本引| ム記1 本
115.30 2 117.55 1!J 119.80 1 

115.55 2 117.80 35 120.05 3 

115.80 12 118.05 31 120.30 1 

116.05 10 118.30 29 1::::0.55 

116.30 34 118.55 20 120.80 1 

116.55 31 118.80 26 124.05 1 

116.80 37 119.05 17 124.30 1 

117.05 :30 11!J.30 8 

117.30 22 119.55 3 言十 376 

算術平均値 117.57粍 椋託生偏差 1.13粍

第 17 表 移角 、 ffJ員長に劃する l支数分;ñ"i・表

f司 法〈粍〉 数 1 1 角 illCt1D 数 1 1 角泌GD 数

100.55 1 180 11 
100.80 4 101.80 208 102.80 2 
101.05 19 136 
101.30 62 102.30 i 49 言十 672 

算術平均値 101.76:¥l@ 椋tF偏差 0.325粍



第 18 表公差決定の基礎的数値

幅 厚 公差〈ヲG)
0印の厚は定勝板厚ìJllj定器を使用し

材 事n 災訓リ数
算術(平粍均〉値 I 以準1M差 算術卒均値| 桝1M

~ilì 苦d手i 

共他 f1凡て遊tEE尺付尺皮に ι lJ ìJlIj定
(粍〉

。高 厚

凶分板 3015 6.95 0.483 5.85 秋岡産杉 ー，ニ，三舎;並&.ぴ徳1日込

" 720 7.00 0.435 5.22 fiU 徳用

/1 540 6.93 0.416 一 5.05 fi;J 一等並 昭和 4 年 9 月東京市深川区2f'!I!.ì.mrにて iJlIj)~

/1 765 7.03 0.486 5.82 f,7J 二等並

" 990 一
6.86 0.522 6.40 Fす 三t!P並

fI 2600 6.59 0.443 5.65 米杉分ムラ桜 )

1.71 0.470 
昭和 4 年10月横波市灼見l直秋問木材掠式合枇工場にて測定

11 900 306.63 一 同 一等並

11 636 186.02 2.17 7.11 O.月 16 0.984 6.11 0秋t[j j変杉 昭和 7 年 6 月 秋岡県系能代港町秋田木材株式合社工場にて測定

/1 3000 7.02 0.410 4.86 予f 森.i1ti:栂昭和 5 年10 月 背森轡林局にて測定

11 1244 7.01 0.501 6.01 0秋田産主多 赤、 交無節&.並もの込 昭和 7 年 6 月秋田県系能代港町秋 i司木材株式合市上工
場にてìJUJ定

fI 386 308.57 1.93 0.526 一 ',1J 交二等並 向上

H 388 312.80 1.14 6.93 0.486 0.306 5.90 0同交二等並 向上

IJ 400 307.56 2.39 7.01 0.444 0.660 5.32 Olftl 赤ニ止す;並 向上

N 1226 6.86 0.480 5.89 0秋1IJi!l"t移 Z示、 交無節及並 L の込 向上

六分紋 420 181.44 1.55 10.41 0.422 0.718 3.41 天飽産主会 6 寸幅 L の 昭和 7 年 4 月時 l剛孫、演名郡天穏木材株式合祉工場にて測定

11 504 240.80 1.19 10.21 0.438 0.417 3.61 1'0 8 寸幅もの 向上

11 396 302.46 2.34 10.51 0.384 0.652 3.08 同 尺I隔もの 向上

4反 告。 350 182.70 0.790 0.364 同 6 寸幅もの 向上

fI 476 198.95 1.27 0.538 同 6 寸・ 5 王子隔もの 向上

fI 1002 一 15.57 0.483 2.61 同 向上

11 360 18.38 0.535 2.45 0秋岡産杉 昭和 7 年 6 月秋田 l騒能代港町秋田木材株式合社工場にて訳Jj:At

11 540 17.96 0.536 2.51 OI�O 向上

fI 328 275.41 2.~8 18.35 0.505 0.697 2.31 同 向上

11 幅 900 298.91 2.00 13.64 0.500 0.562 3.08 !言鷲産杉 昭和 41j5. 11 月新宮母体磐にて測定
!-'1-1500 

2ft 持IJ 446 302.95 1.27 36.51 0.362 0.353 0.834 天古江産杉 昭和 7 年 4 月静岡鯨波名郡天龍木材株式合加工場にて昔llj定

+民 1060 103.98 0.991 20.13 0.460 0.820 1.92 天龍注杉 向上

" 1000 108.12 1.43 18.77 0.640 1.110 2.88 背森i2!r協 昭和 5 年10月背森喜手体局にて測定

1/ 746 102.13 1.45 16.92 0.541 1.190 2.69 ',IJ 向上

11 526 99.71 1.37 13.59 0.556 1.150 3.44 同 向上

11 600 48.66 0.802 9.78 0.404 1.390 3.47 悶 向上

樺 木 1048 52.18 0.474 一 0.772 天地産主多 昭和 7 年 4 月静岡 1\孫潰名郡天音巨木材株式合祉工場にて測定

11、 害リ 574 48.42 1.11 一 1.930 一 同 向上

11 600 31.55 0.706 24.48 0.514 1.890 1.77 尾鷲i!l"t杉 昭和 H，ミ11 月新色・営林磐にてiJllJ定

" 574 49.39 0.784 1.340 秋岡i!i:杉 昭和 7 年 6 月秋岡豚能代港町秋岡木材株式合祉工場にて測定

ノj、 角 400 77.46 1.016 1.100 尾鷲11:椴 昭和 4 年 9 月東京市深川区平野町にて訊IJ定

/1 1176 90.89 1.32 一 一 1.220 同 昭和 4 年11 月新宮塁手林署にて測定

/1 800 110.44 2.06 1.570 尾鷲.i1ti:杉 向上

1/ 390 117.30 2.45 一 1.760 一 米栂 昭和 4 1j5.10月級官若干信仰見区秋田木材株式合祉て易にて測定

'/ 376 117.57 1.13 一 一 0.810 天古色E長槍 昭和 7 年 4 月天1泡本材株式合祉工場にて測定

I! 3000 123.&� 2.21 1.490 青森農協 昭和 5 年10月背森怪林局にて測定
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既越の如く各種製材寸ー法の費化は 111告正規曲線によって説明することが出来るが，前表Iて掲け

?とる任意の製材のl隔(或は厚〉の算術平均値を M で表はし.其棋準偏差を 0' で表はす時は.

其製材の寸法が z 及 x+dx の聞の値を有する個数は正規曲線の式に従って 1 1I告

(x- .lJ。宮

町長e 2ゲ2 dx ω 但し誌に N は質il!lJ憾教とす

によりて表はすことが出来るのであるo

此式は各寸法の算術平均植を中心として，大小の寸法を有するものが封稲的に存在すること

を表はすのであるが.木材規格の括約方法を、適用すること陀より棋準寸法よりも大抵るもの.

I1ln ち正の差を有するものは常然常該標準寸法のものと看倣さる L のみ主主らすコ製材の質際より見

て自ら制限せらるべき性質のものである，のって算術平均値よりも小なる寸法のものに就て.

友る寸法を有

する寸法のものが総数の 20% 以下である様~L t を定め.之を算術平均値に釘する百分率Kて

表はしたるもの・ @pちづら x100 似て所要の鑓とするを受賞制と信歩るのである。
(1) 式より ι = 1J1-t より大主主る寸法を有するイ1111躍の数を N' とするときは

一定の制限を設くることが必要である.著者は極々の結より考察して zくJ，1-t

(X-.lJl;2 

lIT'_ [x=∞ n.rl" _ fX=∞← N " ーヲま了ん
山 jF21-ty-- j zzbf-t 、/蕊ゲ υ 山ル 或は

とをいて

=jz=∞よe下吋=t LE-klz(2>
戸一 t ，..1271'ゲ .v-- .l z= ー∞ ，..1271'0'

Z ー 1I1 =z

となる。

ば

竺
A
v


-
2

」9

-
E

以

一
》
』

一
ゲ

1

一E
α

一
，
，

V

に

一
一
す

T

は表を積商

の間陀あるzztjT から
x 

包 =-1子たる正規曲線の然るに

(十(T 1 e - 20'2 cl. 一(1十 α) = ¥ 0 • ~~ e -"0" clx…・…・……..…H ・ H ・-…… (3)
J-∞ゲ，..1扇

す(川〉の表たる悶係がある.故に (2) 式とく3) 式を比較し Sbeppard 氏の計算せる

即ち t を求むるときは所要のt条件を満足す
x 
ゲ

である如き

る t のf直を得るま里である. gp ち

す(1十か0.799附

を用ひす(山=0.8000

手 =0.84のときに

会=0.85のときにι(川

iJ2 = 0.0000236 

の補間法の式を用び

L1=0.0027917, 

より Gregory-Newton 

及
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t(1+的 =0.800000 のときは 手 =0.84161

を得る.従って t=0.84161 、然るに之は標準偏差の皐位により示されてをとる値であるカ、ら.

0.841616' 
製材寸法の元の単位に戻して t=0.84161 ゲを得る.従って~一x 100 が所要の公差

とすべき数値であるO

第 18 表の各種製材寸法に付き此値を算出し?とる結果は同表公差の欄陀示したものである。

今試みK此公差を用ひ各種製材につき ]1-t 以下の寸法を有する個数の寛測枕!数1Z:~:fする割

合を算出するに第 19 表の如くなる。

第 19 表公差により認容し能はざる数の質測機敏に到する百分率

質問 1 r | 1'{' 
N' 

オオ 1彊
N . I "é':l'宅〉 3rx100 

% 
四分板秋岡iÆ杉一、二‘三等並及徳用込 3015 6.543 583 19.3 

11 " 主苦i 万l 720 6.632 124 17.2 

11 11 
一 倖 並 540 6.580 83 15.4 

11 /1 一 ~1言一 並 765 6.621 147 19.2 

λY ノア ~~ 並 990 6.420 160 16.2 

U 米杉分 ム 7 板 2600 5.192 408 15.7 

11 11 
一 奇35 主主 900 305.190 153 17.0 

11 0秋岡産杉 636 184.190 112 17.6 

11 11 636 6.676 108 17.0 

グ 01大岡産杉t!J~ . 交官正節&õlJt L の込 1244 . 6.588 172 13.8 

狗 11 交 一 倖 並 386 306.950 69 17.9 
一

11 0 11 交 一 E芋 並 388 6.521 51 13.1 
一

11 0 11 昔主 ー 倖 並 400 6.636 67 16.8 
一

グ O秋岡注拶赤、交無節及õlJt L の込 1226 6.456 205 16.7 

六分枚天龍彦移 6 寸幅 L の 420 180.140 83 19.8 

11 11 420 10.055 87 21.4 

11 11 8 寸幅 L の 504 239.800 93 18.4 

11 11 504 9.841 97 19.2 

11 U 尺 幅 L の 396 300.490 71 17.9 
11 11 396 10.187 81 ‘ 20.5 
板制天龍E堂書多 6 寸‘騎 L の 350 182.035 67 19.1 

u 11 6 寸 5 分幅 L の 476 197.880 90 18.9 

" " 1002 15.164 228 22.8 

" 秋岡illi杉 328 273.490 61 18.6 
狗 11 328 17.925 51 15.5 
11 尾鷲æ拶 1500 13.215 299 19.9 
11 11 900 297.230 135 15.0 

平副j 天龍庄杉 446 36.205 88 19.7 
/1 11 ,446 301.880 91 20.4 



材

横 天首白塗杉

fI /1 

11 青森産保
1/ w 

桂木天ìÌg産杉

小刻天龍.ræ杉

1/ 尾鷲Eを1~
1/ 1/ 

1/ 秋岡Æ杉

小角尾鷲æ杉

1/ 1/ 

1/ 天i抱産槍

秋岡産杉四分板尺幅 L の

1/ 

ノγ

fI 

M 

第四主主木材規格の統

種

3枚宛厚昔lIJ定

6枚宛グ

9枚宛 グ

12枚宛 グ

15枚宛グ

2宮古田総1llk
N 

1060 

1060 

746 

746 

1048 

574 

600 

600 

574 

672 

800 

376 

400 

400 

400 

400 

400 

幅叉厚
M-t 

E粍〉

103.146 

19.743 

100.910 

16.465 

51. 781 

47.486 

30.956 

24.047 

48.7:10 

101.486 

108.710 

116.620 

20.300 

41.060 

61.980 

82.850 

103.910 

秋田産杉四分板六寸幅 L の 3枚宛厚測定 400 20.940 

1/ 6枚宛 グ 400 42.200 

1/ 9枚宛 グ 400 63.940 

1/ 12枚宛グ 400 85.120 

1/ 15枚宛 グ 400 106.260 

11 20枚宛グ 400 142.280 

// 25枚宛 グ 400 174.750 

175 

)¥T! 

λTI 
N X100 

ラ4
236 22.3 

220 20.8 

139 18.7 

129 17.3 

160 15.3 

89 15.5 

112 18.7 

124 20.7 

85 14.8 

130 19.3 

143 17.9 

89 22.3 

70 17.5 

74 18.5 

82 20.5 

79 19.7 

82 20.5 

78 ユ9.5

77 19.3 

75 18.7 

79 19.8 

77 19.2 

73 18.2 

91 22.6 

乙によって見るに 20% を超ゆるものは極めて小数で-あって然も其差も極めて僅少で、ある.

大部分の製材は 20% 以下を示し.公差として先きに制定した t の僚件を充分に満足してをる

ことを生自るであらう。

第二類 結束せる製材寸法の襲化

1. 理論上期待し得る公差

或製材に付き n 伺宛を一束とし.寸法を質測するとき得らるべき各束の公差を求めんに.

各個々の寸法の標準偏差を 0\ とし.各束の標準偏差をゲとすれば.正規曲線の理論よ

り

õ"=nゲ:

なる関係にあることは明である。

叉各束の寸法の算術平均値を JJ1 tLて表はぜば M=nM tL~自営する理である，従って此時

の公差(各束の公差を P t'C.て表はし.個々の寸法の公差を P f'C.て表はす〉は
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F'=旦竺~ 6こ x 100=~.8416ゾロ\ x 100 =也竺笠1× 100 ×-L=Jー
lJl " 'VV  7L"rI " ~V V lJl 、11L -vn 

と仏 ~p ち 11m ~ID寸法の公差のオに附る昨ある。

2. 貫i!UJ 結果

束の寸法の公差はfJîj記の如く.理論的K誘導することが出来るが.更に之を宜測値により

て捻ぜんが?とめ.秋田産杉四分板尺幅もの及 6 寸幅のものに付き 3 枚. 6 枚. 9 ;欽 . 19枚.

15 枚. 20 枚. 25 枚入の結束に付き.各種 200 束宛の寸法(厚)を測り . 其算術平均値

及標準偏差と より公差を算出し?とるに第 20 表の如き数値を得?と.此結果を四分板尺隔もの

~1 20 表

入数 厚の 4手術 Jn1 432 11，1巳 厚 の ノ山，、 差 C%)

(枚〉 不均値く~'O 偏差是(粍〉 1't i1lUの結果 | 迎l論上求め 1:
に正ろもの るもの

尺隔 L の 3 20.85 0.649 2.62 3.25 

6 42.00 1.113 2.23 2.29 

9 63.24 1.494 1.99 1.87 

12 84.22 1.631 1.63 1.62 

. 15 105.39 1.759 ] .40 1.45 

G 寸怖 L の 3 21.72 0.929 3.61 3.53 

6 43.23 1.221 2.33 2.49 

9 日5.19 1.437 1.92 2.04 

12 86.57 1.728 1.68 1.74 

15 107.81 1.842 1.44 1.58 

144.37 2.481 1.45 1.37 

25 177.46 3.214 1.52 1.22 

赤・ 交二等並平均の公差 5.62 及川幅もの L 公差 6.11 を肌・ p=マ?なる式より

算出したる数値と比較するに何れも相近似するを見るのである(第 20 表参照入伺って個

々の製材の寸法の公差を p にて表はし . n 1!1i1宛を結束して 1 束としたる時は各京の公差

を Pにて表はすときは

民走τ

なる開係、により示し得ることを信守るものである。

以上の如く理論及貰測上任意の寸法及入数の結束fCî-J して其厚の公差を算出 し得るが.斯く

して結束の公差が定められたならば.各束の佃キの板の標準寸法に入3設を乗じ?とるものを以て

各束の基準の厚と看倣し. 之K制して其公差を;由用すべき ものであるo
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第二日 製材出来合品に釘する公差の統一

以上によりて主要製材出来合品の公差を算定したが.之は質測の結果に基きたる理論上の数

値であり又一部分特定の寸法に封するものであるから 、 之を基礎として各材産の寸法に劃する

公差を泊常に定めたければならぬ.市して質用上の使を困るためには理論上の数値を若干修正

11'7 

して之K近似ぜる記憶し易き数値を濯び，且つ寸法に或i1Iß国の階級を設くることも必要で、ある。

以上の趣旨により質測の結果を基礎として判断する陀.第三節第四項規程の各種目!p長合品 i亡

tiする公差としては次の如きものが壇賞であると信やる白

1. 出来合品個々に封する公差

ヰオ 市
喝

a
Z
T
'
 

、
JM

N
 

F
E
--

差公、
ノ糎r目、厚 、，

JM月
rt
、差公、

J糎r・、幅

0.7-0.9 5.0 12.0-21.0 1.0 
�!t 1.0-1.4 3.5 24.0-30.0 0.5 

1.5-2.0 2.5 

ω、幅板板3 t
0.7-0.9 5.0 3.0-6.0 1.5 

五!t 1.1-1.4 3.5 5.0-9.0 1.2 
1.5 -2.0 2.5 9.0-11.0 1.0 

2.2-3.0 1.5 1.2.0-21.0 1.0 

厚
3.4-4.0 1.0 24.0-30.0 0.5 

4.6-5.0 1.0 
15.0-21.0 1.0 
24.0-30.0 0.5 

1.8- 3.0 1.5 1.8-3.6 1.5 
11、 3.6-5.4 1.0 3.6-5.4 1.0 

大
3.6-4.0 1.0 8.0-11.0 1.0 
4.6-5.4 1.0 10.0-12.0 1.0 

11 

6.0 1.2 12.0-16.0 1.0 

11、
6.0-10.0 1.2 6.0-10.0 1.2 

11.0-14.0 1.0 11.0-14.0 1.0 
15.0-18.0 ],0 15.0-18.。 1.0 

2. IH*.合品の結束K劃する公差

材 穏 | 厚仁糎】 「理l 入
公

数
差

0.7-0.9 入数 30 24 20 17 15 13 12 
% % ラ4 % % ラ4 % 

公差 1.0 1.0 1.0 1.0 1.5 1.5 1.5 

1.0-1.4 入数 22 18 15 11 11 10 9 
% % ラ4 ラ4 % 

1% .0 
% 

公差 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 
i�!j 紋

Jγ 入数 10 8 7 6 5 4 4 
ラ4 % % % ラ4 ラ4 % 

公差 1.0 1.0 1.0 1.5 1.5 1.5 1.5 

1.5-2.0 入数 s 6 5 4 4 3 3 
% % % % ラ4 ラ4 % 

ノ~、 ~ιι- 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.5 1.5 
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ヰ才 放
送

入
公

、
ノ糎rh、厚額 入

公
数
差

0.7-0.9 入数
150 120 90 70 60 

(30) (30) (30) 仁35) (30コ
?五 % % ラ4 予五

公差 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 

1.1-1.4 入数
60 50 30 12 

手事 キ反 仁30) (25) く15)
仁小幅板〉 ラ4 % 予6 % 

公差 1.0 1.0 1.0 1.0 

1.5-2.0 入車k 12 8 
% ラ4

公差 1.0 1.0 

2.2-3.0 入数 8 6 5 4 4 3 3 
ヲ4 予4 % % ラ4 % % 

公差 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 

ff 入盟主 5 4 3 3 3 2 2 
% % ヲ五 手五 ヲ4 % 予五

公差 0.5 0.5 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 

3.4-4.0 入紋 5 4 3 3 3 。“ 2 
% % ?0 争4 ~~ 争4 % 

公差 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
厚 キ反

" 入数 4 3 2 2 2 1 1 
予4 % 予五 % % ラ4 % 

公差 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 

" 入数 3 2 2 2 1 1 1 
ラ4 宅4 ヲ五 今4 ラ4 % % 

公差 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 1.0 

入1i!t 2 2 1 1 1 
ラ五 ラ五 予4 ラ4 % 。'}&

公差 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 1.0 

1.8-3.0 入童文
50 40 35 30 25 20 18 15 

(10) (10) (7) (6) (5) (5) (6) く5)
ラ4 % 写4 ラ4 手{; ラ6 % % 

公差 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
"J、 告1

3.6-5.4 入童文
12 10 4 

(4) (5) (4) 仁3コ (2) 
ヲ4 % 今4 % 

公道 0.5 0.5 0.5 0.5 

3.6-4.0 
入童文 6 4 。“ 

大
4.6-5.4 

% % ラ4
公差 0.5 0.5 0.5 

備考結束ぜ る製材の公差は其厚に付eてのみ考慮するのであ る 、 而して草11板小幅板及小制の一吉11

には結束に22・ H て騎及厚の璃方向に到してニ伺以上を組合はするこ と 誌 なってをるから、

公差に関係する入童文は厚の方向に釣す る も の を選定ぜなければならぬ、 ヨド表にお弧を附ぜ

るは是を示ぜるものである。

3. 出来合品個々の厚に劃する公差と結束の厚に劃する公差との閲係

製材寸法の測定は個々の製材に劃して行ふを原則とすべきものであるか ら.公差 も ïJF個々の

製材K劃するもの L みにて足るのであるが.便宜上結束の(剖亡て大躍の寸法を測定する ことの

あるぺきを議期し.之1L~':tする公差をも決定したのであ る白

元来雨種の公差は同一慣値にて取扱ひ得る性質のものであるが.結束の厚の測定は個キの製
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材の厚の揚合と異怒り，測定器の有無i'..或は良否によりて其測定の結果に可也大友る差異を生歩

べく又故意 Il:結束の内容を作震して不正の製材を混入するも結束の厚としては公差の飽圏内に

納め得るものである 、 従って漫然と結束の厚のみをiJ1IJ定し叉其公差のみに依積し.個今の製材

の測定及公差を軽視するが如きこと があっては甚しき過誤に陥ることがあるであらう。

結束の厚の測定に付て完全なる測定がj田村せられ，更に不正の所属を懸念する良たき揚合は

個守の製材の測定と結束の測定とを同ーに取扱ひ得るが.若し之を期待すること困難なる揚合

は 、 製材の取引或は検査に際しては.イ!日今の製材寸法を測定するを原則とし.事情巴むを得や

して結束の佳測定する時は如上の趣廿により WII乙参考のため検訂する程度に考へて置かなけれ

ばならぬ。

第三白 木材の牧縮と公差との関係

乾燥は木材の牧縮を楽し.寸法を減少せしむる作用をすることは云ふまでもない， 従って部

立直後の寸法は其後の乾燥程度に底じて.多少の減少を来すものであって . 木材が気乾欣態に

なり牧縮が安定するに及び， 製材の寸法も亦略安定するのである。木材の乾燥と牧縮との関係

に付き一般的事項は第三項に詳述するが.設には木材の牧縮と公差との関係を悶明すること L

L. 先づ天龍l也カ及秋田地方産杉凶分板の天然乾燥による牧縮のj伏況を掲く万 。

天龍地方-産杉四分板の桟積による天然乾燥品vcHき挽立直後より 9 日間(尺隔ものは 9 日間.

6寸及 G 寸 5分隔ものは 7 日間〉毎日連鰻して其隔及厚を質測し . 更に約一箇月後に蒋び之を宜

測したる結果に就て. 夫今の寸法の算術平均値を見るに第 21 表の如くたるロ(第 12 圃乃至第

14 固参照〉

測定月 日

4月 19 日

グ 20 日

11 21 日

グ 22 日

グ 23 日

グ 24 日

グ 25 日

グ 26 日

グ 27 日

5 月 18 日

尺騎

第 21 表 乾燥径皮に 4 る寸法の袋化

〈天龍地方産杉四分板〉

も の 6 寸 5 分幅もの 6 寸幅 もの

合-水%率 I 幅日目 I 厚仁粍】 合水μ率 I 幅(粍〉 合水%率 I 幅(粍) I I享伐の

106 303.479 

93 303.204 7.204 

44 301.883 93 199.175 78 183.933 7.113 

21 299.554 7.042 45 198.165 39 182.847 7.014 

21 300.225 7.100 40 198.363 36 183.222 6.988 

22 300.688 7.146 :::9 198.540' 36 183.347 7.033 

22 301.383 7.067 39 35 183.292 7.059 

196・915 115 299.413 7.017 23 19 181.620 6.894 

299.225 6.996 19 17 181.581 6.952 

299.833 7.013 15 195.863 15 181.011 6.871 

側i考 1. 尺隔ものは昭和 7~ミ 4 月 19 日、 6 寸 並に 6 寸 5 分腕も のは 4 n 21 日に扱材しれも
のである。

2. 尺隔ものは 15 枚 60 箇所、 6 寸 5 分幅 L の は 6 枚 24 箇所. 6 寸隔ものは 8 枚

32 箇所の卒~J値である。

但し厚は 6 寸幅もの及 6 寸 5 分幅しのを合計し平均し7二倍を示す。
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第 13 固 乾燥の程度による寸法の費化
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第1-1園 乾燥の程度による寸法の鑓化
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之に依りて見るに . 製材後直IL乾燥を初め時日の経過と共に乾燥進行し . 製材の寸法も之に

伴ふて減少す るのであって，製材直後の寸法に封し約 1 月後の寸法は

隔に於て.尺幅もの 303.48 粍が 29983 粍に

6 寸 5 分幅もの 199.18 粍が 195.86 粍K

6 寸隔もの 183.93 粍が 181.01 粍に

牧縮し

j写 l亡於て . 尺隔もの 7.23 粍が 7.00 耗に

6 寸及 6 寸 5 分帆もの 7.11 粍が (t87 粍に

たるのである口

通常木材のl炊縮率が幾「パーセ ン ト J と呼ばる L も のは.此算術平均値の移動を元の寸法の

算術平均値1L\'t'Ìする百分率にて表はしたものを意味するのであ る。 然し乙を仔細K検すれば.

各佃鰹毎に牧結の程度を異にすることは勿論であって.例へば秋田産杉四分板赤及交無i~払尺

幅もの L 帽に付き.強立直後に宮測し.更に 10 日後(含水率平均 12.4%)9古んど剰t紙態に達
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したものを寅測し?とる結果より各板の牧縮率を算出したものを見るに第 22 表の如くたるので

ある。

15f~ 22 表 抗出杉凶分板の隔の牧縮率K到する度数分布表

牧紡率 | 赤紙節 | 交 1~~ 節 | 合 計 1 1 収縮 率! 赤紙節 | 交無節 ! 合 言1・
% 11 % I 

11 

1.0 1 1 1 2.6 15 4 19 

1.1 2.7 18 8 26 

1.2 ~ 2.8 19 4 23 

1 ・ 3 2.9 11 也3 14 

1.4 5 3.0 6 7 13 

1.5 3 3.1 3 1 4 

1.6 6 6 3.2 5 5 

1.7 υ F 3.3 1 1 。“ 

1.8 4 20 24 3.4 。

1.9 12 23 3.5 2 2 

2.0 9 18 27 3.6 2 2 

2.1 18 35 3.7 2 2 

2.2 22 43 3.8 

2.3 19 22 41 3.9 1 1 

!l.4 18 18 

2.5 13 1 ]2 25 200 400 

之によりて見るに牧縮容は1.0% 乃至 3.9% の聞に餐化L. 其平均は 2.49% である. @p ち

般に製材直後の寸法が一様陀何れ も JIcm であったと し たな らば・斯るl段縮の後には2壬L
100 

99 H"_ ="  9751 
1VIcm 乃至 τÓVo 1J1cm，平勾寸万o~ .ilIcm の幅削ョーする板が得伝る L 理である.然し訟がら製材

技術其他の原因により製材後既l亡寸A法の嬰イヒ.不整のあ る ことは商i越の通りであって.之にi伏

縮の差によって生-t-る襲化もカHはって更にーj音複雑た閥係を招来するのである。

先に各種製材に付き其寸法の公差として認容すべき数値を決定したのであるが.其基礎と 主主

りたる宜玖IJ値は何れも策乾j伏態 tて於ける各種製材の寸法を測定したものである.従って製材技

術其他の原因による寸法の饗化との綜合的結果を読み取りたることは想像に難くない.故に設

には特に乾燥程度による寸法の饗化を研究すべき材料と して賞以IJせる結果によれ木材寸法の

公差と牧縮との関係を明にするO

第 23 表は昭和 7 年 6 月秋田螺山本郡能代町秋任|木材株式合祉工揚に於て杉山分紋尺隔もの

4 極(赤カr~節. 交~~節， 赤二等並. 交二等並)及 6 寸隔ものに付て挽立直後の幅及厚(定座板
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厚測定器を使用〉を寛測し，更に 10 日後略策乾j伏態(桟積. 天然乾燥〉に撞し?とる も の L 幅

/ 標準備ー屯 ¥ 及厚を寅測し?と結果よれ各寸法の算術平均値.標準偏差及嬰異係数 ( ιx 10引 を
\算術平均1也 / 

算出したものである。

第 23 表 秋田杉四分板 乾燥程度による寸法の費化

申高 仁粍〉 厚 (粍〉

nEz3 s 等 3手術卒均値 標準偏差 重量異係数 主手術卒均値 標準偏差 事差異係数

扱i直t立22 1| 挽日後立一10 扱直後立 ||扱日後立10 扱直後立 i旧挽後立10 扱直後立 |旧挽後立10 筏直後立 高旧後立10 扱直後立 腕旧後立10

赤一等無節 313.24 305.43 1.428 0.448 0.448 6.43 6.46 

交一等無節 312.98 306.17 1.395 1 ・ 662 i 0.4461 0.543 6.851 6.82 0.374 0.380 5.46 5.57 

iJJ式ニ 等並 312.30 307.55 1「 141 0441 0拙 7.17 6.89 0.511 0.508 7.13 7.37 

交二等並 312.80 307.31 1.1631 1.7211 0.3721 0.560 7.06 6.81 0.542 0.506 7.68 7.43 

6 寸備もの 188.60 184.86 
1 2叩414 7.01 7.00i ω7 0.470 7.03 6.72 

備考合水正予 扱立蛍時 気乾 J伏態

赤ー告な;l!正節 77......140 卒だ1 107% 10......17 卒均 12%

交一等無富市 53"，180 卒均 116% 11.--17 卒均 15%

赤二等並 58......129 卒均 87% 11-15 卒均 13%

交二等並 44......150 卒怠'J 113% 12......16 卒均 15%

6 寸幅もの 53-214 卒均 155% 16-18 平均 17%

以上は各種 5 枚宛の標準板測定の結果である

本表陀よれば，尺隔ものに付ては例外無く牧縮により寸法饗化の程度を士宮L . 厚に付ては交

二等並を除き何れも牧縮によりて同様に其蜜化の程度を増してをる.只 6 寸隔ものに付ては隔

及厚とも牧縮により寧ろ其費化の程度を減じてをるが.是は 6 寸隔ものに於ては製材技術其他

の原因による寸法の費化が牧縮による寸法の饗化よりも著しく大なることを意味するのであっ

て幅に付て特に額著に現はれてをる.倫尺幅 もの L 隔に付ては各品等により殆んど差を認め得

たいが.厚に付ては無節ものに封し並もの L 襲具係数の大なるは首i其他の原因により寸法の不

整を招来することの多いことを意味するのであって容易に首肯し得る結果である。

ヨたに第 24 表は昭和 7 年 4 月静岡鯨潰名郡和田村天龍木材株式倉市土工場に於て杉四分奴尺隔

もの 188 枚. 37ß 箇所. G 寸隔もの 122 枚. 244 箇所. 6 寸 5 分隔もの 67 枚. 134 箇所の

幅及厚を挽立直後及其後約 10 日の聞に 2 回質測し?と結果であるが，乾燥程度の進むに従って

其算術平均値は減少し.寸法蟹化の範園は棋大するのである.第 15 園乃至第 17 固は此蟹化

の欣況を示したものであるがー居明に之を知ること が出来る .

第 24 表より各測定値の算術平均値.標準偏差及餐異係童文を算出するに第 25 衰の如くtr..

る。
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第 24 表 乾燥程度による寸法の費化

仁 1 コ 天髄Eを杉四分板尺幅 L の

1 4 月 19 日 1 4 ゚24E 1 4 月 28 日 1 1 _r"",.., 1 4 n19 日 1 4 月 24 日 1 4 月 28 日
幅C粍) "::'IIJ "'''~Wo ';:~IJJ- .A.~ I .;;, IJ- "" !:!. 1 1 粍) I ';~ I I.J"" "'~ ';:~I'J-"'~ 

1 7JlIJ ﾆ: 1 測定 | 測 定 1 1 ',"' '-,..-' 1 iJUJ 定 | 測定 | 測定

291.25 1 300.00 6 22 16 

293.25 1 300.25 1 7 13 

293.50 300.50 7 17 11 

300.75 8 26 11 

294.00 I 2 301.00 11 20 6 

294.25 2・ 1 301.25 12 11 14 

294.50 301.50 13 16 15 

294.75 1 3 301. 75 19 12 5 

295.00 5 302.00 22 15 7 

295.25 l 302.25 24 10 8 

295.50 1 4 [1 302.50 27 14 3 

295.75 4 302.75 29 11 7 

:296.00 5 6 303.00 35 6 5 

296.25 5 303.25 32 13 6 

295.50 5 11 303.50 27 6 2 

296.75 4 7 303.75 18 8 2 

297,00 2 17 304.00 9 5 

297.25 4 9 304.25 6 6 

297.50 
一

9 8 304.50 13 2 1 

297.75 10 17 304.75 20 空包3・・

298.00 
一

8 17 305.00 17 1 

298必 ! 9 11 305.25 4 

298.50 8 22 305.50 6 

298.75 20 20 305.75 6 1 

299.00 16 17 306.00 2 

299.25 
一

6 16 306.25 1 1 

299.50 1 17 24 

299.75 
一 16 16 言十 376 376 376 
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第 24 表 乾燥程度IL.f:tする寸法の費化

仁 2) 天能産杉四分板 6 寸 5分幅もの

臓(粍コ 1 ，;， 月山 1 ，!，月 25 日 1 .，;，月 28 日 11 幅仁粍コ 1 ，;，月山 1 ，;，年25 日 1 ，;，月 28 日
| 測定 1 iJlI定 | 測定 1 1 ""''-'�'''-' 1 測定 1 illU 1~ 1 

193.25 197.00 17 

193.50 一. 1 197.25 。“ 9 

193.75 1 197.50 1 2 19 

194.00 197.75 1 2 18 

194.25 198.00 1 5 15 

194.50 198.25 5 s 

194.75 198.50 1 25 9 

195.00 3 198.75 5 25 q aJ 

195.25 1 I 199.00 26 34 1 

195.50 1 3 199.25 47 21 

195.75 1 1 1 198.50 41 6 

196.00 4 199.75 8 2 

196.25 1 4 

196.50 10 

196.75 1 8 計 1M 134 

腕船 l r212 1 r252 1 JJ吋 | 眠(1'0 I ~U吋 I ~U吋 lr282 
ー一一一一 一

179.75 1 182.75 18 28 

180.00 5 183.00 11 35 17 

180.25 4 183.25 13 40 10 

180.50 9 183.50 21 52 7 

180.75 9 ] 83.75 65 I 34 2 

181.00 1 15 184.00 96 10 

181.25 8 184.25 13 2 

181.50 1 8 27 184.50 9 

181.75 6 23 184.75 2 1 

182.00 2 15 31 

182.25 2 8 15 

182.50 3 14 33 計 244 244 244 



第 三 十 二 YJ，~-!I~ n 手品験試虫色
.，..I"~ 林186 

ノ1-30日O

ﾀQ 

J i30400 
q 

_-~ _..ﾅ 
辛:-::_-~ q'〆
\、

て子フ宏、、
<>:.、_，;"9

~)喝<r"

.r-- ~ 
)1 __--..b 

Eミー，

JeA rerJIごア
~.:.... 9'-

~-~耳--.....--=-j- ~ 
.d_ー二町::"<l

fご1庁 一

_乎
O<~:::- L_ 

f去二すよ二乱ーーー
メこーー-ー』

。ιー----九一_~"
_-司 4

'z::二 ノ
ーー‘M

_---4 、、.可~

0-:こ::J司
~ーュ世 〆
0:: 4- 、

~甲 、:
d..~'〆

、ò "-

a、 4
、)).

可、- - ，~ 295.00 ~ 
、、t<. 1 :.:. ~ 

..11 ..1-.(61 -: 

4、 2 94.00 也、
=ご、

4
iJ '" 
2 93.00 主

"*306.00 
司

303_00 

3 02.00 

301.00 

思
A
Q
4

富
民
凶
硲
hm
g

持
組
K 300.00 

299.00 

298.00 

297.00 

296.00 川
向
田
原田
∞
N
R
寸

d
l

'
l

i
4

M明
露
国
寸
N
R
寸

o
i

l
-

-

D

M情
景

固
め

-
R
寸
×

手
蜘欄
Q

迫
令
品
川4
u
-
倒
離
感

一
躍

園
出
総

メ

292.00 

291.00 
寸αコN

[
話

A
W
「-
M
4
町

o 
N 

寸h

N 
れ』 αコ
円ヲ れ4

、心

t"') 

o 
:::t 



187 統;絡のまEヰオヰミ第四章

199.50 

}j 
/ 

_-ベT

_--<l-

ぐ、=三三三士14fp
キー~ー-- <( 

、、、:吉、羽

,y d¥ 

デ、

ci._.._ 4 
1ョーーー一寸
/¥  

民二 担 197.00
、、、'

ヲ 4

<,., ~ 196.50 
'9 

LL19600 

19 5.00 会
.J_ 

~ '" 
194.50 汚

¥Qffi 
号F

19400 

199.00 

198.00 

198.50 

197.50 

出
一
一
匹
山
田
∞
刊
に
寸

q
l

・
l

e

l
-
-
O

M
E
R
m
旧
N
E
寸
q
1
1
1
1
4

似
宗
巴
戸
川
山
町
寸
メ
1
1
1
1
1
1

火

間
も
」

Q
d

hh
c
・?
一
}
単
品明
-出
品
山
他
国
伊
川
爪

記
樹
Q

刊
誌
ヤ
山
川
崎U
-
一
世
器
量
一
容

国
主
総

寸αコ。、D N 

C¥I - -

i毒 素手

寸
れl

α3 

N 
れi

σ3 

、o

IY) 

o 
寸

寸
寸

的

寸



第三十 二枕告毒民J段試業林188 

乾燥程度による寸法の饗化
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天龍地方産杉山分板.乾燥程度による寸法の襲化

6 

7.01 
7.05 
6.97 

0.570 I 0.334 
0.680 I 0.307 
0.937 I 0.325 

6 寸・ 5 分隔もの

厚

のも

7.28 
7.22 
7.09 

0.468 
0.654 
0.823 

厚

0.366 
0.334 
0.375 

4.76 
4.35 
4.66 

0.287 
0.342 
0.475 

5.03 
4.63 
5.29 

0.254 
0.357 
0.452 

τj' 隔

183.75 I 

183.09 I 

181.96 I 

幅

、'~， I~子 | 尺幅もの
\\ 稀 |

\ 訊リ凸 TI-'J'
一 、 =ー

~rß'数:\ ~月日~I 幅 | 厚

算 |
事I[J I 扶4 月 21 日
卒 1 0同 25 日
均 | 同 28 日
値 !

桜
f手
偏
差

重差
異
係
数

表25 tf� 

14% 

18% 

第 3 回22ラ4

35-36% 

同第 2 回

11 

100% 

84-85% 

尺幅 L の挽立宮崎・合水率約

寺田中高 L の グ

1. 備考

後尺幅もの斗みは 4 月 19 口測定ぜ U ， O 尺幅もの hみは 4 月 24日測定ぜり2. 

第 25 表に付て見るに各幅何れも乾燥に枠ふて寸法の牧縮を来し.且つ寸法蜜化の割合が著

しく増大するのである‘市して此傾向は特K幅に付て額著に現はれ.厚に付ては測定上の誤差

に影響せられて単に其傾向を示すのみであるのは止むを得ない口

:j(lC昭和 5 年 9 月.秋田鯨能代町秋田木材株式舎吐工揚に於て工墜士中村武雄氏が其考案に

よる定監奴厚測定器を}日ひ.秋田杉四分仮尺隔もの 12枚入結束 . 90 束に付其厚を測定し.同

時K竹製尺度により其幅を測定したる結果を表示するに第 26 表の通りである。

毅

厚

1.94 

2.13 

乾燥程度による寸法の饗化表26 員3

〈寸〉差
I
l

一
日
間

f
 

b
包
暗

号
￡

q
c、

制
批(寸〉算術平均値数λ"・m 

幅厚測定月日

0.0481 

0.0634 

2.763 

2.695 

2.693 

日

EI 

4 

10 

月

H 

9 

9 

2.38 0.0777 日15 月9 

之 l亡依って見るも荷i記の例と同 じく牧縮に伴って寸法費化の程度が増大することを知るので

ある白

之を要するに，乾燥によって起る木材の牧縮は製材の寸法を減少し、同時に其費化の範園を

増大するものである.従って既越の如く公差決定の基礎とたEるべき数値は気乾秋態tて達したる

製品に付て質測し?とる結果によらなければならぬ.試に第 23 表乃至第 26 表の数値より強立

直後の質測値を基礎とせる ときの公差. 気乾状態に達したるときの数値を基礎として符らるべ

き公差及各寸法の牧縮至容を算出するに第 27 表の如くなる。
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第 27 表 杉山分板隔及厚の公差及牧縮率の開係

挽立直後の数値 4 気乾j伏態の盟主唱u
』文 絡 率り符らる L 公義 リ符らる L 公道

杉四分板の穂類
I~高問 | 厚 ω 腕 ω | 厚 問 稲 ω | 厚 ω

秋!羽詰多 赤一等無節 0.384 5.41 0.418 2.81 0.430 

" 交一等1P.~節 0.376 4.59 0.457 4.68 2.14 0.438 

" 赤二空手並 0.373 0.392 6.20 1.52 3.90 

11 交二等並 0.313 6.46 0.472 6.25 1.75 ' 3.540 

// 6 寸 i隔もの 1.30 5.92 1.19 5.66 3.72 0.143 

天飽移尺幅 L の 0.370 4.85 0.586 5.14 1.25 2.210 

" 6寸5分隔もの 0.242 4.01 0.400 3.92 0.944 : 0.57 

M 6 寸隔もの 0.214 4.23 0.380 4.45 0.974 2.61 

秋岡杉尺幅もの12枚 0,.395 1.63 0.650 2.00 1.97 2.53 
入来

前表により明なるが如く、挽立直後の各寸法よ り得 らる L 公差は寄託乾紙態(一般には乾燥の

より進捗せる欣態〕の各寸法より得らる L 公差よりも一般に小さし乾燥により夫々の牧縮至容

に相常する丈けの寸法を減少し.同時に其寸法鑓化の範囲を増大ずるのである。

次に秋田杉四分板尺隔もの一等無節及天龍杉凹分:板尺隔もの L 隔に付て測定せる結果を用

ひ ， )1段縮と公差との閥係をー居具躍的に記述する。第 27 表に於て秋田杉凹分板赤一等無節の隔

の挽立直後の数値より得らる L 公差は 0.384%、同策乾[í: i伏態の数値より得らる L 公差は 0.4 18

%であって、其牧縮率は 2.81 %を示してを る.之は 「組立直後の隔の算術平均値を J11mm と

し策乾j伏態の夫を Mmm とするときは

ld'= (100_-::-~. 81) Jl1 
100 

• (1) 

I u 0.384 "'¥ 
たる閥係と初、而して鵠立直後に (111一寸百「M)nm 未満の寸法を有する板の枚数が総

I'N 0.418 .ri¥ 枚数の 20 ，5"0'以下であれ気乾紋態時て ~þ_f一寸百了M}mm 未満の寸法を有する板の枚

数が綿数の 20 %以下である(第 1 8 及第 19 闘 A 及 B の到線を施したる部分参照)J こと

を意味するのであるO 更に此関係を明にするため正規曲線の固を j日びて例示すること L するD

四分板隔の標準寸法を 300ml11と する . 気乾j伏態t亡於ける板の備の算術平均値 111'=3000101

を得るためには牧縮率 2.81%より挽立直後の卒均隔は (1) 式を用ひ 111=ユ型主L=308.67mm
97.19 

で泣ければならぬ.今綿数 3，000 ;伎の板を製材し、 t足立直後其隔に封する度数分布園を作るも

のとすれば第四国人の如くなる理である(第 28 表参問、)。

教に Jvlは規立直後の平均隔を表はしがは鵠立直後の数値より得らる L 公:差の絶封値を示す.
0.384111 

I1lP ちが-100一=1.185mm なる値をとる、 A は未だ牧縮が起らす.，草花製材技術其他の原

悶による寸法の饗化を表はす曲線に相賞するO
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チ(fc.此等の板が充分に乾燥し気乾j伏態に達し?とるときの幅に封ずる度数分布闘を作れば向闘

の B fL:相首する曲線を得る理である、教に}'1'は気乾j伏態に達したるときの平均帽を示し，

t は此時の数値より得らる L 公差の絶封値K~日常する、 gp ち λF は鵠立直後の平均幅 M の

0.418211' 
2.81%だけ牧縮し?と値であり、 t=一一一一一一=1.254m01 fL:相官する理である.而して此時正確

100 

に標準寸法 300mm の帽を有する板は 201 枚となり総数の 6.7% に過ぎや.其他の板は之よ

り大又は小となるのである、然乍ら気乾AA態の数値より得たる公差七を適用すれば(M'-t)mm

= 298.746mm 以上の幅を有する板は 2，404 枚と主主り総数の 80.9'ó' を超ゆるのである.然し若し

挽立直後の数値より得らる L 公差 t'= 1.185mm を泊用すれば ]JII'-t' ~ 298.815mm 以上の隔を

有する板は 2，362 枚と怒り.絡、教の 78.8%と充足るのである.向上記の如く牧縮率を遁正陀見込

みて製材し?と板ならば其寸法を挽立直後に測定しでも最小寸法の隔を有するものにでも 304.25

mm であって標準寸法に劉し 1% 以上も賢いのであるD

本例は牧縮率大なる割合』亡牧縮による寸法の饗化が比較的IJ、なる結果を示してをる(第18闘

ムの如き分布7状態のものが B の如く費化するのであって.A の上の黒占紘は B を移して其形

の費化の欣況を明示したのである〉

第 28 表

(1) 秋 lfJ産拶凶分板尺幅 L の L 帽、扱立'M I待の寸法に到する皮数分:f!ï表

(理論上の計算l こ 4 るもの〉

枚、，
ノ粍幅数 数 11 幅一1 枚 数

304.00 1 307.50 150 311.00 54 

304.25 2 307.75 172 311.25 40 

304.50 3 308.00 190 311.50 28 

304.75 4 308.25 203 311.75 20 

305.00 7 308.50 211 312.00 13 

305.25 11 308.75 211 312.25 s 

305.50 17 309.00 207 312.50 5 

305.75 25 309.25 195 312.75 4 

306.00 35 309.50 178 313.00 2 

306.25 49 309.75 158 313.25 1 

306.50 65 310.00 313.50 1 

306.75 84 310.25 113 

307.00 105 310.50 92 

128 310.75 72 計 3,000 
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(2) 向上気乾扶態に於ける寸法に 3討する皮数分布表

〈理論上の計算によるもの〉

193 

隅 QD '1 枚 枚￠
ド
ト
】

虫
庁


f
a、数 枚、

，J
￠
v
u
 

d
t勾


r
‘、幅数 数

294.75 0.5 ~ 297.00 26 299.25 177 

295.00 297.25 37 299.50 190 

295.25 ~97 . 50 49 299.75 198 

295.50 2 I 297.75 64 300.00 201 

295.75 3 298.00 83 以下封穏に付 き省略

. 296.00 G ~9S . 25 101 

296.25 8 298.50 121 

29(5.50 298.75 141 

296.75 19 299.00 160 言十 3,000 

次陀第 19 匿iJ A (第 29 表参照)は天龍産杉山分板尺隔もの L 挽立直後の 寸法の，蜜化を表

はし. B は同じく其気乾i伏態 IC於ける寸法の費化を示すものである. ~pち気乾AA態に於け る板

の幅の算術平均値 M'=300mm を得るためには牧縮率 1.25% より挽立直後の卒均隔 1If=

100l1P 
98.7τ = 303.80mm である如〈製材したければならぬ.而して説立直後の分布欣態より得ら

0.370J1 
る L 公差の結~:f値 t'=一一一一一=1.124111m であり.気乾!J)ç態に主Jして得らる L 公差の絶封値

100 
0.586111' 

t= 一一一一ー= 1.758mm è なる.故に挽立直後の数値より得らる』公差を気乾j伏態の板に適100 -. -_._. - '_ 

mする時は不合協の板、即ち J.lI'-t' = 298.876mill 未満'の寸法を有するものは 885 枚とな り、

総数の 29.5% とたる叉寄託乾以態の数値より得らる L 公差を、適用する時は }，If'-t = 298.242mill 

未満の寸法を有するものは 559 枚となり明に 20 % 以下である.前期如く i段縮き容を泊正に見

込みて製材したる板ならば其寸法をt!é立直後K測定しでも棋q!l寸法未満のものは僅に 4枚を存

するに過ぎたEいのである。本例は秋田杉四分板の揚合と反到に牧縮率が小反る IC 闘はらやi炊縮

による寸法の嬰化が可なり大なる結果を示してをる(第 19 固 A の上の貼線は B を移して其

形の饗化の~犬況を明瞭に示したのである)

第 29 表

・ (1 ) 天龍彦杉四分板尺幅 L の込腐、挽立11，時の寸法に 3討する皮数分布表

(理論上の計算に 4 る L の〉

枚

一

A
り
に

υ

〉

一
0
2

粍
一

ω
ω

r
k

一
の

hM

OZ

幅
一

数 数 枚、
ノ粍r、幅 数

299.50 1 300.00 

300.25 

4 

7 299.75 Q 

“ 1 
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枚粍r‘
、

腕 数 | 騎伽|枚 』
人

J
a句

、
，
ノ

手
口

や
事M
1

騎数 数

300.50 11 303.50 218 306.50 29 

300.75 17 303.75 223 306.75 20 

301.00 25 304.00 221 307.00 13 

301.25 36 304.25 211 307.25 8 

301.50 51 304.50 195 307.50 b 

301.75 69 304.75 174 307.75 3 

302.00 91 305.00 150 308.00 。“ 

302.25 114 305.25 124 308.25 l' 

302.50 139 305.50 100 308.50 1 

302.75 164 305.75 77 

303.00 187 306.00 58 . 
303.25 206 306.25 42 音l' 3,000 

(2) 同上気~!t~伏態に於ける寸法に到するJ3t数分布表

〈迎論上の計算に ι るもの〉

枚、
ノ粍fh、一

回
同

枚、
J
J

粍r，
‘
、

幅数 数 l 備(粍) I 枚 数

292.25 295.25 11 298.25 101 

292.50 295.50 14 298.50 111 

292.75 295.75 18 298.75 120 

293.00 0.5 Il 296.00 23 299.00 128 

293.25 1 296.25 29 299.25 134 

293.50 1 296.50 35 299.50 139 

293.75 2 296.75 43 299.75 142 

294.00 2 297.00 51 300.00 143 

294.25 3 297.25 60 以下il\\j-稀的に付~省略

294.50 5 297.50 70 

294.75 6 297.75 80 

295.00 s 298.00 91 言ト 3,000 . 

以上二つの例によりて公差決定の基礎となるべき数値は気乾欣態に建し?とる板に付て求むべ

きものであると同時に.斯くして得たる公差をi直正に活}日して製材寸法の標準寸法に劃する誼

否のl吟味を行ふのも気乾えた態に達したる時期を選ば友ければな らぬことが明!とせらる.1. .若し

特別の事情によりて寸法の測定を挽立直後或は乾燥不充分注る時期陀行ふ時は，前記事例によ

りて示されたる牧縮と公道との閲係を充分lと理解し?とる上i歯切主主る il目的をカ!lふることが肝要で、
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ある o r 

前段にも記述した通りであるが通常板の牧縮率が幾「パー セン ト J と云ふのは第 18 園又は第

19 固に於け る 111 f;;_る算術平均値が Jf' .迄牧縮し?と割合を云ふのである . 然乍ら個々の板l亡

付て考ふれば， α なる寸法のものが b 或はグとなることもあるべく又 α なる寸法又は a' ;な

る寸法のものが牧縮して同一寸法 b となることもあり得るのである.市して全韓として鵠立

直後 A 左る度数分布のものが. 乾燥後 B ゑる度数分布をたすのであって . 製材技術其他の

原因によ り α。 乃至 h 怠る純固に亙る寸法の愛化ありしものが、 乾燥による牧縮を異にする

結果. 其蟹化の範国をlIJ'li大し bo 乃至 b九となったことを示すのである。公差の結封値は寸法

蜜化の範囲に関係する数値であって. 平均値の移動には無関係で・ある . 前記秋田杉及天龍杉凹

分板の二例は此関係を明瞭に示してをる. @pち前者は平均値の移動が大友るに開はらや公差の

差は小であり . 後者は平均値の移動が小怒るに闘はらや公差の襲化は可なり大である。

以上二つの例は何れも夫々の牧縮率に鹿じて諌め挽立常時の寸法を算定し.夫によりて正営

に製材した揚合を示したのである，此時には個キの板l亡Nては挽立常持既lζ寸法の饗化を生じ

更に牧縮の程度も各製品に付き異主主るのであるが. 定められたる公差によりて合格品とお:るべ

き枚数は綿教の 80;'0を超ふるのであって. f良 IL挽立官時の数値に基いて決定した公差を保川

すると しても向崎 80% に近き合絡品を得るのである口

然るに若し牧縮率の算定を誤るカ、或は故意に牧縮率を小さく見t'lるかu止は高ーを健倖するが

如き こと があったならば，気乾i伏態K達したるときは著しく不合格I日の数を増加lすることに友

る，例へば抗z立直後及気乾欣態に於て.前記天龍杉四分板の如き分布iV(態を}.~すものとし且つ

次の四つの揚合を仮想し其数値を見るときはー「吾容易に如上の闘係を理解することが出来るで

あらう 。

A 卒均牧縮率 1.25% なるべきを1.5% と見積り?とる場合

B 平均牧縮率 1.25% 怒るべきを 1.0% と見積りたる場合

C 全然牧縮至容を考慮せ歩 して挽立直後の寸法が辛ふじて標準寸法陀一致するを得?とる揚合

~pち標準寸法の佳陀組立てたる揚合

D 公差 0.5% を使倖するか或は之を悪川 して鵠立営時既に松~~í15τJ-法の 0.5% を小さくし

たる揚合

此等四つの拐合を園示すれば第 20 固 A. B. C. D 等と友り . 其斜線を施した部分が不合格

品を表はすこ と L なるが. 此等の固に相営するそ子揚合の算術平均値， 不合格品 . 枚数及其百分

率を算出すれば第 30 表の如 く なる(但し主主K挽立芯時の:J，?:Wi平均値を異にする こ とにより起

る分布欣態の菱化は省略すること L し?と〉
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第 30 表牧縮率と寸法公差との関係仁仮想的数値に 4 る〉

均寸法〈粍〉
i l 不合格品の総気乾寸紋法態の卒 不合符品の枚 数に劉する百

均 仁粍〉数 (枚〉分卒 c%) 

A. l&縮率を大き Z 1.5，% と見 304.57 300.76 144 4.8 
積り 7こる場合

B. J紋縮率を小さく1.0，%と見 303.03 299.24 949 31.6 
続り 1: る場合

c. 全然牧縮率を考慮ぜ?標準 300.00 296.25 2,491 83.0 
寸法の儲扱立て 1 : る場合

D. 公義 0.5% を悪用し 0.5，% 298.50 294.77 2,856 95.2 
丈け小 さく しれる場合

之 Iと依って見るに. J段縮至与を質際よりも梓!大きく見積りたる A の揚合を除き他は何れも大

部分のものが不合格品となれ特に牧縮率を考慮せ十冒して標準寸法の佳に説立てたる C 或は

公差を悪用したる D の揚合の如きは殆んど全部が不合格とえEるのであって僅少の差が結果に

於て如何に甚大の差を鷲らすに至るかを知るで・あらい第 20 固によりて此等の関係がー居明

κぜらる L が.同国は以上回つの揚合及正常に牧縮率を 1.25% と見積 りたるもの L 気乾ifk態

tて達し?と揚合の各寸法に劃する板の枚数の分布欣態を示せるものであって.鎖線より左方の部

分は何れも不合格の板に相賞する理である。

之を要するに乾燥は木材の牧縮を来し.寸法を減少せしむるものであって.鵠立直後各寸法

の算術平均値は其後の乾燥程度 rr. ll臨じて移動 L. 東乾fV\態に達してl硲安定するのである.此揚

合個々の製品は夫々減少の程度を異にするものであって，必やしも平均牧縮率の示す数値と一

致するものではない.従って一般には算術平均値の移動と共に各寸法の蟹化の範園を損大する

こと L 見なければならぬ占然乍ら製材に常り其平均牧縮王手を正常に見積り諌め之を標準寸法l亡

カ11算して挽立てる時は.公:差の溜mtとより不合格品となるもの L 割合は極めて僅少に止るので

ある ， 然るに若し牧縮率の算定を誤るカ、或は故意に之を小さく見積り或は公差を悪!日して初め

より標準寸法未満ーのものを製材する主主ら!':f.公差の、適用を主主すも気乾j{え態に達する時は其大部

分は不合格品とたるのみならす~ 其茜しき揚合はt足立常時に於て既に不合格品を生やるのであ

るカ、ら ，規絡の附行，正量取引の質施K際しては充分に是等の開保を理解して置かねばならぬ。

最後K公差と製材機械及技術の優劣との関係を述べ.公差の性質をー居明にする . 第二項第

一及第二自に於て厚 7 粍板の厚の公差を 5.0%と定めたのであるが.厚 7 粍板は現時の厚(正

味)2分 3厘を有する四分板K相常する.而して此四分板の公差は既越の如く策乾欣態に達し?と

四分板多数の宜測値より算出した数値K基いたものである.従って製材技術其他の原因による

影響と .J附宿による影響との綜合的結果を考慮して決定したものであるが.是と同時に現在の正

常なる製材機械及技術を標準として見るときに初めて、適常なるものと認めらる L のである.の

って若し著しく粗悪なる製材機械により且つ拙劣なる技術を以て製材するたらば.寸法不整の

範園は甚しく 瞭大し此公差 5.0%を、適用すれば多数の不合格品を生やることは菟れないのであ
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る、之に反して製材機械の改良.技術の進歩に努むるならば寸法不整の範囲を縮少し公差 5.0

%の泊旧によりて殆ん ど大部分を合格品とすることが出来るであらう .今如上の事情をー厨明

瞭に設明する鼠め仮定的童文値によりて園示すれば第 21 園の如くなる。

同園は 2，000 枚の厚を貫測するとき理論上得らる L 厚に劃する度数分布のj伏態を示すもので

B は公差 5.0%を得る分布i/}\態に訪日首し. Aは之よりも優秀なる揚合. C は拙劣なる揚合を侵

犯. したものである.若し A 及G の分布j伏態より公差を決定するものとすればふに於ては 2.0%

C に於ては 10 %となるのである，向此等の分布淑態に関する主なる数値を掲ぐれば失の通

りであるが.製材機械及技術の優劣と公差との開係が如何に鋭敏で、あるかを知るであらう。(第

31 表及第 21 回参J1l0

1. 総数 2，000 枚

2. 公差 5.0 %を油川するときの不合;絡枚数及総数に封する百分率

A. 36枚 ( 1.8 %), B. 400 枚 (20 %), C. 673 枚 (33.7 %) 

3. 公差 2.0 % (Aの分布AA態よ り得らる L 値)を、適用するときの 不合格枚数及線、教に封

する百分率

A. 400 枚 (20 %), B. 737 枚 (36.9 %), C. 868 枚 (43.4%)

4 ・ 公差 10.0 % (C の分布欣態より得らる L 値〉を、適用するときの不合格校教及綿教に封

する百分率

A. 0 枚 (0 %), B. 98 枚 (4.5 %), C. 400枚 (20 %) 

5. 正確に標準寸法に一致したる枚数及綿教に劃する百分率

A. 473 枚 (23.6 %), B. 19 1 枚 (9.6 %), C. 93 枚 (4.8 %)

以上述べた所により製材寸:法の公差. 木材の牧縮及之等相互の関係主明にするを得k . 寅測

の結果よ り見れば:rn.在の正常なる機械及技術によれば四分板の厚に付ては第 21 岡 B の如き分

布をなすことを抗ったのであるが、 機械及技術の改善に努め出来るだけ製材不整の純国主挟む

ると共に理想としては同国Aの如き分布をなす様に努力 しなければならぬ.四分板の幅其他各

極製材の寸法にHても亦同様のことが云ひ得るのである口

第 31 表

(1) 製材寸法の霊童化 t 公差 t の関係を説明する表 (Aの場合〉

厚 (粍〉 | 枚 数 厚仁粍〉 | 枚 数 I 厚 (粍〉 枚 数

6.4 1 6.9 397 7.4 29 

6.5 6 7.0 472 7.5 6 

6.6 29 7.1 397 7.6 1 

6.7 97 7.2 234 

6.8 234 7.3 97 
言「 2,000 
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(2) 製材寸法の後イヒと公差 との関係を殻!]I]する表 (B の場合〉

厚(粍〉 |枚 厚 仁粍〉 枚 数 厚 〈粍〉 | 枚 数

5.6 0.5 6.6 ]21 7.6 68 

5.7 2 6.7 148 7.7 47 

5.8 3 6.8 170 7.8 30 

5.9 6 6.9 186 7.9 19 

6.0 11 7.0 191 8.0 11 

6.1 19 7.1 186 8.1 6 

6.2 :)0 7.2 170 8.2 3 

6.3 47 7.3 148 8.3 2 

6.4 68 7.4 121 8.4 0.5 

6.5 93 7.5 93 言十 2,000 

(3) 製材寸法の援イヒと公差 と の闘係を置究明す る表 (C の場合〕

厚日む 数 厚仁粍〉 | 枚 数 厚昨日 t女 数

4.4 1 6.2 60 8.0 47 

4.5 1 6.3 67 8.1 40 

4.6 2 6.4 74 8.2 34 

4.7 2 6.5 80 8.3 28 

4.8 3 6.6 86 8.4 E3 

4.9 4 6.7 9:3 8.5 19 

5.0 υ F 6.8 93 8.6 15 

5.1 7 6.9 95 8.7 12 

5.2 9 7.0 96 8.8 9 

5.3 12 7.1 95 8.9 7 

5.4 15 7.2 03 9.0 5 

5.5 19 7.3 92 9.1 4 

5.6 2:; 7.4 S6 9.2 3 

5.7 28 7.5 80 9.3 2 

5.8 34 7.6 74 9.4 2 

5.9 40 7.7 6i 9.5 1 

6.0 47 7.8 60 9.6 1 

6.1 53 7.9 53 言十 2,000 
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第三項 標準寸法と木材の牧縮

第一白 木材の乾燥.吸i患と木材のl段縮，膨脹

木材は含布水分の放出 l亡よりて牧縮し.水分の吸牧により膨脹する性質を有するものである

が，更に仔細K木材の含有水分と収縮.膨脹との閥係を吟味するに.木材の乾燥，吸i然陀 ~iする

取扱方-によりて著しき差異を生やる。

木材を乾燥するに際し材の表面と内部との乾燥程度が一様なる揚合は含水量が識維飽和貼に

達する迄は乾燥するも牧縮することなじ反割に乾燥材が水分を吸牧ずる時.繊維飽和黙を超

過したる後は膨脹せないのである.従って木材の伸縮は繊維飽和賠を境として結釘乾燥迄の聞

に於て行はる L ものである。

木材の天然乾燥の揚合 tては材の表面と内部との乾燥i/};・態を一様に保持することは不可能であ

る.生材丸太を製材し?とる直後に於ける含水率は80%乃至 100%或は以上に達することがある.

斯如く含水量は極めて多いが材の表面及表面に近き部分は製材後急速に水分を蒸護して乾燥を

誘致するのであるが.内部は表面の部分に阻けられて容易に乾燥ぜや，設に材の表面と内部との

聞に乾燥程度の不均整を来すのである.而して製材後、材の表面は急速に乾燥し容易陀繊維飽和1

賠 l亡達するも内部の水分は徐々に放出せらる L のであるから，製材全瞳とし水分の刷、況を察す

る時ば未だ繊維飽和黙に達せざるに不拘.表面の部分は製材後聞も無く牧縮を初むるのである.

其後時日を経過するに従ひ表面は益々乾燥し既に気乾えた態K達するも内部は辛ふじて織稚飽和

黙に近き欣態を保ち内部の牧縮によりて依然木材全躍としての牧縮が槌'積せらる L のである.

更に時日を経る時は内部の水分は益守減少し主主に初めて木材会開として繊維飽和賠に到達する

のであるが，其後引続き乾燥は進行し空気乾燥j伏態に達して初めてl段縮を中止するのである口

普通製材工場にて行はる L 如く木材t屋外露天に於て天然乾燥を行ふ時は.簡翠なる屋根又

は被覆を設くるに過ぎないカ、ら降雨によりて直接水分を吸牧し其結果一時牧縮を阻け却って膨

脹を来すこともある.而して斯如き降水の彰響は乾燥開始後飴り日教を経過せぢる頃に於ては

吸協量より放i熱量の方が多いから著しく降水の多量なるか或は其連続ぜる揚合に限らる L も、

其後時日を経過し;空気乾燥或は之に近きM態 t亡達する時は製材の含有水分の量は弐第に減じ大

集中の水分と王子衡を来す欣態に立至るため，僅少の降水其他の気象因子によりても直に減量を

妨けられ却って重量の増加を*し11事脹を惹起することもあるが再び牧結することも亦迅速で、あ

る、即ち気象i状態の影響を受けることが極めて鋭敏であって容易に製材の膨脹.牧縮を招来す

るのである，然し最早此時期に至れば雨者共其程度極めて僅少で・あるから賓川上は空気乾燥或

は之に近き i状態に達すれば製材寸法は時安定したと看倣すことが出来る。

第二目 標準寸法と木材の牧縮.膨脹

木材は乾燥によりて牧縮を*し吸i患によりて膨脹を来すことは上述ゐ遁りであるが天然乾燥の

揚合は降水其他の気象悶子によりて牧縮.膨肢を繰返へしつ L 大勢は時日の経過と共に漸衣牧



第四章木材規絡の統 203 

出店を鴎し策乾j伏態に達して初めて略安定を見るのである.従って製材寸法は製材直後と気乾j伏

態陀建 し?とる時との聞に牧縮率l亡相常する丈けの寸法の減少を来すのである、伺って一定の製

材寸法を符ーんとするには猿め牧縮翠を定め之に中日常する分丈けを飴分に計算して鵠立てなけれ

ばならぬのである。

標準寸法は既越の如く生産者より商人K移り泊、費者の手l亡渡る全期聞を遁 じて維持せらるべ

き寸法であるが.木材の寸法は其問常に異動費化し然かも概して牧縮する性質を右ーするのであ

るから、若レ泊、費者の手に渡るべき最後の時期を基準とする時は途中の矧聞は製材寸法は常に

標準寸法よりも大ならしめ最後iと至り雨者の一致するを矧せなければならぬ. 製材が生産せら

れてより商人を経て消費者に移る時!日]は素より取引の事情に左右せられて長短.遅速の差があ

り .其}旧聞は不同であって諌め之を決することは不可能で・あるが， 製材業の本旨としては牧縮

止み製材寸法が略安定すべき時期. gp ち気乾或は之 i亡 ~liき欣態 IL:達する時を目標とするのが至

常である.伺って其m1間内に起る牧縮率を算定し挽立寸法に夫れ丈けの飴裕を附すれば気乾欣

態に達し?とる時の製材寸法は標準寸法l亡一致するのである。

製材出来合品の牧縮率は後段記述の如き方法によりて算定したのであるが.木材の4夕、縮は極

めて複雑してを り. Jflt密に諭す=れば樹l'ill.材極.産tæ. 寸法、 厚叉は幅，年輪密度.木目.

{岡龍の特性等極今の傍件によりて其程度を異lとするから棉ての揚合に完全に貫際と一致すべき

牧縮王手の数値を見出すことは至難であって、或寸法 IL: ~H して之に相臆する牧師i率に準捺して製

材を行ふも宜際の牧結程度は個々の製材により異なるのである.其結果として第二項第三自に

並べたるが如く製材寸法の平均値の移動と共に各寸法の蜜化の範囲を蹟大すること L なるので

あるが， 製材に常り其l政経i率を正賞 IL:見積り諌め標準寸法に加算するならば公差の泊!日により

大部分は之に よ り救済せらる』のである口

第三日 木材の乾燥による牧縮j伏況

従来木材の乾燥に伴ふ牧縮の試験は小試験材片に付て行ふたので・あるが. T!î場に於ける出来

合製材の如き寸法の大なるものに之を、適用することがt!U!~ぬから.今回林業試験場に於て技師

森三郎氏は多数の普通出来合品に付て試績を行ふたが其成績は次の通 りである。

供試材は東京市場に於ける最も普通の出来合を網羅し.樹種は 15. 材担 1 13 . 品等は主なる

ものを概して 3 極. 木取は柾目，板目. i皇柾.年輪読度は中日fのものを選び合計 839 個に及ん

でをる。

試磁の方法lま各Wê試材を長 90 糎i亡切り 揃へ其各雨端より 3 糎の所及其等の中央に印を附

L. 此等 3 個所に於て 厚及帽の寸法を IHlj り， ヨたで各供試材を蒸煮躍に容れ一気監の下1L30時

間蒸煮して官包漁せしめ?とる後直に布 3 箇所に於て厚及幅の寸法を測り .然後室内に之を桟積に

して約 2週間放置したるに荷物は案件t欣態に達したから各供試材の寸法を測人手ClC之を露呈

乾燥器に容れ厚き供試材が気乾iU\態以上 l亡友るまで乾燥して其等の寸法を測り . 更に軍空乾燥
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器に依り之を絶乾H犬態に誘導して後直に寸法を測ったのである.斯くして毎回測定ぜる寸法に

より飽滋時よ り各紙態に至る聞の牧縮を飽i長時に於ける寸法に到する百分率を以て算出したの

である 口

此方法によりて施行せし試験の成績を記せば.従来行ひ?とる多 く の 木材仲縮試論Jこ同様本

試験に於ても亦木材の，把乾時より飽iゑ時まで其伸縮至容は含氷率 rclll告比例する こと が日目にせられ

た.郎ち m 取h lL含水率. .y 軸 10炊縮率を探 りて山線聞を主主けば第 22 固 (1 ，2) の如く大轄

に於て直紘を嬬すのである.叉寸法の大友る材極程牧縮率小で・ある.尚同一供試材に於ても厚

さの部きものでは其方向に於ける牧縮率は帽のカ-向K於けるものよ り 大である ， 殊に柾板に於

ては厚さの函に板目が表はる L から厚さの牧縮率は甚大となるコ

ヨえに樹種Jオ極別に柾目.板自に匝別して飽152時より合水率 15 %に至る聞の牧縮率(%)を

示ぜば次表の通りである白

飽潟1砕 ι り合水王手15%に至 る問の牧縮率C% )

幅 の 方 向 厚 の 方 向

ヰ正 日 柾 日

j並四分板( 30.4 
1.0 2_0 2.0 3.0 7.4 

並六分板( 30.3 
1.0 2.0 2.0 3.0 10.0 

大
11.0 

1.5 2.5 2.0 3.0 17.0 

~þ 
9.9 

1.5 2.5 2.0 i 3.0 13.5 
ス ギ

板
24.1 

1.0 2.0 1.5 2.5 20.2 

不
18.4 

1.0 2.0 1.0 2.0 36.:1 

I}、
2.7 

2.0 3.0 2.0 3.0 23.1 

三寸五分角( 10.7 
1.0 1.5 1.0 1.5 

日6.7

橡 甲
11.3 

1.5 3.0 2.0 3.5 
18.4 

卒
27.0 

1.0 2.5 
35.0 

b ノ キ

オ反
27.5 1.5 0.5 94.1 

三寸五分角( 10.6 
1.0 1.5 1.0 1.5 

95.4 

並四分板( 22.5 
1.5 3.0 2.5 4.5 7.7 

並六分板( 25.3 
1.5 3.0 2.5 4.5 12.6 

b >て 橡 甲
11.1 
21.2 2.0 4.0 2.5 4.5 

板 制( 25.6 
1.5 2.5 2.0 4.0 18.7 
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飽爆時・.í. ]J合水率15%に至る問の牧縮率C% )

帽の方向 | 厚の 方 向

17.9 
2.5 36.1 一

寸 角{ 13.0 
1.0 ! 1.5 1.0 1.5 

t 97.0 

立立六分板( 2¥J.R 
3.5 2.5 5.0 11・ 8 2.0 i 

大 敷 居 ( 12.0 
2.5 1.5 2.5 46.0 1.5 

アカマ 9

大 極 53.1 2.0 I 2.5 2.0 2.5 

極
4.6 

2.5 2.0 43.5 

並四分板( ~3.8 
2.0 3.5 2.5 5.0 7.0 

並六分板( 24.0 
2.5 5.0 ¥1.1 

大 武( ¥1.4 
2.0 4.0 ! 2.5 5.0 14.0 I 

J反
29.0 

1.5 3.0 2.5 4.0 13.9 
ヱゾマツ

司主 制 (
23.6 

1.0 2.5 1.0 3.0 33.1 

中 敷 庇( 3.5 1.5 3.0 32.5 

中 極
3.8 ! 1.5 I 3.5 1.5 3.5 37.3 

三寸五分角(
10.6 

1.0 ! 2.5 10.1 

23.1 
11.0 2.0 3.0 I 2.15 5.0 

30.4 
1.5 2.0 4.5 宅 、、、

16.1 3.0 i 
20.0 
35.0 1.5 ! 3.0 2.0 4.0 

サ J、 キ反
21.4 

1.5 2.0 7 94.1 

29.6 2.5 2.0 5.0 
9.6 

紅 オ去 平制( 30.3 3.0 
34.2 

10.1 3.0 1.5 
37.7 

29.6 
1.0 2.0 1.5 2.5 

米 杉
6.1 

30.2 
1.0 2.0 

33.0 

米 檎 .zfS: 
17.3 

一
2.0 

41.0 
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飽潟1時 ι り合水4;15%に至る nfjの牧縮率(ヲの

幅 の 方 向 厚 の 方向

l� 日 l� 日 |板 日

I大 敷 2.5 1.5 
45.8 

米 札1 樫
5.0 2.5 2.0 2.5 

46.9 

Hナ m! 2.0 1.0 四 96.2 

10.3 ' 
米 才公 四 ":1- 角 92.7 I 

2.5 

製材の牧師i率(%)の試験結果は上記の遁りであるが.便宜上之を先に決定せる出来合製材

品に誼j日すること L する，市して此揚合出来合品の寸法は大小極今ありて直に試験の結果を其

催、適用することが困難なものも少くないから，出来合品の寸法を誼宜陀分類し前一記の牧縮率を

酪酌して之を配分すること L し?と。

ヨた表は樹l主は杉B 木目は隔の方向が板目のものを選び作製したものであるが.柾目材足止は他

のttlíítに就ても之に準捺して作製し置けば宜Ilî上便宜である。

材 程 | 厚及隔!寸 法(糎) I 牧縮率ω l 厚及幅|寸 法制 | 牧縮率ω
厚 0.7-1.1 2.0 厚 0.7-1.1 2.0 

申百 12.0--18.0 2.5 稿 21.0-30.0 2.0 

厚 1.2-2.8 1.5 厚 3.0-4.0 1.0 
1隔 1 2.0-30.。 2.0 。百 12.0-18.0 2.0 

板
厚 3.0-4.0 1.0 
隔 21. 0-30.。 1.5 

厚 0.9-2.0 2.0 厚 0.7-1.1 2.5 
幅 6.0-11.0 2.5 隔 3.0-5.0 3.0 

厚 1.8-2.4 厚 2.6-3.6 
幅 1.8-3.6 イ長口 3.0 幅 2.6-4.0 ま反目 2.5 

扱 告1
厚 4.0-5.4 )刷~.~ 11 
隔 4.4-5.4 板目 2.5

厚 3.6-4.6 厚 5.0-5.4 1.0 
幅 8.0-12.0 2.5 幅 11.0-12.0 2.0 

ノj、 厚
幅角 6.0 

12.0-16.0 川信 | 6.0-18.0 
6.0-18.0 

木材の乾燥による牧縮特に天然乾燥による牧縮の径路及其理論は既;去の通りであるが‘天然

乾燥の揚合の合水卒と牧縮率との関係を具躍的に示し、併せて前記森技師の試験成績との関係、

を明にする白

木材の天然乾燥の揚合の合水率と牧縮率との関係i亡付ては先づ昭和 4 年林業試喰揚蝿託泉岩
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太氏の試験成韻を引用するo

本試験は針葉樹及澗葉樹材各教f.i[[を選び.供試材の寸法は長 50--60 糎，幅 17.5 糎.厚3糎

に して生材を一重夜水浸し?とる後之を取出し室外廊下に於て天然乾燥を行ふたものである.屋

外露天に於ける天然乾燥の如く降雨によりて若干濡れるが如きことなきい室内に置きたるも

のに比すれば相首通風の行はる L 所で・あるカ、ら露天乾燥と室内乾燥との中聞に位するものであ

る.本試験中平蛍:林署管内産杉材に屈する試験成績を圃示すれば(第 23 園(1 ， 2 ， 3) 参照〉

前表によりて明主主るが如く供試材は水浸したものであるカ、ら普通の生材に比すれば含水率造

に多く 140%J'1至 190%を示してをるが乾燥開始後間も書店く牧縮を初むるのである口

木材を平等に乾燥する揚合には合水量が繊維飽和黒M亡達する迄はl炊縮は行はれぬのである

が、 天然乾燥の揚合は木材全盟としては向多量の水分を含有するも其表面は容易に繊維飽和黙

に達するためままに牧縮を開始するのである，而して其程度は極めて僅少であって厚の牧縮に付

て見るに含水率が 50 %内外に達する迄は牧縮率は 0.5 %以内に止まり叉含水率は急激に減少

するに不拘.牧縮至容の増加は極めて綬漫であることが知らる h 然るに合水率が 40%より 20

%牲に下るに及び牧縮率は急:激に増加して 2.0%位と ttÞ .其後含7K至容が 20 %乃至 15 %位

K低下するに至り牧縮は最大限度 2.5%J';至 3.0%1L達し.雨後合7K~容の僅少たる士宮減に f竿ふ

て軽微たる膨脹. J段縮を繰返へすのでぬる。

露天天然乾燥と如上の室内乾燥とを比較するに.前者の揚合は気象悶子特に降水の影響を受

くること多く後段に記述するが如く乾燥開始後10日乃至20日間位は著しき影響たきし其後含

水量減少し繊維飽和知乃至気乾紙態或は之に近きM態に達するに至れば其影響は顕著とたるの

である.従って前者は後者に比すれば牧縮率の急:激たる増加は緩和せられ且つ嬰化のM態に異

動を来し更に気乾枇態K到達する矧聞も著しく延長ぜらる L のである。(出来合製材の天然乾燥

の揚合に於ける合水率と l炊縮との開係に付ては第二項第三自に於て著者の行ひし秋田杉四分板

に封する試験結果を記越せる l放主主に省略する〉

前掲森技師の施行ぜる試験により得?とる木材のl炊縮率と者逝屋外 IC於ける天然乾燥によりて

起る牧縮率とを比較するに，前者にては枚縮の開始期を繊維飽和弘Ii とし，後者陀ては乾燥開始

の略直後である.叉牧縮の終止}開花付ては前者は結封乾燥時.後者は気乾i伏態時としてをるか

らJ段縮開始期と格止朋とに付て問者の聞に相異がある.向試験)J 法の貰躍に付ても差異がある

から、木材の含水率と l政縮率との相互関係も之を厳格に論やれば局部的に若干の差異を*すこ

とは諜j目出来るのであるが.其差は極めて僅少で、ある. ~Icrlî揚出来合製材の寸法を目標とし

てl政縮至容を考慮する時は乾燥注~r~ jrC_於ける合水率と牧縮率との開係よりも策乾威は之に近きi伏

態 IC於ける牧縮率を明にするのが主眼であるから.賓!日上は前記森技師の方法によりて算出し

たる牧縮率を、適用することが出来るのである.只設に注意を要するは此牧縮至容を謄!日する揚合

に多少の安全幸容を見込むことである.査し木材の牧縮は極めて複雑してをり種々の僚件によ炉

/ 

ノd
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て其程度を異にするものであるから綿ての揚合に完全に貰際と一致すべき牧縮率の数値を算定

することは不可能て・あるためである。

第凹目 杉製材の天然乾燥欣況

我図t亡於ける針葉樹材の製材の乾燥方法は一般に天然乾燥によるを常とし.人工乾燥をmふ

るものは特種の場合に限られてをる秋況であるO

製材の乾燥は製材の使用慣値、販畏i. 職活上等に至大の関係を右ーするものであるから.出来

得る丈け充分に乾燥したる後K於て製材を市揚に 11:\すに努めなければたらぬが.製材工揚の位

置、 設問j，敷地等の関係によりでは絶ての工揚に之を要求することは困難であり叉時としては

取引上の都合により不充分なる乾燥枕態の僅積出を行ふことがある口

一般製材の天然乾燥の批況は樹距.材極.寸法.季節、気象等によりて極めて匝々としてを

るが.末だ市場出来合製材♂~tcfτfき天然乾燥のi/)\況を科準的に試験研究し其結果を護表せられ

たものを存し泣い。

著者は設に秋田大林恒署代n与製材所に在勤中.閣有林産秋田杉出来合製材に付き一箇年牛に

亙り櫨鰻して天然乾燥の欣況を試験研究したが.其内木論文に関係ある事項を摘録する口先.試

験の範国及方法を地点、れば

第一類試験の範園及方法

(1) 杉製材天然乾燥欣況試験

1. 製材所

秋田牒北秋田郡長木村代野.農商務省秋田大林匝署.代野製材所

2. 試験期間

明治44年 5 月 31 日より大正元年12月 29日に至る問稽続

3. 供試製材の;N[類、数量

樹極は図有林.7ç館・小林匝著.長木事業匝生産の杉K して製材の種類及数量は失の通り

である。

並四分板。長 G 尺.幅 1 尺、厚 2 分 7 厘 (12枚入を 1 束とす)

正四分板。長 6 尺 3 寸.隅 1 尺.厚 4分 2厘 (9 枚入を 1 束とす〉

本凹分板コ長 G 尺 3 寸、幅 1 尺.厚 3分 2 厘 (9 枚入を 1 束とす〉

七分板制。長13尺、幅 1 尺、厚 7 分 2 犀 (3 枚入を 1 束とす〉

同 上口長13尺.隔 8 寸.厚 7 分 2 胆 (4 枚入を 1 束とす〕

大 立。長13尺、幅 3 寸 8 分.厚 8 分. (6 枚入を 1 束とす〉

右の内並凹分板.正凹分板及本凹分板は非~筒.上小節. !]、何J. 並. 1J氏f略行.庇小~irj . 庇並の

7 品等を選び其各K釘して赤と交及山積と桟鞘を匝日IJ し計28束又は24束(上小節を省略〉七分

;仮割.大賞は立在住l分板類 I'C準じ各10束乃至 4 束を試験t亡供したのである口
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4. 乾燥方法

製材の天然乾燥法としては首時一般に庚く行はれた方法Kより楼fi'f法及山積法の二種を選

び. 前記の種類.数量のもの陀制して夫々隅法を等分に行った、而して捷積， 111蹴共特別の

設備によるを挫けー一般に行へるものと全く同ーに取扱った . 自H ち桟一肢は製材を若干の間隔

を置きて一方の縁を外 fL: lflす様陀縦に立て併べたものであって上部に簡単なる屋根を設け

である. 111積は製材を延隔 6 尺 (1 尺隔のもの友らば 6 枚)位に描に霊木の上に水平にfJf'

べ其上 fL: )1自主たに積重ね其高は 10尺内外とするのであるが.並 V..Q分板等は 3-4 枚毎に板制.

~:等は 1 枚毎に横桂木(雨木口陀各 1 本. 2 間材は更に中聞に 1 本〉を挿入して通風ILf更

ならしめ倫山積の最上部には簡単なる覆を設けである.板割は桂積.山積共割れを防ぐた

め雨木口 に養生木を釘著としてある.斯如く桟積. ilJfi'f共極めて簡阜友る設備方法で・ある

から.普通の雨雲は辛うじて之を防ぎ得るが其量多きカ、或は風を手1，:ふ時は到に雨雪は山積

叉は桟積の木口或は縁の部分を犯し克に其内部に侵入するのであるD

5. 試験回数、時期及材極

前記試験期間中季節ILI!感じてがi後18回に亙り稽観試験を行ひ.毎回最短22日最長75 日聞に

亙りて毎日測定を行ひ叉材担は毎回前記の各材極を泣ー定したのであるが時期により其材極

及数量を若干宛異にした揚合がある，今試験回数及時間を示せば弐の湿りであるD

第 1 回乾燥試験 明治44年 5 月 31 日より同 8 月 13 日に至る 75 日間

U'; 2 回乾燥試験 問 6 月 17 日より同 8 月 13 日に至る 58 日間

第 3 回乾燥試験 問 8 月 13 日より同 9 月 4 日に至る 22 日間

第 4 回乾燥試験 問 8 月羽目より 9 月 27 日に至る 27 日間

第 5 回乾燥試験同 9 月 5 日より 9 月 29 日に至る 25日間

第 G 回乾燥試験 問 9 月 28 日より 11月 24 日 lと至る58 日間

第 7 回乾燥試験 同 11月 24 日より明治45年 1 月 12 日 iて至る50 日間

第 8 回乾燥試験 明治45年 1 月 12日より同 3 月 15 日 K至る 55 日間

第 9 回乾燥試験 問 2 月 23 日より同 4 月 13 日に至る 50 日間

第10回乾燥試験 問 3 月 18日より同 5 月 12 日陀至る55日間

第11回乾燥l判段 同 4 月 13日より同 5 月 27 日 K至る45 日間

節目回乾燥試験 問 5 月 15 日より大正元年 8 月 6 日に至る 84日間

第13回乾燥試磁 同 6 月 1 日より同 7 月 30 日に至る 60 日間

t(Ç14回乾燥試験 問 7 月 5 日より大正元年 8 月 13 El IL:至る 40 日間

第15回乾燥試験 大正元年 8 月 7 日より同 9 月 9 日に至る 34 日間

第四回乾燥試験 問 9 月 12 日より問 10月 27 日に至る 46 日間

第17回乾燥試験 問 10月 12 日より同11月 26 日に至る 46日間

/ 
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第18回乾燥試験 同11月 7 日より同12月 29 日に至る 53日間
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6. 重量測定方・法

製材の乾燥欣況を知るため其重量を測定したのであるが.前掲 1 束の入数l吋目賞するもの

を標準とし ， 其重量を毎日正午に1 回宛iJ!lJ定し.重量が略一定する時期に至 り て之を中止

するを原則としたのであるが.材Niにより若干の例外をイ子ずる口

(2) 気象欣況の観測

製材の乾燥秋況の測定と同時K同一期間内.毎日の気象HJ\況を知るため親測設備を製材所敷

地内 IL設け観測を行ふたが其麗類及方法は失の通りである。

1. 気 温 午前 6 時.午後 2 時，午後10時の 3 回

2. i身、 度 同 上

3. 風 連 午前 6 時及午後 2 時の 2 回

4. 風の方向 午前 G 時，午後 2 時.午後10時の 3 回

5. 降水量 午前 G 時.午後 2 時.午後10時の 3 回

6. 密品」、 量 午前 6 時.午後 2 時の 2 回

第二類. 杉製材の天然乾燥による減量の欣況

杉製材の天黙乾燥による減量の耽況は材種， IlJ積と桟積.季節.乾燥期間等によ り て著しき

差異を存するものであるが本試験の結果を綜合すれば弐の通りであるo

先づ杉並四分板に付て越ぶれば第 1 回乃至第17回(第 3 ，第 4. 2お 5 . 第14 ， 第15回を除く〉

試験に付き 1]1積と桟積に匝別し乾燥開始後10日間毎の減量以況を示せば第32表の通りである。

第 32 表杉並四分板天然乾燥による10日間毎の減量猷況

試験回数及
川後 |四 日後 30 IJ {ﾘ; 40 日 後 50 日後

乾燥期間 種 業R 減量%~減方%減量%減方%減量%|減方% 減量%1減方% 減量μ|減方%

第 1 回試験 卒 、 均 %釘49 i 同 1司 28.89 10.52' 33.801 15.371 30.751-9.03 33.41
1 

0.72 
44, 5, 1-7, 

J[j 積 15.64. 52.79. 23.48 26.43
1 
29.721 21.081 27.341-8.03 29.62 -7.73 19 

3621W5913429 く50 日間〉 桟 も'f -5.39
1 
37.881 9.65j 34.15 1 - 10 .ω37，19 9.17 

第 2 回試験
平 均 26.06 67.41 

1486  
10.58 33.12 

6, 17一色 13 J[j 12t 14.94 42.36 19.681 13.44 25.04 15.19 27.61 7.281 35.271 21.73 
(58 日間1)

本是 'b't 37.18 92.46 35.281 -4.72 37.68 5.97 38.63 2.381 40.211 3.91 

l1| 
均 28.671 90.85 29店1 1.68[ 32.93

1 
12.24

1 
31.311-5.03 31.35 1.21 

9, 28-11 , 24 J[j fU 23.781 79.30 24031 0963032附 29.55 1 -2.59 29.99 1.47 
(58 日間〉‘ 校

f<'l 33.561102.40 34.341 2.401 35.531 3.611 33.08 ; ー 7.46 32.70 -0.95 

均 13.42 45.89 20.35 寸刊幻16i … 4.83 

11 ， 24-45ム12， 山 絞 8.85 34.11 14.58 22.691 23.32 34.071 23.77, 1.76 25.66 7.37 

(50 日間〉 品"."" 続 17 .98 57.68 26.11 2.29 26.33, 32.20
1 
20.46 30.54; -6.76 31.17 
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試験回数及
10 日 fit 20 日後 30 日後 40 日 í~ミ 50 FI 後

乾燥期間 4重 類
減量~.j l減方% 減量%卜減方%減量~.j l減方% 減量%1減方ガ滅金利減方%

4第5 8 回試験
卒 均 12.28 35.94 19.73 22.43 26.27 20.51 30.96 15.57 32.50 5.10 

, I5,0 12-333 I[J 積 6.;;9 30.30 10.78 20.81 15.30 21.43 19.09 18.35 21.29 9.11 
仁日[昔1コ

校 積 18.17 41.58 28.68 24.05 37.24 19.59 42.83 12.79 43.70 1.09 

第29 回-4試験
主}三 均 22.57 56.88 29.38 17.87 30.73 3.97 32.96 7.11 38.28 14.18 

, 23-4, 13 I[J 積 12.61 36.75 18.99 18.59 21.82 8.25 26.51 13.67 34.31 22.74 
(50 日間コ

桟 積ー 32.53 77.01 39.77 17.14 39.64 一 0.31 39.41 0.54 42.24 5.62 

第 10 回試験
21'- 均 27.03 63.13 32.821 14.321 35.5回創引 7.181 40.13 11.341 41.50 4.03 

3, 18-5, 12 I[J 積 15.37 39.08 22.931 19.581 28.871 15.391 35.051 16.011 38.601 9.94 
(55 日間〉

校 積 38.69 87.18 42.711 9.061 42.251 -].031 45.211 6.671 44.381 -1.88 

第4 11 回試験
平 均 30.95 67.16 37.26 14.71 39.55 5.18 43.58 9.70 44.95 3.26 

, 13-5, 27 I[J 積 19.11 46.07 28.80 23.37 31.83 7.19 39.42 18.42 41.48 4.95 
(45 日間〉

経 積 42.79 88.24 45.72 6.04 47.26 3.17 47.73 0.98 48.42 1.57 

第6 四5回ー 試験
卒 均 32.87 78.84 37.69 12.05 40.87 7.82 39.26 -3.83 

, 15-7, 4 I[J 積 22.87 57.14 32.58 24.26 37.31 11.82 36.67 -1.60 40.021 8.38 
仁50 日間〉

校 積 42.87 100.54 42.80 -0.16 44.43 3.82 41.85 -6.05 42.641 1.85 

第6 13 回試験
司王 均 31.98 83.08 36.53 11.90 38.97 6.42 39.79 2.21 38.42 -3.61 

, 1-7, 20 I[J 積 24.09 63.19 33.13 23.66 37.02 10.29 40.46 9.02 38.11 -6.16 
(50 日間コ

校 13t 39.87 102.97 39.93 0.14 40.92 2.55 39.13i -4.61 38.72 -1.05 

第 16 回試験 卒 均 21.39 74.40 26.14 15.57 27.69 1.95 29.23 4.45 

9, 12-10, 27 I[J 容f 20.04 62.27 27.21 22.28 28.381 3.64 29.54 3.60 32.18 8.21 
(46 日間コ

校 積 22.74 86.53 25.07 8.86 25.761 2.63 25.84 0.30 26.28 1.68 

第10 17 図試験
21'- 均 27.90 81.30 32.11 13.72 31.95 1.44 33.57 3.61 

, 12-11,26 I[J 積 18.33 63.89 24.58 21.78 25.41 2.891 26.07 2.30 28.69 9.14 
(46 日間〉

投 t1t 37.47 98.71 39.64 5.66 38.49 -3.031 38.71 0.58 37.96 -1.92 

2)工 均 25.09 68.34 29.80 13.63 33.07 9.97 32.48 -2.51 35.87 10.57 

卒 均 I[J 'fj~ 16.84 50.60 23.40 19.82 27.86 14.34 30.09 6.51 32.94 8.73 

4長 絞 33.35 86.07 36.19 7.44 38.27 5.59 34.87 ー11.53 38.80 12.53 

備考

1.第 1 回乃至第 8 回試験は各28Jf~、第 9 回乃至第13回及~~17問試験は各24束. 第16図試験は 23

来の平均である.而して 1 来は各12枚入である 。

2. 試験の回数に ι り経遁日数欄の日数 k 一致ぜざる L の若干を存す。

3. i減方%は50日間に於け る各10日間の減 じ方を百分率に て示ぜるものであ る。

前表によりて之を見るに

1. 山積と接積との乾燥し方を比較するに季節を問はや桟積の方造に乾燥迅速で・ある 。

12回の試験を平均するに最初の10日聞に於け る減量(乾燥開始の際に於ける重量Ic ftJする〉

の綿子均は 25.09，%，にして. i1J積僅に 16.84%tJ: るに封して.桟積は 33.35%の多 き に達

し又全乾燥朋間内の各10日聞の減じ方の歩合を見る に.最初の10日聞に於ける減じ方の綿

平均は 68.34%にして. 山積は僅かに 50.6%tJ:るに劃して，材積は 86.07;>0'であって雨者

f 
J 

f 
a〆
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の聞に著しき 1\lT:隔乞存することを知る。

2. 乾燥の進行欣況を見るに季節.乾燥方法の如何を問はや乾燥開始後10 日間乃至20 日聞に

於て全乾燥期間中に減量する綿量の大部分を減やるものである。

12回の試験を平均するf1: . 最初の10日間及弐の10 日間を併せ20日聞に於ける減量を全乾燥

期間の綿減量に比較する時は綿平均にて 81.97%な るに封し山積 70.42%. 桟積 93.41%

であって山積と桟砧との聞に 23.09%の差を存するも雨者何れも全乾期間中 11:減量する総

量の大部分を減やることを知る口

乾燥開始21 日以後即ち節 3次10 日間以降に於ては純平均にては極めて徐々に少量宛減量

する様に友つて をるが山積と桟積との聞には可也幸子しき差異を認むることが出来る .Ium

は第 3 次の10日聞に於ても fiM[1常の減量を示すが其以後は急:速に歩合を減じ. 楼読は第 3

失の10日聞にては急激に歩合を減じU'; 4衣10 日間後は却って増量を来すことがある。

3. 季節によ る乾燥欣況を見るにun次10日間及第 2 次10 日間の雨期の減量 j伏況よりすれ

ば.第 8 回 (1 月 1 2 日より開始)及第 7 回 (11月 24 日より開始〉最も乾燥不良にしてU~9 回

( 2 月 23 日 より開始〉之に次ぎ，其他の季節に付ては特別なる差還を認むることが/ 1 '，*ぬD

4. 各季節を通 じ降水量と製材の乾燥による減量との関係を見るに.乾燥開始後20日間位就

中最初の10 日間位は降水多量なるかlüi:は連続したる揚合Kあらざれば容易に重量の増加を

*さや減量を稽続するものである又一度増量するも再び容易に減量する.加日以降l亡於て

は降水量の製材の重量に及陪す影響は漸次鋭敏と な り多少の降雨雲によ りて も直に重量を

増加する傾向がある。

今12回の試験K付き乾燥開始後20日聞に於ける降水量と製材京量の増加との関係、を示せ

ば第33表の通りである口

第 33 表杉並凹分板の天然乾燥開始後:W日聞に於ける降

7kありたる日及其量と製材重量の増加との関係

| 降水あり 16 _ 21-31-41 5 71 81 121 13' 16 171 181 191 山
第 l 凹 1 1こ る日 1-' -, -1 -1 -1 - -1 -l 

五色， 1降水剖 4.3， 吋 14.8i 11ペ 7.5 ， O.~ 7.21 -[22.6 5 _1 1 叫 42.5:
"";I; ~~V~Vo"" I 製材重量 1 1 1 -U,l.V I の増加し|一| 一| 一 1 5 ! - 1 ー| 一 1 13 ， 一 1 -1 -1 19, 

7こ る 日 I i I 

一 | ド 1 .J oJ oJ 0"下--=-nI nJ ~. ' 01 J 
-

,1 J ー 「
1 I! 16,171 181 19: 20[ 211 27; 28' 291 7,1, 2: 3[ 41 5[ 

第 2 同 1 1 
v'''1 ~v l ~ l ~v l ~~I ~ I ~v l ~v l "1 -1 vl 1 vl 

試験 1 I! 1 5.11 1.21 42.5! 23.31 3.01 8.0' 32.0' 7.3' 2.6: 36.91 -! 20.9'11.51 
1 1 

---1 ---I---T--� -l 
--1 -

1 
. 

1 1 1 1 
-I---� 

7,6 1 f/ 1 -1 -1 191 20: -1 27 28! 29: - -: 3! -1 5! 
1 

" 
1 -1 -1 .LVI ＇I -1 "'1 ~u i ""1 -; -1 " 1 一 I "1 

' ρ l制l 捌 3dlo，1 1 2131 41 51 6| 81 4 0
第~[IT] 1 1 

v,_vl -l vTv'i _ -1 _] _ -1 _] _ 1. ~ _] 
税_ 1 f/ 1 2 . 5 1 ω1 3 . 5 1 叫山1 8.71 

0.4 5.3; 吋 14.0 吋 12・7
10,17 1 グ ! ー|ー| ー[ -[ -[ -[ 一 I -[ -1 8

1 -[ -
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第 8 閲
試験
45,1,12 
- 1,31 

11 

第 P 回
試験 1/ 
2,23-
3,14 I! 

第四回 | I! 

試験 I! 

4,6 1/ / -[ -[ -1 一/ -1 -1 -1 -/ -1 判-/ 301 
I! 14.151 161 d 191 201 221" 231 24

1 

251 261 281 301 5.1
1 2 

4試，1験3ー I! 

5,2 F〆

第四回
I! 

試験 I! 
5，15ー
6,3 Jγ 1 -1 -1 -1 判 29

1 " ,1 ρ 1 , ,,1 " 
~f>13回
試験
6， 1ー
6,20 

1 -1 -1 -1 

第16回 | I! lmI 161 17 

試験
丸山一
10,1 

第17回
試験
10,12 
- 10, 
31 

備考

1. 本表は乾燥開始後20 日 mîに於て降水ありにる日及其降水量蛇に製材重量が前日に比して得力日
しれ る日をお照 しれ ものである . 降水量の測定は毎日午前 6 時、 午後 2 JI{.九午後10時の 3 回 、
製材の重量測定は毎日正午を基準とす。

2. 製材の重量は第 1 回乃至第 8 回試験分は華}28束、 第 9 問乃至第13回及第17間試験は各24* 、
~16回試験は23京を卒均して算定しれるものである、市して 1 末は各12枚入である。

/ 

ノF
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Ñ1 i去によりて乾燥開始後20日間 (12回試験にて延日数 240日〉に於ける降水ありたる日 . 降

水量.製材重量の増加1 したる日との関係を明にするを得るが之を綜合する時は

乾部 1燥次1開0日始間 乾燥開始 乾燥開始間
第 2次10 日間 ~O 日

12回試験降雨日数 86 90 176 

同上製材重量の増力11
したる 日数

12 30 48 

製材重量の増加した
同上 る日教の降雨日教に 13.~% '10.0% 27:2 ヲゴ

到する百分率

1回平均降雨日数 5..1 5.6 11.0 

H6F 製材重量の柄教回 F均 :lJII したる日 0.75 2.2 ~.95 

降雨日教10の第 1 ;:J(及
第 1::欠 日間の割合

48.8,96' 5l.:Z% 100% 

製第材13たm及:量第の2:;増7(加10 したる日数拡の :25.0% 
日間の割合 ー・ 75.0劣 100,9'; 

;:J-く i亡杉~þ.凹分板の乾燥開始後31 日 より 50 口 IC至る :.0 日間 17:於ける降水量と製材重量の増加 と

の聞係を見るに其兵関的のが、況は第34表の通りであるが之を綜合すれば

乾燥開始後第 3次10 日 間より第 4::欠
10 日聞に至る 20 日間

12[叶試l強降雨 11 数 1GO 

同 上製材]t量の増加l
したる日数

92 

製材重量の増加し
同 上 たる日数の降トn Ll 55 ,4% 

敢に到する百分率.

]回平均降雨 日 数 13.8 

1回平均製材霊長phl!
したる 日

7.66 

印ち乾燥開始後時日を経過するに従ひ直接降雨雲の影響を受くること鋭敏となるものであっ

て . 乾燥開始後31 日 より 20日間の欣況を乾燥開始後の20 日間と比較する時は降雨雲:日数111告同ー

であるが之によりて製材電量の析力11する日数は約 2 仰の率であることを知るを得口

tf; 2 rrq 
試験
7,16 -
8,5 

知3~去杉並|四分板の天然乾燥開始後31 日より 50 日に至る 20 日聞に於

ける降水ありたる口及其量と製材重量の増加との関係、

11 

11 

11 
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第 6 周
降水あり 1 10 ， 28
T こ る 口 ' 

試10験 降水量
,27 製材重量

- 11 ,16 の;lif加し
t: ろ日

第 7 回
I! 11 

試験 l 
12,22 

I! 

一山 I I! 

第 8 JjjJ
試験
2， 10ー
3,3 

// 13.241 25! 26! 28 29 ~ 301 311 4.11 21 31 41 51 71 91 101 11 
f<t 9 Ii1I 
試験 I! 
3 ， 24ー
4,13 I! 

第10回 | I! 14,16 

~jt!~生 I! 

5,6 I! 

第II回 fI 

試験 | 
5 ， 12ー f/ 

5,27 
(16 日間) I f/ 

第四阿
試験
6，13ー
7,0 

第四阿
試験
10,11 
-10,27 

(17 日間)

第17rm
試験 f/ 
11 ,10 
-11 ,30 

f/ 
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以上の試験によりて杉製材の天然乾燥による減量の大勢を明にしたが. 乾燥開始後10 日間乃

至:20 日間は降水が多量なるか或は連続したる揚合にあらざれば容易に重量の増加を*さす・減量

を稽続し又一度増量するも再び容易に減量するが如き結果を示すのは . 山積. 桂積共簡単なる

屋根又は覆を設けであるカ、ら風速の弱き日の降雨は之によりて幾分吸水を防き'得るい少しく

風を件ふ時は降雨は剰にあたり積立の中央部より下方・1亡位する製材の木口叉は縁の部分は若干

拓'れ. 風速大友る時は内部l亡侵入するのである.向降雨 IZ::際しては微細の水滴を伴ひ降雨i立の

大なるに作ひ水部jを増加するものであるから.降雨は多くの揚合に製材の重量を増力1\する直接

の重大なる原因となるのであるが.積立製材の内1J・K位する部分に於ける乾燥は降雨あるに不

拘引続き行はれ之による減量の1i遁に大であるから.乾燥の初期に於ては差引金慢としての重

量を減やること L たるのであって，乾燥開始後第一次10日間と第二弐10日聞に於ける降水量と

製材重量の増力1\との比較表によりて兵鴨的に之を詮明することが出来るのである。

然るに乾燥開始後20 日位を経過したる後に於ては降雨に到する影響は鋭敏となるのである

が. 乾燥開始後31 日より 50 日に至る 20 日聞に於ける降水量と製材重量の増加との開係を示せる

表によりて具鰭的に之を詮することが出来る。

期如く乾燥開始後時日を経過するに従ひ降水及之に作ふ水力士j其他の気象因子によりて製材の

重量の府減が極めて鋭敏と主主るは.製材の含有水分の量が;j，に第 l亡減少し大気中の水分と 111昔平術

を来すに至った矯めであって.最早此時期l亡至れば水分の放散は極めて僅少徐々と えE るから僅

少の降雨其他の気象悶子によりて減量を妨け‘られ却って重量の増加を来すK至るのであるo

向桟続的j J積に比して遁K乾燥が迅速に行はる L のは，製材の積立カー法の特長に悲関する

もので-あって. I IJ t'(lt::比すれば通風AA態が極めて良好なるによるものである。以上の事項に

付て尚一居具賠的に之を立設するため他の方面より観察するfL_.前記乾燥試験中より季Miの

開係を考慮し第1. 第6 . 第九第11. un3及第18回の日試験を illび，杉並四分板 150束の平均

に付て乾燥開始後10 日毎の 1 束常重量を調査し.絶釘乾燥重量を 4:目-5 15 として其合 7K i':容を

示ぜば

l 乾山口|
rLr積の場合の合 I 04 ~I 
*lt~ ----1 

桟伎の場合の合 I 09 ,1 
水率 1 --.-1 

刊合水率 \ 93.3/ 

50 日後

31.6 

ー

lW
Ed
 -

nv 

τ
4
 

21.6 

の
hu

• 0
0
 

0
hH
 

26.6 

の如く乾燥開始官;時は合水率は90%以上を示すに闘はらや. 10 日乃至20日聞に於て多量の水分

を燕殻し之に f*ふて合水率は念激に減少し . 30 日以後に於ては合水率の減少は緩漫とな り 合水
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茸も僅少であって略気乾欣態に接近することを知ることが出来る . 1f，l桟iß'Jと山積との聞に頴著

友る ;芸乃あることも明にぜらる~ 0 

木材が天然乾燥によりて気乾欣態に達し?とる暁 IZ:. ~さ気中の i熱気或は少量の降水によりて若

干の重量を増加することがあってい前述の如く水分の放出も亦迅速でLあるカ、ら容易に重量を

減少するのであるが.不注怠のlfll.扱或は其他の原悶によりて多量の水分を吸牧し?とる場合陀は

如何なる欣況を呈するやを研究する t亡、著者が大正元年 8 月代野製材月Irに於て並四分板陀付て

試験せし成績によりて此貼を明にするを得るO

本試験は第14回試験(明治45年 7 月 5 日より大正元年 8 月 13 日に至る 40 日間)に聞はるもの

L 内よれ赤並(山積.桟積各 1 束)及交並 (1 1 1積.桟積各 1 束〕計 4 束を40日間乾燥し，合

水率略15%乃至345沼 fZ:達したものを全部7J( ~Þ fL浸し.毎日之を Irll.出して重量を測定し水中に於

ける増量を見ざるに至る超乙を繰返し10日後に之を取出して碍び普通の方法犯より山積. 桟積

となして天然乾燥を 8 日間稽観したるものである。

本試験の結果による時は

1. 71<浸後第 1 日にて10日間のk:!íl l汲水量の約牛分を吸水し . 2 日目より急激に減少する傾向を

有し . 10 日後に於ては最初の生材製材重量を超過し33%乃至17%の増加を示してをる。

2. 7J( ì浸より取出し再び乾燥を開始する時は 3 日間位は連日非常友る速さを以て乾燥し其後は

著しく緩漫とたるが乾燥再開始後 8 日の重量は夫々

交並山積 7 月 17 日の重量 (7月 5日乾燥開始後13 日)

交並棲積 8 日 7 日の重量(向 上 34 日〉

赤並 IJI積 7 月 15 日の重量(同 上 11 日〉

赤並桟積 7 月 24日の重量(同 上 20 日)

に~'f:1常する D

本試験により一度充分K乾燥したる製材は縦令之を全部水rl~ fL浸し充分に水を吸牧せしめて

も再乾燥を開始すれば極めて短時日の聞に醤K復することを知ることが出来る . ~nち第一次

(生材〉の乾燥の場合に比して乾燥速度が著しく迅速となるのである。

本詐ζ喰は製材を7k中に全浸した揚合であるが.普通の取扱に於て吸水する揚合は多く lま製材

の結束後運搬途中等K於て若干降雨の矯め濡れる程度にして吸水も概して僅少であるから乾燥

による復奮もー居念速に進捗することが明である.仰って何れの知より見るも製材工揚陀於て

来乾或は之に近きi伏rL~t亡迄乾燥することが肝要で・ある。

以上試験の結果を圃示すれば第 24 闘の通りである。

/ 

ノ「
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第 25 圃 (4) 第 5 回試験杉並四分板天然乾燥欣況
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第三類 杉製材の天然乾燥と宰気乾燥欣態に達する時期

著者は長に代野製材所に於て杉製材の天然乾燥扶況を試験するに際し.特に並四分板K付て

第 1. 第九第九第 5. 第 7 及第 9 回試験の 6 固に豆り其内より毎回 2束乃至 4束計 19 来

を選び，長期fr:J[る天然乾燥により充分乾燥し?とる後.更に 4 日乃至 9 日間製材工場の汽縦室

内に移して乾燥し毎日重量の測定を行ひ略重量の安定するに至り之を止めたが.重量の襲化の

えた況は第 35 表及第 25 岡 ( 1.2.3 ， 4.5.6) の湿りである。

第 35 表杉並四分板 1 来首の天然乾燥開始及最格日の重量設に門健室内

乾燥最格日の重量表

第 1 回試験口天然乾燥 (5 月 31 日より 8 月 13 日入門健室内乾燥 (8 月 14 日より 8 月 20 日)
n 貫 立

交無節、桟積 8.500 (5 月 31 日) 5.220 (8 日 13 日) 4.900 (8 月 20 日 〉 比重 0.324

交並. 山積 8.370 ( 11 ) 5.240 ( 11 ) 4.720 ( 11 ) 11 0訓2

第 2 回試験。天然乾燥 (6 月 17 日より 8 月 13日).汽隣室内乾燥 (8 月 14 日より 8 月 21 日 〉

赤上IJ、節. 山積 8.980 (6 月 17 日) 5.700 (8 月 13 日) 5.2泡o (8 月 21 日〉 比重 0.349 

交並、 桟積 7.650 ( 11 ) 4.580 (8 月 13 日) 4.270 ( 11 ) 11 0.282 

第 3 回試験。天然乾燥 (8 月 13 日より 9 月 4 日入汽健室内乾燥 (9 月 5 日より 9 月 13 日)

赤無節. 桟積 9.400 (8 月 13 日) 4.800 (9 月 4 日) 4.460 (9 月 13 日)比重 0.294

赤並、桟積 7.250 ( 11 ) 5.820 ( 11 ) 5.520 ( 11 > '( 0.364 

交小節.山積 7.950 ( 11 ) 5.460 ( 11 ) 4.660 ( 11 11 0.308 

交並‘ 山積 7.860 ( 11 ) 5.580 ( 11 ) 4.920 ( " > 11 0.325 

第 5 回試験口天然乾燥 (9 月 5 日より 9 月 27 日) 汽健室内乾燥 (9 月 28 日より 10月 2 日〉

交無節. 山積 7.900 (9 月 5 日) 6.000 (9 月 27 日) 4.600 (10月 2 日) 比重 0.304

交無節.桟積 7.940 ( 11 ) 5.000 C 11 ) 4.750 ( 11 > fI 0.314 

交並. 111 積 7.240 ( fI ) 5.760 ( fI ) 4.860 ( f/ l' 0.321 

交並.桟積 8.000 ( 11 ) 5.580 ( fI ) 4.930 ( fI fI 0.325 

第 7 回試験。天然乾燥 (11 月 24 日より 1 月 12 日) 汽雄・室内乾燥 (1 月 13 日より 1 月 18 日〉

交無節. 山積 8.650 (11月 24 日) 5.670 ( 1 月 12 日) 4.500 (1 月 18 日) 比重 0.297 

交並. 111 積 8.400 ( 11 ) 7.200 ( 11 ) 5.980 ( 11 ) " 0.395 

交並.桟積 7.850 ( /1 ) 6.240 ( fI ) 5.GOO ( fI ) fI 0.370 

第 9 回試験口天然乾燥 (2 月 23 日より 4 月 13 日) 汽隣室内乾操 (4 月 14 日より 4 月 18 日〉

赤f昨iñ . Ilj積 9.500 (2 月 23 日) 6.000 (4 月 13 日) 4640 (4 月 18日)比重 0.306

赤無筒、桟積 7.890 ( /1 ) 4.゚90 ( fI ) 4.400 ( fI ) fI 0.290 

交無節. 111積 8.340 ( fI ) 5.340 ( '( ) .1.400 ( fI ) " 0.290 

交無筒、桟積 9.430 ( fI ) 5.200 ( fI ) 4.840 ( 11 ) 11 0.320 
備考 比重は汽継室内乾燥最終日の 1 Jl~常重量を絶主J乾燥霊訟の 5 ~6の水分を合有

ずるものに相官{する重量と希倣して算定し í~ ものであるが第 7 同試験の内交

並 2*を除告て卒均しれ比重の総平均は 0.313 となる。
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首時木材の結封乾燥重量を測定する設備を融いてをつ?とから己むを得歩、汽健室内に移して乾

燥を行ふたのである.門健室内にては到底絶望可乾燥欣態に建せしむることを得ないが. 絶封乾

燥重量lLîi して略 5%内外の水分を含有するものと推定せられる。

前記 6 回 19 束の測定結果に劃して汽健室内に於ける最後の重量を結封乾燥重量によとし何れ

も水分 5%を含有するものとイ限定し、之を平均して比重を計算する時は 0.313 (第 7 四分 3 束

の内 2 束は乾燥程度不充分と認め之を削除し?と〉と友るが.他地方・の杉材の比重と封比して大

関安嘗と認めらる... 0 

右によりて杉並四分板の比重を 0.313 と定め他の材極にも之をい適用し.各試4食材産の 1 東宮

の絶釘乾燥重量を算定すれば
u 

6 尺並四分板(厚 2分 7 厘.幅 1 尺) 1 束(12，f)(入) 4.515 

13 尺七分板割(厚 7分 2 厘，隔 1 尺) 1 束 (3 枚入) 6.522 

13 尺七分板割(厚 7分 2 厘、隅 8 寸) 1 束 (4 枚入) 6.956 

13 尺大 Þl (J.享 8 分.隔 3 寸 8 分) 1 束 (6枚入) 5.486 

6尺3寸正四分板(厚 4 分 2 厘、隔 1 尺) 1 束 (9 枚入) 5.531 

チ(tz::木材の空気乾燥のj伏態に主主する揚合の含水幸容は策、温及大気~I~のi熟度によりて費化するも

のであるが.我園にては大館視察として 16% を以て策乾欣態の含水率とせられてをるカ、ら.

本試験にでも此数値を用ふること L した。

木材の織維飽和臨は天然乾燥の揚合陀は前越の如く特殊の意義を有し.木材全障として織維

飽和黒I~IZ::建する時には最早表面は気乾 J!た態となり内部は繊維他f:r~!鞘に近き:IjjÇ態に迄進んでを

る ，~足って木材の牧縮は既に急激陀進行中で、あるから参考の矯め而i固に之を附記したのである .

而して杉材の繊維飽和黙の含水草容は 24% と看倣すこと L した。

以上によりて各供試材種 1 束常の絶釘乾燥重量.空気乾燥重量及繊維飽和重量を示せば

結劉乾燥重量 空気乾燥重量 繊維飽和重量

G 尺並四分板 1 束 4.515 5.237 5.599 

13 尺七分板割 (1 尺隔) 1 束 6.522 7.566 8.087 

13 尺七分板割 (8 寸隔) 1 束 6.95(j 8.069 8.625 

13 尺大賞 1 束 5.486 6.364 6.803 

6尺3寸正四分板 1 };jミ 5.531 6.416 6.859 

右によりて算定したる策乾重量を第 1 回乃至第四回試験の測定結果陀封照し. 策乾j伏態 tと

到達する時期. 数量等を調翌日ーるに弐の如き結果を得?とので・あるo

先づ並四分板t亡付て ] 8 回 435 束の試験結果を綜合すれば乾燥紙態と気乾時期との関係は失

の如き 6 種に分類することが出来るD

1. 乾燥開始後 14 日前後を経過して策乾j伏態に達するもの

f 



第 36 表 6 尺並四分板天然乾燥 (111積. 桟積)と気乾欣態時期との開係

宇多 6 尺並四分板
ìJlリ 定

終始気乾J伏態に迷ぜざる 最後に至り初めて気乾欣 乾燥開始後14日前後にて 乾燥乾開始後20 目前後にて 乾霊燥欄し開量館徒に後蓬に1気す4乾る日杭乃間至態2後tz0i再目主前びす後増るに減もての措気 其 他
尺 幅 1 東 もの 態に達するもの 気乾J決態に達するもの 気 J伏態に達するもの

東 数 r[J 百十 J[J 言十 I[J 言十 I[J 言十 I[J 積 | 桟積 i 言十 J[J 積 | 校積 | 言十

44, l 
第 1 回 5,31- 8,13 28 9 6 15 3 3 

一
3 3 

一 “ 。 5 7 

2存 2 問 6,17- 8,13 28 10 5 15 3 4 7 一
4 4 1 1 。“ 一事

一

第 3 U司 8,13- 9, 4 28 13 3 16 1 2 3 9 9 
一

第 5 図 9, 5-9,27 28 14 3 17 5 5 6 6 

第 6 同 9,28-11 ,24 28 7 。、1・ 10 1 1 2 7 9 (30 日 )1 1 
3 3 一 内亀> 1 4 一44, 45. 

第 7 問 11 ,24- 1,12 28 14 10 24 2 2 2 2 一

第 8 同 1,12- 3,15 28 14 1 15 一
2 2 (30 ~I コ 8 8 3 3 

一

第 9 回 2,23- 4,13 !!4 12 5 17 2 2 5 5 

第 10 問 3,18- 5,12 24 11 4 15 4の凶 2 u 。 -屯;・ 1 ‘“ 、 3 1 1 

第 11 回 4,13- 5,27 24 11 6 17 1 4 6 1 1 
一

1 1 
一1, 

貫主 12 向 5,15- 8, 6 24 12 8 20 1 1 3 包。>

第四阿 6, 1-7,30 24 8 6 14 1 1 6 6 (40 日 )2 一 2 1 
1, 

第 14 同 7, 5-8,13 24 9 5 14 。... 。“ b 3 3 1 1 1 1 
1, 

第 15 回 8, 7-9, 9 24 2 2 3 1 4 5 7 12 2 4 6 

第 16 回 9,12-10,27 23 7 4 11 包‘J】.・ 1 4 5 5 1 1 ・.2 1 1 

第 17 回 10,12-11,26 24 11 12 23 1 1 一

第四回 11 , 7-12,29 24 9 。 14 一 6 6 3 1 4 

百十 435 173 86 259 20 26 46 7 70 77 13 20 33 4 17 3 3 

66.8% 33.2% 100% 43.5% 56.5% 100% 9.1% 90.9% 100% I 39.4% 60 .6μ 100% 23.5% 76.5% 100~'; I lQO% 1 00,% 

. 
217 J[J 積 193 63.2% 44.3% 20 18.1% 4.2% 4 20% 0.9% 

218 筏 もT 112 36.8% 25.8% 90 81.9% 21.1% 16 80% 3.7% 

435 言十 305 100JG 70.1 ,% 110 100~G 25.3% 20 100% 4.6% 

100% 70.1% ~Ó.3'!b 4.6% 

100% :l17 J[J 政 193 88.9 ~'; 20 9.2% 4 1.9% 

218 桟 意t 112 51.4% 90 41.3% 16 7.3'}b 

100% 435 言十 305 70.1% 110 25.3~'; 20 4.6% 
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2. 乾燥開始後 20 日前後を経過して気乾秋態に建するもの

3. 乾燥開始後一度 14 日乃至 20 目前後を経過して気乾j伏態に達するも其後再び増減を繰

返し乾操期間の最後に至り策乾献態に達するもの

4. 乾燥期間の最後に至り初めて気乾欣態に達するもの

5. 乾燥期間中終始気乾欣態に達せざるもの

6. 其他

今木分類に従って並四分板 435 束に付き山積と桟積とに匝分して綜合すれば第 36 表の通り

であるD

創出 3G 表 tとよりて各寿町金釘:の気乾H犬態に到達する時期が判明するが更に之を綜合して其内容

を明 tとすれば

I[J 宥f 桟 積 言十

東 数 | 百分率 耳ミ 数 | 百分率 東 数 | 百分率

乾燥籾問中に脳陣l こ{ 米数 44 20.3% 129 59.1% 173 39.7μ 
主主するもの
〈分類 1 ， 2, 3, 4 言1つ 百分率 25.4% 74.6% 100% 

脚期間E附気乾峨( 来数 173 79.7% 89 40.9μ 262 60.3% 
に詮ぜざるもの
(分類 5， 6 言十〉 百分卒 68.3% 31.7% 100% 

217 100% 218 100% 435 100% 
計

百分率 49.8% 50.2% 100% 

天然乾燥に於て僚{tl二が良好なる揚合は乾燥開始後 14 日前後より気乾欣態に達し.漸失其数を

増加するのであるが之を犬。i告の期間 Iてよりて分類すれば.14 目前後にて策乾欣態に達するもの

77 束〔会躍の 17.7 ;'0) 20 目前後のもの 33 束(全鰭の 7.5 ;'0入最後に至り策乾に達するもの 63

束(全障の 14.4;'0)合計 173 束(会鰭の 39.75めとなる.而して之を山積と桟積とに匝別して

調奈する時は雨者の聞に著しき懸隔あれ乾燥期間中に策乾欣態に達する 173 束中桟積fC属す

るものは 129 束 74.6;'0にして山積は僅に 44 束 25.4%に過ぎや.特に乾燥開始後14日前後の聞

にては桟積は 90.9;'0山積は 9.1% の比率を示してをる。

次に気乾欣態 t亡達するもの L 多少と乾燥季節との開係を見るに

乾燥期間中 IC気乾欣態
に達するもの多き季節

乾燥期間中絶始気乾欣
態に建せざ、るもの多き
季節

11J 積

第15回.第 G 回

第 7 回.第 5 回. 第 8 回
第 3 回. tr~12回、第 9 回

桟 右主

第 3 回 . 第 6 回、第15回
第四回、 第 5 回，第13回

第 7 回. 第17回

木材の天然乾燥に於て繊維飽和知K達する時期は木材の牧縮が既に急激に進行中であること

を示すものであるから、其時期及数量を知るは天然乾燥上必要な事項である。
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集乾欣態花関するものと同様並四分板に付て 18 回. 435 束の言王国査結果を綜合すれば春包装j伏態

と繊維飽和時期との関係ば次の 6 種に分類することが出来る口

1. 乾燥開始後 10 日前後を経過して織椎飽和扶態に主主するもの

2. 乾燥開始後 20 日前後を経過して識維飽和紙態に建するもの

3. 乾燥開始後一度 10 日乃至 20 前後を経過して識維飽和紙態に達するも其後再び増減を繰

返し乾燥期間の最後に至り繊維飽和欣態に達するもの

4. 乾燥矧聞の最後に至り初めて織維飽和欣態に達するもの

5. 乾燥期間中絡始繊維飽和製i以上の欣態にあるもの

6. 其他

右の分類に従って並四分板 435 束に付き山積と桟積とに|亙分して結合すれば

~4 続 桟 私企 言十

束 数 | 百分率 来 数!百分率 来 数|百分率

乾燥期間中に級車問欽( 来数 100 46.0% 188 86.2% 
主主に達するも2の
仁分類 1， 2, 3, 4 言十コ 百分王手 34.7% 65.3% 

乾燥期間中終始繊維制日1 来数 117 54.0% 30 13.8% 147 I 33.8% 
知以上の5j伏，態にあるもの
〈分類 6 言十〉 百分rfO': 79.6ァ4 20.4% 100% 

217 100% 2'!8 100% 435 100% 
言十

百分率 49.8% 50.2% 100% 

乾燥期間中繊維飽和製占に達するものは全髄の 66.2怖にして筑乾蹴態の揚合と全く正反封の数

を示してをる. 111積と桟積とを比較する時は山積にては乾燥問問中に繊維飽和7状態となるもの

46%.、 終始繊維飽和以上の欣態にあるもの 54 タぬ筏積にては 86.2% と 13.8% との比率を示 し

気乾Itk態の揚合と著しく趣を異にするを知ることが出来る。

ヲたに繊維官佐和紙態に達するもの L 多少と乾燥季節との関係を見るに

乾燥期間中繊維飽和欣
態に達するもの多き季
節

乾燥期間中絡始繊維飽
和以上の欣態にあるも
の多き季節

山積 桟積

第15回、第 6回第3回.第 6 回、第15回
第16回、第 2 回.第 5 回

第 5 回.第 8 回.第7 回
第11回、第12回

第 7 回，第17回

気乾欣態の揚合と大躍季節を同ふしてをることが知らる.1. 0
以上は杉並四分板に関する試i段の結果を示したのであるが他の材極に付て順失之を越ぶれば
大賞

杉 13 尺大賞に付ては第 1 回乃至第 18 回試験計 58 束に付て天然乾燥j伏況と気乾欣態及織椎

飽和歌態との関係を調査するに

/ 
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Ilf 続 桟 :f.'t 言十

来 数 | 百分本 東 数 | 百分率 | 来 数 | 百分率

j:il: '~M 来数 15 51.7% 18 62% 33 56.9% 
症するもの
(分類 1， 2, 3, 4 計〉 百分率 45.4% 54.6% 100% 

乾燥期間中終始気乾;伏態 j 来数 14 48 .3~G 11 38% 25 43.1% 
に達也ざるも
(分類 5， 6 計〉 百分率 56% 44% 100% 

29 100% 29 100% 58 100% 
lir 

百分率 50% 50% 100% 

手量 :&t 

来数 l 百分率 来 数|百分率 来 数 | 百分率

乾燥期間中制飽和H民 :Jf.ミ数 24 82.8% 24 82.8% 48 82.8% 
態に注するもの
(分類 1， 2, 3, 4 百十〉 百分率 50% 50% 100% 

乾燥期間中終始繊維EMll( 束数 5 17.2% 5 17.2% 10 17.2% 
鮎以上の51状，態に あるもの
(分類 6 言十コ 百分率 50% 50% 100% 

29 100% 29 100% 58 100% 
言十

百分率 50% 50% 100% 

大賞にては乾燥矧問中気乾欣態叉は檎維飽和紙態に達するものは全躍の 56.9%叉は 82.8%で

あって其比率は投凹分板に比して遁に大であるのは注目に値する，向慢積は山積に比し乾燥i/k

態良好で、あるが其差は並凶分板の如く瀬幸子で友い。

七分板割

杉 13 尺七分板割に付ては第 1}う至 t(ç・ 3 回、第 6. U~7 、第 9. 第 11 乃至第 18 回試験日十 14

回 102 束に付て試験を行ふたのであるが‘ 乾燥期間中花会主乾AA態K達したものは僅に第 3 回試

験 rl-1 4 束K過ぎ十';1\最中:jg飽和賠に建したものは 8 回を通ヒて 16 束である 、 而して板割 fLf.Jーでは

山肢と桟積との聞に殆んど差異を認め友い。

言十

東数|百分w 来数 | 百分率 来 数 |百分率

乾燥期間中に繊維飽和欣 1 1 来数 10 19.6~6 I 6 11.8% 16 15 . 6~G 

1&に達するもの
(分類 1 ， 2, 3, 4 言円 百分率 62.5ラ6 37.5% 100% 

乾燥期間l 41 80.4~6 45 88.2% 86 84.4% 
車市以上の Hた態に あるもの
(分類 5 ， 6 計〉 百分率 47.6% 52.4% 100% 

51 100% 51 100% 102 100μ 

言十
百分率 50ア4 50% 100% 
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第四類 杉製材の乾燥程度と製材の隅.厚. 長との関係

以上によりて杉出来合製材の天然乾燥HJユ況を明にしたが次K一歩を進めて. 異なる材極の聞

の乾燥程度の差遣と其寸法 . I'w ち長.幅. )享の諮謹との聞に如何主主る関係が存ずるやを研究す

るO

イ問今の製材に付ては其乾燥程度は製材直後，自H ち生材の時の重量を基準として水分の減少を

測定して定むるのが普通であるが、同一材種に付ても個々の生材の重量は極めて不同であって

最小. 最大の差は 3-4 割nJi:は以上にも及ぶことがある、従って斯る方法によりでは材種の特

徴を充分l亡蛮揮することが出来ぬ嫌があるから，寸法の異君主る材積の乾燥程度を比較する Kは

不適常て‘ある。

含水互容は結封乾燥重量を悲準として含有水分の重量の減少程度を定むるのであるから . 縦令

主主.材の含7k率が前記の如き事l主Ifl:よりて同一材極にでも極めて不同を来すことがあっても ， 乾

燥を開始するに至れば含水率は夫キ材種の特徴を充分 fl:Ji見はすものである .。うって寸法の異な

る材極の乾燥程度を比較するには合水率を以てするのが誼常である。

前記試験の内任意に第 G 回試験(明治 44 年 9 月 28 日より同 11 月 2-l日〉 及第 11 回(明治

45 年 4 月 13 日より同 5 月'27 日〉を選び.材屈は隔. 厚.長に夫々特徴を有する並四分板.正

四分板. 板割及大賞の 4材駐を濯搾し， 乾燥開始後PI告 3 日毎の重量及合7](率を示せば衣表の通

りである。

前記 4 材極は出来合製材の主要なるものであるが尚寸法は並凹分板は長 6 尺.厚 2分 7 座，

隅 1 尺.正四分板は長 6 尺 3 寸. )字 4 分 2厘、幅 1 尺.板割は長 13 尺、厚 7分 2 厘.隔 1 尺又

は 8 寸.大賞は長 13 尺、!立 8 分，幅 3 寸 8 分であるから ， 長.厚. 帽の差遣によりて生十る乾

燥程度の差遣を比較するに使利なる材種であると云ふことが出来るo

第 11 回試験 (筏積各材極共 1 束常平均〉

並 四 う子 板 キ反 大 一民

月 日
重 2∞ | 合水率問 重盆∞ | 合水E仰 重量∞|合水率問

4, 13 9.570 111.9 13.260 90.6 11.700 113.3 

16 6.755 49.6 11.806 69.7 9.080 65.5 

19 6.195 37.2 11.566 66.3 7.985 45.5 

22 5.793 28.3 11.213 61.2 7.460 36.0 

25 5.555 23.0 10.880 56.4 7.200 31.2 

28 5.535 22.6 10.543 1)1.5 6.950 26.5 

5, 1 5.753 27.4 10.550 51.6 7.050 28.5 

4 5.533 22.4 10.426 49.9 6.750 23.0 

8 5.408 19.7 10.050 44.5 6.680 21.8 〆'
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並 四 う，} +反 板 出j 大 賞
月 13 

重量∞ |合水率ω 重量∞ | 合水卒問 重量∞|合水率(幼

5.586 10.233 47.1 6.950 25.8 

16 5.433 20.3 9.866 41.8 6.520 18.8 

20 5.621 24.5 10.100 45.2 6.840 24.7 

23 5.493 21.6 9.866 41.8 6.550 19.4 

27 5.238 9.500 36.6 6.400 16.7 

備考 並四分板品等 6 :[，霊 6 来 72 枚卒均 1 来'ilUi也針乾燥重量 4.515(貫)， 板刻品等 3 種 3束 12 枚、

騎 8 寸1J1:ミ賞絶封乾燥重量 6.956 (貧〉、大賞品等 2箱 2 束 12 枚 1 束賞絡到乾燥重量 5.486

(賞)1: して合水率を算定

第 6 回試験 (桟積、各材極共 1 束常卒均〉

並 四 分 4反 板 告IJ 大 政令

月 日
重量∞[合水率ω 重量∞ | 合水率ω 重量∞ i 合水率ω

9, 28 7.780 72.3 13.000 99.3 80.3 

10, 2 5.628 24.7 10.050 64.1 7.230 31.8 

5 5.371 18.9 9.450 44.9 6.920 26.1 

8 5.321 17.8 9.240 41.7 6.950 26.7 

11 5.258 16.5 I 8.925 36.8 6.750 23.0 

14 5.143 13.9 8.503 30.4 6.520 18.8 

18 5.273 16.8 8.900 36.4 6.790 23.8 

21 5.158 14.2 8.400 28.7 6.450 17.6 

24 5.133 13.7 8.340 27.8 6.400 16.6 

27 5.148 14.0 8.270 26.8 6.345 15.6 

30 5.190 14.9 8.350 28.0 6.360 15.9 

11 , 2 5.166 14.4 8.170 25.2 6.360 15.9 

6 5.345 18.4 8.590 31.7 6.620 20.7 

9 5.281 16.9 I 8.475 29.9 6.565 19.7 

11 5.235 15.9 6.450 17.6 

14 5.040 11.6 8.210 25.9 6.260 14.1 

備考 並四分枚品等 6 穏 6 末、 板出j品等 2種 2 耳し大賞品等 2 ~，重 2 束、絡乾重量は第 11 回試験

のものと同じ、但 し板害IJは隔 1 尺、 1 来 3 枚入にして絶乾重量 6.522(貫〉と して合水率を算定

第 6 回試験 (111積，各材種共 1 束平均〉

並四分;/長 』反 害リ 大 貰‘ 正四分板

月 日
重 量 | 合水卒 | 重 量 | 合水率 重 量 l 合水率 重 量 l 合 水 率

仁貫) 1 (予6) (貫) øの C1n I (ヲ6) く貫) I (%) 

9, 28 7.510 66.3 14.250 118.5 9.640 75.7 10.000 80.8 

10, 2 6.283 39:1 11.540 76.9 7.250 32.0 8.635 56.1 

5 6.020 33.3 10.860 66.5 6.780 23.6 8.185 47.9 

8 5.710 10.620 62.8 6.740 22.8 7.84.0 41.7 

11 5.591 23.8 10.315 58.1 6.550 19.4 7.690 39.0 
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月
i 並四分板 ! 制 板大 賞 i

日 重 量合水率重 量合水率重 量合水準重 量合水率∞ l ω ∞ | ωω 1 m ∞ l m 
14 5.460 51.2 6.380 16.4 32.9 

18 5.800 28.4 10.400 59.4 6.650 21.2 8.030 45.2 

21 5.558 23.1 49.5 6.345 15.7 37.7 

24 5.393 19.4 9.470 45.2 6.320 15.2 7.190 30.0 

27 5.282 17.0 9.425 44.5 6.325 15.3 ~5.2 

30 5.258 16.4 9.335 43.1 6.320 15.2 6.795 22.8 

11, 2 5.226 15.7 9.240 41.6 6.300 14.8 6.620 19.7 

6 5.315 ]7.7 9.595 47.1 6.500 18.4 6.705 i 21.2 

9 5.233 15.8 9.500 45.6 6.455 17.6 19.2 

11 5.233 15.8 9.例 | 45.2 6.400 16.6 6.600 19.3 

14 5.120 13.4 40.7 6.150 12.1 6.390 15.5 

備考 各材Z重共第 6 回桟主貨と問ーである、但し本;A‘j放に正四分板を迫力H しれが長 6.3 尺、幅 1 尺.

厚 0.042 尺にて 9 枚に て 1 来 と なす、品等 2 穏 2 来の卒均. 絶乾重量 5.531(1五つとして合

水率を算定

ヨたに 4 材種の内 2 材極宛を組合せ乾燥期間中に於ける含水率の比の鑓化を算定すれば衣表の

通りとなる。

第 11 回試磁の合71<:&容の比

月 日 l 板制の並四分板に到す 大賞メ白、の並四分桜に 1<Jす 板制の大gに到する合
る合水~t';の比 る 水準のよh 水王手の比

4, 13 0.76 1.01 0.81 

16 1.40 1.32 1.06 

19 1.78 1.22 1.45 

22 2.16 1.27 1.69 

25 2.43 1.35 1.80 

28 2.27 1.17 1.94 

5, 1 1.88 1.04 1.81 

4 “り1・の“の“ 1.02 2.17 

8 2.26 1.10 2.04 

13 1.99 1.09 1.82 

16 2.06 0.92 2.22 

20 1.84 1.00 1.82 

“。。υ 1.93 0.90 2.15 

27 2.29 1.04 2.19 

月 日

1.14 1.56 1.22 1.46 0.94 
10, 2 2.59 1.29 2.01 1.96 0.82 2.丑O 1.43 1.37 0.57 

5 2.35 l.:lR 1 守 q ¥1 ()() 0.72 2.81 1.44 1.39 0.49 --ー
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第 6 ill !試験校f誌の合水率の比 第 6回試験山積の合水率の比

剛叫「「板制批剛の並|澗の11四分板に 分板に童話す員ーに童話す四分板に四分板に に 3討す 四分板に に 板に
訴する合る合水2f~のる合水率 ~jする合 主すする合合水zf・ する合水 合 る合
水~t~の比比 の土b 水率の比水率の比比 の比 比 の比

8 2.34 1.50 1.56 2.38 0.86 2.72 1.58 1.50 0.55 

11 2.23 1.39 1.60 2.44 0.81 3.00 1.64 1.49 0.49 

14 2.19 1.35 1.62 2.55 0.78 3.12 1.57 1.59 0.50 

18 2.17 1.41 1.53 2.09 0.74 2.80 1.59 1.31 0.47 

21 2.02 1.24 1.63 2.14 0.67 3.15 1.63 1.31 0.44 

24 2.03 1.21 1.68 2.33 0.78 2.97 1.54 1.51 0.51 

27 1.91 1.11 1.71 2.61 0.90 2.98 1.48 1.76 0.60 

30 1.88 1.07 1.76 2.62 0.93 2.83 1.39 1.89 0.67 

11, 2 1.75 1.10 1.59 2.65 0.94 2.81 1.25 2.11 0.75 

G 1.72 1.12 1.53 2.66 1.04 2.56 1.20 2.22 0.87 

9 1.77 1.16 1.52 2.88 1.11 2.59 1.21 2.37 0.92 

11 1.78 1.10 2.86 1.05 2.72 1.22 2.34 0.86 

14 2.23 1.21 1.84 3.03 0.90 3.36 1.15 2.62 0.78 
l 

以上の内第 11 回試験の結果を固示すれば第 26 固 (1) 及 (2) の如くである。

前記の試磁の結果によるに合水率の比は材麗の組合せの異なるに従ひ著しき差異を干t-する

が.材程の同一組合せに付ては乾燥期間中の或期聞は其時期の如何に拘はらや大腫同一の傾向

を示す特徴を存することを知るを得る。之れ乾燥朋問中 IL於 u る甲.乙 2 材臆各自の合水率の

費化は夫々実材車Ii:の特徴を示し互 tて趣を異にするい雨材極の合水率の相互関係I':t乾燥!日]問中

の或期間は時同様であるためである。然乍ら乾燥常初と乾燥後mHc於ては之と著しく趣を異に

する. gpち乾燥常初に於ては生材製材の合7Jく王手は著しき差異を存するのが普通であり叉乾燥後

期に至れば如何たる材麗の組合せにでも合水率の比は漸弐ーに接近し，気乾j伏態に達する時は

目告ーとたるべき性質を有してをるから.乾燥常初と乾燥後期は各材置の特徴を充分に護揮する

ことがI!~来ぬのである.仰って雨材程の合水率の比を研究するためには材部:の特徴を充分現は

し得る様乾燥ìtJ3問中の泊切なる期聞を選ばなければ君主らぬ白木研究K於ては fJ日記試験に付て乾

燥開始後第 1 或は第 2 聞の測定より最柊の測定に至る朋聞を選び其間 l亡於ける合水容の比を子

均したのであるが其結果を示せば次のji1îりである D

;fl'純の組合ぜ 1 311回試験
本長 続

第 6 回試験 | 第 G 回試験
桟絞| 山 積

板制の並四分板に到する合水不の比

大fJ:の並四分板に ;\(~する合水率の比

板制の大賞lこ到する合水率の比

2.09 

1.09 

2.05 2.44 

0.87 

ohM 
Q
U
 

• 守
i

1.24 

1.65 .3.82 
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第 26 園 (1) 製材の天然乾燥に於ける合水率の饗化
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第26悶 (2) 製材の天然乾燥に於ける含水率の比の饗化
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材 程の組合ぜ
第11回試験 | 銘 6 回試験
校積 | 桟 ß't

君主 6 回試験
I[J積

正四分板の並四分板に到する合水率の比

板割の正四分板に到する合水率の比

大賞の正四分板に謝する合水王手の比

1.44 

1.73 

0.62 

備考第11回試験分は 4 月 19 日 ι り 5 月 27 日に至る 12回を平均.2詳 6 回試験分は10月 2 日 ι り 11 月 11

日に至る 14凹を卒均

木材の水分の蒸裂は長.厚及隔の三方向によりて行はる L ものであるが.普通出来合製材の

長は厚又は隔に比すれば極めて大であって.特に長と厚との懸隔は著しい並四分板の長は 6

尺.正四分板は 6 尺 3 寸.板割及大賞は13尺であるカ、ら厚に劃しては百五六十倍乃至二百二十

倍に建するのである.従って斯種の製材の乾燥に付て長J高及厚の三方向の彰響を比較するに.

長の影響は他の 2 因子に比すれば極めて僅少であって.材屈によりて生i"る乾燥程度の差遣は

主として幅及厚の欣況によりて左右せらる L ものと見ることが出来る o ~佐来製材の乾燥は同一

単位長に釘する表面積の大小或は同一材積に劃する表面積の大小により左右ぜられ.表面積の

大たるものは乾燥が迅速であると考へられてをったのであるが.質際の結果と極めて大怒る差

;主を来すことが多いのである.伺って表商積のよとの代りに.厚と帽の相乗積. ~nち木口断面積

の比を以てし，前記各材在Eの合7M容の比と封j照 L. 更に表面積の比.同一材積陀~:tする表商積

の比との比較をも試み.何れの方法が最も質際の扶況に誼合するやを吟味する。

先づ 4材種に付き夫々木口臨rr面積.表面積.同一材積に1討する表面積(表面積に付ては便宜

上各材種共長 1 尺と仮定して計算する〉を算定すれば.

4寸 種 | 木口断前向叶表 面 ぢt仁平方尺〉 同一材積!こ封〈卒方尺〉
する表面積

並 四 分 A反 0.027 2.108 78.07 

キ反 制〈幅 8 寸〉 0.0576 1.8592 32.27 

キ反 剖(隠 1 尺〉 0.072 2.288 39.72 

大 貰- 0.0304 0.9808 32.26 

正 四 ノ5)、 キ反 0.042 2.168 51.62 

ヨたに 4 材種の内 2 種宛組合はせ其合水率の比と木口断面積のよヒ.表面積の比及同一材積に針

する表面積の比とを比較謝服すれば弐の通りと主主るo

試験程類|材程の組合ぜ|合水率の比|木口顔面貌|表而続の比 | 同一材筏に翻すI -!'.I'I..:.b-_'" "...... 1-1 .._! J;:J ' .1 ... -1--....,......... の比 I ~llJ l 'P.l ... ./....u I る表面積の比

点反 告リ 2.09 2.133 1.133 2.419 
並四分板第 11 回拭磁i 並大四分賞板 1.09 1.126 2.149 2.420 

(君主積〉
オ友 ~fリ 1.92 1.894 0.527 1.000 
大賞

( , 
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試験 種類 | 材結の組合ぜ | 令水率の比 | 木口断商談 | 表而僚の比 | 同一材純に針すI "'J '.,.1. P_'" 'I"'-.J.. 1..,1 .._ I 1'""1 "'~" -I- ~"""' '''U の比 ~l14 "V-l~../ .. H.. る表面積の比

』反制

並四分板
2.05 0.921 l.!l65 

大賞
(桟積〉 並四分板

1.24 2.149 2.420 

オ反 制 1.65 0.429 0.812 
大 1!J:

キ反 茜 IJ
2.44 0.921 1.965 

並四分板

大賞

C~[j 絞〉 主主四分板
0.87 2.149 2.420 

キ反 主 1]
0.429 0.812 

大賞
2.82 2.368 

正四分板
1.44 1.555 0.948 1.512 

並四分板

板 害リ
く山 積〉 正四分板

1.73 1.714 1.055 1.299 

備考

大 賞
0.62 0.724' 2.210 1.600 

正四分板

木口断面積の比(盤;l;IJ=生型71=11331 の計算例に倣へ11:表面積の比は堅一二坦=
1並四分板 0.027 ----) 並四分板

1.8592 
一一一一 = 0.882 と すべき迎なるも合水塁手の比或は木 口筋商fUの比の数値と の比較に促す
2.108 

:;lf:四分板 2.108 
る 7こめ表面積の比11 一一一一= : .~~:: _ =1.133 è し T‘ 同一材積に霊J する表面積の比に板 制 τ五百2- ~ . 、 、

付て L 向様の方法に ι る。

前表により木口断面積の比と合水率の比とを封照するに . 第11回試験分は何れも雨者殆んど

一致し.第 6 回試験 (11.1積〕の内.正四分板関係のものは雨者時同一であって.其他のものは

約 1 割の差を示してをる.第 6 回試験(桟積〉の内板割と並四分板. 板割と大11:の 2 極は雨者

の聞に 3-4 割の義を生じたが:仮割の乾燥が他に比し異常に頴著であった L めである . 期如く

木口断面積の比と含水率の比とは時として一部分に 3-4 割の差を生やることあるも 大障に於

て同一或は近似の数値を示すこ とを知るD

然るに表面績の比と含7K~容の比とを比較するに全部不一致にして然かも其差多い叉質際と

殆んど正反封の結果を示してをる.叉同一材積tc:封ずる表面積の比と含水率の比とを ~J!照する

に雨者i略一致するものは僅に第 6 回試験(桟積)の板割と並四分板の組合せのみであって. 2.......3 

割の主こを生やるもの 4 極.他の 7 種は著しき差或は質際と正反釘の結果を示してをる.伺って

3 方法の内木口断面積の比に よるものが最も貫i祭の欣況に誼合することを知ることが出来る。

第五類 杉製材の天然乾燥及牧縮との関係

以上越べ?とる所により 杉出来合製材の天然乾燥欣況及牧縮との関係を綜合すれば

1. 製材は乾燥開始後20 目 前後に至る聞に全乾燥期間(50 日) ~I~ IL減量する総量の大部分を減歩

るものである.此期間中には降水が多量に上るカ、或は連続したる揚合にあらざれば容易に重

量の増加を来 さ や減量を檎続し. 叉縦令増量するも再び容易に減量するものである，而して
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20日前後以降は減量歩合は著しく減少する。

右は一般的の傾向であるが減量の程度は材極.乾燥方法によりて差異を存し季節特に局部的

の気象因子による影響は少友い口

2. 乾燥開始後20 目前後に至る聞の急:激放る乾燥により気乾欣態に達するものも少く友い.例

之並四分板の如きは全鰹の 2 割内外 tて達するが大部分のものは其後に於て漸弐気乾或は之に

近き:IJJ\態に向って進むのである、市して此時期に至れば乾燥のiji\況は材種、乾燥方法の外向

季節及局部的気象因子によりても差異を*すのである。

3 製材の含水率が 40%以下となり念激なる牧紡を示す l亡至る時期は材極及乾燥法によりて

差異を存するが、並四分板桟積にては乾燥開始後 10 日頃. ilJ積にては 30 日頃とたり . 板割

にては桟積 20 日. iJJ積 30 日、大賞にては楼積、 1M責共111告 10 日であることを知ることが

出来る。

4. 製材の気乾或は之に近き欣態に達する時期と材極、乾燥1)・法.季節等との関係に付て間j掲

試験結果を結合すれば。

(1) 乾燥方法

乾燥方法の差異即ち山積と桟積とによりて乾燥の遅速.良否を生i"るは各材種を通じて認め

らる L 所であるが.最も明確たるま;異を呈するは並四分板であって板割は柏、少〈大賞は雨者の

差が僅少で、ある。

既越の如く桟演は板を 1 枚宛縦に立て{井べる方法であるカ、ら、;直風良好にして乾燥を容易友

らしむるのである.之に反して山積は板を水平に併べ言然後順次に上方に積重ぬるのであるか

ら桟債に比して通風不良にして乾燥を阻止する j伏態にある.従って棉ての材極を通じて桟積の

方乾燥迅速となる傾向を有するのである.板割及大賞は山積に際して 1 枚毎f'C l費接木を置きて

積立つるのであるから，並四分板の如く 3-4枚毎に横桟木を置くものに比すれば.各板の間際

は著しく大となり通風を幾分良好怒らしむるのである‘市して板割及大:Eieの捷積の揚合は!lÉ四

分板に比して長さ 2倍となり垂直高大と えE るから降雨に首りてi需れ易き性質を有してをる.従

って桟積の揚合は桟積の特長を幾分減殺し. 111積の揚合は其故知を幾分緩和する結果を示し並

四分板の揚合の如く山積と桟積との聞に著しき差異を2たさない様になったのであるO

(2) 季節及局部的気象欣況

製材句乾燥と季節との関係に付て見るに.季節による乾燥欣況の差異は飴り著しくな l刀、只

極めて大鰐観察として 12 月より翌年 2-3 月頃陀亙る冬季i亡於て概して乾燥が不良であって、

其他の季節に付ては特に季節的の差異を認、むることは出来ぬ。

製材の乾燥に彰饗を及~il\'す?は・季節的関係よりも、寧ろ其の局部的気象欣態であって.就市

降水の度数及降水量の多少に密接の開係主有する、而して乾燥開始後 20 日間位は季節及気象

抵況円よる影響の著しからざるは既速の通りであるが.乾燥が漸弐進行し気乾或は之に近き扶

f 
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態IL達し?と暁には其時の気象因子によりて乾燥は著しく左右せらる L のである。

(3) 材極

243 

製材の乾;操M態は材屈により著しき差異を生じ，並四分板は最も乾燥の進行早く乾燥開始後

20 日前後にて既に気乾j伏態に達するものも可也多し大賞も之と . UI昔同じく時としτ 並四分板

よりも良好の結果を示すことがある、板割は前記 2 材麗に比して乾燥不良であって.乾燥期間

50 日後に於ても莱乾燥欣態に建せないものが大部分を占むる AA況であるが.木口の養生木が

若干影響を及f~ してをる。

以上述べた慮によりて種々の傍件と製材の乾燥の秋況との関係が明 11:せられたが.此内季節

及局部的気象肉子は製材の如く四季を通じて間簡なく事業を櫨績ずるものにありては‘特別に

之に釘躍する方法を提出することは至難で・ある、叉材置の差異も之と同様の立場にあるが.乾

燥方法K付ては改善の飴地多い且つ木材の乾燥に及(tす影響の長も重大たる事項であるか ら

充分研究を行ふ要がある口

1.筏債が山積に比して乾燥紙態が迅速良好なるは各製材の間隔が康く通風が充分に行はる L

ためである .然るに筏積は面積を要すること多く工場敷地の扶!盗なる所にては之を多敢に設

くるを得ざる快賄がある.伺って多少建設の費用を多く要するも簡早友る二階建の桂積を行

はば如上の訣賠を補ふことが出来る。

従来の校簡は屋根の庇が短き嫌がある.特 11: 2 間材桟{;'lの場合 11:左様で‘ある.之が矯め降雨

の揚合に中央以下の部分が濡れることが多い.仰って可成屋根の庇を長くすることも肝要で

ある。

2. I1J積は地上より 10 尺乃至 13 尺或は以上の高さに積立つるを得るから敷地を節約する長所

を有するし桟積に比すれば通風が不充分である快賠を布してをるから山債の改善法として

は遁I!iR I亡意を nJ ひfJ:.ければならぬ口

並四分板の IlJ積は従来 3-4 枚毎l亡横伎木を置いてをったが板の間隔が充分でない.伺って

可成間際を大なら しむる矯め少くも 2 枚毎!と.事情が許せば 1 枚毎に横桂木を置けば著しく

乾燥j伏態を良好ならしむるを得口

板割.民4等は従来より 1 枚毎に横I宮木を置いてをったのであるが.水平11:併列する揚合の板

の間隔を可成庚くする時は乾燥を促進するを得るのである。

要之 111積の場合は総ての材極を通じて垂直l 71<千南方南陀於て出来る丈け間隔を庚くするに

意を用ひ主主ければならぬ.之が属め横桂木及i也積を多少増加する嫌あるも乾燥の促進により

て受くる利益に比すれば微々たるものである.叉山積にでも屋根の代用を属す被覆を可成康

く 且つ有効に工夫することが必要で・ある。

3. 乾燥の不良なる季節或は材極に封して可成桟積を用ひ、 己むを得守山積を行ふとせば前述

の如き所置を講やれば季節及材種による不刊を緩和することが出来る。
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以上によりて杉製材の天然乾燥のj伏態を明にしたが.乾燥欣態と製材の牧縮との関係に付て

質l擦のl産用上考患せなければならぬ賄がある。

1. 製材は生材の丸太より挽立て未だ多量の水分を含有するに闘はらすコ乾燥開始後直に敬縮を

初むるものである.而して最初は徐々に牧縮ずるも水分が 40% 乃至 20% 位iて達する時は念

激に牧縮を初め其後策乾燥iV;:態に至り一躍牧縮は中止するのである。

而して気乾Hk態に荏A したものは同一地方にでも気象上の影響により叉製材所所在地と市場の

気象上の差によりても容易に水分の吸l炊或は放出が行はれ.其結果製材の lJft>>長.牧縮が伴ふ

のであるが‘ 業程度は僅少で・あるカ、ら.質用上は策乾!Iえ態に建すれば寸法は安定したと看倣

して差支たい口

依て製材の天然乾燥に於て最も考慮を要するは可成短期聞に於て気乾或は之 l亡近き扶態κ;主

せしむることである。

製材の天然乾燥と牧縮膨脹との関係は上記の通りであるカ、ら製材の標準寸法の測定を行ふの

は気乾欣態に達した時に於てするのが最も理想的で・あるが.其以前 l亡於て測定する揚合も生

十るのである.而して何れの揚合にでも其時に於ける製材の牧縮fl}， 1況の概要にでも知るを得

れば寸法測定上非常に便宜を得るのであるが.之が篤には製材の合7.K王手の概教を 明|とすれば

間接に牧縮のiV，況を知るを得るのである。

2. 質問上製材の合7.K~容を'iJ!lJ定することは至難で‘あるから 、多少の誤差を有ーする い簡易の方-法

によりて測定するを得れば便宜である、而 して之が錦には製材の絶劉乾燥重量を譲め決定し

てをけば任意の製材の重量を測定して直に其合水率を概算することが出来るのである。

3. 木材の結封乾燥重量は樹極により差異あり叉同一樹程にでも産地によりて異るから強め之

を決定し.更に出来合製材の標準寸法及結束入教の規絡によりて 1 束首の結封乾燥重量を定

むる時は.任意の製材の重量を測定することによれ何れの地方.季節及樹種陀封しでも製材

の含水率を簡易に算定するを得る.而して斯如き趣旨に基いた製材のJ段縮欣況を知るに最も

重要怒る要素である気乾AA態に於ける含7.k~容は地方及季節によりて多少宛差異を存するカ、ら

務め地方的に季節による数値を定むることが肝要である。

第六節 木材の快姑

木材ーの慣値は二つの方面より観察することが出来る.其ーは木材の本質的性質.主として工霊

的の性質よ P 見た債値であって強弱.硬軟、色彩.光津.軽重、靭性.耐久性.割裂性等の大小善

翠によ りて其恒値が定めらる~ .市しで性質と債値とは相当うj的のもので用途に釘照して初めて

或種の性質が債値として許直せらる L ので・ある.叉之等の性質の内一二のもので慣値が決定せ

ら る L こともあるが概して二三或は夫れ以上の性質が綜合せられて其慣値が定めらる L のであ

る，工芸E的性質は樹極によりて根本の差異を生-t-るも 1M同一樹極tとても産地によりて叉時とし
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て森林の取扱方ーによりても差異を来すことがある。

第二の見方は木材の内部及外商に存する各種の紋陥によりて汗直せらる L 木材の慣値であっ

て節.腐.メL身. r1!1. 其他種々の融黙の有無. 大小.多少或は性質等によりて木材の霞値が定

めらる L のである.而して此等の掛軸と債値との闘係は工整的性質と債値との関係と閉じく 相

割的のものであ り 叉概して各置の故貼が綜合せられて其恒値が定めらる L のである。

エ選的性質と慣値との開係は樹極及産地が線本の要素となるのであるが.触黙と恒値との閥

係lま樹置の差異， 産地の不同は全く問は守、樹極. 産地を通じて同-~条件にて取扱ひ得るのであ

って雨者の間に大なる匝別がある.般に第一の見方を木材の恒値を縦に視察する方法と栴すれ

ば. 第二の見 }J・は横に翻察する方法と云ふことが出来る。

今木材を横に観察し蝕賠本位i亡考ふるときは木材の恒値は歓駈の無き完全なるものが最 も大

であって故里tiの大なるもの或は多きもの或は程度の進みたるもの程置値が低下するのである D

木材の訣賠と債f直正の関係lま極めて複雑で・あって紋貼の極類、'性質、程度が異なる に従ひ使用

上の慣値に著しき差異を及除すものであるから，強め一定の桜準を作り雨者の関係を明!とする

こ とは木材取引上甚だ必要で・ある。現時木材市揚 I亡於て銘柄卸ち品等と稿して木材を幾つかの

等級に分類して居るが之は蝕結の有無.種類、性ff.， 程度等による使用慣値の差異を標示して

をるものであって 、 各等級と棋貼との関係、は一定の標準によりて規程Itられてをる。

期如く一般的に木材の使flJæl値の差異を標示する品等等級を決定する要素は故知であるか

ら 、 品等匝分の標準を定め更に之が統ーを園るには、其前提として故知の種類.性質、 程度に付 ー

て充分なる l吟味を行ひ之が内容.範園，表示方法等を統一する必要がある。

延寸、 トキン又はメド孔は標準寸法(長)よ P も飴分t亡 1)付し ?とる部分であって木材の長

又は材街計算に首りて此部分は除外すること L たってをるが.i映鞘に付ても之と 同一趣旨によ

りて延寸. トキ ン叉はメド孔の部分に存するものは其種類、 程度. 性質の如何 を問はす-之

を歓鮎と看倣さす=品等匝分の要素として全く除外すべきものである。

第一項 棋賠の種類及共性質、程度及表示方法

欲望日!の種類は手l撃的に隈笹に考察すれば極めて多敢に上り叉其種類に!準じ性質. 程度の差異

も千差高別であるが. 之を木材規格上より考ふる時は科謬的分類に偏することなく専ら使m 上

の見地に重拡を置き取引の質l際r適合する様に適切なる取拾選揮をたEす ことが肝要である.又

紋帖ーによりでは特種の樹種に限らる L ものと凡てに共通するものとがある，向木材の品等を左

右する重大なる性質を有するものと悩めて聞係、の薄いものとがある.融貼の種類によりては其

程度t 明確に表示し得るものと 、 兵韓的に表示することの困難たものとがあ るか ら是等 i亡付て

も充分に考慮せなければたらぬ。木材規格上より観察し快賠と して取扱ふべさ在類を劇九 11国

次之 l亡付でl生貰‘程度. 表示プJ法等を研究し吏l亡之等に劃する規準を定むる こと L する。
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第一目丸 身

ヌL身とは木材の総l亡樹皮又は其部分の存するか或は原悶の如何を問はや縁又は角の紋けた部

分を存するものを云ふのである、製材本*の性質から見る時は各設は互にlñf与を属すべき筈で

ある.叉正角(直角〉のものは利用上最 も債値があ り， :J.L 身を有ーするものは外観上の底値が劣り若

し之を正f1J (直角 ) tc 仕上けんとすれば木材l亡無駄を来し且つ経費、手数を要するから何れの貼

より見るも丸身はl快鈷と看倣すべきものであるロ床柱等l亡は特に丸身付のものを賞美すること

があるが之は特桓の11書好. IC基くもので一般的のものではない，此揚合のメL身は規係上のi快軌を

利川して柱と しての債値を士官す要素K墾化せしめたものである。期如く紋Wlーを活 111 する例は他

の種類にも存するが何れも特砲の揚合K限らる L のである。 1'11 1角は運搬其他利m上の関係によ

り今日目}行は L る材担であるが丸太と同じく概して製材資料に供せらる L ので、あるから . Wi向

の丸身は製材の丸身とは著し く趣を異にして居り紋製I~の部類 l亡廊せしむべきものではない，然

し丸身の程度によりてJ・1[1角の製材歩止が異なるから丸身の表示)i法は一定し置く必要がある口

我閣の木材は人工林の生産に係るもの多く自然{幻自も短くして末口直径一尺以下ο 丸太の生

産が多い.北洋材の如きも ~l.' 丸太の生産が大部分を，!îむる f/)~況であるから製材に際し丸身を生

じ易き傾向かあ る ，従って地方・によりでは丸身は首然製材 i亡附'1遣するものと考へ快貼として取

扱はぬ所さへもあるが，メL身其物 lま之を軍閥し:J.L 身のた小、程度を!日等匝分の要素と して取扱

ってを るのである。

米悶 IC於け るが如<1主大なる丸太を産し叉粗伎なる利m を行ふ所にては製材 i亡メL身を存する

こと は極めて稀で、ある が. 我図にてはがl速の如く製材とヌL身{主極めて開 1系が特J接であって品等;

匝分の要素としては節と同 fiíil亡重要視せられてをる .然るに丸身と!日等匝分との関係は明確を

8 一一つ喜一 一一一

ームー

蝕き又メL身の表示法も特産の地方IC於てのみ規定

せられ . 一定の表示法を存せない地方が寧ろ多い

のであるD

第一類 角材丸身表示法の現f/}~

1.北海道ーに於ける *IJI角の丸身表示法

北海道に於ける 1'1]向のメL身の表示法は末口の角

の径(犬さ〕に主jする角の面の比を以てし何掛

( {f~割の意11永)と稿してを る 、 gp ち角の径が 2 尺

にて面が 1 尺で・ある時は丸身は 5 掛で・<1)る。A は角の径

B はj'fJ の而

九身仁おり=吾川掛〉
;1'111角を造材する揚合は常 ICftJ径と :角面の割合が

整教となり何掛何分の如き端教を生せJね様に し

てを る.又 4方の商も努めて同一ならしめてをる . :J.t身の種類は 1 tll', '2掛より順失 9 掛迄 9

種となってをるが現時最も普通に行はる L もの は'2-3 掛乃至 7-8掛程度の ものである。 而
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して丸身表示法よる来る常然の結果として 10 掛は正角材と佐 川零掛は米包が固と託り丸

太の末口径を角径となしたるものに該首する.両本表示法による ;;(L身の程度は丸太断面の中

心と角田の一端及中央とを連結する雨線の震す角度によりても現はす ことが出来る。 ~p其角

度を O とすれば tan e は常に其1:~if.fJの丸身何掛を示すこと L なる D

e 
。

丸身〈掛)=10tane (郷〉

但し 19> i-

fiJが代表的のものである。

北海道iとて行はる L 丸身表示法は角の面l亡重きを置き丸

身其物の程度を直接に表示する方法でない.只間接に丸

身の程度が推知せらる L のである。

2. 大分照日 rnÞ也カーに於ける小角材の丸身表示法

-大分野、日田郡地方の杉材は末口径 3 寸 5 分乃至 5 寸 5 分

位の丸太は主として小ffJ材、賞、保木等の製材 It.供し其

内小角材は丸身の有無.程度によりて正角. 8 合角.

6 合角、押角の 4 程iこ匝分してをる、而して正角は 4 面と

も全く丸身のなきもの.押ftjは丸太の末口径をと角径とた

したるものにして普通に云ふ丸身付小f:fJは 8 合角及 G合

丸身表示法は北海道の ÜlげIJ と同じく ffJの径l亡霊Jする角面の比を以てし角控 4 寸に到して角面

3 寸 2分のものは 8 合作jであり、角面 2 寸 4 分のものは 6 合角である、抑fI] は零合角に相常

するのである口

8合角 . 6 合角の外に向ヌL身の種類を生で炉、る理主E るも日団地カーにては主として小丸太を手ljJ日

するのぞあるから普ー通此雨極の製材l亡留めてをるのであるつ

本表示法は日 IJI地方の外九州、11こ於ける他の地)il亡も行はれ栂.樺.怖、縦等の*!11角 l亡も、適用

せらる ， 叉人吉地方にては 8 合面. G 合面.或lま 8 分面. G 分面等とも郁せらる。

3. 和歌山鯨新宮地1:1" 1亡於ける小角材のメL身表示法

新宮地方'rc於ける小角材は丸身.割.腐，鳶庇警;の棋鞘を綜合して 5 等級の品等t亡匝分して

をるが其分類の内容を示せば

特等 正角にして丸身.割、 腐.鳶傷等なく無庇の物とす

一等 割、腐.駕傷等友く無抗にて 1 角 IC::於て 1 割 5 分以内.長に於て 1 剖 5 分以内

の丸身叉は 1 角のみの丸身の時は 1 面の 2 割 5 分以内 . 長に於て 2 割 5分以

内の丸身のものとす

合等 鋸掛り最狭部.面の二分の一以上ífé~1i\ある物とす

以上本米共同寸角のこ と

並 等 *僅寸と同寸の摺角 l亡て長に於ても 7 割以上の鋸掛り有るものとす

一 等 摺角寸より末口径寸落迄のものにて長に於て二分の一以上鋸掛有るものとす

右によりて明たるが如く新宮地方に於けるメL身表示法は北海道及日団地方と具 f:d 角の僅
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に主τ11・る一角のメL身厚の比を以てしてをる、ース一一一一一

郎ち角倒寸のものに劃して 1角の丸身厚が 1 ぷ
寸 2 分なる時は 2 割V;};L身となり合等削日富 一十一ー
する 、 此揚合北海道及日岡地方の表示法に従

へば 6掛叉は 6 合角と主主るのである。普通丸

身付小角材は 4隅共闘告同ーの丸身を存するも

のであるが時として l 角のみに丸身を存し他

の 3 隅は正角となる事がある、 j町如き揚合に

到して特別の考慮を挑ふのが合理的で・ある、

一等品は普通の揚合にまましては 1 角に於け

るメL身厚の比を 1 制 5 分以内としてをるが.

1 角のみに丸身を存する揚合には此の比を増

加1 して 2 割 5 分以内として手安和してをる.印

B 一一-A一万一一 一 一 一 一

会
一一法一一一一一

.A I 土 角経

B は角商

b は一角のJL身厚

丸身叩ztx附リ〉

ち G 寸角の時は 1 寸 5 分迄のメL身厚のものは一等品として取扱ふので、あるo

合等品は鋸掛り最狭部面の二分のー以上説明あるものと規定してをるが.之をヌL身表示法に

よりて示せば 2 割 5 分以内に該常するのである、従って一等品は丸身 1 割 5 分以内 . 合等品

は 1 剖 5 分を超へ 2 割 5 分以内となるのである、更に並等を吟味すれば末径寸と角の寸法と

同ーたる故末口断面は丸太の盤にて固形となる、依ってヌL身表示法によりて正式に示せば角

径は丸太の直径と同ーとなり丸身厚は'*倍と 同じき故メL身は 5 割となる.従って並等の丸身

範囲は 2 割 5 分を超へ 5 割未満となるのである。

新官K於けるメL身表示法に付て注目に値する恕iは、メL身の程度を定むるに常り丸身其物の程

度を直接に表示する方法を採 れ 更に丸身の存する部分の長を考慮に入れたことである。

4. 埼玉鯨西川地方に於ける小角材のメL身表示法

本法は富山市揚tとてもJIìびらる L が.西川材小角の丸身表示法及丸身による等級を示せば次

の通 り である口

1 丈角及 2 間角

一等品 正角及寸面の 1 割迄の丸身付のもの.但し材長の十分のー以内にある丸身 l'l

此限にあらや

二等品 寸商の 2 割迄のヌL身付のもの 、 但書前に同じ

三等品 寸面の 3 割迄のメL身付のもの.但書前κ同じ

西川材小角の丸身は丸身其物を直接何割と して表示するのであるが. 新宮地方の方法と異怒

り角佳に封する 1 角に於け る メL身の隔の比を以て示すので、ある口

即 ち 5 寸角にて l 角に於け る 丸身の備が 5分なる時は 1 割丸身，丸身の隅 l 寸なる時は 2 割

多L身と稿する 、 富山市揚にては何割聞とも稿するD

以上の如く 一等品のヌL身は 1 割以内 . 二等l昂は 2 割以内、三等品は 3 割以内の規定であるが
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A は角m

9 ~:l:丸身幅

丸紅制コ=ftx 10(仰

,t" 
Ci/ 、

¥ 一一/

\ぞ

一 一一一一。オ一一

製材に詰り一々其カ式に従って木取りを揺すは極めて手数であるから ， 簡便法と して一等品

を製材せんとする揚合は丸太の末日直径の 7掛角に木取れ二等品は向上 7.5 掛角. 三等品は

向上8掛角と してをるが大韓両íj記丸身の規程に相常するものに夫々仕上を鋳すを得る と云ふ。

今作闘により製材木取と丸身との開係、を吟味すれば次の通りである口

d=直径 ， A=角径. タ=ヌL身の幅

丸身%=壬 x 100 

ft × 10MO%以内一-~古口
可土日日

f × 10040%以内

壬 x 100=30%以内

g=d 8in (45。ーの及 A=dc03e

の関係、が成立するが之よ り

丸蛾身%俳=う壬f× 1O俳3兵2 (ο1ト一 tω切叫aωI
イ依i失tつて丸身が 1叩Oタ%6、 20%， 30，?0の時のO の値を

/ツ
二\\\ ヰ

一 --~[斗ーオー一ー
-危泊ー口

-弓干日日

等一
一
一

夫々。i> 82, 03 とする時は
、、-1 - " 

、-_ _y------
丸身 10% の時は 81 = 40

0

39' 

丸身 20% の時は e~ = 35039' 

丸身 30% の時は 83= 2905゚' 

乙をす>< 10除蜘08切に入る L 時は

となる

すx 1町=75.9%

三十 x 100%= 81 ・3%

丸身 10%の時は

丸身 ~O%の時は
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丸身 3切の時は手 x l仰=86.7% となる

之を製材簡便法による木lr~の掛数と比較する時は

製材筋一悦法木取の鋳 :;!L身表示法の場合の

数(十x 100μ) 計算上の子x 100?/,; 
差

主主ー 日Er，l 10% 70}6 75.9% 5.9% 

主与 nEu ' 20% 75 争4 81.3% 6.3% 

一 奇3毛 口E口' 30% 80% 86.7% も .7%

即ち製材簡便法による角取:t.r十数と作園計算より得たる数とを比!院する時は後者の方幾分大と

なるも其差は平均して僅に 6.3%に過ぎないのである。而 し て丸太の断面は作園の如く正園

をなさすコ長短雨径を存するのであるから之を考慮に入るれば計-算上の数値より若干減じた

70 %.75%. 80% は時正鵠を得たものと云ふことが出来る口

5. 青森地方ーに於ける IJ、角材のメL身表示法

小角の丸身表示法及ヌL身と品等との閥係に付ては青森市揚として一定せるものを存しないか

ら其内ご三のもの陀付て標準を示せば

ヌL身の表示法は角径陀到するメL身!享の手11の比を以てするのであってメL身の等扱は工揚tとより

多少趣を異にし口

Jf 一一ーフy

一一_f.: 

←-;4一一一

小ヌL身 1 割面のもの

中丸身 2-3 割函のもの

大丸身 4-5 割面のもの

とせるものと叉

小メL身 1 割以内 . 長 1 尺以内

普通丸身 2 割位.長 2-3 尺以内

大丸身 5 割位

A= 角q}ß

b ，， 62 =丸身厚

6, +6 
材C釘筒)=Jfix町制面〕

とせるものがある、叉メL身表示法も埼玉鯨西川地1)ーのものと閉じく角径に封するヌL身幅の比

を以てせる工揚もある。
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6. 静、阿蘇天龍川地方に於ける小角材の丸身表示法

天龍川地方もヌL身表示法及;;[L身と 品等との開係に付て碓tc. る具瞳的の標準を存してをらぬが

大轄の傾向は丸身の表示にはメL身の隔を基準としてをる.埼玉鯨西川地方と親念上は軌を同

ふしてをるが角径l亡芸lする丸身柄の比を以てすること友〈只丸身の帽を兵臨的に数字にて示

すのみであって角筏との関係は大睦の見常によるに過き'ない.メL身と品等との関係を見れば

之を明にするを得印ら

正角と栴するち極少量のヌL身を存す.業程度は大韓丸身の腕 5 分以内('ft 
司い

メL身の隔は大睦 5 分位であって 3 寸角乃至 4 寸角を通じて同一で・あろ.何メL身β字:
τ2 

の長は材長の íJ日分の一位

メL身の柄7-8 分位にして支長は材長の三分の一位る<Þ:
τF 

一名末口角とも稲し丸太の末径の大さに挽きたるもの， 色「‘

~r-四

角材メL身表示法の比較得失第二類

以上は我国主要林業地方l乞於ける角材丸身表示法及ヌL身と!日等との関係であ るが，品等との

関係は後IC譲れ主主には丸身表示法IcHT各地の規格を比較考有する こと L す る。

官íj掲六地方のメL身表示法を綜合するに ffl径を基準とすることは各地とも同、様であるが角径に

釘して丸身の厚を以てするもの.ヌL身の帽を以てするもの及角の函を以てするものとの 3 カ法

に分類せらる L のである.而 して白í j 2 者はメL身其物を直接現はさんと し、後者は角商に重きを

置かんとするものであって著し く 趣を異にするもの L 如く考へらる L も必らやしも然らや叉前

2者は同じく丸身其物を直接現はさんとする方法であるが根本の考方l乙差異ーがあるD 之に反し

て角面を以てするものと丸身厚を以てするものとは角径は角面に丸身厚をカ11算したも のに等し

き関係からして却って桁接の関係があり 、 3方法夫今の特徴を有するも 3 者の聞には一脈の述

絡の存する こと を知るでゐらう。先づ 3 方法の内容を比較主J!ITtすれば失の 3m りである . メL身の

A= 角~'[ B-角高

b" b~= ヨL身厚 ρ国メL身幅

(1) 北海道制I1角.大分県五日間地方小flj材 j.l.身表示法

日月mに fJ する 11J函の比〉

丸身%c:奇 xl00 ・ … σ) 
和歌山鯨新宮地方及青森地方1]、角材丸身表示法

〈角径に到する j.l.身厚の比〉

純地方， j.I.Jr%=寺x100 .. ...(II) 

b ， ム丸 一
背森地方、丸身，~ =~う4.VZx 100 ・(旧)

埼玉j採西川J也方及静岡県~天能川地方小角材丸身

表示法(1~~に 到する丸身幅のよ七〕

丸抑Ef× 100 ・・・ ・ crv) 

←一一一-，4 - -~- -一一一一

程度を示す名稿は地んによりて異なるも比較に便するため総て百分率を以てするコ

79M 

7
4
f
J
!
 

(2) 

(3) 

-". .e; 
ー止ーー一一



第三十二 VJJ~告手R店主lj� 業↓
ネ

J
Aa
 

252 

北海道及 日 岡地方の方法と新宮及青森地方・の方法との比較第

南方法はーは角径に封ずる角面の比、 他は角径にまうjする ;).L身厚の比を以てするものであるが

雨者の聞に如何なる 関係を有するやを吟味すれば

A=角箆 b[=b2=ヨuき厚

B=角E百 f}= 角随i l百Iの中心 ι り 角面の一端及中 :9と

を連結する雨線の~すfIj)文

(1) 北海道及日岡地方・の方法

丸身%=3-X 10いan f} xl00 

青森地方の方法
九ふん A-B 

:}L身%= v'.4_"" x 100 = ーっ4 xl00 

=(l-tan f})x 100 

新宮地方の1f法
I 

___ A-B 
丸身%=ヨー x l00= -2王Ã xl00 

Et仁川n f})x 100 

即ち 3 地方の)}法を比較する時は 3 者相互の聞に一定の脈絡を存するを知ることが出来るが

く 2)

(3) 

~--:/ 

↑卜" A 
I '-

1$ L 竺c_，，~
件 ーと伝一フ争一一

々、 .

#1 , : 

4γ 。

ー」ジ ーー ームー一 一ー ー

、

更に具閥的に丸身百分率を以て比較すれば次の通りである。

北海道地方の方 100% 90% 80% 判的 50% 40% 30 ヲ4 20ラ4
法に 4 る丸身 ~b く10mコ (9 j卦〉 く3m.) く7担0 1 (6払D (51í十〉 (41l1') く2HD (2mつ (1 1:よ{・) 1 (0 1'1'わ

之にキ目笛す る青
30%i40% 森地方の方法に 076 1 0~G 20% 50% 60% 70Yo 80% 90%' 100μ 

ι る丸身ラ4

之にキ目賞する新 4竹 M5M宮地方の方法に 。% 5% 10% 15% 20% 25 ヲ4 30% 35% 
よる丸身%

埼玉ー!日系図川地方及静岡!日系天龍川地方の方法と

北海道、日田及新宮、青森地方の方法と の比較

西川及天龍川;地方の方法によ る ヌL身%は火の如 く表示するを得る口

第

A= タíl豆 B = f{j i百
α[ =α2= b[ = b2=丸身厚 9=丸身幅
。=角筋商の 恥己、 J. IJ f1) 函の一端及中央 を連結する

雨線の~す角皮

9= 、/2x b[ なる関係を有する放

α 、12x b l
:}L身%=Â- x 100= ーて4 ".' x100 

=、/すX(A-B)X l00
2xA 

vT  
=一可~x(1-tall f} )X 100

1 

=マ 2 x(1-tallf})X100 

/ 
寺 町目gp ち青森地方の方法に ι るもの 与

唱' -:- 7-・
'゚I ' 

._. 

ー 一一一宇

一一一斗去」

A 

---*-ープ作一一一一一一

/ノ~
dt《ノノ/ ( 

ザー ー 一--

トヰヰ一一一- 13 
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依って以上 5 地方ïC::於ける芦L身表示法を比較封照すれば

北海道及日問地方に於ける方法 tau8 x 100 

青森地方に於ける方法 (1-tan8)x100 
1 

新宮地方'IC::於ける方法 三一(1-tan8) x 100=0.5(1-ta1l8) x 100 

1 
西川及天龍川地方に於けるカ・法 ,,/ '2 (1-tan8) x 100=0.70711(1-tluB) x 100 

となり 5地方の方法は何れも相互に関聯してをることを知ることが出来る.更に之を具韓的

に丸身百分至容を以て示せば

北海道及日間地方の方 1 100%1 90%1 80%1 70%1 60%1 50%1 40%1 30%1 20%1 10μ1 0% 
法に ι る丸身% に10捌); (9tわ1 (8問。 (7掛川 (6掛): (5舟) 1 (4燐)1 (3掛川 (2 f:1DI (l掛)1 (Oj卦〉

之にキ目'.?iす る脊森地方 1 1 1 1 
の方法l こ ι る丸身% 1 0%1 10%1 20%! 30μ 1 40μ1 50%i 60%1 70%1 80%1 90矧 100μ

之に柑蛍する新宮地方 1 1 1 
の方法に ι る丸身% 1 0%1 5%1 10%1 15%i 20%! 25%1 30%1 35%1 40%1 45μ1 50% 

之に相常す る西川及天 I I I 
龍川地帥方の方法によ日叶る31 竹門M山%オ叩ヤ1 2門2幻1 幻均%可|仰| お別3

…
2A~切M叫2切矧μ矧州|川4鈎似山9.4

ゴ丸L.J身干%五

衣K西川及天龍川地方のカ法を基準として他地方の方法を封照すれば

西川及天箆川J也プJの方法

背森地方の方法

北海道及日岡地方の方法

新宮地方の方法

以上によりて 5地方l亡於ける角材の丸身表示法の内容及相互的関係を説明したが之を結合す

れば次の如く考ふることが出来る。

1 ， 各方法共相互に丸身百分率の数値を換算し得るが西川及天龍川地方の方法は他地方の方

法との換算K複雑なる数字的関係を有する.之に反して他の 3地方の方法は相互の換算が

簡単に行はる L のである

2. 北海道及日団地方の方法は角の函を封í!Rとし青森及新宮地方のものは丸身其物を封照と

するものであるが後者の1J' iJ~観念上便利である

3. 青森地方の方法と新宮地方の方法との差は角材の 2 fíJI亡於ける丸身厚を flti照とするか.

1 角に於けるものを到1mす るか，にあるが角径を基準とするものであるカ、ら 2 角を封照ず

るのが便利である

4. 西川及天龍川地方の方法は丸身隔を \\H照とするのであるが板のメL身を表示する揚合に於

て丸身隔を割照とする概念は不合理の結果を招来するのであるから角材の揚合 も此方法を

lill くるのが得策である

依って現今行はれてをる fij材丸身表示法の内で最も合理的であり叉便利なる方法は青森地方

にて行はれてをるものであ る、此方法によれば北海道.日田、新宮及西川、天龍川等の地方に

て行はる L 方・法のもの との換算も容易且つ簡平に行ふことが出来るのである。
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板類のメL身の表示法の現i伏第三類

埼玉!採西川地jj・に於ける貰の丸身表示法1. 

，埼玉鯨四川地方fC於ける貫の丸身表示法は材の厚にま討する丸身の隔の比を以て して をる。

B=材厚

9 = jL身幅

jL.J!1' C制) =す×附リ〉

d
υ
 

支の丸身による等額分類は此の比とメL身の存する部分の長さとを綜合して定めてを るが大賞

の分類法を示せば次の通りであるO

正角丸身なし

丸身岬の 5 割以凡材長の士以内迄
挽目の雨側面を材長与以上正しく通る小丸

上

上。

上。

上。以下のメL身付lとして雨側面を錦目の通らざるものを除く士
口
和歌山鯨新宮地方』て於ける 中板. -Ei-- 小割材の丸身表示法2. 

和歌山螺新宮地方に於ける中板、 :Ei-- 小筈IJ材の丸身表示法は総て材厚に到する丸身の厚の比

B=材厚

b =丸身厚

丸材= ~ xl00 

を以てしてをる。

思

同地方に於ける rr~板 、賞、小制材の品等規格を示せば次の通りであるが丸身に付ては前記の比

と丸身の存する部分の長を綜合してをる賠は注目に値するO

メL身 . 割れ、腐れ. JJ旨5色鳶傷等主主く無庇のもの

同前、但しj享の ι 以内、 長さ K於て 士以内迄の丸身のもの
等中板， -

等星

間前等.. H)ｭ

t゙. 

間前

厚K於て雨iヰ:鋸掛りあるもの

長時てを以上規定の幌及雨耳銑掛を有し末日厚7割以上あるものとす

等星

等β、
仁3

等

ヌL 身. 割れ. 腐れ等な く 無減。もの但し鋸捗I.!? メL身長及厚に於て 3 割程

度叉数量に於て 3 割以内迄は検査員の裁定陀より一等品となすことを得

2 .. _. _ .. _ 1 
厚のす以内 長に於てす以内迄の丸身あるものとす

'd.J.~ 
弓F

封:a:
司

大三寸. -

A 
口
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長問て各所共す以上の容批有するもの等

静岡螺天龍川地方'K於ける板割， 貨のメL身表示法3. 

天龍川地方に於ける仮割.賞の丸身表示法は材厚に笠Jする丸身の厚の比を以て して をる ， 大

メuきたきもの

厚の÷迄丸身
少しでも侃ー商を有するもの

買の分類を示ぜぽ

ー一躍f 口 L 
弓rrlll ' _乙

二等品 、 上O

三等品， 上①

全ポL身にでも差支主主し但し長の半分迄とす四主主口 士
、r Jl n 、 仁3

青森地方ïC於け る板割. 立D メL身表示法4. 

青森地方にはJ反割 ， :Þt等に到しでも地方共通的の確たるメL身表示法を存せぬが其内の一例を

示せば材の院に主JするメL身厚(板隔に泊ひたる厚)の比を以てしてをるD

α2=丸身厚仁板帽に治びれる厚〕

A=材!隔

α1> 

ー

l

i
l
i
-
-

ー

l

苛

ーI- a1LM=「Eix100

ヤ一 一一 一 一一斗一一

板類丸身表示法の比較得失第四類

板類丸身表示法は古íj掲の通りであるが之を分類すれば.坂厚』亡霊Jする丸身厚(板厚に沿ひ?と

るもの〕の比を以てするもの.板厚lと到する大身隔の比を以てするもの . 板帽にr:rする丸身厚

〈板幅1亡沿ひたるもの〉の比を以てするもの~ 3 租となる。今之を園示比較すれば

B=材厚

有
A=材幅

9=丸身幅

~:7 

b =ヨL身厚(板厚に治びれるもの〉

ト一一一 --4一一一一一一→
α! ，α2=丸身厚(板I隔に沿ぴ Tこるもの〉

丸身%=17× 100西川地方の方法

丸身%= 1 xl00 

丸身%=ヰ竺xl00

新宮、天龍川地方の方法

青森地方の方法



今 3 程の丸身表示法の得失を比院する矯め其各に付て極キの揚合を吟味すれば次の湿りであ
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る。

B=板厚

b =-丸身厚

新宮及天龍川地方の方法

F 

第

4

一→
I
l

-

-

一

「
4
1
十i可
ム

B'=B-b 

L rげ

メL身%= B x l00ニ (1ーす)x 100 

0;'0 にして正角となる、 b=B ~p ーら B'=O の時は依って b= O ~p ち B=B' の時は丸身は

メL身は 1007~ となるのであるが此場合に丸身が I の如く全丸身とたる時も .II の如く幾・分

挽面を存する時もメL身%と しては同ーに取扱はる L のである、然るに I と II とは使用上の置

イ直よ り 見る時は著しい相異がある口

西川地方の方法

B=材厚

第

9 =jL身 l隔

b =jL身厚仁4反厚に治ひ 7こる L の〉81 

クー
第 1 闘

α =jL身厚〈板稿に f白ひ t: � L の〉

円 、/下+a2

丸身%=す×100 = B ﾗ100 

V b2干京一 =B の時丸身%

V b'l王手ー=g は B より大となりメL身%は 100%以上とな=100% と友るのである.而して

ることあるも . 新宮及天龍川地方の方法によれば単に b の大さに関係を有するのみにして丸身

タ=B ~p タ =0 卸 b=α = 0 の時 丸 身%ニ0% となり.依って

%は決して 100% を超ふることがない。

叉第 2 国及第 3 園の如き揚合には

西川地方の方法によれば丸身%は何F7アベ11
第2 固

れも 100% 以と友るも天龍川及新

宮地方の方法にては 100% に止まる

叉第 4 圃及第 5 固に於て板厚及ヌL身

JY 
L一一一

稿を夫々同ーと仮定すれば西川地

ーにして然かも 100.9;'以上と友る.然

)J・の方法にては第 4 固及第 5 園は共

IC :J;L !ll-%=す x 100 はり雨者同

ミ)
本
l
l

A
M
可

l

単

第 3 園



257 

るに新宮及天龍川地カーの方法によれ

ば第5圃の揚合同鰍=去メ 100

統の絡規材木第四 章

一寸←←一一芳

一一引トヲ
'" 

引
にて 100% と友り第 4 闘の揚合は

B-B' 
丸身%=てE一 x lOO= ~ B一一 x 100

本
l
i

n
叫
l
1

1

4

第 4 岡

100% 以下である 。と怒り常
l
i
g
-
-

4LZ 第 5 固

以上の如 く 西川地方の方法によるものは丸身%の数値と利用上の恒値と一致せぬ揚合が多

ν、。

青森地方のカ.法

B=材厚

α" α .， =丸身厚仁板帽に沿ひ 1: るも の〉

b ~jL身厚 仁板厚に 7白ひ?ふろ L の〕

第

第 J4 1 ヤー1園ゲ 字 入;1r

g=主L身幅

A=材幅
_a..L -:2I ..包c __，._

第 2 固 f- 4ノ T "\.了

4j Pλf 
ト一一 一一一一 -- ;1 -一一 一 一一一→!

丸身%=号竺x 100

依って α1=ω=0 の時丸身%は 0 %とた れ α1十 α~ = A の時丸身%は 100% とな る 。

第 1 闘及第 2 聞に於て材厚 (B)， 材幅 (A) ， ヌL 身厚 (板隔に沿ひたるもの α1， 似)は夫々同

ーであり.丸身幅 (g) は夫々其大さを異陀し且つ板厚(B) より大it. りと仮定すれば

青森地方の丸材=与a2 x 100 ~pち第 1 園及第 2 固は同一であり且つ何れも 100

%より小とたる

西川地方のメL脱=÷X 100 EH ち第 1 国及第 2 聞は数値はにし且つ何れも

100 %以上と なる

~pち第 1 固にては 1003五 より小とたり天音~)l 1及新宮地方的防=去 x 100 

=jfX100 卸ち第 2 固にては 100% となり

雨園は丸身%の数値を異にする。
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第 3 園 第 3 園及第 4 園は材隔 (A) 及材

厚 (B) を夫々同ーと仮定する口

d 青森地方の丸材=ヰ旦x100

f 一一一ーオ一 一一一一一 l ~p ち雨園は同一にして且つ 100% と

たる。

第 4 固
f__$t一一

子/〆ゾ
オ

JJ¥J 
r 一一一ーオ一一一一一一 汁

西Jl l地方 のヌUr%=すx 100

gp ち雨固は数値を異にし且 100% 以

上とたる。

b 
新宮及天龍川地方のメL身%=でB x 100 gp ち第 3 固にては 100% より小と友り

=会一 x 100 印ち第 4 聞にては 10切 と なり
南国は丸身%の数値を異にする口

以上の如く青森地方・の方法によるものも丸身歩合と木材の.使用 l買値と一致せぬ こ とが多々あ

る 。

以上板類の丸身表示法陀付き 3 地方の方法及之に伴ふ極キの揚合を比較綜合する時は何れも

短所を有 L. ヌL身%と木材の使用慣値とが順膳せされる揚合を生やる、特に西川及青森地方の方

法に其弊が多いのである.板類の丸身表示法を合理的たらしむるには 3 地方の方法陀付き短所

を拾て長所を採用し之を綜合すれば良いのである。

.a 、 | 今板類のメL身に付き之を分解する時は左園K
-一一一 一A〆// • 、、 i 於けるが如何， b， α の 3 方面1l:}j IJかつこと

f 伊 1 が出来且泊亡連絡を有するものであること
。ム • が知ら る .\，. 3 地方の方法が夫々其ーを探つ
ι一一一一--A------~つ守一 "1 '}とのは自然の理である口

西川地方・のヌL身表示方法?とるメL身幅 (g) を割j照としたもの L 性質を吟味するにψ= 、/五ヰ b'l

1.J..る 関係よりして他の 2 方法を折衷したかの翻があるが.前記諸例によりて示された如く丸

身歩合と木材の使用慣値とが一致せぬ揚合が多い . 墨覚之れは育森地方-立立に新宮及天龍川地方

の雨方・法の長所を折衷綜合したのでは無仏軍1[. g= v' dマ7Tたる数理的関係より之を gp断

したのに外ならない。青森地方の方法たる丸身厚 α(板の帽に沿ひたるもの)をjIIl-J照と したも

のは他の 2 方-法と異怒 り全く丸身厚 b (板の厚に泊ひたるもの)の観念を無視し且つ之が常然

の結果として基準として材の厚を避け材の隔を採用 したものであるから種々不合理の賄を生や

る に至ったのである。新宮及天龍川地方の方法たる丸身厚 b を封照とせるものは多少の訣陥を
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見るも他の 2 方法に比すれば造に合理的で・ある。木材の使用慣値としては板の厚K属する部分

IC挽面 (B' IC相常する〉を存するや否や或は其大小が重要j視せらる L のであるから 、 多くの揚

合には B' 叉は b を主J照とすれば丸身歩合と木材使m慣値とを順!窓せしむるを得るのであるロ

然し此1i法 tとても倫多少の猷陥は菟れないのでちるから.最も合理的に板類の丸身表示法を示

すにはヌL身厚 α 及 b と丸身幅 g の 3 者を互に1・日開]師ぜしむ るか、然らざれば其内の最も重要

たるヌL身厚 b とヌL身幅 g の 2 因子を綜合せ しむべきである。斯くすれば略完全に 3方法の長

2 閃子を配合するのであるカ、ら非常に複雑なる規定を遺ら所を折衷綜合することが出来るが.

ざるべから ざると 、 同時に質際上のl車用に際し極めて面倒なる手数を招来する歓貼がある。

米国に於ける Soft\\'ood の Yard IUU1ber の丸身 (wane) の規程には右の如き折衷法K類似

せる方法を採用 してをる力、ら参考の矯め其内容を示すO

丸身隔が士n~ を畝十叉丸身の存する部分が材長のす.丸身厚が材厚の1. Slighも walle

!J<十日J

b く子

くB' >十B)

丸身の存する部分の長く÷材長

士を超えさる もの

1 .... 1 
2. MediuU1 wane 丸身隔が 一一 吋を超え ー 吋を超えや叉丸身の存する部分が材長の..f '-"J <.l-"-.!..!r.... ~ 

t. 丸身厚が材厚のす

i-nJ<g<÷吋
b く子
伊>千B)

を超えざるもの

。

丸身の存する部分の長くif械8 

妙。高が÷吋を超え且つ〈叉は湖を存する部分が材一長のす.メL 身厚
のa

b
 

るたえ起を
…1
一4

e

伊
ん

q

F

 

b

材、
刀

，、

�. 

、，
J

I

B

 

-
-

Q
U
一，n
生

1

一2
B

一4

一

一

ι

一

/
\

>

>p
g

b

(

 

1
R
U
1
1
1
1
1
 

丸身の存する笥例長〉ーか長
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gpち米図K於けるメL身表示法はヌL身幅 g は貰寸を以て示し丸身j享 b は材厚に関聯せしめて

をる又 Slight w創16 と Mediull1 wane は丸身厚は同-ß条件と し丸身隔のみ差別を~ し. Large 

"ane {1:歪り初めて丸身厚.ヌL身隔共其命IJ限を撤慶してをるが丸身厚に重きを置いてをること

を翻取するを得る.而して丸身隔を賓寸によりて示し丸身厚の如く材厚と関聯せしむるを避け

たのは西川地方の方法の如く ヌL~争中高のみを封照とするものに仲ふて首然起り得る紋陥を緩和す

る手段に出でた もので遁切なる考慮と云ふことが出来る.尚丸身厚のみを劃照とする新宮及天

龍川地方の方法による長所を助長し其短所を柿ふを得るから板類のメL身表示法としては合理的

の方法であると云ふ ことが出来る。

試みに自íj記の丸身等部 3 極のものに封して西川地方及天龍川.新宮地方の 2方法を常てはめ

比較すれば如上の開係が明瞭となるであらう。

1. Sligh七 wane.

1 _.. B 1 
B= 1吋とし、 g， b を制限の最大限と し タ=---:r吋· b = 4' =--r吋とすれば

西川地方の方・法
0.25 

一一x 100= 一一一 x l00=25%1.0 

b . .^^  0.25 
天龍川及新宮地方の方法 でB x l00=τ子x 100=25%

B=2 吋とし・ g=士爪 b=すH寸とすれば

西川地方の撤 去x 100=令子 x 100 =山%
b • ̂ ^ 0.5 

e 天龍川及新宮地方のカ法 竺E一 x 100=τ百ー x100=25% 

2. Mediull1 "ane. 

B=H寸・ g=÷吋・ b=士吋とすれば
円 0.5

西川地方の方法 ーとー x100=一一一 x100=50% 
1.0 

b .^̂  0.25 
天龍川及新宮地方の方法 一:... x 100=一一一 x l00=25%B ,, 'V V -- 1.0 

B=2爪 g=す吋.b=tH寸とすれば
q • ^^  0.5 

西川地方の方法 すx100=苛xl00=25_;r;

b .^̂  0.5 
天龍川及新宮地方の方法 一一 x 100=一一 xl00=25%

B 
".vv -

:2.0 

3. Large wane. 

3 ~ 3 
B=l 吋. g. = 1 吋. b=1-Bzz-吋とすれば

円1.0
西川地方の方法 ':-. x100=~一x 100=100，96"- 1.0 
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b <^^  0.75 
天龍川及新宮地方の方法 一一x 100=~一 x 100=75%B ，， ~VV - 1.0 

3 ~ 3 
B=2 吋. g = 1 吋、 b=て工B=万一吋とすれば

(/ . ~^ 1.0 
西川地方的法 す x100=百x100=50%

b < ̂ ^  1.5 
天龍川及新宮地}Jの方法 一Ë x 100=三百ー x 100=75%

米国のヌL身表示法は我園慣行の 3 方法に比すれば合理的で、あるが表示に!日ふる因子多く貰際

の躍nIIC:常 りて複雑にして手数を要する猷賠がある，依って我固に於てはヌL身の因子中最も重

要なる丸身厚を釘照とする新宮及天龍川地方の方法を採用し，本方法の短所を楠ふ震め丸身の
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存する部分の長を考慮すれば貰際の鷹用上左程手数を要せや然かも略満足すべき結果をも得ら

る L であらう。

第五類 丸身表示法の統一

有Îi段陀述べた如く従来我園?と行はれた丸身表示法の規格は主として仙角.小角材及板類中特

に:Ei:類に!日ひられ他の材種には康く、適用 して をら君主かったのである 、ヌL身表示法の統ーは素よ

り一般種材に適用すべきものであるカ、ら.以下順を遁ひ各材種に付き、適切なるヌL身表示法を攻

筑する。

第一角 材

現今行ばれてをる角材丸身表示法の内で最も合理的で、あり叉他の方法との換算にも便利で・あ

る方法は青森地方にて行はる L 角径に劃する 2 ffJのメL身厚の和の比を以てする方法であるが.

他に之陀優る方法を殻見するを得ないから之を以て角材のメL身表示法の統一笑とするが誼嘗で

ある.而して前段に於ては雨角径相等しく且つ角面.ヌL身厚も亦四方同一寸法で・あるとの偲定

に基いたのであるが.原則としては之等が絞!て夫々異なる揚合を習期せなければ友らぬ. 依つ

て原則的に角材の丸身表示法を規定すれば次の如くなるD

メL身は材の最小断面に於ける各選のヌL身厚

ヲ
寸
ダ
ー
十d
L
一

斗
ー
寸γ」
土
ιー

叫

J
I
l
l
六
ム
パ
一

l

l

寸

十
γ
l
p
1
u一PI
l
l
-十
件

一

一

仁

一

ト

斗
1
1

一
\
ゴ

一
ー
ム

ト
ト
一
ー
-ー
「
」
n
l

ベ
ーlF

r
y
-
-

下
iF
1
シ
L

の和の四越の和に劃する百分率を以て之を

表はすO

今之を図示すれば

凹謹の丸身厚の和

=α+ α'+α"+ α"'+b+b' 十 b"十 b'"

回遊の和

= 2 (A+B) 

丸身%

α+ α'+ α"十 α'"十 b+b' + b " ート b '".:... ~ 'V 'v xl00 
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本式を簡約すれば

2(A+B)-(A'+A"+B' 十Bつ
x100 

~(A+B) 

A'+A"+B'十 B "
=(1ー )x 100 

2(A十 B)

普通の揚合の如く凶方組て同一寸法とすれば

A=B, A'=A"=B'=B"， α=α'=α"ニafll= b= b' = b" = b'" と たる

8b '^^ 2b 
依って丸身%=一一 xl00=一一 x 100 4A 

IJB" , . ̂^ ，~ B" 
= (1一一一ー)x100=(1- ﾃ ) x 100 となる4A 

ヌ角面の挟む rll心角の牛分を O と十れば既主!!;の如く (1-tane)x100 となる

普通丸身は 4 カに存するも木取の都合によりでは 3 方・又は 2 方、時として 1 方のみに存する

こと があるが.メL身の敢によりて丸身%は同ーとするも個守の丸身厚は異なり又反f:tにメL身厚

を同ーとするも丸身%は差異を生十るのである、今之を例示すれば式表の如く丸身数.メL身

%.丸身 l享の相互的関係は角材の使用上の直値と良く一致するを知るであらう。

I f匀 ~諸民マト イ山
4 方丸身 0.25 0.50 0.75 1.00 1.50 2.00 2.50 3.00 5.00 

( 騎「 2 方jL身 0.50 1.00 1.50 2.00 3.00 4.00 5.00 6.00 10.00 
厚 10COJ

1 方丸身 1.00 2.0:) 3.00 4.00 6.00 8.00 10.00 
丸身厚

1.50' 
(cm) 4 方丸身 0.375 0.75 1.125 2.25 3.00 3.75 4.50 7.50 

幅 15crnJ 
2 :方主L身 0.75 1.50 2.25 3.00 4.50 6.00 7.50 9.00 15.00 

厚 15clll
1 方jL身 1.50 3.00 4.50 6.00 9.00 12.00 15.00 

第二板及盤

現行板類丸身表示の内比較的合理的で、あり叉便利なる方法は新宮及天龍川地方iとて行はる L

材厚に封する 1 角の丸身厚の比を以てする方法である.前述の如く丸身j享と丸身隔を折衷する

方法は庫川上煩雑，不便であるカ、ら統一家としては新宮及天龍川地方の方法を油常と認むる口

板類及盤には木取の性質上ヌL身は木表の部分i亡限られ 1 角或は 21王~ I亡存するのである.而し

て丸身が 2 角に存し且つ大小の差ある時は木材使!日上の国値に 11開腹せしむるためヌL身の大主主る

ものを標準とすべきものである 、 仇って板及盤のメL身表示法を規定すれば次の如くなるロ

メL身は材の最大メL身厚の材J享 l亡をJす る百分率を以て之を表はす口

之を闘示すれば
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dy B=材j享

8 
b =丸身厚(最大のもの〉

B'=B-b 

b _ __ B' 
:;!L}者%ープB xl00=(1-B一)x l00

第三 挽 害リ

t担割は材担分類の原則よりして形臨上挽角と板との中聞に位し雨者と互に良く類似して をる

部分を有ーするが説角の方により多く接近してをる.然し丸太よりの木取或はヌL身の存在する猷

況等より見る時は視角よりも板類により多く類似してをる. 13Dち各材種を通じ夫々最も普通に

製材せらる L 代表的の出来合品 l亡付て見る 1<:挽角の中.心持小角材はヌL身は概して 4 方l亡存す

る . 之に反して板類及挽割は 2 方叉は 1 方に存するのが常である . 従って丸身表示法も或揚合

は挽角の方法に よ り或揚合は板の方法によるのが合理的で・あるが雨者を併用するは煩に堪へや

叉雨者の中間的方法を案出することも困難で・あるから.ヌL身表示法は挽角と同様の方法を採用

しヌL身の等扱を定むるに嘗りてt担割特有の性質を掛酌すれば如上の故陥を著しく緩和すること

を得る。

t担割中の主たる材極に付きヌL身表示法を示せば

件十一一一升一一一?4L1

下ア I てfE
-~- -y 早 ~-ι
$" トー十ー十一一一寸回'

_1_1 • l_,j._ 

fα+ b'") . 旬、む

(1) 21yメL身の揚合

4法の和=2(A+B)

4訟の丸舟厚の和=α+αF 十 b + b"l

α+α'+b +blll 

ヌL 身%= × 100
話(.A十 B)

一一 2 一一T一<l J~~ 2(A+ B)一 (A十 A'十 B'+ B勺
(A+B) x100 ---'--2(A十 iJ;-'-'

/ 
x100 

A+A'+B'+B" 
=(1一一 2(A+B了一)x 100

若 L a= a', b = b'" とすれば
α+b'lI 

2(ーーすー)
丸身劣=2白土互とよ× 100= 2 ﾗ100 

2(A+B) 
，， ~VV-

(A+B) 

同十一一一 ベ)--~

-R- L- | 

(II) 11)・丸身の揚合

イ!

子-l-- -A--l-
8 

__j_ 

4 謹の和=2(A+B)

4 謹のメL身厚の和=α十 blll

_ , l.."1 

丸身%=ーヱ土ニ一一 x l00
2(A+B) 

fα+b川 )

= 
一2一一一ー x 100
(A+B) 
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一 (A十 B)ーは辻互とよ x100一(土 (A辻主立)x 100
2(A+B)--" ~~VV- ¥. ~ ~(A+B) 

α+b/ll 
印ち説割の丸身%は 4越の和 rc~討する丸身厚の平均の 2俗. 2(一一玄一) (2 方丸身の揚合).

M材厚の平均4L1がL身の揚合)の比を以て示さる L のである・而して材厚 α

と b"' とは常に α>b'" の関係を有 し雨者の比率は丸太の直径の大小により種々 に費化す る。

今 a とげ'ff との閥係を吟味するに

y 
年径 r 'td..る国の中心 0' を原鮪とする国の方・程式は

a;2十 y3= r~ ・....................・・・ (1)

である・之を O 黙 (x=y=-.，/~ )に移してれ

る時は (x- ",/'l, )2+ (y一万与)3=(

之を簡単にすれば

x~+ y2一 、12子 (x+y)=O ・……・ -(2)

本式に於て国周上の一品'jPのおとyとの比が所要の数

x 
値を奥ふる理である.今一一 =p にて表はし此関係

Y 

を (2) 式に入れ y=l=O 怒るにより之を約すれば

p'!yーゾヨー r p+yー ゾヲ-TニO

p に付て之を解けば

p- dす T土、/2r! -4y (y一、/:f r)
-

'2y 

土 Sign は本問題に泊する様ーをとる

p=~/万一 7一、127Z- 4y (y-../ ~ r) 

'2y 

之れ所要の比であるD

r= 10cm, 15cm, 20cm を入る L 時は

ω 10ゾす- ../ 200ーがyー10 行){日し JyJくT(1-」ご) = 2.93cm
2y 一../~

却F= 1日5 ゾτ 一ゾ 4必刷5印O一4削y〆(y-刊←-15行)畑イ仰日し |凶yJく<rγ(1ト一一1 ご)=4ω.
Jy1 一，1.- ../:J 

20ゾヲー- ../ ~OO -4y(y-20ゾヨ)
pJOー “ 但し Jy/くr(1一 万三寸=586cm

此等の数値f<: y= 一 0.5cm，-1.0cm， -1.5Cill,- 2 仇m を入れ計算したるす =p の数値は次

表の通りであるo
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y=P 
------- y の大き | ハ <^m 1 噌 ハ i 司 氏 0" 1 0< 1 .，，， 1 内主 .,, 1 . < 1 < ，， 1 豆 町 1 c "市
直径の大 王--------r・U '- I ~. v-- -- I .L ・ υ I ...v I 日 | … I " ・ u 一 I ..・υ| … | …-. . 1 u.v-_. 

2.41 

20 糎のと告 : 1.08 I 1.19 1 1.28 1 1.4:3 1.67 m し
一y= 

:3.93 
2.41 

州のとき 1 1.05 , 1.10 1 1.17 1. ~8 1.:;2 1.41:: 1.57 1.80 但 し
y= 
4.39 

仰のと告 I 1.03 1 1.08 11.12 

2.41 

1.17 1.22 1.28 1.35 1.43 1.53 1.67 1.89 但し
y= 
5.86 

gp ち z と y と の比{ま極守の数値を生十るが最小1 I:IIW及最大の 3 揚合として 1 .0， 1ム 2 41

の 3 種に分類して丸身の欣況を比較する時は UI1í-其大勢を知る を得るであ ら う。

lié割中長方形を属し且つ極限i亡接近せる δ x14cm と正方形に近き 4 x 6cm の 2 材極に付き

夫 々 2 方ヌL身 と 1 )]"丸身 l亡別ち更に前記 1.0， 1.5, 2..U の 3 比率に匝別 して丸身と丸身厚と の

開係を示せば:j，くの湿り であるo

九
丸 ・ 身 厚 ( cm, x &.. y) 

4x6cm 5 x14clI1 z 
長F y 

% 
¥ -i 2 方 主L 身 1 方丸j，j- 2 方丸身 1 方丸身
九

~ !1.0 1 -1.512.411 1.0 j 1.5 1 2.41 2.41 1.0 I 1.5 I 2.41 

5 % 1 1 1 0 250 30 1 0 吋 0 1 0 60 0.7066 0.475 1.14 1.3428 
y , 0.251 0叩 14661 0.50 1 0.40 0.2932 0.475 0.38 i 0.27861 0.95 0.76 0.5572 

10μ , 0.50 1 0.60 0.7066 1.00 1 1.20 1.4132 0.95 1.141 1.3428; 1.90 2.28 2.6856 

y 0.50 I 0γ「 1 000 80 0.5864 0.95 0.761 0.5572 1.90 1.52 1.1144 

15μ 1 | 1 0750.901.05991.501.80 1.425 4.0284 2.1198 !. ! ~ I ~ .~~~~ I ~ . ~~ 3.42 
y 0.75! 0.60 I 0.4398: 1.501 1.20 0.8796 1.425 1.14 1 0.8358' 2.85 2.28 1.6716 

20μ !l z 11.001.20 1.41321| 2.002.40 2.8264 1.90 2.28 1 2.68561 3.80 4.56 5.3712 
y I 1.00 I 0.80 I 0.58641 2.00 1 1.60 1.1728 1.90 1.52! 1.11441 3.80 3.04 2.2288 

25% 
1 1.25 1.50 1.7667 2.50 3.00 3.5324 2.375 2.85 3.357 4.75 5.70 6.714 
y 1.25 1.00 0.7331 2.50 2.00 1.4602 2.375 1.90 1.393 4.75 3.80 2.786 

30% 
z 1.50 1.80 2.12 3.00 3.00 4.72b 404 2.85 6.84 8.0564 

U 1.50 1.20 0.8797 3.00 2.40 1.7595 2.85 2.281 1.67161 5.70 4.56 3.3432 

4M Z |200 2.40 1 2.82691 4.00 3.80 4.56 1 5.37121 7.60 9.12 10.7426 
y 1 2.00 1.601 1.173 1 4.00 3.201 2.346 3.80 3.041 2.22881 7.60 6.08 4.4576 

50M l |2.50 6.00 7.0673 4.75 11.40 13.428 
i y 2.50 4.00 I 2.9325 4.75 3.801 2.786 1 9.50 7.60 5.572 

60% 1 3.00 ~.~~ I ~ ， ~~~~ i ~.~~ 7.201 8.431 5.70 ~.~~ I ~'2~~~ i ~~.~~ 13.68 16.1138 
2.40 ! 1.75951 6.00 4.801 3.519 5.70 4.561 3.3432: 11.40 9.12 6.6862 

一

一

100% 1 ~ 5.00 6.00 I 7.0673 , 10.00 12.00 14.1346 9.50 19.00 22.80 26.8563 

i Y 5.00 ι州問お1 10 .00 8.00 5.865 9.50 7.601 5.572 19.00 15.20 11.1437 
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理論上は一般的に前表の如くなるのであるが挽割 4X 6cl11及 5 X 14cl11の寸法の開係により

て丸身%の数値は前表より 著しく 制限せられ或数値以上のものは質在ぜざるこ と':.. t:J..るのであ

る. gp ち右 2材種に就て寸法の関係より考へら る L 最大限度の丸身%及其揚合の丸身厚 x2え y

を示せば

CIJ 4xGcm 

(1) 2 方丸身の揚合

| ば偽

A陀 ーふ -ð~~

(ロ〕 す=1.50 の揚合 ;Z22

x=3.0c (ハ〉プー =2.41 の揚合誌y y=1.245cm 

(2) 1 方丸身の揚合

(イ) _::_= 1.0 の揚合 x= y=4cl11 
y 

(ロ ) xー =1.5 の揚合必=Gcm
u u=40ln 

(ハ) ~=2.41 の揚合 立;=G.Oc
y y=2.49cm 

ィ

l
l
ll→l
一

(ロ〉 ニー = 1.5 の揚合 x=7.5cr 
Y ~'- J v..... """'-1 Y = 5cm 

〈ハ) ~ =2.41 の揚合 x=7CI11y -~.-.~ ...... 'w1 L:I Y = 2.9c J日

(2) 1 方・ ;;!L身の揚合

(イ〉 ;=1.0 の揚合内=5Clll

( ロ〉 二二= 1.5 の揚e私自合 x=7.5clll 
y -~.~ v..... = cl Y = 5cm 

( ハ〉 ニ~ =2A1 の揚合 x=12.05
y y=5cm 

(イ〉

V
N
 

ph
u
 

叫

%

は

C

円
U

円
υ
1
4
-

3

0

3

=

 

=

1

=

0

 

2

ﾗ

O

0

 

-
、

Y

4
i

=
1

一1

げ
山
く

古
川
一M
M
N

ピ

3
→

、

3
一4

ゆ
)
一
)
引

一o

-
一
μ
一
片
」一
1

一
刻
&

一‘

叶
崎
町

一町
川
=
=

q
i

一;
d
M
M

m

…

' 一
一
4

身
身

匂

i

ル
ペ

R

d

-川
U
I
U
v
l
u

=
づ
山
一
以
」

F
J
F

L
y
M

一
一

丸身%=会x100=峨

10 
丸身%=三百ーx 100=50%

8.49 
丸身%=τ百一 x 100=42.5% 

CIl) 5 x 14c日1

(1) 2 方メL身の揚合

(イ〉 す =1.0 の揚合戸内rn

20 
メL身%=38一 x 100=52.G%

25 
メL 身%= 3~ x 100=65.8% 

10.8 
メL身% = 一一一 x 100= 52.1%38 

10 
メL身タザ= 38 x 100=26.3% 

一
O
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I1!P ち t担割中例示の材極にては丸身%の最大限度のものは 26.3% より 65.8% の聞にあるこ と

を生日る。

三えにííé割の同一傍件のヌL身に付てt担割メL身表示法による丸身% (最大〉と之に該賞する板類

のメL身表示法 tてよる丸身%と を比較釘JITIすれば

数身，
寸
志
J穏K

A
 

4
4
 

x 
y 

I ~身の最大な | 扱剖丸身問に
る場合のxL立 y I s- る丸身%く最大〉

板類丸身表示法に
ι る丸身%

‘4 x 6cm 2 方)L身 ~= 1.0 12 3 
y y =3口m 20 x 100=60Yo ' 4プ x 100=75 Yo

/γ 11 ~=1.5 x=3cm 10 2 
y y=2clU 

一2Õ x100=50Yo i"-X100=50% 

ゲ '1 ~=2.41 x=3cm ー82←.40-9 x100=42.5% 1-.2z4-5 x100=31.194 
y y=1.245cm . 

I! ---"'-=1.0 
x~4cm s 4 

1 方丸身 y y=4cm 2-0 x 100=40% つr x 100 =100%

I! '1 ~=1.5 x=()cm 10 4 
y y=4Clll 三百一 x l00=50% Tx100=100% 

" 
I! ~=2.41 x=6cm 8~~9 x 100=42.5 

2.49 

U y=2.49cm τ2()- x 100=42. ラ4 --4-x 100=62.3% 

5 x14cm 2 方丸身 ~=1.0 主 =5cm 20 5 
y y=5日III 38-x 100= 52.6% i-x100=100% 

I! I! ~=1.5 x=7.5cm 25 5 
y 型 =5cll1 38 x 100= 65.8μ i-x100=100% 

~=2.41 x=7cm 19.8 2.9 
I! I! 38一 x 100=52.1% てf- x100=58% y 百 =2.9cll1

~=1.0 x=5Cm ]0 5 
I! 1 方丸身 38 x 100=26.3% ﾕ X100=100% y 百 =5Clll

" x 二1. 5 x=7.5cl11 12.5 5 
I! 一←38 xlOO=32.9Yo ﾕX100=100Yo 

U 1/=5cfI1 

~=2.41 x=12.05cm 1一7言.喜0一5X100=44.8P4 
5 

I! Jγ マí x 1 00 = 1 00 Yo
主 y=5Clll 

即ちííé割丸身表示法によ る丸身%と板類の夫れとの聞に著 しき差異のあることを知るであら

う口市之と関聯して挽割の丸身 20% の傍件に該常するメL身に付て之を板類の丸身表示法によ

り 現ば したる丸身%と釘J目すれば次表の如く之亦雨者の聞に大なる差異を認むるのである。
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雲喫L2 1 20%

板丸身 1 :丸身%
表示法

林業試験報告 第三十二 ELE

メL 身 厚仁cm， x 及 ρ

備考板Jr..身表示法による Jr..Jr%欄は 4x6Cll1材にてはす x1肌 5 X 14clU材にてはす x 100 の

数値にして y は上欄扱削丸身表示法に於ける夫々の y の数値を用ふ

以上を綜合するに同一傍件の下に丸身の数値を比較する時は挽割の揚合はfIj材に比して著し

く低減し.板材に比すれば若干減少する必要を生やるのであって斯くして初めて挽割の丸身数

値は他の 2 材種と均術を保ち得るのである口

第六類 丸身と其長

製材のメLlきは木口の角部に現はる L と共に材の長に沿ふても亦現はる L ものである.而して

木口 i亡於ける丸身のj伏況のみにては丸身の全般を示すことは困難であって，ヌL身の長を同時に

現はして初めて丸身全鑓としての程度を明にし木材の使用{買値を許置するに充分の資料となる

のである。

ブL身其物の程度と丸身のー長を綜合して品等1ó1分の要素とすることは我固に於ても所々に行ば

れてをる，其材種も小角.貫等をと初め小割，板割.四分板等に迄之を及惜してをる所も あ る.

米固に於ても既越の如く丸身の長をー要素として規定してをる口

メL身長の表示法は丸身長の材長に劃する百分率を以て表はすのが遁嘗である。而して丸身其

物の程度と丸身長との開係は或比率を有するのであるが材種により又同一材鹿にでも丸身の現

はる L 教によりて其趣を異にするのであるから各材屈に付き攻究する。

1. =Ife角

鵠角の内最も普通の出来合品?とる心持小角材に付て見るに其木取は失固の如く行はる L のが

常であるO
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α を丸太の末口断面とし其直径を d

とす口

EMFGHIJKL を丸身付

角材の断面とし角径を y とし 4 謹相

等しきものとす
/一、 /戸句、 r一、、 /一、

EL, FG, HL KJ を丸身の部分と

し其丸身を x 5弘.とす

末口に於ける ι% の丸身は元口の

方tて進むに従ひ漸弐遮減1...-.或る長

の所~C至れば丸身は零と怠る、師ち正

角のM態に怒るのであるが其時の正

角を ABCD と し丸太の断面を

乱直径を D とする.丸太の直径.の遅場割合を長 2米に付 3 糎. 4米に付 6糎とする時は丸身

付の角が正角のfI)\態に達し?とる時の末口よりの材長 f 及其部分に於ける丸太の直径 D 或は雨

直径の差増 d'=D-d は計算により求め得る。

EO= ゾ(AM-AE)2+府但し AE=AM x 合

EO=万δ なる故.上式の関係によりて

互N=互百-NO=AO一、I CA11I- 瓦7JY+M02 とたる

AO= 1.414xAM, d'ニD-d=2xAN なる故上式により

d'=2{ 1.414x互E一、/(互万一瓦E)ヨ+MC戸} と君主る

今之を一般式にて表ばせば

日fl山台-jcすーを寸江)2+寸)2} ...... ... ..... {1)

之を整頓して

イ1414ー jC1-青山)

又 y=0.707x d たる故上式は

=0川 1叫(1-赤川} .............................{ 3) 
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4m : 6cm :: lm :内1 な る開係ある故 JU1=tt × drm

長さ 4))) 材に封する 1m �;; %を求むれば

i旦× 100=-JEL-× d'Gm × 100=1L × loo-- …. . . .. .. .. ...・ H ・ (4).fmx6cm " ~V~ ，， ~ VV- 6 

d' 
長 2m 材に ;il1-iする lm の%は3x100 となることは勿論である

(2) 式内{1.414ゾ(1-赤川~} の即吟味す- ;0 11: 
d'max は x% =100% の時にて此時 d'=0.414xy となる

d'min は x%=O の時にて此時 cl'=O と 主主る

cl' は聞で丸身のものに付ては角径 y との関係は直線式となり又

d' は同一角径 y のものに付ては丸身 x% と の関係は Parabola 式となる

上記の式によりて種守の角僅及ヌL身%のも のに付き d' C (2) 式〕及丸身長% C (4) 式〕

を示ぜぽ次表の通りである。

材種 「リ %α %) 1 5イ 川内μ|叫0% 1 50ガ同町
x%のjL身がO となる時 em cm cm cm cm αn C田

の直径の涯1曾寸法 (d')
0.3123 0.618:3 0.9144 1.2015 1.742330% 2 2.664 3.083 3.726 

向上の場合に於げる丸 % % % % ヲ五 % % 

身長の材・長
5.2 10.3 15.23 20.02 29.021 37.17 44.4 50.55 62.10 

4ml二到する %
fI 0.347 0.687 1.016 1.335 1.935 2.478 2.960 3.370 4.140 

ヲ五 % % % % % % ラ五 ラ4
υ 5.8 11.43 16.93 22.2 32.24 41.3 49.32 56.15 69.0 

u 0.3817 0.7557 1.1176 1.4685 2.1285 2.7258 3.256 3.707 4.554 

ラ4L % % % % % ラ4 % ヲ4
ノγ 6.36 12.6 18.61 22.81 35.47 45.43 54.26 61.78 75.9 

11 0.4164 0.8244 1.2192 1.6022 2.322 2.9736 3.552 4.044 4.968 

% % % % % % % 弓4 手4
'1 6.94 13.74 20.32 26.7 38.7 49.56 59.2 67.4 82.8 

11 0.5205 1.0305 1.524 2.0025 2.9025 3.717 4.44 5.055 6.210 

% % % ラ4 % % % % % 
υ 8.67 17.17 25.4 33.37 48.37 61.95 74.0 84.25 103.5 

小角の木取は普通心持材 4方丸身付のものが多いが.材屈により叉木取の都合によりて 1 佃

の丸太より 4本取或は 6 本取となる.然かも 1 方に偏したる木取を行ふことがある、従って 2

方或は 1 方丸身付の小角を生産するのであるから . 斯る揚合を説明してメL身%と丸身長だとの

関係を考指し友ければならぬ. 而 して 1 方丸身又は 2 方ヲL身の時は 4 方丸身の揚合に比し丸身

長%は著しく趣を異にするのであるが. 1 方
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直径 40 糎の丸太より 10 縄角 6本を木取る時は雨側に 1 方・jL身の小角材が生産さる L ので

あるが.此揚合は後段陀述ぶる挽割の 1 :11・丸身と同ーの関係を示すのであるから後述税制 l }i・

プL身の時の関係式

日[J{Jφ2ー〈子Y+AEr+(子〉ヨ- ~ ] 
を用ひ本式の悶子の数値を失の如く定むれば

d=40Ctll , T= lOcm, W=10x3cm (10cm角〉

瓦E=21Z±EL × t=JL古 = 0.32 x X , Cゴ互=1の250 '''V- 250'v 
V'V_' ..V, , AE 

d' 及メL 身%は~く表の如くたる。

材

IO X 10cl11 

(1方丸身〕

jL 』宇 。"/0 Cx%) 

x%のヨL身がO となる時の
直径の渥柑寸法 (d')

同上の場合に於ける丸身
長の材長 4rn に釣する ~6

5 M 
70 

ぴn

2.184 

36.4% 

10 % 

αn 

4.492 

74.86% 

15 予五

crn 

6.906 

l15.1% 

以上は丸太の木口を正固としEつ其直径は規則正しく遮士宮するものと仮定し・て丸身%と丸身

長%との開係を示したものであるが‘丸太の形tLkは規則正しきものでないから 、 メL身は材長に

沿ふて必やしも連続して存せヂ‘途中にて中断することがある叉曲の関係によりて元日に於ても

ヌL身を見ることもあるが此等の揚合の丸身長%は丸身の有ーする部分の合計の材長に劃する百分

喜容を以てするのが、適営である口

2. 板 及 盤

α を丸太の末口断面とし実直径を

d とす.EBCFGH を丸身

付板材の断面とし幅を W， 厚を T
〆'ー、 〆ーー、

とし EH GF を丸身の部分とし

其メL身を X% とす

末日 i亡於ける X%の丸身は元口の

1itL進むに従ひ i斬失遮減し或る長

の所に至ればヌL 身は 零となる 印

ち正角の欣態1C:fJ:.るのであるが其

時の正角を ABC D とし、丸

太の断面を乱直径を D とする.
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丸太の直径の遅場割合を長 2米に付 3 糎‘ 4 米 Il:付 6 糎とする時は丸身付のものが正角の欣態

に透し?とる時の末口よりの材長 J 及其部分に於ける丸太の直筏 D 或は雨直径の差士宮 d'=D-

d は挽角の揚合と多少、趣を異iとするも計算により求め得る。

EK= .!EOヒ万歪岳，互E=AB 一主ーJbU--Ul1.. -, Ab=.fl.liX 100 

亙百= It，/ÄK百万K2= へ/弓E↓歪li )百三千万Ji2

=JfZE H ーと+ 昂て市2 1 2十百fzt.fi.D " 100 

互111=互万一回=互(J-EO= .! {亙B>く -L+ XE52=万KT+冠王-EO-"'1 l~~~" 100 It，/ ~V V H.) 

d'=D-d=2 xAlJ11'J_ る故

日[j\ ABx命十 J百五2l宮崎-EOJ と なる

今之を一般式にて示せば

グ={j{J弓J日子山×寸~o }¥ (子)2_ ~ l""( 1 ) 

卸ち d' は d， W, T 及 z劣 l乞関係を有し角材の揚合よ りも複雑となるのである。

4m : 6cm :: 1m :伽 なる腕あるい=哉Xd'Clll 

lm 長 4m 材t哨する lm の加えむれば 4~ x 100=石主Efdfcm × 100

, 71 

=すx 100 ・・ . (2) 

d' 
長 2m 材に封する lm の%は-i- x 100 となる ことは勿論である

(1)式山[j{ j( ~云予+ Tx 1~0 }二(与y- 引の性質を吟味するに

d'min は X %=0 の時にて

グ={j{jc千)2_(子)2}~ C与〉ヨ-4〕

={jφヨー(子)2+ C J;-y_ ~ J=ヰー千戸o

一一一一 100 d'即位はお ヌ~ =100% の時比て即ち AE=AB x 一一ー=AB と なる
100 

日[j{ jφtJ(与Y+ T}2十 (1Z〉2ーす〕 口
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/ , d , .> , W 一一
従ってイ守)2ー(す〉空十 T=AR

統-

Jえもアーに:rr; )2= j云玉三z二琵

の絡まE材オミ第四主主

故に d'ma凶{jAK川41〉2一手} =2f子-ι}=D-d

,þ 

上式によりて種々の丸太直径.板の寸法及ヌL身%に付き d' C (1) 式)及丸身長%C(2) 式〕を

示せば衣表の通りである口

材

a〈時ud%の'の〉直;lL径身申9遁'0増と主寸法る cm cm cm cm αn 

1.49c5n231 !1.86CU9 1 
cm an 

0.186 0.3822 0.554 0.7454 1.1194 2.2447 3.7531 

2xllcm 
丸向上身41司長nにの揖1<吋合tす長l二る於%げ串

% % % 
12.4% 2 

% ラ4 % % % 
3.1 6.37 9.23 18.66 24.92 31.15 37.41 62.55 

11 0.2754 0.5508 0.8269 1.1034 1.6578 2.2138ヲ6891|; 2.771% 4 
3.3304 4.2906 

3x 12cm % % % ヲ4 % % 手4
11 4.59 9.18 13.78 18.39 27.63 36.89: 46.19 55.51 71.51 

11 0.128 0.2564 0.3848 0.5134 0.7712 1.0298 1.2888 1.5488 2.175 

1.6x30cm % % % % ラ4 守4 ラ4 % % 
11 2.13 4.27 6.41 8.56 12.85 17.16 21.48 25.81 36.25 

… i 印
11 0.0964 0.1936 0.2884 0.3848 0.5778 0.7712 0.965 1.159 1.94 

% ラ4 % % ラ4

21M  

% 
11 1.61 3.22 4.81 6.41 9.63 12.85: 16.081 19.32 32.33 

11 0.5616 0.1126 0.1696 0.2242 0.3364 0.449:0.56 1.1268 

0.7x30cm ?五 % % ラ4 % % % % 24 ラ4
u 0.936 1.87 2.826 3.736 5.61 7.481 9.361 11. 18.78 . 

怨 | 昔諮協叫室蕊矧志刻| 丸身Jr%ω 1
5
% 1ド叫0切%イ|ド15%ペ|ド川0切%イ|ド30%ペ作|ド4小0% 1ド6ω刈0伽引山%イ|

α を丸太の末日断固とし其直径を

害リ挽3. 

d とす.EBGFGH をメL身

T

し

を
と厚分

W川
棚

官
同

島
A

a
n
T

'
u
 

し

J
F

ム
」

e
r
-

嗣
(
釘

の
、
I

附
f
E

昏
古挽し

付
と

邸ち正角のj伏態になるのであるが

其時の正角を ABGD とし丸

の方-に進むに従ひ漸次選減L . 或

る長の所に至れば丸身は零とたる

末口 K於ける x% の丸身は元日

其ヌL身をお%とす

とする

強制には ~íj記の形献のもの L 外に小なる小割材を包含せる がIJ、割材の木取は一度前記の形*の

日，直径を D太の断面を
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ものに木取 り 更に之より 小制材を挽立てるのであって .A B Q N, .N Q R 0 , O R C D の

如きものが夫れである . 此揚合丸身は l ;1J・のみに存するのが普通である.而して厚は T と し

幅は便宜上 W'=子と仮定するo
丸太の直径の遮増割合を長 2米に付 3 糎、 4米に付き 6糎とす込時はメL身付のものが正角の

j伏態に達し?とる時の末日 よ り の材長 t 及其部分fL:於ける 丸太の直径 D 或は雨直径の差士宮

d'=D- d を求むる計算式を示せば次の遁りである。

EK= ,j Eël"~OÏí 2 

互δ- ，\居]{2+01ぞら J(AE千EK汗夜2

=J (AR+ 百二百千百2

羽三五o -MÕ=.AO-EOイ{AE+./E0 2_OK2 } 2 +δK2_EOJ
d'=D-d=2xAMì"J: る故

dニ2[J l AE+ ，/EO弓KT +百]{2ーお〕となる
之を一般式にて示ぜば

グニ{J~弓円子Y+ AE} +(与)!ー壬J.................{ 1) 

gp ち cl' は cl， W, T 及 x % IL:闘係を有し板と問機複雑となる

次に AE の性質を吟味するに 2 方・メL身と 1 方メL身とにより差異がある

2 方メL身の同・

説書!の丸身%= AE+AH+百万+DF
2~T十 !の x 100=x % 

の関係陀て AE=DF， AH=百とすれば=」亙土β互x 100 となる
T+W 

ヨたに .A E と .AH との閥係は第五類第三にて述べたるが如く種々の比率を示すが今

一一 T• W 
とすればAE=100L1 +p〕 Z となる即ち

AH = 1.0 の時はZE=11Er
:100 山

AH =1.5 の時は ZE=21L
AE 250 市

AH =2.41 の時は互E=主L
AE 341 -

( 1) 式の互E IL:上記聞係を挿入すれば夫々の場合の d' を得らる
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1 方丸身の時

AE+  .AH 
t担割のヌL身5U=2(T+TYJ × 100=39U となる

苦=1.0 の時は立=笠十見
200 

ゴ主=1.5 の時は互E= 2(1三E上 zAE - , ..~--- 250 

AH  
で三ァ=2.41
AE 

の時は AE= 2(T-土空Lx
341 _v 

統 275 

小割材の時は高Îj越の如く
w 

TV'= 一γと仮定すれば w の代りに 3 W1 を代入する こ

と L なる

4111 : Gcm :: lm :仇m なる関係ある故 Jm=tt×仇m

長 4m 材に釘する lm の%を求むれば

111 " ~ ~ 4m ,. " ~ ~ d' 
主主一×100=zd話E× drcm × 100=τx100 … ・・ (2) 

長 2m 材凶する lm の%は与x100 となる

(1) 式 日(J(Jφ2ー(~ Y+AEr十 (JZ〉2-4〕の慨を吟味するに
AH  _ _. __~ T十 W
で三~=p とすれば.但= _ ~~ __ _ x となる故之を (1) 式陀代入すれば

- 100(1+p) 

グ={J (~/ ( ~ )2ー (fF〉宮+1:02Lzh(与〕2-4〕
ぉ = 0 友る時は T， W, p の如何に開はらや

制ll={J而手口事2}2+(~y一千〕ベ壬-4〕=0
-.~ T+ TV 

x=100 の時は AE= -l:"干五ーと友 り . T, W， p の如何に開はらや

向玄={J(/吾川子Y+AE}2十(与Yー4〕=D-d

今鵠割 5 x 14cm, 4 t: GClll の 2 '材麗t乙付きずくの如き依件tとよりて上記の計算式より

直径差増 (d') 及丸身長%を求むれば

5x 14crn の揚合

AH 
d=40cm, W=14cm, T=5cm， で=ヶ=1.5 とし 2 方ヲL身の揚合と 1 方・丸身とに匝分

, AE 
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し、材長を 4m とす

4x6 cm の揚合

d=4仙O仇巴叫n
AE 

1 カプL身の揚合のみ。材長を 4m とす

材 件 ヨL身%くx%) 5 % I 10% 1 15% 1 20% 1 糊 I 40% 1 50% 

d2=方410Lc身m 2時%のの直丸径身のが涯O噌と〈な寸d佳'る>
cm αn CIl、 cm Cll1 αn α。

0.712 1.43 2.1432 2.861 4.314 5.714 

AIl 
丸同4身上田長のi二の揖期材告すに畏弔』持うける

% % % % ラ4 % 
AE =1.5 11.86 23.83 35.72 47.68 71.9 95.7 

d1=方4丸Oc身皿 ff 1.43 2.861 4.314 5.744 一
Al-1 予4 % ラ4 % 
Aー~E=1.5 " 23.83 47.68 71.9 95.7 一

1 方丸身
" 0.2098 0.926 1.646 2.37 3.866 5.286 6.758 

d=40cm 
AH  % % ヲ61 . % ヲ4 ヲ五 % 
でAE= 1.5 ff 3.49 15.43 27.43 39.5 64.43 88.1 112.63 

以上各材種に付て丸身長%を比較するに夫々特色を有してをる. I3P ち挽角の丸身長76の数値

はヌL身%の数値とIl洛同一傾向を示し丸身長%は丸身%の士宮1J11と共に遮増するも丸身長%の相un

容は若干僅少の傾向がある口然し之は 4 方・;;L身付の場合であるか、 1 方ヌL身付木取の揚合はメL

身長%の数値は丸身%の数値より 著しく大にして然も急激に増大する傾向を有し‘ ífé割と訓告同

様の傾向を示してをる。板類にては丸身長%の数値は丸身%の数値の約牛分位主主るを普通とす

るが板の隔によりて其関係は著しく相異を来し、隔の狭き板にては挽角と同じく丸身長%と丸

身%とは時間一歩調を取れ隔の蹟き板は丸身長%は丸身%の約二分の一乃至三分のーの程度

を普通とする。挽割にありでは前記 2材種と全 く趣を異t'C L..概して丸身長%の数値は丸身劣

の数値より大にして 21喜内外に透する、従ってメL身%が 40% 或は 50% の揚合に於てメL身長

%は既に100%位の程度に達するのである 。

第二自 社}1

守ガリ

裁に云ふ曲は木材の長のカ・向 K於ける智曲を指1得するのであって丸太、柚角等の素材と製材

とに医別して考ふる必要がある、素材の曲は先天的であって其程度によりて製材に際して利用

吾容に著しき差異を来し大怠る触鮎と怠るのである口製材の曲は木材の牧縮或は材質の不均一等

の原因により製材後K起るもので後天的性質を有し素材の曲とは全 く原因を異にしてをる. f古I

製材の曲は菅IL:長の方-向わみ君主らす=幅及厚の方向にも王見はる L ものであるから製材に付ては別

種の蝕鞘.狂として取扱ふのが便宜である.依って教に云ふ曲は素材K限定する。

一般に曲I3P腎曲の程度の表示は轡出の最大矢高が脅I蜘の雨端を連結する総I3Pち弦の長にまJす

る比或は百分率を以て示さる L のが普通である口
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今 ZZB を酬とし五五を其弦とし之を 1 ﾎl: 

て示し DC を最大矢高とし h を以て示せば聾//τナ~D 曲の度合はJト 100 にて現はさる L ので・ある o

我聞に於ては丸太の出は製材上重硯せらる L 触賭であるに不拘.従来之に閲する明瞭なる測

定表示法を規定するもの殆んど無く極めて漠然たるもので・あった。曲測定法としては如上の一

般的の方法に準協し、 [出の度合に付ても大rJh. 小 rl11等抽象的の字1tj を!日ふるに過ぎなかったの

であるO

丸太の fl11 は製材利用率に彰響するものであるが利用率の大小と出の大小とが11階順躍する様曲

度合の表示法を定むることが肝要で‘ある、然るに一般的b法によるF1a度合の表示法にては利用

率を充分に表示することが出来ぬ重大なる故陥を有するのであるo

~h を存する丸太の製材木取の方法は普通次の如く行はる L のであるO

上国は長 l， 直径 d 主主る曲を有する丸太より板或は角材を製材する揚合の木取を示すもの

であるが板或は角材は A の部分より木取られ B， C 及 D の部分よりは殆んど製品を生

せ歩全部慶葉ぜらる L のである..iJ(直なる丸太にては B， C 及 D より向若干製品を生産

し得るが曲丸太よりは之を望むを得十之がため利用率は著しく減少するのである。

曲丸太の木取法より集守るに製材利用率は材の長よりも丸太の直径により以上密接の関係を

有する白直径. 長、曲度合の三者を種々に綜合し各揚合に於ける製材利用率を検討するに多く

の揚合に於て丸太の直径は材の長に比してより以上利用率と緊密の関係を有するか!ら丸太の曲

表示法は曲の最大矢高が丸太の直径に封する百分率を以て表はすを誼営とする。

p， ，，- 今丸太の曲度合を表示する方法として一般的方法と上記の如き丸太特有の方法と果して何れ

が製材利用率 1l:)1慎癒するカ、を具躍的に比較するに先ち、丸太の直径、長.da の最大矢高とを組合

せ之を6 種類に匝分し相互の比較を行ひ.然後曲表示法と製材利用率との比肢に論及せんとすD

第 1 :flI!:の組合

A 丸太

.11' 丸太

m 
1 =2.0 

町】

1'=2.0 

m 

d =0.30 
m 

d'=0.60 

m 
h =0.045 

m 

h'=0.09 



278 林業試験報告 第三十二銃

第 2種の組合

/)  , I 
十一時一一 一 十一一一ー 一_ -_.&一ー一一一一一 一→1

1 ト一一一 _ _L._ ー『一一寸1 1 

1............... /1 、......._ :, . '" --〆 1........ __..",......- r.......... 下一

A 丸太

A' 丸太

第 3程の組合

m 
1 =2.0 

m 

1'=4.0 

III 

d =0.30 
ロ1

d'=0.30 

一 一一-- _- _ ← L~~ 

h =0.045 
m 

h'=0.045 

/ で『ごーー← ，~ 一一一てフオ\ 平司
Ai( 下::::-----... -f，.'、~==---+-4 ) �.d:J 

\,. 1.. I \,.1 / :' 
W‘手ζ ヨー -- --司一一ーーーー竺ト，-r... ...-- 一-_......_ 一一五捗る一一程一
、、_一ーーーーーー-- <:-...j1、 --=--

A 丸太

A' 丸太

第4種の組合

A 丸太

A' 丸太

第 5種の組合

A 丸太

A' 丸大

m 
1 =2.0 

1'=2.0 

w 
1 =2.0 

m 

1'=4.0 

m 
1 =2.0 

m 

1'=2.0 

m 

d =0.30 
III 

d'=0.30 

d =0.30 
III 

d'=0.30 

d =0.30 

d'=0.60 

m 

h =0.0225 

11'=0.045 

III 

h =0.0225 
m 

11'=0.045 

m 

h =0.045 

h'=0.045 

~d ' 
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第 6 極の組合

(←一一一六一一一一一一---G一一一一一寸
I I←一一ーーーーぷー一一一一一」 l 

A 丸太

A' 丸太

ru 

1 =2.0 
rn 

1'=4.0 

m 

d =0.30 
m 

d'=0.60 

m 

h =0.045 
n、

h'=0.045 
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以上 6 種の組合を一括表示し更に雨方法による曲%を示せば失の通りとなる口

t 

山 % 

h _ __ h' 
寸ー100， 寸7"-100 l す1∞， 3100

IU IU m 0.045 0.045 
2.0 0.30 0.045 -&X100=2.25% 0.3σ x l 00 =15% 

第 1 種
0.09 0.09 

I A' 丸太 2.0 0.60 0.09 一五百- xJOO=4.5% 可JlOx 100=15% 

A )L 太 2.0 0.30 0.045 
0.045 0.045 
ョ:百:'_ .I{ 100=2.25% 可五百- x100= 15%

0.045 0.045 
A' メL 太 4.0 0.30 0.045 一正否-x 100= 1.125% す五百-x100 =15%

A 丸太 2.0 0.10 0.0225 
0.0225 0.0225 
~否-x 100= 1.125% 可五万 x 100= 7.5μ

0.045 0.045 
. 

A' 丸太 2.0 0.30 0.045 2F  x 100=2.25% 可王子X100=15% 

2.0 
0.0225 I 0.0225 

A 丸太 0.30 0.0225 ヲyx100 = 1町 l 而刈o…%

4.0 
0.045 _ _ _ I 0.045 

A' 丸太 0.30 0.045 一玄ü::._ x 100= 1.125% i 0.30 x 100=15% 

A 丸太 2.0 0.30 0.045 
0.045 
~百:._x 100=2.25% 

0.045 
す:百 x100= 15%

A' 丸太 2.0 0.60 0.045 
0.045 _ __ _ __ I 0.045 
2Fx100= 2お%可.60 x 100= 7.5% 

A. )� 大 2.0 0.30 0.045 -0 M045-X1曲= 2 描μ ll 0o0す4σ~x1叩=15%
0.045 ___ _ ___ I 0.045 

A 丸 太 4.0 0.60 0.045 4.百一 x100= 1.125% i 0.60 x100= 7.5% 

A , A' 雨丸太の組合は以上 6 種にて全部の揚合が網羅せらる L が前掲 2 種の曲表示法が同一

傾向を示すものは僅に第 3 極及第 6 湿の 2 の揚合に限られ他の 4 の揚合は雨方法会〈避を異に
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するのである。

ん刊て何点烹柊ぶ泌ぶ冷淡ミミおてミミマ:-:----__

C~ '" :Q) I~髭P- i-tq弱Nソ

丸太の fla による製材利用率とは曲其物によ

りて製材木取上首然鹿棄せらる L 部分を除き

?とるもの L 材積の丸太の全材積にまJする百分

率である.而して腔棄せらる L 部分を基準とする時は慶棄容と忽り利用率とは正反釣の見方と

たるのである。

rl:hにより陵棄せらる L 部分は rllJの内面にては EDK C H Ilζ 外面にては A GB F の

部分であ!J .利用ぜらる L 部分は AEKHBG であるD

丸太の直径.長.曲度合等の種々の揚合に付て内面及外面の底莱せらる L 部分の材積を計算

すれば各揚合に於ける腔棄率及利用率を算定し得るのである。

第 1 丸太の曲の極めて僅少なる揚合
，-ー\

(IJ 丸太は細りたく且つ図形に|出るものと仮定し長 1 尺君主る丸太が第 1 圃 ACB の如く

曲り . CD=h 尺 (CD は丸太の中央に於ける flll の最大矢高とす). AO= OC=r尺となり

たる時に

第 1 園 1, t.乙AOC の大さ

A 

係闘の一品
げ

珂
鮎

「
G

求

f
A

を

O
B
 

B 
ζAOC=α J'adian と し 五百=1'尺とするときは

〆-、

AC=t・α尺・・・・・……... . .. ... …・・・・・ ( 1 )

、
B

ノ
口
L

f
『
、、川7

一
一

α
 

nu c
 な る関係式が成立する

n? n-t 1'16 

然るに Cosa=] 一言，+ す「一言下+…

--ー、、 t

k して AC=yfJ: QB#l係あるにより (1) 及 (2) 式を満足すべき α は

2o.h α2αt 0.6 

一「ーす+τーす+・… - ・ =0 ・・・ ・・ ・・・・ ・ (3) 

を渦・足せなければ主主らぬ.然るに Oくαく1 なるによ り

(α= 0 の根は本問題fL: î適せね〉 α6 以上の項は省11浴して

48h 
α3-12α+ーす一=0 ・…・・…-… ……………………. . …….... ・ H ・. . -( 4) 

即ち h=O.l 尺、 I=G.O 尺を入る L ときは
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α3-12α+0.8=0 

之を Newton Rapbson l¥Iethod Iとより f砕き

α= 0.06669 rad僘ns 或は 3
0

49'

叉 h=O.l 尺 . l =12.0 尺を入る L ときは

α= 0.03334 radians 或は1"5.5'

三えに第 1 闘にて Ãè， A C', =4亙は夫々

〆'ー、、 一一一ー " 
AC' =1 αA C'=21" sinす， AD=r sÍl;αp 

なる開係を以て表はし得るものであるが α の小怒る 1û立に釘しては

smαキα

と見て差支なき故本問題に於ては

AC'=AC'=AD 

と見て研究を進むるニと L する

参考 h=O.l ~尺 l =6.0 尺程度の曲りにては

〆'ー『、、 一一一一 一一一

AC' : AC' : AD = 1 : 0.9998 : 0.9993 

怒る割合となる

281 

C II J 丸太がゴおの如く曲りたるとき其雨脚結ぶ直線 E と丸太各黙との距離湾

と F'Q (F' は PQ と AC' との交鞘である〉との関係を求めんとす

第 2 圃 第 2 固に於て D 貼を Origin とする園 O の方・

程式は

x~+グ+2(1・ -h)y十hl-27・h=O・・ ・ (5)

又直線 AC' の方程式は

一主ー+宅一 =1 或は
l ' -,ï 
2 

-2liω +ly=lh- 田 川…・・....・ H ・ ...... -( 6) 

(5) 式の y が PQ に相常し (6) 式の同じ

x IL iYttする y が F'Q IC相嘗することは容易に了解し得るであらう

(5) 式により Yl=(h- 1") 士、/戸工x'!. ………・・・…・・・・…・・・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・… ・ ・ (7)

(ß) 式tとより lfJ=牛肉+l) ...............................................{8) 

(7) 式の double sign の+をとり Y1ーがを見るK
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j一一一一c- 2h 
YI-Y/= 、/ j"2-X12 ー?・- -�" Xl (=f(x) と名づける〉

とたり x=o 及 x-一七亡ては fω=0 と怒り其の最大の値は

fCx) の徴分係童文を求むることにより

/ 4h2r.2 

Xl=イ I可否2 のとき即ちん=0.1 尺 . l =6.0 尺

の如き曲に方舎では

f(x) =0.024 尺と友る

放に本問題に於ては丸太各f/.J}_î と丸太の雨端を結ぶ直線との距離を表はすに (5) 式の

代りに (6) 式を用ふること L し (6) 式の Ol'igin を丸太の一端に移し

y=1附…………...・H ・.....・ H・"…………'"・ . . .. .…. .，・ H ・'"・ H ・'"…. ... ・ H ・ {9) 

たる形により示すこと L する

教に川は rlhの矢高と丸太の長とにより定まる常数で第 1 控乃至第 6 極の揚合の A 丸

太及第 4，第 5 極の揚合の A' 丸太に於ては

0.05 
m=aー ……'"・ H・-… H ・ H ・.....・ H ・ .....f ・ H ・. .……・・……-….. .・ H ・- ・…・ ・ (9a)

第 1 及第 3種の揚合の A' :丸太に於ては

0.1 
m=一γ……H ・ H ・" …. .. ..・ H ・ H ・ H ・-… H ・ H ・.....… …H ・ H ・-….........… ・ ・ (9b)

第 2 及第 6 麓D揚合の A" 丸太に於ては

0.05 
1n= -6-' ・ H ・ .. .・ H ・....・ H ・......・ H ・-…'"・ H ・....……… ...・ H ・..……..…(9c)

なるf直をとる

C III J 

第 3 固

牛佳 α 主主る園の高さ h 主主る Segmen七

の面積 (.1. fC て表はす〕は理論上

ﾗ
 

1

ノ'
A
 

α
 

f
、川一2

噌
A

g
o
 

nu C
 

9
4
 

α
 一

一
4
1
 

ゾポー〈α-hY ・・…・ (10)

によって典へらるO

i技に CIJ 及 C II J に仮定したる事

が認、容出来るならば丸太の曲ってを

る部分 (第 4 園参照)の鵠積は (10)

式のんの代りに CIIJ の (9) 式
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4 国 の y を入れ夫々の丸太に相常する m

。

及 α を代入して x rc付て お= 0 よ

x り x=す迄積分したるものを 4 倍す

れば求め得らる L のである口町ち

て乙

V/=4 iFtAdzz4 i吋|α，~COS-l 竺二主ー (α-y)呼弓a-y)21clx .....,(11) 
.J I _ Lαl 
u忽=û u x=O ...... ...J 

さて 4αr 

ヰ!笠=t とをけば

x=O の とき t=l ，

dx= -_r:t__dt 
m 

, a一一τ，，--

x=ーをの とき t=一τニーであるから

• - αー苧 - ~. αー竿
=-1竺二 r'~a-COS - l tclt=- _i竺 I tCos-1 t-"";亡計ーで7

111 , 111 I I 

4M-(学y一半伽 1半〕 ω 
叉 J7(α-y)"";月平bf(…) "";(;2ヤ

α- ?J1 .. ?; =t とをけば -mdx=dt 

x =O のとき t= α， x=去のとき 同一与で、あるから

上式=すj;:九日dtt〔(dj

=iz(αlm-与乙〉41 (削

(12a) 及(12b) と より (11) 式の V' は
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/ ん 五五 lm l7九

hf?(J1一仁子二)~ーケ子ωsーと子)

一合(αlm-弓U4. (13) 

( 13) 式は丸太の山によ り使用せられや底棄する部分の賠償を示すものであ る カ、 ら 丸

太の全館債を v=πa~l とすれば

廃棄率はド 一平一 x lOO %) 

-・ ・ ・ ( 14)

v-v' 
利用率は p'= 一寸7ー x 100 %) 

により容易陀求め得らる~ 0 

(IVJ 以上の関係によりて丸太の種々の直径. 長 、 IliJの揚合に於ける材積の底葉率 とFlh度

合表示法の 2 極の場合とを比較針J!託すれば次表の逝りである。

l …l 

丸太の丸太の UIiの茨丸太 の 奨ぜらる 川 駿楽率 的 %

丸太の組合
長 直定里 大矢高金材税部分の材税

t d h V VF l 17VF X100 |了AX100 ll Flb100 
〈尺 ) I (尺) (尺 ) I (立方尺) (立方尺〉 同 日 % 

6.0 1.0 0.05 4.71239 0.06701 1 仰 i 0.83 5.0 
~1 積

A' ，丸太 6.0 2.0 0.10 18.84954 0.26793 1.66 5.0 

6.0 1.0 0.05 4.71239 0.06701 1.421 0.83 5.0 
~2 絡 ‘ 

Al丸 太 12.0 1.0 0.05 9.42477 0.13403 1.422 0.42 5.0 

A 丸 太 l 6.0 1.0 0.05 4.71239 0.06701 1.422 0.83 5.0 

, 

A'丸太 6.0 1.0 0.10 4.71239 0.19866 4.216 1.66 10.0 

6.0 1.0 0.05 4.71239 0.06701 1.422 0.83 5.0 
第 4 穏

A' 丸太 | 12.0 1.0 0.10 9.42477 0.31734 3.367 0.83 10.0 

6.0 1.0 0.05 4.71239 0.06701 1.422 0.83 5.0 
第 5 種

A' 丸太 6.0 2.0 0.05 18.84954 0.08028 1.426 0.83 2.5 

I A ;lL メL 6.0 1.0 0.05 4.71239 0.06701 1.422 5.0 

! 万 ;た 大 12.0 2.0 0.05 37.69908 0.16056 1.426 2.5 

ßp ち曲の極めて僅少なる丸太にて叫表示法す x 1批よるものは総ての揚合曲による慶

莱率と同一傾向を示すも ・ 版示法Jト 100 I亡 よる ものは第 3 種及第 G種の揚合同一傾向
を示すに止まり他の揚合は全く相反するのである。

第 2 丸太の曲の大怒る揚合
r-ー、、 一ー一一前記の童文値は丸太の rll l が極めて小なるものとし AC， AC を時間ーと看倣し得るもの と仮定
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.-ーー、、 ー一一一一
したる揚合の結果である、然るに rlil が大とたるに従ひ AC > AC と及り前記 (9) 式の閥

係をmふることが出来ぬ.依って前記 (10) 式

一日
叩

一
一
一

ゾ、
t

ノ
α
 

f
¥
 

一
一2

α

一nu 
ρ
U
 

α
 

のんの代りに上:))・の耐に釘しては • 
ゾ百亡x~ -?'!十 h'... . …..... ・ H ・.. ..…・・・・ ・……………・・ ぃ ・-一……… (1)

教に 7・1 は丸太上部を国間とする園の牛径

を!日ひ下方の曲に封しては

?で一、/石亡x2 "・・ H ・ H ・-…'"・ H ・-….. ..・ H ・. .. . ..・ H ・-…・・…….....・ H ・・…・-c 2) 

教に 1'2 は丸太下部を園周とする固の牛僅にて T2=n-d tz:相常する

を川ひ

上部の曲の材積は

IF+÷「。 -1α+ 1'， -h'- V1.，2_X~ 
= t~_~Lα叩8- 1

1..(1 I , 1 --1 (, - ・ 1 ー (α+ rt-h'一、/百二aP )x 

がふ1't- h'- .v目立)~}x ・ n ・ えも、

下部の曲の材積は

rz~+壬I α+ ヘ万了五2_ 1
=i tldCorTVTピ '-~-(α+ 仰ヨ-1'2} x 

ja2-(a+ .v日-r2)2J恥 ( め

によって典へらるに

但し誌に α は丸太の牛控. h' は丸太の中央上部に於ける曲の矢高、

J は丸太の全長とす

(3) 及 (4) 式の積分は極めて複雑で、あるから Gregory の公式

すJ:' + 'ヌぉ)dx=( ~ 10+Jtゆ+......+ι1寸ん)- ~ (/.1
-/0') 

ω3 / ...¥ 
十 720 ¥. 

j. '" -jo'" ) -十

教に wJo'=ðjoーすð2Jo+ヤ抑+

ω1/ =ðj. 十Jh7JJt4-
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を用ひ算出 (w=O.lOm 毎;fC) したる結果を示せば:9(表の如くなるD

丸太の 丸太の3霊長
丸太の

!日l の部分の材積 丸太全材:fi'tに霊t
長 直径大矢高 全材続 する出lの部分の

上部の材積 }V' 材積百分V'率x 
L d h V 下部の材積 上部部 j1-V 100 

(回〉 〈田〉 〈田〉 (m) 〈宜方ìl<:) 〈立方北〉 rll精JV (世 〉

• oomjom 5.58M1 f810% 2.0 2.0080 0.30 0.045 0.14194 
0.00358 2.52% 

2.0 2.0049 0.30 0.0225 0.14173 0.002町 0.00411
0.00126 

2.01%1 }290% 
0.89% 

2.0 2.0080 0.60 0.045 0.56773 0.00526 
川%) 29A0.93% ・ %

2.0 2.0096 0.60 0.090 0.56820 0.031431 1004567 
0.01424 

5 . 52ヲノ f 8.03% 
2.51% 

4.0 4.0098 0.30 0.045 0.28345 0 問~} 0.02276 
0.0069 

5.57%I 803% 
2.46%) 

4.0 4.0098 0.60 0.045 1.13374 0.022811 }003271 
0.00990 

2 仰} 2.88% 
0.87% 

備考 丸太の長は丸太雨宮市I1fjの直線距離

丸太の1霊長は丸太の l出(上部〉に沿へる距離

会材績は中央断面'fi'tx丸太の賀美

ヨたに前記の結果を A 丸太. A' 丸太の各種組合K誼!日し r111 による農薬率と曲表示法との聞係

を示せば-:j;く表の如くと怠る o

lm綬旧I 小ω I ~同 l 丸太の I 分11附の材 l i!?富直 の長 1主主主大矢i話 会材.ftt 軒 柑 rJll % 

丸太の組合

{I ~丸太 15% 
第 1 経

A' :丸太 0.60i 2.01 2.00961 0.0901 0.568201 0.045671 8.03%1 4.5% 15% 

{I ~丸太 15% 
第 2綾

A' 丸太 0.30: 4.01 4.0098: 0.0451 0.283451 0.022761 8.03%1 1.125% 15% 

0.301 2.01 2.00491 0.02251 0.141731 0.004111 2.90%1 1.125% 7.5% 
官事 3 種

A'丸太 0.30; 2.01 2.0080; 0.0451 0.141941 0.011501 8.10%1 2.25% 15% 

第 4程
0.30; 2.01 2.0049: 0.02251 0.141731 0.004111 2.90%1 1.125% 7.5% 

I A' .丸太 0.30, 4.01 4.00981 0.0451 0.283451 0.022761 8 . 03~;; 1 1.125% 15~G 

0.30, 2.01 2.0080: 0.0451 0.141941 0.011501 8.10%1 2.25% 15% 
第 b種

I A' 太 太 0.60; 2.0: 2.0080[ 0.0451 0.567731 0.016671 2.94%1 2.25% 7.5% 

{I ~丸太 0.30; 2.01 2.00801 0.0451 0.141941 0.011501 8.03%1 2.25% 15% 
第 6~霊

AI 丸太 7.5% 

卸ち前表により曲の大怒る丸太tとても曲表示-法zh- X100 によるものは総ての揚合性lJによる底
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_... h 
葉率と同一傾向を示すに反し. 曲表示法τ一 x100 によるものは第 3 種及第 6 種の揚合陀同一傾

向を示すに止まり其他の揚合は全く相反することを知るo

以上の研究により丸太の山表示法は曲の最大矢高が丸太の直径に封する百分率を以て表はす

のが最も合理的であることを知るであらう白

丸太は遺材IC:[際して往々根元の部分にある根張の位進材することがある ， 而して線張の部分

は特別陀直径が太く且つ習曲が甚しくなるのであるカ、ら rlÈの矢高を測定する K常りては根張の

部分を除かなければたらぬ。

以上は丸太に付て述べたのであるが村向も丸太に準じて取扱ふことが出来る も 只丸太では直

径をf:t J照とするのであるが柚角Kては角径を封照とするの差異があるのみである 、 依って丸太

及布11角を遇して曲の表示法は衣の如くなる。

出は根張を含ま古る内 I出面の最大矢高が最小径叉は最小越K主Jする百分率を以て之を表は

す。

第三目 木口割及目廻

木材の割は其原因立立に護生のj伏態K より幾多の種類に分類することが出来るが之を大別すれ

ば、 最も普通陀生やる割 (Checks) と目廻叉は目割 (Shake 叉は Ring shake) 及割裂 (Splíts)

の 3 種類である 、 先づ 3 種類の割の性質を吟味すれば

1. 割 (Chωks)

木材の縦の方向 IL長く生歩る割であって遁例髄心より髄紘陀泊ひ印ち年輸に直角に現はれ主

と して木材の乾燥に伴ひ不均一友る牧縮によりて生やるものである 、 割の位置. 形j伏. 原因

等ーによりて更に之を細別することが出来る口

(1) 表面割 (Surf回日 checks) 

普通日割(干割、 乾裂とも云ふ〉と稿するもので割が木材の表面に現はれたものである 。

表面割は木材の表面に随所に境はれ評通其長.帽、深は極めて短小で・あるが木口に接して

表面に生十る割は其長. 隔、 深が長大のものを屡々見受ける.而して此場合は必十木口 に

於ける割と接続するものである口

(2) 木口に於ける割

木口に於ける割は髄心より表面の方向に髄線に滑ふて存する割であって心持材の揚合は之

を心割 (Heart checks) と栴する.心割は髄心を中心として多数集合し星欣を呈する ことあ

り又長も匝々であって髄心より表面に貫通する揚合もある叉木口割は心去材の揚合陀木口

の一面よ り 反封の商叉は隣接の聞にtT遁することあり或は割が木口のー商のみに出づる こ

と L 只中間部にのみ存する揚合とがある口

何れの揚合に於ても木口に於ける割が表面に:民-通せる時は之を表面より見?と揚合には表面

割となるのである白
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(3) J蜂巣割 (Hon白y Combing) 

蜂巣割は割のー屈であるが製材の内部に存して表面に現る L ことたく偶々其部分を切断し

?と時に限り現はる L ものである、木材を人工乾燥により急:激に乾燥する揚合に生じ易き特

産の割である。

2. 目廻又は目割 (Shake 又は Ring shake) 

目廻は年輸に沿ふて厨形叉は弧欣を 主主して現はる L もので専ら木口に於ける割のJI':a扶より出

来?と名稀である.日廻材を製材する時は木取の方法により異怒り?とる割を生歩るのであるが.

目廻に角度ピ濡して切断したる鵠材には材面に縦の方向に長く割を生じ他の種の割と殆んど

差別がつカ、たい、目廻に平行に切断した揚合には撹材の板自国に目切れの形にて木自に滑ふ

て斜に深く割を生やることがある。

目廻の原因は菌害，獣害.風害.凍害.火災及乾燥の矯め生十る牧縮作用等を主とする、目

廻は会固に及ぶもの.一部の弧に限らる L もの或は 2段 3段等居を嬬して現はる L ことがあ

る口

3. 割裂 (Spliω)

木材が裂けて縦の方向に分裂したものを云ふのであって其原悶は目廻或は割と異たり概して

外力 tとよりて裂ける揚合が多い.尚樹幹の摂れ?とるものより建材し?と丸太を製材する揚合に

木理と関係なく到の方向に割裂を生十・ることもある.而して前者の揚合は表面と木口に同時

K割を生やるも後者の揚合は表面丈けに留まることがある叉樹幹に存する崎形の一種である

俗稿蛇下りは其内部に割裂を件ふものであるから斯如き丸太を製材する揚合にも亦割裂を生

歩るのである。

木材の割は以上の如き 3 大種別の外更に細分せらる L が木材規権上より観察し使用上の見地

に重貼を置く時は割の分類及取扱を若干饗更するのが便宜で・ある口

(1) 製材

製材に最も普通に生歩る表面割は概して短少にして然かも随所10見はる L ものであるから

之を一定の統制の下に規定することは茜しき煩雑を楽し且つ木材の使用上に於ても左程の

必要を認めないのである、蜂巣割の如く外部に表はれぎるものは云ふ迄もたい。只木口に

於ける割に関係を有する表面割は割目庚く且つ長きを常とし使用上快陥を来すこと L たる

から之れは考属の要がある口

木口に於ける割の内にて表面に現はれぎるものは之を使用し?と揚合に隠さる L ものである

カ、ら別に考慮するの要がたいが.只表面に貫通する揚合はがl越の如く表面割と関聯し且つ

其程度が概して大であるから寧ろ表面割として使用上の触知とゑるのである。

:õ'lU亡目廻に付て考ふるに木口丈けに留まり表面に現はれざる揚合は木口割と同様一般的に

外見上の故知として取扱ふを要ぜぬが.若し其製材にして強度を要求する部分に用ひらる
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主材極左る時は縦令木口丈けに留まるとするも目廻の存在は著しき億~製iとたるのである。

目廻が製材に仲ひて其制β寄木口より表面に接続して表面に現はれた揚合には目廻と表面剖

とは同一物となるのであるが. 板自に現ばれた目切れの形にて木自に沿ふて到に深く生じ

?と割は之と別居のものと怠る.割裂による揚合も概して表面割と木口割と一致するもので

あるが張れ材に仲ふ割裂にして表面丈けに留まるものもある口

以上を綜合する時は表面割にして随所に生やる短小のもの及木口陀於けるやHとして表面に現

はれざるものは紋鮪として取扱ふの必要を認めぬ、目廻は縦令木口丈けに留まり表面10見はれ

ぎるものも強度を要求する部分に使用する材種にては之を棋黙と認めなければ君主らぬ。木口に

於ける割、目廻或は割裂は其何れに属すてるを聞はや木口の割と表面の割どが接続連結せる揚合

!'Ì敏製1 として最も重硯すべきものであり叉木材使川上の許国よりしては割の種類の如何を問ふ

を要せオ九何れも 同ーに取扱ひ得べきものであるから . 乙を統制し且つ其名栴も最も賓館を示

し易き木口割とするのが埴常である.依って製材の割は規格上之を木口割と目廻の 2極に分類

せらる L こと L 君主る。只前述の摂れ材に伴ふ表聞に留まる割裂及目廻に伴ふ目切れの木目 IC:沿

ひ斜K深く生守る割は木口に全く開係を有せざるも割として棋聖占の程度が大たるものであるか

ら木口割及目廻に準じて取扱ふことが、適首であるD

(2) 素材及製材の内再び製材の資材に供せらる L もの

雨者何れも製材の資材に供せらる L ものであるが.之等の資材にきJしでも制の分類を製材

に於けるものと等しく木口割と目廻の 2種に限定することが出来る.只資材と製材とは割

の種類によりて敏鞘としての彰響に多大の差異を*すのである口

製材にありでは割の種類の如何を問はや表面割と木口割の一致するものを最も大なる紋貼

と認め.目廻の如きは若し木口丈けに留まり表面に現lまれぢるものは特殊の用途t亡供せら

る L 材極を除きでは極めて極硯せらる L のであるが.資材陀ありでは此関係は全く顕倒し

目廻は故知として最も重視せらる L のである、資材にでも木口割と表面割と一致ぜるもの

は其程度によ りでは素より大たる猷黙となるのであるが.製材K際して其割K沼ふて木取

を行ふ等割の欣況に注意を掛ふときは其影響を著しく緩和することが出来る.然るに目廻

にありでは木取の方法によりて之を緩和する乎段は極めて少なく目廻によりて生十・る割は

庚 く之より製材せらる L 挽材に波及するのであるo

以上述べたるが如く割の産額は素材.製材笠通して木口割と目廻の 2麗に分類せらる L ので

あるが割の程度を表示すべき基準を一定し怠ければならぬ。

木口割に付て見るに其性質及木材の利用上よりして割の長と同時に割目の隔を考店:するのが

便宜である、然乍ら制の程度を表示するに常に長と幅とを併用するのは不定の悶子を組合する

こ と L なり極めて複雑とえE り宜用上却って不{更を感やるのである.現時一般陀行はれてを るli

法は割の内重き要素である長のみを以て表示の因子としてをる。
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米閣に於ける軟材の Yard lumber の表面割の等扱分類を示せば

Small surface check. 割目が容易に認識し得らる L 程度のものにて其長が 4 吋を超へ

ざるもの

1 
lVIedium surface check. 判自の隔が一一吋を超へや其長が 4 11寸を超へ . 10n寸を超へざる

,::,I 'J'-'._' "Irqlw' 32 

もの

1 
Large surface cbeck. 割目の隔が~n寸を超へこ比長が 10吋を超へたるもの32 "0 "-= ."" 

とたってをり非常に4夏調t してをる。

ヨたに目廻に付て見るに其性質及製材上よりして目廻の弧長及数.割目の隔.割の深〈材の縦

のカ向)等を考慮するのが最も合理的で・あるが其悶子多く誼m上甚しく複雑を-*すのである.

依って此等の因子中の軽重を察するに製材木取方・法より容易K諒解せらる L が如く製材l亡 tt し

て最も影響の大たる日廻の弧長であって他の悶子に比して著しき懸隔があるから、規定を可成

簡単にし然かも宜際に、適合せしめ得るため陀は弧長によりて目廻の程度を表示するのが適首で

あると考ふるD

以上を結合して木口割及目廻の程度を表示するにはすくの如く規定するのが、適常であるo

木口割は割の長の材の長に封する百分率を以て.目廻は其弧長の材の周圏に封する百分率を

以て之を表はし. 木口割叉は目廻にして材の同一端に 2個以上あるもの L 長は其の最長のもの

に依り、雨端にあるもの L 長は各端に於ける最長のもの L 和に依る .材の表面に現はる L 割にし

て摂れ材に伴ふて生示、る割裂.又は目廻に伴ひ木自に滑ふて生やる割裂に属するものは木口割

に準じて取扱ふ。

木口割又は目廻は軽微の程度のものは極めて生じ易いものであるから品等規格を定むる K際

しては特別の考慮を挑ふことが肝要である。尚剖は運搬取扱中に其程度増大し且つ新陀之を生

やる傾向が多いのであるが.先に標準寸法と牧縮との関係陀付て論じたものと同一王里山によれ

割も亦需要者の手に移る迄は常に規格の制限を受けなければなら及いのである。

而して割以外の快賭に付ても新に費生し或は其程度l亡移動性を有するものは之れと同様の取

扱を受くるのである。

木材伐傑の際に生やる引抜叉は割裂.流迭.運材に際して生やる割裂は何れも丸太の債値を

低下する快鮎であるから木口割に準じて取扱ふのが便宜である。

木口割又は目廻は地方tとよりて種々の名稿を存し.熊本地方・にては目廻をゴ一割レ.シラパ

チ.青森地方にてはガマリと稿す.板の寄Ot'L付て熊本地カ'fLてサナ入リ或はサナ割レと呼ぶこ

とがある口

第四目 節

節は其大ぶ形j伏、性質及殻生の欣態により大別し更に之を細分することが出来るが其大要

を示せば次の通りである。
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1. 大さ による分類

低iの大さを直径(長径. 短径或は雨者の平均〉或は面積の大小K より分類する方法であって

棋聖~i としての首iの表示法と して重要なものである口

2. 形j伏による分類

固形、楕固形或は細長き形i伏(所謂流節〉等節の大1>>告の形えた陀よりて之を分類する方法であ

るが賀川上左程の闇値あるものではゑぃ。

3. 性質による分類

節を性質によりて分類する時は極めて多数の種類に上るが貰用上は必やしも全部を必要とし

たい試みに之を列挙すれば

( 1) Soulld knot 材に緊著して其周園の材と同等の硬さを有し腐朽の徴候なき

もの (1)バ 4) 、 (5 入( 6)の節は互に閲聯重複することがあるD

( :2) Unsoulld knot 材陀紫著し且つ其周囲の材と UI告同等の硬さを有ーするも初

期腐朽(Incipient decay) を存してをるもの。

( 3) De~ayed knot 周圏の材より軟〈且つ腐何ぜるもの口

( 4) Tight knot 材と共K生長し竪く緊著して抜けぎるもの。

( 5) Intel'grown knot 節の年輪と周囲の材の年輪と完全に癒合交錯して生じ?と

るもの。

( 6) ¥Vater tight knot 材の一面に於て節の年輸が周囲の材の年輪と完全に癒

合交錯して出来たものであり且つ其切口商が健全なるものD

( 7) Encased knot 節の外国の全周叉は一部を樹皮叉は樹脂によりて包みた

るものであって節の年輸は周園の材の年輪と癒合交錯せや叉同質にあらや。

( 8) Not nrm kllOt 自然の優にては木材カ苛主燥するも抜けることたく固定し

てをる節である、カを刻lへて強く押せば抜け出すが併し容易に抜け切さ「る程度のも

のである口

( 9) Loose knot 節が材t亡緊著しあらや抜け易きもの。

(10) Pith knot 節の中心に小孔ある外絶て健全なるものを云ふ‘而して孔の

直径は÷悦超へざるもの。
(11) Hollow lmot 外見上健主をなる討ìlC:て比較的えなる孔を有するものD

4. 護生のAA態による分類

節の護生のj伏態によりて失の如く分類することが出来る。

( 1) Single knot 

( 2 ) Knot cluster 

く包被したるもの白

~ーなる節D

2個以上の節が集まり木織維が之等の全躍を恰も 1 佃の如

( 3) Branch knot 2個以上の節が 1 個の親節より分岐して出来たと認め得る

もの以上の如く種々の方面より観察して節の分類を行ひ得るが木材使用上の見地よりして規



292 3休業試験報告 第三十二自民

格として之を如何に分類し叉表示するが油切であるカ、を考察したけれは.ならぬ。

1. 大さによる分類

Mjは木材の品等を決定するに必要注る重要の悶子であるが其大小は数と相侠って首iのー表

示法として重視せられてをる 、 節の大さを示すに直径によるものと面積によるものとが考へら

る>. .面積を基準とするものは理論上泊切であるが寛際の取扱に常りて頗る煩雑であるのみな

らや、直径によりて節の面積の相互的関係は充分K表示し得るのであるから節の直径を基準と

するのが至常である、而して此揚合に直径の最長径によるものと最長 . 最短雨径の平均による

方法とがある 、 面積の概念よりすれば雨径の平均によるのが歯切で、あるが節の 71手紙は正園或は

之vt::)!iきものは寧ろ少い大部分は楕国威は之に類似の形を属すから首iの jJ1IJ定に非常なる煩

雑を来すのである.前節の外観上或は使用慣値に主Jする影響は必やしも常K首iの商積のみに左

右ぜられや、長楕園或は車fll長き節にありでは長径其物が重きを嬬すこ とも あるから測定の簡易

をも考慮し長径を基準とするのが安常である。首iの径を測定するに常りて揚合Kよりでは節と

周国の材との境界が判明し真!tいことがあるが木理及色彩によ りて節と認定し得る範囲にて決定

すべきである。

節が 2個以上ー箇所に集合し木繊維が之等の全閣を恰も 1 似!の節の如く包被したるもの，或

は綜合して 1 佃の節と看倣すを便とする揚合は節の大さは集合せる節塊の径を以てするo

首iの大小を木材の品位等放に、適用するに常り岱iの寸法を一々記載するの煩を避け大節.中節.

小節其他誼宜の名稿によ りて諌め節其物の分類を定むる便法をとることもあるo 米国に於ては

此方法を採用し軟材 Ya1'd luml】e1'規格にては首iを直径(最長 . 最短雨径の王子均〉の大小により

1 _~J._ 3 
て Pin knot (直径す吋を超へざるもの). Sll1all knot (直径すn.j-を超へす吋を超へざるもの\

1 
Medium knot (直径4吋を起へ 111寸玄を超へざるもの) . Lal'ge knoむ (直径 1 吋?を超

ふるもの〕の 4極に分類してを る。

我固に於ては木材の綜合的品等の名掃として無節、上小節.小企~j ~ 並等をmひ節の有無、 大

小を冠 したる名f:mfLよりて等級を表はす習慣があり、夫れと混雑を来す虞があるのみならや.

a:riの大小は直tt:簡単K寸法を以て表はし得るのであるから.斯如く酎iの大小による分類上の名

栴を特に制定する必要を認めないのである。

2. 形放による分類

首iの形j伏は千差高別て・あって到底数種の分類によりて之を分類表示することが出来ぬ.カ1\之

木材使用上節の71~献は特別の意義を有しないのであるから. 何れの黙よ りするも形*tt:よ りて

節の分類を設くる必要が主主 い。

3. 性質による分類

節の性質による分類は大さと共に規裕上必要なる事項である。既越の如く性質による分類は

11種の多きに達してをるが、内容互に重複せるものあり叉質問上分額の置値極めて少きものも
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あるカ、ら之等を誼嘗に整理することが出来る白
イ令 ~:. 

節の性質による分類と して生部(又は活節)と死節に大別することがある . 我閣にても古来

専ら之が行はれてをったが之が性質. 範園K付ては確然たる意義を存してをらたかったのであ

る。今生節 と死節とに付き前掲分類との関係を吟味するに

生節は節の成立関係より見k名栴であって生枝より~じた筒、印ら校の年輪と幹の年輪と全

く癒合密著したものである。之に劃して死節は死枝より生じ?と首iであって枯死せる校と幹とは

全くイ|司今樹立の欣態にあり年f命には閥係がないものである口斯如く生節、 死節共白iの成悶 Jとよ

り観察した分類であるが若し現在其節が腐朽しをれば成悶の如何を聞はや腐節である.従って

雨者共現在の赦態が健全土E もので友ければならぬ白

従来の慣習誌に質l祭上の取扱より観察する時は節の性質ーによる分類は生rRi及死節を根基とし

て之に他の性質を開聯せしむることが便宜である。

生節。生枝より生じたMjにして其年輪と幹の年輪と完全に癌合緊著して生じたもので腐朽の

徴候な く 全 く健全土E るもの .E!P ち育îi拐の Intergrown knot, ¥Vater tigbt knot 及 Sound

knot を包含したものに相賞する。

死節。枯枝より生じたら~-jにして校の年輪と幹の年輪とは開係たく個吋萄立したもので腐朽の

徴候なく健全なるもので由る. 而して死節は其性質によ P て更に細分せらる~ 0 

抜ける虞なき死節。 死節であるが健全にして材に堅く緊著して抜けざるもの . gp ち育îi掲の

Sound knot, Tigbt knot を包含したものに相賞する。

抜ける虞ある死筒口死節にして健全であるが材が乾燥するに連れ力を力\1へて押せば抜ける虞

のあるもの.即ち前掲の Sound knot, Not 五l'm knot, Loose knot を包含したるもの

に相常するo

抜け節。死節にして簡の一部又は全部が材より抜け去り孔を生じたものD

JtJ~rîo 節の成因を問はや周園の材より軟く且つ節の一部又は全部が腐朽したもの.或は其矯

めに孔を生じたもの.印ち前掲の Decayed knot, Pith knot, Hollow }moもを包含した

ものに相常する。

以上を綜合すれば節の分類は大さによるものと.性質によるものとの 2 種類と し.古ÎI者は其

大小を直に長径の寸法により、 後者は前掲 6 種類により分類する こと L 怒るのである。節は素

材，製材ーを遁 じ総て表面に現ばれたものに付て論ぜられ材の内部に存する首iは之を不聞に附す

るのが普通である、然乍ら内部に存する節tとても材の表面に現はれたる特徴によりて表面に接

近して首iの存在することが明|僚主Eる時は之を節と認定する習慣がある d 丸太に於て隠れ節と稿

せらる L ものが乙であって " t~iの存在する直上の部分が隆起してをるから之を認識し得るので

ある 、 只節の模様によりて容易K認識し得る揚合と然らざる揚合とがある、期如く丸太の表面

の隆起によ りて節の存在を認知するを得るとしても、果して其節が生節たるや死節たるや或は

腐節なるや、叉肖iの大小を認識することは不可能であるから表面K現はれた節と同ーの取扱を
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することは出来ないが. 首iの存在が明瞭である隠れ節に付ては丸太の品等を定むるに際して遁

嘗K考慮:することが肝要で・あるD

第五目入 皮

入皮は樹皮が木材の内部に其一部又は全部が谷き込まれて出来たちのである 、市して製材に

際して種々の形j伏.大さとたりて現はる L が其大さを表示するには長控lとより 、 若し線献を嬬

す揚合には其長によるを壇賞とするD

入皮は全閣共週の名稿であるが地方ーによりでは特程の名稿を川ふることがある . 高知. 秋岡

地方にては議長と稲してをるが之れは天牛の掻孔の癒合部に於ける特殊の入皮である.情青森

鯨碇ク闘にてはカワクソレじ奈良地方にては各皮とも稿する。
ヤユツポ ャ=スヂ

第六目 樹脂査及樹脂僚

樹脂は主として針葉樹に生じj悶架設jには或砲のものに限定せられてをる.樹脂の現はれ方に

よりでは木材の使用上快黙となることがある.今樹脂を現はれカーによりて分類すれば

1. 樹脂壷 (Pitch pocket) は木材の年輪居に於ける間l照内に聞形又はi夜欣l亡て樹脂の存在

せるものであって極々の形欣及大さを有する。
ヤニz スヂ

2. 樹脂僚 (Pitch str明め は木材の細胞内に樹脂の堆ち!jーしたもので大韓規則正しく僚献を

震して現はれ其輪廓は鮮明で、ある、 著しく長く現はる L ことがある。

3. 樹脂割 (Pitch seams) は木材の割目(目廻又は割) f'C樹脂の集積したものである。

4. 樹脂斑鞘 (Pitch) 木材の車fH胞内 K樹脂の堆積したもので大関不規則の斑黙を属して現

はれ其I愉廊は鮮明で・ない0

5. Iガムぷ在票日i及「ガム」僚 (Gum spotョ& streaks) r ガムJ物質が集積して小斑駄及僚を形成

せるものである、主として潤葉樹陀起る現象であって生立木にl啄木鳥文他による外傷が原

悶となって生やるものである。

樹脂の現はれ方は以上の如く細分することが出来るが、之を木材使川上より考察する時は、

樹脂斑黙は極めて極微なる般黙であり.樹脂割は其形献によりて樹脂査又は樹脂僚に包含せし

むるを得叉揚合によりでは寧ろ木口割の1[1(，扱を受けるものであるから.結局樹脂の内貰HI上最

も考慮すべきものは樹脂査と樹脂僚の 2 極となるのである、樹脂査及樹脂僚の大さの表示法は

前者は主として長径によれ細長く僚欣を錦す樹脂査主立に樹脂僚は其長によるを、適常とす口

第七百鳶 主任

鳶;lJtcは現時の素材の集材.運材方法にては到底之を防ぐことの出来危いものであれ然かも

駕庇孔の大さ及拐ささの如何によりでは重犬伝る昧黙となるものである、而して鳶庇の程度を表

示するには大さと深さを併示するのが、適常であるが，深さの測定は著しく煩雑を来すのみなら

す九孔の大さによりて大関の程度を判定し得るから抗孔の長径によること L する。
~ケ

第八回 材面K於けるお~
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カケ

材面に於ける快とは材商の一部分が制り取られて生じた扶傷を云ふのであって首其原因の如

何は聞はないので‘ある 、般の表示法も亦長径によるを便宜とする。 材総陀於ける触は前民連べ

た如く丸身と同ーの取扱をなすものであるD

第九日 孔

鳶庇、 議喰孔. 抜節，映等を除きたる他の原因により生じたる孔を一括包含せるものである ，

孔の表示法も亦長径に よ る o

第十目品 喰

掻l食は孔叉は凹となりて外部に現はる L ものであって害轟の種類によりては使用上大君主る快

賠と怒る場合がある . 品1食の大さを表示するにも亦長径を用ふ。

第十一目 腐

腐は木材使用上重大なる棋界占のーであるが、腐の程度κ よりでは訣賠と して取扱ふに及ばざ

るものもあるから 、 規絡に於て腐を規定するに常りでは . 議め腐の意義を明白にしてをく こと

が肝要で・ある O

木材腐何菌の菌糸は木材の細胞膜を組織せる極キの物質を食餌とし生活するものにして其結

果、市111胞肢は破壊せられ、 木材の強さは弱められ、 業質質も弐第ーに破壊せらる L のであるJ敗目

く木材質賃の破壊、 イヒ準的及物理的性質の愛化を*すことは即ち木材の腐円である.而して腐

朽の程度は菌類の生育力. 活動の期間及樹極によりて異怒る。腐何菌は其種類により ては割合

tL i熱気 1L:\I!dする要求が少ないカ、ら心材も謹材同様侵害することが出来る、而して結質躍は概し

て大き く茸燃を呈するもの多く菌糸が充分に繁殖した後に初めて生守るものであるから 、 結茸

躍の現はれた時は既に腐何の程度は著しく進展したものと考へなければな らぬ。

腐何菌には生1i..木の心材及謹材を犯すものと.伐木造材後に於て丸太.枕木， 製材等tて現は

る L ものとの 2 種に大別するを得るが. 規格の蝕思!i として考慮するに際しては其何れたるとを

問はたいのである口

Eチ'(IL木材の腐何作JFII亡付て考察するに「リグニン」分解作用 (Deligni fication) は木材腐朽の

初期のJU，態であって、 うとづ Enzym の作用によりて「ニク'ノセルロ ーズJ (Lignin-cellulose) 化

合物 v''- リクsニン」化合物 (Ligllin complex) と「セルローズJ化合物 (Cellulose complex) と K分

解するのである、而して其後の進展欣況は菌の種類により異なれ White rots に ては Enzym

の作用は稽続せられ Lignin comple玄は全く分解消失し自己の Cellulose complex のみ残留 し、

Brown rots の揚合は之と反釘IL: Cellulose complex は分解吸牧せられ Lignin compl低より成

立する黄色. 赤色或は禍色を呈する脆弱たる物質を残留し純然たる腐朽のH犬態を示すに至るの

である。

要之腐朽は菌の護生より完全君主る木質の破壊分解ーに至る聞のj伏態を包括するものであ る が、

質際上の取扱としては之を二つの階梯に匝分するを使とする. ~pち腐何の初期(Incipient decay) 
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と腐朽の後期 (Typical decay) とが夫れである‘今少しく雨者に付て講究すること L する。

初期腐何 (Incipient dec乱，y)

初期腐朽の時代は菌類の菌糸が木材内部に侵入し細胞をーj否完全に破壊し去らんと準備しつ

つある期間の欣態であって菌糸は各方・函に康く蔓延しつ L ある、而して菌に犯された木材は材

色の襲化を来すが肉fI艮にては組織形態の特徴を保持しをるもの L 如く見へ未だ固有の腐朽欣態

を呈せぬ.元来木材の比重は腐朽により減少するものであるが.初期腐朽の時代にては未だ著

しくたいから比重によりて初期腐朽を判断することは困難である、叉初期腐朽により木材の強

度は若干弱めらる L も腐朽の程度と菌の種類によりて其程度を異にする . 材の鑓色も判然l足別

し得る揚合と然らざる揚合とがある。

後m3鷹朽 CTypical decay) 

後期腐持或は典型腐何にては木材細胞が全く破謹せられ.其結果として強度及比重を減じ.

材色は白色、 黄色等菌の器類 tと よりて種々の色に建化する ， 叉二本質は柔軟にして海綿献を呈し

残留物質は破壊せられ遼陀空洞を生やるに至る口

以上の如く木材の腐朽は初期腐何と後期腐何とに匝別し得るが. 育íî者は単調に蛮生する揚合

は容易に之を護見すること能はす" 只後期腐朽を伴ふべき初1悶腐朽の揚合K限り柏判別し得る

も . 綿ての菌に付て之を諌j閲することは困難で・ある，向初期腐桁の場合は木材の比重.強度は

健全材に比して極めて僅少の差に留まるものであるから、主主に論じつ L あるが如き普通の用途

に供せられ市揚K版賢せらる L 木材に劃しては . 規格上初期腐何を取扱ふ必要を認めないので

ある 、 飛行機用材其他特種の用迭に供せらる L 木材に封しては.寧ろ初期腐朽陀付て重きを置

き精車ffi :tJ: る 研究を了して一定の規格を制定する要がある口

依って本規格に於ては腐何は後期腐何に属するものに限定して差支えEいのである 、 市して腐

朽の分類は菌の種類、 建生の位置等によりて行はれ得るが.木材使用上の見地よりすれば必やし

も斯如き分類を必要とせす九寧ろ腐朽の程度を具髄的K表示し得れば甚だ便利であるが. 質}目

的に埴常なる表示法を定むるこ とは困難で・あるカ、ら.巳むを得十腐何の程度は之を抽象的に規

定すること L したのである。然し腐朽せる部分の大さは具躍的に定め得らる L から他の蝕黙と

同様長径を以て測定の基準とするD 腐朽にしてー局部に斑賄或は塊献と怒りて現はる L ことな

く材商に蹟く識がり其大さを長径を以て現はすよりも寧ろ面積によるを壇賞とするが如きこと

があるが.t切如き腐朽は其程度概して苦しきものと認めらる L カ、ら特別の取扱を友す要があるo

腐初K封する規絡は米閣の規格に於ても、適常なる方法を案出するに苦心し腐朽の程度に関する

規定幻l告し . 腐朽せる部分の大さに付て Small pocket ro七， Medium pocket rot, Large pocket 

rot の 3 程に分類してをるに過ぎ友い口

第十二目費 色

鑓色は木材使用上映鞘として取扱は る L ものであるが其原l現.種類. 程度は極めて匝守であ
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るカ、ら規格 上の.~鞘として取扱ふに際して7象め費色の性質を明にすることが必要であるD

木材ーは普通其樹極特有の材色を有するのであるが極守外部的原悶によりて愛色を*すことが

ある . 今費色を原悶によりて分類すれば~\.の逝りである。

!:(-Çー 外傷による費色

生立木は外傷ーにより樹皮が刺取られ更に謹材又は心材迄傷けられ外気に曝露することがあ

る、此際形成居は一時的に侮けらる L のみにて生活機能を害することなく周囲の形成庶の力に

よりて外傷は漸女溶合ずるものである.然し之が馬め木理は不規則となり叉木材の艶色を件ふ

のが常であって特に越材陀多く之を見受くるのである.外傷の種類は火災，吉年雷. 品. .!ミ.人

錦及其他に細分することが出来るo

(1)落雷

落宙は停場l生の最も弧ぎ形成居を襲ふのが常であって電撃によりて形成居細胞は其形j伏及組

織に鑓化を来し又時として其部分に多数の樹脂細胞を琵生することがある、電撃は其程度強

ければ其部分黒避するも阻カ、らざれば電撃を受けたる後形成居はー丙び生活力を持続し普通の

AA態に復揮する 、 然し之が痛め電撃を受けたる部分の年輸は特異の j伏態を示し普通の年輪と

判然匝別ぜらる1. . 而して電撃による年輸は普通のものに比し色を異にし鑓色の種類は樹極

によりて差異がある。

(2) 火災

火傷の程度によりて極今の費色を来す。

(3) 啄木店

l啄木鳥は先づ立木の外皮を破り形成暦を食害し更に謹材部迄犯すのであるが.此傷部が癒

へ?とる後 l亡も其跡を捜し且つ特有の饗色を伴ふのである口

(4) 議

髄紘斑貼が其好例であって立木の形成居を食害して生育する昆掻の幼畠によりて生やる斑

賄である、此斑知は丸太叉は鵠材の木口より見るときは小さき禍色の三日月叉は牛月形をな

すも之を製材して柾目叉は板目より見るときは褐色の*1lI長き小斑貼として現はる L 。秋同地
..ιザガヲ

ヵï乞て脂下と栴する提色も轟害 t亡原l羽し.倫線香クサレ(穿孔クサレ? )と稽するものも之

IL属する。

(5) 人鋳

人震の外傷によりて内部の木質部が外気lと曝さる L 時は乾燥を来し且つ化準的鑓イヒを生じ

て遂に慶色を来すのである口

(6) 其他

以上記した以外の原因によるものであって.死節或はおli枝が困を~して内部に鐙色を惹起し

叉割が原因を属すこともある.秋田地方にてガニクサレと稿するものが夫れであって丸太の
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木口に於て特徴が現はれ年輸に泊ふて蟹形の饗色斑知を生やるのである、杉材の心材陀現はる

る黒色心材の如きものも之に属するものである。

第二 化率的原因による鑓色

元来木材の謹材は有機的化合物に富み且つ之等の化合物を酸化する力を有する酵素 (Ferm

ents) を有してをる‘若しご正当常の漁度に於て新鮮怒る越材が外気に曝され酸素の供給を受くる

時は酵素(酸化性酵素 Ox:idising Enzyrns とも云ふ〉は直に越村'1:[:"亡存する有機的化合物に作

用する.此作用は一種の酸化作用にして材の鑓色を誘致するのである、イヒ墜的援化は温度高く

城京多き時に最も生じ易く寒冷、乾燥の揚合は著しく阻害せらるい而して木材を水中に全浸す

る時は愛色を来さすτ叉光線は謎色には必要で・ない。化・撃的建化は極めて表面に存するものにし

て之が震め材の担弱同彰響を及肘ぬ、普通費色の生やる深さは 1 fl'.lの会位にして稀に÷
吋に及ぶものもある口

化率的餐色は針、 i開業樹共に生-pるものであるが針葉樹は澗葉樹K比し概して少〈叉餐色の

程度は樹種により大差がある。

髭色は製材後天然乾燥中或は貯臓~[~に主主やるのが普通であるが， 人工乾燥陀際して温度高過
ヨグ

ぎたる矯め生十る一種の焦或は製材機織銃身の摩擦によりて主l三十る黒色襲色も化撃的愛色に属

するのであって‘後者は杉材を控鋸挽とする揚合に最も生じ易く、 i巨寧質と鋸身の銭分との化

合によるものであるが其鑓色は極めて部く表面に限らる L もので、あるから容易促飽削によりて

之を除去することが出来る。

第三 菌類による費色

木材費色の最も普遍的のものは菌類の属め生やる費色である.元来菌は非常に微細の来事J伏躍

である菌糸 (Hyphoe) より成立し. Hypboe の集合慢である菌糸憾 (Mycelium) より結貰鰻を

生じ之より胞子を作り体播繁殖するのである。木材陀生活すーる菌類は I-Iypboe の性質によりて

大関 2 極に分類することが出来る口

第一類fC属するものは其 Hypboe が木材の細胞内 l亡含有する物質 Iとよりて生活し、第二類に

属するものは細胞膜の質質を犯し其f主L蟻全躍を破壊するものである. 而して第一類に属するも

のは謹材費色菌 (Sap staining 01' discoloring fungi) にして主として謹材部に費色を来さしむ

る，第二類に属するものは木材腐朽菌 (Wood degtroying fungi) でめる。

第一類に属する謹材蟹色は脅 3m新鮮なる謹材に限られてをるが之れは菌類の食物に宮み且つ

i熱気を多く含有するためである j台鑓色が髄紘に於て最も額著なるのも全く同棟の理由によるD

菌類の護生によりて捷色を来すのは木材細胞を通貨する Hypho日の色の反射と Hyphoe 白煙

より分泌する液の着色との作用である.費色は菌類の種類によりて具友り青色或は黒色より赤

色に至る迄種々の色を呈する.遊材費色菌は細胞膜を破壊することがたいから木材の強度は弱

められ友い、之は饗色材と然ら ざるものとの強弱比較試験の結果に徴して明白で、ある.従って
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建材費色は初期腐朽l亡比して強度の黒lîは有利で・あるが慶色陀よりて著しく見劣りを来すのであ

る。

三欠に第二類 t亡属する饗色は第十一目腐何Kて遮ぺたるが如く初期腐朽と後期腐朽の 2 l悶K別

けて考慮せなければ主主らぬ. 初期腐何fc1'竿ふ襲色は其程度匝々であるが何れにするも本自の蜜

色によりて取扱ひ. 後期腐何に伴ふ蟹色lま本来の作用たる腐何に比すれば猷黙としては軽硯し

得るものであるから其重きに従ひ腐何の部に属せしむるが至首であるが，場合 tとよりでは腐何

及提色の雨方面の快賄として取扱ふも差支ないのである。

菌類による餐色は我図にて地方的花木材業者の間陀種今の名稿が}日ひ られてをるが.鑓色と

同時K腐朽を伴へるもの或は寧ろ腐何を主として餐色を伴へるもの叉餐色が康範囲に及べるや も

の或は小なる斑賠(シミ〉を呈するもの等種々の揚合が包括せられてをる。ヤ ククサレ(高知 、

熊本入ヤク(熊木入アマクサレ(熊本). ムセクサレ(高知入シロクサレ(鳥取、 高知〉等は腐

朽の桂度が相宮に進展し愛色も蹟く舗がれるものである.塁審議クサレ(高知〉は強度の腐朽及

餐色を呈せるのである，アテニ シ(蹟島入ネキ(能代)等は斑馳(シミ)に屈するものである .

mびクサレ(青森〉は揮に劃して}日ひらる L 名稀であって 、 立木の時代に枝の分l技馳より菌類

が樹幹K侵入し最初は小斑駒の襲色を呈するも衣第に其大さを増加l し且其程度も進み腐朽を来

すのである、概して細長き7f:b:J，伏 を呈するも庚く蹟がることもある v 校に件ひ之を中心として護

生し且つ不規則に散在する故飛腐の名稿を得たのである.叉シミたる名稿が一部の地方ïcJ日び

らる L が其内容は地方によりて異ゑり主として外傷による鑓色fCì適用せらる L も倫化製的原因

及菌類による愛色l亡劃しでも mびられ又木材乾燥陀際して}日ふる窪木、 或は結束縄によりて生

十る鑓色にも之をJf:lふることがある.市して餐色の範囲は局部的の斑鮪又は斑僚を鋳すものに

限定する揚合と庚く顕れるものにも及帰すことがある.従ってシミの内容を各地に亘って之を

綜合する時は略愛色と一致するので・あるが.一部の地方IcJ-þJ ひらる L 名栴であり叉地方的陀其

内容を異にしてをるからー居庚義K且つ明瞭たる愛色たる名栴を用ふるのが、適首であるD

木材費色の原因性質は以上越べた通りであるが.木材の使用上の債値に重きを置く規格上に

は嬰色の原因其物は必十しも必要友く、費色の現はる L 部分の範囲、形f!k.色の濃淡等がl快野i

としての大小を左右するものであるから此等の程度iと付て誼切な分類を行ふことは促利である

がB 鐙色の現はれ1J・は極めて不規則で千差高別であるから質問的に趨官主主る表示法を規定する

ことは殆ど至難で・ある .従て己を得歩慶色の程度は之を抽象的に規定すること L し?とのである。

米閣に於ける木材規格にでも費色lと釘する規格は、適嘗なる 方法を案出するに苦心し Light

discoloraもiOD ， Medium discoloratioll, Heavy discoloratiol1の 3 種に分類し専ら蜜色によりて木

理を不判明ならしめ或は天然仕上に支障を来さしむるや否ゃを標準とする抽象的の表示法に止

めたのであるO

第十三目宰 洞

昼j伺は丸太. *，li角に存するもので腐何.落雷、火災.外傷其他原因の如何を問はや材の一部l乞
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存する大怒る孔叉は凹を云ふのである。

第十四目 胴打及モメ

モメは木自に直角に現はる L 程度であって.木材の縦の方・向 i亡カ11はる力によりて細胞が挫かれ

木自に直角に線欣に繊の如き7f~を属してi見はる L のである.而してモメは主として立木の時i亡

風其他の原肉によりて生--rるのであるO

胴打は伐倒叉は林内運材の|際木材の胴部が岩石其他K街突して其部分の組織が破壊して生 じ

たるものである.而して胴打の程度甚しき揚合は繊維は全く切断せられ且つ其範聞も蛾大し更

に折損を*すこともある口

胴打によりて生じたる衝突部の破壊せる組織に接続する部分の細胞はモメと同様の欣態を呈

することがある。

胴打は素材に現はれ製材t亡其結果を及ほ守し.モメは製材後に至り初めて現はる L のである 、

而して胴打は其程度の如何によりでは素材. 製材共|亡プむなるíltÆ鈷li と して現はれモ メは特種の用

注に付てはーの故貼として取扱ばねば君主らぬが普通の揚合には概して鉄製i と看倣されてをら

ぬ。

胴打は高野地方・にては水 アグ. ー能代にてはウテと栴せらる1. 0 

第 ト五日附 形

樹木は生長のが;況により樹J目、の横断面K種々の 11府形を呈するこ と がある.斯如き樹木より 遺

材したる丸太は其崎形の欣態及程度によりでは利用慣値を著しく低下するのであるカ、ら之を棋

聖占と認めたければならぬ。附形には極守の形えたが龍m~J，tらる L が其主なるものは横断面が屑平

怠るもの，凹字形!iX:は繭形其他之κ類似する極今の不正形を呈するもの等であるが.此等の内

其程度の顕著なるものを臥L黙として取扱ふのであるコ情ツタカラミ材、蛇下り材等も目奇形の一

種として其程度の著しきものは臥黙と見倣すべきものである，ツタカラミ材は樹幹に蔦蔓の大

たるものが絡み付き材部に深く巻き込みたるもので之が馬め利Jl I互容を低下するのみ君主らや、ア

テを伴ぴ易いのである口蛇下りは青森地方に於ける俗稿であるが樹幹の一部が上下 lと和Il長く隆

起せるものである . 凍裂に師l却するもので其部分が癒合するに連れ隆起を来したのであるが隆

起部の内面には割裂を生じ且つ目廻を伴ひ易いのである。

第十六目偏 心

偏心の著しきものは材質の不同を楽し アテを伴ひ易きものである.又肩平其他の崎形成ーは根

張の著しきものに生じ易く利}日置値を著しく低下するものであるカ、ら之を齢鮪とするのがi薗常

であ る . 而して偏心を重大なる峡賄と看倣すべき限界1L 1・jーでは樹心と丸太の木口断面の中心と

を連結せる直径の士と し樹IL';Ò'其賠より外部時するときはとを重大なる快黙と看倣すので
ある 。

第十七日多 心
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一個の丸太に樹心二個以上を有ーするものであって二本以上の樹幹が密着癒合し て生じたもの

である、最も普通によ見はる L ものは二心材であるが三心材甚しき揚合は四五心材をも見受くる

のである、多心材は概して癒合部に樹皮の巻込み及割を生じ各一本材よりも却って利用償値を

低下するもので・あるから重大なる快黙とすべきものである口

第十八'日 ア ア

アテと l会議.菌類其他の諸害によらす=専ら内部的の原因Kより異H犬に護育せる材部を云ふの

であって、春秋雨材部とも *m胞膜格段に厚く年輸の幅贋く比重も著しく大である . 臆匪カは比

重の割合に大友るも臨Flh 力. 1)窓張力及靭l性は却って少たるを常とし叉材色は暗黒を帯び殊に水

分多量なるときは明に他部と匝別することを得る白

アテは斯如く他の部分と全く材質を異にし且つ仲縮性が強いから之を製材加工するに首り困

難を感じ叉{村正刊とより寸法の不整を惹起し易いので・ある、製材後に於ては反張. 摂れを生じ乾

燥の進むに従ひーj音其程度を進め且つ極めて不規則の欣態にて現はる L のである.而して其甚

しき揚合は同時に制裂をも惹起する。

アテ材の狂は普通の狂と異なり其形態が極めて不規則なるを常とするカ、ら之を一定の規格!と

律して其程度を表示することは至難で、ある口

アテ材は其程度軽微なるものは使用上多少の支障を来すに止まるも顕著なるものは著しく使

用慣値を低下するものであるから重大たる蝕黙と看倣さる L のである。

アテを有する丸太は之を外部より認定すること困難なるも木口によりて或程度に之を認定す

ることは困難で・たいのである。

第十九目 狂

鵠材の狂とは乾燥又はI汲漁民悶り不均等友る組織の各部に於て各方面に不均一なる l伏縮又は

膨脹を惹起し . 矯めに生やる内力の働より来る費形を云ふのである。市して斯如き蜜形は種々

の形態によりて表はる L のであるが木材使用上の見地よりして規絡として取扱ふを使とするも

のは反張及按れであって弐の如く乙を *111分ーすることが出来る。

1. 長に沼ふ隔の聞の反張 (Bow)

2. 長 t亡泊ふ厚の商の反張 (Crook)

i 
a二ζー』町
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幅tて沿ふ反張 (Cup)3. 

れ (Twist)

ーごごご二二二 一一 τごf一二士ごごごご二ごご司、
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摂-4. 

反張及摂れは大臨以上の如く大別することが出来るが圃示の如く規則正しき襲形を表はすも

ので主主く寧ろ種々の形式に不規則に表はる L ことが多いのである 、 従って簡翠に其程度を表示

することが困難な揚合がある . 反張にして園示の如く規則正しき愛形を示す揚合には替曲の内

曲面の最大矢高が材の長叉は隅|亡診Iする百分率を以て之を表はすを誼常とするD

反張及摂れのiltk:賠としての性質を考慮するに.摂れは線、ての材種に劃して共通の扶製r~であり

叉其程度の如何により て重大なるi快黙となるのであるが.反張は材担によりて融黙としての取

扱方'IL:差異を*す。

Cup は薄板の隔狭きもの及厚阪には飴り生ぜ示、海板の幅庚きものに多く生じ往々茜しき程

度に達することがある，而してiIJJ.板の Cup は使用K際して原形叉は之 1L:)lîき形i伏に復時し易き

ものであるが時と して困難にして強いて復関せしめんとすれば割裂を生歩、ることがある . 此揚

合使用K際して原形叉は之i亡近きものに復臨し得れば Cup は事質上棋聖占とならないのである .

原形に復活し得るや否やは板の問、 厚其他板回有の性質によりて左右せらる L ものであるから

箪IL:反張の程度のみより之を判断して強め一定の規格によりて之を律することは困難で・ある。

Bow 及 Crook は滞.板に付ては使用上映黒cí と たることは甚だ少いのである . t担角に付て

は Cup は殆ん ど生 じ君主いが Bow 叉は Crook は樹種によりでは丸太の樹心を週じて四ツ割、

六ツ割等の方法によりて小 角材を製材する時 lとも現はる L ことがある 、而して Bow 又は

Cl'ook は土蓋叉は桁.梁等としては之を緩和し或は善用することが出来ることもあるD 柱とし

て考ふる時は之を重大なるl挟知として取扱ふべきや否やの限界を定むるには強度及使用上の使

否の二方面が考慮せらる L が， 強度によりて之を定めんとするには柱の腎曲よりいより以上

重要なる要素として他に節の大小、位置及性質. 木理の傾斜.メL ~寺.木理の粗密、 割等が存す

るから此等の要素を無視して単に j支張の程度と強度との関係を定むるのは首を得てをらぬ。

挽割は板類及挽角の中聞に存する材極であるカ、ら雨材極に準じて取扱ふことが出来る。

以上の如く狂は其程度と融制として看倣すべき限界との関係、を具臆的に規定することは困難

であり且つ強度との関係陀付ては他の要素K比し寧ろ軽徴のものであるから 、 単に木材使用上

の{廷否. 支障の有無より視察し其甚しき揚合を触黙と看倣すのが適常である 。
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米閣にては軟材の Yard lumber の反張K闘し夫今精細なる等級を規定してをるが、我園と異

怒 り人工乾燥を行ふを常とせる故.反張を生じ易く且つ其程度も大と主主 り相営K厚きものま で

も反張を来す傾向が多い、而して製材寸法も我園と異なり厚 1 吋叉は以上の厚板に屈するもの

多 心従って我園に多量に生産せらる L 蒋板の如く使用K際して反張を緩和するこ とが困難で、

あるカ、ら反張による蝕賠を感やることが造に大である。斯如き事情によ りて我閣にて徐 り 重視

せられざる狂の快鮪も米閣にては重親せられ細密の規程を設くるに至ったのである、市して米

国K於ける狂に閲する規涯は主として厚板を目標としたもので挽角に付ては構造材 (St.rllctural

timbera) として取扱ひ Yard lumber と別途の品等規格を設け節， 木理. 丸身、 割等専ら強度

K影響するものによって品等を定めてをる口

斯如く狂に封する取扱は日米雨園其事情を異にしてをるが参考の馬め米閣に於ける反張の測

定法及等級を示せば失の通りである。

(1) Bow 

長陀沿ふ帽の閣の反張である . 其測定方法は脅曲の最大矢高を測り其大小tてよりて野山の

程度を定むるのであるが特別に等級を設けて居ら ない。

(:2) Crook 

長に沼ふ厚の函の反張である . 其程度は雪山の最大矢日のノミ小によりて定めらる L のであ

るが次の如き方法によりて等級を分類してをるo

長 16 只.幅 4 n寸のものを基準とし習曲の最大矢i同の寸法 Iとよりて 4 等級に分類する。

Slight Crook 

Small Crook 

1\'Iediu日1 Crook 

最大矢高 1 n寸以下

" 
/f 

1Jy寸以下
3 吋以下

Large Crook r' 3 吋を超ゆるもの

伽τ4 吋より大なる挽材にては幅 2 吋を増す毎附記最大矢高の士宛を減少する 。
長が 16 択より短きか或は長き時は前記各種替I出度合と同一度合(Same Curvatllre) を右・

する様其最大矢高が定めらる ~o

(3) Cllp 

隔に沿ふ長の商の反張である.反張の程度は前と同じく腎曲の最大矢高の大小によりて定

めらる L のであるが其等級は次の如き方法による。

隅 p 吋のものを基準とし脅曲の最大矢高の寸法K よりて 3 等級に分類する。

Slight Cup 最大矢高七j以下

Medium Cup " 3 吋以下
8 

Deep Cup " 土吋以下
2 

輔が 12 吋より狭きか或は庚き時は前記各種習曲度合と同一度合 (Same Curvature) を有
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る様最大矢高が定めらる '> 0

Cl'ook 及 Cup 共vc 1!éHの基準寸法の長又は隔より小なるとき叉は大なる時の最大矢高

は Same CurvatUl'e の原理を、適用して之を算定すること L なってをるが.此原則によりて種々

の長又は幅に劃する最大矢高を求むれば次の如き結果を生やる

一般に園OfL於ける任意の弦 CD の中里占 Eを過

ぎる直径 AB をち|く時は AB， CD は互に直角

となる.今 O を中心とする固に方さて

DAC を鵠材の長とする時は替曲の度合が極め
/ーー、、 ーーー一一一戸

て僅少友る時は DAC=DEC=挽材の長

と看倣すことが出来る

AE は挽材の習曲の最大矢高に該常する

今 AE=x， ω=y (材長のす入国の刊を
r とする時は x， y 及 r の聞にはさたの開係式が成

立する D

CE2+E02 =δδ2 = (1・ _X)2 +y~=1・2

依って 1'=主左 ω 
~くに之を書き直ほぜば

ぷ+ y2ーあ'x=o， 戸-2rx+ぷ =r'''_y2

0・ -x)ヨ=T~- y'~， 1' -X= 、IJ.2_y2 となり

ぉ=γ- V1.2 _子 …・・・ l ・ …… ・ …....・ H ・..... .. …… … ・ ・・… ... ... . (2) 
〆Fー、、

B 

以上は Cl'ook の揚合にて DAC=1JEC =均材の長 となるのであるが Cup の揚

合は挽材の隔に該首するのである。

今長 16 吹材のにて Slight Crook の最大矢高は 1 吋--cあるから此時の宇径 r を (1) 式に

より求むれば 4，608.5吋となる. ，:;えに (2) 式によりて種々の材長に封障する最大矢高を求

むれば 32 吠の時は 4.002/1>["， 24 択にては 2.25ln寸， 12 択にて 0.563吋， 10 択にて 0.391叶， 8 吠

にて 0.25/1寸とえE る o ~くに基準寸法に封する Crook の他の等級及 Cup の各等級に於ける 4~密

T を求むれば Small Cr�k にては 3，072.75吋， Medium Cl'ook にては 1，537.5 /1すとなる叉

Slight Cup にては牛僅 r は 72.1 25 /1>["， Medium CLlp にては 48.1875吋， Deep cup にては 36.

25吋とたる白

-:jJ.くに (2)式により種々の材長又は材隔により Cl'ook 及 Cup の各等級に該賞する最大矢

高を計算し更に最大矢高が材長又は材隔に封ずる百分率に付て比較する時は次表の如くな

る。
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最大矢高の
際準材長16択の場合を 1 とぜ る

反張の種類| 等 級|材長|最大矢高 | 材長に到す 比率

る百分ltl 村 長 I 最大矢高 I 百向分率上
SClirgohot k 

眠 4吋.0020 " Crook 32 1.0420 2.00 4.002 2.0008 

// If 24 2.2510 0.7816 1.50 2.251 1.5008 

If // ]6 1.000 0.5208 1.00 1.00 1.000 

If 1/ 1:1 0.5630 0.3916 0.75 0.563 0.7519 

// // 10 0.3910 0.3258 0.625 0.391 0.6256 

// // 8 0.2500 0.2604 0.500 0.250 0.5000 

N Srnall 
32 6.0040 1.5635 2.000 4.002 2.0014 

C1'ook 
fI // 24 3.3760 1.1722 1.500 2,2506 1.5005 

11 !I 16 1.500 0.7812 1.000 1.000 1.000 

1/ 圃 If 12 1.0070 0.6993 0.750 0.6713 0.8951 

If fI 10 0.5860 0.4883 0.925 0.3906 0.6250 

If U 8 0.3750 0.3906 0.500 0.250 0.5000 

/1 I Medi口町 32 12.0354 3.1342 2.000 4.0118 2.006 
Crook 

fI fI 24 6.7590 2.M69 1.500 2.253 1.5021 

If fI 16 3.000 

国241 1。出ベ
1.000 1.000 

fI // 12 2.0120 1.3973 0.6706 0.8943 

If If 1.1710 0 ,3903 0.7494 

11 11 0.745 0.59G7 

最大矢高の
標準材幅121J~ の場合を 1 とぜる

~t;; 級 最大矢高 比率
反!恨の種類 材腕 材騎に釘す

材 踊 I lÍl大矢高 I 百向分上率る百分率

SliCg1h11t 3 fl 
警も

Cllp 3.1267 2.2552 1.5008 

11 fI 12 2.0833 1.0 1.000 1.000 

fI fI 8 1.3875 0.666 0.4440 0.6580 

fI fI 6 1.0H7 0.500 0.2500 0.5000 

'1 Medium 
Cup 18 4.7111 1.500 2.2613 1.5075 

1/ fI 12 3.125 1.00 1.000 1.000 

/1 " 8 2.0788 0.4437 0.6G52 

11 " 6 1.5583 0.2493 0.4986 

11 Deep 
Cup 

18 6.3050 2.2700 1.5134 

" fI 12 4.16G 1.000 1.000 

11 11 8 2.7750 0.4440 0.6666 

fI 11 G 2.3U30 0.2764 0.5528 

第二十目摸 れ

丸太の繊維が螺旋枇に走り丸太K摂れたる外観を呈せしむるものであるD 此摂れは既lと立木
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の時より樹幹に存するものであって共摂れliVC右廻と左廻とがある .首l者が普遍であるとせら

れてをるが樹極によりて差異があ れ 金井彰氏の調査によれば青森掘は 8 割以上が左廻りと怒

ってをる(林事合雑誌第 14 各第 9 故、昭和17 年 9 月 10 日〉。振れ丸太も年輪は普通のものと

同様正常であるカ、ら之を製材する時は普通の柾目又は板目材を得るのである.然し丸太に存ーす

る螺旋!U\の織維によりて其製材の面に織維の傾斜に沿ふて之と同}i向に斜K幾多の割目を生歩

る . 而して此割目は板自の部分に生歩るのが常である。

斯如く摂れ丸太より製材したる部材は繊維の傾斜に沿ひて制目を生じ且つ之が震強度が著し

く弱められ.更に乾燥するに従ひ狂を生やる傾向があるから悦材に釘して大なる歓鮪となるの

である.従って丸太としても探れはーの扶賠と看倣さる.1. 0 

第二十一日 不完全なる製材(歩ムラ〕

標準寸法に正確に適合し且つ表面が平滑に仕上りたるものにして初めて完全なる製材と云ひ

符るのであるが貰際上完全友る製材を望むことは至難である . 依って或程度の不完全は不可避

のものとして之を菟諒せなければならぬ。

我閤陀は未だ普通の出来合品として飽削仕上材を存せや.銑~閤iのi設のものであるから鋸身の

目立. 取扱の如何によりでは銑閥i表団に木自の殺を生じ不平滑のものも少くないが.ガf如きも

のは決して好ましきものにあらざるも敢て融局I'i として論歩るに及ぼないのである。

三えに考ふべきは標準寸法に劃する不整で、ある.既に第五f:îi第}項抗一自に於て述べたるが如

し製材寸法の不整の現れ方は 4 極額i亡大別せらる L が. 之を殿幸子;，' fZ:紋貼の立揚より観察する

時は何れも不完全なる製材と云ふことが出来る.然乍製材の性質に鑑み是等の総てを(快鮎とし

て取扱ふは受賞でない。

製材寸法の不整の内.標準寸法を中心として生十る偏差に釘しては.一定の範園内に属する

ものは公差の遁刑によりて之をJ臨む)fo寸法と看倣して或程度の緩和1を岡り も 其範固を超ふるもの

は括約(端数切拾〉によりて之を所理すること L したのである。然るに粗雑. 不注意の製材に

よりでは往今にして甚しき製材寸法の不整を惹起し . 製材の長 1(1f~~、て全長又は一部分に於て

腕叉は厚の 1 謹又は 2 謹が剰に銑断せられ極今の形の梯形を呈し . 且つ製材の最小部と最大部

との寸法l亡大なる懸隔を来すことがあるが、 斯如き種類の寸法不整にして其程度の著しきもの

は到底普通の製材として取扱ふを得十大なる敏男占と看倣さなければならね。

依って斯如き製材に付ては最小部と最大部に於ける寸法の設が其fEF手寸法の公差の二倍に相

賞する範閣内のものは菟諒し. 其純国を超へ?とる揚合は数 l亡云ふ不完全なる製材と看倣し之を

歩ラムと稲し棋聖~'Î として普通品と匝分すること L したのでもるD

而して最小部の寸a法には棋準寸法を中心として公差丈けの克諒範囲を有するカ、ら其各に劃し

て公差の 2 倍 i亡相常するものを加算して之を最大部のサ法限界とするを安常とする.即ち厚 7

粍板に付て見るに公差を 5%と すれば不完全なる製材(歩ムラ)と認むべきものは失の如きも
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のとなる。

;最小部寸法 最大部寸法

6.65 (公差-5%) 7.35 を超ふるもの

7.00 (標準寸法) 7.70 を超ふるもの

7.35 (公差十 5%) 8.05 を超ふるもの

歩ムラの意義は上記の通りであるカ、ら各材種K付て其標準寸法に苦労臆して夫々歩ムラを生

デること L な るのである。 教に云ふ不完全主主る製材による快知は寸法K閲するものであれ節

其他一般の歓賄と趣を異にするから之を品等に閥聯せしめや全く M塗の取扱を講じ製材に其旨

を明記して他のものと匝別するを、適常と認む。而して蝕賠の名稿としては寸法の著しき不整を

表現し易カ、らしむる矯め歩ムラと稿するを、通常とする。

木材規格上より観察し融黙として取扱ふべき種類は以上の 21 種類にて殆んど全部を網羅し

得るのであるが. 試に米閣に於ける軟材 Yard lumb巴r 規格陀規定せる棋聖占の種類と比較する

に米閣にては;:J(の如く

Barl王 pockets， Bi l'd's-eye, Checks, Ctws bl'eaks, Cross grain, De氾ay， Gum Spots 01' Str明ks，

Holes, Imperfect manufactu1'e, Knots, Pitch, Pitch pockets, Pitch se乱ms ， Pitch St l・eaks，

Pith, Pith fiecks, Shake, Splits, Stain 01' discolo1'ation, Wane, ¥Varp (原案には Bark pecks, 

Coll乱，pse， Cornpressioll failure を規定せしが最後に削除せらる)。

21 種類(原案にては 24 種類〉の棋界占に分類してをる。而して雨園規格開花多少の差異を見

るがE互に形式或は分類上のれ!遣に止まるか或は樹種、カ11工欣況の差異より~~る常然の結果のも

のであって其質陣、根本の概念は殆んど同ーであると看倣すことが出来る.只我園の規格には

素材に閲する蝕鼎lを多数存するに不拘.米閣の規絡には素材を除外せる痛め之に関する棋聖~i を

全 く蝕如せる黒Iiが主主主る相異である。

第二項 木材の鉄黙と品等匝分との関係

t地材にして寸法正整. t危肌王子滑 .Fii其他の敏明iを全く有せざるものは使用慣値最も高く最上ー

等に属するものであって素材陀付ても亦略同様に考へ得る、而して蝕貼の大たるもの或は多き

もの或は程度の進みたるもの程置値を減じ劣等となるのであるが. 此等の猷鞘の大小.多少或

は程.度陀劃して或規準を設け之を綜合して木材の品位等級を定むるのは木材の使用及取引上非

常に便宜とする所であるD

蝕賠は品等を決定する要素として敏く べからざるものであるが. 鍛黙の種類及故知と しτの

綜合的性質によりて品等に至大の閥係を有するものと極めて部きものとがある又棋黙の聞に主

従の関係を有するものもあるO

前項に於て述べたる各種の融貼K 付て品等に及tます影響誌に其軽量を示せば次の通り であ

る 。
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却一目 散黙の担額と lr1等匝分との聞係

一.丸身

メL身は我閣の製材にwひ易き脱出Iiであって材程によりては-1ffíの!日等匝分を主としてヌL 身 tと

よりて行ふこともある、従って一般的に丸身は重要なる故知のーと看倣さなければ怒らぬ。

二、 曲

rUl も我園の丸太. *"1角に存し易きAA貼であって製材利川率に影響することも少く友いから軍

要快賠のーとして数へらる ~o

三.木口割及目廻

木口割及目廻も普通生じ易きAA貼であり叉使用慣他に多大の r~~l係を有するカ、ら叢要;\i;Æ貼のー

と見ることが出来る。

P~. Î'訂

怖は木材 Ici監くべからざるものと云ひ得る程一般的の主任期lであり叉従来品等匝分K付て最も

重要怒る要素として取扱はれ殆んど簡を中心として品等が決定せらる L 枇況であるから.節は

重要故知中の最たるものと云ふことが出来るo

節と品等との関係、は首iの大小.11&及性質により嬰化するもので極めて複雑で・ある ， fiÎjの大小

及j肢は大なるもの及多きもの程品等低下し.性質より見れば死r:j-J-は生fおより .叉抜節パ話首iは死

首iより品等を低下するものであるが.品等匝分の決定にあたり向iの各種類K付き夫今依件を兵

鴎的K規程するは甚しく複雑を*すのであるカ、ら 、先以て生fiîjの大小及数を基準として品等と

の関係を定め， 死f仇腐Pîi其他のÎ':Îi1L付ては夫+生何iとの問に一定の閥係を有せしむる時は総

ての節を一貫して統制を固り符るのである口基準となるべき生fiîjの大小及教と品等との閥係は

第七節に於て詳述するから之を行111告し、教には生百i と其他の怖との聞係を如何t亡鹿理すべきか

を研究する。

生節と其他のfij-j との関係を!日等|応分の見地より考察する時は雨者が木材の使川上の慣値比及

依す影響の比較及其表示法を如何にするかに師著するのであるが.使用慣値に及伝す影響の比

較に付ては死節中抜ける民なきものは之を生節と看倣すも支附がない.抜節. 腐節. 又は抜け

る jえある死白iは他商Ic貫通するものと然らざるものとの聞には使川直他に及隠す影響に多大の

差異がある。他面陀貫通するものは重大なる歓黙となるものであるが.他面に貫通ぜざるものは

融制の程度が著しく緩和1せられ生向i又は抜ける民主E き死節に接近して*るから . 雨者の問tて fお

の径に封して一定の比率を設けて換算を行はピ使用面値に及除す影響をして均衡を得せしむる

を得るであらう。

印ち技師.腐符i又は抜ける民ある死節Iとして他面IcJT通せざるものは各其長径のー俗4~大の

flrj と看倣せば雨者の均街を岡るを得るのである.他商に賞、遇するもの L 取扱は後段に述ぶる。

総ての節を通し何iの痕跡と看倣し得るものは故知とするに及ばない。
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技節.腐節又は抜ける虞ある死節に開ずる以上の取扱は一般の材極tz:付てであるが. t地角に

ては必歩しも他商i乙主t通すると否とを以て使用慣値の大小を定むることは出来ぬ、挽角の如き

寸法の大なる材極に到しては故里(jが商より他面に貫通することは極めて稀であるが，然かも

使用慣値l乙大友る影響を典ふる程度の故知をも存するのであるから挽角丈けは一般的規程に例

外を認めなければならぬ口

gp ち抜ffJ. 腐肖i又は抜ける民ある死節tとして長径 5糎未満のものは各其長径の 2 俗の

節と看倣し.長径 5 ~J!IT以上のものは重大なる融黙として取扱はんとするのである。

生節と其他の節との換算による統!I，リは製材の揚合K限り素材には其必要を認めぬのである.

素材の外遊にある部分は製材によりて酸葉せらる L と共に素材の表面に現はれた部分が般に投

節.腐節或は死fjîjであるとするも内部にて之が生節とたるやも計り難き揚合もあるから箪K表

面に現はれ?とる部分の献況よりして直に内部を之れと同一で、あると推測するは安常てたい.依

って素材にては節の種類如何を問は歩単に大小及数によ ること L したのであるD

五・節に準ずべき扶助

入皮. 樹脂宝及樹脂傍.鳶痢"材面に於ける依， 孔. 品日食.腐、 愛色等の;吠知は其程度茜しか

らざるものにありでは古íj越の 4 種類の昧黙によじすれば品等匝分の要素として幾分I匝く取扱ひ得

る性質のものである.又其費生の度合も僅少であるから 4種類のßf}J:黙の如く猫立の ílf)~黙として

取扱ふ程度には至らえEい.又一方其形-J/k及使1日置値 tz:及降す影響より見る時は節tz:類似せる鮎

少からt:.其表示法も封J と同一で・あるカ、ら之等を統!て節K準じて取扱ひ其統制を園るを便利

とする . 而して素材と製材とにより其取扱を異にするカ、ら之を匝別 して考察する口

1 . 素材に於ける扶貼

入皮.樹脂5E. 駕庇又は材面に於けるfti}~は素材Kありでは脊板等として底来せらる L 関係も

あるから大館i陸棋のj決裂I'î と見ることが出来る，依って長径 3糎以下のものは快黙と看倣さピ
1 

るも差支え記く. 3 ~廻を超ふるものは各其長径のすの節と看倣し.樹脂僚は其長の寸百ーの節

と看倣す。

乍然腐、孔又は晶H食は概して外側の脊板の部分に留まら歩、深く内部に侵入するのが例である

のみならや扶県占としての程度も大であるから、前記 5 種類の扶鮪と反t:flZ:其径の大小に閥ら

す=各其長径の 2 俗の節と看倣すのが、適常である。

2. 製材 tc:於ける級車(j

ÍJi)i;黙にして一面より他国に貫通する揚合は著しく製材の使用{買値を低下せしむるも他面に:Eia

遁せざる揚合は或程度其債値を保持するを得るのであるD

(1) 費色.入皮、樹ìJ旨霊又は樹脂僚にして其程度普通且つ他国に貝ー通せさψる揚合に於ては饗
1 

色、入皮及樹脂盛は各其長符.の T>饗色，入皮及樹脂査にして線放を l~すものは各其長の

÷.斑紋献を錦すものは各其長のす・樹慨は其長の百の節と看倣い其換算寸法1 . ~... .._ 1 
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(長径又は長)が 1 糎以下のものに限り 211司を以て 111~1 として其教を計算する . 而して此

等の快貼にして目立たざる程度の粧徴なるものは蝕黙と看倣さぬ。

蜜色、 入皮.樹脂iE又は樹脂僚は他国に通貨する揚合にでも其大さの如何によ りでは左程

木材の使用慣値を低減せぬものである，然し他面に週貝・せざるものより程度が大であるか

ら其換算寸法(長径又は長〉が 1糎以下のものにでも日1Hz::齢的を潟さす、且つ節として取

扱ひ. 表面 IZ::表はれ?と数を以て計算し雨者の均衡を得せしむること L する。

(2) 腐.鳶庇.孔. ili\k11金叉は材商に於ける~は前記 4 :finのi快貼に比すれば程度の大なる も

のであるカ、ら節との換算比率は全く反釘に増加lせしめなければたらぬ . gp ち此等の~鮎に

して他閣に貫通せざるものは各其長径の一倍*のほiと看倣すを泊常とするo

以上は一般の材種に付てであるが. î地角にては必十しも他国に貫通すると否とを以て使Fil債

値の大小を定むることは出来ぬ口説角の如き寸法の大なる材胞にfCJしては歓貼が一面より 他商

に貫通することは極めて稀であるが然かも使用慣値に大友る影響を奥ふる程度の快賠をも有・す

るのであるカ、ら挽角丈けは一般的規涯に例外を認め泣ければ友らぬ，郎ら腐. 鳶庇，孔. 掻I食

又は材商に於ける般にして長径5糎未満のものは各其長径の 2 倍の筒と看倣し，長径 5糎以上

のものは重大友る融制として取扱はんとするのである。

第二 目 (1決賄の程度と品等|高分の開係

重大顕著なる融制を有するものは木材の使用慣値を著しく低下せしむるものであるから品等

区分上特別の取扱をなすことが肝要でもある。 市して蝕黙の!l~重は快鮪本来の性質より来るもの

と.同一種類の融制にで も其現はれ方によりて定めらる L 揚合とがある。重大君主る故知と特別

の品等との配合盤栴陀付ては失肖iに譲れ設には重大なる快黙として取扱ふべき もの L 種類 .

範囲及程度K付て考究すること L する。

ヌL身.曲.木口割及目廻は夫キ摘立性を有する1快鮪で、あり .然かも其程度の重大頴著怒るも

のは別主主に取扱ふのが便利であるから . 主主には是等.のiJî}(:鮎以外のものに付て述ぶる口

重大なる蝕黙は素材と製材とによ り 趣を具にするから之を匝別して支~ぶる。

1. 素材に於ける重大なる依鮪

素材に於て重大たる快鮪と主主 り得る性質を有するものはアァ.腐.胴打. 摂れ.語、1食、 2さ洞.

崎形 ， í昂心， 多心及入皮の 10屈であるが此等のf$(黙の内其程度の甚しきものに限 り初めて

重大なる猷賠として取扱はる L も のである.而して其程度は昧貼の性質上具輯的に之を表示

することが至難であるから認定によりて決定すること L したのである。

2. 製材に於ける重大なる í1Jと貼

製材 l亡於て重大なる快黙とtr.. り得る性質を有するものは入皮.樹lJ旨査.樹脂傍. 腐節、 抜吋節f 

抜ける庭ある fiì:払7

等のi猷d決t賠の内其程程.度の甚しきもの tκ乙限り初めて重大完怒主る1昧封決と鞘として取扱はる L ものでで、ある ‘
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而して吠黙の紐類及現はれ方tとよりて品等匝分に異怒り?とる影響を及怯すものであるから更

に之を数種に分類する必要がある。

(1) 入皮、樹脂室、樹脂傍.腐筒.抜ffi. 抜ける庭ある何1- 1 腐. 鳶fJÌ:t . 干し、品喰又は材聞K於

ける快にして他面にÞl遇するものD 但し入皮.樹脂査又は樹脂僚は第一自に述べ?と趣旨によ

りて他面に通貨するものも其換算寸法が 1 糎以下のものは本取扱より除き之を!重大たる快鞘

と看倣さたい口

是242:の ;liJと勃ilC ても其えさにより木材の使!日置値に大なる~響を及隠すカ、ら之を 2 極に別つ口

(イ〉長径 5糎未満

( ロ〉長径~5 糎以上

腐節. 抜何i又は抜ける虞ある fiijにして他国l亡:賞通せるものは段平首iの関係を超越して重大た

る扶黙としてのーの傍件と友ったものであるから節としては其寸法及教を計算せざること L

すべきである。

以上は一般的;fYj屈に主Jずる規程であるが.ííè向に到しては既速の如き理由により抜節，腐節.

抜ける虞ある節. 腐. 詩庇、孔 1 !I品喰又は材面に於ける~:k等の;IJと黙が一面より他面IC貫通する

と否とを聞はす字、其大さによりてtféfÍjの使1日 {買値IC及ほ・す影響を考慮ぜなければ友らぬ卸ち次

の 2 種に別つ。

( イ〉長径 5糎以上 10 糎未満のも の

( ロ〉 長径 10糎以上のもの

而して長径 5 糎未満のものは既越の如く針i及首ilc準じて取扱はんとするのである口

(2) アア又は狂にて顕著なるもの

(3) 慶色の穎著なるもの

ヨ l 用 書 自

1.林業試験報告第 1ö 就

2. 有用木材の性質及用途 問中勝吉

3. 森林利用墜 上村勝爾

4. 第五主主 日米木材規格の比較 引用書目の内 1-13

第七節 木材 dの品等

木材の!日等は規格の内最も重要にして且つ複雑なる種類に属するものであるO 敏弘liの種類は

甚だ多く然かも各別に大む数.性質、程度等に幾多の差異費化を伴ふものであるが之等各種

各棋の献貼を油宜に配合して初めて品等匡分が定めらる L のである。

我閤!日l等規怖の現j伏を見るに之等の餐化KE言む故知を何等の統制定記く任~~~ IC配合し然かも地

方、 工揚i点;は材f:ITi:l亡より随意に l日等阿分を制定したものであるから其内容の千種高態で・あるの

は拘に首然の結果であると云は怠ければならぬ。乍然斯如く凱雑不統一の品等規格も其内容を
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仔*1lI 1亡攻究する時は其問自ら一貫せる基準を存してをるのであるから.之を根幹として枝葉を

整備すれば抵IC J適首なる品等規怖の統制を闘り得るであらう。

第一項 品等匝分の基準

我園の木材!日噌qlli分及其内容の現j伏な寸法に比すればー居混筒L且複雑を来してをるが其内容

を充分に検討する時は大局的に一貫したる基準脈絡を存し.然かも 大路t亡於て合理的に組織立

てられてをることを知ることが出来る ‘ 依って之を骨子として不充分なる鞘を楠足し品等匝分

K付て原則的に考へ得る事項を示せば大要-:jくの通りである。

1.歓賠を品等匝分の要素とすることは改めてままに云ふ迄もない事であるが全閣を通じ又樹極

材極の如何を l埼は十共通の原則である口

2. 材種により!日途を異にするのであるから!日等の分類も其種類、内容程度を異にするのが便

宜であるが*fH別の材極に到 して一々品等匝分を饗へては到底其煩に堪へないのである。依っ

て現在でも細川jの材1空中比l段的類似せる材極を包括せし め概括的の数材程に分類して品等匝

分を行ふてをるが.此揚合/H来る丈け *rn別材担l亡 t、油!日し得る様其内容を l吟味し泊切なる配

合を園ることが肝要で・ある。

3. 現時樹極によ り IRl等匝分を具にする慣習を有する地方・あるも既に棋準寸法の項に論じた と

同様の理由により樹極による lHi等匝分の差異は之を認めざるを至常とする。般に樹極により

IR1等を蟹化せしむるとして果して如何たる桜準を採るべきか.恐らく 合理的の基準を見出す

ことは至難であらう口 、適切なる )J・法を案/:H し得ると仮定するも之に材担による 差異が加はる

のであるから其額日 IJは極めて多岐複雑となるのである.然乍ら樹極に謝する観念を全然.1m腕

しでも差支ないとするのではなし品等匝分に際して内容の整理配合を行ふ揚合K出来得る

丈け樹極による特異性を l吟味参酌することは素よ り必要である口

4. 首iの~賠其物としての程重は別 と して品等の分額陀閲しては聞は最も重要の地位陀あるの

であって凡ての材極を通じて品等匝分の根本の基準は節によりて定めらる L のである。

5. ヌL身 も亦品等の分類に関して重要の要素となるものであるが納ての材種K付てではたく特

程の材極に於て初めて重きを置かる L のである。

6・ lpl等匝分は各種の快賄Ic171"其の大小. 多少.性質.程度，位置等を誼宜に配合しi匝きもの

よ り 重きものに分類して行くのであるが. ilì_Æ型l其物としての程度甚しきものは木材の使用優

位を著しく 低下せしむるものであるから.斯主日 き~黒~を有する木材に割。しては品等匝分上特

別の取扱を行ふ要がある 口

7. 現行の各地各様の品等規絡を通覧するに其内容は素より 千差高別であるが. 各担演の快叩i

を結合して品等の分類を行ふてをるのは一致した粘である . 素よ P 多少一部の故黙に偏した

るが如き視を呈するものもあるが之れとても他の蝕黙を無視したものでな く概念上は快黙の

綜合主義をとれる ものである。



第四主義木林規格の統一 313 

8. 蝕型~îは品等匝分の要素であるが全部ではない快鞘以外に尚品等匝分として考慮を要する事

項が存してをる 。

9. 不完全なる製材@pち歩ムフは製材の一散期iであるが寸法!c閲するものであるカ、ら品等匝分

i亡関聯せしめ十、全く 別迭の取扱を講やることが肝要である。

第二項 IH1等匝分に闘し怯賠取扱の)J・式

Iitk黙の担額並 11:其各 t亡付き大小.多少、 性質.程度等を適宜に配合して品等匝分を定むるに
グ‘アハー

際 し~馳の取扱配合方法11:開し其根本1/針11:二つの異怒りたる意見がある . 其ーは組合設.他

は綜合設である 。

第一組合設

組合設の概要を述ぶれば棋賠を 1L身 . 節及其他の敏晶iiの 3 極に分類し木材の品等を定める三

大要素となし、 更に 3 極の敏弘'îl1:付き其程度 IL!I臨じて夫々等級を別ち . 丸身 11:付ては角材及挽

材は 7 等級K分類し . 板材は 4等故に匝分し. pri 11:付ては節の有無，大小及敢によ り て之を 5

等級I1: Z IJつてをる。而して木材の品等を定むるに常りヌL身と節とを全然別{問調立の要素と して

取扱ひ且つ丸身及釘iの各等級を互に組合せて個々の木材の品等を表はさんとするものであって

組合設の名梅は之に師因するのである。 尚丸身及節以外の棋聖M'L付ては其大小. 程度. 敢に関

係主主れ此等の臥L結を有するものは丸身及釘iの寄;組の組合せによりて出来たる各等級に該;歯す

るもの L 失品とするものである白

;:)くに之を兵髄的 I'L説明すれば

丸身に付ては

角材及挽材は メL身労!~し . ヌL身 1 割、芦L身 2 割 . ヌL身 3 割.メL身 4 割 、 1L 身 5 割 . 大

丸身の 7 極

板材は ヌL身 1!!~ し、丸身 3 割. メL身 6 割.大丸身の 4 極

節 Iz:: f1-ては各材屈を通じて

先!~佐官 、 節 1 等. 節 2 等、 節 3 等. 部 4 笥:の 5 極

其他の{快鞘陀付ては 之を併有するものは前記メL身及節の等級を組合せて生じたる各品等

の女!日とする 。

今此文j会H亡基き て現質の木材の品等を表示すれば

角材及鵠材に付ては

ヌ:uれ眠、 1!~節。 ヌL身~~~ . 節 1 等o 1L:身無.節 2 等o 1L身 1rr~ . 節 3 等。ヌL身知ふ節 4 等。 ヌL 身

1 割 ， 無節。 丸身 1 割、 節 1 等[0 1L身 1 割.節 2 等。ヌL身 1 割. 節 3 等。メL身 1 割. fjfj 4 

等。以下之れと同様にヌL身 7 極と筒 5 極を組合する時は 35 種の!日等を生歩るO

板材1'L 1~.ïても亦同様丸身 4 種と(lji5 麓を組合せて 20 極の品等を生十る口

斯 く て角材、挽材及板材を通じて組合せ品等は 55 極に上 り 更に丸身，節以外の猷貼による
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:J(~lTl を jm算すれば楓!日等教は賞に 110 控の多き陀達するのである.従って現賓の 1 佃の木材

のrm等を定むるには此110程の内より仰れに属するかを判断して最後の決定を見る.のである。

以上は組合設の原則を示す一例であるが丸身及Miの等殻.其他の敏則の取扱等fLfJての是非

は別問題として組合設の根本概念に付て検討を試るに

1・ IRi等の分類は非常に制l結且つ多数に上り現時の分類IC比して北:しく多数とえE る。

木材消費者の側より見る時はlrl等の分類約l街多数に上る程川注Icl感じて之に最も泊したる品

等のものを選f日し得るカ、ら便利であるが，飴りに多数1'1:上る時は却って分類の活用を阻け却j

もすれば無用の細分となる民がある. -))・之を生産者及版買業者より見る時は斯如き多数の

品等匝分は取扱上ï~ しき不使、不平Ijを来し到底其煩に堪へない。

材極の分類は僅に角材及鵠材と板材の 2 極i亡止まるも現貫の木材としては各材種に多数の寸

法を伴って出-*合lT; を生やるのであるが、此多数の出来合I lTllcf.Jて前記の訂l等分類が行はる

L のであるカ、ら・ IR1等と寸法を組合する時は甚しき多数に上り.之がため其分類κ件ふ整理

は極めて複雑となり且つ貯蔵揚所も多大の面積を必要とするに至るであらう。

2. 組合設にては綿ての材極を通じ品等の分類を一律一様にせんとする趣旨に基いてをるので

ある . 只ヌL身の等級に於てのみ角材及挽材と板材1'1: f'J き若干の差を設けてをるに過ぎないの

である白

元来材極の内には其!日l等分類をなすに首り筒に重きを世くべきもの又丸身を重闘すべきも

の或は雨者を同ーに重視すべきものと然らざるものとがあり.. 1J止は IHi筈;の分類を細密にする

を要するものと然らさ'るものとがあるが.1 *111)) 1)せる各材rÆに到して一々 lUIi等 l高分をよ廷にする

は到底煩に城へないのであるから . 類似の材極を包括吃しめて数種の概括的材極に分類し品

等の内容にtJ して泊切なる考肢を羽1\へば其目的を達するを得る、而して此概括的材極分類の

敢に付ては充分なる考慮を要するが少くも 3-4 極の分類を必要とする.組合設の如く綿て

を一律一様にするものとは根本に於て其在日念を具にするのである。

組合設に よる/)・式に於て必要に肱じて或材程に劃して任意に丸身及釘Jの等級を省略合併し

て品等の匝分法を饗更すれば如上の趣旨1'C1適ひ.組合設の短所とする材極を通じて一律一様

の品等匝分とするの弊を楠ひ得るのであるが之を自由裁量に任しては統ーを蝕く虞がある .

若し之を統一せんとする友らば最初より斯如き材極に劃する品等匝分を一定して置かなけれ

ばならぬ‘市して此揚合に棺~括的材程の分類を4-5種或は以上に匝分して之に丸身及節の等

叡を組合する時は材種の分類によりて其材極特有の品等匝分を去はし特るも組合せによるEl

等の総11設は却って前述のものよりー唐増加する民がある口

3. 組合設は丸身の獅立性に到して飴りに重きを置き過ぎた聞がある.我闘に於ける /J、角材及

京の一部 lては主としてヌL身の稗皮tとよりて品等を定めてをるが虫Il き問を呈してをるものがあ

i るが. 之が主悶となって組合設を生じたのではないかと思はる L 嫌がある。小角材及貨の並
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材の一部には丸身の程度に重きを置いて品等の分類を行ふを使とする揚合があるが. 之を以

て直K大部分の/J、角材及J1"の l日1等応分に迄及依すべきものであるとの理由とはなら君主い . 況

んや他の一般材極K迄康く之を及隠すが如きは容易に是認することが出来ないのである口

~~・一 手也 ~ j1. 
>13 - 1リ、 iユfi)I:.

綜合設にては各種各様のあ~賄を打って-jしとなし結合的l亡!日1等凶分を定めんとするものであ

る 、 即 ち丸身 . 木口制、目廻. ?iri其他の訣結の総てを綜合して考へ各種 融醍iの絶無の もの或

は之を存するも其程度の極めて微弱なるものを上等材とし. 之に弐ぐものを二等材と し、 之等

のl快鮎の全部又は大部分を存するか或は其程度の甚しきものを最劣等材とし. 叉蝕醍iの内一二

のもの丈け甚しく程度不良にして他の棋聖(Îは普通程度のものなる時は之を中間的のI同等のもの

とするのであ る。

要之綜合品等による時は!日1等|亘分の名栴或は階級陀よりて大開，C於て木材佼!日 上の 国値を判

断し得るの{更があるのであるo

綜合設の特徴とする出li をず;}具鰭的に説明すれば

1. 綜合設にては先づ類似の材極を包括せしめて敷居の概括的位類に分類し夫々特異の31等匝

分を設けんとするものであるが.材極圏の数を 3 極位とし各材極κ付き平均 8 種の品等を設

くるとしても!日々:総数は僅 2-ljc極に過ぎ歩組合設による品等総数とは著しき懸隔である。

2. 概括的材種固に到して夫奇異たりたる品等I~分及内容を定めんとするのであるから組合設

によるもの L 如き一律一棋にする不合理を除き得る。

3. 綜合誌にでも丸身を重要硯してをるが組合設の如く之を偏重することなく他の倣鼎lと綜合

して全臨としての観察を下してをるのである。 /J、角材.1'tの一部には丸身の程度Ic 1f(きを置

いて品等の分類を行ふを使とする場合があるが. 綜合設による時は材程圏の分類と ilt.k弘11の綜

合によ りて此等の特異性をも充分K表はし得るのである。

.1. 我図の木材!日1等は精粗或は巧t/l l は別として各種の紋鮎を綜合して分類せんとする原則は各

地共)lJ~せ十して一致してをるのであってままに云ふ所の綜合設と全く同一観念に基いて をるロ

我図陀於ける綜合IRIA-の一例として秋田鯨能代町地方ïC於ける杉並jJ日分板の一等並及三等並

の紋知の綜合枇況を示せば次の通りである口

" "" IIIJ!:::;句者

口制 |節
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次t亡米閣に於ける挽材の i日1等・規格も亦綜合lHl等を原則として をるが i欧材 (Sof&woocl) の

Yard Lumber の品等に付て一例として Grade C の故知綜合のJU\況を示せば57cの通りである3

Grade C はヨたに掲 ぐる快出liの 内何れか 判l占1. 或は組合はせて 4例迄は許容せ らるl. . 

Shol't split, Fille shake-equa1 in lcngth to width of piecc, 3 small slllface checks, Medium 

wane, Sm乱11 cl'ook, Slight cup, Medilltl1 80lU:ﾙ and intergl'mm  kllOt, Small encased knot, 

3 sound & tight pill knots, Small pitch pocket , 3 vel'y small pitch pockets, Medillill pitch 

日treak， Pin w' or・mholes-2 pel' surface foot, Medium clisco1oratioll-10 % of area, Pith-3 

inches in length, Sligl>t skip , Bil'�'s-eye 

ヨたに硬材(.Hal'clwood) の IRl等m絡は軟材と趣を異にするもAA思liの綜合 lとよりて品等を定む

る原則は同様である. Nationa1 .Hardwood Lumber Association の規程に付て其一例を示せば

!日等; Second のものは材前五千))・択に付標準年処罰lí 111111或は之と同一程度のものを許容し .8 司王

方択は 2佃 . 1 2 平jf択は 3 倒. 1G 平)i~尺は」 イ1111 . ~O 平方択は 511&1 を許容す，而して棋準j決梨i

はヨえの如き種類である白

1 直径寸H抑制同
2 直径十lサの節 2 イ!日叉は之と同一程度のもの
3. 1 個の割 (SP1i t) にして共長が材長 1 択に{.J- 1 吋以上ならざるもの . êP ち割の長を O;j童文

にて表はしたものが材長を吹数民て表は したものより大たらざるもの

丸身にUして材の一→端店陪若は岡端附し其骨則則矧1)1幅仰1)1陥!同引高引刊11日1 1爪14. 

5. 品孔、 節子L. 想鈎孔等にして上記標準首'jAA賄の程度を起えたるもの

標準節より大なる節陀釘するlTl1.扱は次の如く定む

直偲寸吋の倣は之と 同一程二度のもの 211占!の棋準l快出Ii と看倣す

直径 32吋の rifj或は之と同一程度のもの 3111iJの桜準故品li と看倣す

直控 5 吋の節或は之と同一程度のもの 4伽iの桜準快品li と看倣す

最後に瑞典に於ける「パイン」 及「スプノレース」のj手 3 吋、隔 9 吋.長 16 沢J'.)至 17 択の材

を標準として定めた る 品等規格を見るに綜合!日l等の原則を探川してをる.其一例を示せば

M.r tl 
-ース在日日 (1st class) 

節。 直径与H吋吋dすa迄の生釧白節制iげ川3針伽{
すや3、.小友る黒節は材の厚を貫逝せざるものに限 p 之を許す.材総は無向iなるを要す

腐。一切之を許さや
1 

割。風割 (Wind shak巳日〉を許さや、極小怒る割にして深さ三一吋を超過せす:; ， 其長が材長

の;以上同せざるもの L 少数を許すも止蜘割は11i1附のー聞にのみ存在するを要
す‘ 材f掠には割を許さす.. 
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ヌL身。 材のー放にのみ有ーするメL身は其長材長の 15% を超過せざるを要し雨縁K 存在する

ものは其長材長の 105むを超過せざる を要す

饗色。厳密に無慶色のものたるを要す但木材准積に使用する横木のために生歩る軽度の嬰

色、 斑貼の僅少数は之を許す

以上越べ?とるが如く綜合品等は我国及敵米を通じたる共通原則と看倣すことがH'， P1ミる D

5. 総合品等は多数の扶助及其程度の蟹化を配合盤梅して木材の使flH買値の大小に)1関車せ し め

んとするのであるカ、ら.各方面より慎重車fij筏の考慮を19l1はなければならぬと同時に其内容も

亦複雑多岐となるのである、従って品等規程の決定に極めて手数を要し図離を感やるのであ

るが一度決定すれば少しく経験を積めば之に習熟し容易に品等の選別を行ひ得るのである。

現時我閣に於ける製材事業の護逮せる地方の品等r~分の内容規程を見るに極めて複雑多岐に

亘りてをるが迅速に品等の選別を行ひ然カ、も誤なきをj拐し作るのである 、印ち綜合品等は之

が内容に若干緩和;を*し且つ規程の決定K手数を要するに官ま り生産、版買取引上 IC は何等;

の商倒手数を煩はすものではないのである。

以上の所論によれば何れの貼より見るも綜合設が合理的であることが明内であるから之によ

り て品等規格を決定すること L する。

第三項 品寄1M分の標準と各種扶貼

第ー目 !日等応分の標準と筒

符iは融制中最も普遍的のものであってf:ìi以外の依貼を全く存しない揚合はìll首多いがfiìi を存

したい揚合は極めて稀である.備前iは木材の使川慣値を定むる基準としても泊営で・あるカ、 ら他

の故知に比すれば品等国分の基礎的僚f' l'を最も良 く具備してをるものと云ふことが出来る口従

来品等匝分の名栴として無節.上小Ni. IJ、白i‘並(並首iの意味を含む〕等専ら f~iの有1!!~ .犬小を

以て直に木材全胞として品位等組の名都民fi:Tilする習慣が行はれてをったのは怖が最も基礎的

修件に富んでをる矯めである . 素よ P 此揚合Icfm其物の程度による等級を其(査本材全鵠と して

の等扱及其内芥としたのではなく只品等の名稿K代!日した る IC過ぎざるは云ふ迄も無いことで

ある 。

品等匝分の標準と f‘ìi との関係をxむ るには節の大小.数、性質.程度等が木村全館と しての

品位等扱l亡如何i亡影響するか共相互的関係を明にせたければたらね.而して教に云ふ節は原則

的としては間有の釘i其物を指稿するのであるが第六百i第二頃第一日五に述べたる節に準歩べき

倣駄をも包含するものと考へなければならぬ。

第一類 品等と節との開係l亡付ての現枇

品等匝分の標準として怖の取扱方を定むるには fi[jの大小.数其他店;キの性質 t亡分括して其相
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五的関係、に付て先以て現枇を明 1(. L. 然後合理的基準を見出さなければならぬロ

1.全国的に各材極共概して品等は~~(釘i . IJ、筒、並の 3 種或は之に 1 極をカ11へ先~~î-I . 上小節.

小節. 並の 4 :ß主に I~分せ られ之を根幹と して克に出Hl分せられてを る . 素より名栴は地方及材

麓により異なり叉分類の敢も多少宛異なるのであるが概括的には以上の如く分類せられてを

る。而して品等の分類と節との関係を見る t亡、前越の如〈間i其物の程度を以て直にl同等の名

稿Iて代用する程tて極めて密接で・あるが.単に釘iのみの立揚よ り 品等分類との閥係を見る 1'C 1~

釘iは宵iの全く存せざるもの L 意味主主るも、規J憾の厳格ならざるものは或程度の節の存在を許

してを る.上小首iは節の最も小なるもの.小話iは之にヨたぎ.並は IJ 、 Î~ri よりも大なる節を有し

且つ夫れ以上の大さに到して制限を有せざる等の意味が基制と怒ってをる。前iの大小には必

十夫奇数の制限を存し釘iの大小及数との配合は地カ-及材積によりて差異があるq

2. 無i~rjは全く簡を存4士宮るを原則とし並は小節よりも大なる釘iを有し且つ夫れ以上の大さに

劃して制限を存せたいものであるから. J:小firi又は小筒に到する市の大小及1止を定むれば自

ら総ての決定を見るのであるo

上小企~j又は小向iの標準を決定する根本は 1 佃の符iの大小の寸法によるのであるが節の大小に

融通性を附するため筒iの大小と数を遡宜に組合はせ可成同一使用債値を保?と しめつ L 種々の

揚合 I'L j適膳せしむる様工夫を注してをる。先づ上小節又は小節として 111111の節の最大限度を

見る lて径 2-3分より 7-8 分乃至 1 寸の\líß闘にちょってをるが.上小Mi及小節の 2 程とするか.

小首iの 1 極と するかにより叉部彼、厚板、 IJ唱1).挽角等材租1の異怒る K従ひて上記の寸法範

囲は更に細分せらる L のである。

信iの大小のみよりして上小企iî5 と小節とを何分する時は上小節の最大限度を 3 分.小首iの最大

限度を 5-6分にするものが最 も 多い。

米園に於ける i欧材の規;絡にては簡を我闘の如く重硯してをらぬが日Ïf'C封する大小の概念を知

る痛め分類の標準を示ぜば

pjn knot 節径す爪印ち 4 分 165
3 

Small knot 節径す吋乃至工吋.郎 4分 165 乃至 G 分 248

1 
Medium knot Mi密711寸乃至1 ~吋‘卸 6分 248 乃至 1 寸 2分 5

Large k附節僅1す吋以上、卸 1 寸 2分 5 以上

であって附我閣に於ける Si;の大小K関する観念と類似してをるが幾分我閣に比し基準が大と

なってをる。

3. 前t践に述べた如く符iの大小は l品等匝分の根本を震すものであるが同時に其数も亦至大の閥

係を有するのである.而して節の寸法の最大限度のものに制する数と最大限度以下の寸法に
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凪する fiìiの数と二つの揚合を考慮せなければ友らぬ。例之上小f~îは肖iの寸法の最大限度を 3

分とし其数を 3 官hl とするを原則となしたる揚合.新しfiìiの寸法にして 3分K速する も のな く

何れ も 2 分にして然かも共数 G 111i1 を有するものは木村使川上の債値よりすれば両者11洛同搬に

若倣すを得るのであるから.此揚合は後者をも上IJ 、 r:îi と若倣しfiìjの寸法と数とを若干鑓更す

る必要を生やるのである.其他の品等iて於ても之れと同様の揚合を主主す=るのであるが首iの大

小と数との配合を泊立に行ひ木材使!日上の底値 iと均í~!Ï を符せしむる範囲内に 1m民向 る丈け融

活性を持たしむることが肝要であるo

f:jiの大小と教との組合はぜの民例 2-3 を示せば

秋問地方. 杉並四分板、小f訂

(1) 径 3 分以下の riîîならば 3例.径 4分以下の市ならば 211司 . 径~5 分以下ならば 1 例

(2) 径 3 分以下のÎ'ijîならば 4-511Til. 密~5 分以下の何i怒らば 2111il.径 G 分以下 ならば 111司

青森地プJ\ 侃並山分板. INi� 

径 4分以下の白J怒ら f;f 3-4例.任 5 分以下の師友ら(;f 2-3 例

大限地方. I国分仮類

上小筒、 ~~3 分以下の印 311司

小節. 樫~5 分以下のわìiならば 5例.径 8分以下の筒ならば 2制

秋岡f也カ) 杉板剖 . IJ、f:îi

便 3分のf:îiならば 7-8 側 、 径 4分ならば 511~1. 何 5 分ならば 4桐. 符~G 分ならば 3 11私

怨 7 分主主らぽ 2倒.住 8分ならば lf同

4 . 尚iの大小及数のi1iIJ限は材H(Iとより又同村-N~にでも隔の大小 lとよりて幾分趣を異にする傾

向がある口

幅及厚の小なるもの或は腕叉l主尽の小たるものは大なるものに比してfmの大小及数の制限

は幾分緩和せらる L 叉節に割合 Ic;~fi: きを置カ、ざる材極は然らざるものよりも其制限は緩和ぜ

らる L 傾向がある又挽向と板類とは趣を異忙し丸太及1111 的と他の材種とは著し く !{人況を異に

し挽角とは 111告其軌をーにしてをる。

5. f:jiの大小及数の計算は板類にては表裏雨商の内優良なる面の 1 而のみ、 挽角其他角商を使

川する材屈にては 1 面}~至 2.......3 聞に付て計算するのが普通である

以上は l日i等と fおとの聞に存する相互的関係 lc: fJ き現!{}，を綜合したものであるが之を基礎と し

て品等と f市との閥係を担守の揚合lと分類して其合理的基準を示すことにする口

第二類 品等と節との基準

第一 品等と節の大小及敢との開係

ffiの大小及教との関係ILHき質例を示せば

秩岡地}j'
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都板類。小節， q，笠 5 分以下ならば lfll1l ， 4 分以下たらば 2個以内.3 分以下ならば 3個以

内

子割。小節， 7分以下 1 引41 ， 6 分以下 2 伺， 5 分以下 3 1111! ， 4 分以下 4 個、 3 分以下 G個

板割。小節， 8分以下 1 側， 7 分以下 2伯1 ， 6 分以下 3 引111 ， 5 分以下 4 個、 4 分以下 5 佃，

3 分以下 7-81岡

者!J.板類。一等/J、何'Î ， G 分以下 1 個、 5分以下 2 例， 3 分以下 4-5 個

板割。一等小節， 8 分以下 21rli! ， G 分以下 4-5 倒

沼岡地方

部板類。小節， 3分以下 511問， 2 分以下 10 伽!

板割。小節， 3分以下 5 伊1 ， 2 分以下 10 11~! 

大阪地1/

大三寸， ~I~ 板等:。小首i ， 3 分以下 4-511司， 5 分以下 2 {I品

部板類。一等小筒， 3 分以下 4-5 個， 5 分以下 2佃

柱(スギ〕。 小節， 5分以下 3-4 佃， 1 寸以下 2 佃

同(ツガ)0 /J、筒， 5 分以下 3-4 個， 7 分以下 2佃

符iの大小と数との組合はせは fjfiの綜合的結果が外観及使Jfl æt値上略均勢を保ち得べき程度を

基準とすべきものであるが其程度の測定は節の面積によるのが理論及質際上、通常であると考ふ

る。而して各品等K釘する取扱としては夫々 ffiの寸法の最大限度と数とによりて其rei肢を測定

し夫れと時均勢を得らる L 程度に ?JÎiの寸法と数とを定むれば良いのである . 只裁に注意を要す

るは斯如き換算法を、適用する K際しでは現買に印し?とる程度を考慮せ主主ければならぬ， 1:111[.理

論上のみより計算する時は符iの寸法を無制限に減少するに従ひf"!Îi教を無制限lと増加すれば面積

の均術を期し得るのであるが斯如きは質際の蹴態陀添はないのであるo

首iの形j伏は国より指図其他に至る各種の形献を有し到底正確に其田績を計算すべき基準を符

られたいのであるが. 大程の桜準を得る痛めには国又は楕固と見倣して差支主主〈倫商箇其物で

1，;..くとも tf:l互の面積比率にて支障がないのであるから便宜上白iの長径を直径とする正固として

面積を計算すればよいのである。

今前掲の節の大さと!1&との質例によりて節の面積合計の制合祉に商債を同一ならしめたる揚

合の計算上の符iの数とを示せば次衰の通りとなるD
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地 | 材 節の長筏及数

E萱 手直 品 t、車r 
(最大限度コ とぜる値l 面積合計 計を問ーな

長径(j}) I 数 面積(卒方分コ | 指 数 ら しむる 7二
めの節数

秋岡地方 薄板数 ィ、 5 1 19.75 100 1個.00 
11 11 11 4 2 25.28 128 1.56 

11 11 11 3 3 21.33 108 2.77 

11 卒 普リ A、 節 7 1 38.71 100 1.00 

Jγ 11 11 6 !l・ 56.88 147 1.36 

'1 11 11 5 3 59.25 153 1.96 

11 Jγ 11 4 4 50.56 131 3.06 

。 11 11 3 6 42.66 110 5.44 

ゲ 板 告リ 1]、 節 8 1 50.56 100 1.00 

11 11 Jケ 7 2 77.42 153 1.31 

I! ノγ 11 6 3 85.32 169 1.78 

1/ '1 11 5 4 79.00 156 2.56 

1/ 11 '1 4 5 63.20 125 4.00 

1/ 1/ 1/ 3 8 56.11 111 7.11 

1/ 一課i 4反 一等小節 6 1 28.44 100 1.00 

1/ 1/ M 5 2 39.50 139 1.43 

11 '1 11 3 4 28.44 100 4.00 

1/ 板 ，-~Ij 一等小節 8 2 101.12 100 2.00 

11 11 11 6 4 113.76 112 3.56 

沼田地方 �)!J. キ反
/J、 節 3 5 35.55 100 5.00 板 1JilJ 

1/ /1 // ・2 10 31.60 89 11.25 

大阪地方
大三寸

ノj、 節 5 2 39.50 100 2.00 予注 板類

1/ 1/ 1/ 3 5 35.55 90 5.56 

1/ 柱(スギコ ィ、 節 10 2 158.00 100 2.00 

.1/ 1/ 11 5 4 79.00 50 8.00 

u 本主( ア ガ〉 1/ 7 2 77.42 100 2.00 

1/ λy 11 5 4 79.00 102 3.92 

備考 節の側面積欄中の指数は材種別品等中の節径の最大限度の場合の面績を 100 としれるものに

して、節の面積を向ーな らしむ る 1~めの節数も亦之に同じ

前表に よれは・計算上の節の数は其端教を切上 くずれば大部分は規格上の節の数と一致すること

を知り 得る.部 ち現行のf1Îiの寸法と教と の配合は大部分理論上正鵠を得てをると云ふことが出

来る。

ヨえに品等;を無節.上小節.小節.並の 4種に分類すると して中聞に位する上小節及小節に釣

する前iの大 さ及教を如何に配合すべきかを考慮するに.材程により倫又他のt条件によりて異な
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るから全部に亙る具盟的の事項は後段i乞譲れ設には寧に首iの大さのみに付き一般的の観察を

行ふことにする。

上小出i及小節陀劃する釘iの犬さは既速の如く全国を遇賀する時は夫々 3分及 5-6 分を最大

限度としてをるものが多い.米国の規絡は柏之より大であるが彼是掛酌する時は上小節にては

節の最大限度を 1 糎とし小節にては之を 2糎とするを誼首と考へらる L 。

上小節に封して 1 糎、 Ij、話JtL劃して 2糎を夫々自iの寸法の最大限度とすることを一般的原則

としたる揚合に於てv 各!日等 IL:付て筒iの制限内の寸法と数とを如何に配合すべきかを考察する

に。此揚合に寸法及教を無制限とする時は統制を保つことが出来ないカ、ら一定の寸法階級を設

け怠ければならぬ、今試みに最大限度より以内の節の寸法階級を夫々其 7 割、 5 割. 3 自jの 3

麓となし節の面積を同一ならしむるための節数を計算すれば

節の長径階級 ( 節 ー側の面続 節の最大限度

ロτ3ロ 等
の面積と伊jー

寸法 (cm) I 指 数面積(平方叫|指 数 ならしむる 7こ
めの節数比率

ノJ、 節 2.00 100 3.16 100 

11 1.40 70 1.55 49 2 

11 1.00 50 0.79 25 4 

1/ 0.60 30 0.28 9 11 

上イ、節 1.00 100 0.79 100 1 

11 0.70 70 0.39 49 2 

// 0.50 50 0.20 25 4 

// 0.30 30 0.07 11 

前表は最大限度の寸法の節の数を 1 個として他の寸法階級の節散を算定したのであるが基準

節教を種々の程度に増加したる揚合を想定すれば次の如くなる。

ロ
ロロ

節の長径階級

仁cm)

11、 書官

// 

1/ 

J/ 

上小節

υ 

1/ 

1/ 
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~p ち最大限度の寸法の 3 割に相常する階級に属する節の教は他の階級のものに比し著しく増

大することを知るであら 九而して賓際上斯如く多数の節を存せざる揚合多 く且つ節の階扱を

多くすれば取扱上煩雑陀過ぐるから 、 最大限度の寸法以下に属する寸法階叡と しては其 7 割及

5 割の:2f:!1t陀止むることが受賞である.而して此揚合に於ける節の大さは基準となるべき節の

最大限度の寸法の如何を問は-t-其 7 割以下左る時は 2 佃，其 5制以下なる時は 4個を以て夫々

基準寸法の節 1 佃と看倣し得ることを知る.備基準とたEるべき最大限度の寸法に3討する首i数を

幾何にすべきやは他に極守のt条件を f宇ふカ、ら具臨的に後段に詳述するであらう 。節の大さと敢

との配合に闘し特種の方法を講ぜんとする意見があるが参考のため其一二を述ぶることにす

る口

( 1) 1 平方「メート JレJ 内に於ける節の便及径の和の最大限度を定めて品等分類の標

準とぜんとする方・法

節一等。材面の何れの部分を問はす九 1 平方ー「メート Jレ」内に於て各自iの長径1.5 埋以下に

して其長径の和~ 8糎以下なるもの

首i二等。 材面の何れの部分を聞はす九 1 平方「メート jレ」内に於て各節の長径~ 3糎以下にし

て其長住の和 30糎以下なるもの

本カ・法K付き最大限度の長倍以下の釘i径を任意に設け.規程による節数及面積を計算し更に

節面積を最大限度のものと同-t;r..らしむる矯めの節教を計算し前 l亡行ひしものと同様. 首iの

面積の換算法の趣旨により本方法を検討すれば次の如くなる口

n仁u, l-等 』 る最大限度の節商の ものと同一なら
(cm) I (cm) の最大限度後合計〈平方cm) しむる ?こ めの節盟主

節 1.50 8.0 5個.33 9.474 5個.33 

I! 1.40 8.0 5.71 8.842 6.11 

I! 1.30 8.0 6.15 8.211 7.09 

11 1.20 8.0 6.66 7.576 8.32 

!I 1.10 8.0 7.27 6.949 9.92 

!I 1.00 8.0 8.00 6.320 11.99 

節;等 l 3.00 30.0 10.0 71.10 10.00 

2.50 30.0 12.0 59.25 14.40 

I! 2.00 30.0 15.0 47.40 22.50 

I! 1.50 30.0 20.0 35.55 40.00 

~pち本方法による節教と面債を基準として計算したる節教との聞に大なる懸隔を生じ釘iの径

小なる程其差の大友るを認むるのであるが. 本方法は皐に筒i径の和に基準をと り首iの面積を考

慮せざりし鋳め斯如き結果を招来したのである。
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(2) 商積を基準とぜす=任意に節の径と数とをと配合する方法

小首節i第一種。節便仰2糎以下のものならば節数8削切畑イ伯佃医問i以 内.凋若し凶川首節i但が最大限度の」去仁以下友ると
き判は立湘個を以て-C.同士以下危抗るときは 4畑個をω以て-c 1 刊伽6

小節第二種。節径 1 糎以下のものならば節数 7111lJ以内・荒川径が最大限度の士以下なる

ときは2個を以て・同士以下なるときは 4 イIIlJ ~ l;J，て 111伽6
本1カj法t陀亡斐釘}して前と同様節の面積の換算法の趣旨tに亡よりてt検金討すれば

間 l こ 4 り言1- :),-;L -c!:る最 l
IE21, 1 等

自告の長径階級 官官 数 の 大限度の節商 fU 合計 節面積を汲大限皮
最大限度 のものと同ーな盟ら主

(cm) 面積〈卒方cmコ | 指 数 l しもる同の節

小節の第一種 2.00 個8 25.28 100 倒8 

fI 1.00 16 12.64 50 32 

f/ 0.50 32 6.32 25 128 

小節の第二種 1.00 7 5.53 100 ・ 7 

f/ 14 2.765 50 28 

f/ 0.25 28 1.825 25 112 

即ち本方法による節教と面積を基準として計算したる節教との聞に著しき懸隔を生守るの

であるが面積を基準とぜや任意陀節の使と数とを配合した首然の結果である。

第二 信Jの1設を定むる基準面

首iの教を定むるに際しては諌め其基準とたるべき鵠材の商を定め主主ければ君主らぬ.総て挽材

は木口を除きては凹簡を有するものであるが節の7肢を定むる基準を 4 面を遁じて計算すべき

か或は 4 面の内或函を特に限定すぺきであるか.之には種々の方法が考へらる~ . 向本項は

単にの閥係のみに留らや他の快賠にも 、適用し作る性質のものであるから併せて講究すること

tとする。

(1) 劣等聞を基準とする方法

柱其他挽角は別としてt担割.板及盤は概して使用の揚合には!手さの方よりも帽の方に重きを

置き且つ隔の 2 面の内何れか 1 面のみが章一せらる L のが普通である . 隔の 2 面には概して優

劣の差を存するが此揚合に劣等商を基準として[lÎiの数を定めんとするのが本方法である . 常

兵躍的に設明すれは・叩の商には大なる節が多数千了ーするも乙函には之に比して節の僅及数共i乙

柑僅少で・ある.吏陀 Lfl函に樹l指定あるも乙面陀之をイ子せやと仮定すれば.甲は劣等面にして乙

は優良国であるが.本法によれば節の数及径を計算する基準を ~p面に依らんとするのであるD

(2) 優良面を基準とする方法

fìíJ法と全く正反主Jの方法である口

(3) 木表を基準とする方法
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木材を使用する揚合は普通木表を外部に現はすものであるから.縦令扶黙の種類により木表

よりも木裏の方1吠見liの程度低き揚合があるとするい此等の開係とは全く 別途に単に木材使

用上の見地よりして木表を基準とすべきものであるとするので、あるo

(4) 4 面を通算する方・法

商の優劣.表裏ーを匝別せす古車線て 4 面を遁算する方・法であって節の数を計算するに営りて 4

面に於ける針iの合計を以てするのである.従って前 3法に比すれば節主主は常に多数に上るの

である。

以上 4方法を比較劃照するに (1) 劣等間を基準とするものは使用者側の利益に偏する嫌が

ある. ( 2)優良国を基準とする方法は現時一般に行ばれてをる方法であるがく 1 ) と反3討に生

産者の利益に偏する雄ーがある.向 (1 入 (2) 雨法とも板類等を除く他の材程に劃しては之が

諮問に常り極めて侃閣の結果を招くことがある、 (3) 木表を基準とする方法ば偶然の結果に

より (1) 或は (2) と君主り得るのであって使用者及生産者双方・の利害を折衷する視がある

が， 木の表裏を一々検菟するは極めて煩雑で・あり材種によりでは 1 商のみに止まらマド 2 面乃至

4 商に達するものもある 。

最後に (4 ) 4 面通算のカ・法は優良面、劣等面何れにも偏せや完全に雨者を平均して中j市を

得るカ・法である，尚節以外の;決裂占を、適用する揚合には此方法は最も合理的で、ある、只前 31方法

K比 し幾分手数を要するも夫は巳むを得泣いのである。

第三 節の大小及教と木材の表面積との関係

第一及第二によりて・節の大小と教との開係は節其物の面積を大躍の基準とし且つ節の数は鵠

材の 4 面を通算すべきものであると決定したのである.而して此 4 面通算の意義に閲しては制

定せられたる品等規格の泊用上.節の大小及教を測定する揚合に於ては何等の疑義をも生ぜす言

明瞭で‘あるが.;j長本t亡遡り新t亡品等規格を制定ぜんとする揚合.節の大小及教を配合する基準と

しての 4 面通算の意義に付ては其内容に幾多の疑義を有するのであって.之を明カ、にして初め

て 4 面通算の員の意義を諒解し符るのである。蓋し鵠材は大小各種の寸法を有し其表面積には

著しき差異を*すのであるカ、ら品等規格制定上節の大小及教を定むるには此等にきj して充分考

慮を抑はなければたらぬ。故に於て 4面通算の員の意義に胸れて*るのであるが.此揚合挽材

の 4 面を遁じ?とる面積の合計に正比例せしむべきか.或は一定の比率を以て増減すべきか.或

は面積i宅関係4士十綿て個々の挽材を同-tO~扱ふべきかの 3 項が考慮せらる L のである 、 今此

3 項の是非に付て講究する時は衣の如くである。

(1) 挽材の寸法‘面積の大小に関係、せや棉て佃守の挽材を基準と して同-IC取扱ふ方

法

各品等に属する節の大さ及教を、適用する揚合挽材の長，幅及厚の大小を無視して線、ての挽

材個々に劃して同ーに取扱はんとする方法であるが此方・法は極めて不合理で・ある.縦令品
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等小節vc属する節の大さ 2え数を径 2 糎以下の節 5個以内であると仮定した揚合に於て板の

幅1尺、同3寸.中賞及小主主木の4器:の挽材K封して同ーに取扱はんとする時は説材の狭小怒

るもの程其質質が劣り到底 4 種の挽材を同等のIJ、首iであるとは若倣され友いのである.乍

然若し斯如き不合理を越けんとして諜め挽材の寸法を異にするに従ひ一々之削|倒産して節

の大さ及数を、適宜に蜜更せんとせば極めて複雑繋多と友り到底質行し得べくもないのであ

る。

(2) 挽材の 4 面を通算し?とる表面杭に正比例せしむる方法

(1 )の方法の不合理を是正せんとして節の面ß~をして常に挽材の 4 商の面杭と正比例ぜ

しめんとする方法である、理論上は常を得てをるのであるが綿ての揚合に厳格に之を取扱

ふ時は非常に煩雑を来すのである. ~pち挽材の寸法の異なるに従ひ一々釘iの教を蜜更し主主

ければなら主主いためである‘今宜例によりて之を示せば品等小企~ilr:属する節の制限を大さ

を 2 糠.教を 5 佃とし若し大さの最大限度が 1 糎なる時は其数を 20 佃とし之を部板に

あてはめ且つ長 1 .8 米、隔30 ~庄のものを基準として前記の制限が行はる L と仮定した揚合

Ir:. 30糎より狭き板に付ては節の教は;j(表の如き閥係を生-t:る。

! 節の長径の最大限度 2cm の場合

♂ ω(fiFGf) | 節の数(2352)
節の長径の没大限度 1cm の揚合

，)阪の面積に正、 I /計算上の 、
節の数( 比例ゼしめれ ) 1 í笥の数(節童文の昔前 ]

、る場合 / I 、数切上ノ
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~pち厳格に面積の正比例を質施すれば各寸法毎K首iのj肢を異にし縦令節数の計算上の端数

を 切上け整理すると しても情移しき煩墳を来すのである。

(3) 挽材の 4 面を通算したる面積に一定の比率を以て増減せしむる方法
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本法は (2 ) を幾分緩和1せんとするものであって. 首iの教を常tて挽材の 4 面の面積に正比

例して増減するは到底其煩i亡;堪へたいカ、ら . i象め鵠材の大小によりて誼首の範囲に於て大

小各数個の材極t亡分類し、各自の範圏内に於て大睦 4面の面積と釘i面積との比例を考察し

て諌め之に埴!産せる託iの数を定めんとするものである.斯くすれば (1 入 (2) 何れの扶

賠をも除去し且つ大局上理論的にも正常と見ることが出来るのであるD

以上の如き趣旨によりて材極rcL奮じて夫キ各品等11: 1適!底する筒iの大小及数が制定せらる L

のであるカ、ら、 一度品等;規絡が制定せられた後は節の測定は個々の挽材に付て其の 4 面を遮

算したものにより て行はるべきであって 4 面通算の員の意義が諒解せらる L であらう。

fiiiの大小及数と挽材の表面積との関係を (3) の方法によりて律すると して大小各童文佃の

材店i:I亡付き兵躍的に其関係を示せば

製材は挽角‘ t担割 、 板及盤の四種に大別せらる L が鵠角は特種の品等匝分を行ふものたれ

ぽ之を除き板及盤の幅 12 糎未満及 12 ~'湿以上の 2 誼.挽割は小割及大割の 2 種に細分する時

は幅及厚の大小により品等匝分上.出iの大IJ、及教を配合盤梅せんとする如上の趣旨に添ふこ

とが出来るであらう。

;)，くに板及盤の 2 極の*lll分材種.強割の 2 材程に付き夫々表面積の比率を計算する t亡 、 板及

盤は厚は幅l亡比して著し く小で、あるから 2 面の表面積にて其大綱を捉へ得るのである 。

材 粍 車問 分 材 穏

*R Bι 車生 幅 12 糎未満のもの

" 幅 1QW以上のもの

扱 告 IJ 11、 制

1/ 大 告リ

平均寸法又は多数に
存するもの λ 寸法

幅 10 糎

阪 20 t原

幅 3 糠. 厚 3 糎

騎 10 糠. 厚 4 t傾

4 面又は 2 而
の表面積比率

1.0 

2.0 

1.0 

2.33 

即ち 4 面又は 2 面の表面積比率は仮及盤に属する 2 材極にては 1 と 2 との比率. 強制の 2

材極は 1 と 2.33 の比率友るを知るを得たが.節の大小及数を決定するには節面積の比率を

之と同一ならしむればよいのである 。

今板、 盤. t担割を通じ上小節及小首ì lL属する節の大方の最大限度を既速の如く夫々 1糎及

2 糎と な し更に節の基準教を上小企~j及小節共板及盤にありては幅 12 糎未満のものに劃して

5個、挽割は小割に謝して 6佃とすれば‘他の材程即ち幅 12 糎以上のも の及大割K封ずる

部教は節の面積合計をして挽材の 4 面又は 2 面の表面積の比率と同-f;r_らしむることにより

之を定め得るのである白
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平均寸 4 商又 上 IJ、 自首 11、 吉自

法又は
は 2 商

節の長径lJt.. 数節の長径及 !
多数に 童文の最大限 向上節 戸j上節 の最大1\艮 同上節後 同上節

材種 細 長〉 材 2主 有ーする
の表面 度 の磁fft 皮 の頂

ものミ 合計 の而m
官官の I 合 計

の而積

寸法 積比率 〈長cm径コ節の数 (卒方cm) 上~ lt; 長径節の数(平方cm) 上~ lt~ 
(cm) くcm)1 I 

阪 12cm 未満
隔 10 1.0 1 υ " 3.925 1.0 J ." ~^^ 

のもの

幅 12c01 以上
騒 20 2.0 1 10 7.854 2.0 21 ]0: 31 ・ 4161

2.0 
のもの

害リ
隔×厚 1.0 1 6 4.7124 1.0 
3 x 3 

大 告リ 10x 4 2.33 11 13.98 10.979 2.33 2113.981 43.8971 2.33 

昔前考 板&盤の長は1.8米、扱おJの長は 3.6米とす

I3Pち板及盤にては上小節.小出Jを通じて節の敢を幅 12 糎未満のものは 5個. 隔 12 糎以

上のものは10個と すれば節の面積比率を雨材極の 2 面の表面積比率 1 と 2 とに一致せしめ .

1fè割にでも同じく節の教を小割は 6個、 大割は 13.9&f~母とすれば節の面積比至容を雨材極の 4

面の表面積比率 1 と 2.33 とに一致ぜしめ得るのである口大制の節数は端数を生やるから之

を整理し且つ小制の節教と 開]師せしむるため 1:2個とする時は節面積の比率は 1 と 2.33 よ

り 1 と 2fl:建化するも僅少の蜜化に過ぎ主主いから大勢には影響を来さぬ. r:lP ち

材 程 | 都i 分材積 l 上小節 l d
節の長祭|節の数 節の長径 l 節の数

幅山m未満のもの| 。戸

幅 12 cm以上のもの| 1 I 10 1 2 10 

IJ、 制{幅 3 cm I 1 1 6 1 2 6 

扱
厚 3 Cm 

大 制{隔 10 c旧| 1 I 12 I 2 1 12 
厚 4cm

以上は板及盤にては節の敢 5個、 t危割にては 6佃を基準教とした揚合の一例であるが基準

教が蓮へば他の数も営然饗化しpìîl記の方法によりて容易に算出し得るのである.而して節教

は 4 面通算の意義i乙従び l{Wjの節にして他面に:民a遇するものは2個に計算せらる.叉板類にて

材縁に 1 面より他商に縁を通じて肖i tr_: 生やる時は首i童文は 3 佃と計算せら る L ので・あるが.此

揚合には同ーの節が 3 度通算ぜられ調立せる 3個の節と著しく趣を異にするのみならす九筒

の存在位置が一方に偏在し利用上の底値に及段す影響も割合に僅少で、あるカ、ら.節の大さの

1 
測定は各面に於ける節の長径のョーを以て節径とするのが泊営である.木口に於ける節は快

鼎と看倣さ古るも 4 面の何れかに跨るものは総花於ける場合と同様の取扱となし，若し肖iの

位置が延寸の部分に存する時はl快鈷と看倣ささやるは嘗然である。

裁に注意を要するは以上の計算は;仮及盤の長を 1.8 米. t担割の長を 3.6 米基準としたるも
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のであるが挽材の長の増減によりて之IL比例して節教を増減すべきものである . 市して計算

上の端教は繰上けて整数とする。

第 四 上小節と小節との最大限度の節の大さ及教に付

ての閥係.附並材に封する特別の取扱

上小節と小節との最大限度の節の大さ及数K付ての関係は各地方の放況を綜合するに大館節

の面積の比率を上小節 1 に釘して小節を 4 と注して品等上の差等を定めてをる.今此原則lとよ

りて兵鵠的に上小節と小首iとの節の大さ及教との閥係を算出すれば

幅 12cm 未満のもの l隔 12cm 以上のもの
材 続|品 Jサ:$ I 節の長径 | 節の数 l 節商積の

(cm) 比率
節の長径 ! 節の数!節商績の

(cm) 1 "" "/ "'" I 比率

板及盤 | 上小節 | 1 5 

グ 1 11、 節 2 。

種 I ~ 11、 出l
材 4事

扱 告1 上小節

I! 11、 節

備考板.ll'd!il:の長は 1.8米、挽割の長は 3.6米とす

1 

4 

1 10 I 1 

。

“ 10 

大制 (ET::)

4 

節zfヂ|節の数 12面積2

上小節と小節との最大限度の首iの大さ及敢に付ての開係は上記の通りであるが、小節材にて

節の大さは最大限度であるが節の教が最大限度の数より著しく僅少佐る時は小節材としては極

めて優良のものであって外棚上.上小筒材に匹敵することがある 、 斯如き揚合には首iの商積を

比較して雨者均衡を得れば小首i材より上小節材に昇格せしむるのが便宜である、而して並材と

小節材との問にも同様の関係が成立する。

今期如き特種の場合l亡該営する小節材及並材の節の大さ及教を示せば

材粍 寺田ヨ〉材・ fill I rIτII ~ 
の最大l浪皮 函 flt

昔前 弄Jチ
節の長 合計
径(cm〉l| 勺の数 (平方佃】)

板及推
稿 12cm 未満

小 官官 2 5 15.708 3.1416x5(卒方cm)
のもの

I! I! 上小節 1 .5 3.925 0.7854x5( グ〉

I! I! 〈小節〉 ‘“ > F4 5 3.925 3.1416x ~=3.925( グコ ω ち節数を i とす
れ11節面積は上ノj、節と一致す

I! 騎 12cm 以上
小節 。“ 10 31.416 3.1416x 10く 。〉

のもの

11 11 上小節 1 0.7854x 10( グ〉

'1 11 仁小節〕 2 子 7 . 854 3.1416 x 干=7 .854( 汐〉

11 楠 12cm 未満
小宣告 2 15.708 3 .1416x5く ρ 〉

のもの

11 11 並 2.5 :l.154: 15.708 4.98025 x 3.154=15. 708( グ〉
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節の大さ及数 同上節 |

TJ- 紐 細分材穏 ,R, ~ の最大限皮 而fl't fJii� 考
節の長 | 合 言1・
筏(crn) 節の童文 (平方cm)

板及盤
腕 12cm 以上

小宮古 ~[ -_~~ I 山 3.1416 x 1…ののもの

11 11 くïlÉ.) ':1 '鵬…9…品川町
扱'，~U 小節 2[ 6[ 18.84[3.1416 x 6( り1]、制 厚 3c

11 M 上小節 1i 6 4.71~4 1 ~.~~5~X6_( り
'1 グ (1]、節〉 21 子|1 47吋9i

31山 ~=4.7124( 1I)

11 大喜IJ(阪山:)厚4cm 小官官 2 12' 37.699; 3.1416 x 12( 
" 
) 

11 11 上1]、節 12 9.4248 0.7854 x 12( 。コ

11 .tl (小 íífD 2 :!.!I 9.4248 3.1416 x 子=9必48ゲ〉
4 

11 小剖(続厚 33cCml1 小節 3.1416 x 6( グ〉

υ /ノ (立立〉 2.5 3.7831 18.84 4.98025 x 3.783= 18.84( ") 

" 大剖(脇
10r.m

小官官 2
1 

12 37.699 3 . 1416x12仁グ〉
厚 4cm

11 11 (司仁〉 2.51 7.569 37.699 4.98025 x 7.569 = 37 . 699( グ〕

備考板及推の長は 1.8米、 扱制の長は 3.6米とす

1 
@P ち各材種を通じ小首iの部教がこ生最大限度の数の ーー なる時はt小企;ñ と全く均衡を得らる L， 、

4・

ことを知る‘而して計算上のNil肢は何れの窃合も整数とならや端数を生十るから其近似数をと

れ並材を小首i材κ上す~合の宵i数iと付ても亦同様であるが-:jj，くのま口く定むるを誼首とする。

板及躍にて小Î1ÎÎ材を上小?iìi ~乙上す揚合に於ける~j'j~設の最大限度を幅 12 腕未満のものにて

は 1 個. 幅 12 ~症以上のものにて 2個. 並材を小首i材に上す揚合は首iの長径 2.5 糎以下なる

時に限り白i数の最大限度を隔 Ll ~庇未満のものにて 3111ì1 .Q日 1 2 ~厘以上のものにて 6個とすo

t担割にては小首i材を上小節材に上す揚合K於ける筒i教の最大限度を小割にて 2個. 大割にて

4 1~lìl. 並材を小Î':rj材に上す揚合は筒の長径 2.5 糎以下なる時に限り何i教の最大限度を小割に

て 3佃. 大割にて 6佃! とす

以上述べた所を宵

訓
村

総 扱 告IJ (ノj、寄り 事E 制 仁大制〉

上 小 釘 1 組以下の節 {節荷積 ) 1 
1 粧以下の節 (節面積 1 I 6 例以内\. 4.7124平方粧} I 12例以内\ 9.4248平方根j

節 I 2 糎以下の節 (節商絞 ) I 2 糎以下の節 (節商絞 } 
6 個以内\ 18 . 84卒方粧} I 12伺以内\. 37 . 699平方糎/

円
川
件

の
僚
の

準
乱
A
L

甘
器
等
の

並 | 上部以外のもの

2糎以下の節 /節商談 1 
2 例以内\. 6 .3832卒方極j

2 . 5糠以下の節 f節荷積 ¥ 
3 1間以内\ 14.94 zJi方糠 j

上詑以外の L の

ィ、宮町叉』主
主立を上級
品等に上
す場合

小節を上小節
に上す場合

並を小節に上
す場合

2糎以下の節 I節面積 1 
4 個以内\ 12.5664卒方糎j

2 .5糎以下の節 f節而絞 ¥ 
6 1間以内\29.88Ì5卒方糎l
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件後 板 (1隠 12糎未満のもの〉 板及量生 (幅12糎以上の L の〉

上小
\
l
e
J

、
1
l
l

糠
糎
方
方
卒
平

包
は
4
E
6

定
制u
p
h
u
宇
佐
1
4

商
1
J
商
A

節
t

節
剖

f
t
t
t
、
、
，
，

t
B、
、

内
内
以
以

立
山
田
円
作
山
田
問

2
f
B
{
 

の
叩
の
叩

下
下
以
以
糎
糠
T
A

の
れM

、
、
、hE
，
，
J

、
、
‘
E
E

，
，
，

糎
籾
方
方
卒
卒

絞
%
前
M
m

商
川
面
川

節
i

節
H
U

-
-

、
、

f
i
t

-
-、

内
内
以
以

節
側
節
綱

の
5

の
5

下
下
以
以
糎
糠

T

i

o

hM
 

々
H

部
川

基準の品
等及僚件 | ノj、
のもの

並 上記以外のもの 上詑以外のもの

小節又l土
立立を上級
品等に上
寸場合

小節を上小節
に上す場合

並を 11、節に1:
す場合

2糎以下の節 /節商~1 ¥ I 2 級以下の節 / 節商も.'f ¥ 
1 伺以内\ 3.1416卒方籾) I 2 例以内\ 7 .068卒方籾1

2.5籾以下の節 f節商t'.t ¥ I 2 .5糠以下の節 /節面積 ¥ 
3 例以内\ 14.94?f-方糠 J I 61間以内\29 .8815卒方糎j

=1!c割、板及盤の並材は r:Îi其他の快黙の種類及範国頗る蹟汎i亡捗ってをるが.使用上の使立よ

りすれば此等の蝕貼のAA況に臆じて更に特別の取扱を震し之を 1-3fÆの品等に細分するを、適常

とすることがある叉板の伺 11 粧未満のものにては並材と同時fC小r1Îi材をも同様に取扱ふのが

便宜である.市して斯虫Jl き特胞の取扱をなすべき主要の要素は丸身で司あるが之は後段に誕り .

訟には其一要素?とる Nil亡付ての関係のみを記すことにする。

(1) 板及盤の内 . 隔 1主細以上のもの

一等並 並の内 3.5 粧以下の筒 G個以内 (r:Îi面杭 57 .7'27平方糎〉

二等並 並の内上記以外のもの

(2) tJ宅制

小制

一等放 並の内 3.5 糎以下の ri[i 3 例以内(節面智( 28.863平方糎)

二等並 並の内上記以外D もの

大制

一等並 並の内 8.5 ~鐙以下の何i (i 個以内(首i商習i 57.727平方根〉

二等並 立kの内上記以外のもの

(3) 板の内.問]2 1jl明未満のもの

一等小節 小首iの内 2 糎以下の節 3 f~日以内(節面積 9.4248平方糎〉

小島iiの内上記以外のもの

並の内 13.51舟以下の節 3個以内(釘i面もli 28.8G3平方糎〉

並の内上記以外のもの

第五 挽角IC於ける首iの大IJ、及数

挽向の出来合品 rl.1最も者迎l亡使mせらる L ものは柱‘土~等K屈するものである、市して此

I私自等の分類K付て最も l吟味を要するは柱である、柱は其用途の性質上 4 面全部を外部にま見は

二等小針i

一等並

二等並

すこと多く 少 くも 3 面又は 2 聞を外部に現はすのであるから.此知は板、 t担割等の概して 1 函
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のみを外部に現はすものと著しく趣を異にする、従って品等I~分に付ても特別の考慮を拶1\1ま友

ければたらぬ口

1. 挽角は節の批況が 4 聞を通じて同一主主ることは寧ろ稀であって商によりて多少宛節のiJ)~況

を異陀し従って首î I亡閲して使劣の面を生十・るのである.而して挽角の使用に際し優良商を外

部に現はし得るの使があるから、挽角の品等を首iの立揚より 定めんとする時は先づ 4 面に於

け る節の有無を考慮する必要がある 、 2 方面が無首iた;る揚合に隣接ぜる 2 商が無白iなる と相

封ずる 2 面が虫!哨iなるときとは使用上の置値を異忙し、使用上は前者の力が優位で、ある。今

4 苗ifc於ける節の有無及其!ik況によりて大憶の品等匝分の一棋準を示せば弐の通りであるo

一等材。 4 面何れも無節たるか玖』は 3 面がMi節で他の 1 聞に色むを有ーするもの

二等材。 3 面何れも無節で他の 1 面に首iを有・するカ、或;は隣接せる 2 面が無節で他の 20011乙

長ri を:右ーするもの

二等材。 2 面が1!!~~riで他の 2 面陀27i を:有するか足立は 1 商のみ先!附iで他の 3 面IC節を有する

もの

並材。上記以外の もの

上記の標準は挽材の寸法の大小を聞はや一般に泊子11 し得るものである。

2. t抱材は 自ìj記の如く 函K於ける節の有無により品等匝分の根本要素とする特異性を有してを

るが 1 面以上に節を ;有する揚合が極めて多き放伐iの聞係を度外視することは出来ぬ、 向挽角

一般よ り見る時は位料として使用する以外のものも中[1常多く . 叉材屈の性質として挽割刊に

大割材と類似の拙も干iミするのであるから、面 l乙於ける首iの有無を根本要素とする特異の性質

を寧重しつ~ .他方には首j !C付て其大さと j肢とを考慮に入れ怠ければな ら ぬ口

先づ節の大さの基準を挽角の大小陀!臨じて如何に定むべきカ、を考慮するに小角.中角，大角

の 3 種に付き其王子均寸-法を求むれば大韓夫々 1:2 ~厘 . :24 t哩 . 48 糎と看倣すことが出来る.

而して此 3 種の寸法K劃する 4 函の面積の比率を求むれば 1. 2. 4 . の割合とえE るから首iの面

積比率を之と 同ーと君主るが如く節の寸法を定むれば雨者の聞に均術を保ち得るのである口

即ち多くの如 き計算;により之を求め得る。

4寸 粍 | 中高 | 怖の純図 |幅の卒:ltl寸法 4 商の而税 比率と 同ーならしむる節の径l … の比率 節径の基準 I 節2c径の基準
1cm の場合 m の場合

IJ、 6cm-17cm 12cm 1 1.0cm 2.0cm 

中 角 30cm 未満 20cm-28cm 24cm 2 1.414cm 2.828cll1 

大 角 30cm 以上 48cm 4 2.0cm 4.0cm 

即ち節の大さのみより見れば/J、角にて首i径の基準を 11症とせるものは 中角材及犬角材にて

1.414 糎及 2 糎と なるい之を整理して 1 糎， 1.5 糎及 2 糎と し、 2 糎を基準とぜるものに
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ては同じく端数を整理して 2糎. 3 糎及 4糎とする D

-:j，く陀説角の面に於ける節の有無に付て吟味するに

1P.~ fff� 面 の -i!iIJ 1t 

百 う〉 $ の 数

一等 材 100 %或は 75 % 4 或は 3

二等 材 75 %或は 50 % 3 :lJltは 2

三 等材 50 %:lJltは 25 % 2 或は 1

並 材 25 %或は 0% 1 或は O

有 節 百i

百 分 Zド

0 %或は 25 % 

25 %或は 50 % 

50 %或は 75 % 

75 %或は 100 % 

333 

の 害IJ 合

の 2訟

0 :lJlt は 1

1 或は 2

2 或lま 3

3 或は 4

となるが右の如き節の有無の商の主主丈けにては誼切に木材の使!日置値印品等を表はす こと が

出来ないから更に有節面に於ける節の大さ及教を考慮せたければなら主主いのである、之が鋳

めには挽角K最も類似せる挽割特に大割との関係を齢的する要があるロ挽角と大割の品等匝

分を f.r照する に挽角の 三等は大割の小節と略一致し .t抱角のー.二等は大割の無節‘上小節に

該賞するか或は大制の上小首11'[ ;1:日常し中間的性質を帯びてをるが寧ろ後者に接近してを る 。

以上を綜合して節の数及大さを定むれば52Cの如くなる。

| 小角幅E而柿訂o 丁云布市30而未満す而丁六百幅30cm以上のもの
円 蛇 I 'J'" (平均寸法12cmコ 1 、2J5-均寸法24CD1) I く卒だI寸ー法48cm)

苛 1 2長 |諮問| 節面積 |院 ~ ~長 1:;~1節数|節商絞|肱室長|調節数| 節商談 |肢
ーをすー材

二等材

三等材

鵠角に於けるもTJの大さと教との闘係を大割と封!照する時は長を何れも 36 米として次の如き

結果を示す。

寸法
向上

材 種
幅 |厚|長

,fs'_. ~i}; 節長径 節数 節の面積
上ヒ 4"

仁cm) I (CInコ (m)
(卒支ím) (cm) く卒方cm)

大 告IJ 10 3.6 4 1.008 上小節 1.0 9.4248 1.0 

11 10 41 3.6 4 1.008 小 節 2.0 37.6990 4.0 

授f~C小11)) 12 6 3.6 (幅1而) 1 0.432 一等材 1.0 3.1416 1.0 

11 12 3.6 (幅2面) 21 0.564 二等材 1.5 

11 12 3.6 (幅2前)厚1商 3i 1.080 三等;fYI' 2.0 37.69921 12.0 

~p ち挽角と大割は品等師分誌に節の大さ及教の配合に於て111告均術を保ち得ることを知るであ

ら九尚前記配合によれば小角の三等は大需jの小節』じ小角の一等は大害IJの上小節1'[ .小角

の二等は大割の上小節と小節との中聞に位すること L なる口
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次に鵠角に於ても板‘ 盤及鵠割と同様節の大さ及教との閥係を首iの面積によりて相互に換算

して均街を得せしむる所置を誹歩、ることが肝要で、ある。

1. 各品等に於て基準と怠るべき ?JÎjの最大限度の寸法の 7 割以下なる時は 2佃. 其の 5割以

下なる時は 4 佃を以て夫々基準寸法の節 1 伺と看倣す口

2. 3たは首iの教の如何により て下級の品等より 上殻に上す揚合の換算上の規程であるが、換

算陀際し近似教を、適用して最大限度の節主主主定むれば失の如くなる口

向上筒
材

時・4F imの数の最大限度 面も~t合言1・ 官m 考ー
節の長有面
径 (卒方cm)

(満小卒角の均.も寸幅の法201c2皿cm未) 一主宰材 1.0 1 4 3.1416 
二等材を一等材に上す場合の計算

(ニ等材〉 1.5 2 1.77 3.1416 上の節
1.76715 x 1.77 =3.141 6(卒方cm)

f! (二等材コ 1.5 2 2 3.5343 ニtt，;材を}等材に上す場合の節数

f! 二等材 1.5 。~ 8 14.1372 
三等材を二等材に上す場合の音1・~';t

f! 〈三主宰材〉 2.0 3 4.3 14.1372 上の節童文
3.1416 x 4.3=14.1372( グ コ

11 〈三等材〉 2.0 3 5 15.7080 三等材を二等材に上す場合の節費支

満ィ(平、角の均、も寸幅の;F302c4m叫未 -~予材 1.5 1 4 7.0686 

くニ等材〉 2.5 2 1.44 7.0686 4.9087 x 1.44=7.0686( fI) 

11 (二等材〉 2.5 2 2 9.8174 

I1 二等 材 2.5 2 8 39.2700 

fI 仁三号事材〉 3 3 5.55 39.2700 7.0686 x5.55 =39.27仁グコ

11 仁三等材〉 3 3 5 35.3430 
小角、幅30cm以
上のもの 一等材 2 1 4 12.5664 
(~均寸法48cm)

〈二等材〉 3 2 1.77 12.5664 7.0686 x 1.77 = 12.5664( fI ) 

11 仁二等材〉 3 2 2 14.1372 

I1 二等材 3 2 8 56.5488 

" 〈三等材〉 4 3 4.5 56.5488 12.5664 x 4.5=56.5488( fI ) 

u (三等材〕 4 3 5 62.8320 

即ち各材種を遁じて二等材を一等材に上す揚合の節数の最大限度は 2佃.三等材を二等材

rc上す揚合には 5{日!と なる 口

木口 IC於ける節は依里r.îと認めざ、るも木口と面陀跨りて存する簡は面に現はる L 節に付て

1 
のみ考慮し節の大さは長径の ヲーを以て節径とする.而して此揚合陀於て節が延寸の部分

に存する時は之を快黙と認め危いのである。

第六 丸太及柚角に於け る首iの大小及数

丸太及仙角 IC rfi!1等;匝分の必要なるは主として製材資材に供せらる1.. 1とめである，従って品等
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の分類に到しては製材木取の立場より考慮せなければならぬ白製材の品等は固定的最終の性質

を帯ぶるも丸太及村j角の品等は製材の資材として暫定的前提の性質を有し.雨者は根本的tて其

趣を異にしてをるのである口

丸太及柚角の首i其他の峡賄は 4 周 IC::豆り同ーの欣態 i亡散布存在するもので主主く多少宛偏在性

を有してをる.従って製材木取に際しては蹴瓢の有無.方位、大小等を充分に検査して墨掛を行

ふのである、市して木取の揚合最も注意せらる L は肖i其他故知の有無と方位であるが蝕結の存

せざる部分よりは無節の製材を得られ利用債値を高め得るが矯めである白衣で重視せらる L は

fiîi其他拡L賠の大小で、あって其数に至りでは之等tて比して遣に手E硯せられてをる白色*i其他快黙の

主主も素より品等の要素として開係を有するものであるが，前述の如く製材の最終的品等と趣を

異にし資材としての暫定的!日等を定むる要素としては依黙の有無及方位の方遁に重要の役割を

演歩、るのであるから巴むを得プド之を聴く取扱ふものに外ならぬ.叉情丸太及仙角は形質容量組

大であり概して大口の取号 |が行lまるのであるカ、ら.製材の如く細密の馳迄考慮を梯ふことの困

難なる事情も奥って力がある口而して丸太及仙角の此特質は雷に節其他訣賄の教のみに止まら

や一般的に快賠の取扱に付て製材の夫れに比して緩和1を飴儀主主力、らしむるものである。

斯〈て丸太及WI角と製材とは品等匝分の方法及首i其他扶思!iの取扱に付て趣を異にするし

只t!e角のみは既越の如く 4面の内の優劣によりて使用上の~樺を行ふものであって. 恰も丸太

及WI角が木取上 4 方面に於ける扶鈷の有無.大小を吟味するものと其取扱方ーに付てはjJ階同ーの

結果を呈するのである、依って丸太及柚角の品等匝分及色右翼;他快貼の取扱カ-は挽角と時間ーと

t;r.. し其内容に於て節其他のí@，と黙の教を省略すべきものである o i'Ill角中製材資材に供ぜや直に使

用せらるけ山小角は挽角に準じて取扱ふを便とするo 木口に存する首iは快黙と認めざる も木口

と外側に跨りて存する何iは外側に現はる L 節t亡付てのみ考慮する 、 而して此揚合に於て節が延

寸の部分に存する時は之を快貼と認めないのであるo

以上は表面に現はれた首iであるが前節に於て述べたるが如き隠節の顕著なるものにして表面

に近く節の存在することが明瞭なるものは品等匡分に際して節と若倣して取扱ふべきものであ

る、 而して首iは其存在の位置と大小とを品等匝分の要素としてをる が隠節の揚合は其性質上草

花其位置のみによりて之を決定して差支たいのである.会~ìj と 隠節と併存する揚合も亦同様で、あ

る口

第二目 品等匡分に闘し節と其他の扶黙との関係

第一目は専ら品等と firiの大小及数との関係を述べたものであるが節の意義は第六節第二項第

一百五に記したる節に準歩、る快黙を包含したものである.従って教に云ふ其他の快貼とは第六

節第二項第二自に述べたる重大たる快里山及丸身，木口割及曲の程度の茜しきものを指稿するの

である。

以上は一般の材極に付てどあるが挽角に劃しては後述の如き特殊の理由を存するカ、ら第一目
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の凹の節の内‘抜節、腐色~j又は抜ける虞ある死節誌に第一自の五の首îl'L準やる依黙の内 、腐. 鳶

減、 孔、 議喰叉は材面1(:於ける快賠tとして長径 5糎以上のものも亦裁に云ふ其他の扶黙の内に

迫力1\せしめんとするのである。

品等庖分は節と其他の快馳とを総て綜合して決定することは前に鹿;々論述し?と通りであり叉

節が品等匝分の基礎的要素で、あることも第一自に詳述し?とのであるが. 最後に残る問題は程度

の重大で・ある其他のfl吠製lí と品等匝分との関係を如何に取扱ふカ、にあるのである。裁に無節材あ

り之にーの重大たる依鮪を存すると恨定したならば、斯如き木材は品等上完全なる frr~pri材と云

ふことの出来ざるは勿論であるが、 さればとて品等を一叡下けて上小節材とすることも安鴬で

ない . 而して斯如き木材を使用上の慣値、便宜より観察する時は無配i材に準じたる取扱をなす

途が充分に存してをるのである . 卸ち品等匝分上は扶貼付きの無釘i材となることを明に知らし

むる方法を採るのが、適嘗である。名稿は種今考へらる L が弐品とする概念よりして次無首i材と

するのが便宜で・ある 、 上小節.小筒、並に付ても亦同様で・ある。今一般的に之を説明すれば節

を基礎要素として縦陀無釘~j ~ 上小節.小節.並の 4 品等に匝分したと仮定し.. ::!えに之を横に解

剖して重大なる丸身.木口割. 其他のíif}と鮎を配合する時は設に縦の 4 品等に夫々該賞する横の

4 品等.三欠無節、 ヨた上小節. ;;7(小節. ヨた並を生す=るのである。

ずくに重大なる快鞘も其種類. 程度によりでは節の4条件を超越して木材全躍としての債値を極

めて劣悪ならしむる揚合がある . 斯如き揚合には首iのM況に臆じて衣品の取扱をゑすことは不

可能で・あるから無priたると上小節其他たるとを聞はや絶てを一括してがE品として取扱ふべきも

のである。

丸太及本1"角に付ては重大怒る快黙と弐品との閥係は製材と 111各同ーに取扱ひ得るも庇品は柑趣

を異にするのである，製材にては重大たる快鞘の種類及程度によりて節の関係を超越して総て

を一括してがE品とするのであるが.丸太及WI角陀ては重大たる1伏見ljの程度茜 しきものにでも向

節による特徴を充分に護揮し得るのであるから.夫等は凡て各品等の次品の内に夫々包含せし

むるのが受賞である、市して丸太及柚角の弐品は製材に於ける衣品と姉品とを併合ぜる性質を

有ーするのであるカ、ら.製材と名栴の統制を圏る矯め次品主主る名 ~í~を止めて庇品と稿することに

する。

重大怠る快黙の取扱:方は材極陀より夫々趣を異にするのであるが.具間的の事項は後段に詳

述するこにする口

第三目 品等匝分の標準とヌL身

メL身は品等匝分上重要なる危~瓢のーであるが，主$或は他のl扶鈷llの多くのもの L 費生が天然的

原悶によるに反し、ヌL身は全く人~的原因によりて生守るものである 、 而して挽材寸法の不整

の如く製材技術の関係によるものでなく全く利用或は需給の閥係に原由するものである口

近時製材改善の見地よりして丸身の存在する製材は漸謝成少する傾向あるも . 材種及用途に
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よりて其傾向の穎著なるものと然らざるものとがあるD

第一材 種

先づ材極に付て見る に板類特IC1Jf板及厚板類の或寸法の隔以上のものは丸身を存せざるを原

則とし.メL身を有するものは寧ろ例外であるか或は小範囲に止まる程度に改善せられてを る .

従って宜i僚の濫用上は丸身は軽〈取扱はれてをるのであるo

之に反して板類中桐 12 糎未満のもの. 挽害'Jの一部及鵠角にありでは丸身が節と同等或は以

上の働を銭す揚合がある.之は用途とも開係があるから後段に譲る。

第二用 途

幅 12 n寸未満の板類，挽割及鵠角の内には節とヌL身の関係が非常に複雑してをるものがある.

例之小角材に付て見るに一、二等材の如き上等品は出来る丈け丸身を少くするに努むるも三等

材.並材にj昌し雑JAIC供するものにありでは丸身の程度を種々異にしたものを生産する こと が

ある 、 従って此等の材種のIri等分類を行ふに常つては節と丸身の配合を質11号lC ì適する様行はな

ければ友らぬ、他の材極陀比し幾分複雑と怒るが己むを得ないのである口

以上の如く符iと丸身との開係は材種及川途tとよりて著しく趣を異にするのであるが斯如き差

異を生やるに至った理由を講究すれば

1. ;j反類は製材木取上丸太の内で可成直径の大なるものを選び.且つ之より隔 1 尺を基準と し

て之が最も多量に生産し得る様木取を行ふものであるから丸身を生やる機舎が自然的に減少

するのである.之K反し中丸太或は小丸太を板類の製材K使用する時は耳:付板を多数生産す

るから王手摺の揚合K若干の丸身を残し易いのであるo

2. 丸身の大小を問はや挽き上 P の際は中日常多数の耳付板を生やるのであるが隔の標準寸法に

準按じて耳:招を行ーふに際し動もすれば少許の丸身を附随することがある.而して此揚合丸身

付の俊市場に出すか.或は更に一段下の寸法階紐に工f摺するを得策とするかは市揚の相場に

よりて左右せらる L のであるが従来は此等の貼を充分考慮ぜや丸身付の俊市揚に出すことが

多カ、ったのである。

3. 板類の町立さのiJ;!j，いものは丸身の程度を多く分類することは事質上困難で、あり叉使用する

方面より見るも其必要を感やることは少いので、あるが厚の大なるものは必やしも左様でな

レ、。

4. 挽角は丸太の大小によりてヌL身の関係は著しき差異を*し大材より製材する時は心去材又

は!日心材となり丸身を存せす九時と して 1 角叉は 2 角にメL身を存する ことがあるが. Ij、材よ

P 心持材の説角を製材する時は概して 4 方に丸身を存し揚合により 3 方以下にヌL身を存する

こともある、市して斯如きメL身付の鵠角を生産するは素より自然的K生十るにあらや故意K

;it身 を附するのであるが其理由を考ふるに

(1) 小丸太より小角材を製材するに常り 3 寸角を木取るには末口径~4寸 2 分 4厘の丸太を
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、要し一階級上の 3 寸寸-5 分角を木取る κ は 4 寸9 分 5厘の丸太を要し雨者の差は t分 1 犀煙;でで

あるがメ丸L太のD直宣径に 7 分以上の差を考考rli慮在すれはば.林木の林齢tに亡於て 5 年内外の差を見2怠主けれ

ばなちぬぬ;

る丈けH乎寸寸.の大t友z主司る 4小h角を木取ること L なウ?たEのでで、あるる、、、 素より正角材とメ丸LυJ身寺を存存‘するも

の或はヌ丸L身の大小によりて夫々慣:f絡各に上下主存す Z答5のであるが市揚の相揚は丸身付のもの

が割合に有利でずある揚合が多かったのであるo

(2) 従来小角の寸法階級は 3 寸、 3 寸 5 分. 4 寸等 5 分上りi であったが. 前述の如く丸太

の直径に於て 7 分の差を生やるのであるから.此差を少からしむる矯め11 、角の寸法階級を

短縮して 2'-3- 分となして丸身t或ぽメL身付の、 もの・を少〈し丸長まによりて生やる不利を菟れ

或は草創i日せんとする傾向がある、本論に於て小角の標準寸法を 1 糎刻みとせるは全く如上

の趣旨によるのであっ，て其理論的の説明は第三位ì-第一項第二目陀記述した通りである口

(3) 以上は生産者側よりF見?と原因である b九之を需要者側より考ふる陀正角材を要する時

と丸身付にて差支ない揚合とがある.柱の一等材.或ぽ二等材等;の上等品にありてはメL身

の存在は'著しく金鰭の慣{直を低下するカ、ら之を厭ふのである.然・しラ!さ口に該賞した部分に

若干の丸身を存しても天井裏に隠れるから質m上支障を*~ぬ揚合もある.三等材以下の

並品にてほ腕に節f'Cぷりて品質が著しく劣等と訟つてをるのであるから . 若干の丸身を存

するも其'倒臨には影響するごとが少い. 1昔J同じ 4 桂t亡佼月・lするとしても外廻用のもの或は

外部に現はれざるもの戒は剥fl~ f.l fC供ずる小角材は慣格のほ牒なるを望み丸身を厭はざるこ

ともある.而して斯如き用途に付て除丸身 rc霊を置き実程度によ担て数種の等級をと要求す

るので・ある。

(4)' 丸太は米口陀於て直径の長小主主ーるが普通であ~が!惨としてほ来日より離れて最小調停を

主主やるごとがある . 従つ，で木取上丸身はラiミ日の外他の部分にも生でがおことがある叉丸太の

曲 妨によりても同‘様の品蕗果を示すこ.とがあお白

5. 買を製材するに用ふる丸太は挽角用のものに比してー居小便にj嘉するのーが常であるが時と

して板宮j其他の製材陀副生することちあお何れにずるも丸身付が生心易 0;..るρである。

6. ー貝類は用途より昆る時は小角 f'C比しー唐丸身陀付て自の関心、が少いの♂ある. 卸tち外部Yf'C露

出せざる部分に使用すること割合陀多く且つ鈴り強度を要求せざる所に使用せられ叉切断し

て雑用に供せらる L ことが多い ._ ~tJf如き揚合院はメL身の，*iitるを必やしも販はや寧ろ債格の

低廉1t. るを二望み償?協の標準として丸身の認度Iとよる等級を要求すø.のである。

乍然虫類、も外部広使用し且つ外視を貴ぶ所IcJllふ=5. 二とも、多々あるのであるから節'K~討

すると同様丸発陀付hても厳格なる修併を要求しメL身の存せぎる、 ものを必要とすることがあ

る。

乍. 11、割材は 1];.丸太より直接製材する揚合主板類等の製材陀副生する揚1合とがあるが木取上ヲL

• 
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身の附随するは多くは 1 角である、而して之を用途より見る時は正角を要する揚合と丸身に

1Mして絵り関心を有せざる揚合とがある。

挽材のメL身と riE等匝分との闘係rC付主要産地t亡於ける j伏況を記ぜば次の通 りである。

(1) 無節.並の 2 極或は無節.上小節.並の 3 種に匝分し無節、上小節には丸身の存在を

許さや並材に限り丸身の程度により 2-3 極の等級に匝分する口

此方法によるものは新宮地方の挽ftJ. 中板.主f. 大限地方の説角であるD

(2) 一等材はカ!ゆ$1亡して正角、 二等・材は節の大さと数とを若干緩和し向少許の丸身を許容

し三~山等材は節に制限なくメL身の程度Iとより医分する。

此方法によるものは名古屋地方の鵠角、 IJ、割 . 大阪地方-の 中板及小割である口

(3) 節の有無.程度により数種の等級に分類し何れも正角材とするものと、節の制限なく

只丸身の有無、程度によりて数種十陀ζ分類するものとの雨極をf併芹

此方方.法を}朋日ふるは育森及事徳基島よ地也方方.の挽角である 。

(4) ~Îjfc よる等級を数種に匝分し各等級にヌL身を存せざるものと存するものとに匝分する

もの 、 例之一等無節は正角に て無節材 、 二等無節は丸身付にて無節材、 一等小節. 二等小

節. 一等並、二等並其他之に類する分類法であるo

此カ・法によるは秋田地方・の板割. 民ーである 、 時として四分板にも之をmふる口

(5) 主として丸身のみにより分類するものであるが生産材の大部分が並材である揚合に行

はる与ものである.然乍ら無首i材其他上等材の揚合には正角材に木取るのである。

此方法によるは天龍Jl I 、名古屋.西川地方の挽角.賞 、 秋田地方の挽角、青森地方の買である口

以上各地方の批況を綜合するに共通的の観念と しては節の有無、 程度によりて品等を数種に

分類し夫れと同-~条件にて丸身の有無により 苦労!照的に等級を設け更fL ~É材K限 り 丸身の程度に

より て 2-3 麗の等扱を別に設くるのが原則である様に考へらる ~ . 而して等級の激及内容に

は地方及材極陀よ り 幾多の差異を来すのであるo

三欠 t亡各材種に付き品等:匝分と丸身との関係を具臨的にえ!!;ぶること L するD

第一鵠 角

挽角の節による基礎的品等匝分は既越の如 く一等‘二等.三等、並の 4 種に分類せらる L ので

あるが， 之等には原則として節以外の故知をと存せまるものである、従って丸身に付ても之が存

在を許さや正角材であるべき筈であるが，我固に於ける製材の波紋は到底全部が真正の正角材

?とることは不可能で、あるから少許の丸身は之を許容することにせなければならぬ.而して 4方

叉は 3 方ヌL身付のものにては其許容の程度は 5%以下とするのが遁常である。

ヌL ~きを多く存するは主として並材であって上等材には可成丸身を附せざる様考慮ぜらる L の

であるが. 木取の関係或は用途上よりしてヌL身を存することあ れ然も其程度 5 %を超ゆる揚

合があるのであるから . 其程度によりて第七節第三項第二自に地ぺ?と理性1 tとより丸身に よる衣
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品及庇品を設定することが肝要である.而して失品及抗品 IC編入すべき丸身の程度に付ては

50 %を界と し. 50 %以下のものをすく品、 50%を超ふるものを 凡て庇!日と すれば均街を得る

であらう。

以上は挽角の品等 lilli分と丸身との開係を律する原則であるが並材及次並材に属するものは丸

身の程度によりて更に等級を別途に細分するを便宜とすることがある。而して丸身の程度は 10

%以下 . 20 %以下 . 30 %以下. 50 %以下の 4~主とすれば崎市患での場合を満足せしめ得るであ

らう@

品等日分tと丸身の程度を開係せしむるに際しては同時にヌuきを存する部分の長を夫キ規定す

ることの必要なるは先に丸身に閲する項に於て詳論した通りである。

以上の所論に従ひ挽角の品等匝分と丸身の関係、を兵臆的に示せば

uEn 3 ヨL 身 丸身長 :九 」才 丸身長

長字 5%以下 10μ以下 次 一 等 50%以下 60%以下

一 書事 5%以下 10%以下 次二等 50%以下 60%以下
一

毒事 5%以下 10%以下 次三等 50%以下 60%以下

並 5%以下 10%以下 ヲt 並 50%以下 60%以下

~Jlt 
50% を超 60% 場2ピ 出制i 

ふるもの ふるもの

並材に到しては必要IC!鹿じて-:j(の如く日IJ注の!日等匝分を許容するのであるが之による時は並

2主主た並の 2 等級を 4 等級に車!日分すること L なるので‘ある @p ち

l:~ :丸 」宇 )L 」争 長 自治 考

一 等並 20%以下 15%以下 並及次並の I勾

二等並 20%以下 30%以下 次並の内

一等並 30%以下 40%以下 次並の内

四等並 50%以下 60%以下 次並の内

鵠角の内丸身が 1 方又は 2 ヵ0'亡存するものは 4 方叉は 3 方に丸身を存するものとヌL身%及丸

身長%との関係が著しく異なることは第六章木材の棋貼第一項第一目ヌL身に於て述べた湿りで

あるから. 1 方又は 2方丸身付挽角tて付ては特殊の考慮を挑はなければならぬ、町一ら一等乃至 .

並 IC劃する衣品のメuきは 15%以下.ヌL身長は 70%以下叉庇品の丸身は 15%を. ;(L身長は 70，

Zを超ふるものと し.並及弐並に劃する細別等級に就ては弐の如く定むる。
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;lL 身 メL 身長

等並 5%以下 30%以下

一等並 10%以下 50%以下

三等並 10%以下 50%以下

山等並 15%以下 70 %以下

出二 挽 安リ

t担割の吉riによる基準等級分類は無節‘上 IJ 、 fふ小企↑f及並の 4種であるがメL身の関係、によりて弐

品及成品を設け .並及次立主に限り特別の品等匝分を痛し得ることに取扱ふは挽角と同様で・あ る .

只丸身の分類程度はt担割の特異性K鑑み挽角と著し く趣を異にしてをる口

n 
U阿 等 I jL 長身fu 

J
J
 

・
北

長身」
y身

無 官官 5%以下 10%以下 次無節 20%以下 60%以下

上小節 5%以下 10%以 ド 次上小節 20%以下 60%以下

宮古 5%以下 10%以下 次小節 20%以下 60%以下

並 5%以下 10%以下 ブ-F.ミ 並 20%以下 60%以下

抗
20% を超 60%を超
ふるもの ふるもの

並及;j(並材に到しては必要に臆じ;j(くの如く )IIJ主主の i日等匝分を許容する。

等 丸 身

20%以下

40μ以下

60%以下

並及次主主の内

次並の内

次立立の内

傍並

一空宇立k

一等 主主

身長 自前 安
、，

10%以下

15%以下

20%以下

第三板及盤

板及盤の節による基準等級は無節.上IJ、節.小企~llk並の 4 極であるが丸身の関係により ;j(品

及庇品を設け. 更に小針i及並に限り必要に臆じて特殊の品等匝分を嬬し得るこ とは鵠角及挽割

と同様で、ある . 只特殊品等の取扱を震すものに並の外小節を加へたると丸身の分類程度とに若

干の襲更を刻lへたることが異なる貼であるD

節による基準品等分類に付ては挽角> t担割及板.盤等何れに封しでも寸法の大小によりて

2-3 の材極に分類して其内容を蓮へて居るが丸身に付ては挽角及挽割は其必要を認めす九板

及盤のみは幅 12 糎以下と之を超ふるもの... 2 極に大別して其内容を若干愛更せしめてをる 、

之が理由に付ては第六節第一項第一目丸身の項に於て述べたからままには之を省略する
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幅 120m 未満のもの 幅 12cm 以上のもの
的r 級

二九 J者 丸 身 長 jr.. 身 ヨL 」宇 長

官民 宮町 10%以下 10%以下 10%以下 5%以下

上 小節 10%以下 10%以下 10%以下 5%以下

小 節 10%以下 10%以下 10 ~6以下 5~b以下

並 10%以下 10%以下 10%以下 5%以下

次無節 40%以下 40μ以下 40%以下 20%以下

次上小節 40%以下 40%以下 40%以下 20%以下

次小節 40%以下 40%以下 40~6以下 20%以下

次 並 40%以下 40%以下 40%以下 20%以下

:Jjj~E 
40% を超 40% を超 40% を超 20%を超
ふる も の ふるもの ふるもの ふるもの

.幅 12 糎未満の材にして小節.ずく小首î2立並. ，チ( ~f;: 1亡属するものは必要に臆 じて丸身の程度に

よりても弐の如く特別の等級を設くるを得る。

β~ jr.. 」き :九 」ま 長 由服 考

一等 IJ、節 15μ以下 15%以下 ィ、節及次小節の内

二等小宮古 30%以下 30%以下 次小節の内

40%以下 40%以下 次/}、節の内

告手 並 15%以下 15%以下 主主及次立立の内

ニ等並 30%以下 30%以下 次立立の内

一等並 40%以下 40%以下 次並の内

板及盤の隔 12 糎以上の材にして並材及;:f;，く並材に屈するものは必要 Il: 1信じて首iのj伏況により

て 3 桓の品等~分を許容してをるが.此特別の取扱は節を主眼と してをるものであるから幅 12

糎未満の材と異なりヌL身に付ては全部之に釘膳せしむる必要を認め主主いが.二当事並のみはメL 身

を 20 %. ヌL身長を 10 %とする口

おíÇ lill WI 1LJ 

拙角の大部分は製材の資材に供4どられ叉蓮材の関係上道材せらる L 粗放の木取であるから *111

角のメL身は挽角の丸身と著しく趣を異にしてをる.従って蝕見liの部類に属するものであるが丸

身を品等に開I櫛せしむる必要はたいのである.然しメL身の稼度によりて製材歩止が異なるので

あるカ、ら柏角の貰鴎を判別するに便主主らしむるため丸身の程度を !日l等或は寸法の部属陀表示す

ることは便宜である，而して丸身長の表示は之を省略するも差支ないのである、1:1l!角の内製材

の資材に供せ十其依使用せらるけ・111小角は挽角に準じて取扱ふべきものであるD
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第四日 品等直分の標準と木口割及目廻

木口制及包廻は丸身と同じく IR1等匝分上重要怒る敏賠のーで・あって其程度によ りて品等が決

定せらる L のである.材起により多少宛i伏況を異にしてをる口

第一視 角

節による基礎的!日等応分?とる一等乃至並材の普通品 ILIま木口割及目廻を存せざるを原則とす

るも極少許のものは認容するのが受賞である、其程度は大韓 10 %以下とする。他の触黙の程

度の甚しき揚合の取扱と同様二本日制及白廻l乙ても其程度によりて次品及庇訂\VC 編入する要があ

るが其限界は 20 %を泊常と認むる.而して木口割の長の計算は延寸に属する部分のものを減

歩るも在c支ないのである。

並材及弐並材i亡到してはヌL身の程度によりて特別の品等応分を許容してをるが木口割及目廻

も亦之i亡 11目躍して程度を定めたければ友らぬ白

n ! 木口訓 | | 木口割| ~ 考IJU 等弓 Xは目見III I I円lIJ ~宣之 又は目廻 nE3 u χは目延l 備

一 主事 10%以下 次一等 20~b以下 一等並: 15%以下 並及次並の内

空宇 10%以下 次こ等 20%以下 二等並 20%以下 次並の内

等 10%以下 次三等 20~;;以下 三等並 25%以下 ヲた立立の内

並 15%，y.下 次 並 30%以下 間待並 30%以下 次並の内

:JiiE | 前言E制限をl
超ふるものl

第二強 制

挽割も挽角と同一趣旨により:j(1日1及庇品の応分tL~HI.~し更に並材及次並材に針する特別の取

扱をなすを泊ー常とする。

" nll 
主主 l 木口制 I .'l 

,. xは目廻1 I 山
u
印

刻
廻n同

口
ふ
ム

木
χ等 木 口制

Xは目漣i 考

吉正 節 5%以下 次合l~ 節 20話以下 一 等並 10%以下 並及次並の内

上小節 5~6'以下 ~(上小節 20%以下 二亡事並 15%以下 次並の内

A、 節 5%以下 次ィ、節 20%以下 三等並 25%以下 次並の内

並 10%以下 次 立立 25%以下

抗 | 抑制限を
超ふるもの

第三板及盤

板及盤も前述と同一趣旨により三九日1及痕品の匝分に割l奮し更に小節材.並材にtiする特別の

取扱をなすを埴常とす. 板及盤は他の材種t亡比して幾分木口割を生じ易き傾向があるから之を

掛酌する要があるO
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オミロ'!iU x は 日廻 木口制又は 目迦

ロE日' 等
柄 12cm 淵|崎山以上

u'=u , 匂手
l防 12

のもの のもの のもの のもの

4nf. 宮古 5%以下 5%以下 次?飛節 20%以下 | 25%以下

上小節 5%以下 5%以下 次上小宮fj 20%以下 25%以下

IJ、 宣告 5%以下 5%以下 次 11、節 20%以下 25%以下

並 10%以下 10%以下 次 並 2… | 30%以下

由工 前言E制限を | 前言f!.1Jm限を
J也ふるもの 超ふるもの

幅 12 糎未満の材に して小首i及並に属するものは必要に臆じて木口割及目廻の程度に よ りて

もさたの如く規定する。

τz 
nn 

10%以下 | 並にキBtl・する

15%以下 l 次並の内

25'6以下 l 次並の内

一等小節

二等 小 節

三移 小節

るす川
町
山
内
内

相
の
の

に
節
節

節
小
小

小
次
次

下
下
下

以
以
以

d
p
M
月

M
N

E
U
A
U
A

り

唱
A

の
hH

備廻間
同

+
』ax

 

ψ
中
山

「
ト木-F 

A
U・ 考

板及盤の隔 12 糎以上の材に し・て並材及衣並材K属するものは節のj伏況によりて 3 種の品等

区分を許容してを る 、而して此の特別の取扱は節を主眼としてをるもθであるが木口割及日廻

に付ても若干之に釘臆せしむる必要がある，l1lnち一等並 10 ~，;以下 . 二等並 20 %以下，三等並30%

以下とする。

第四 丸太及 ;MI 角

木口割及目廻は丸太及柚角にとりて重大な る i\f.l掛iのーであるが丸太及*111角には之を生じ易 き

と又製材に於ける揚合と性質を異にするから其取扱も幾分緩和する要がある口

依って普通品と庇!日との限界を 20 %とするを、適賞と認む。

"' nn 等 | 木口 WU 又は目廻 木口制又は目廻

奇A声 20%以下 抗 鯵 20%を超ふる L の

え苧 20%以下 抗 等 20~五 を超ふるもの

一可~-: 20%以下 iJiE 一一一 長芋 20% を超ふるも の

並 20%以下 抗 並 20%を超ふる L の

第五百 !日等国分の棋準と ，JII

丸太の出は製材の利用主容に影響し、其程度の甚しきものは重大なる快黙と 友 る のであるD

元来丸太は真IL遇直なるものは寧ろ稀であって.若干の曲を干}とするものが多いのであるから

僅少の!日jは之を菟諒し、或程度以上に達したるものは之を i故知と看倣し更に曲の大小Iq~ じて
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先~黙としての程度を定むべきものである.而して扶黙と しての取扱方"fl:付ては曲の大小と曲に

より廃棄せらる L 程度との閥係を調査ぜ友ければな らぬ.的って最も普通に生産せらる L 長 2

間材末日直径~(j寸乃至 1 尺 3-4 寸の丸太に付き，出iの最大矢高の極キの寸法に釘するFlh によ

り庭菜せらる L 歩合を第六節第二目に述べたる方法により計算す る に次表の如き結果を得?と。

1 2 3 

。。 V' V' 
τ， x100 ---yxlOO 

!1 -0.000.1118Z7百25一2一x100 0.00551362X1001 l 0.01002788 
x 100 

20 5.0?G om 1100% 0.1256 15.0μ 

= 1.5% = 4.4% = 8.0% 

一0一.000一.62882298218 X100 一0一.0一01.一22一8452一382一4一 x 1 0030 一一0一.2τ828-- . x 100 
3.3% 6.7% 10.0% 

寸 = 0.9% 
= 2.4% = 4.4% 

0.00~9~~~!756 x 100 0.014481057 
x 100 

40 2.5% 0.5028 . x 5.0% 0.5028 7.5% 

= 1.6% = 2.9% 

4 5 6 

V' V' V' 
-v-X100 • y- x 100 ---yX100 

ハハ噌nv 
oa 

QF“ d

告の
ん
白

戸h
υ

1
i
 

nu 
• nu 

20.0% 

=12.1% 

0.0190463618 100 0.0263835686 。。
30 0.2828 x 13.3% I 0.2828 x 1 16.7% I 0.2828 x 100 20.0% 

= 6.7% = 9.3% i =12.2% 

0. 0:2:~::~172 x 10。 I 0.04028200 
40 一一一0一.5一0一28一一 x1

10.0% i ~.~側 x1 12.5M l 0.5028 ×< 100 15.0% 

= 4.4 μ = 5.8% I =ω% 

7 8 

V' h V' h 

一v- X100 コr x100 ---y x100 dx100 
¥ 

20 

30 

0.05052242 
x100 

0.06130302 
x100 

40 0.5028 17 .5μ 0.5028 20.0% 

=10.0% =12.2% 

V' 
備考 (1コ 丸太の長=4ru， く 2 コ ---yx 100=丸太の全材稜に到する曲の部分の材積の百分率

思中日 r l1、ん宇円古紙 (5 可土X100=flf1':l
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前表によれば曲 5%のものは各直径とも曲により底棄せらる L 歩合は1.6 %以下であって極

めて僅少であるから、曲 5%以下のものは曲なきものとして之を菟諒するのが受賞である o ;:1;( 

K曲の大なるものに付て見るに.曲 15%のものは曲による利用率の減少程度は 8.0%怒るも .

曲 20%となれば 12.2%1L増加するカ、ら.曲の程度を区分するに常り曲により底棄ぜらる L 歩

合 10%を基準として. IÌn が 5 %を超へ 15%以下のものと、 15%を超ふるも 'のとの 2 種に匝分

するのか適首であるも向曲は 1 方のみに止まらすコ 21)・向に生やることがあるが.触製tÎ としての

程度は 1 方のみに 15%を超ふるものと同一に取扱ふことが出来る口

失に曲と品等直分との関係を考慮する に.木口割叉は目廻.節其他の猷梨iの揚合と趣を異に

するカ、ら、!日等匠;分 tz:: 1;Jーでは曲に劃して多少異りたる取扱をせたければならぬ.のって曲の大

小と品等~分との関係を弐の如く規定するD

1.曲 5 %以下のものはFllì なきものと看倣す。

2 曲 15 %以下のものは一等. 15 %を超ふるもの及 2 カ向 rz:: 5%を超ふる曲あるものは二等

を下す口

3. 山により二等を下すべき三等材.一等以上主下すべき並材は之を並材の庇品とす口

第六回 品等匝分の標準と其他の蝕思!i

品等恒分の棋準と節.メL身、木口割及目廻.山との関係はJ前段に述べた遁りであるがま主には

其他の重大友る敏弘!i との関係を講究することにする、其他の重大なる蝕黒tは第六百i第二項第二

El IL記したる重大なる触貼に該嘗するものであるが其内容多様であるから左に再録する。

(1) 素材に於ける重大なる猷果的

アテ.腐‘胴打.摂れ、品11食、空洞、崎形.偏心、多心又は入皮にして顕著t;r. るもの

(II) 製材に於ける重大友る蝕黙

(1) 入皮、樹脂査、樹脂僚、腐節、抜節.抜ける虞ある節.腐、鳶庇.孔，議日食又は材函に

於ける散にして他国ーに貫通するもの.但し入皮.樹脂査又は樹脂僚にして長径 1 糎以下の

ものは之を除く口

(イ〉 長径 5糎未満のもの

(ロ〉 長径 5糎以上のもの

但し挽角にありでは腐節.抜節.抜ける虞ある節.腐.認i市t. 孔.轟喰又は材面に於ける

棋は他国l亡文通すると否とを問はや弐の如き 2 屈に別つ。

(イ〉長径 5糎以上 10 糎未満のもの

( ロ) 長径 10糎以上のもの

(2) アテ又は狂にして額著なるもの

(3) 愛色の顕著なるもの

以上掲けたる重大なる棋聖I~ と品等匝分の標準との関係、は第二自に述べた趣旨によりて取扱ふ
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べきものであるが材極によりて趣を異にするから以下順共に論及する。

第一 丸太及相l 角

丸太及*IWcl にして古íj記 (I ) の重大たる蝕黙を有するものは其債値が著しく低下するから之

を ßtr:占とすべきものであるが.木口剖叉は目廻の 20 %を超ふる ものと同ーの取扱となし、此

等のî1iÆ;i，1占を有せざるもの L 臆する 151等の抗品とする即ち庇一等.庇二等、 庇三等.減四等とす
静工ー←

るのである . 製材にては重大友る故知の種類及程度により弐品の外に節の関係を超越して総て

を一括してJl:E r日!とするのであるが.丸太及柚角にては重大たる蝕賄の程度甚しきものにでも尚

首iに よる特徴を充分に護揮し得るのであるから弐品と庇品とを併合して差支ないのである.而

して名稿は製材との関係を考慮し庇l日l と稿することにする。

第二挽 角

製材に於ける重大たる快駈は (II) の(1 ). ( 2 入(3) の 3 極に匝分せらる L が其担額によ

り叉同一種類のものにでも其!I)\況‘程度によりて製材の債1f!立に異 りたる影響を拠ふるものであ

る。

重大なる蝕駄の 月一1 にて比較的程度の軽きものを有するものは之を三九日と し.程度の重きもの

を右ーするものは之を庇rH! として取扱ふのが、過賞であるが、官íj記各種類の故知を分類埴!目すれば

すくの如くなる 。

チくIlliの取扱をすべきものは弐の 2 項に掲示せるもの L 内何れかを有ーするもの

1. 腐百八抜節.抜ける虞ある節.腐. !鍔班.孔、議喰叉は材面rc於ける棋にして其長径 5

糎以上 10 糎未満のもの

:2.蟹色の頴著たるもの

抗品の取扱をすべきものは次の 2 項に掲示せるもの L 内何れかを有ーするもの

1。腐節.抜節.抜ける虞ある節、腐. .尊îJlE. 子L. 議喰又は材面に於ける棋にして其長径10

糎以上のもの

:2. アア叉は狂に して頴著なるもの

挽向の並材及主主こ並材に主、j して一等並j1J至凶等並の 4 等放を設くることを許容してをるが、此

揚合』と於ける其他の重大なる棋思IjlL釘する取扱は一等並及二等並に付ては腐節.抜節.抜ける

民ある節.腐‘ 駕庇.fL. 品喰叉は材面に於ける献にして其長径 5糎以上 7 糎未満のもの又は襲

色の顕著なるもの.三等並及凹等立f'.fC付ては自íl記の棋聖/!と同一征頓のものにて其長径 7 糎以上

10 糎未満のものとする。

第三挽 割

第凶板及盤

挽剖.板及盤に封する衣品及庇品の取扱は説角と異なり一般的規程に従ふもので、ある。

弐品の取扱を潟すべきものは失の 2 項に掲けたるもの L 内何れかを有するもの
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1 入皮. 樹脂荘、 樹IJ旨僚. 儲?Jri. 抜節、 抜ける鹿ある付J. 腐. -;-~庇.孔、品目食叉は材面に

於ける触にして他面に11‘通せるもの陀して其長径 5 和íIT未満のもの，但し入皮.樹n行士宮叉は

< 樹脂僚にして長径 1 師以下のものは之を除く。

2 襲色の額著なるもの

r.JltJ日の取扱をすべきものは次の 2 項に掲示せるもの L 内何れカ、を有するもの。

1 入皮.樹脂5弘樹脂僚、 腐筒、 抜f17i . 抜ける民ある節. 腐、話庇.孔、 議IJ食叉は材簡に

於ける棋にして他面iLl't週ぜるものにして其長径 5 1.宛以上のもの。

2 7 テ叉は狂lとして頴著主主るもの

腐首J" . 抜節.抜けるf長ある節陀して他面fL貫通せるものは最Ijl前iの開係を超越して重大たる

快賠としてのーの傍件とたったものであるから.怖としては其寸法及教を計算せざること L す

る 。

t地割.板及盤の並及チG1Þ.陀釘して一等並. 二等並及三等放を設くることを許容してをるが .

此揚合 i亡於ける其他の重大怒る蝕賄fC~討する取扱は各材杭共同一で、あって.一等・並及二等並に

付ては入皮.樹脂査、樹脂イ恥腐~iîi . 技師‘抜ける底ある節.腐、 :樗庇. 孔 .. Æ品目企又は材面に

於ける棋にして他面K逝れるものにして其長径 2 糎未満のもの(但し入皮、樹脂査叉は樹脂僚

にして其長径 1 糎以下のものは之を除く〉又は楚色の期ヰぎたるもの .三等~Þ. IL付ては前記のl快

鈷と同一種類のものにて其長径 2糎以上 5 糎未満のものとする。

第七 百 品等規格の統一

以上本節K於て研究せし諸弘liを綜合して具鵠的陀各材舶に就き iGI等規怖を整理統制すれば次

表の如き内容を有ーするものとなる。

本!日等規格中各材極を通じ品等欄中の節は固有の~jÎj以外 rc Mj fC ii主十べき故知をも包含してを

るが. 固有の節tとても其性質程度によりて取扱を異にし又材極によりて内容を異にする等極め

て複雑してをるカ、ら.参考のため第六節及第七節に於ける記述に基き其要黙を再録する。

1 素材

丸太及柚角

固有の節に属するものは其性質.程度の如何を問は-þ総て同ーに取扱ひ只其大小によりて之

を匝別し、首îvc.準十べき蝕貼の中、入皮、樹脂査、:詰抗叉は材聞に於ける故にして共長径 3糎

1 
以下のものは蝕貼と宕倣さすヘ 3栂を超ゆるものは各其長径のョー の節と看倣L. 樹脂僚

は長のfkの釘iと看倣す又閥、孔叉は蹴は各業長径の 21削~jと看倣す 。
前記紋黙の中.. J，WJ.. 議11食又は入皮t亡して其程度の顕著なるものは重大友る紋賠として取扱ひ

此品のー僚{午とするD

隠首Jの頴著なるものは之を首iと看倣し其大小及~設を問はやi引亡存在する位置のみによりて品
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等匝分を決定する . 首i と |宿節と併存する揚合も亦同様で、ある 0

2 製材

(1)説・ 角
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固有の託iの中抜節.腐首i又は抜ける民ある節にして其長径 5 腕未満のものは其長径の 21去

の部と若倣すD

fifj Iてヰ'"十べき臥t貼の.[.， >腐. .需がE. 孔， !I誌l食叉lま材面に於ける織にしてー長径 5糎未満のも

のは各其長径の 21ifのf:Îj と看倣すロ

上記の首'j~節 rcr手十べき蝕貼にして長径~ 5 粧以上のものは草ー大なる散開iとして取扱ひ更に

其大さによりて弐品. ;fiÎt，r"・或は一等並乃至同等並の分類のー{際件とする。

(2) 説割、板及盤

固有の節の中抜首h 腐出又は抜ける民ある節にして他国 K立 jill-l士宮るものは各其長径の

1 俗牛の節と宥倣す。

ji靖 fL.準すコベき ÑÆ思14の仁~I. 重苦色.入 JJふ樹脂丘叉は樹脂僚にして他国に貫通せざる揚合は

1 
盟、色、入皮及樹脂査は各其長径の -2・慶色、入皮及樹脂自にして線iikを属すものは各其

1 . .. "._ ..,_ . .. _ _ 1 
τ・斑紋欣をなすものは各其長の一豆一、樹脂僚は其長刀τ百の節と看倣し其換算寸法(長

径又は長)が n湿以下のものは 2伺を以て 1 個として其数を計算する。

慶色、入皮.樹脂翠又は樹詣僚は他面K貫通する揚合にでも其換算寸法が 1 糎以下のもの

は節として取扱ひ表面に表lまれた教を以て計算する.腐、鳶庇、孔、議H金又は材函に於け

る故にして他面に貫通せざるものは各其長径の 1 供牛の節と若倣す口

上記の首i及節Ki_Wサコベき棋弘lilとして他面に貫通するものは重大なる~貼として取扱ひ、 更

K其ブミさによ り て::9(r~' I. ;fiÎE品、 J.oXは一等並乃至三等並.或は一等小首î)~至三等小首i等の分

類、のー僚件とする、但し入皮.樹脂5E又は樹脂僚にして長径 1 糎以下のものは之を節と看

倣し重大ゑる融貼として取扱はぬ。

木材の品等規格は失去のilll りであるが品等i亡閉する規程は各材組及!日等に付き敏貼IC閲する

傍件の限度を示したものである.従って同一品等l亡届するもの L 内には此限度を超えざる範圏

内に於て種々の蝕見ll を包合するものであるから其綜合的結果に悲く外見上の差別は多種多様に

上るのである。 弐に掲ぐるお買は板類に屈する厚 7 粍板(杉材.長 1.8 米、幅 30糎)に付て各

品等の比肢及同-1日等内 Il:於ける極今の襲化の内其一部のよ1*況を示ずるものである。同馬震に

示されたる品等と之が構成主素?とる昧黙との関係を具鰭的に説明するため . 7 粍板の品等と快

黙の種類及程度との開係(355， 35ö頁〉を附記しであるが品等規格、適!日上の参考と友るであらう。
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ω
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(IJ 素材
(1)丸太

筒

" nロ 笥手 木口劉又は目廻 共 他 の 依 思占
経 20cm 未満の材 | 径 ωc日浦の材 I ~3伽以上の材

4方無節xは3方免!~節にし 1 4方紙節又は3方無節にし 1 4方紙節又は3方無節1: J,.., 

等 | て他の 1方l こ lCll1を超ゆ|て他の1方l こ1.5cm を超(9) 1 て他の 1:方に 2cm を超(9)
る官官な告もの |る節な告もの | る節なきもの

20%以下 なき L の 裳

排
帥
叩
丹
院
階
建
玲

3方無節又は方隣接2は方2紙節 3方無節又は隣方接2方無節 If方無節叉は隣方接2は方2f方~~節
一 停 | にして他の1 又 方に 2に.5しcmて他の 11JXは2方に にして他の1 父 に | 20%以下 なきもの一

1.5cmを j包ゆる節なきもの を超ゆる節なきも 3cm を超ゆる節なきもの
の

2方紙節又は1方紙節にし 2方銀の節2又は1方無節にし 1 ;て方他銀の節2又は1は方3銀方節にし
等 | て他の2方χは3方 l こ 2cru て他方又は3方l こ 3cm 他方又 に 4cm 20%以下 なきもの

を趨ゆる節な告もの を趨ゆる節なきもの を超ゆる節な告もの

並 上言E以外のもの 上詑以外のもの 上言巴以外の L の 20%以下 なきもの

痕 聖普 一等に同じ 一等に同じ 一等に同じ …l 疲二等 二等に同じ ニ俸に同じ ニ~~事に同じ 20%を超ゆるもの な告ものラくは胸、ア テ、胸打、振皮れ、~n.食、
空洞、問奇形、偏心.多心、又は入 にして鰯

痕三室事 三等l二同じ 三停に同じ 三等にif'J じ 20% を超ゆるもの 著なるもの。

扱; 立t :i1Éに同じ 立立に I司じ 主主 に同じ 20% を超ゆるもの

総

[11 

T 

言語

1. fIIJ 5 %以下の ものは JIIJ な告ものと看f放す。

2. r出 15%以下のものは一等 . 15μ を超ゆるもの及 2 方向に 596 を超ゆる rUJ あるものは二絡を下す0

3. 的に ι り ニ俸を下すべき三等材. 一等以上を下すべき並材 1:1:之を主主材のがUii'，1:す。

(2) 1:1[1 角

*Ilif自の品等は丸太に準ず。必架るると告は丸身の程/Ji:.を表示することを得。

¥ 



(IIコ製 材

(1) 鵠角

節 jL 身 木口制
品 管τ 其他の iilt 期I~

騎 2Oc吋満の材 | 帽i3Ocm 未満の材 | 隔伽E 以上の材 ヨL 身 | 丸身長 Xは日廻

4面無節又は3商金正節にし 官4て官R他4Z無1間の節以1 EEは3而無節にし 4面無節又は3商無節にし
- ~て他の1而 l 、 1cm 以下の 函l こ1.5cm以下ので他の 1面に 2cm 以下の 5%以下 10%以下 10必以下 なさもの

節44周以内 内 節44間以内

3而金正節又は隣接2而1!lHJff 1 3而無節又は隣接2司は而以2無而内節 3荷無íífí 又は隣接2面無節
二 等 lにして他の 1 而又は 2 而にして他の1而 3く ににして他の1而Xは2面に 5%以下 10%以下 10%以下 な告もの

に1.5cm以下の節8個以内 2.5cm以下の節84悶 Fcm以下の節84間以内

2商 叉は1商事正節 i こし 2jj耳 又は1高官民節にし 3jj耳 又は1而1Pf節にし一 等 て4無flの節2商又は3函に 20m て他告正の節2商事えは 3而に 3むm て他無の街21I百Î ~くは3商に 4cm ! 5%以下 10%以下 10%以下 なきもの
以下の節目i悶以内 以下の節団側以内 以下の節目個以内

立主 上詑以外のもの 上認以外のもの 上詑以外のもの 594以下 1094以下 15%以下 なきもの

次一等 ー絡に同じ 一等に同じ ー絡に伺じ I 50%以下 90%以下 20%以下 な告もの又は腐『ポ節F 、 -J.;;.抜:.rl節r 予マJ抜
次二等 ニ絡に問じ ニ絡に同じ ニ絡に同じ | 伽以下 60%以下均以下 arzz恥UMMTJ
次三等 三僚に悶じ 三等に同じ 三絡に同じ 仰以下 6旬以下町以下訂波宮高官号越翌??
次 並 立立に同じ 並 に 同じ 並に Fj じ 509百 以下 6034以下 20%以下の。

なきもの又は!街節 ‘抜節.抜 け
50~ノ 2L 5 ゴ~{ I 60% を 同 上言Eの11，IJ る成あ る 節、1郎 、誘焼、孔、議喰

~五 百自の l!il]限な し 節の制限なし ffilの制限なし '匂阻 70 a:: J但 |浪を超~!)l 1 xは材' 1百に於ける飲にして~'l:
ゆるの ゆるもの るもの 長径10級以上のものχはアテ

ヨキは狂にして額著なるものの
_.ー ー』司 可 ー ・暢句咽...旬、 、司a ・ .. -

溌

B
H
W

斗
ハ
品
斗
凶
由
設
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議
-

1. 1方又は2方jL身 f>l挽角に !l[;jする丸身の制限は次品にありでは丸身15%以下 ，jL身長70%以下、jj!E品にあリ ては丸身15%、丸身長70%を炎々超ゆる も のとす。

2. 節に付ては材長3.6m又は 3 . 8m を基準とす。

3. 節の大きが各品俸に定められれるz医大限の 7 制以下なるときは 2 倒を以てχ5割以下なると告は 4 伺を以て 111~1 と看倣し計算するこ と を得。

4. ニ俸に属す る 3商無節材にして節の数21間以内な ると告は一等材に、 χ三等に属する隣接2而糊附にして簡の数51間以内なると告は二等材に上すこ k を符。 5 
5. 立立材及次並材は必要ある1: ~は次の如〈等級を紛l別することを待。



節 丸 身 木口出l又
1:1 毒在= こ司令 他 の 事k: '捌"J1l 1111 

幅20cm未泌の材|幅30c崎前の材 | 幅30叫上の材 :;Ir.. は目廻

一等並 主主に同じ 主立に 同じ 並に同じ 10%以下 15%以下 15%以下 JH もの又は腕節抜節…依<v 3�51'i. I傑芯
焼、 孔、議喰又は材面に於ける にして其長径 5籾

ニ等並 :;]f: 1 ご l司じ 並に同じ 並に同じ 20%以下 30%以下 20%以下
J 以上 7 糎未満のもの又は笈色の最高著なるもの。

. 
三等並 立立に同じ 並に同じ 主主に同じ 30%以下 40%以下 25~6'以下 ;…又…節…あろ節腐醐

孔、最喰xは材函に於ける絞にして其長径 7糎以上

並に同じ 50%以下 60%以下 30%以下
10糎未満のもの又は重量色の穎若なるもの。

四空$並 並に同じ 並に同じ

臼
m
M

品
募
総
判
対
露

制

1. 1方父は2方九身付挽角に~Jする丸身の制限は一等並は:;Ir..身(5%以下〉、丸身長(:10%以下入二等並は:九身(10%以下コ，:;Ir..身長 (50%以下λ 三等並は丸身
く10，%以下). ')r..;身長 (50%以下入凶等並は:;Ir..:lまく15μ以下コ， :;Ir..身長 (70%以下〉とし.症は丸身15% ， Jlr..身長70% を夫々超ゆるものとす。

n 
"日

(2) 鵠

等 I~ 色持

制 | 大
宮正 官官 節な告もの 簡なきもの
上小節 lcm0.下の節6個以内 lcm以下の節12jl'\I以内
11 、 節 2cmJ;;J.下の節 61間以内 2c回以下の節目側以内

立主 上詑以外のもの 上記以外のもの

次無節 無節に同じ 無節に同じ
次上小節 上小節に同じ 上小節に同じ
次小節 小富有 l こ向じ 小節に同じ
次 主主 主立に同じ 立立に戸j じ

し
枇

官官に肯11 限なし 色告に tlilJ限なし

書き

告1

丸 身 1 ;本日制χ

Jlr.. :!f I :jL E司は目廻
5%以下 10%以下 1 5%以下
5%以下 10%以下 1 5%以下
5%以下 10%以下 1 5%以下
5%以下 10%以下 110%以下 マ

鋼、

“い

依其 他 思1の

戦

111 
Tょ告もの
な告もの
なきもの
なきもの

20%以下 1130%以下 1 20%以下 1 ，な告もの又は入皮、樹脂査、樹脂隊、腐節.抜節、抜ける良・ある節、
20%以下 1 130%以下 1 20μ以下 1 11夜、:市氏、孔、議I食又は材而に於け る依にして他面に遁れるもの
20%以下 1 ßO%以下 1 20%以下 1 (にして其長径 5cm未満のもの又は鑓色の顕著なるもの。但し入
20%以下 1130%以下 125%以下 l' 皮J削前置又は樹脂11*にして長径 1cm以下のものは之を除く。

手話

制
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な」きもの叉は入皮、樹脂節、樹脂依 .11'Ji 節、放節、抜ける.I!!tある節、
腐、古:/ïiE 、子L、地11食又は材而に於ける飲にして他而に遡れるもの
にして其長径 5cm以上のもの又はアテ若は狂の矧箸なるもの。

1.節に付ては材長3.6m又は3.8mを基準主し4面を遁算す。
2. 節の大きが各 rW:J~に定められ7こる最大限の7W1J以下なるときは21問を以て 、 5割以下なるときは411司を以て 11阿と見倣して計算することを符。
3. 11、節材にして節の2伎が小告IJ材にて 21間以内、大制材にて41間以内なる L 告は上小節に 1:することを得。
4. 1)、制材の並材にして2.5cm以下の節31間以内なるとき . 大剖材の並材にして2.5cm以下の節制間以 I^J なると きは小節材に上すことを符。
5. 立主材及次立主材は必要あると告は次のま日〈等書止を細別することを符。



節 丸 身 木口劉又
n仁u, 聖与

身 | 丸身長は日廻
3主 他 の 飲 思占

ノj、 告リ 大 告リ j.r, 

な告ものχは入皮. 樹. 1G!5lE、資、樹目白t袋、腐節、放
一等並 並の内3.5cm以下の節句悶以内のもの 主主の内 3.5cm以下の節6伺以内 10%以下 20μ以下 10%以下 l節…吋鳶庇孔帥

のもの 材前に於けるおたにして他而 lこ遜れるものにし
て其の長径 2c田未満のもの又は喜樹善色の嫡箸な

ニ 絡並 主主の内上詑以外のもの 並の内上詑以外のもの 15%以下 40%以下 15%以下 るもの。但し入皮、樹脂査又は 脂僚にして
長径 1cm以下のものは之を除く 。
な告もの又は入皮、樹脂'豆、樹脂像、腐節、主主け

三傍立主 並の内上言E以外のもの 並の内上記以外のもの 20%以下 60%以下 25%以下
る虞ある節、鳶続、孔、議喰又は材面に於る依
にして他面に遁れるものにして其長径 2cm以
上 5cm未満のもの又は縫色の嫡著なるもの。

(3) 板 及盤

抽
税
国
略
法
品
斗

節 j.r, 身 木口制又は 目廻
1r1V 日 修 腕12cm未満の材 l 稿12cm以上の材 附 12m | 幅山

其 他 の 依 思占
崎12cm未満の材 幅12cm以上の材 j.r, 身 1 :丸身長丸 身 1 :丸身長 未満の材 以上の材

f祇ー 古布 1cm以宣告下なのき節も財の閥以内 官官な告 1も0のt問 10%以下 10%εJ下 10%以下 5%以下 5%以下 5%以下 す工ミーもの
」ニ イ、 官官 1c回以下の節 以内 10%以下 10%以下 10%以下 5%以下 5%以下 5%以下 なきもの
IJ、 節 2c皿以下の節51間以内 2cm以下の節目個以内 10%以下 10%以下 10%以下 5%以下 5%以下 5%以下 なき も の
並 上記以外の も の 上言E以外の もの 10%以下 10%以下 10%以下 5%以下 10%以下 10%以下 なきも の

な 告 も の Xは入、地抜皮11食け、又樹るは脂E材Z骨あ量而‘る樹に節於閥、次無 節 奴.節に同じ 録的に悶じ 40%以下 40%以下 40%以下 20%以下 20%以下 25%以下

次上小節 上小節に Ii'iJ じ 上小節に悶じ 40%以下 40%以下 40%以下 20%以下 20%以下 25%以下
腐、 13!JfE.孔、材
ける依にして他面に遁れるもの

次 小節 小官官 lこ同じ 小節に同じ 40μ以下 40%以下 40%以下 20%以下 20%以下 25%以下 にして其長径 5cm 未ìiおのもの x

は霊童色樹の脂領蕊者5になはる樹も閥の僚。l 但し入
次 主主 立立に同じ 立立に同じ 40%以下 40~.G以下 40%以下 20%以下 25%以下 30~.G以下 皮、 こして長

径 1cm 以下のものは之を除〈。

なJ、き俗鳶も節抱のE、.放又孔は自育、入皮、樹閥成査あ、樹脂4長 .抜ける る筒、

iiJ:E 宣告の制限なし 色百の iM!浪なし
40% を j包 40%を超 40%を超 20% を趨 上言EíJilJ限 上託制限 !俗、 必I食又は材荷に於
ゆ る も の ゆる も の ゆるもの ゆるもの を超ゆる を趨ゆる ける依しにて他5c商に遁れるもの

もの もの にして其長径 回以上のもの叉
はアテ者〈 は 産Eの額著なるものの

治

主主

ぐヨ

E韓

1.節に付て は材長1.8C01を基準 とし4而を遁算す。
2. 節の大 き が各品等に定められれ る最大限の7割以下な る と告は 21向を以て、 5制以下な る t 告は4伺を以て1伺と見倣して計算することを得。
3. IJ、節材にして節の数が縞12c01未満ーの材にして1側、幅12c回以上の材にて2倒以内なるときは上小官官に上すことを得。
4. 幅12cm以上の並材にして2.5cm以下の節61間以内な る と告、幅12c田未満の並材にして2.5c回以下の節3個以内な ると告 は小節材に上すことを得。
5. 腕12c01以上の並材&..次並材は必要あるとき は次の如く 等級を細別することを得。

回
目
印
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共 他 の 絞 県占
叫
町
串

一等並 (並叩叫吋6仰のもの

一等並 l

一線並 l

10%以下

並の内上言E以外のもの

並の内上詑以外のもの
な~きもの又は入皮、樹H隙宮査

4却O~6以下 I 2却0芦μ4以下 I 3叩O~μ4以下 | 鳶#抗E 、 孔、苅\1喰喰χは材面に於ける告絞たにして{他也面に遜れるも のにして共
長径 2cm以上 5cm未満のもの父は愛色の頴若なるもの。

裳

仙
術
m
Hn

同
時
議

4
H町

6. 幅12c田:未満の小節材及次小節材放に並材及次並材は必要ある1:~は次の如く等級を細別することを得。

l仁tn' 等 官官
丸身 I ÝL 身長 は 目廻

虫色 他 の t3E 罰5

一 等 小節 小節の内2cm以ー下の節31岡以内のもの 15%以下 な告もの

二等 小節 小節の内上言E以外のもの 30%以下 30%以下 10%以下 Tょ告 L の

なきもの又は入皮、 樹脂査、樹脂僚、 腐節、放節、 抜ける皮あろ節.

三等小節 小節の内上詑以外の L の 40%以下 40%以下 | 2山
腐、駕症、 孔、 売11食又は材商に於けろ故にして他面に遜れるものに し
て其長径 5cm未満のもの又は発色の額著なるもの。 但し入皮. 樹脂査
Xは樹脂僚にして長径 1cm以下のものは之を除く。

- ~~並並の内3 .5cm以下の節31間以内の もの 15%以下 15%以下 I 1問下 lN も の又は入皮、 樹勝弘樹脂僚、 腐節、抜節、抜ける皮ある筒、腐、
1ì.: i夜、 孔 、 議11会又は材而に於ける依にして他面に遁れるものにして其
長径 2cm米満のもの又は怨色の新著なる もの。但し入皮、 樹1自筆又は

二等 並 並の内上言E以外のもの :30μ以下 30%以下 15~b'以下 樹脱f夜 l こ して長径 lc回以下のものは之を除く。

なきもの又は入皮、樹脂輩、 樹脂僚. 腐節、 抜節、 抜けるJttある節、
三告書並 立立の内上言E以外のもの 40%以下 40，%以下 25%以下 腐 、 諮抗、 孔、 地H会又は材而に於ける依にして他面に溢れるものに し

て兵長筏 2Clll以上 5c皿未満のもの又は主主色の額著なるもの。

l恥屯柄
、み

lil 

T 

| 話



第四章木材規絡の 統一

7 粍坂(長 1.8 米.隔 30糎)の品等と故知の店頭及程度との関係

鉄 駄 の UJ;: 

節 | 依勤なし

節| 依駄なし

節| 長径 1.3 粧の鳶抗 111司く他而に貫遜〉

節 I C表前〕長筏1.0 :#ii!の節 1 1問

(裏面〉節の痕跡

5 1 上 小 節 I C表面〉長径 1.3 .tJw.の節 1 停l

(哀而〉長率0.0 粧の節 1 側

6 1 J二 小 節 I C表而〉長径1.0 糎の入皮 21岡 . 長径 0.25 糠の節 1 1問

〈哀而〉長径1.5 粧の入皮 111司

7 1 上 小 節 I (表而〉長径 1. 3 糎の節(中央入皮) 1 倒
(裏面〉長径1.3i座の節(中央入皮) 1 個

況

35ij, 

8 1 上 小 節 I C表面〉長ω粧の入皮 2 側、長1.5 糎. 0.6 根、 0.8 粧の入皮各 1 偶

(哀而〉長 2.0 籾のλ皮 111司(長 3.0 糎の入皮貫通入長 4.0 糎.の入皮 1

伺(長1.5 糎の入皮貫通).長 3.5糎. 0. 8 糎の入皮各 1 仰i

9 1 上 小 節 | く表面〉長径 0.5 糎の節 1 例.長径1.5 粧の入皮 11悶

(裏面〉長径1.2 粧の入皮 1 伺く長径1.5 粧の入皮貫通〉

10 1 上 小 節 I C表面〕長径 0.8 纏の節 11P;1 . 長径1.8 粧の入皮 1 1問 、長1.2 私 2.2糎 .

1.0 糎.の入皮各 11問

(裏而〉長径 0.5 糎の節 111~1 ， 長径 0.5 粗の入皮 1 倒〈長径 1.8 粧の入

皮貫通入長1.2 籾，1.0 線の入皮各 1 例〈長1.2 糎も 2.2 糎の入

皮質遜〉

11 1 上 小 節 I C表而〉長径 2.0 粧の節 111~1
(裏面〉長径1.5 粧の節 1 伺

12 1 次上小節 I (表而〉長径M 籾の節 1 帆長筏日糎の訓 11問〈他而に問〉

(哀而〉長径1.3 糎の節 1 仰i

13 1 小 節 I C表荷〉長径 0.4恥1.2 机 2.0 糠の節各 1 1向

(哀而〉長径 0.3 糖、 0.8 板、1.5 粧の節各 111liJ ， 長 1.0 tJ!P.. 1.5*匝の入皮

各 1 1P;J

141 小 節 I C表面〕長1.0 糎. 2.0 粧の入皮各 2 11~1.長 2.5 糎の入皮 411司.長1.5糠

の入皮 1 1問、長径 3.5 粧の入皮 1 倒

(哀面〕長 0.5 粧の入皮 1 側〈長 2.5 糎の入皮貫通入長 2.0 根、 3 .5 糎

の入皮各 2 側、 長 2.2 粧の入皮 1 伺

15 I 小 節 I C表面〕長径 0.9 糎の節 2 例、 1. 6 糎の節 1 側、長1.0 糎‘ 0. 8 私 2.8
糎、1.5 糎 . 3.0 粧の入皮各 1 側

(哀函〉長径 0.5 糎、1.0 i盟、 0.9 根の節各 11問、長1.5 糎の入皮 11問

(長1.5 粧の入皮貫通〉

16 1 次 小 節 | 仁表面〉長径 0.9 糎. 1.0 糎 . 1.2 板、1.4 糎の節各 1 肌長径1.5 糠の入

皮 2 仰1 . 長径 0.6 糎、 1.0 根、1.4 粧の入皮各 1 側、 長 1.8 糎の

入皮 1 例、長径1.8 糎の抜ける民ある節 1 例

(哀商〉長 0.4 筏 、 0.9 糎 ， 1.1 籾、1.2 粧の節各 11問.長径1.5 粧、1.0

粧の入皮作 11問.長1.5 糎、1.0 糎の入皮各 11問.長径1.8 纏の
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司品 倖 欽 県長 の ilk 況

11、 ~fí 

抜ける虞ある節 11問

〈表面〉長1.5~湿の入皮 1 鋼、長径 2.0 粧の抜ける良ある節 111司

(哀函〉材而に於ける・長径 1.3 糎の飲 2 倒、長径1.8 糎の抜ける成ある

節l1!1!J

18 I 並又は一等並 I (表面〉長径 0.8 机 1.0 板、 2.7 糎の節各 1 例
(哀商〉長径 0.5 糠、， 1.5 漉の節各 1 例

19 I 並

20 I :並

21 I 並

22 I '並

〈表 I前〕長径1.2~頭、 3.0 線の 節ð- 1 仰 、 長径1.5 線、1.2 糎 . 0.7 粧の

入皮各 1 側、長1.5 糠、1.3 糎の入皮~1 例、長1.0 籾の入皮

2 似l

(哀市〉長径 0.8 籾!. 3.0 漉の節各 1 例.長1.0 板、1.5 ;jjlíiの入皮各 1 伺

〈長1.0 板、 1.5 粧の入皮質滋入:長 2.0 粧. 3.0 糎の入皮各 11同

(表面〉長径 4.0 糠‘ 4.2 糎の節各 111司、長1.0 :ffii.1. 5 籾の入皮各 1 側、

長 2 .5 粧の入皮 2 11~1 

(裏面〉長径 4.0 糎、 4.2 粧の節子千 1 伊1. 長 2.0 粧の入皮 1 例(長1.0 1.厘

の入皮質遁〉

(表面〉長径1.8 ;jjlíi. 2.0 糎、 3.3 糎. 3.5 糎の節作 1 11~J. 長筏 3.0 線 、

2.0 tm! . 長 0.8 根、 2.8 i肢の入皮各 11f^J

く裏而〉長径1.2 椋の宮ifi2側、 3 .0 *'凪 3.2 粧の節各 1 仰1. 長筏 2.0 根、

1.8 粧の入皮各 1 偶(長筏 3.0 籾、 2.0 籾の入皮質遁入長 2.0極、

3.0 t厘の入皮~. 11!1!J 

(表而〉長径 3.2 級、 5.0 担、 7.2 粧の節各 1 側、長 2.0 糎の入皮 11同.

(泉市〉長径 3.2 根、 5.0 根 .6.5 粧の節各 1 伺.長率[0.4糖、 0.5 糠の

節各 1 伺.長 2.0 粧の入皮 1 1!1!I 

23 I 並 I (表面〉長径 5.2机 M 板、 7.5 凪 6.6 糎、 8.0 艇の節各 1 伺

(裏面〕長径 5.2 糎‘ 5.5 糎、 7.5 :ffii. 6.6 粧. 8.0 粧の節各 11悶

24 I 次 並 I (表而〕長径1.6 根、幻粧の節俗 21同. 2.0 糎の節 1 1同

(哀而〉長径1.5 1庫、 1，6 糎、 2.0 :ffiiの節各 11同‘ 2.5 粧の節 2 1!~1 

25 I :火 主主 I (表荷〉長径 0.7 粧の節 2 佃.長径1.0t臥1.2板、1.8籾i. 2. 1 粧の節各

26 I 抗

27 I :JiiE 

1 側、長径 2.5 tIillの抜節 1 側

〈哀而〉長径 0.7 糠 . 1.0 握、1.1 糠、1.6 担‘ 2.1 粧の節各 1 側、長径

2.5 粧の抜節 1 伺

〈表面〉長径 17.5 艇のとIl.喰及入皮 111司.長 70 籾.の木口制 1 例、

(哀而〕長 70 極の木口制 1 伺

(表前〉長径 3 .0 糎. 4.0 糎. 1.5 糠、 2.0 糎、 2， 3 糎、 0.7 糠. 0.5 糎.

0.8 根. 5.0 粧 . 0.5根. 1.0 板、 3.0 板. 0.8 糠. 2.0 糎、1.4 糎.

1.3 糎、 0.. 4 粧の節各 111司，長筏 3.0 糠、 3 . 8 糎の虫喰各 1 側 、

長筏 21.0 糎の腐孔 l 伺(他商に貫通コ

(哀而〉長径 2.5 籾. 3.5 糎. 2.0 糎、 O.G 板、 0.5 糎 . 0.8 糎、 4.0 担.

1.0 糎. 2.0 根、1.5 糎、 2.0 糠‘1.2 糎. 0.8 糎. 0.4糎の節各 1

11司、1.5 *Niの官官 2 伺
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第四草木材規絡の統一

第四項 îltk:結以外の要素による品等匝分

357 
唖

木材にはi故知iによる!日毎:の外に蝕製(i以外の要素による品等をも存するのであるが問者を併せ

て初めて完全に品等を表はし得るのである。

蝕貼以外の要素は木理. 樹心の有無.赤身.白太等が夫れであるが以下各要素に付き説明を

カ1\ふる こと L する。

第一 木理のw\況による匝分

製材は木王監の!Iえ況によ D 板目 ， 柾目及杢目の 3 極t(l~分する。 3 極の内最も多数生産ぜらる

L ものは板目材であるが板白木取は製材利用率が柾白木取よ P 造花高く且つ需要も多きためで

ある。柾目材は製材利用率低く且つ大材を要し更に又需要も僅少で、あるから小範固に限られて

をる。杢目材は特殊の丸太陀限られ生産せらる L ものであるから其生産はー居僅少で・ある 。

柾目は車IIIかきものと粗きものとあり叉遁直なるものと f頃斜叉は多少宛波献を呈するものとが

ある . 又柾自の存する聞が '2 )i商乃至 4 )it百 t亡及ぶものがあるが之等の内容に劃して一々現絡

と して匝分規程するは到底其艇に堪へないカ、ら之を除いたのである。

柾目材は 1 面I(Hき柾目が全面IL豆りて存するを完全1;;.る柾白材とするのであるが敏鞘の事

例に倣ひ其面の隔の 10%以下の;彼自を有ーする揚合は之を柾目と看倣し板自の部分が 10% を超

ゆるときは之を板目材とす る。

杢目は板目の一極に外君主ら充足いのであるが普通の板目と異なり賞美せらる L のであ之 .而し

て杢自のt!え況は千極寓態であるから杢自の形紙、 大小. 其他のt条件を規格上規定するこ とは煩

K堪へないのである、依って規;絡上は皐に板目 . ttE自に釘する杢目を匝分するに止めたのであ

る 白

只主主K考慮を要するは杢自の一極に属する根さをである ， 棋盗は概しF 板の全国 (長t亡沿ひ

て〉に存せすコ長 2-3 尺秤.皮に止まり、杢も他の杢自に比して劣り且つ材質も良好ならぎる聞

係上之を有ーする叙類は普通の;依田材より却って劣等の取扱を受くることが多い.依って斯如き

根主任をイ子する揚合は之を表示することが受賞である。尚製材iとより根主主を生やること 1 \月白なる

揚合は之を存する丸太I( {・jーでも乙を表示することが泊首である。

第二 樹心の有無による匝分

製材IL樹心を存ずる ものを心持材.樹心を存せざるを心去材と郁するのである 、市して樹心の

位置は製材の中央内部Kある揚合或は --1/1亡偏し或は表面又は表面に近き部分Kあ る揚合等極

々あるが其位置の如何を特に規定する必要を認めない. 現時心持材、心去材の匝分を重観す る

は鵠ftJ. t担割等の内、柱.土室等IL使川する小角材であって板類K於ては軽腕せられてをる。

筋三 赤身.仁1 1.\の程度による匝分

現時一般に行は る L 赤身、 仁l太の程度による匝分は赤と交りの 2種である‘而して赤は全部赤

身なるを原則とするも僅少の白太を存するものをも包含してをる . 交りは赤身と白太の混合せ

F 
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るもの又は白太のみのものを指稿するのである。

木材使用上より見て前記 2 程の外赤身の部分が割合fC 多きものを交りより分離して特別の品

等とするを便宜とする習慣がある.叉木材生産上より見るも漸次大材の生産が減少する傾向が

あるから芳々 3桓に匝分するのが趨嘗である.今 3 極の内容を規定すれば

赤. 全部赤身のもの又は 95 %以上の赤身を存するもの

赤勝、 70%以上赤身を存するもの

交れ上記以外のもの

赤身の部分を測定するは挽角及t担割は木口の闘i聞により板及盤は木表による。

第五項 蝕賠の異動饗化と!日等l/ti!分

木材のj決裂tífclま時日の経過と共に異動費化を*すものと然らざ、るものとがあり然も自íl者は概

して其程度を大ならしむるものである又新に生やる昧結もある。

木材のl日等は規格の規程によりて定めらる L ものであるが其要素?とる枇鈷に異動費化を*し

或は新に扶賄主蛮生する時は其j比況の如何によりでは常初定めたる 1171等 Ic i直合せぬものとな

る.而して此場合には依鼎iの鐙化のllkìJUcj適躍する様l同等を饗更せ怠ければならぬ。

木材の品等規格は生産者.商人.需要者相互の問の取ヲ |の基準と友るものであるカ、ら . ~に

生産者と商人との聞を律するのみでなく.最後に需要者の乎陀診る迄は常K其油剤を見るべき

性質のものであるカ、ら、仲間業者は猷鮪の異動費化の批況に l臨じて油常に品等の費更を行はな

ければならぬ口

規格の精神が以上の3iTIりとすれば/J、買陪j人は問屋に到し、問屋は生産者Icti し て . 自衛的立

揚を擁護し異動蜜化を生じ易き快鼎iに劃しては強め充分に考慮を拶11ふ要がある J

如 tの規格の精泊11は菅に快見li と!日等との関係に止まらす寸法の異動と棋準寸法との関係I'C付

ても油用せらるべきものである。

{吠鞘の異動饗化を来し易き性質を有するものは大要-:)くの如きものであるが何れ も之によ り て

{吠貼の程度を大友らしむるものである。

水口割及目廻.抜ける虞ある節.腐節.腐、嬰色.アテ， ð.王

叉:吠黙にして新に生ヂ-る性質を有するものは-:)くの通りである D

扶(材商又tt縁に於ける快) ， 腐.愛色、抜節.腐首1，虫Hふ孔. 駕f商店

第六項 品等規裕の、適用

lHl等規裕は出来合品及之 l'Cfj!bすコベき木材に適用するを原則とし尚可成康く一般の木材に適用

するのが望ましいのであるが揚合によりては泊用上劇的を要することがある .勿論規格の精日111 ，

原則的規程は遵守せなければならぬのであって単に一部に蟹更をカ11ふるに止むべきであるD

今規格の誼mlc就て特例と認むべき主怒る揚合を示せば王子くの辺りであるo

第一 品等匝分の併合



第四草木材規符の統一 359 

丸太にて品等匝分を最も必要とするものは製材の資材に供せらる L ものである . 而 して同 じ

く製材資料とする丸太Iとても Ijl丸太或は小丸太の如き小径のものでは品等区分を震すに手数を

要するのみなら-J:'，其大部分は並材f(属し三等材以上K属するものは稀であるから之を匝分ず

る効果も少いのである.叉製材資材以外の!日途に供するもの.例之製紙原料材其他のものにて

は丸太の大小をfiI首ぜ歩1171等Rili分の必要を飴り J感じないものもあるが.ガf如き揚合には IR1等の匝

分を全部底止するか或は攻極のirl等丈けを合併するカ、貰際に油l恋したる所置を講歩、べきもので

ある。製材に付ても地ズ/I~"J小Tlî揚1'[.於て規格にもえする丈けの品等種類を要求せざることあ り 或

は小工揚にて製材の生産量少き?とめ規絡上の訂:等種類全部を相官纏まりたる数量丈け貯放する

ことが出来ぬことがあるが.斯如き揚合IC は I日等の l[lli分を全部底止するカ、或は或極の品等丈け

を合併するか. 地方或は工揚の貰献に泊1窓したる方法を採って差支ないのであるD 只教に注意

を要するは素材. 製材を通じてlrl等匝分併合の内容を明記し取引の相手方ーに充分知悉せしむる

方法を講やる貼である。

第二 特殊品等の制定

特殊の樹極. 材控.m途. JIヲ態 、 又は木理IC属するもの或はもiîjの位置に特具性主有するもの

は出来合品及之に準ずべきものであっても規格l日等の一部に費吏をカ11へ特殊の品等を制定する

も差支がたいことがあるo

(1) 柾材及杢板

一般規格としては板目に釘して柾目及杢目を匝日IJするに止まり柾目及杢自の内容に付ては日IJ

k規程を設けてない.紅白及杢目は其現はれ1iが極々雑多で・あり地方的!(夫々特殊の分類)/

法を存してをるから寧ろ白 1[1 1(特殊!日等を制定せしむる j)・が一般規格に累を及さ r るを得る

のである 。 然し紅{反及を紋tとても常に調立せる中:f7JiJの訂l等を必要とするにあら歩一般の品等

規格の一部氏若干の費児を*す程度にて差支えE きこともある。

(2) 特殊の樹租Î.. 材麗. 川注又は形態

1f，III代杉. 春日杉. 屋久杉其他特別、の樹極に属するものにして普通の出来合iHl と同棋の31等分

類 l亡て伴;することの困難なるものもあるが.斯如きものに付ては!日等規格の大綱は何等の差

異なきも其*111 目に於て若干の饗吏を見るのは己を作ないのである。磨丸太、盤の一部，装飾

m丸身付小角及l支付丸太其他のものも亦特殊の品等-を制定するを便宜とすることがある口

(3) 節の位置による特殊品等;

品等と節との開係はÎ'!jjの大小.性質.教を基準として定め一般的原則としてはも:rîの位置を考

慮して居らないのであるが特殊の川注に到しては筒の存在する位置が重要性を帯ぶることが

ある。

やむは必宇しも平等或はとに近き j伏態 l亡散在するものでなく 、時として-1)・ ~C 11~ì在 し叉筒の大

さ大たるも其敢僅に一二個に過ぎ十然も一個所に偏在することもある . 一般規格上は総て問
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一品等に属するも特殊の用迭に劃しては此等特殊のもの L 方却って佼川債値が大となるので

ある.例之薄板の並材に付て見るに

(1) 長径 3糎の節が全面IC亙り 311M散在するもの

(2) 長{~~3 糎の節が一方・の水口 2 尺迄の聞に 3 佃イ子在するもの

(3) 長径 5~症の [lÎiが一個任意の所に存在するもの

3 極の板を比較するに普通の用途に付ては外観或は使!日償値上大差ないが建具，指物}日等特

殊の!日注に1.]‘ては (2 ) 1えて 3)は ( 1 )に比して著しく其使用慣値は大と友るのであるo

以上は並材に付てピあるが小節材，上小首i材にf・J-ても同般の揚合が考へらる L 又固有の首iの

外部に準すべきものも亦同ーのことが考へらる L 。

1tJr如く rJÎiの大小， 数及性質の外更に位置を考慮する時は焼く各胞の用途に油]底せしむるを得

て甚だ便利であるが. 是が属めには節の大小.性質及教と白iの位置とは自ら其性質を異にする

カ、ら 、 一般的品等の外に特別の品等を設けねばならぬ，従って!日等の種煩を増加し且つ規程を

複雑ならしむること L なるので、あるから 、 是等は必要IC!臨じ地方・的の特殊品等として取扱ふの

が便宜である。

ヨ l 用 書 目

1. Rule3 for Measurement & Inspection of Hardwoo� LU111ber, Cypress V巴neers， Thin 

Lumber & plywood. National I-Iardwood Lumber AssociaもiOll.

2. N List Ex:port Scl!edule & Grading Rules. Pacific Lumoor IDspectioJl Bureau. 

3. 木材規格現況調 工業品規格統一調J'E合

4. 第五挙 日米木材規格の比較引用書自の内 1，8，9，10，13

第八節 木材ノ検知法

木材の棋準寸法は既に定められたのであるが. 之K準践して木材の寸法を測定するに賞りて

測定のカ・法に一定の基準がたければ.測定者にりよて数値に極守異主主り?とる結果を招来するの

である。而して木材は寸法其物を以て取引するの外.測定寸法によりて更に材積を計算し之に

よりて取引を行ふことが多いのであるが.材E貨による揚合は測定寸法の差異陀よる影響がー居

強くなるカ、ら，木材の寸法測定法.即ち検知の方法を定め且つ之を統一するの必要を生歩る

のである。

木材検知法は検知の位置及検知!の方法のこに大別することが出来るが其内容の大綱K付て|略

越すれば。

1. 検知の位置
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素材にては長.直偲(或は但， 周囲λ 製材にては長.伺及!以を測定するに首りて.木材の何

れの部分を検知すべきかを12めなければ測定寸法を一致せしむることが/:U3kぬ.而して之を

定むるには測定の便否.利川上の開係を考慮し，丸太にては材偵計算法との関係をも考慮せ

なければならぬ。

2. 検知の方法

検知の位置が定まるも.寸法の測定JJ ì去を定めなければ.仰木だ測定寸法を一定せしむる こ

とは出来ぬ. lyJJ之丸太 IC付て見る IC. 水口の闘itúiは正固十主主主ろ陥であるから測定のJJ・向 IC よ

りて直径寸法を具にするのが例である、従ってiJ!IJÆの )i法を一定せなければ丸太の店伎を一

定せしむることは出来ぬのである。

木材検知法の内容は大要以上の通り であるが. 先づ本手II~c於ける拾)不法の現航をよじ絞検討し.

然後之が統一的)J法を迷ぶることにする。

第一宅fi 木材検知法の現JU(

第 一 目 検知の位位

検知の位置は素材と製材 とにより自ら趣を具にしてをるが.製材fC到しては何れの部分も其

寸法が同一であるとの見地より して . 各地元1・を通じて検知の位置に付て特別の規程を存してを

らぬ.依って以下記する島は専ら素材1C1・J' て r ある口

第一. 長

長に付ての険知の位置は検知の}J 法と統接不離の関係にあるカ、ら致、に併合して記越する。

各地)J・を通じ長の検知は延寸を除く慣習となってをる叉流迭を行ふ地方-にてはトキン又はメ

ド孔を附する習慣があるが長の検知には之を除くのが常であ7.:> 0

tn二.直径(又は{払周囲)

素材の検知位置は素材の長短及Bl瓶 iとより又地)J・的 l亡も Æll見があるから之を i凶別してJ見Æえを

辿ぶる。

1. 普通丸太 (1-2間丸太〉に泊1日せらる L もの

(1) 米口又は末日投狭部

1-2間丸太にて末口叉は;1<日の最狭部を検知の位世とするものは最も民く 行はれ.内地Ifl‘

鯨にありては.埼玉. 富山(流選材入静岡. 愛知.三重及高知の 6 鯨を l徐きたる諸府鯨に及

んでをる.此外北海道及梓太に行はれf占}秋田昔、林局.熊本皆林局にでも以前此/J・法を採用して

をった。

(2) 其他

末日以外のものは極めて局部的K行はる1..1C過ぎざるも之を例示すれば

末.元雨口とするもの。 岐阜鯨武儀郡地方にて行はる L

末日より 1 寸入りの部分とするもの。 愛知鯨下産地市揚にて行はる』
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米口より 5 寸入りの部分とするものo 豊橋市場及岡崎市場にて行はる L

木口より 2--3 寸入りの部分とするもの。 山知牒にて行は る L

2. 普通丸太 (1-2 問丸ぷ j と長丸ぷとに共通的IC泊川せら る L もの

( 1 ) 元日より)!!IJ 0 lxN.:パに m治する木口に近き部分を検知位世 ( flll尺場とも隅「る〉

とする )J訟であってw 元日よりやIJ)~日と fil}ずる. ~t f立山と う1~口との主距離は 2-3 寸乃

至 1 尺f立にj主:するのが行~mでぬ る .元n よりのÆパは丸太の長lとより具なり同時に地1/

IC よりて其慣習を具にする.本)J 法は 1-2 問丸太のみな らす; 3-4 問材の如き長丸太lと

も泊JII するのが特徴である。

本法主陀川する地方は埼玉.日 111 (流返*，1"). jiiJi'!�1� . 愛知. 三重の δ 鯨.帝室林野J;;j木骨

l}_名古屋岡支}r;J等でゐるが概してìAè迭を行ひトキン又はメド孔を附する慣習ある J也)/1己

行はる L 方法である。

参考の鼠め名古屋市場K於ける除知法をポせば

名 有G 長 検尺 111;1 J5R ~ 

とド問材 üX4 、J '以ード 3)¥_ 2 τJ' 5 分 0.2[) 

1 間材 。)~ 5 寸以上 b)ミ 5 、J' 0.50 

1 丈材 10 )¥. 11 9 尺 7 寸 5 分 0.75 

丈 2 材 12 尺 " 12 尺 0.P-5 

2 問材 13)~ 5 寸 H 13 )¥. 1.00 

2問主ド材 17 )亡 5 寸" 1G 尺 2 寸 5 分 U5 

3 問材 ::0 パ[) .J-" 1\J以 5 寸 1.50 

3問主ド材 24 )亡 5 -.J-f; 22 )く 7 寸 5 分 1.75 

4 問材 28;)ミ " 2G )¥. 2.00 

4 間以上は毎 1 聞を 7 尺とし検パ個所はりミ 5 寸の制を以て定む。

(2) 嘗て青森皆林かj及t-:j "11営林局にて行はれた1/法であって.検知位置は末日 と し業

直径を測定するも.長.短前丸太とも一定の長待に係1止をカ11へて之を中央直径と推定す

る;ゐ法である.単純に検知其物より見るときは末日除知であるが其根本は 中央検知l に該

首するものである。

3. 長丸太

(1)末日より 2 問 (12 尺乃至 14 尺〉毎に匝分し各其31<口を検知す.係数を 1mへて各

末日 {ll~を推知する地方もある白

長丸太の検知法としてi誌も民く行はる L 方法であって夫j7;X:. 埼玉.千葉.岐阜， 静岡.

愛知.三重. 滋賀.京&11. 兵庫.奈良、鳥取.品{1~，同 111 .蹟島. 111 口 . 香川.高知.

稲岡. 長崎. 熊本. 大分. 宮崎.鹿児島の24 府牒に行はる口
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(2) 末口

苛森、 岩子.埼玉. -{-諜.*京.新潟‘ frYl II. 大阪.北海道等に行はる L

(3) '1' 火

363 

三重、兵)!l!.， 1~~~11:1~' 佐賀の店長!日系に行はれ父{火川皆材、九j. 熊本営'林局にも以前行はれた

(4)其他

末、元前日とするもの0

2 問目阿佐j とするもの。

元日より 2 問í.iflC 1 ，'，石分ず るもの。

すく口より 1 寸上. 2 間旬:IC L'，~分するもの。

l岐阜〈米政地jJ・〉

，r.~1~ (隠l技〉

徳島 . 愛媛

栃木

元口より全長の 4 分目とするもの口笠媛(fll し描材の航坂村)

4. }È揚丸太 o必付丸太)

( 1 ) 日述。己口より 5 寸目)

ílrl同島.栃木.群馬.話1[1奈川.静岡.品Jr~. 111 口.佐賀

(2) 中央

耐1 1 井. 長野， 島根. 熊本、鹿児島

(8) 元口 より 2 問自

千葉.米オt. 愛媛

(4) 木口. 2 問旬|亘分

埼玉. Ilìl[1奈川

( 5 ) 其他

目i即刻|到に係数を来じたるものを元 2 問材の末日 と し後は 2 問毎に匝分 滋賀 (得丸

!日材)

:Tl~ 口 より 6 尋目 和歌山

末日より 1 寸上、 後は 2 問h'，t分米 1:.1 ,t:J JrJ( 

5. 排甲材

(1)中央問凶

山崎艇を中心とし熊本. 長崎岡鯨に行はる L

(2) 末日及~~，$Ilﾎ 

~:~・崎蝦より移入の排1i3材に到して和歌山市舗にて行はる 』

tr.; 二日 検知の JJ・法

検知の方法は其位置の揚合と同じく製材に封しては特別の規程をイ許してをら たカ、ったのであ

るから専ら丸太に付てiÆ;記する。

検知の方法は位置の規定に比すれば一隆複雑多岐に豆りてをるo
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第一短任 i'1~

J!IJ;，tの位置を一定するも . 測定の)i向によりて!直径に大小長短を~三十、るのが常であるが.短

作法は其短径を採川する方法である.而j して此揚合に無傍11Hz::短祁を mふると，或る俳件の

下に於てのみ短径を掠mずる揚合とがある白

(1) 普遁の短便法. QP ち然保11 1'の短{霊法

短筏には最短径と比較的の短倍とがあるが.貰際の注川は正確に之を l凶別せ歩、問者を混j有す

る:ftbl合が多い白最短径たると否とを nlJIますコ短径.を探川 L. 他の)J法と何等の閥聯を右せない

ものである.最も E31 く行はる L 方法であって其地)iは

青森.秋則. 1M}. ;)(按.栃木、群馬.千葉.東京. ÍJÍI[l奈 /1 1. 事Irì払宮山(一般丸太λ1I 1

梨 . 岐阜. 師、同 . 三重 . 滋賀. 兵庫.奈良. 島根. 山口. 杏/1 1. 愛媛.高知.長崎、熊

本.大分.鹿児島.沖縄の 28 )訂版及北海道.梓太等である口

(2) 特種の短11~法. gp ち傍111コ付の短径法

1世守の僚{守の下|亡短径を川ふるカ法であって大部分特;位の長短雨符;21;'均法と閥聯するもので

ある。

長短閑径の差 5 、J-以干の場合のみ短径を!日ふ口

長短雨径の差 2 寸以下の揚合のみ短径を用ふ。

流迭材にして長短雨径の差 3 寸以下の揚合のみ短径を!日ふ口

径 1 尺以下のものは全部短径を川ふ。

ILI元産地にては長短雨径の差 3 寸以下の場合のみ短径を !日 ふ。

岐阜市揚にては長短開径の主 3 寸以下の揚合のみ短径を川ふ。

長短雨径の差 1 寸以下の揚合のみ短極主州ふ。

長短iÃf~径の差 3 寸以下の場合みの短径を}日ふ。

朝鮮材. :It洋材. F十J洋材.電柱材等には短{~~を!日ふo

{~ 7 寸以下のものは全部短径を !日ふ。

筏 1 尺以下のものは全部短径を刑ふ口

最短径成長径のJL以上の時は最短任をf日ふ。
長 15 尺未満のものは短径を!日ふ。

最長短雨径の1~3 寸未満のものは最短径を用ふ。

長短雨径の差 5 分以内なるときは短径を肝ふ。

帥ち以上の 17 地方に及んでをるが其内容によりて之を分類すれば。

長短雨径の差を僚件とし質寸を以て示すもの白

長短雨径の差をt条件とし雨径の比率を以て示すもの.

ÝL太の長を傍件とするもの。

岩手

官城

官 山

劦�'i ;11: 

1吉 野

l岐阜

重(名賀郡地)i)

師、岡.愛知

大阪

品取

岡山

青森皆林局(以前)

秋田営林局( " ) 

木骨支局及名古屋支局

嗣品

10 ;1:也jj"

2 地方

1 地方
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丸太の米径の大さを傍{' I' とするもの。

木材の産地又は樹屈を4条件とするものO

第二 長短雨佳子均法

(1) 苦週の長短雨宿.平均法

長短雨径の:主Gの如何を p問りnrはJま主す十=雨者を千i均与する ;方b

1昨作馬 (宝回'桐生地カ・)，:1'苛ヨ~ ..官 111 (電柱入長野(泊費市場入三1Ji: (足鷲地方入京都. 大

3 1也プ';"

1 :J:也 J;"

|攻 (内 :l'11!.材入和歌山.島棋(限11皮入院品、相同.佐賀、宮崎，高知骨材、局(以前) 等で

ある 。

(3) 特加の長短刑佳子均法

他の方法に関聯するカ、或は一定の傍件の下に長短雨{哀を平均するプ';"11; で・あって大部分4.J屈の

短{霊法と関聯iするものである。

長短雨i主の去 5 寸以上の揚合

長短雨符.の主 2 寸‘以上の場合

流迭材Iとして雨保の~II~ 3 寸以上の揚合

筏 1 尺以 tのもの

径7 寸以上のもの

長短雨径の ~I，~ 5 分以上のもの

長短雨径の1~~ 1 寸以上の揚合

骨形， 扇子. 歪形のもの

最短径が最長押.のJL以下のもの
任意の方向 l亡 ID:fiHc測りたる 2 直俸を千均するもの

最長短雨径のi'~3 寸以上のもの

長 1.5尺以上のもの

即ち以上 18 地方に及んで‘をるが其内容によりて之を分類すれば，

長短雨径の差を傍{1þとし寅寸を以て示すもの

長短雨揮の設を4条件とし雨俸の比率を以て示すもの

丸太の長を傍刊さとするもの

丸太の末控の大さを修行コとするもの

木口断面の形批を傍{午とするもの

任意のプ'/向 に直角に ~llJ りたる 2 @{毛主平均するもの

第三 短径にカIIX~(法

長短雨径の会がnlる限度を超へた揚合 l亡.第三のプi法の如く長短雨何を平均すること無心

約千

城

'i;~ 111 

間:;1:1二.岡 1 1 1

.r~取

師島

三重(名賀郡J也1;")

茨城.滋賀.奈良.1 11 口、千葉

青森'昔林局(以内í i )

熊本営林局( " ) 

木骨支局及名古屋支局

秋田営林局( ") 

ﾟ J也 J;"

2 1也カ-

l:J:lI!. Ji 

3 1 山 }i

[J )也 }i

1 JÚ~ 方・

極短に一定数自立を 7JI IJii(して丸太の検知直径とする方法であって地1i lとより其限度と力11算の数
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値を異にする。

長短雨径の差 3 寸以上は 1 寸. 5 -.J'以上は 2 寸を短径にカI1 Xiけ“る口

埼玉、静岡，富山(流活材)

長短雨径の差 2 寸以上は 1 寸、 4 寸以上は 2 寸を短停~IC加算する。東京(青梅地方〉

長短雨僅の差 3 寸以上は 1 寸、 4 寸以上は 2 寸を短径に加算する。長野(IU元産地)

長短雨径の差 3 寸毎に短径に 1 寸を加算する。 岐阜(岐阜市場)

第四 直径に閲する其他の方法

(1) 長短雨径の差 3 寸以上のものは之をとi土僅材にi\~ じて検知僚を算出す

るカ法(~三倍.材の弦と矢の相来積の王子方根を以て検知とする) 愛知(名古屋市揚)

(2) 長短雨径相乗績の平方根を検知径とする方法 l岐阜(飛語WìJ也方〉

(3) 長径法とも栴すべきものにて水上検知の場合 5 寸)~3S: 7 寸!なのも

のは長径を検知する))法 愛知〈豊橋市揚)

(4) 長便法のー脆にて長短雨僚の芸が 3 寸以上の時は長短より 1寸下けて

之を検知径とする方法 三重(飯南郡地方電柱材〉

(5) 長短í'll聞と認むるもの一方指しを以て検知使とするプJ法(長 15 尺

のものにして中央部直符.による揚合) 秋田営林局(以前〕

第五 中央周固法

(1) 宮崎.熊本.長崎地方ーに於て主として排甲材に針して行ふ方法である.宮崎地)i

にてはi間葉樹丸太にも本法を!日ふる。

(:2) 和歌山鯨及鹿児島服にては穂付丸太(足揚丸太)に本法を川ふる。

第三白 木材検知法と標準寸法単位の括約法

検知の位置及カ法と棋準寸法単位の括約法とは互に~'[If突って丸太の材蹴計算法に関聯して丸

太材積の数値に大なる影響を奥ふるものである、印ち材簡計~(法を同ふするも検知法又は括約

法を異にすれば材債に異なる結果を及惜し.又検知法又は括約訟の定め方によりて材積計算法

の差異をして-)菅直しカ、らしむるか或は著しく緩和する揚合もあるのである。依ってまま町立検

知法と括約法との組合ぜに付て各地方・の欣況を略述し.材積計算法及材fi\í数値t亡卦jする関係に

付ては後節|亡譲るこ とにする 。

検

1.米

様l{!í寸法単
位の括約方
法

f貫 行 1也 方・

止CWJ姶)1 背森.先手.宮城 cq豆 6 寸以上入秋岡、 IJ~形、群馬〈高崎J也

コケ流主主材入東京〈木場.背梅筏 5 寸以下入新潟.富山(繭

怨差 8 寸以下〉、石川〈金i翠 . 金石入 山梨.長野(llJ元及

稀にjミ上入岐阜(武儀、主主江!商事官地方JJr..一般.雨径の差 3 寸
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検 法 |標準寸法翠
一一一11立の折約方
法 l 法

'l:lt オ子 j山 15 

~ 15分止(4分切)1 市1 1奈川 ( I l.i 元産地〉
15分止(特種法|

叙liニコ | 兵庫(筏 5 寸以下〉
勾η155}11:-.(特秘法 i
位 |第三5-'~ "="-I 千楽

小計木口Wrl i豆 ;5 分 止1 37 地方、 l竹 1111 尺場4地方

合計末口同 位|寸 1l:. 5分止I 70 地方、内 ilnR場7地方
12 求 口 l長短耐乏卒均|寸止(切拾)[ 昭子l二〔筏1)~以上入大阪、利秋 111

( illi 尺場)1長短雨筏卒均|寸止(切拾)1 富山(台!till*D

13 木 口 |長短雨径平均|寸止 (2分切 )1 埼玉

小計求口|長短繭怨卒宅1 1寸 11:1 5 J也ブ';-..内 IIlIJミ揚H也:な

銀
短
短

わ
口
口

4
b
F
 尺

末
末

H
 

f
に
の

hH
Q
U

4 末仁1 1短

5 米 n14;rL 

小 計 末口 |短

G ;;jこ口 !短

(rtIJ )ミ揚)I ~-Ë

7 求口l短

(1111 尺揚)1短

8 木仁I I r:-i

9 末

10 求

口 |短

日 |燦

11 末 口 1 9:立

以下入大阪〈朝鮮材、北洋材、}前作ー材入奈良、北海道、株

大. 司下室林野j芯木曾及名古屋支局 19地方

怨I.J. 止(切拾)1 i刷〈天能川材及安供 1I J ， 大刑1 Iの黒木入愛土日、三重 3地方

叙| 寸止(1分切)1 新潟(産地一般) 1地方

筏| τl 止 (2分切 )1 ;茨城、栃木(欠板.今市.初木地方. 径 5 寸以上入来京(背

物地方.. i霊 5 寸以上〉 3地方

2J血方経|寸止 (4分切)1 烏級〈松江、主主 l司地方入北海道(裁量主丸太〉

符|寸止 (5分切)1 iJ1 rll奈川 013州、古里T及天龍村、経 5 寸以上L岐阜(武1ft ， 主主 /0

mI地:1f入滋賀(高品君1\地方).背森喜手林j弓.秋/1 1 管 1*局(長

径| 寸

15尺未満〉

11:1 33 地方、内 rlll 尺場3地方

5J也1/

叙 15分Jl: (切拾)1 w森 Ct1l:柱入計乎(大船波、経 5 寸以下入宮城(筏 6 寸以

J二) i呼応 、 栃木(今市、黒初. 径 5 寸以下〉、市1 1奈川 (J 車 内

i!t入新潟(電柱). ~ I l.i (';1]:杭) . 石 川 (輸局 、宮 ?;'O、iI1r.l~ト

(筏尺以下〉、長野仁Il.i元陵地.. wÃl径の遂 3 寸以下入滋賀

(大111"，伊芥、八幌地方入大阪〈一般及筏 5 寸以上) ， ,r::j H{ 

(江w入岡山(径 1 尺以下入 山 口〈計図入香川.変tl}2.問

問、長崎.熊本.大分.鹿児島‘秋田替:j;j、同(長 15 尺以上入

熊本密林局 25地方

符[5分止(切捻)1 i完全日.静岡(安佐川.大井川のf芸術入愛知(八名郡市町
3J血 lj

程 15分止(1分切 )1 1I1 口 日わ.変扱(長払絵丸太以外の L の入 i叩 3地方

径 15分止(l分切 )1 三重(名賀郡. 長短制符の;1' 1 'J未満) 1地方

干r- 15分止(2分切)1 品11 1奈川 (ì!'ì !{!(ïli場 、 紀併1 ， ï~{TT及ヲミìi色村 、経 5 寸未ìi!~ の し

の入滋賀 (111 :tl郡入山f1 (計図地方) 3地方

H血方

]j血方

]j血方

3;血方

1J也方「

1J血 コ~.

14 木 仁1 1長短雨符平均:5分止〈切橋)1 'lf蓜; (室町、桐生地方つ ， 'ì!l,' 1[J (\G:l't) 、 京都 . 大阪 GG杭〕

滋賀、三重(尾鷲)"n 取、，I;.j枚〔俗、|比入間 I l.i (筏 1尺以上〕

徳J与、;古 II~if，高知管休日

口 !長銀岡1'l~平均 :5分止く1分切)1 !長烏、佐賀

場):長短雨f霊平~J :5分止(1分切)!三重(名賀郡J也コbつ

口(長短雨徳平均i5分止(2分切)[ I l.i口 (ff岡地方〉

15 本

(llfJ尺

16 ;fミ

12地方

2J血方

1J血方

1地方
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検 知 法 |椋準寸法j'jl.
,-------- 1 f立の扱約方

位置 | 方法|法

f E! h:rir.r.� :m'-h!1 1m' 15分止〈特種法l17 未 口 |長短雨平均筏l第一コ | 繭島

18 末 口出短雨怨平均I~分止(特観法| 埼玉、千葉
円 |第三) 1 

小計末口県短雨径平~) :5 分 i上 1 1 9 地方.内 1111 尺場1地方「

合計末口院短繭径平均l寸 JI:、5分.ù:: 1 24 地方、内 1111 尺場2地方 ・

19 米 口随径 l二加算|寸止(切拾N 富山 (長短雨径の差 3寸以上) 1地方

C iIIl 尺 場)!短径に力11 算|寸止〈切'Hi時刻静岡〈天龍川材、 雨径の差 3寸以上.安倍川.大升川. 黒

木λ岐阜(一般. 岡径のz.1;: 3寸以上) 2J血方

20 1曲尺揚|短径に加 tr !寸Jl: (2分切)! 埼玉 1地方

小 計! ! 4 地方、内 111 1 尺場3地方

2幻1 1附山 尺揚謝|陣短径に力加H 算到l怖5分止〈ο1分切〉オ| 古静手問(安倍 J川川l刊lい. 大井川 . 杉附胤. 附ぞ筏Eの差 3寸寸a 以上) 1J地也方

!!2 尚尺揚排|陣短径 lにこリ力仰|22当吉〈糊法判l 埼胞玉 川
11小jト、言計十. 附尺揚劇|陣短径に力加H 矧5 分 J止1:. !げ2 地方

文芸、末口、山 [短径に 1JII 炉J. Jl~ ， 5分止1 6 地方、内 rll l )ç場日地方
23 末 日 |長 制寸止(切姶)! 愛知〈製橋市場、 水上検知1 5......7τn の) 1地方

24 米 口 |長径減到寸止〈切拾)!三重(飯臥附径の差 3寸以上〉

25 求 口 ! ~lミ 筏 利寸止〈切姶)! 愛知(長短岡俊の差 3寸以上) 1地方

26 中 央|周 回寸 11:(切拾)! 宮崎 (市場) 1地方

27 中 央!fiU 倒5 分止く切檎)! 宮崎 ( ILI 元産地) 1J也方

28求山元口俸 制τJ. (切始又は | 岐阜〈武儀郡地方稀に行はる ) 1地方
l' -16分切)

総指|

;:.Jミ 口四 筏寸

米 口陣 叙5 分

小計I I 

末 日 1:長短爾筏7J王均i寸

末 日 慎短雨空E平均 :5 寸

小 言十

末 口 |短径に力11 1本|寸

末 口 |長径減努|τ1・

米 口 1 ~l三事~ ;HI寸

中央!周悶|寸

中央ifm 悶15 分

末 口、元日 :7{' 均I，J・

総 言 1 1

t
 

糾
υ 方= 'fT i也

1地方

2地方

止ド3 地方B 内 l同
JI:I 37 地方、内 1111尺場 4J也方

70 地方、 内 illI 尺場 7 地方

止 1 1: 地方・内 iUl r~ :J;R; 1)也方
J I:I 19 地方.内 illl)ミ揚 1地方

24 地方、 内 1111 尺揚 2地方

止1 ~地方・内向
止 1 地方、内 1111 尺場 1地方・

l七 1 1 地方

止1 1 地方

止 1 1 地方

JI:I 1 地ブf
105 地方.内山jミ揚 14 :J:血 コケ

第 二 項

第 一 目

第 一 類

木材検知法の統一

検知 の 位置

製材

第一， 長

官正越の如く長には泊立の寸法の延寸を附することに規定せられてをるが.長の検知は此延寸

を |徐きて行ふべきものである ，而して此揚合に長の測定基貼を何れに定むべきゃを考慮するに.



第四草木材規格の統一 369 

元*延寸の趣旨は木口に生じ易き依賄.切rliJ等を緩和する痛めに設けられたものであるから此

趣旨に準擦して快献の生やる位置を考底して長の測定基準拡を定めて差支ないものである. gp 

ち雨木口の内何れか一方とするも或は同時に雨木口に接近せる部分よりするも其謹搾は11;司 キの

木材陀付て、適宜に行ふべきものである。

第二. 厚及*Æi

製材の!享及隔に付ては、従来寸法の不整lま殆んど考慮せられ宇何れも完全なるものとして取

扱はれてをったのであるが. 製材寸法の質献は必歩しも然らす~..依って公~~~等の取扱によりて

之を緩和すること L なったのであるが. 1内 々の製材l亡付て其!手及帽を検知する揚合には長の徐

知の範囲内に於ける最小部を検知の位置とすべきものである.而し最小部に於ける厚又は幅が

公差の施圏内にある時は之を税準寸法と若倣し.然らざる時は宜寸により示さるべきである

が.寸法の括約によりて弐の陪観に属する標準寸法として取扱はるべきものである口

第二類素 材

第一. 長

丸太及*~I角にては延寸の外にトキ ン又はメド孔を存することがあるから . 長は延寸.トキン

又はメド孔を除きて検知すべきものである.而して長の検知位置に閲しては製材と同一趣旨に

よりて‘開木口の 内何れカ、ーカ-とするも或は同時K雨木口 IC接近せる部分よりするも其湛捧は

佃今の木材に付て也宜に行ふべきものである。聴付丸太は既越の如く径 3~阻未満の部分の長は

之を認めざることに規定せられてを るが.控 3~湿未満の部分は長 十亡到する延寸の意味も含まれ

てをるのであるから11t付丸太の長の検知位置は元口となるのである。

第二、 径又はj享及隔

~;ÚI角の厚及幅の寸法は製材IC比すればー居不整の程度が茜しいのが常であるカ、ら、厚及闘の

検知l位置は長の検知の範囲内に於ける最小部を以てすべきである口

丸太の直径の検知位置は丸太の材積計算法によりて左右せらる L のであ る。第一O~Îjlc地ぶ

るが如く現行丸太材積計算法は種々の依陥を有するカ、ら目下林業試験揚に於て研究中であるが

長 6米未満の丸太にては末日の直径.長 G米以 tの丸太にては長の検知内の中央部の直径を基

準とすることに謀mlせられてをるから丸太の直径捻知の位置も之に準擦せたければ忽らぬ口

丸太の末日は多〈の揚合丸太の最小部とたるのであるが.時として末口以外に最小部が現は

る L ことがある.命トキ ン又はメ ド孔を存するものにては末口の検知が不可能であるから、原

則的に丸太の捻知位置を規定するには長 6 米未満のものにては長の検知内の最小部とせ怠けれ

ばならぬ。

聴付丸太の検知位置は従来の慣習誌に林本の胸高直径又は問図の測定位置を参酌し元日より

1.3米の部分と する。

第二目 検知の方法
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第一類製 材

検知のカ法は製材に付ては特記の要を認めないが.往守にして挽曲を生歩ることがある.此

揚合に ~ìí地曲の部分主除き検知すべきものである。

第二類素 材

第一. 長

丸太及1:ÚI角の長は玉切に際して往今にして挽曲を生や ることがある 、 径の大たるものに其傾

向が多いのであるが.期如き揚合には挽出1の部分を除き検知すべきものである 。

第二、 径又は厚及隔

WlfIJの j早及隔に付ては特記の要を認め主主いが.ヌ丸L太の直揮径~ f陀亡付ては捻知の;方b

積計算値t陀亡影響を及t陪云すものでで.あるカ、ら.其寸法に制しては充分なる考慮を担!lはなければなら

ぬ。

丸太の俸に到する検知法は既越の如く種々の慣習を存するが.此等の方法の内には検知法の

簡{更を主とするもの或は多少の不便を感歩るも計算値の正確を期するもの其他種々のものが含

まれてをる。

丸太の1&扱は産地市揚或は脆積、 汽王手積等に於て一時に多量に上ることが多いのであるか

ら.材債計算値1'(及lます影響を可成僅少たら しむる程度に於て検知の 1)・法を簡便にする必要が

ある、依って検知方法の原則としては検知位置に於ける;最短直径を以て検知但とし 、 長短雨径

の差が著しき揚合に於て其平均数を検知径とすれば如上の趣旨に適合するであらう。而して長

短雨径の1:'2の限度を定むるには質際のj伏況と材積計算値に及隠す影響の理論的研究との雨β商

より観察せなければ友らぬコ

最初同一丸太の場合を考へ.三たに多数丸太IC:及~~すこと L するが.先づ農皐士清野要氏が林

接合雑誌第10谷第 4披(昭和 3 年 4 月〉に護表ぜる「樹幹横断面積の算Ij-I， I亡就てJ と題する論

文を参照すること L す る ‘同氏は丸太横断面の形を構図であると限定し解析幾何。撃的に之を解

いてをるが.之に闘する重要怒る公式は;)iくのこつである。

1. 解析幾何皐上の公式

乱. Rectangulat. Coordinates System に於て一平面内に於ける直線の方程式は一般に

Ax+By+C=O 

主主る一次式にて表はすが.此を原貼より此直線に下し?と霊紘の長さ p と.此垂線が:1:il9b 

となす角 Y とに関係せしめて

ρ = x cos 'f + Y sin γ …・…"…・・……….....……… .. ....……. . ..・ H ・..-( 1) 

友る形に表はすことがH~，*る(第 1 国参J1の
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第 1 困

1プ

b. y =f(ぉ〉なる曲線上の l 思lj P(X1J 物〉に於て此曲線に切する直線の方程式は
r clf(x) � 

y ーめJ=L Jcl~-' Jzρ - :1:1，) ・・ ・ ・ ・・ ・・ (2)

に よって表はさる L

2. 丸太横断rmの曲線方程式及之に切する千行 2 直線問の距離。

11x定により丸太横断面の形は情固で・あるカ、ら共長径を 2a 短径を 2b とする時は . 其中心

を原鞘と したるときの曲紘の方程式は

fL+fL=1 (3) 
と怒る故IC此曲線上の任意の 1 貼 P(J'p 'Yl)) に於ける此曲線への切線は(2)式によりて求

め . 之を整頓すれば

22L+13L=1(4]

とたる。
• 

叉 ~1:1 心より此切線迄の距離を P とし.此と X$Jll となす角を Y とすれば(4)式は ( 1)式に

より愛形ずることが出来る.印ち(1)式は

P=xcos'f+y sin'f 
h
H
Y
 

ト
A印

と竺s'f 十i坐_'f_ =1 
p p 

従って一之と ( 4 )式とを比較すること K より

Xp _ cos'f yp _ sin'f山
0>一一一一 ， 一一=ー一一「即ち :tp =一一~Ct.) 1J,J =一一..'._b2a2 p か ρ)' p --, J" P 

然るに必'，)， Yl' は (3)式の曲線上の駄で、あるカ、ら

cosZ'f ,,4 sin2'f ,"'-

竺;;-+立 =1 ，即ち」千二 + p~o> v =1 
W 0" α屯白“

之を簡草にして

p2=♂cos2'f + b2sin2 'f ・・・・・・ H ・ H ・..… . ....…....・ H ・....…・……..……… ・ ・ (5 )

而して p の絶封値のみを考ふるときは
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p='Ii α宮∞s宮Y十'b2sin2 'f ・……… ・ ・・ ・ ・・ ・ ・ ・ ……・ ・ ・ 0 ・ ……・・・……………… ・・ ・・ (6)

従って丸太に切する平行 2直線聞の距献は

d='2ρ 

で表はさる1. .但し (3) 式は z 及 y の自乗の 項のみを含むから明に X 制l及 Y 制11亡主J

π 
しîi稀であるカ、ら O 三三 Y壬豆一丈けを考ふれば充分である 0

3. 応分求積の基礎となる断面積及材積計算上の差

通常匝分求積氏際しては互に直角をたす 2 方向を愉尺によって測定し. 之を算術的に平均

するのである、従って此時!愉尺の最初の読みは

c/t='2pl=2 'Ii a2cos官 Y十 blsin2 'f 

に相常ずる.而して此と直角をたす)J-向印ち第 2 回の読みは

d2 =2ρ2=2Cp J?+号=2 'Ii a2di n2'f + bzcos2'f 

I( ill常する.故に其算術平均値は

dl十 dz
D=一三一 =Pl+戸 ・・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・ ・ ・・ ・・・ ・・・・ ・ ・ ・・・ ・ ・・ ・・・・・ ・ ・・・ ・ ・・目・・・ ・ ・ -( 7) 

従って其横断面積 9' は

9'寸Dl= : {引が+2ゾ州州四附州知宮山白川}.. .. . ... ..... .{ 8) 

で表はさる1. .然るに質際の断面積 g は

ダ=πab... ......... . ・ H ・ . .. ........... . ....…. .... . ・..， … .......・ H ・.. ， .. . ..・ H ・ '0" ……・.( 9) 

であるカ、ら.我キの応分求積の基礎と完工るべき断面積には常に 9' --9 の差がある理であ

る.此差を L19 にて表はすときは

d吻9=イグh一寸グ戸=?(い(ωα一かω仙十川拘耐仙山in2凶叩2
此を質留断[面債に釘する百分率にて示すときは

p= π[(α -b)ヨ-2ab十 2ゾ(α!sillγ+が∞仰)(α宮cos千十 b2si1l2 'f)}_ x 100 

2α 
今短径にtfNす る長径の比をヲF=p EP ち α=pb とするときは上式は

25 (. .. _ _ _,. _. _ • ••• _.. _ _ .1 
p=ヲ:_j (p _1)2_ 2p 十 2 イ(p2，白 in2 'f十閃s2'f )(p2∞押十日in2'f )卜・ ・ (11)

となる

本式は明 fL: P 及 Y の値に従属するもので、あって、同一丸太に付ては車に Y の値印ち測定

の方向のみに従属するものである.而して Pの極大.極小を求めんに、 (11) 式を'f1L付

て償分して其第一偏徴分係教を O に等 し と置き其時の第二侃微分係数の符蹴を拾する こと

により

Pの極大値(1{=与にて)=旦生三i三% ・・ ・・・・・・ ・ ・… .. .. ..... . .. " .. (12a)
吐 p
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P の極小値('fニ O I'Cて)=~豆E二2LM--H ・ H ・...・ H ・........ ・ H ・..… (12b)
P 

と友ることを長日 るD

参考

(11) 式より

(ﾒP 25 (1P一口、in4 'f

(�)V' - 2p .、/(がsin2'f +cos2'f )(p~∞s2'f十 sin2'f) 

373 

、守、 (ë)P
此式の分母を見るに決して O とたる とかない.故に一一ーは sin4 'fの時、 印ら4 1fニηπ の

} 、 (ð'f

時 O はる、教に一般日佐川 23 n であるけれども我々の揚合同信恒三友
(ﾒP 

るによ り n=O 及 n=l tごけを考ふればよい . QP ち 'f =0 及 γ 一ーの時一一= 0 となるo- 4 VJ"'T (�) 'f 
(�)2p 

此時の一一ァのね:鋭引金べて見るに
(�) 1('2 

g竺 笠臼主二1)ヨ 16∞臼4'f(p2si1l2 If十日08')1(') (1ßcos2'f十 Sl r門')_ (p2_ 1 )もin4 'f

(�'fj- 8p {(sin2 'f +p2cω2 'f)( cos2'f + p2sin2'f)} ~ 
なるにより

(紛…-1)ヨJ ，，~o=一一-T一一>0(�) 1('2 j'?~o - P 

(伴坐)トト何一= 一-1叩叫O
(ë)'f戸2 ド-4-イ p〆(l+pρ) 

従って (1収は Y=?にて極大となれ 'f =O にて極小ばることを知る

以上は清野氏の論文の大要なるが、情てj町る断間債を基礎とし Riecke 氏の式によ り匝分求

私し?とる丸太の所謂寅材積〔以下仮に丸太材債の測定信i と呼ぶ)を末口最短径に関係せしめて

表はし得るカ、否かを考究して見る。丸太の長を 21111 とし.元.中 . 米の測定位置に於ける寅

断面積及上記の算術的に千均したる数値より得、?とる断面偵を夫々 go， r, g" 及 go， r ', g ，; と す

る時は Riecke の匝分水積により得らる L

宜材積 V=(f(仰十 4r十ク" ) 

測定材硝 V'→(〆十4ザf十句少〆ゐJF
Iに乙よつて表はさる 1.. V は同一丸太に於ては測定方・向の如何に闘はらや一定であるが. V' は各

測定位置に於ける直径の測定方向により異なる値を示すものである 、 帥ち寅材積 V fZ:割 し

V'-Vニ士[(gO'-gO) 十 4(r'-r) 十(ク11.'-ω〕
の差を有する理である . 或は L1 V. L1ク. L1r の記就を}日 び

dV=÷ゆ+4々十 L1g，，)
然るに L1go ， L1r, L1夕刊等は(10)式並に(11)式よち夫々

。=1190， dyFzz-r， dグ"=ZLg
100 U"' -, 100 " -,," 100 

但し お， P, P" は (11)式の p 及 'f f'C各測定位置に於ける夫々相釘l臨する数値を代入したる値
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を表はす.此関係により

dV=EjF附4Fr+R. g,; ) 

と書き直すことが出来る.式中タ01 r, g，. は同一丸太に於ては一定の値を有するものであるが

凡P， R. は (12)式により明怒る如く.直径測定の1)・向により (12a)及(12b)の聞の値をとるこ

とを知る.従って L1V の最大の1n立はお，P， 九の各が最大の10立をとるとき @P ら

L1VI�*= ，..~J笠仕立x go+監と1)ZX4r+監色ゴ丸 刈
600 l po }J.  -, . pn ) 

同様に

L1V，凡借パ
胤山，凡叩A、 600 l Po lJ'. -P“ ) 

但し主主に po， p，}Jn は元日.中央.米口の各横断固の短径に圭J-r る長径.の 比を示す。

従って V'(=V十 L1 V) は L1 V の最大のとき最大であり . Ll V の最小のとき最小であ る ことは

明であって其慶化の範園は

V'注滋士一 V'為最小=(V十 L1 V..大心〉 一 (V十 L1V最ル制，ρJ

l ( 25(pω一 1)2 ~.. . 25(白p一 1)2" A.. I 25ぐpn 一 1 )ア2 'V" 011. 1 
= ~~f\ i 一一一一- x 仰十一一一一x4r十一一一一一x g，ι ト. .，・ H ・ . (13)

600 1 lJo p ,. lJωj 

とたる。

若し丸太各部の横断面がj、目似の楕固形なるときは po=p=p" であるから

125fp-1)2-25「12- 1)2v
V'駄- v旬、= 一一一×一一一一一句。+ 4r+ gη ) 一一一一一一600 . p ';;rV " ';;f"" / 1002ヮ

或は ド最大二 V'最/1、 x 100 =竺生二1)2. ….. . ・ H ・......・ H ・. . ..・ H ・......・ H ・ ... ・ H ・ -… (14)
v p 

本式により明なる如く丸太の元.中.末の横断面が~;目似の楕固 11~ をえEすと き.夫々の位置に於

て輸尺により宜角に交はる雨ヵ-向陀測定し?とる値を算術的に平均し Riecke 氏の式によ り匝分

求積したる値は. 其測定方・向により 質積の笠生二旦!5Uの嬰化を たすものである.換言すれば通
p 
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常吾人が匝分求積により得る丸太の測定材債は同一丸太に釘しでも相等しからでF、して貰材積の
25(p-1)z 
一-F一%は動き得る性質のもので、ある。

此イ直は p の大きくなるに従って増大するものにて p fr:種々の値を代入し計算したる fr~は失表

の如 く更に之を固示する時は第 2 闘の如くなる。



P 

25(p-l)g 

F 
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測定方向によりて饗化する材積の質材積に劃する百分率

4. 末日短径を検知径となし得る p の限界

375 

有íj設に於て Riùcke 氏の式を f日ひ匝分求積より得たる他は同一丸太に於ても其測定JJ・向に

よ り、 貰材肢の笠ヂらの毎回に豆り航することを岳町、 然る時丸太の寛材債
は丸太各部の横断面積を基礎とし Riecke 氏の式によりて算出せられたるものなるによ り

末日短径同一なるも之に封する長径の比.即ちp の異なるに従ひ\1俗正比例的に餐化するも

のたることは想像するに難くない、例へば末日断面に付て考ふるに

夕刊 =πα" b，‘ 誌に α" は末日断面の長揮の字分. b" は同じく短径の正|三分

然るにす=p" れにより

g" = π p"b九

とた り 末口断面積は p" Ir.比例して鑓化することを知る.同様にして 丸太の中央真元日断

面積に付ても

7 = π p b~， 9九二π po bog 

従って Riecke 氏の式陀よれば

V = � ( go + 4 T + gu >= 子和ωu
然る tに亡 同一丸太tκ乙於ては p仇0三キ云p】三寺F可l戸J，ι と考へ得るにより

plπ 
Vキτ(b♂十 4b'3 十 b九}..・ H・- ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ a ・ ・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・ ・ ・・ (15)

となる . 但しん， b, b" 相互の関係は p には無関係なるものと仮定する。

以上の結果より翻るに米口短径同一なるも丸太の異なるにより.叉同一丸太に於ても llili分求

積の基礎となるべき直径測定の方向の異なるにより.丸太の材積は相首範囲の嬰化をするこ と

をま日 る 、而して此純国は丸太各部 Ir.於ける横断面の短径;Ir.!\fする長径のよじ . p の太とたる K従

って増大する性質のものである.故に丸太材積を31ミロ短径のみに関係ぜしめて表はさんがため

には ρ の比較的小なる範園内に限ら主主ければならぬ

例式同会て 与(b02 + 4b叫る〉が末日短径のみの函数として表はし得たものと仮定し之

を f(b，，) にて表はす.然る時は

V=p・ f(b，， )

今相等しき末日短径の丸太 1n本の材積より其平均値を求むるならば Cv にてまはず〕
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~.prfくふる) ~~ pr ~. pr 
v== 土L一一 =f (b，，) 竺-!=f(ふる〉 ι 誌に長=て二7f

1n ηz 

となり p の平均値に f(b ，，) を莱歩ればよいのである、故 t亡 . 若し;切る千均材債を末口短径fC:開

係せしめて表はすことが出来るt;r..らば其式lとより算出せられた材ザtは佃守の丸太に封しては

(但し相等しい末口短径のもの L みに付き〉式による算出値 V の

(v-v) ~^^~/ pif(b" ) -f(b ,, )E" 1nrl_(P 1¥ 
一二一 x100% = ー x100= l - ー ーー 1 ) x 100% ・…(16)f(b,, }þ ，， ~VV \長/

の差を生歩、る理である白

今青森営林局管内産.概丸太1983本及秋田営林局管内産.i~丸太981本K旬ーき、其末日 wr面の最

笹~r亡劃する最長便の比. ~n ち p を 主主川し其分配j伏態を見る に ~n 表及第 31聞の如くなる。

之に依りて見るに秋田杉丸太に付ては丸太の大小 i亡開はら1-' ]1= 1.03)~至1.12 の値比較的多

く.就中最も多いのは p=1.07 である、青森据丸太K於ても p=1.07 のものが最も多いが p=1.15

附近のものも相首に多い。

(16)式に於て般に長の値として上記本数分配の最も多い . 1)=1.07 (質|授には後記の如く p

の或範囲内の千均値を用ひなければならぬ〉を!日ひ其差の施主f他が10%以下なる如き p の限

界を求めて見る。

即ち (16)式より

|守-1)x100 I く 10
なる4条件を満足するが如く長=1.07 を代入する時は

0.963くpく 1.177

を得・る.然るに p は短径に到する長径の比であるから]1=1.00 以上である、従って上限界

pく1.177 のみをとればよいのであるD

今 p の{直に極々の数値引限定し其揚合に於げる材償差の絶主HïtIの鑓化のj伏況を見るに

(1) p主~1.15 の揚合

第 1 表より p= 1.15 以下のもの平均値F を算出するに

秋田杉丸太に付ては p=1.072 

青森据丸太陀付ては五=1.082

を得る.之を (16)式陀代入するに 1.00主主p壬1.15 なるにより

秋EE!杉丸太に就ては

青森裾丸太に就ては

p= 1.072, p=l…(議-い一
又ド1.00 川崎ーか100= -6.72 

p = 1.082, p = 1.15 山(議ーか100=6.28

又戸00ω(議ーが100=-7.58



第 36 表 6 尺並四分板天然乾燥 (111積. 桟積)と気乾欣態時期との開係

宇多 6 尺並四分板
ìJlリ 定

終始気乾J伏態に迷ぜざる 最後に至り初めて気乾欣 乾燥開始後14日前後にて 乾燥乾開始後20 目前後にて 乾霊燥欄し開量館徒に後蓬に1気す4乾る日杭乃間至態2後tz0i再目主前びす後増るに減もての措気 其 他
尺 幅 1 東 もの 態に達するもの 気乾J決態に達するもの 気 J伏態に達するもの

東 数 r[J 百十 J[J 言十 I[J 言十 I[J 言十 I[J 積 | 桟積 i 言十 J[J 積 | 校積 | 言十

44, l 
第 1 回 5,31- 8,13 28 9 6 15 3 3 

一
3 3 

一 “ 。 5 7 

2存 2 問 6,17- 8,13 28 10 5 15 3 4 7 一
4 4 1 1 。“ 一事

一

第 3 U司 8,13- 9, 4 28 13 3 16 1 2 3 9 9 
一

第 5 図 9, 5-9,27 28 14 3 17 5 5 6 6 

第 6 同 9,28-11 ,24 28 7 。、1・ 10 1 1 2 7 9 (30 日 )1 1 
3 3 一 内亀> 1 4 一44, 45. 

第 7 問 11 ,24- 1,12 28 14 10 24 2 2 2 2 一

第 8 同 1,12- 3,15 28 14 1 15 一
2 2 (30 ~I コ 8 8 3 3 

一

第 9 回 2,23- 4,13 !!4 12 5 17 2 2 5 5 

第 10 問 3,18- 5,12 24 11 4 15 4の凶 2 u 。 -屯;・ 1 ‘“ 、 3 1 1 

第 11 回 4,13- 5,27 24 11 6 17 1 4 6 1 1 
一

1 1 
一1, 

貫主 12 向 5,15- 8, 6 24 12 8 20 1 1 3 包。>

第四阿 6, 1-7,30 24 8 6 14 1 1 6 6 (40 日 )2 一 2 1 
1, 

第 14 同 7, 5-8,13 24 9 5 14 。... 。“ b 3 3 1 1 1 1 
1, 

第 15 回 8, 7-9, 9 24 2 2 3 1 4 5 7 12 2 4 6 

第 16 回 9,12-10,27 23 7 4 11 包‘J】.・ 1 4 5 5 1 1 ・.2 1 1 

第 17 回 10,12-11,26 24 11 12 23 1 1 一

第四回 11 , 7-12,29 24 9 。 14 一 6 6 3 1 4 

百十 435 173 86 259 20 26 46 7 70 77 13 20 33 4 17 3 3 

66.8% 33.2% 100% 43.5% 56.5% 100% 9.1% 90.9% 100% I 39.4% 60 .6μ 100% 23.5% 76.5% 100~'; I lQO% 1 00,% 

. 
217 J[J 積 193 63.2% 44.3% 20 18.1% 4.2% 4 20% 0.9% 

218 筏 もT 112 36.8% 25.8% 90 81.9% 21.1% 16 80% 3.7% 

435 言十 305 100JG 70.1 ,% 110 100~G 25.3% 20 100% 4.6% 

100% 70.1% ~Ó.3'!b 4.6% 

100% :l17 J[J 政 193 88.9 ~'; 20 9.2% 4 1.9% 

218 桟 意t 112 51.4% 90 41.3% 16 7.3'}b 

100% 435 言十 305 70.1% 110 25.3~'; 20 4.6% 
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第 3 固 P ニ主J ス Jレ本数分配率ノ岡

1.05 1.10 1. J 5 1.20 

? 

青森梶( 1983本)

• X x 30 j陸未満(89 J 本)

•-00--<) 30 組以上 50粧迄 (1 092 本)

←ー__.合計( 1983 本〉

J秋田杉 (981 本)

ト→~ 30 5fl豆未満 ( 219 本)

← -0ー→ 30組以上 50糎友満 (467本)

ι-ó-.......IJ 50 ;t昼以上 (295 J1ミ〉

』一一--<J合計 (981 本j

A 

1.25 1.30 
-'~-ーニニ=牟

J.35 
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となる品Hち個守の丸太の材積が王子均材践にflëJする差D百分率は杉丸太に於ては 7お%以下，

持丸太に於ては同 じく 7.58%以下に止まることを知る又第 2 困より明なるが如 < p壬1.15 rc 

方さては同一丸太に於て測定);・向の異怠るによりて起る限界も質材債の 0.5%以下となるので

ある。

(2) p壬1.20 の揚合

第 1 表より p= 1.20 以下のもの L 平均値示を算出するに

秋田杉丸太1Cf.Jーでは p=1.078 

青森槻丸太に付ては p=1.090 

となるにより (16)式の値は

秋田杉丸太IcHては + 1 1.35弘 一 7.:!3;'0'

青森概丸太にHては 十 10.1%， -8.26% 

となる邸ち佃今の丸太に主JL材偵の主の結封値は計算fn立の 10%を超ゆるものあることを知る o

zたに p=l1..5 を起ゆる本数互事及1?= 1.20 を超ゆる本担率を算出するに.第 1 表下段に附・記せ

る如 く秋田杉丸太にては]1= 1.1 5 を起ゆるもの 9.6%， ])=1.20 を超ゆるもの 4.1%を示 L . 青

森据丸太t亡於ては p= 1. 15 を超ゆるもの 14.6%， ])=1.20 を起ゆるもの 6.3%を示してをる.

之に依りて見るに栂丸太は杉丸太に比し其横断面の不正形のもの比!民的多きことが知らる L が

p= 1.15 ~超ゆるもの約 1 剖 5 分 IC過ぎないのであるから矢張全般から観察する時は僅少であ

ると考ふることが出来る。

I火問杉丸太及青森梶丸太は杉及帽の老齢の在来の天然林より伐J示せるものであるが.之を:llt

齢の人工植栽林と比較するため林業試験揚投手麻生誠氏の研究に |銅はる 「樹幹の偏侍)/向に就

てJ昭和 2 年 3 月林業試験業報第22批)を援用する。本研究は著者の研究と共目的を異にする

ものであるが直径に閥ずる測定材料は之を引用し得るのである.印ち新潟県系下赤松林は主風の

)i向に iHlJ定し之を長僅とし之に直角のものを短径と L. 林業試験揚構内リギダ松も之l亡類 し 、

長野鯨下落葉松林は最，長 、 最短雨径を測定したのであるが.研究の結果主風の方-向削l告最長直

簡の方向K同じく叉長野鯨下の落葉松は本数他に比して著しく多数であるから 111告最長 . 最短直

径に近きものなるを推知するを得る叉測定ぜるは立木であって胸高直径を測定せるものである

から直径の{扇情は丸太に比して程度大なるものと認めらる L 。依って本測定材料によりて人工

植栽林生産丸太の末日に於ける最長.最短直径の大勢を窺知する一助となる ものと考へ ら る~ 0 

第 2 表及第 4 園は測定野!院に付て長短雨径の比 p を算出し其本数分配の欣態を示したもので

ある。

リ ギダ松にては p = l .l .5を起ゆるものは 2.8%. p = 1. 20を超ゆるもの1.45仇赤松にてはl)= 1.15

を超ゆるものは 1 1.0%， p=1.20 を超ゆるものは皆無、 落葉松にては前者 0.4%.後者 0.2%で

あって之を秋田杉丸太及青森崎丸太と比較する時は著しく僅少で~る.而して用者の問に斯如
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き懸隔を生fるに至ったのは秋田杉林及青森裾林は天然生老齢林にして充分なる撫育が行はれ

ざるにîi し.赤松、 洛葉{公林は人工植栽林であって撫育も問密 f'C行はれ?と結果である。将来我

図の人工組栽林或は天然林は撫育がー居充分に行はる L 趨勢にあるカ、ら生産丸太材も長短雨直

径の差の僅少た る正形f'C :ilfきもの が士宮カ11するであらう白

以上述べた所を要約する時は末日短径の相等しき丸太も之Kîiする長径の比. p が異るとき

は、其材積は等しくない.而して其材積は jI俗pK正比例的に襲化する.従って 口末短径の~:O等

しき多数丸太に付て P f'C到 して p三五1.20 の限界t世〈時は各111i1の材肢が平均材積の 10%を超ふ

る差を生じ p壬1.15な る時は同じく 10%以下の;差に止まり、材積上雨者の間に格段の差を見る

のである.而して p壬1.15たる時は同一丸太に就き 1M!分求積の際の測定方向によりて 蟹化する

材積の差は宜材積の 0.5% 以下にして極めて僅少なるのみならす九丸太の本数歩合より見るも

p= 1.1 5 を超ゆるものは僅に 1 制内外に過ぎす、人工植栽林の生産丸太にてはー居僅少である

カ、 ら 、 宜際及理論雨方面より考察して p= 1.15 とするのが泊常である . ~p ち丸太の検知径は長

6米未満のものにては長の捻知内の最小部.長 6米以上のものにては長の検知内の中央部の最

小径と し. 検知l部に於ける長径及短径の差が短径の15%を超ゆるときは其平均蚊を按知径とす

るのである。

穂、付丸太に付ても普通の丸太に準じ検知部に於け る長径及短径の差が短径の15%を超ゆると

きは其千均数を以て検知径とする口

P 

1.00 

1.01 
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1.03 

1.04 

1.05 

1.06 

1.07 

1.08 

1.09 

1.10 

第 2表人工植栽林に於け る樹幹の偏侍

(陥位置に於ける短昨劉す\
る長径の上U: 英本数分配;伏態j

林 業試験場 榔内 新潟勝北ìiJj原君11'1.[ 1刊
王書館誕リギ ダ松 村字村幸会ア カ マク

検4 知0径寸 I 同本数分......10,J. I iNf.! 率 | 検4，..，問10寸 I 配岡本数分率

6 8.3 9 4.5 

10 5.0 

8 11.1 9 4.5 

6 8.3 21 10.6 

4 5.6 25 12.6 

9 12.5 20 10.1 

9 12.5 16 8.0 

6 6.9 20 10.1 

8 11.1 16 8.0 

5 6.9 17 8.6 

一
15 7.5 

... 

長野jTjSiぷ北佐久郡小沼村
字 Ifり山岡有林
C rLll伐試験地〉カ ラマ Y

検4 知0怨'j・ I 同本政分......1 配率

36 8.2 

9 2.1 

31 7.1 

41 9.4 

62 14.2 

65 14.8 

57 13.0 

47 10.7 

30 6.8 

21 4.8 

17 3.9 
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林業試験場構内 第Tfi即応北部原郡1lt附
長問販北佐久郡i小沼村

醤館哀リギグ松 ヰ寸字村杉アカ ....;)1 !cjょ浅間t験山 幽有林
(問{主試地〉カラ ?マア

P 

検4 知0筏4・ I 悶本放分 検4 知筏 I 岡本数分 ヤ日筏 i 同本数分
,..,..1 配布 ，...，10寸 配2，t~ --10寸配率

1.11 3 4.2 4 9 2.1 

1.12 4 5.6 7 3.5 5 11.0 

1.13 2 2.8 a‘3 1.0 2 0.5 

1.14 1 1.4 3 1.5 3 0.7 

1.15 3 1.5 1 0.2 

1.16 1 1.4 1 

1.17 

1.18 1 0.5 1 0.2 

1.19 

1.20 

1.21 

1 ・ 2~ト

1.23 1 1.4 一

1.24 
一

1.25 

1.26 

1.27 

1.28 

1.29 1 0.2 

72 100 199 100 11 438 1 100 

本費支 ~t~ 
2.8 1.0 11 0.4 

1. 2山る |
本政経 1.4 0.2 

第九節 皐 イ立

木材の取引上寸法及数量を表示するに賞り強め之が車位を定め且つ全図的に統ーすることは

必要である、然るに現時の慣行を見るに寸法及数量の翠位、特に後者は頗る混首L不統一のj伏態

を呈してをるカ、ら、取引上不便を来すのみたらや動もすれば大なる行誌を生歩ることがある。

第一 項 寸法の 単 位

第一目 寸法草位の現欣

丸太.拙f与の径は普通寸を車位としてをるが. 1 尺以上のものは尺と寸とを併用してをる.



380 )休業試験報告 第三十二枕

而して単位の括約によりて五分を単位とする地方も相常に多い。

t担材の隔及厚は挽材の大小に よ り て単位を異にし.小怒るものは寸又は分或は寸，分を併用

してをる.厚の極めて渇きものでは分又は座主単位としてをる.之に反して大なるものは尺.

寸時として尺.寸.分を併用してをる。

ヌL太. *1]J角の長は普通尺を単位としてをるが時として寸を-fJI'JrJすることがある B 術的に 5

尺 l 3 尺、 或は 5 寸を車位とすることもある. t抱材は尺.寸の併!日が普通であるD 素材. 挽材

を通じ長の単位として問.丈、又は主主を用ふる慣習があるが.此等の単位の質際の寸法に付て

は銃越の如く 地方ーによりて特殊の規定をイ長し之を会図的に見る時は不統一を極めてをるので

ある。

寸法の単位は以上の通 りであるとして.寸法のlザメJ・ととを数字にて記i践する場合との単位の

取扱K付て も一定の規程を存せないのである。従って之が病め基準単位に付て大怒る行遣を生

やることもある D

第二日 寸法単位の統一

従来の寸法単位は全部尺貰法によれるものであるから.寸法単位の統 Aは「メ ート Jレ」法準

擦と統ーとの雨者を併せ考慮せなければならぬ。

尺貫法による単位は問、尺.寸.分.埋と な り木材の寸法串位と しては大小にl臨じて極々の

寸法を用ひ得る使宜があったが.単位の統ーに笹jする閥念部く且つ単位を併j日する習慣があっ

た L めー居不統ーを3/1:したのである.然るに 「メート Jレ」法托ては木材の大さ程度のものに}日

ふる皐位は主として「メートノレJ 及「セ ンチメ ート Jレ」の 2 砲であるから.従来の寸法fiI位に

比して桓類少く翻念上不便の島liは存するも，単位のf3i' JI1及之による不統一の弊は 自ら除カ、れ易

いのである 。

丸太の直径に付て見るに . 3 尺以上のものは極めて稀であって 1 尺 5 寸乃至 2尺位のものが

大なる})・で. 最も多量に生産せらる L は 1 尺 2-3 寸以下 5--6 寸椋度のものあり.小たるもの

は 3-4寸に下るのであるから.単位としては「メート Jレ」は過大陀失し「デシメー ト ノレ」が

恰好の如く考へらる L い寸法単位は-))・標準寸ー法就にI{ì位の括約とも開I蹄を有するのである

から「センチメートノレ」を車位とするのが、適常である。挽材の隔及厚K付ては盤の如きものは

幅 2-3尺或は以上K建ずるものあるい概して挽角にては隔及厚共 1 尺以下. i:茨類にては隅 1

尺以下 l 2-3 寸迄. 厚 2 寸以下 2 分位迄.強制にては隔厚共 5-6 寸以下のものであるから「メ

ート Jレ」は勿論大K過ぎる.矢張丸太の直便と同じく「センチメー ト JレJ を単位とするのが、通

常で窃る。板類の中でj享が 1 糎以下のものが少くないが統一上粧を単位として之を表示するの

が便利である.只/1乎寸の揚合のみ粍を以てす右ことは差支へtJ.い。

丸太及飽材を通じ長に付ては「メー干 Jレ」は尺司i位IC比すれば 3 供 3 分と なり .問 (6 尺)単

位に比すれば 0.55 とたり過大又は過小の嫌あるも「メーわりを単位とする外適営のものを
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見出し得泣いのである・而して騨寸法の刻みとしでは 1 rメー トル」 の合迄の端数を認む
るのであるが.此場合に於ても単位は「メートルJ を維持し 1.8 米 ， 1.9 米等.と して示さる L

のである。

以上を綜合し寸法の単位は幅.厚及{Ætcありでは糎 (cm) ， 長にあ りでは米 (m) とする。

第二項 数量のJ;j'l 1立

木材の数量を表lますには.材t'tを以てする場合と， J!r'lfz: 1同今の木材を何側、何牧等と示す揚

合がある口従って其単位も異なるのである。

第一回 数量単位の現欣

第一類 材積早位

材積単位:は地方・により異なり又同一地方にでも異なる単位を {Jt-mすることがある.叉同一名

干mの車位|として其盟店の内容を異にするものが少くない。

先づ現時我図各地方に行はる L 材積のï{1.位及其内容を示せば衣の通りである。

石。 十立方尺に限定ぜられてをる口政府.地方聴を通じ官臨方面にて庚 く用ひられし材

積ffl1:立である。民n日にては未だ庚く用びられす、北海道及樺太方面では専ら石を!日

ひ.内地にでも北市.道及樺太材其他の北洋材或は íf臨材を取扱ふ揚合には本~lì位主

mふるのが常である口

尺〆。尺メは才と共に庇く全図的に}日ひらる L 単位であって 、 多くの地方は雨者を併用す

る。

12 立方尺を普通とするも 13 立方尺， 14 立カ-尺， 15 立カ・尺等を以て 1 尺〆とする

地方が少くない。

才。 才は尺〆 tr 関聯せる 1ri1'立であり尺〆と併用せらる L こと が多い。才には 1 間才と 2

問才の別があり， 11m才は 60 立方寸を普通とするも 65 立方寸， 70 立方寸.其他rl:r

問の寸法tとより て 1 才とするものがある . 2 n~1才は 120 立方寸を普通とし外に 130

立方寸， 140 立方寸a其他の寸法を以て 1 才とするものがある。

尺メと才との閥係は以上によりて明なるが如く 2 問才は 100 才が 1 尺〆 IC. 1 問才

才は'200 才が 1 尺〆 tz: ~・日常するのである c

店。 主として ):~'VI~f服地1ff亡て川びられ之を中心として鹿児島.熊本.大分， 長崎、 稲岡

諸鯨の一部に行はる L 単位であって 3.5 立方尺を 1 肩とするのである。

次I亡材債車位の種類と之が慣行地方との関係、を示せば

尺メと才を併用する地カ・

青森，岩手，秋岡 ， ~l?;城.開島.茨城.栃木.群馬.崎玉. 千葉， ffirll奈川 .東京，新潟.

富山， ， 幅井.長野， I岐阜.愛知、三司君、大阪.静岡.奈良.和歌山、庚島、 11J 口.徳

島. 高知.佐賀の諸府野、
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主として才をmふる地方‘

石J1 J. 111梨.山形.滋賀.兵庫.鳥取.島根.岡111. 香川. 愛媛.沖縄の諸牒

肩，才.尺メを併用する地方

宮崎.長崎.熊本.稲岡、大分.鹿児島の諸!日系

石を専用する地方・

北海道.樺太

農林省所管園有林事業にては従来石をmひしが現時立方 「メ ート jレ」を単位としてを

る、民間にでも北洋材を取扱ふ市揚にては内地諸府鯨にでも石を単位として使用す

る 。

ずくに同一名稲の阜位に して其植民の内容を異にする揚合を分類すれば

一，投的の揚合

石及肩は常t亡其内容は一定してをるが.尺メ及才はr~T( 々の揚合 l亡肱じて其内容を異にする

のである、而して一般的には尺〆及才の内容は地1/ 1亡よりて異たるのが普通である。

特殊の揚合

l.j:;'j到の揚合は主として同一地方に於て同一名栴の単位尺〆又は才にして其鰹積の内容を異

にする揚合であって.局部的に種々の方法が慣行ぜられてをる . @n ち其主怠る ものを示せ

ば

樹胞によるj、日具。 静岡県系天龍川流域にては白木は 1 尺〆を 12 立方・尺 . 黒木は 15 立方尺

と し、大井川地方・にては白木は 12.5 立が尺.黒木は 13 立方尺を 1 尺〆としてを る . 滋

賀鯨 にては 杉. 槍は 1 間才を 65 立プJ寸. 2 問才を 130 立方寸.松は 1 間才を 70 立方

寸. 2 間才を 140 立方寸と してをる.京都府にては杉は 135 立方寸.松.檎は 140立方寸

を 1 才としてをる，鳥取鯨にては 1 問才は針葉樹 65 立方寸. 1W;J葉樹 70 立方寸. 2 間才

は雨者を通じて 140 立方寸としてをる。

丸太と説材と の;1'日具。 徳島腰、にては丸太の 1 間才は 70 立方寸 . 2 問才は 140 立方寸たる

11: ~:t L. î地材は夫々 65 立1)寸ー及 130 立方寸としてをる。

流逸材と一般材との~:0異口 宮 111腕にては 1 尺メは流選材 13 立1)・尺、 一般材 12 立方尺.

2 問才は流迭材 130 立1)・寸.一般材は 120 立方寸としてをる D

以上の揚合と多少趣を異にするも量1葉樹材の車位として 2 間才を用ひ.澗葉樹材の単位に 1

間才を用ふる地方も相賞多敢に上る。新潟腕にては針葉樹は 120 立方寸.澗葉樹は 60 立方寸

を以て 1 才とし.長野螺にては棒. ;j:舎の如き上等材は 1 間才 (60 立方寸〉 其他は 2 問才 (120

立方寸〉を用ひ. 栃木鯨にては針葉樹は尺〆 (13 立方尺)を用ひ . 1奉其他貴重の澗葉樹材に釘し

ては黒羽町地方は 61 立方-寸，矢板町.鹿泊町地方にては 60 立方寸の才を用ひてをる、宮崎腕に

ては澗葉樹の貴重材にまj して 70 立方寸或は 65 立方、j.の才を用ひ.普通材に釘しでは 140 立方
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寸或は 130 立方寸の才をj日ひてをる叉岐阜鯨の一部にては板子及盤f?: 1 間才 (65 立方寸) . 挽

角に 2 問才(130 立方寸.)を f日ひてをるO

第二類 材積以外の単位

数量の単位として材積以外に極々の .tjI位を用ひてをるが材極及地方により趣を異にしてを

る。

材積以外の1{1位としては大関.坪又は問.束.丁(抵〉、本.枚、円等が川びられてをるが

此等の単位の担額と材程との閲係を詰ぶれば

まr又は問。四分板.六分板.板割.子制等専ら板類に麗し其隔が 3--4 寸より 1 尺迄一定

の階部にて遮増してをるものに此単位が川ひらる.1. .板の延隔によりて計算し坪又は聞

を単位として取引をするのである，小割材に属する拒を坪又は聞にて取引することもあ

る。

束。製材は小角材.厚板の一部を除く外は結束するのが普通であるが.結束した製材は束

を車位として取引せらる L ことがある.而して束の内容、即ち入数は板類にては坪又

は問.其他の材屈にては日IJの標準陀よりて定めらる L のであるが.東と入教との関係

に付ては後段に詳述する。

T.本.1X。小角材.主iJ，木J払小割類、板割、平割当二他種の単位を Jfl ふる材極にでも T.

本.枚等の車{立を 1日ふることがある.又丸太tとても電柱材1 tt{付丸太等は材積車位の

代りに本を阜位とする揚合が多い.尚普通の丸太にでも本を車位とすることもあるD

R。島根鯨及山口鯨下に於ては材積f{I位の肩と立I応を異にし数量単位として束と同意義l亡

肩を用ひてをる.演岡市揚にては /J、割.賞.木摺は 2 束を 1 肩とし、 111 口螺陀ては低

木の 1 間材は 3 束. 2 ITJJ材は 2 束を夫々 1 )11とする。

材積以外の):i1位は以上の通りであるが，材桓tとよりでは材積単位と併用するものがある.丸

太.制fÉJ類は原見11 として材積:1，'1位を!日ふるが.本を単位とする揚合のあることは前述の通りで

ある.挽材にでも小角材.板割. 1:-1\ 千割等は材G~車{立にて取引せらる L ことが割合fC多い .

倫小割類にでも之を!日ふることがある白

第二目 材積単位の沿革

第一類 石の沼草

木材の材店単位として石を川ひしことは既に寛文年聞に於ける南部藩の記録に記されてを

る。

22 風土年表 三(青森照下北郡大川村大字大畑.林源助所蔵〉によれば

一、寛文九年己酉

前 11I1}.排才舶の!腰常三のこを除き三の一下より深を測り横は)毘嘗際より際 t亡、長は横山|際

より飛車迄lζて乗算積倒を定其外出入貨物の役立も傍数あり又百倒と準せしは寸甫甲三
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寸.E六寸.長 11日尺.六本一挺として三百二十挺. 角〉十三は長一丈凶尺、 U_日方六寸を二百本

とせり.此材制は秋田にて長七尺.凶)i一寸の俸材-i笥四千119材にて、二間の凹)J・一て尺を

七十二本にて百糾と立た留に倣れ後11俗。

とあるが後記の諸記録とキ111突って木材の材債阜位を石とし、 1 石の容積を 10 立方-尺とせるこ

とが明にせらる... . 今本記録によりて各材極の材訟を計算するに角木長 1 丈 4 尺 . 4 方 6 寸 もの
尺 尺 t方尺 石

200 本の材積は (0.6x O.6x14.0x200= 1008=100.8) 100石に該首 L. 寸甫['1'1 3 寸， EG 寸.

長 4 尺は G本にて本木寸r~ 1 抵に常!J 320 挺にて(ヌj>:寸法の寸甫の形は不明で・あるから 2 極の

形!/kを推定し，叉首時の材債計算法も明雌を flf)~く から理論的 11: 1YJ積を計算すれば第 1 極のもの
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.(一、 Ò:6xÒ.-3 尺尺 叫尺石
第2極ものは\ _ 10.3人 と して 一一言一一 x 0.3 x4 x G x 320=1036.8= 103.(8) 時 100 石 I亡近

0・;~ -

似する。 ;;1( 1亡秋悶の材制(才割〉に付て見る t亡 、長 7 尺. 4)i 1 寸の材積は 70立)]寸にして現時
尺尺凡 11 方尺 平:

の 1 問 (7 尺〉才 11: ~:f:I常し. 14 ，004材(才)にては (0.1 x 0.1 x 7.0x 14,004=980.28=98.028) 98 

石 028 とな P 略 100 石に近き数値を示 L . 2 問 (14 尺〉の 4 )J・ 1 尺の材債は 14 立方尺にして

現時の 1 尺メ (14 尺メ )1亡該常い 72 本(尺〆故 72 本〉にて (13 × 1.5 × 12x72=1識と1ot8)
100 石に一致するのである。

次に青森脇史(第 4 谷〉によ り元協年代に於ける八戸燕山村、iIJ IJ度 I1: Nて見るに

常図木材の数量長短を算出するに幾多の稲呼あり. lEの如し

一丈三尺或は
二I用

一丈凹尺
...... 
ノ、

長 径

ニ問一丈三尺 末日五寸

但し角材はk:!~ て二間六寸角の積〈ー丈三尺六τj. .一丈間尺六寸、角も，'H四六八、角積五O凹)

を以て割合算出するものとす.最も寸も度るも のは何寸何分何厘何毛に.[1:-.む。

石

石と和するものは元来木材結債の軽重を計量するの稿~ヂ怒 り と雌も特に木材の大小長短を

計算して寅買設運搬其他干1 11出の計-算陀川ひ来れh 但北部田名部地方佐野越地村近傍其仙

津軽石11海岸通り村守にて琵買運搬*1))1叫には右のH与を 1日 ふ.其算出の)J・は角材は綿て左表面

の割合を以て木材の才高を求め十三尺(ー丈三尺のこと〉割合の角は四斗六升四台〈ー丈三

尺六寸角一本の石也〉を乗じ石数を得る w 叉十 1!_1d尺(ー丈間尺のこと〉割合の角は才高五斗
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(一丈四尺六寸角一本の石なり〉を乗じて石数を得但し何れも方位に止む

木品!材 結 l 長 l 寸前 | 幅 |厚 l 石
長一丈ニ尺 一丈三尺、四斗六升四検 角 二問、船積材は r、a τ1・

合。ー丈四尺、五斗
一丈四尺

末日渡差
jL 大 ご問.長一丈三 四斗六升四合

尺
五寸 二十五枚

tIE 二尺五寸 ニ寸五分 にて一寸
千枚にて四斗三升一合

四分
ニ勺五才

1"1 尺 ニ寸五分 1"1 千枚にて三斗四升五合

柿 ヰ:JE ー尺五寸 二寸五分 同 同二斗五升

木舞 庭枚板 4ノ、4 尺 ニ寸五分
脊五分 百五十本にて五斗

の抑木 腹三分

、J' rlì 補木取 占ノ、 尺 i¥. 同 三斗三チ\.三合三勺三才
屋根板

4ノ、- 11] 四 尺 三寸五分
脊七寸 六本にて三斗三升三合
腹二寸五分 三勺三才

杉 柾 尺 一一 寸
二十五枚に 千枚にて六斗ニ升一合
て一寸六分

ー ‘

とあり南部.津軽雨地方を通じ木材の舶積の場合のみなら十買買.運搬.柚i品等ーに劃しでも亦

石を用ひてをったことが判明する。

舶の積量皐位石の性質]2立に木材材積翠位石との関係は、御間尺指引御帳及後認の諸記録(東

京府豊多摩郡脇谷町、内山正競〉所識によりて具躍的に示されてをるが其の一例を示せば

仰間尺指引御帳. 享保六年丑の七月吉日

一.排才胎 盟飽
頭般

宿
八兵衛
儀兵衛

長 五丈五尺凹寸五分

腹 二丈一尺八寸七分

深 七尺二寸六分

右

〆八百八十石田斗ー升凹合

御役金十八雨一歩四分四厘ー毛

内 御役金十七雨-tJj.一分四厘六毛

右は嬬御登材木石高八百二十じ石凹斗六升詮ilk-本積荷之分

符îJ役金一雨四分九厘五毛

右は三分六 震登材木石高五十二石九斗五升四合迭欣一本積荷石三百二十三石三斗-'}十

三合之内也

右港政二本積石二口合千百五十石七斗七升三合指引残而二百七十石三斗五チi九合御間尺

に積勝巾御役金五雨二歩六分三厘六毛胞顕八兵衛渡す

の遁りであるが、此記録により排才舶の積量 880 石 4 斗 1 升 4合は舶の長、腹及深の相乗積
尺 尺 尺 立方尺 石

(55・45x 21.87 x 7.26=8804.14=8804.14) に一致し，舶の積量翠位石の容積が 10 立カ尺である

ことが明にせらる.1. .倫木材の材積皐位に石を}日ひてを ることがー居明瞭となるが、之により
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て舶の積量車位石と木材材積箪位石とが同ーの内容を有することを知るを得る。

常時南部落にては藩の財政上舶舶K到して課税する制度があって ， 舶の箇量を j殻重に検査す

!度 . ~架の部1]定に関する規程を設け且つ時々之に改訂をカHへて をつ

元協年聞に定められたが府.を見るに;j，くの通りである。

元椋十四年(南部藩領内諾淡地舶役金及*t11 1交付金目を記したものである〉によれば

る矯め其悶子とえE るべき長.

?とのであるが.

永記録.

百石 rc付十二匁五分結間-.北

間尺請候般申上者御改百石に付五分宛御用拾に而如此間尺打様

一. 長は向ふシトミの内端より艦のシヤクシの端1ïlíj内端まで

一. J仮はア仮の端揃にて切懸にツキ付.深は了板の上より切懸の端揃まで

泣明"'~\\;-，\日曜_，.l代将 tj ，山宿

ヰ.ti.~マb?f 号'!l";'_"'--唱互主ぎザ

百石に付一.排才般
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一 . 1架はカ ハ ラのJ:-_
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を岡示すれば失の通りで

たものである)よりま主事。

ある

24事j主主書留帳。
寛政三年(南部藩野越地

に亙る も のであるが. 間l

よ り 元市議を経て享保年間

湊海舶の間尺打方・を示し

以上の記録は寛文年間

に鑑みるに，其蛮鮮は遠

て南部. 津軽南藩の歴史

く釘l倉. 室町時t~fL脇 し
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て、津軽落は永秘10 <p ，市

てをるが尚此時代fCは群

のである. Jl~後三た第に群

部藩は天王 10 年である。

に至ったのは所前蒋政時

代に入ってからであっ

$各地に割接してをった

維を平定し平静 Jて即する

爾来藩の治績は着々と

Jして暴けられ諸般の制度

一一二ごi 同
話
会
Rえ
み立

た

『有 -J __μ 

も確立せられ、常時既に

優良なる i料、日 ;を呈せしイ開会

の美林も藩の財政上伐保

利用せられたことは推察

.jL ílilh く ない.而して裾材

其他の木材は領内の需要

には限りがあるから、大

部分賠積によりで江戸其

他の地方・に移出したので
ヵ

ワ
7 

より寛文年代tて至る年教は僅に 100 年内外に過まないのであるから，木材材簡単位石の定めも

藩政時代の初期より飴り;主力、らざる時代に出来たことも想像せs らる~ .若 L藩政初期I亡定め ら

あるが.藩政時代、の初期

れたものと限定すれば今を去る三百五六十午前に相常するのであるが確たる年代主決定するに

は記録fc:.{.'i}t~なければならぬがら之は他日の機舎に譲ること L する。

南部.津f極雨躍にては前記の如く材債単位として石を!日ぴfz.る外、同時に尺〆を併用 Lfここ

とも記録によりて知ることが出来る。剖ち享保 6 年丑 11 月，渡し木之帳.享保 7年寅 7 月日毎日.

槍業材木買木之帳其他の文献によりて享保年聞に於て既に今日と全く 同ーの 内容を有する尺メ

(14 尺メ及 13 尺メ) (O~ii位を存し fこることが明瞭で‘ある(詳細は別項尺〆の沿革にて並ぶる

から放には省、開告する)

往時南部，洋経蒋と相{突って山林Hlリ度完備し.雨藩の据f~木に隣接して杉の美林を有してをつ

?と秋旧蒋に於ても時時を同ふして杉保太木(寸甫入角材等を舶積陀よ り 各地に移出してをった

のである. 而して舶の積量は杢図的に往時より石弘車位とせるものであるから、南部.津軽の例

に倣へば木材の材積単位も亦石をよHふべき理であるが.秋田藩にては石を用ひ?と記録を存して
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をらぬ.比絞的文献の揃へる近代K於ても向石 IC 閲する記録を存せざる賠より察すれば往時よ

り木材材積翠位として石を用ひざり し ことを鋭知するを得る。

手火田滞に於て延費年間蒋の商舶を赤川吉兵衛. 大槻葎右衛門.宇野長左街門. 青山喜兵衛.

荻庭踊兵衛門等K預け保太木を移出したが常時彼等より提出せる規定書は弐の如 くである(原

文は能代木山方官記にある〉

(1) 赤川吉兵衛，大槻彦右衛門.宇野長左衛門より能代奉行j llカ杢助.菅谷甚五左衛門宛

受書(延費四年辰三月二日付〉

畳

一. 来rr遺凹百石積御舶三般拙者共三人に預け御商舶となしたること

一.上々保太木三千挺耀但一般一千挺宛三月 中に能代にて下附を受け拙者共勝手の所 K輸出

し賢:JiJj\ふべく保太木 D代銀は暮の舵仕舞失第一千挺l亡っき銀三賞勾，宛の値段にて能代役所

へ差上ぐべし

(以下 ji浴〉

(2) 青山喜兵衛より提出せる史書(延宮山年二月九日 〉

畳

一. 1'11:者頭 りた る六百石積の杵築制]舶一般今年より移1I商・舶となすべきこと

一.上々保太木千五百挺常三月中能代にて掛i下 i}勝手の個所に至 り 貰抑ふべく保太木代銀は

首暮舶仕舞次第一千挺に付三賞自の値段にて能代役所へ差J二ぐぺきこと

(以下略〕

前記二文書によれば 400 石t~の般には保太木 1000 挺.ω0石積の舶には 1500 挺を積んだの

であるカ、ら 1 石に付き保太木 2 挺宇の割合となり雨者全く一致するのであるが.舶の積量と之

tc積込み得べき保太木の大韓の挺教との開係を示 したるに止ま れ保太木一挺の 材積を 4斗 と

計算したる結果に基く ものでなく又材積単位として石を用ひたとの立詮 にはならたいのであ

る.然し草花経験のみよ りして舶の積量 1 石陀封 して保太木 2 挺牛の割合を得?とものでない

保太木の材積測定に閥する概念の存 してをったことは推察せらる L のであるが.只其方法及単

位の質躍に付ては本文書のみにては判明せぬ。

ヨたに秋田藩以外に付て見るに古くより森林の伐採利用の行はれ し木曾.新宮英他の地方にて

い石J亡閲する記餓は時代の新琶を問はや全〈存してをらぬから.秋田地方-と同様往時よ り之

を用ひなかったものと考へらる L 。

以上により明なるか如く我固に於て往時より石を朋ひしものは南部.津程の雨藩のみであっ

て.然かも数百年の永きに亙り 櫨観 して之を使用したことは注目に値する、向幕府初め一般民

聞に於て尺〆又は才を使用 し蹟く全園を風隣せるに開はらす之に盤せらる L こと君主〈尺〆と石

との併用を檎筒せることも拘に異とするに足るものである。木材の材積lfl位石は{iJ15の積量単位
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石に起因することは 10m掲の記釘〈によりて明カ、であるが、 舶の積霊単位?とる石の起栃l を按する に

米の容量石に原山するものと認定することが出来るD

米は古来我図に於ける最も重要の産物であって.政治. 経済の中心を震すべき位置を占めて

をったのであるから . 往古より経済上極々の方面i亡基準としてJrJひられ賃銀の代に米を支給し

或は各種商品の取引 . 運搬上に!日ふる重量平位を米l亡 J!リっとる等頗る主主硯せられたのである D

舶舶は往時より物資の輪迭機関として茜だ重要のも のであって、長距般の大量運搬は全部之

によったのであるが. 各般の物資~!_1最も数量多く且つ重要のものは云ふ迄もなく米であったか

ら 、 舶舶の積量の基準を米IcRむることは最も便利で・あり叉自然的の成行であったのである 。

而して米を標準とするとして重量、容m・何れによるべきやは包・然考慮せらるべきものであるが

船舶の性質上容積を悲市とし重量は之を二次的に取扱ふたものであるo
尺尺尺

今米の容積生調子主する~:: 1 ヲ !-D 正味量は 0.06 -1827 立方ー尺 (0.-19 x 0..49 x 0.27=0.064827立方

尺〉であるから 1 石は 6.4827 立JJ・尺となる，然るに米は古来依入りとせるものであるから俄

装丈け蝕分となり且つ雄杭の際若干の宰積を生やる Dである、依って米依の{まにて 1 石常りの

容杭(Jgr.積〕を考慮せなければたらぬ.往時の依装lま現時と多少の相異あるべきも居院に付ては

\I{告同一であると看倣すことが出来る口大阪府:農産物検抗所の調布によれば 2 重依玄米11:ょの寸

長(外法) 2 尺 6 寸 1 分. 直径 (J品国中央部 4 尺 1 寸 G 分.雨端部 4 尺 3 寸 9 分より計算せる

法は:平均外法直径) 1 尺 3 寸 6 分であるから 1 依の瞳肢は 3.791 立方尺となる 、 依って玄米 1
立方主 主方尺

石分の依装鰭積 (3.791 x25=9.477) は 9.477 立方尺となるのであるが. 更に米イ去を ~~H;'iとな し

て測定 したるに . 米依 1 依匂の寸法は重量 tとより若干盤化するも槌誌によりて昼積を生十るか

ら . 結局米俵 2依字削ち 1 石常の居積は1O..58-! 立方尺となったのであるD 農林省東京米穀事務

所に於て守て米依の雄前による 1 怯首の居積を測定せることあるが. 之による時は平均 4.35 立

方尺となってをるから之を 2 依牛2n ち 1 石常に換算する時は 10.875 立方ー尺と主主るのである l J況

如く米 1 石は{衣装の位にて計算する時は時 10 立方尺と君主るのであるから.記憶及計算上使利

である 10 立方-尺を以て舶の積量平位とし且つ其稲呼も石としたものと考へらる L 。

舶の積量阜位は市i記の如く容積を基準としたものであるが. 揚合によりでは重量を単位と し

て取扱ふのを便利とすることがある . 八戸藩史稿(冗文 3 年 5 月〉によれば貫目物は 40 1't匁

を以て 1 石僚とすることが記されてをる . 而して 1 石組乞 40立!}lに換算 した基準:ま米 1 石の

重量によ る ものであって . 米の重量は産地. 乾燥.調製法等によりて差異あるべきも大偲 1 石

常り 40 貰よな内外と見ることが出来る . 向米 1 石の重量 40 立匁の適下fJ は督促船積の揚合に止ま

らや他IC も 及隠 し. 古来臨守の物資の運搬. 取扱|亡 i際 し て ~1~~~i1g重量を 40 貫匁とし てを るの成

金く米の重量より 来ったものである。

津軽，南部雨藩のg;;記には般簡の揚合に 100 石建とする記事を見受くるのであるが.此習慣

は今 日迄引額き行lまれ . 二| ヒ洋材の取引に運賃、 値段其他j;úl H1等に至る迄 100 石建を mふるのは
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全く藩政時代の哲習に基くのである口向北海道地方l亡於て昆布.腕等の海産物の取引に 100 石

4000 貨建を}日 ひてをるのも亦之に基医I-_，-るのであ る 。

我閣にて材積単位:と して石をmひし起源は舶簡の閥係によるも%であって.然かも古くより

舶簡による木材の!撤退は各地にて盛陀行はれたる に係はらや.石を使用せしものは僅IC 津I陸.

南部閉蒋IC限られ他i亡波及せなカ、ったのは泊 l亡異とする所であるが. 北海道のみは地理的関係

により其影響を受け蹴l亡維新前より石を使用してをったのである。

明治維新後、 政府.民間共に従来庇く mひられてをった尺〆を号 |鏑き使用したのであるが.

津軽，南部雨地方にては民聞は依然として石と尺〆を併111 L. 北海道にては官民共明治二十年

前後迄は石を用ひたのである。其後北海道にては官臨方面は単位を饗更して尺〆をJ11ひたるも

民聞は依然として石を使m したのであ る。

各省立立花地方臆lま大正 2 年迄引鶴き尺メを単位として nlu、てを?とつが大正 3 年に至り農商務

省.御料局.北海道臨等は一向に尺メを慶して石を採用した，数百年以来南部 s 津軽雨藩に限

り mびられし石が大正時代に至り途に政府の111 1ftとして探刑せらる... f亡歪ったのは泊に奇縁と

云は泣ければ主主らぬ。

第二類 才及尺〆の沿革

我固に於け G木材の材積車位の内起源の最も古きものは延喜:式に記されてをる「材J であっ

て質に千有飴年前のi~1]定に係は る ものであ る。
イカグ

延暮誌には木材のWJj材J3J程.人播. 寧載、将捨等積載量に l摘する規格を制定してをるが.此

内 I亡木材の材積単位としての「材」が用ひられてをる。

延喜式巻三十四(延長五年十二月二十六日 〉木工寮の内木材関係の記述を摘録すれば

歪主

同kfァ[J~~' III託部 1 -< にや~'-a-~同十ト1s. 国~g) \←:ミ

< sg
国主題!日間主引|や何回ト 需品JJ2足立製 料絹川や 11同ヨト 11 ゃに問
~~ベ

掛諮

問問111師会合間111即時鶴間鰍十件

~盤

開同十露出よ昔話記 l 十 11依存 . ~朴叫ギ訳出 l 時 1+ 11草川{〈由主V

く博くギ ZTA 似泣く日開W民 1 詑" {j]J題提主体制く博.体銀制作i
と記されてを るが「材」 は積を冠したものと然らざるものと により 意義を臭IC し前者の揚合

には材債の単位を意味するものであるo

綿棒及笠子の雨材1垂に付表示の寸ム法 IC よりて材簡を計算するに.祖棒にては十二高立方寸
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すす

( 6;4 寸寸 町一←一x4x120x50=120，000) となり十一高材と釘躍し叉貴子にては十一;寓七千六百立方寸

寸寸寸 立方す

(4 x 4 x 210 x35=117，600) となり十一高七千六百材と封l恋してをるから.何れの揚合より見

るもー「材」はー立方寸に相営することを知る。

前記の功程或は積載量の数値に付き l'材」を 1 立方寸として計算し現時の材債単位たる石に

て示せば

削材は長功 0.6 石.中功 0.，')石，短毛fJ 0.4 石

人嬉は E材 0.14 石以上 0.16 石以下.雑材 0.32 石以下 0.26 石以上

( 16 • ~^ ^^^ ¥ 
車載は醤材 3.0 石.糊 2.7石、醐 3.84 石\ 50 x 120,000) 

秤捨は祖樽 12.0 石.笠子 11.76 石、七八寸桁 9.84 石

となり均衡を得てをる。

以上によりて「材」は材積単位を意味し且つ其内容が 1 立方寸に相首す o ことが明白で、ある

が.之が基礎を嬬して後世に至り名稿が才及尺〆に費はれ同時に其内容の臨積にも菱化を3た

したことが容易に推定せら る.1. 0

今「材」より才及尺〆に楚遷した事情を察するに . 1 立方寸の箪位は飴りに小に過ぎ，木材の

如き容積の大なるもの\ ~fl位としては不{更を感やることが少くないから.之を幾分大ならしむ

る矯め，方 1 寸は其憶とし長を基準長?とる 1 間叉は 2 聞に増大し名稿も「材」の代りに才を用

ふるに至ったもので・ある.市して 1 聞は地方的習慣或は材種によりて 6 尺乃至 7 尺、 2 間は 12

尺 .13 尺. 14 尺であるか ら才も 60 立方寸乃至 70 立方・寸或は 120 立方寸 乃至 140 立方寸の種

類を生じたのである口

才は「材」に比し長を幾分士官大したのであるが，大さは依然として1)・ 1 寸であって倫小に過

ぎる嫌があるから.更に之を増大すると同時に換算にも便ならしむる矯め長 2 問、;ケ 1 尺印ち

12 立方尺乃至 14 立方尺を単位とし之を 1 尺〆と稿ずること L なったのである。

「材」より才に移り或は尺メに蜜化した経過立立に其時代に就ては文献の徴するものがたいが.

既越の原始漫筆風土年表三により寛文年間頃には秋田にて 7 尺才. 14 尺〆の単位が用ひられ

てをつ?と如く推定せられ.南部.津軽地方にては享保年聞に尺〆を使用してをったことが明白

であるから.其以前に於て「材J より才或は尺〆に轄化したものと認めらる。

附記

類緊三代格に記された樽，歩板.賀子の寸法に閲する規躍は我園木材規格の最古のものであ

る。又之に規定ぜる車載の制限も延喜式の規程と割J照して興味があるから教に附記すること

L した 3

5言語草川ど君事絹十く

1ε*括和
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によれば

JL 日

一、二十九本

八郎兵衛舟

二問七寸

尺〆 十四本二分ー厘

一本八分

代金 八雨とー匁七分七厘

後七月七日

一.二十一本 二三|去五寸

同長明生ih
ノ、、』

一.十四本

二ノ 尺〆十二本八分六厘
尺尺 尺戸

とあり長 2 聞の 7 寸角 29 本の材簡は (0.7xO.7x29=14.21) 14 尺〆 21 と な り.二字即ち長 2
R 尺 ~ R 

間三ドの 5 寸角 21 本及長 2 間三|三の G 寸角1-1本の材由合計は (0.5 x 0.5 x 1.25 x 21 + 0.6 x 0.6 x 125 
R戸

x 14= 12 8625) 12尺メ 86 と なるのであって.現時の尺メと同一内容を有して Eとることが明で

ある.而して二ノ尺〆とあるは其内容に特別の意義を有するものでなく長が 2 問宇のものなる

故特に注意したものと考へら る~ .向 2 間以外の長のものに到 しては二間尺〆.二間尺才.二

尺メ等と記した記録を存するが何れも尺メと同意義であるD

槍葉材木買木之帳享保七年寅七月 H毎日 内山文太灘樫右衛門 によれば
@木口印 問中興兵衛舶

一，千二百挺 長宇

一.百十挺 切木

メ 千三百十挺

二一卜挺カ、へ

代金六十五雨二分也

一.一本

毛凹厘分ト
し
】

尺
才
一
尺
丈
間
一
一
一

-.五百五十六本二間六寸

ご間尺才 二百本一分六厘

〆二間尺才 二百本八歩七厘凹毛

六本七分かへ

代金二十jL雨三分 十三匁凹分一厘

とあり二間尺才として才を 1J11へてをるが.其意義の尺〆と同一で、あることは前記角材の寸法

より計算した結果によりて明である. i古J尺〆の代りに全く才を佼!日してをる例がある。

諸枕木般債帳(享保七年四月吉日〉によれば



394 林業 試験報告 第三十二日k

三窃金四郎純

一.寸甫五百凶 f-五丁

此石百八十一石六斗六升六合

内諜

長今二百二十五了

小枚: 四百五十本

四尺 二百二十了

小;炊三百三十本

切木百丁

小枚二百本

一.八尺八寸二十五本

才 九本一分五度

-，丈 六寸百五十本

才 三十八本五分五恩

， 一、丈 八寸二十本

才 九本一分四厘

-'，二間五寸三百五十木

才 八十七本五分

一.二牟五寸十本

才 三本一分二厘

-，悶 七寸 二十本

才 十二本二分五厘

-.三間六寸十本

才 五本四分

角大小

〆 五百八十五本

二間尺才

〆 百六卜五本一分一厘

此石二百二十九石三斗一升jL合

二口石

合間百十石九斗八升五合

運賃金

但百石に付
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右之内

新金十二雨二分 江戸而渡す

間 二雨 川内渡

渡二口引 . 
残而

新金

右之通三五合金四郎般に属商登 Fli候上着衣第其元御指固之木揚に 1)j'立させ本数寸問木口印改御

請取其上:fC而ー落舶定之沼運賃金勘定御渡可被!州民. 1~~ー海上之儀御座候は r江戸より臭混

同名部諸湊迄鹿下材木廻舵可嬬御法1民.潟後 日新荷迭ifk的而如 1<1'

享保七年五月六日

111 本勘三郎殿

内山文太夫殿

内山体兵衛

とあり尺〆の代りに才を!日ひてをるが此才の内容は角材の寸法よ り計算し 14 立方尺即ち尺

メと同一であって現時JfJひらる L 才と異たるものである，角材の長 2 聞の貫長は 14 尺と 13 尺

の 2 f:!llを存 してをったことは.既述八戸落山林制度に閲する記録により明であるが. 2 間尺〆

の内容も 14 尺〆と 13 尺〆の 2 駐を存してをったことが推ìJllJせらる L が，本文書末尾の二間尺

才教と石数との換算によりて之を確め得るのである。

以上の如く南部落にては既に享保年聞に尺〆 を川ひ且つ石と併用してをったのであるが，記

録より見る ときは尺〆の使用は石代比し 60 有徐年後に属してをるのである。質際Ir.於ても果

して然るや. l!..~は反主JIて尺〆の方早くより使用せられたるや、或は最・'f)J より雨1，'1 1:立を併用せる

や.主主は其使mの方面を異にせしゃ.米だ記録の{訴すべきものがないカ、ら確言するを得ざるい

石は最初の聞は舶杭の揚合に限りてmひ後*111出.運搬、賢買に到しで も之そJrJふるに至 h 尺メ

は之と反主Hr.最初は相:/:ll.運搬.買買に!日ひ.後舶誌にも之を mひ.遂に雨単位が同時代に双方

に併用せられ?とる に あらややと推測せらる\ 0 1M尺〆は却って石よりも早 くイ即日 し初めた も の

と考へらる L も.此勾:の事項に付ーでは今後新たる記却、によりて之を碓むる外ないのである。

;J(1r.秋田藩に於て尺〆叉は才を使J.Ilせる記録は何れも近代に属するもの L みであるが. 種々

の事情ーより綜合して考ふ る IC. 主主紅、南部雨藩と同 じく 4 日常古くより 材積単位として尺〆或は

才を用ひたことが推測せらる L 。

航法 íJ京始設筆風土年表三J IC記されたる「此材割は秋旧 lとても七尺凶方一寸の俸材一高凶

千四材にて. 二聞の四方一尺を七十二本にて百角;1 と立た留に倣り_j Ir.より考ふる に.長 7 尺の

1 寸角設に長 14 尺の 1 尺角は現貰の材樟にあらすι ーの基準であったことは.雨種の寸法立立に

100糾 (1000立;か尺〉との換算よりして推察せらる \0印ち此 2 種の寸法の 内， PJíj者は現時の 7 尺

才.後者は 14 尺 〆の阜位の瞳債と全く一致するのであるから . 首時(寛文年間)既に秋田地
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カにてjミメ及才の'i'，ïí立を有してをったものと考へらる~ 0 

1火悶旅の木材輪出 lま極めて古く 諸文書によるに座長 9 年に始め られたと記されてをる。佐竹

氏の秋田 l亡封ぜられたのは慶長 7 年であるが.其 Ñíj此地方-は一秋田氏の領有であって.常時玩fC.

長木i諜の杉を伐保して大阪城の建築lc.使用せし記録(南部放質停記〕を存してをる .叉現在の能

代町は弘治 2 年或は永誠 2 年中 rc.向能代地方-より移押して出来たる町にして然も木材輸出の必

要により?とるが如く，既に7k~哉、天正の頃ll!J支配誌に材木方の役人も設けられてをつ?と。然レ苫

時は未だ輸出量も極めて少カ、りし もの L 如く、慶長 19 年度に於ける官行伐木材のl政支計算書

による t亡 、 其木材は殆んど務内の需要にのみ供せられ只此内越後!c. F投下板 350 枚を迭りたる記

事を見るのみである. 而して木材の種類は函{木B丸木舟‘殿下板.凹司L仮，早舟.初板、丈木事小

~?1 ， 舶張.猿形被.桁!毘. 打切 l I肌柱等忙して未だ保太木を作製し?と形跡を存せぬ。

天保 2 年能代問屋谷内孫左衛門外六人より問屋の来歴を巾立たる文書によれば.木材輪出は

元北図津軽， 松高í j地方 κ限られしい寛永 11 年問屋(問屋の名稿は元首E元年よ り使用し其前

は御仲立役と郁し?と〉を大阪地方に遣はし諸園材木問屋へ問合せ保太木等の木1&1/を知り叉各

地の舶持に秋問材を宣停し其より ~jl耳次総出が盛んになっ fこものであると云ふ。然れば保太木の

作製は寛永年間以後と見ることが出来る。

本上警は極めて長文のものであるが其中前回僚を記せば失の通り である。

(木 111 方以来魔迫力11)

1. 答11材木他聞御交易之事は度長九年より始まりたるも其常時般舶叉は仲介等の規定もなか

りしが元和 5 年能代奉行中田彦太夫， 大窪左門の時に至 り始めて越後屋太郎右衛門. 菱屋

五郎左衛門の雨入始めて御仲立役を命ぜ.られたり . 其頃は材木代金の本闘 (木材の規格代

金等を定めたるもの L 如し〉もえE くね11出し次第の木を寅賀 し?とるものにて舶頭が自ら見分

け直段の高下を論じ係役人 (下代〕と商人との 中に入り直段を定むる事務に従事し?と る震

藩より 2 歩の 口銭を下 されたれ 斯く仲立役を命ぜられしが此の 2 人の外にも舶手の家業

をなすもの 23 人あり商人の希望によ り仲介をなしたるによ り 寛文 15 年よ り役所の挑下材

は制l仲立役のみ取扱ひ個人所有の木材は舶宿にて白山花仲介をなすことを定められ此時よ

り jX11仲立役を大宿.結宿を小宿と栴するに至れり。

2. 寛永 11 年中国及上方地方へ費出すべき材木の木取方不案内なるを 以て越後越よ り上方

各地方・の木材見聞の嬬併l立役が大阪まで登 り諸国の材木問屋に問合せ保太木議材木の木取

カを調べ叉直段の見積もなし諸図の加持共に話し舶を能代に逸らせ木材を積登せてより能

代に諸国の舶が入る棋にな り たり、其以前は北図津粧及松市iの 小舶のみ* りしものにて

300 石積は大船と棉したるものなりき.而して右木lfl1.カ及直段由り Jrを藩に復命したるに

， より之に準じて木取を主主すこと L な り輸出材に付きでは従来の通り 2 歩の口銭を給せられ

し外買受 入、よ り 5 &の庭銀(之も手数料なるべし〉を請くることを許さ れた り。
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3. 寛永 14 年より落直昔、の木材総'出が初められ御屈舶海上規運賃等も決定せられ此取扱を

御frfl立役t亡命ぜられ此時より下代と同じくし脇指を帯して日勤し下代と同席iとて事務をと

り下代と同じく材木の伐出 .157木槌立J出と町方1亡閲する事務をとり山地に出張の際は帯刀

を許され迭欣其他他国との文通には157字を許され要f1破舶の場所へ行く際帯刀を計二さる L こ

とを能代奉行中間彦太夫より申渡され其例tとより現在奉行に謁する時は)協指を帯す。

4 寛永 15 年務皆の木材は御仲立役IC限り取扱ひ私人の木材(J]J師材木〉は船宿にて客勝

手と定められしも判然せざる所もありしを以て寛文 G 年能代奉行山方杢之助. ~f~tR九左街

門はfXjJ仲立役と小宿付舶等の匝別.口銭、庭銀等の決定をなし其後小柄付加にては蒋皆木

材は勿論官臆閥係、の諸品取扱をなすを得ざること L なりしを以てi$i弐仲立役IC 加入するも

のを増加せり。

秋田燕K於ける木材の聡出の沿革は上記の如く極めて古いのであるが.漸;j~盛大となりしは

寛文年間の頃であり，其後延賀より貫永l亡至る約 30 年間位が最も全盛期であった様である。

而して最初に輸出せられた材極ほ保太木叉は寸甫であって其後角材も多数輪出せらる~ IC至っ

たのであるが.長は保太木.寸市は 7 尺. 角材は 14 尺を原則としてをったので治る 。

舶の積量は既注の如く石を串位とし容簡を以て基準とせるものであるカ、ら.之に積載する木

材も容積を以て計量するの使なること は常然考へらる L 所である。皐に控除のみよりしては種

々の寸法の保太木(寛延竿聞の記録「木山取扱に付先年被差出御家老詮様」によれば元木保太

木・緊保太木，短保太木・並保太木等の種類がある〉或は寸甫(本木、二牛木・四半木等の種

類がある)叉は角材(各種寸法〉等に封して木材の積載量を舶の積量 IC.一致せしめ得ぺきもの

ではたい.強め木材の容積を測定して初めて舶積の計霊を立て得るのであるから常時既に通常

の考慮が抑はれたこと L 推測せらる L 。

秋田藤と南部及津軽蒋とは其境を接し.且つ略時を同じふして共に木材を賠償によりて多量.

職出してをったのであるから.雨藩の事情は相互に知られてをったのである.従って南部及津

軽藩l亡於て既に永年に豆りて木材の材積計算を行ひっ L ありしに不拘.秋田藩のみ全然j折如き

便利の方法を不問に附するが如きは寧ろ想像し得られないのである。

従来秋田藩に於て材積草位として才を 1日ひしは文化年中に記されたる記録を以て慌矢とせら

れてをるが.果して然りとすれば南部，津軽地方IC.於て石或は尺メの使用を記せる記録の年代

?とる寛文又は享保と比較すれば買に百二三十年叉は又は八九十年の長きに亙る時代の経過を示

すものであるから、秋田藩に於ける才の起源、を文化年中とすることには容易 i亡賛するを得ない

のである。

以上述べたる種々の事由により秋田藩にでも保太木.寸甫，角材等に封して材積を測定する

ことは古くより行はれ津軽及南部落と同様寛文年間以前に於て既に宜行4どられてをったものと

推測せらる L のである、而して材積車位としては石の代りに才及尺〆を用ひ雨屈の内では才を
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多く用ひしことは保太木の生産及聡出がf1J材其他の材極に比して遣に多カ、ったのによるものと

考へらる L が. 此等の事項に閥ずる断定は新なる記録l亡待?となければならぬから他日の機舎に

譲る白

木曾山林の伐採利用は其歴史古く元和元年尾州藩の附滞となる以前より既に行はれ、尾川、!藩

K属してより 山林の制度完関i し.伐探利用も亦盛に行はる.1. I亡至ったのである。 而して尾州藩

の山林Iljl)度に閲する資料は他務に比較して豊富て‘あって、徳川義続侯爵家にては林政史研究室

を設け鋭意研究せられてをるが、其結果によるに享和以前にては山元伐木.建材.運材は勿;命

名古屋市場にでも材積計算を行ひ或l'i材積îJi位を使Jllし?とる形跡を存せす-::..文化文政の頃 i亡至

り初めて尺〆をmひし記録を存するのである、尚徳川侯簡の調査によれば伊勢制l宮の濯官御用

材に付でも文化 G 年.文政 12 年の;墨官記銘に初めて尺〆.才が川びられてをるのである。

幕府初 :0其他の蒋にでも尺〆及才の使用 l亡関する記録は多く文化、 文政以降に属してをるか

ら 、 其頃より全岡的t陀て贋く行はれ明治利維t新tに亡至り吏tに亡引穣き今日』にと及んでで.をるので

2 尺メの宜f普積?責(1泣ま地カ.，陀亡より i同高々でで.あつて 1臼3 立方方-尺互玖或x;は 14 立カ.尺を 1 尺メとしてをる地方方.と 1臼

立カ尺を 1 尺〆とせる地方方.とがある.天保 G 年乙米 3 月幕府にて「御林1/尺〆仕出」を制定し?と

時には 1 尺メを 12 立方尺と定めたのであるが、常時開東地方・ー憾の間取様式及寸法が住民守

法 G 尺を基準としてをつ?とカ、ら 1 尺〆の内容も之に準じて 2 間を 12 尺とし 12 立方尺と決定し

たものと考へらる ~o尺メと才との関係は 2 間才にては 100 才を 1 尺〆とし. 1 問才にては 200

才を 1 尺〆とするのであるが.木材の長の定尺に従ひ 2 間才ば ，140 立方寸~ 130 立方寸或は 120

立方寸. 1 問才は各其半数となるのであるが幕府の制定は 2 問才 120 立方寸によったのであ

る 。

維新後に於ても政府は!日材の材積単位として尺〆を用ひ其貰積を 12 立方尺と定めたのであ

るが.動もすれば他の車位内容のものを使用する向もあったから.明治 23 年 4 月 山林局長よ

り各大林匝署l亡遇1践し.岡有林野の経皆上に閲しては川材の単位として尺〆を 1日ふること に注

意を促したのである口其後引縞き政府:にては尺メを使用したのであるが‘薪材の単位(六六三郎

ち 108 立方尺を 1 棚とす〉と共に不便の知少からざる故之を改正ぜんとするの議明治三十四五

年の頃より ~l聞く盛と君主れ民間木材業者の聞にでも亦単位稿呼改正の議がH昌へらる ~ I亡至った

が. 還に農商務省にては大正 3 年 3 月 28 臼告示第 86 !Jb~を以て改正を断行し.国有林に於ける

立木及木材の材積単位は大正 3 年 4 月 1 日より質研は石 (10 立方尺λ居積は側 (100 立方尺〕

をmふること L なった。御料局lとても大正 13 年 1 月より従来の尺〆及棚を改め、 用材は 10 立

方尺を以て 1 石とし.薪材lま j音韻 100 立方尺を以て 1 棚と栴すること L し k. 然るに一般民聞

にては醤慣を墨守する地方多く引続き今日に至る迄尺メ及才を使用してをるのである。

北海道は内地と著しく趣を異にし.明治の首初開拓使時代より木材の挑下に石を用ぴ， 明治

15 年よ り 18 年に至る 3 螺時代 (札幌.函館、根室の 3 腕)に於ても 同僚であったが. 北海道
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臨時代の初期明治、 19 年より 28 年迄は立木の例下は材tl~ f亡よらや木教を以でしたことがある。

其後再び材積を復活し然も石を旧び?と記録を存するも.他方明治 23 年頃に既に尺メを mひて

をる記録も存するのであるが.其前後にては石と尺メを併用し後主として尺〆を使用するに至

ったものと考へらる ~o

前記の如く農商務省及御料局 i亡於て行ひし 1日材.薪材の単位.栴呼の改正陀順躍して.北海

道艇にでも大正 3 年 5 J~ 9 日北海道臨告示第 291 放により本膳管理に係はる土地の立木及木材

材積の単位は大正 3 年 6 月 1 日より貫積は石(10 立カ-尺入居積は棚 (100 立方・尺)を用ふるこ

とに定められた.北海道に於ける一般民間常業者の聞にては維新商íj より各時代を遇じ今日に至

る迄終始石を使m してをったのであるD

1 尺〆の内容は往時は 14 立方尺或は 13 立方尺の穂積であったが其後 12 立方尺を交ふるに

至った.而して使rrJ i- る尺メの種類も地方によりて異紅るが木材'の長の定尺が 14 尺. 13 尺.

12尺等に匝別せられてをる結果である.向遡って其撮って来る所を案マドるに.第三節第五項に述

べたる手I~風住宅間取様式及寸法t亡時肉するのである。之に反して石は格始 10 立方尺の一種に

限定せられて をるが. 之は住宅間取様式及寸法，木材の長の定尺等と全く 開係なき数値であっ

た矯めであるが. 此等の事情は材積邸位の統ーに付て考慮するに際して充分玩味せ怠ければな

らぬ酷である。

石及尺〆の沿革に関係ある記録にして前段に引川したもの L 外向参考となるべきものを示せ

ば次の通りであ る O

(1)御間尺指引御帳(享保六年丑の七月吉日〉

ー.北閤舶 越市i新保肱頭庄吉1M 儀兵衛

長七丈二尺八寸七分

腹二丈九寸三分

深八尺三寸

右 メ千二百六 十五石八斗九升

御役金三十二雨三歩一匁三原六毛

内 御役金二十二雨三歩一分三原二毛

右Jま痛手fJ登材木石高八百七十四石六斗六升詮欣一本積荷之分

存jJ役金十雨九分四毛

右は三分六属登材木石高三百九十一石二斗三芽ド選欣一本積荷石高六百二十九石ー斗五升

之内也

右主主欣二本積荷石二口合千五百三石八斗ー升指引賎而二百三十七石九斗二升御間尺に積

勝1'13候待jJ役金六雨砂九分四厘舶頭庄吉へ渡す

一.排才舶 筑前 舶頭 善兵衛
宿 儀兵衛
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長六丈一尺二寸

腹二丈凹二五寸五分

深八尺一寸八分

右 〆千二百二十九石一升二合

御役金二十五雨二歩五分ー毛

内 各11役金十七雨二歩-[&一分八厘六毛

右は鋳御登材木石高八百五十一石八斗六升一合選欣一本積荷石之分

御役金七雨一歩一匁二厘

右は三分六嬬登材木石高三百五十八石二斗迭欣一本積荷石之分

右選t/;Iと二本石高合千二百十石六升一合指引接而十八石九斗五升一合

経jJ間尺積負申御役金一歩砂六分九座五毛舶顕著兵衛方より間取

(2) 諸ー材木仕切目録 享保七年寅卯月十九日

高屋小右衛門殴

丑年臨飽清右衛門舶

一.二百九十挺 寸方

六挺牛かへ

代金四十五雨二分と二匁二分三厘

-.二百九十二挺分 長宇

七挺牛かへ

代金三十八雨二分と十匁六分三原

一.百九十九本 二間 七寸

一.三十本

尺〆 九十七本五分一座

一本八分かへ

代金五十凹雨と九匁九分九厘

二牛 五寸

二間尺〆 九本三分七厘五毛

一本六分かへ

代金五雨三分と六匁三分凶厘

寸方合九百十七挺六分六厘

一色重右衛門
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角数合九百四本

総代金三百五十五雨と十二匁六座

(3) 槍葉材木買木之帳享保七年寅七月 H毎日

内山文太夫殿

@木口印

一・ ニ 木 八尺 九寸

二尺メ 一本三歩八鹿八毛

-.二百本 一丈 五寸

二尺〆 三十五本七分 一座IlLJ宅

一.五十五本 同 七寸

二尺〆 十九本二分五庫

1・ -- 本 同一尺

二尺〆 一本四分三毘八モ

-. p日百本 二間 五寸

二尺〆 百本也

五口〆 百五十七本七分八厘

六本七歩かへ

代金 二十三雨二分二匁八分六厘

・二本 二間九寸

二尺メ 二本四分三厘

五本かへ

代金一分十三匁六分九厘

一.六十本 二間宇 六寸

二尺〆 二十七本也

六本かへ

代金四雨二分也

-. I山本 間ノス寸

二尺メ 三木二分

凹分七歩かへ

代金 二分十匁四分jし座

〆金 二十jL雨十二匁五分凶厘

石高 二百六十四石三斗一合

加藤樺右衛門

401 
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第 三 回 数量単位の統一

第 一 類 材積車位の統一

従来用ひられてをつ?と材積単位の内主要たる石及尺〆 K付て比i!交するに . 尺 〆 の髄右足は計算

に使怒る 10 準法によって居らないが. 木材の 長が定尺陀遁材.製材せられてを る時は . 長を乗

せ，.1'して材積 (尺メ数〕 を算出することを得るから極めて便利である。然乍 ら長の定尺は地方・

により 異な り . 更に正確に論l'れば同一地方にで も 丸太と製材との聞に定尺を異にすべき理で

ある カ、ら . 前叙の如き利便は大牛を失はる L のであるo 尚時代の推移によりて定尺K費動を来

すか‘定尺以外の長が続出した揚合ICは車位の内容を之Icl~ じて蜜更せまる限 h従来の如き尺

メ数算出の利便は全 く 失はれ却って計算の不便を来すであら う 。 石皐位にあ りでは材部計算の

際常に長を乗やるの不便を存するも . 10 準法の特徴によりて著し く之を按和することを得る .

木材の長の定尺と 閥係を有せ友いから尺〆の如く地方的の定尺に捕はる L 虞が泣い。今 日迄数

. 百年間終始 10 立方尺の一種に限定せられ.且つ之を維持するを 得たのも此等の事情によるも

のである 。

以上を綜合する時は材積単位と しては石を選定することが最も泊嘗であるが. rメ ー ト JレJ法

施行の今日にては到底 10 立1J・尺 1 石の阜位を維持することは 11:'，*ね口

「メ ー ト JレJ法によるとせば、其単位を如何にすべきゃを吟味するに . 1 立方「メ ート ノレ」は 35.

"937立方尺にあたり尺〆叉は石に比し約 3 倦或は以上に して柑過大の嫌がある。然れは・とて 1 立

方「デシメ ート Jレ」にては 0.035937 立方尺と主主り過小で・あるから 「メ ート ル」法による 以上

は 1 立方「メ ート Jレ」を単位とするが埴常である。石. 尺〆 . 才等は樫簡を数字にで王見はした

ものでなく一定の臨肢を示す抽象的名稿の単位で・あるが此極の単位は使用上便利である白石.

尺〆 .才は従来の度量術法で認めた単位でなく . 副単位として庇く公認せられてをったもので

ある。奮度量衡法にては従来の制度を踏襲し坪.反.阿J. 旦. 石， 斗. 升等多数の抽象的名稿

の阜位を採用 してをったが. 改正度量i釘法にては1/針がー愛せられ. 原則として抽象的名栴の

皐位を避け数字其物を以て早位とするに至ったのである口

度量衡法と別主主に特殊の抽象的名稿の車位を設く るは敢て差支がないのであるが、 単位の名

稲を石と し其内容を 1 立カ・「メ ート JレJ と鑓更するとせば. 既主!!;の例示の如く在来の石との問

に大なる混雑を来し到底行はれ得べくもなく・俳新しき名栴を控樺するも至刻て・ある・叉す
立方 「メ ート Jレ」を 1 石とするときは . 現行の尺〆又は石と其内容は時間教と 危るも計算上非

常に不{更を来すのであるから . 名宮共K数字的皐位をfI1ひ 1 立方「メ ート Jレ」を材積阜位とす

るのが受賞である口只製材は丸太に比し著しく材杭の小なるものであり . 従来の如き尺〆叉は

石単位のものにでも製材i亡劃 しては過大の視があったのであるから . rメ ート Jレ」法の車位を

採用するに首りでは . 製材に釘しては立方「デシメ ート Jレ」を以て単位とすることを得るとせ

ば便宜であるo
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参考のため世界の主要因l亡於て使用‘古られてをる木材の材積単位を比較すれば

(C丸太及制材) 150立方吠

P白terograd standar� 1 (!J建 材) 165立方吠

~ad 50立方択

楽園、 スカ Vヂ 4、ピヤ諸国にて使用

英図、スカ γゲ 4、ピ十諸閣にて使用

英国を中心と して使用

|致初|大陸にて使用Fest meter 1立 }f'l メ ー トノレ」

Board measure foot 
柄11央、厚1n，J-
長1吹 (0.0833立1) 吹)

E532HJ(83.33立方的

米圏、カ1\奈陀にて佼m

米圏、力 1 1奈陀にて建他業他

の揚合の寧位と して使用

1,000 Board O1easure feet 

石

石
百

10立};)て

1 ，00011:1f尺

日本 t亡てイ吏用

日本にて大量取号 |の際建値. 運賃等の単位

として使用

尺〆
(13立方尺、 14\

12立方尺 l立方尺等あり) 日本にて使用

才 1間才 60立方寸(説話山) " 

2駒 山立方寸 (23恕許) " 
馬 3.5立方尺 " 

与KIL外国の材詰単位と我~jの車位石及才との比較針j照を試みれば衣の如くなる 。
石 1 ，271ヰ. r877 

Peterograd standard (150立方吹 15.26252 
165立方吠 16.78826 1,399.022 

Load 50立方吹 5.0875 423.958 

Fest meter 1立};・メート Jレ 3.5937 299.475 

Board measure foot 0.0833立方吠 0.0084793 0.7066 

1,000 Board measure feet 83.33立)) 吹 8.47931 70゚.fi09 

備考 1 ïメートル」 は 3.3 尺 、 ー吹は 1尺0058 、 1 才は 120 立方寸として計算す

以上により明なるが如く世界主要因を遁じ材積皐位には大小程キの別があり.英国.スカ γ

主主互主j靖国 fC:使用するも の最も大きい欧百十!大陸のもの之 IC:;?，くぎ.米園及加奈陀Kて使!日す

る「ボー Jレ rJ 択は最・も 小にして恰も我国の才に匹敵する口

第二類 材積以外の単位の統一

材積以外の単位:としては前述の如く坪叉は問.束、 T. 本，枚.jJf等の種類を存するが.坪

叉は聞と来とは互陀!なm関係を有し同一概念l亡基く揚合が多く叉. T. 本.枚.百等によるも

のも結束を行ふものが多いのであるカ、ら.東の入教を正確に規定し且つ統ーを行ふたならば坪

叉は聞の早位を腔するも何等支障を生じたいのである.府は一局部に行はるl.tc:過ぎや且つ束

と同意義に属するものであるから之を止め.本. T. 枚は何れも個と同一意義を有するから木

材の形盟より観察して本及枚の二極陀限定するが安常であるo

チくに数量車位と材研との関係を或程度統制し置くことも便利である。 gpち
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1. 材積の寧位は素材.製材を遇じ立方「メート JレJ (mりとす.但し製材に在 りては立方「デ

シメ ート ルJ (dmりを以て単位とすることを得

2. 木材の取引には小丸太.1:剖寸丸太.小ftJ及大割は本、 板は枚又は束. '1、制は本叉は束を以て

_ffi1立とすることを千尋

第三項 束の入数

束を木材取引上の単位とするに付ては束の入教を正確に規定しなければ友らぬ.而して束の

入教は材極陀より叉寸法によりて常然多少宛異なるべきものであるが，現時の~11\態は極めて不

規則にして混鼠を呈してを る。

先以て結束の入敢に付て地方及材程による現欣を調布し.之より一定の基準を見出し，之を

参考として遁賞の統一入教を決定することにする。

第一目 束の入教の現iV~

第一類 材種による入数の大綱

挽材の結束入数は材種によ り 夫々特徴を有するから.之を四分板類.凶分板以外の板類， 板

割， 賞及其他の五種に大別 して述べるのが便利である口

第一四分板類

四分板類には厚 1 分 7-8 毘より 2 分 7-8 ，@.位に達するものあるも之等は総て|略同様の取扱

に主主つてをる.四分板の入教は隔 1 尺のものが標準とゑり.其延11I高と 同一叉は之K近き ものと

たる様各幅の入教を定むるのである.市して隔によりでは尺隔もの L 延幅と全く一致せや過不

足友主将すことがあるが此揚合の入数は地方により前々である白ままでは標準たる尺隔の入教に付

て比較し尺幅と他の隔との関係は後段に譲る口

束の入教を示すに枚数を以てする揚合と，延隔或は之により計算せる坪教を以てする揚合と

があ る .而して坪にて示す揚合K材長 6 尺ものと . 6 尺 3 寸ものとは同一入数 (枚数)とすれ

ば正確に計算して:t;qi.教を異にする諜であるが. 入数の揚合の坪:数肱tに亡て lは，ま主雨者を同一と看{倣故す↑

習でで.ある白

四分板の長 6 尺及 6 尺 3 寸ものを通じ 1 尺隔の標準入敢に付き各地に行はる L ものを示せぽ

入 数 市揚数 百分率

4 坪入 (24 枚入叉は延|隔 24 尺入〉 2 1.9% 

3 坪 3 入 (20 枚入叉は延幅 20 尺入〉 5 4.6% 

3 坪入 (18 枚入又は延幅 18 尺入) G 5.6% 

2 坪 5 入 (15 枚入叉は延幅 15 尺入〉 19 17.5% 

2 坪 16 入 (13 枚入叉は延隔 13 尺入〉 4 3.7% 

2 坪入 (12 枚入叉は延幅 12 尺入〉 55 50.9% 

1 坪 66 入 (10 枚入又は延隅 10 尺入) 1 1.0% 



第 四 章 木 材規絡の 統

1 坪 5 入 C Ð 枚入又は延隔 9 尺入)

1 坪入 C G 枚入叉は延幅 6 尺入)

計

1

5

8
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i
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1
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1.0% 

13.8% 

100% 

印ち 9 種類を有ーするが.此内約牛数強を l片むるものは 2 坪入であって . 遁に下って 2:坪牛入

及 1 坪入が之に火ぎ.其他の入教は何れも極めて僅少である口

樺太にては四分板の 2 間材を存し其入教は 9 枚入と 6 枚入の 2 種がある . 1 間材に換算すれ

ば 9 枚入は 3 坪入 . G 枚入は 2 坪入に相常するのである。

第二 四分板以外の板類

厚 3 分以上.長 1 間材の板を指稿するのであるが.入教と延幅. 坪数との関係は四分板と同

様であ る 。 厚は 3 分以上 1 寸内外に亙り種々の寸法を有するから其入数も厚の大小tと よりて大

差がある.依って厚により 之を分類して入教を示せぽ

数 |厚 3 錯 | 厚 4 分芸 | 同雨前向 |厚叫上I ,.,_ . /J """ I 一 I 9分窪
市場 I""L，-""， ./ I 市場 I =L....*./ I 市場 I =L'-*o/I 市場 I -..::- .r\.. rl-':- ð/I市場|数 |百分率引 数 |百分率引数 |百分率ベ数 |百分率引数 |百分率μ

1 }j~ 入

四

一
一

ω

i

v
y
-

〈
川
町
山
，
、
1
1

、
l

/

、
1

1

、
l

/

\

l
l

'
\
l
J
\

】

/

\
l
J

ノ

1
1
1
J

、1

1

J

\

l
j

は
入
は
入
は
入
は
入は
入
は
入
は
入
は

入
は
入
は
入
は
入
は
入
は
入

U
A尺
χ
尺
又
尺
又
尺
又

尺
又
尺
χ
尺
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尺

文
尺
又
尺
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尺
又
尺
又
尺

入
凶
入
出
入
比
入
路
入
団
入
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入
9

入
S

入
7

入
6

入
5

入
4

入
3

枚
腐
枚
幅
枚
幅
枚
柄
枚
隅
枚
幅
枚
幅
枚
幅
枚
幅
枚
隔
枚
幅
枚
幅
枚
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凶
延
お
延
U
延
日
延
四
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延
9

延
8

延
?
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6
延
5
延
ι
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1
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(
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(
(
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(
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刈
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i
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N
-
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幻
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3
6

6
6

3

崎

i

.
，

v
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4.5 

74.6 

1.5 

11 

1 

3 

1 

181 。
O
K
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υ

1
A

1
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28 

4 

77.81 3 

11.11 3 

-1 2 

8.31 16 

1001 24 

12.5 

12.5 

13 

46 47.9 

。
。

w
a
A

UV

-

)
 

・
:

8

6

引

nh
v
 

1 1.1 

1.5 

100 

12.5 

100 

即ち厚 3 分蓋の ものは約字教は 1.5 坪入であって， 温に下って 2 坪入 、 1 . 66坪入 . 1 坪入が多

い . 厚 4 分蓋・の ものは 1 坪入が約字教を ，'îめ 1.5 坪入は 3 割 4 分. 2 坪入は 1 割 1 分である .厚

5 分.付分蓋のものにては 1 坪入は約 7 割 5 分の多きを，~Î め他は僅少で・あ る. 厚 7.8.9分塞の も

のは 1 ;tlj'.入約 7 割 S 分にて其他のものは僅少である，厚 1 寸以上のものは 0.5 坪入約 6 割 7分

にして 1 坪入及 0.833 坪入は各 1 剖 3 分の割合であるが.厚の大なるに従ひ入数が漸次減少す

る傾向をj鹿取 し得るであらう。

樺太にては厚 3 分. 4 分墓のものにて 2 間材を存し其入数は 6 枚(又は延隔 6 尺入〉である
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が坪教に換算すれば 2 坪不 とたる口

第三板割類

設に云ふ板割類は厚 3 分. 4 分より 1 寸内外陀達するものを包含してをり長は何れも 2 間材

である。

1 Jk 入数

司 (12枚入 1 
5 入L 又は12尺入)

入eo枚入又は )
10尺入

2 坪入( 6宅支えは)
ミ 入( 5枚入又は)

5尺入

( 4枚入又は )
4尺入 j 

l 坪入( 3喰えは)

附坪入( 2宅支えは)
言十

5 45.5 

36.3 

100 iLJJ 

一

A
U
A
U

一

九
υ

一

仏
仏

-

m

d

笠
智
日

匂
一

d
ι
z
w
b
n
v
 

守
よ

2.1 

4.2 1 6.7 

6.4 

14.9 

59.6 14 66.7 9 60.0 

10.6 6 28.6 5 33.3 

100 21 100 15 100 

卸ち 3 分. 4分蓋にては 2 坪入と 1 坪入とは111告同教にして古ìi者の方・幾分多い . 5 分牽にては 1

坪入と 2 坪入とは時間数である . G 分. 7分蓋にては 1 坪入過字数を占め . 5分 5厘墓のものは

1.33 坪入 と 1 坪入とは11洛同様で、大部分を占めてをる 、 8 分. 9 分事及 1 寸以上のものにては 1坪

入が過字数である。

第四 工f ?真

貨類は 2 問材. 1 間牛材及 1 間材の 3 種あるが主主陀は 2 問材を標準と して 入数を示す， 厚及

幅の組合せは種々あるから各別に付て入教を調奈すれば次の通りである。

:出品
1 寸x3寸・ 9分 x 3寸 8分x4 寸 8分 x3 寸 7分x4 寸 7分x 3.J・ 7分 x2.J'
益還 還 主主 夜 E墨 翠

市数場I~率5分特 盟市主場 I 率百分惜 市場| 百分 数市場I 率百分刊 数市場I 百率分世 数市場I 卒百分% 市場l百分率
数卒骨 数 %

12d- 1 50 1 11 11.1 1 4.8 

10 1 10 11 11.1 3 60 10 47.6 

S 1 31 33.3 ‘巴}・ 100 

7 1 10 ー 11 11.1 2 

. 
6 3 50 3 1 50 1 20 

5 5 1 16.6; 1 50 31 33.3 3 

4 1 20 1 4.8 ー

3 1 4.8 -

言「 10 100 6 100
1 

2 100 91 .100 5 100 21 1 100 
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\ぞ1支x払幅明6分X記Z 
6分 x2寸 6分 x hj・ 5分 X 3 寸 5分x 2寸 5分x 1寸 暗x3サ品x2>j'

忍ミ 益還選 蓋 室 主芸

数市場I 百率分悌 市場1 百分 数市場1 :分 市場I 百分 市数場I 百率分唖 車場l 百分 百分率
童文卒持 率拍数率 % 卒持 % 

30枚 1 100 

27 1 1.5 

20 一一
1 100 ー 51 22.7 

16 1 61 26.1 

15 2 2.61 2 11.8 41 18.1 

14 1.5 

13 4.1 61 26.1 1 4.7 

12 1 -1 5 6.8 71 41.2 1 4.4 5 22.7 

10 27 41.5 4 66.71 - -! 36 48.6 71 41.2 81 34.8 7 31.8 

9 4 6.2 5 6.8 

8 91 13.8 11 16.7 91 12.2 1 5.8 

7 10 15.4 81 10.9 

6 12 18.5 3 4.1 

。 1 1.3 1 4.3 

4 1 1.6 
一

1 4.3 

3 1 

百十 65 100 6 100 1 100 1 100 23 100 22 100 

¥1h 来入\数\i!l 4分 xhJ' I 3分 X付 加2寸 3分 xhJ 2分 XHJ格E分I~分以 2>j 2分 x 1寸
益 還 窒 ~

数市揚1百 数市場1百分護E手 主主主

市場 I百分核4 市数場 1百分率拍 市数場 1百分夜M 市数場 I 百分率M 霊 場|百分を

50枚| 1 7.1 

45 

40 3 

30 2 14.3 12 75.0 ー

24 1 6.2 

20 1 100 3 21.4 

15 2 50 3 21.4 

12 1 1 7.2 

10 3 21.4 

1 1 

1 100 4 14 100 16 1 

以上 23 種の内主なる材種に付てス教の多きものを再録すれば

厚 1 寸、 l隔斗寸蓋 5 枚入は牛数を占め 6 枚入は 3 割に常る

1 11.1 

3 33.3 

1 50 5 55.6 

1 50 

100 9 100 
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厚9分、 幅3 寸蓋 6枚入は4主主主. 5 枚. 8 枚. 12 枚入は各約 1 割 7分

" 8 分‘" 3 寸蓋 8 枚及 5 枚入は各 3 割 3 分. 12 枚> 10 枚、 7 枚入比各 1 割 1 分

" 7 分. " 4 寸蓋 10 枚入 lま 6 割

" 7 分. " 3 寸蓋 10枚入は 4 割 7 分. 8 枚及 5 枚入は各 1 剖 4分

" 6 分. " 3 寸基 10 枚入は約 4 割 2 分を I:!:ï め 6 枚、 7 枚， 8 枚入 11国女之 !r: .!l::iぐ

" 6 分.H 2 寸蓋 10 枚入は約 6 割 7分に古る

" 5 分. " 3 寸蓋 10 枚入は 4割 9 分に常る

" 5 分. " 2 寸蓋 10 枚入及 12 枚入は各 4 割 1 分に常る

" 4 分. " 3 寸蓋 10 枚入は 3 割 5 分. 13 枚及 16 枚入は各 2 割 6分に常る

" 4 分. " 2 寸壷 10 枚入は 3 割 2分. 12 枚及 20 枚入は各 2 制 3 分花賞る

" 3 分. " 3 寸蓋 15 枚入は 5 割に常る

" 3 分. " 2 寸墓 10 枚、 15 枚. 20 枚入は各 2 割 1 分を I:!:î む

" 3 分、" 1 寸蓋 30 枚入は 7割 6分を占む

" 2 分. " 1 寸蓋 30 枚入は 5 割、 40枚入は 3 割 2分に首る

第五其 他

小割類.敷居其他前記四材種以外のものを包含せるものであって 2 問材を基準として厚及隔

の各種組合せにより分類して入数を示せば弐の通りである。

其のーのー

:ぜ
〈kDeqeH司問c'l cFo 吋 rF、4 。F。吋 Ov・B4 qF4D EF4-. 。F。-4σF4》 il Ce>q eF吋q eeq q eoq t》司eq4UeD 司

X ﾗ X ! X 
〈koF吋 Ceq Heq 悶e司 σp吋B C@〉司 pe・司4 eeq q ミFD4EF4h・ 0v・04 宅Fo寸 rT、4 。F。4 

市場数 | 百分 lf主 市場数 | 百分九 市場数|百分率同| 市場数 |百分 Z九

5300 枚
25 
20 
18 1 1.6 

16 

7 15 1 1.7 
12 3 4.9 8.3 
10 2 3.3 
9 3 15 19 31.1 1 8.4 

8 2 3.3 4 33.3 
7 一ゐ

6 16 80 27 44.3 4 33.3 
5 

�l ーー

2!4 1 5 6 9.8 16.7 
‘4、' 

計‘ 100 100 61 100 12, 100 

• 
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丈記一一 幅 l ミ-~~~ ~ I~ミ~~~~~~~~ I ~口 221 同冨吉E百吉宮古宮百票扇
" X X I X X X 
\ ー |命的司j・白む | 目 叩 由 1 0 二;同 | 。 ぷ

1 亦 "--- 序 .......-1 rl ?""'4 l"'"'i ~ H ""--1 _!三一一円一~I---'=' -
~"~À1Ili~1市場数| 百分率J 市場数 | 百分 ヘ|市捌| 百分率J 市場数 | 百

(ミ| 二二1 411j 
|一 一一 9到I 1臼3.0ω! 
ゴ 一 一寸; 一 叫幻一一-1 一」!3剖I 4.3 

-i _I 91 13.0 
-- -i 21 3.0 

- , 121 17.4 
11.21 41 5.81 
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其のこの二

. ， 〈uKLσ早3CCO3EU、3α0330。。3 c司p4 C問:>~的・4 司σB川C均> CmP Fm吋 . . . . .. .2同'C司24 C問:>，...的~ .匂 ー匂 司 ..σ同， c司コ

ﾗ ﾗ X X 

<kaF4Oeq 市場トF数4 | 百∞分，.....九 咽，..... 時，..... 間v寸 的
市場放 | 百分 E九 市場数 | 百分率刊 市場歎 | 百分率引

5600 枚 . 
40 
36 
32 

30 
25 
24 
21 
20 一

16 
15 
12 
9 1 12.5: 
8 1 12.5 

7 1 10 
6 2 25.0 1 10 1 9.1 1 10 
5 1 10 2 18.1 3 30 
4 4! 40 5 

421670 日a 刷
2 20 

3 3 3 30 3 2 20 
2 1 10 

言十 8 100 100 11 100 

其の三のー

斗{
中~~ . . ・ ・.~~、~ 由e司喧@司 ..... 由@。 寸。~ I ~悶"" ・ ー由'" 。可‘ 。~. .....由F4 。eq 由eミs 也."， . . ... ・由目。寸‘

X I X X X X 
念。，..... .同4 ∞ 0 坦ト 同問的問的申出

市場数| 百分率J場数| 百分率拍時数| 百分ヘ市場数| 百分率%市場数| 百分Eら

150枚 1 2.8 
一

100 9 24.3 

60 2 5.4 

50 12 32.4 

40 2 5.4 

36 1 2.7 

30 9 24.3 

20 1 2.7 

10 42.9 1 100 

8 1 14.2 50.0 2i 28.6 

7 16.6 14.3 

6 3 42.9 33.4 14.2 
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幅 |セg~ .. お~ I ~史認..... .~~ I 民自 一..~~ I o>;:::......~~ I おお ・ー・・ 52 3
x l X I X I X I X I X 
厚 lセ ヨロ l ∞田 | 喧ト 1 ...... c'l ~ 1 

~ I市場数| 百分率勃Jï閥数| 百分率，， 1市場数| 百分九|市場敬| 百分率ポ場数| 百分率%

:引1511 i|て[ - |
内 6j 1刊 7l 川 371 判 1 ) 100 

以上 21 極分類の内主たるものに 1.]" て入童文の多 きも のを ー商

1 ~夜
入数

1
 

2
=ロ

腕 20 分-22 分
厚 19 分-22 分主主 6 枚入は 8 \剥を市む

I! 16 分-19 分~"
6 枚入は 4 制 4 分. 9 枚入は 3 訓 1 分に~i る16 分-18 分館

~ 20 分-25 分 τ守
6 枚入，& 8 枚入は各 3 剖 3 分にí1i\o る16 分ー18 分 注:

~ 1 3 分ー15 分占
9 枚入は 4 剖 7 分を 15 むγ 13 分-16 分 耳

I! 17 -s}-25 ~} 
グ 13 多-15b 翠 6 枚入及 9 枚入は各 4 制 4 分説る

f i; 会二iiZ 謹 20 枚入は 3 告刊分、 12 枚入は 1 制 7 分に蛍る
14 分-25 分官

10 枚入及 12 枚入は各 2 *!J 7 分を内む
'l 10 分-12 分 宜

ν 7 分一10 分譲 25 枚入は 4 制 1 分、 20 枚入及 30 枚入は各 2 剖 2 分に蛍 る
7 分-9 分

711 2二2iZ 室 12 枚入は 2 害IJ 7 分、 16 枚入及 20 枚入は各 1 制 3 分に笛 ろ
I! 10 干ト -20 -s:、
I! 4 益-6 忌選 30 枚入は 3 剖 5 分を占む

35 分-40 分
ρ 19 分-20 分 否 3 枚入は 3 *IJ 7 分. 6 枚入は 2 制 5 分に営る

11 30 ~ト1' -50 玉、，
グ 19 分-20 長室 4 収入は 4 制 、 3 枚入は 3 訓を占む

30 去;;- -40 ノ、
1 蓋 4 枚入は 4 剖 5 分. 3 枚入は 2 割 7 分に 11，"る

γ 14 分-15 分

30 分-40 ι
11 l:l分ー13 弁 護 5 枚入は 3 制、 4 枚入及 3 枚入は各 2 制に滋る

第二類 束の入教の決定基準

結束の入教は上記の如く極めて種類多く且つ複雑であるが.仔細に其内容を検討するに入教

の決定には或基準を有してを ることを知ることが出来る。今其基準と して考へらる L ものを暴

ぐれば.面積.材積又は軍量. 教及組合せ11 等が夫れである。

第一面 松

四分板‘其他の絞類 ， ~.反割等の結束入教は其基準を商肢に置いてをるがも板類は一枚宛使用

する揚合よりも蹟く張り詰・める部分K使用することが多く一束を或面積に遁合する様定むるを

便宜とする痛めで、ある . 只幾何の面積を標準とすべきやは他の要素をも考慮する必要があるの

で、ある口

第二 材積又は重量

挽材の結束は運搬及取扱に使なる様iとする趣旨よりも起ったものであるが、 之が矯めにはー
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東の重量が官会りに軽き t亡失せば不経情となれ之に反して重きに過ぎれば不使とたるから軽重

~J~ lIlfを得ることが肝要である口

木材の重量は樹種により又乾燥の程度によりて差があるから重量にのみ重きを置きて入数を

決定することは埴営でない.別に材店をも考慮しなければならぬ.而して面積を基準とする材

担にては面積の大小を定むる標準として材砧又は重量を汀lふるは遁嘗の方法であるo 叉賞、小

割類其他の材極の如く用途、 71ヲj伏より見て面積の概念のお1きものは束の入教の基準を面積に置

くことは受賞でないから材積叉は重量を標準としなければならぬ口

第三 数及組合せカ・

以上の如く面積、材積叉は重量を要素として入教を定むる揚合に於て単純に計算上の数乞其

催採用するは1Lしカ、らや、材服又は寸法相互の聞に或関係を有する様にi散を排列し記憶に{更す

ることも考へなければならぬ。叉小剖類の如く縦.横陀組合せて結束するものでは正1)・形又は

便利なる長方形に納まる様にし，且つ縦及偵の教の相乗陀等しき教を入数とする ことに注意し

なければならぬ。

結束の入教を決定すべき棋準要素は以上の三種であるが.各材種事寸法を通じ可成一束の基

準を同一叉は同-yc:ì!îきも のとなる様陀之等・の要素を配合するのが最も理惣的である。現時各

地にて行はれてをる主要材担の入敢に十J-き最も蹟く朋ひられて居るものを摘記し前記 3 要素 と

如何なる閥]隣を有するやを検討する。(第 1 表参照)

第 1 表 製材一束詰・標準入数設に其材出及重量

四分板 |厚 3 分芸
以外の |
板類 1 4 分室

4-6分室

7-8-9分霊

10分以上

板告IJ類|厚 5 分室

5.5分室

6-7分牽

:j:::;| 

8-9分割 12.5 1 0.080 

均以上i 削 0.100

••.. 1
A

市
よ
噌
止
噌

i
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官iN 考

1. ~寸経及寸法の欄中長、 厚.幅は標準のものχは アJS ;!tJ して中r.lH 認められるものを採用ぜり 、従っ

て市場に於ける寸法と一致ぜざる L の若干存す。

2. 標準入数は各材怨q耳に最も多告ものを選ぴ過大、、過小に失すると認め Tこものは之を省、 ~1: り。

3. 主要t宣J程の基礎重量

気乾材. 1降節材の試験片比重は次の如し。

スギ 40， t ノキ 46，モミ 48 ， 1. ドマク 41，エグマア 42，アカ"7;)> 52 
市場に於ける出来合製材は気乾材￡り水分多く亥一割合を次の如く仮定す

水分 木賞

書式乾材

市場出来合品

16% 
20% 

100% 
100% 

20 
~D ち市場出来合!日は気乾材 4 りも水分τ6 X100 =25予五大なリ。

又市場材は 1~J節材極めて稀にして多少宛節を有するもの多く節に 4 る霊霊場加は大骨量 5% と 見倣す

を得。依て水分と節とのrMJ係に L り市場材は試験j十 ι り 30 % j脅加するものと見倣すを得。
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以上によりて重要樹絡の市場出来合品の重量 を示-f1: 1 1.'次の如し。

1 立方米蛍 1 立方尺蛍 1 立方尺色"
(kg) (kg) C:員 〉

ス ギ 400x1.3=520 14.47 3.859 

b ノ牛 460 x 1.3 = 598 16.64 4.437 

モ 、 480x1.3=624 17.36 4.629 

トド， ;;>

539 15.01 4.003 
x Y' マ Y 420x1.3=546 15.19 4.051 

アカ， ;;> 520x 1.3=676 18.81 5.016 

不 均 582.8 16.22 4.3215 

5(0 表に付き先づ 1 束常材積を見るに 29 f主の平均は 2.272立方-尺であって.最も材積の大な

るば貫の 3.50 立方・尺.之 IL;::;たぐは四分板以外の板 3.024 立カ-尺、板割及其他に属する 3.0 エcjy

尺である、最小のものは凹分板以外の板に属する 1.5876 立方尺であるが.平均材積K釘する最

大. 最小の差E容は前者 + 54.0%，後者 -301% であって其懸隔は相賞大である。 ::þ(l乙 1 来常重

量に付て見るに材種及樹種により ~tl異があるから.材種に付ては最小、最大及線、平均.樹極に

付ては 5 樹極中最も聴きスギと最も重きアカマツ並に 6 樹在ttの平均に付て比較すれrx

一束材 fl~ 一束 重量 (貰つ 一束重量くkg)
材 fill &..寸法

ギ 1ァカ， ;;>1 五~樹額均 ギ |アカ";;> I ~五F側宅1(立方尺〉 ス

最小
四分板以外の板、長 6 尺 7.963 6.866 22.973 29.863

1 
25.751 

3 寸、厚 4分 2腰 、幅 1 尺

最大
賀、長 12 尺 5 寸、厚 7 分. 17.556 15.138 50.645 65.835 56.770 
。高 4 寸 3 刷。 I 13.507 

29~_ffi卒均 2.27201 8.776 11.396 9.826 32.876 42.736i 36.852 

~n ち概教にて示せば最小の材種にては一束重量は杉にて 6 貫，赤松l亡て 8貫なるい最大の

材極にては杉 13貫.赤松 17貫と怒り.樹置の平均にて最小材麗は約 7賞、最大材種は 15 工t

となる、叉材産の平均にては杉約 8 質問.赤松約 11 質問となり h 樹種、材紐双方より総卒均せる

ものは 10賞となる . 今樹種及材程の純平均の重量 i亡到する最小及最大重量ーの差至容を見るに有íj

者は -18.8%，後者は寸 79.1% であって其懸隅は材種の揚合に比しー居大である 。

以上は全国的に結束入数と材積及重量との関係を見た結果で、あるが.地方的に同一地方i亡於

ける入教と材積との院l係を見る時は失の如くなる 。

来~，

市 場 小の申告来 設大の紡 51ず、に於ける均にf，Jす 均に
! 材穏寸法及入数 |一刺fl't 材程寸法及入数 |ー糊校総卒均る最小結 る最

、 i一束材't't 来の差率来の4

! :並六分板、 9 枚入 1宜.6コP2R0 
中敷居、 4枚入 立方尺 11E方.9尺537 世

i架 川 長6尺 . 厚 3分、腕1尺 長12尺、厚1寸4分.厚 2.352 (-) 17.1 ぞ十3

3寸5ヨ〉
卒割、 3 枚入 正五分板、 9 枚55)-入‘ 

背筋 長6尺1寸、厚1寸1分 2.105 長6尺1寸. 厚 、稿 2.745 2.4280 •) 13.3 (+) 
5庫、幅1尺 1尺

ィ、舞、 100、枚厚2入分 板制、 3枚入
天百包 長6尺3寸 5座、 1.575 長12尺刷、厚6分、備 2.268 1.9439 E-) 19.0 c→ぅ

幅1尺 1尺
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gp ち地，b-的の入数と材積との開係は鹿児島及青森雨市場を除きでは各市揚共最小、最大及平

均の材債との聞に大なる懸隔君主く、千均教を中心として最小最大の聞は(土) 10% 乃至(土〉

25% 内外であって.之を前掲の全閣的に兄?とる平均に比すれば懸隔は著しく短縮せらる L を見

るであらう D

前表に付て一束重量を算定するに 5 樹極の平均重量 (1 立方尺首〉を 4.3:215賞(第 1 表参照)

とすれば最小結束のものは 7.0976 貫.最大 12.43079 主じ栂平均 9.8832 賞となれ企図的l乞見

たる平均と比較すれば最小結束及棉平均は 111告同じい最大結束のものは著しく僅少となる。

第三類 板，板剖類の幅と入教との聞係

Piíi掲の入敢闘係事項は板類及板割類に付ては幅 1 尺のもの.印ら標準隔に劃する入数である

が.此等の材在litL付ては隔の各階級 l亡霊J しでも亦入教を吟味する要がある。

今板.板割類の各隔別入敢に付き最も多く行はれをるものを記せば尖の通りである口

材種 il 価m 多乍k 陥 別 入 数
入数 一一備来

10.J' I 9 寸 1 8 寸 1 7 寸 1 6 寸 I 5 寸 I 4 寸 1 3 寸

~\ ~: l ~:I 四分板 12)ミ入 121 131 151 171 201 241 301 401 55市場中 28市場
51% 

グ グ l~i ~~I ~~i ~~I ~~I ~: I ~~I ~~ I ::市場中 7市易四分板以外申 9 枚 12.7 ~G 
板、厚8分環 9 尺λぺ 仏「i 1100:1l 1 i 11 12 15 18 22 8046市場中 22市場

lY OA1l 1 47.8% グ 91 10! 111 131 151 181 231 301 46市場中 S市場
I! I 6 オJE 17.494 
四分蓋 6 尺入 61 7! 81 91 101 121 151 20! 20市場中 17市場
グ 6 枚 |5分， 6分翠 6 尺入 61 71 81 91 101 121 151 201 50市場中 24市場48% 
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崎別入数

材種 l ? 主 11何 1 9 寸 1 8 寸 1 7 寸 1 6 寸 1 5 寸 1 4 寸 1 3 寸 | 指 考

四7N反以外の 6 枚入 6 201 28市場中 1Z市場
板Jγ 厚7，8，9 分盗 6 Jミ

9 1Z 15 

3 ~.女入
42.5% 

1τJ' 以上 3 Jミ
3 υ 戸 6 S 101 16市場中 3市場

18.8% 

11 f! 9 巴) 4 6 101 16市場中 2市場

杉{ 1~U 3 枚入
3 尺

三町B 4 6 101 58市場中 20市場
34.5% 

f! 1/ 3 電J 4 5 6 10~ 58市場中 7市場

/1 ノY

! 12M 
3 4 5 6 101 58市場中 6市場

11 2 枚入 4! “ 。 2 3 4 9 市場中 4市場
2 尺 44.4% 

隔の階級陀よる入教の餐化は大樫以上の遁りであるが.標準柄 (1尺〕の延帽に劃して他の各

杭の延隔が如何なる関係にあるやを検討すれば

羽 程 | 標準入数

四 ~}

四分 板

四分板 9 枚
以外 の板 i 9 尺

厚 3 分差 i

f! 

Q: L.、 ぜず
U ノ'T ?�: 

U 

4,5, 6 , 7, 8, 9 
分室

ノY

1 寸以上

枚 数

延幅

延 腕

過 不 足

){ 

6.0 

7 

6.3 

9 

6.41 6.31 6.0 

。

3.ol 

。

40 

12.0 

。

40 

12.0 

。

30 

9.0 

。

30 

9.0 

++J 0.21 0 

1Z1 151 20 

6.01 6.01 6.0 

。。

3.01 3 . zl ω 
。
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守

‘ 

材

四分板以
外の板、厚

一寸以上

板制実買

第四主主木材規絡の統一

421準入数

3 枚
3 尺

2 才女
2 尺

417 

10 

3.0 

。

10 

3.0 

。

OIH O. 

2.0 

以上の如く標準備の延幅と全く一致せしめ得る幅と然らぎる幅とを存する.而して其隔の極

類は標準隔の入敢により異なるが.概レ亡 9 寸.8 寸. 7 寸は過不足を生やる隔であり叉揚合に

より 4寸又は G 寸も之に属することがある。而して延幅に過不足を生やる揚合の整理方法は過

或は不足共標準延隔に最も近似する様入教を定むる揚合が多いのであるが.揚合によりでは前

後の数値の数字的関係によりて入教を定むることもある口

第四類 貫.小割類の長と入教との開係

賞及小割類には 2 間材. 1 間宇材及 1 間材の 3 種を存するもの多く其入数も 3者夫々異なる

のであるが、長と入数との関係は幅と入数との関係と全く異なり非常K複雑混爵Lの欣況を呈し

て~る。今貨と小割類に匝分して長と入数との関係を示ぜぽ弐の通りであるD

第一貫

1. 2 問. 1 間半. 1 問材の 3 種共同一入数君主るもの

'2. 2 間. 1 間学. 1 間材の 3種共入教が全く長に比例ぜぬもの

3. 2 間. 1 問材又は 2 間. 1 間牛材の 2 種にして然も入教が全く長に比

例せぬもの

4. 2 間. 1 間叉は 2 間. 1 間牛の 2 種にしτ2 聞と 1 聞は入教が長iζ正

しく反比例するも 2 聞と 1 間半とは 1: 1.5 の比を鋳すもの

5. 2 間. 1 間*. 1 聞の 3 種にして相互に長に正しく反比例するもの

6. 2 間. 1 間~Iニ. 1 聞の内 1 間牟と 1 聞との入教が同一なるもの

10 市揚 (20%)

1 市揚 (2%)

12 市揚 (25，%)

6 市揚 (12%)

4 市揚 (8%)

6 市揚 (12%) .
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6-1. :2 間. 1 間半. 1 聞の内 2 聞と 1 聞とは長に正しく反比例するし

1 間牛のみは比例せぬもの (4 市揚〉

6-2. 2 間. 1 間半. 1 間の内何れ もが比例せぬもの (2市揚〉

7. 2 問. 1 間牛. 1問の内 2 聞と 1 間のみ入教が正しく 反比例するもの 9 市揚(18%)

8. 2 問. 1 間竿. 1 聞の内 2 聞と 1 問主!三のみが入数が 1: 1.5 の比を友すもの2 市場 (4 %) 

計 50 市場 (100%)

第ご 小割類

1. 2 間. 1 品目今. l/};'の 3 極叉は其内の 2極のみ存し且つ同一入1設なる

もの

2. 2 間. 1 間竿. 1 聞の 3 極共入教が全く長陀比例せぬもの

3. 2 聞も 1 間宇叉は 2 問、 1 聞の 2 極にして然も入数が全 く長に比例せ

34 市揚 (40%)

7 市場 (8. :2%)

ぬもの 13 市揚(15.3%)

4. 2 間. 1 問又は 2 間. 1 間牛の 2 極にして 1 聞と 2 聞は入教が長K正

しく反比例するも 2 問 と 1 間半とは 1: 15 の比をなすもの

5. 2 間‘ 1 間竿. 1 聞の 3 極!と して 2 間と 1 聞のみ相互陀長に正しく 反

比例するも 2 聞と 1 問牛と は 1: 1.5 の比をなすもの

6. 2 問. 1 間牛. 1 聞の内 1 問午と 1 聞との入数同一なるもの

6-1. 2 聞 と 1 聞は入数が長に正しく反比例するもの

6-2. 2 聞と 1 問牛は 1: 1.5 の比を友すもの

8 市揚 (9.4，9$)

6 市場 (7.1%)

5 市揚 (5.9%)

(3 市揚〕

(1 市場)

-゚3. 2 間. 1 間半. 1 聞の内何れも入教が長K比例せぬもの (1 市揚〕

7. 2 間. 1 問牛. 1 聞の 内 2 聞 と 1 聞のみ入教が正しく反比例するも の G 市揚 (7.1%)

8. 2 間. 1 間牛. 1 聞の 内 2 聞と 1 間牛は 1: 1 .5 の比をなすもの 2 市揚(:2.3%)

9. 2 問. 1 間牛. 1 問の 内 2 聞と 1 問牛の入数が同ーなるもの 4 市揚 (4.7%)

計 ‘ 85 市場(100%)

長と入童文との関係は 2 間材の入教を標準とし 1 間牛及 1 間材は之十て反比例する様入教を定む

れば均衡を得るのであるが. 前表にて明お;るが如く斯如き根擦に より 入教を定めたろものは極

めて僅少で・ある.向 2 聞と 1 問*の入教は正確に反比例をなすには 1 : 1.333 となるべきもの
ラウユドナユバ戸

であるが此比率にて計・算したる数値を完敢に換算する揚合に 1 : 1.5 の比率とたることもあ

る.従って前表に於て 2 問材と 1 間年材との入教のよじが 1 ・L5となれるものは反比例をなせ

るものと看倣すことが出来る口

第二 目 束の入教の統一

東の入数の統ーを困るには入数の基準と君主るべき.面積.材積. 重量. 数及組合せ 方- 等と

材種との配合を壇賞に行ひ.之等の要素の内或ものは主とし.成ものは副として取扱ひ.可成
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各材在Eを通じて同一又は同ーに近き基準たらしむる様にすることが肝要で、あ る。

(1) j_j訂お

四分板，四分絞以外の板類及板割類等の結束入数は其基準を面積に置くべきものであるが.

先に標準寸法の項i亡述べたるが如く. 1 尺隔は 30 籾i ~ 長は 1.8 米. '2. 7 米或は 3.6 米当事と なっ

たのであるから.棋準入離は隅 30 糎のものに到しては 1'2枚 (3.6 対t) . 9 枚 (2.7 米〕又は 6t文

(1.8 米〉とすれば従来の閥係と同ーとなるのである。其他の入数に付ても同一割合にて増減せ

らるべきものである.而して此等の標準入教の内何れのものを採用すべきやは材極により具な

るが向材積叉は重量をも参考として考慮する要がある。

(2) 材蹟又は重量

小割類.貫等は主として材積叉は重量によりて結束の入教を定め.板類、絞割等も之を参考

と しなければなら友いのであるカ、ら.材積叉は重宝ーは挽材全睦を通じて結束の入数を して同一

叉は同-IZ:近き基準たらしむべき重要友る要素と云ふことが1 l'，.3反る。

t危材結束の重量の基準を幾何とすべきゃを判断するには，他の類似の商品の取扱単位京童ーを

比較するのが便宜で・ある口木茨の現時最も庚く行はる L 重量は 1 怯 4賞乃至 8 貨であって. 10 

1ft及'2-3 貫のものも地)i的に多少存在する，而して木茨怯装の重量は生E菱地又は市揚IL於け

る運搬. 持運上の便否. rfid~み等の関係の外に更に家庭l乞於ける取扱の便否が綜合して考慮せ

られ.i貴重 8:R. 時として 10 1.:'t 1l:定められたるものである. 10 買は干fì重きに過ぎるカ、ら(相次

其跡を断ち符‘来は最重 8 貨と貫工るであらう。

米イ去の軍量は約 16 賞であるが.木表イ去に比して手干しく重量が大である ， う|と依は農村‘に於て

或は都市陀ても主と して倉庫等にて屈強の男によりて取扱はる L ものであって、 家庭ーとは全 く

闘係の無いも のであるカ、ら在して重量が大左るものとは考へられないのである。 鵠材は山元産

地より市揚K出て更に小史商花時じ.最後に需要者の手に移る迄結束の倭移動するものである

から . 米イ去に比すれば移動の径路は多いのである.叉運搬取扱商L暴陀して荷の積卸K際して段

損を生じ易いものであるから、米怯陀比して幾分重量を軽減する要がある。木炭と比較する l亡

日常家庭に於て鵠材を結束の位取扱ふが如きことは無いのであるから.取扱上木茨より も重 く

するも何等の支障を見主主いのである.依って大韓視察と しては木炭と米俵の中間程度が、通常で

あると考へらる L 。

現材結束の主要 10 市鏡花於ける批況設に全国的K見?とる結果に鑑み更に運搬取扱上の使否.

木茨.米依等との聞係等を綜合する時は結束の最小.最大及粉、平均1l:1IHする材積及重量の標準

数値は大韓次の如き程度を埴営と考ふる口

1 来初波及重量! 樹 平重 最 卒 :t.�J 

1 0.07 宜2方.尺ol| 立0方.0来6 
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1 刷及重量 l 樹 種 最 司王 均

来11 霊 1E ll -λJ!'-hー，ギ、リ
貫| キログラ2ム31 1貰ãl キログラム l " “ 

当官ログラ ι

1 6 36 8 30 

10 4 40 

11 日 開J 1?!'!' 35 40
1 

イ席考 本表は 1 束材ーも'tの基準を1.6立方尺、 2.5立方尺、 2.0立方尺の三種に応分し是に到するスギ 、

アカマ Y 及 5 樹穂.zp:均の重f立 (賞〉の概数を示し . íメート JVJ 法 | こよる材:fi'I&重設も正硲なる

換算数にあら?近似自立を揚げれものである。

印ち 1 束材積は最小のものを1.6 立方-尺.最大を 2.5 立方尺. 綿平均を 2.0 立方尺としたの

であるが. 大韓此範園を標準とすれが中町の結束とたるであらう。而して之を重量より見る時

は最も生産多きスギ陀ては最小 6貨.最大 10ft‘平均 8rrとたれ木表依と U1昔同様の重量

である，叉重き樹極に屈するアカマツに付ては最小 8 1'1'. 1最大 13 賞、 平均 10 賞となり米イ去

に比し若干軽き程度である . 5 樹屈を平均したるものでは最小 7 :l.tr. 最大 11 貫.平均 9貫とな

り本茨伎と米俵との中聞に位する様になる.依って材積又は重量に付ては前記の数値を標準と

するのが誼嘗であるo

(3) 数及組合せ方

面積. 材積叉は重量を考慮すると共に数及組合せ方を掛酌する必要あるは前に述べた通りで

あって . 教の前後の排列. 配置或は結束上の便否等を考慮しなければゑらぬ。

以上 3・屈の要素に付て各其標準に、適合する様各出来合品に釘して入数を盟梅すれば主主K来の ・

入数の統一規格が得らる L のである. gpち第 2表の遁りである 。

本表を綜合するに女の如 く 出来合品の 1 来首綿平均.最小及最大の材積及重量は所l掲槙t手数

値と路一致し. 且つ 1 来嘗平均材積及重量陀封する最小及最大の差率は-22.0% 及 +30.7%に

して雨者均街を得.且つ其義率も僅少で・あるから.全般的に視察して標準入教の常を得てをる

こ とを知るであらう。

1 耳〈 重 Q C賞〕
1 JU 材法続尺(立〉 ス ギ | アカ" ~ I 5 働組平均

経L 卒 均 2.015 7.775 10.107 8.715 

t探 当主〉 (2.0) (8) (10) (9) 

最 11、 1.509 7.570 6.526. 

(;f)J'j 可!l) く1.6) (6) (8) 仁7)

最 大 2.639 10.184 13.237 , 11.414-

〈採 Wn (2.5) (10) (13) (11) 
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10吹 4，ム 0.0576001 29.952 38.93$1 33.569 ~' 1 11.881 0.1320 0.330: 4' 2.0700, 7.988: 10.383: 8.953 

1叫11 4!0ω0附
叫 3d10ω.々0叫49叩6S叩o :::お5.ぷs制叫刈1 3お3.5ω与凶-1 2お8.叩4 11.88: 0品18' 0.3叫 4: 1.7854: 6.890, 8.956' 

f .，1白内 I 00 .fl"~ q~ OA0
1 .)1 0...¥1 l' ~:: ~-~:~:l ~-~:.~， ~I ~ ~:~~I ~-:~~j ~-::~I 

リ 0.054648: 28.417 36.942, 31. 84U:, 11.88: 0.15181 0.36;; 3' 1.96391 

12: ::' 0.0596161 山 11 I 1 1 1;iρ0 . 0叩59鈍61泌6' 3況1.0∞0∞o 4ωo.心3泊0ω0， 3叫4.7日44引11 11.8鈍8: 0.1羽51凶品糾i 0.3ω96 3 2.1-1 

11 叫叩0 ωωM叩40ω叫o! 加 8槌88' 4.ω飢刷0仇ω.ユ1ω 34 ω 11 I 1日1.881 0.1 “仰01 附3Jl 3d! 丘幻v471 附8' 1 仰8 9.2 泊
12 叫ω2澗刈0∞州0例1 22.4ω 2叩3 出払別.1川 1 11 制 ω叫 附6! 2 1.5臼郎附8糾l 問1 川7 叩6

3.6必6ペl 叫 1叫引 2 ω州』必凶2幻7問 22.23n; !!泊8.9訓川9引叩11 制2お5叫l 制

3 .61 5.4, 121 2，ヤ千(仏.0附(ﾌ 2但4引 3 m 9 2 m l J 1 吋 0.17821 ω 61 2 1.67701 ω q M O i m l 

1I  I 0.0吋 29.154 …;吋 I 1 I I I 2.0151__7.7751 川 8.715
備考 1.材料に ι り長さは 3.6m lk. 1.8m の附杭を有するものあり本ぷは其多きに従へり

!t 旬準入童文にS. 3 1 }艇の宝主tは街粍に 4 リヨたの知〈定めれリ
1 立つb・米'M 1 立ブf尺1.\'

λ ヤ 52ゆkg 3.859賞
アカマ 9 676 5.016 
5 樹純平均 582.8 4.325 
{スギ、アカマy
毛ミ‘ b ノキ
工 y-... :;I 及トド--T ~ 

3. 出来イト品中編が・定費支侃に i り認J(1滅するものはetìll，幅のもの』みを掲げれリ
.長さ :;.6nl， 2ふn，及1.8m の 3縄類を有寸るものは 3.6m を摂理として鈎げれり

大 :::寸|
3.6 

3.6 

3.6 

3.6 

3.0 

::'0 

3.日

9.848 

0.47~ 

8.39;; 

6.526 
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標準入教は前表の通りであるが.此内板類l乞て幅 30 糎以下 3 糎の階級にて 1:2糎に至る材極

の各隔の入教を如何に定むべきかを攻究するに . 標準帽のものに針する過不足のが;況設に教の

排列等より考慮し;J(の如く定むるを埴常と認むるD

傍J I 30 糎 I 27 糎 I 24 糎 I 21 糎 1-18 糎 1 .5 ;IJi� 枚

13 15 20 24 30 
米;

延幅 3.6 3.51 3.6 3.58 3.6 3.6 3.6 
米 生

遜不足 HO.09i 。 f-) 0.02 。 。 。

9 枚 | 枚数 10 11 13 15 18 22 

主主 幅 2.7 2.64 2.73 2.7 2.55 2.64 

泡不足 0: (-) 0.06 (+)0.03 。 (-)0.15i f-' 0.06 

4 枚 | 枚数 4 4 5 6 7 8 10 

&[幅 1.2 1.08 1.2 1.26 1.26 1.20 1.20 

。 (,-'0.12 。 【刊 0.06 同 0.06 。 。

3 枚 i 枚 数 | 3 3 4' 4 5 6 8 

0.9 0.81 0.96 0.84 0.9 0.90 0.96 

。 (-)0.09 同 0.06 HO.06 。 。 制 0.06

2 枚 | 枚数 | 3 3 4 5 

0.72 0.63 0.54 0.60 0.60 

同 0.12 同 0.03 HO.06 。 。

三大 1'(1地材の長の種類による入数K付て述ぶれば.挽材には長 3.6 米. 2.8 米及 1.8 米の 3 種類

を存するを原則とするものと.主として 1 .8 米又は 3.6 米のみのものと . 1 .8 米と 3.6 米とを併

用 し. 其内何れかに幾分重きを置くものと がある。今長 3.6 米の入教を標準と して 2.8 米及 1.8

米の入教を定むれば衣の如くである。長 3.6 米を基準とせる入教の種類は前表に よりて 50， 40，

35， 30， 25， 20， 18， 15， 12 ， 1 0， 8， 6， 4， 3， 2 の 15 種であるが.之を標準入教として他の長の入教を

査定すれば次の週りであるD

| 長 2.8 米(不ri~~t.;)
長3 昧(殺6~) I 計算上の入数 | 決 定 入

50枚

40 

35 

快

64.25 

51.40 

44.97 

長 1.8 米(入考古F)

枚
100 

80 

70 
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長幻米(入問;:1)
長1.8 米(入考古'~)

計算上の入数 定 入

30 38.55 40 60 

25 32.12 30 50 

20 25.70 25 40 

18 23.13 25 36 

15 19.27 20 30 

12 15.42 15 24 

10 12.85 12 20 

8 10.28 10 16 

6 7.71 8 12 

4 5.12 6 8 

3 3.85 4 6 

2 2.57 3 4 

束の入数は長 3.6 米. 2.8 米及1.8 米を基準としたものを示したが長 3.8 米及 4.0 米材は 3.6

米材tl:， 3.0 米材は 2.8 米材に， 2.0 米及1.9 米材は1.8 米材に準じて取扱ひ. IJ、制の，長 0.9 米及

1.0米材は 3.6 米材の 4 俗を以て其入数とする口以上を綿括し第三節にて規定せる出来合J~， Il.劃

して夫々束の入数を定め之を表示すれば第 3 表の虫Il くである口

第一0節 木材材積計算法

木材の数量を示すに製材は普通本.枚、坪!ixは束等を以てするも時として材積によることが

ある白川l角. 丸太の如きものは之と反主'fll.特f:iJ[の揚合を|徐く外は概して材積を以てするのであ

る.而して製材の材積計算法は簡単で・あるが之に到して一定のカ法を規定して其正確を期する

要がある.メL元 D材積計算法は丸太の形態上の特質により正確定E る材債を簡E江主主る方法により

て測定する計算法を案出することが困難であって、夫が鼠め各種の方法が行はれ今日向其統ー

を見ないのである口

部一項 丸太材積計算法

第一目 丸太材'f)'t計算法の原理

樹幹の形対kは千極1笥態にして到底一定の形献を以て之を律することは出来ぬ.叉樹幹の部分

によりても夫々形i伏を異にし向横断面も正国を f;r..すことは寧ろ稀にして多少宛不整の形献を呈

してをる 、 一本の樹幹より建材した丸太に付ても亦同棋であって其長短によ り 叉建材 し?と樹斡

の部分によりても形献を異にするのである . 従って一定の方式によりて簡単に樹幹又は丸太の

材積を正雌に計算することは殆ん ど不可能と云ふても差支えEい、丸太材~i計算法の困難なる根



! 判長 Ix議 | 寸

寸入 童法文 0.7 x3 0.7 x4 
150 120 

寸入 法数 0.9x3 0.9x4 0.9x5 
120 90 70 

1.8'.0 寸入 法数
ìi,lf. 

寸法 1.1x5 
入数 60 

寸法
入数

寸法
入数

寸法
入数

~ 板
入寸 数法3.61JJ 

寸法
人数

、J' 法
入理主

|寸法

厚
|入数

寸 敬法

.J・ 3去

3.601 

寸入 数法
寸入 数法

板

寸入 数法

114 
、J' 数法|| 1 • 8 x 1 . 8 
入 50

2x2 2x2.4 
入数 40 35 

I-!' 法 2.1x2 2.1 x 2.4 
IJ , 入数 40 35 

寸法 2.4x2.4 
入数 30 

寸法
入盟主

寸法3.6m 入数

人ヂ 法数

寸法
入数

人寸 政法

入、J' j数去

寸法
人数

3.6X101 、J ' 法 3.6x8 3.6x9 
人数 6 4 4 

I軅 、j‘法 4x9 4x10 
入盟主 4 4 

3.6m 寸法
4.6x10 

入数 3 

.J・法
人数

寸法 , 

第 3 表 出来合 口
u日

法 仁厚c田 X 幅c田〉 2え

0.7x12 
30 

0.9x 6 0.9 x12 
60 30 

1.0x12 
22 

1.1x6 1.1 x 12 
50 22 

1.2x 8 1.2x9 1.2x12 
30 30 22 

の

0.7 x15 
24 

0.9x15 
24 

1.0x15 
18 

1.1 x 15 
18 

1.2 x 15 
18 

東 の入 数

人 数

0以 1~I 0.7 x 21 0.7x24 0.7x27 0.7 x 30 
20 17 15 13 12 

0.9x18 0.¥n.21 0.9x24 0.9x27 0.9x30 
20 17 15 13 12 

1.0x 24 1.0x 27 1.0x 30 
151 11 11 10 9 

1.1x18' 1. 1 対 24 1.1 x 24 1.1 x 27 1.1 x30 
15 11 11 10 9 

1.2 x 1811.2 x 24 1.2 x24 1.2x27 1.2 x 30 
15 11 11 10 9 

一一-

1.4 x 9 1.4X12! 1.4X1511.4X1811.4X21I1.4X24 1.4xd 1.4X30 
12 12 10 8 7 6 5 4 4 

1.5x9 1.5x 11 1.5x12 1.5 x 15 1.5 x 18 1.5 x 21 1.5 x 24 1.5 x 27 1.5x30 
12 8 8 6 5 4 4 3 3 

1.7xl1 1.7 x 12 1.7x15 1. 7 x 18 1.7 J< 21 1.7 x24 1.7 x 27 1.7 x30 
8 8 6 5 4 4 3 3 

1.8 x 11 1.8x 12 1.8x15 1.8x 18 1.8;< 21 1.8x 24 1.8 x27 1.8x30 
8 8 6 5 4 4 3 3 

2.0 x 111 2.0 x 12 2.0x151 2.0x18 11 2叶 2.0X2~1 2山
81 8 61 5 ~ ~ m 3 

2.2x12 2.2x15 の.. . の“ v人 18 1 2 . 2“八. ，の“ 1 2.2x24 2.2x27 2.2X30 
8 6 51 4 4 3 3 

2.4x12 2.4.x 15 2.4x18 2.4:<21 2.4 x 24 2.4x27 2.4x 30 
5 4 3 

、 3 2 2 

3X12 3x15 3x18 3:< ' 3x24 3x27 3x30 

備 茸J多

1. Ill*合品の長は主なるも

のを侶言ß"ttるものにして

:J .6mに風するもの込内に

は 2.8m 又は 1.8111 或は

両者を併用するものあり

2. 3.6m を基準とぜる入数

と 2ふn 又は1.8m の入

数との関係は次の如し

長3ん1 長2.8m 長1.8"，

50枚 60枚 100枚

40 50 80 

35 45 70 

30 40 60 

25 30 50 

20 25 40 

18 25 36 

15 20 30 

12 15 24 

10 12 20 

8 10 16 

6 8 12 

4 6 8 

3 4 6 

2 3 4 

5 4 3 3 2 21 3 . 長 3.8皿及4.0米材は3.6田

3・4X15 1 3 ・4x18' 3.4 < 3.4 x 12 3.4x24 3.4x27 3.4x30 材に、 3.0米材は 2.8田材
5 4 3 3 2 4。凶

に . 2.0 米及1.9 米材は

3.6 x 12; 3.6 x 15 3.6 x 18 3.6:< .1 , 3.6 x 24 3.6x27 3.6x30 1.8 米材に準t::， /J、制材
4 3 “ 。 “ の 1 1 

の長 0.9 米及1.0 米材は

4x12 4x27 4x30 3.6 米材の 4 倍を以て夫
3 1 1 

々共入数 と す
4.6x 27 4.6x30 

21 21 21 1 1 1 

5 x 151 5 x 181 5κ21 1 5x24 5x27 5x30 
2; 21 11 1 1 1 

ー

、 . 
2.1 x2.6 

30 

2.4 x 2.6 2.4x3 2.4 x 3.4 2.4x 3.6 
25 20 20 18 

2.6x2.6 2.6x3 2.6x3.4 2.6x3.6 , 

25 20 18 18 

3x3 3x3.4 3x3.6 
18 15 15 

3.6x3.6 3.6x4 . 
12 12 

4.6x4.6 
8 

~x5 
6 

5.4x5.4 
4 

4xll 
4 

4.6x 11 4.6x12 
3 3 

5xll 5x12 
3 2 

5.4x11-E5.4x12O1 l 
、'p 

一 一
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本の理由は設に千了ーするのである。

期如く丸太の材七日計算法は正確にして且つ測定が簡単容易で、あるとのこの僚件を具備するこ

とが要求ぜらる L ので・あるが.全〈正反到のt条件を併有することは極めて1至難であるから.古今

東西を通 じて各種の方法が案出ぜら る L も向未だ i歯切友る統一的方法が決定せぬのである。

樹幹又は丸太の材積測定の方法ILf寸て先以て考慮せられたのは其横断面を正固と仮定した結

であ る . ヨたで幹曲線に付て一種のrli1 m泉を想定し乙l亡よりて数墜上樹幹又は丸太の立鰭積を算定

せんと企園したのである。

樹j~~鵠は樹幹の位置により夫キ異なる が大躍の傾向は元日根部1C5iÏき部分は「ナイ官イド」

臨.中央部は国柱叉は地物線腫.末口尖端部は園錐躍を呈するものと想定するを得る.丸太材

も長丸太は略之l亡近き 71予献を示し普通丸太は樹幹より切断された位置により夫々の形放を呈す

る。

樹j幹叉は丸太の形!lkを以上の如く想定する時は「ナイロイド」 にては其方程式は y~=p必.国

柱を 1寄せる直線の方程式は y'l=p. 拠物税は が=p.'V . 国錐韓は y~=pX2 であって何れも三次以

下のカ

y'!=pxr 01・ 1/=f(心 = α+b:古 +c.t2十 dが

として表はすことが出来るO

以上の如く樹幹叉は丸太の形-JI}\は「ナイロイド」腫、園柱.拠物紘髄及園錐轄の 4種或は其

内の 1 部に麗し吏に各完頂鵠と(吠頂躍の 2 類に匝分せらる L ものと考ふることを得るが，此等

4極 2類の立轄の鵠積計算法を示せばヨえの通りである。

1. 国柱

v= クoxl

v= rxl 

2. 拠物!(Jft盟

(1)完頂髄

v= すgoxl
v= rxl 

(2) i'決頂躍

V=÷(川，， ) xl 
v= rxl 

3 . 困錐鰭

(1)完頂臨

v= 七。xl

v= 会μ

タ0 底面積. 1 長

T 中央断面積. 1 長

go 底面積. 1 長

T 中央断面積. 1 長

タo (底〉面積. g，. 上(底〉面積. 1長

T 中央断面積. 1 長

go 底面積. 1 長

T 中央断面積. 1 長
ー
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(2) ~ï!と頂臨

V=t(go+qqt 十 g，，) xl 

go 下(底)面積. g，叫上(底)面積. l 長

4. rナイロイF"_j臨

(1)完]買値

V= 士goxl
V= 2 rxl 

(2) 依頂臨

go 底 面積. l 長

T 中央断面積. l 長

V= 士{go十 Y扇町+向 +g，， }
go 下(底〕面積. g.. 上(底)面積. l 長

樹J咋叉は丸太の形AAtとして以上 4 種 2類の立悼と同ーたるか.或は商i記諸公式に共通怒る公

式を誘導し得るときは材積の計算は容易にして且つ正確なる結果を得らる L が.樹幹又は丸太

の形j伏は極めて複雑で・あり叉横断面も極今の形放を呈す るから.質積叉は之に近き数値を得且

つ其方法の簡単なる計算法を案出する ことが至難とえE るのであって.古来各国共種々の材積計

算法を採用してをるが何れも一矢一得の識を菟れぬのである。

第二目 駄米諸国K於ける丸太材積計算法

第一類 材積計算法の沿革

往古には木材に劃して今日の如き材積の観念は全く依如してをったが時代の経過と共に燃材

K劃しては重量又は載車量Iとより 或は唐積.束等によりて測定することが行はれて*tc. ~nち

悌蘭西にては 13 世紀の頃より燃材は Corde (今日の 3 stere fl.相官する〉に取引せられ叉

1750 年K は4匹の牛の牽き得る丈けの量を Fudermässigell St品mme と栴して取号!の単位とした。

用材に付て毎木的に許定の行はる~ Ir::至ったのは貴重材の取引に於て其端を護したのである

. が.常初は翠に用途tとよりて分類し或は直径叉は周囲と長にて分類せられた材極に基いて評定

を行ったのである.例へば 1723 年頃 tては 6， 7， 8 指尺の樹と云ふ風に 1 指尺(母指と小指を伸し

た聞の長にて約 21 糎)を単位として周囲を鎖にて測定し叉 1750 年頃には長 30 $chuh 厚 21

Zoll の木材を 21 孔にて費買する等或る長と厚とをーの車位基準としたものである。

其後 18 世紀の育Îi宇に於て初めて容積翠位による評慣が行はる~ tr::至った.然し多くは僻繭

西にて行はれ?と如く質材積(全材積)を評定せ歩して夫より得らるペき利用材積のみが見積ら

れたのである、例へば所謂 n分の l 割引法友る丸太利用材積計算法が其一例である . gnち丸太

の中央の周固と長によりて該丸太により得らるべき 角材積を求めんとするものであって正角材

の 1 挫の大さは

(千)x~開園×士
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にて求むるのであるが n の値は利用法の種類によりて異君主るも 5，6 ，9，10 等とするのが普通

である。

18 世紀の後牛に於て丸太材の宜容i測定にlINする基礎が築力、れた. ~p ち 1765 年ーに調逸にては

Oettelt は樹幹を園部.憧と仮定したーの求杭式を提出し続て 1776 年 Vierenkl巴e は所謂平均直径

法を護表した叉 Krlinitz は 1781 年中央断面i式を提出し 1786 年之に基いて材積表を作った。

1791 {f. M. c1e Septfontaines ば丸太の雨直径を用ひた弐の如き求積式を蛮表したO .

Vド=占 π (山んωk日O附川1子印2

1四9 世紀に入り ナボレオン時代及其後陀起つ7たと木材機官鯵妻革軒!iκ亡主封Jする脅戚』にζ 刺戟せられ特tκ亡1猫萄逸

tκ亡 ては各在極Eの木材々積計算法が攻究せられ7たピt. 今日行はる L 主要の材積計算法は此時代tに亡案出

せられ7たとものでで‘ある O

第二類 各種丸太材積計算法

第一 滴撲に於ける材積計算法

1 Smalian 材積計算法

v=~ (~宮+cl" 2 ¥ =-�-( -u 2-" ) l=i-(go +g,. )l 

本法は 1806 年 Smaliau の護表せるものであって末口及元口の直径叉は断面積を使用して材

・積を計算する公式に して其擦る所は拙物線瞳の理論的求積公式である.市して本式は依頂韓

峨用するのであるが完]頁惜の時は V=tμ となる o
2 Huber 材積計算法

V=そ 釘=〆

本式は 1758 年 A . G. K舖tner vC依って提示せられ爾後藤多の製者によ りて研究せられたが

1825 年 五時巴1・の研究に依って漸く 一般に認めらる~tL至った ものである，中央直径若は中

央断面積を使用して材積を計算する公式で‘あって地物線贈の理論的求積公式で‘ある . 似t頂鰹

にも完頂韓にも臆用し得る 口

3 Hos目白ld 材積計算法

V=士号 (叫+配) l=士(3n+g，， )l

本公式は凶年 Hossfeld の公表せるもので・あって元日より全長のJ仁川目賞する所の直径
(叉は断面積) と末日直径(叉は断面積)とによりて材積を算出する公式である.而して本

式は国錐瞳及描物線韓の理論的求積公式である口

4 Riecke 材積計算法

V=す(ダ 0十 4内，，)
本式は数塁塁上 Newton が導出したものであるが測樹撃上 1849 年に至 1) Riecke が初めて 庭

用したものである.元日. 末日及中央の直径(文は断面積〉を用ひて計算する 公式である .



426 2休業試 験報告 第三十三駁

而して本式は園錐瞳.拠物線開及「ナイロイ fJ 隈の 3 立関に適用し得る理論的求積式て・

ある0

5 自imony 材窃計算法

V=+{2 (何十タトr} l
本式は 1876 年に Simony が護表ぜるもので三女方秤.式より導いたものであるカ、ら国錐蝿.

描物線鴨及「ナイロイドJ n告に泊用し得る。

fi Schi ffel 材政計算法

V =l(0.6Hi + 0.62グt ー O.23Yì， Y'j) 

本式~.ì 1802 年 Schi偽l の護表せるものである。

7 Breymann 材杭計算法

V=士 {Qo+3(丹十干+ q,, )l 

本式は 1865 年 Breymall l1 の護表せるものであって三次1ft平式よ り率いたもので、あるカ、ら困

錐臨.地物税睦及「ナイロイド」慌に油 ffl し得るo

8 匝分材積計算法

丸太の長材の材詰測定にては llili分求目法をmふる 1:/精献なる結果を得るのであるが其法の主

主主るものを掲ぐれば

(1) Smalian 公式臨m

V-l伴子~+タl+Y2+ ・・・・十供 一t} +1,' 

(2) Huber 公式l即日

V =(r1+r2+ ・ ・・ .. . ・ H ・-… +r，， ) l+v' 

第二 僻蘭西及英図に於ける材街計算法

1 五分周材積計算法 (cllbage an cinqui鈩e d鐡uit) 

V=(すrx2l 11 中央周囲
ππ'1ÒJ M ( 1(2 ¥ 

H伽式によれば V=7ad=マF ×21= 〔蕊頂8") x2l と 怒 り .H伽・式の 25， 1328

を 25 fC完約せるものと見ることが出来るカ、ら理論的には Hl.lber 式K比して 1.0053 併の材

訪を奥へるものである。

2 割引なし四分法

縦、 蔚槍等の足揚用材は中央以下の部分丈け削り上牛部はヌL身付叉は素材の!査にて使用する

慣習があったが本法は斯如きもの陀劃して其材積を中央周囲の凹分のーを一超・とする角材の

材結として定めんとするものである。

V=(をyl u 中央周園
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HlIber 式による丸太の賓材積と比較す る に
( 'll \2 、

V4 ¥4) l 
τγ一二 一一一一一一 =ーァ=0，7854
wf阿佐

13Pち丸太質材積の約 8 制 IC~:日賞す る 0

3 六分の一割引法

427 

本法は n分の一割引法印ち中央の周聞を測定し夫より其 η 分のーを減じ 11日分したるものを以

て該丸太より得らるべき角材のー訟と看倣し其白采に長を乗したるものを以て材積とする方

法のーである口 印ち一般に

V= ((ζl 'tl )士 Vl
Kて示さるべきものに於て n=B とした揚合の も のであって次の如く友る。

日一 /51t 1¥2 (51t y 
=\了勺 ) l=¥ ;4 ) 

丸太の貰材îUと比較する時は-:j，くの如く約牛分と怒 る口
lT I 民 、，

一工三 =( 一二一 1 x4π=0.554 VH . ¥ :l4 ,1 

4 五分の一割引法 (ClI hage all cinq lli 色 II 日 dèduit)

古í j法と同じく全部正角材として利川ぜんとする場合Ic JIlひらる L もので n=5 とした揚合の

も のである。

れー / 41t IV /U} = ( ーー × 一一 1 1=( ":;;"' 11
¥ 5 "4/' ¥f5) 

丸太の貰材積と比較する時は約年分にて六分の一割引法より 1'j'j部少となる。

V� 4;r 
一一一 =一一一=0.5027VH -25 

5 Hoppus &; Bllrt 凹分の一周法 (QlIarter-girth measurement) 

V=(すyl
英国陀て利用材結測定K際して j日ふる }J法であるが丸太の宜材積IC比し非常に小と ゑる。

今1-Iuber 式と比較するに

π空;]2 4 , (u¥ 
VH=一- ò21=一一一 ×一一l=!~ ， x 1.~731 

H 4 V'- 42π \ 4 ) 

の如く本式は Hllbel'・式に於け る1.273 を1.01C完約したものに相官するのであ る カ、ら Hllber

式によるものよりも者二しく小と反ることが判明するo

第三 斑米利加に於ける材積計算法

直米利加に於る丸太材積計算法は丸太の貫材積を示すものと利用材積を示すものとに大別吃

らる L 。

甲 賀材;誌を示す材積計算法

米閣に於ける材簡単位は以前 1 立カ・択を用ひたことがあるが丸太の形放は略国柱K等しきも

のと考へらる L カ、ら或大さの園柱容積を以て 1 立方択に代へて之を単位と し各大さの丸太材積
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を此単位IL到する比例敢にて示すこと L たった.従って之を標準丸太材積法とも云ふことが出

来る.市して此法に屈するものは弐の 4種である。

1 Glens Fa¥ls stanc1ard (Dimicks standard, Adirondack mal'ket, Adirondack st乱ndard)

1820 年前後 Sacandaga 河及 Hudson 河流域に於て使用し始めた方法であって末日直径 19

吋長 13 択の丸太の材訪を棋準単位とする，而して本法による丸太材積は棉て末口直径に等

しき直径を有する園柱と看{故してをる口

現時本法による宜材積を利用材積11mち丸太より 製材して さt じたる手IJJ日材積を「ボールド」吠

にて表はしたるものに換算する時には 5 椋準l'fl位は 1，000iボール f_j呪に相常 するものと し

てゐる。

2 Sal'anac Standard 

紐育測にては上記の外にf台本法が行はる~ .標準丸太は末日直径 22 吋長 12 ~尺のものであっ

て.利!日材積の「ボー Jレ j:J 択に換算するには 4標準単位を1，0001-ボー Jレド、」吹とする。

3 Quebec Standard 

本法は Aclir・ondack Standal'd と同時代に祭出せられたもので末日直径 20 吋長 12 吹の丸太

を標準とし 5標準単位が利用材積 1，000 Iボールドj!尺 !L~・目首するものとして換算せらる L 。

4 Blodgett Log Scale 

本法は New Hampshil'e 百十H'Lて公式に認められ米口直径 16 11す長 1 択の園柱の材結を fri位と

し之を Blodg日比 foot と稿する.而して本法では直径は米口で主主〈中央直径を以てし前記 3

法と趣を異陀してをる . 利用材積との換算は最初 100 Blodgett foot を 1 ，000 Iボー Jレド_j~尺に

相常するものと看倣してをったが現今では 115 Blodgett foot を以てすること L なった。

5 Bl'ereton Solid Log Rule 

米固に於ける丸太の貰材積を示す材蹟計算法は従来前記 4極の方法の如き標準丸太材店、法で

あって ~ þ~政務H.&.:'f.l(;園陀て古来慣用せる質材積計算法とは著しく趣を異にせるものである。然

るに近年に至り米国太平洋沿岸地方にて新陀考案せられた Brereton Solid Log Rule は普通

の質材積計算法に属するものであって.利用材積計算法の遍く普及せる米国花於て本法を取

引上に使用するに至ったのは注目に値するo

米図t亡於ける一般的材積計算法は後段に主!!;.J~るが如く手IJJ日材積によるのであるカ、ら其数値は

丸太の質材積よりも著しく僅少で、ある。丸太を借積にする揚合を考ふるに総ての貨物は其容

積陀よりて計算せらるべきものであるカ、ら丸太も亦常然宜材積に依るべきものである。否舶

の立揚より考ふる時は他の貨物と同ーの関係よりして居積の昼間を見込み直径の自乗法によ

P て求積し?とる材積を以τ丸太の材積と看倣すぺきものであると云ふ事が出来る . 別項我図

の材積単位五材積計算法の滑草花就て地ぺ?とるが虫日く、我園の最初の丸太材臨十3触は舶積

![関聯して考案せられ直径の自乗法を採用し 300 年前或は其以前に於て既K此問題を解決し
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?とのであるむ

米国に於けるが如く丸太の材積を利用材積によりて計算する所に於て舶積の揚合に直に此数

値』とよりて丸太の積載量を算定する時は其聞に著しき懸隔を生やるのは首然である口

大正 8-9 年頃より米図太平洋沿岸諸港より我国に劃して米杉丸太の積出俄に増加したが.

其常時迄は舶舶業者は丸太の利用材積の質轄を知らす九圏内一般にmひらる L 材積計算法に

よる材詰(即ち利用材積〕にて胎積の契約を行ふてをったが.契約数量の 7-8 割も積込ま

ざる内に議定の胎!援は満され双方の開花粉守を起すことが屡々あった、向丸太の般運賃は材

積によりて計算するのであるから利用材積と質材積との差が大なる程運賃の影響が多いの

である。

丸太の舶積だよる輪移出の激増と運賃の高騰とにより汽結合祉にでも在来の利用材積により

て丸太の積込及運賃の契約を結ぶことの著しく不利なるを費九 1918 年に至り先づ米園般

舶院は丸太の舶積の揚合に於ける材積計算法を定めたが平均中央直径自乗法 (Squal'e of the 

mean diam巴ter rule) と稿し弐の如き公式を}日ひ?とロ

V ー (中央直径吋) gx長吹 x12日J
r B.M - 144 

然るに本法により計算したる丸太の材積は賓材積K比し約 27%過大の結果を来し.従来と

全く正反tlHI亡舶舎祉に到して過大の利益を麗らすものであることが判明 L. 丸太職移出業者

の反封を受けたが、 其結果として B巴rnal'd Bl'ereωn は弐の如き方法を祭出 し之を Brereton

Solid Log Rule と稿して護表し?と。

VB.M = (末口平均直径吋士元日平均直径吋) xO.78日×長沢712

乙 利用材積を示す材積計算法

亜米利加に於て蹟 く 一般に行はる L 丸太の材積計算法は他の諸問と著しく趣を異に L. 丸太

より製材して得らるべき製材の材簡を「ボー Jレ FJ 択にて示し之を丸太の材積とする方法であ

る . ~nち丸太の宜材積でなく利用材積を現はすものでLある。

現時亙米利力I1 IC は地方・的に異りたる多数の材積計算法が行はれてをるが. 之を計算法の誘導

方法によ り て分類すれば大要弐の通りである。

(1) 数撃的公式によるもの (Fomula Rules) 

丸太の直径及長により 利用材積を Dヨ xl 式 (D は末日直径. l は長)に より て求めんと す

るものであって，鋸の加減、 脊板其他の歩減を見込み之を直径の数値に関聯ぜしめて主主式を作

D

l
 

る
叫
あ

R

で
日のザ

も

D

宮
』

ふ
r
'つ
1

本法は最も古くより米国の東部及南部諸洲に普及し.特にア ー カンサス世H2UIl奈陀の主三主

クオ測にては公用に供せられ叉 1914 年迄はルイジアーナ洲の公式計算法であった。
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~_ / D-4 ¥2 l 
V B.M =一・ ー一一一一一一ー ! λ~ー'.1<." -¥ 4 /ハ 12

D 末日直径 nJ. l 長 '!R

1 
帥ち末口直控より其大小に拘ら示、常に 4 H寸を減じ其7を 自乗し之に長を乗じ 1 '2 1亡て 除 して

材積(ボー Jレド吠)を求むるのである.而して直径よ り 411寸を減歩るは脊板. 耳摺.鋸屑等

による歩減を見込み?とるものである口

本法は叉 Conneticut River Rule, St. Croix Rule, Thurber Rule, l¥1oore & Beeman Rule 

叉は Scribller Rule 等とも稿せら る~ .而して Scribner Rule と稲ぜらる L のは Scribne l" s

Luml町 & Log Book f;r_る著書に本材'fi~表が記録されあるが昂め斯く誤稿せられたのであ

au 
l
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本法は 1902 年以来英領 コロンピヤ 百十1ft:て公式に探mせら れたも のである.最初は固法

(Di品gram methofちにより作製せられたものであるが，後数率的公式によることに費更せら

れた。

VB.ßl= (lー去) x 0.7854(D-1明会
π(D-1.5)2 ,_ l =0.727 .. \.~ ~'V/ x ー一一

12 

D 末口平均直径 111' ， l 長択

印ち長 40 択以下のも のに釘しては米口の平均直径より 1 .5 J叶を減じ其の自采 Ir. 07854 を乗

じ更に去を減じ之を山て除し長(吠〉を乗じて材積(ボーバ択〉を求むるのである口
而して長 40 択を超ふるものは、其長の￡ド分に到しては、末日の平均直径を長の延長 10 吹毎

It: 1 吋宛の歩増をなし上越の如き計算を行ふ。

3 International Rule 

本法は 1906 年 Dr. Judson F. Clark が考案したものであって珍製材It: f宇ふ脊板、主f摺.鋸

屑等の歩械の外』て木材の牧縮. 普通の rlù等に基く歩減をも考慮に入れたものである。

1 
Dr. Clark は最近の欄の錨身アサリはτ吋と見るが油首で・あり叉牧縮は占聞で・あ

るカ、ら.之等の歩減を見込みて末口直径 J)'fJ.. る丸太よ り得らるべき残留の製材は O，842x

O.7854xDJニO.66D2 である.脊板及普通の曲によりて生やる歩減は 2.12xD It:相賞するか

ら結局 D 直径の丸太より得らるべき利用材積は

九.M = (0 6゚ D2_2.12D) x土
12 

丸太の細 り(又はれ〉を調節するため丸太の長を 4択毎同分し 4 択毎時口直径がす
H寸増加するものと看倣してをるo

4 吠毎の材積は • 
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VB ,M =(0.6ω-2印〉会=(0.22D1-0.71D) 

間年目り Dr じlark は松式を若干修正した、鋸身アサリをす吋とぜるものをt

"~'と嬰更した L め約 9.5%のil7引を行ふ要があり失の知く公式を改めた。

VB ,M = (0.22D'-071D) xO.905 

本法は 1930 年紐育洲に於て公式計算法として採!日せられた。

(2) 固法によるもの (Diag l'am Rules) 

国法によるものは丸太の末日断面形を固形と看倣し之 t<: f・J' て誼守の製材木取園を描き史に鉛

屑. 脊板等の挽減を想定して利 '11材誌を定むる方法であるD

1 Scribn巴r Log Rule 

本材積計算法は米国IC て最も古き jJ法のーであっても既に 1846 年頃に護表せられ爾来米間

各地に債く普及してをる、 ミネソ夕、ウイスコンシン.ウエスハヴアージニア、オレゴン、

7 -1~'士・主三竺諸;'ì9Hにては公式に!日ひられ叉刻l奈陀内務行山林J;jIとても之を採用してを

る。

1 
本国式は製材の)字を 1 吋. 1干;減を -4-n~ーとして木取闘をi-lIî き利!日材杭を計算したもので丸太

の絢H り.曲り等に付ては全く考慮が櫛はれてない。

本材積表は最初 Scribner's Lumbel' &. Log Book 1<:掲載せられたが其後同書にては之を Doyle

Rule と取替へた . 之が鼠め既ffiの如く Doyle Rule を Scribner Rul白と誤稿せらる~ 1<:至っ

たのである、依って現時では作週に此の Scribnel' Rul自主Old f3cribner Rule と稲し 1，\1別を

属してをる。

2 Scribner Decimal C Log Rule 

本法は米国山林局 (Forest Service) IC て採用せられてをるものであって根本は Scribner Log 

Rule と同一である .只材杭表の数字に切拾，切上を行ふの相異のみである。例之 173 íボー Jレ

ド」択となるべきものを表陀て 17 と記載し其材積を 170 r火と計~/.し叉 217 吠のものは 2! と

記載し其材積を 270 択とするものである。

3 SpaulJing Log Rule 

本法は 1868 年 N. W. Spaulding Iとより作られ 1878 年旦リ 7 :寸竺三Z 洲にて公式採!日せら

れたものである. California Rule とも稿せられ現時カ11洲を初め主三三主主主斗とこ二

夕、ネパタ諸ì'1H IL行はる L 。

11 
本表は直径 10 吋乃至 961'~'. 長 12 吠乃至 24 吹の丸ぶIcHき製材の!字 1 n~'. 鋸ii成 32 n寸とし

て計算し更に製材工場に於ける質般教によりて之を修正したものである.本法にては丸太の

細りは考慮してたい。

..f Main Log Rul巴
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本法は Holland Rule 叉は Ba時01' Rule とも稽せられ.ニューイングランド洲北部正三三

ン洲に於て主として使用せらる.而して厚 1 吋の板を製材し最小の隔を G 吋と限定し鋸減を

士吋として国土計算問ぜるもの吋る。
5 New Brunswick Log R111e 

本法はニュープランスウイツク洲の公式材積法であって厚 11"J・の板を基準と して計算したも

のであるo

(3 ) 製材ヱ揚の質験結果によるもの

製材工揚にて各種の丸太を製材し其質際の結果によりて利用材積を計算するカ法である。

1 l¥IIa�achl1setts Log Rule 

本法は製材工揚の質験結果に基き作材し?とる唯一の材積表であって丸太 1000 本に付き貰際

に製材した結果を纏めたものである。

(4) 各種の方法を併用調節したるもの

各材積表は夫々特徴を有するから其内のーこを誼嘗に組合せて新なる材程読を作製せるもの

である。

1 Doyle Scribner 工心g Rule 

Doy le Log Rule と Scribner Log Rul日とを組合ぜたるもので直径 27 吋以下のものは

Doy le Rule. 28吋以上のものは Scribne1' Rule t-cよりて調製せるもので、ある . 本法は主と し

て硬木の材積計算に利用ぜられ米図硬木製材業者組合の公認材積表である 口

2 Scribner Doyle Log Rule 

前法と 反主}の方・法にて調製したもで、ある。

第三自 我囲に於ける丸太材積計算法

第一類 丸太材積計算法の沿革

我園 t亡於ける丸太材積計算法K聞する最も古き記録は先に木材材積車位の沿革の項t亡記した

る八戸蒋山林制度(元践 l6 年 7 月〕であって.常時丸太の 2 問(長 1 丈 3 尺)米口差渡 5寸も
尺

の L 材債を 4斗 6 3+4 合としてをるが l 問 1 寸太りとすれば中央直径は G 寸となるから (0.6x
尺尺尺

0.6 x 13.0=0.468 , 4 斗 6 升 4 合は 4斗 6 7" 1・ 8 合の誤記であ らう〉中央直径自乗法を用ひてをっ

たことが判明するのである。

末日直径と中央又は元口の直径との関係は必やしも常に 1 間 1 寸太りと定められてをったの

ではないが.斯の如き観念を存してをったことは記録により明である，而して材積計算法とし

て直径自乗法を用ふる にあた り でも中央直径の外末日直径をも川ひた ことも推測ぜらる L 。

日本ヰ1d削史資料「弘前藩」の内.享保四年日記によれば

「蟹同町勘右衛門申立候者家作仕度奉存候に付入用材木左の逝申出候

三十本 槍ー丈丸太柱 但木口五寸末日凹寸

軍砲、
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二十本 間二間丸太中柱但元口五寸末口四寸

二十四本 同三間丸太桁 但本口七寸末日五寸J

1 聞に付き 1 寸或は 5分太りと見てをるのであるo

丸太の材積計算法として直径自乗法を用ふるに至ったのは船積の関係に基くものと推察せら

る1. 0 既越の如く舶の積量は容積を基準としてを石のであるが.丸太の積込K到して其材債を

測定する揚合には丸太の質材積よりも寧ろ丸太の占領する容積な算定する方より以上其目的に

合致するのであるカ、ら.直径白乗法を用ひ更に中央直径自乗法を笑IH したものと考へらる L 。

丸太の材積計算法Vc固t'í率 0.79 を川ひし記録は飴程後世に属するのであって，文化 9 年中秋

問藩五十日村(現時秋田鯨南秋田郡五城目村)六郎兵衛が盗伐防止の震同地に木材一手賀入所

を設置ぜんことを建議せし書類によれば，其際丸太材を 1 才 4文の割にて買入れんとい元日

7 寸末口 5寸長 3 間の材杭を 84 才と算定したのであるが之は元口 l亡末日を乗じ之氏長(間)及

0.8 を乗じた結果と一致するので、ある.園積率として 0.8 を用ひたことに付ては「但国法 79 と

や通用之よし 8 を川此才 84 才」なる但書によりて明である口

l岐阜鯨高山町富岡豊彦氏蔵本「才己_J(文政頃の著述) tz:よれば

ラ!ミ口物尺〆仕 Hl

一.米口三寸 但長一間

此尺〆 凹厘八毛

是は末日三寸俗し一寸太りをカ11へ.平均三寸五分懸合.七九J吾、長懸二ツ

害1)

右は文政十回年iall林方j、艮立助十郎へ間合候所右の通申聞(民事

日長三間一， 松木堂本 f 一目週三尺廻

右目通を三一六にて割.差渡九寸五分と成、傍しー尺九寸へ一寸太りを加へ二寸細り

を去る.千均九寸を懸合八ーと成る.七九を懸け六三九九と成‘長を懸一九一九と成.

二つ害1)九分六厘 . 

叉山形鯨新庄日Ir~M朝弐郎氏蔵本「iE耳定法古格書抜帳. .K文政頃の著述)によれば

才杭畳

一.杉丸太一本 長十七尋
元日三尺五寸
末口八寸

此才 ご千三百八十六才五分

術日.元日と末日と合て二ツ割、之を掛合.国法じ九に乗し小口の才出

る也.長を来しー丈三尺 IZ:て除之才出る也但し尋は五を乗し丈に直し rn

之

奮藩時代i乙於ける代表的の丸太材積計算法は天保 G 年乙米 3 月幕府にて制定した「待IJ林方尺

〆法」であって、元口又は31ミ口或は目通り直径を測定し之に基き太さを長K. ll鹿じ一定の割合l亡
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て逓減して計算上他端の直径を算定し.雨者を平均して之ft劃する断面積を求め長を乗じて材

積を得るのである.市して直径の増減は 1 間κ付き 1 寸の割合としてをる口

今之を数式にて示せば

元日を測定したる揚合 V= (元日直径+(九日直径一川 2f' X O.79xl

f末日直径十(末日直径~+太り )\2末日を測定したる揚合 v=¥ /1'-. 1-Il8.'IT. -, ¥ /'~1-Il8.1::r: , /"".1 r x 0.7¥) x l 

我図IL於ける丸太材積計算法の沿革は上記の通りであるが.直径自乗法?ま舶積の揚合には却

って寅際lL ì適合すると共に.未だ其常時は木材関係者の聞に質材積に閲する観念を有してをこら

えEカ、った鋳である。 而して其後文化.文政の頃に至り丸太に劃しでも園積率 79 懸の方法を庭

用し質材積計算法を!日ふるに至ってい依然として直径自乗法が行はれ還に今日に及んでをる

のは其方法が極めて便利なるによるのである口

丸太材積計算法に固積率 791援を用ふるに至りしは、記録によれば前記の如く文化交政年間

以降に属するのであるが.我図IL於ける数製蛮遠の歴史より考察する時は文化年間よりも相営

古き時代に行はれたもの L 如く推察せらる!>. 0 

我園に於て数墜上国積率.園周寧等の研究せられたのは極めて古いのであって、元和，寛永

年聞に於て既に割算書、諸勘分物.塵劫記.堅亥鋒.悶蹄算歌等の算術書が出版せられ蹟く一

般に普及せられてをったのであるコ而して著書により若干其数値を異にするが》塵劫記にては

園周率(国廻法)を 316，固積率(国法〉を 0.79 としてをったのである。

塵劫記中谷第二十七F木材費買の事」の項に固法 7.9 の使用例を記述してをるが其二三を例示

すれば

一-. ヌが比 6 唱 r~刷机叫l
何程に成るぞと云ふ時に

吠 ω 〉 之れを廻し札て五寸角川して長さ

⑮岨I+.< \\ヤ内川 ¥ 

• 
法にー丈三尺に国法七九を掛くれば一丈二寸七分と知る L 也

一・丸木。 ~([寝'*
右廻しにして凹角に成しては何寸角ぞ

と云ふ時

、 411 密売特

法に左に一一二五と置きて是れにて右の七寸を割る也

I3D ち何れも丸太の直径又は長と同一径又は長を有しm 然かも丸太と同一材積を右ーする角材に

換算する事例であって、丸太其物の材積計算K関する事例は全く存せぬのであるが、其理由に

付ては (1) 丸太の材積(宜材積) は常時tてありでは却って其内容貰質が不明であるから事丸
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太と同一材積を有する寸法の角材に換算して丸太の貰躍にttJする親念を明確にし木材の費買上

使ならしめんとしたものであるカ、バ 2) 昔時丸太の賓材積を算定する必要を感じなかったので

あるかバ 3) 木材の材簡単位を存し主主かったカ、或は之を知らぎりし矯め丸太の材積数値を示す

ことが出来す九角材と釘!m したものであるカ、(我闇Kては木材の材積車位は一般度量衡法の翠位

の内には規定されてをらぬのが古来の3ill則となってをる、両日記各種の算術書』ては一般度量衡法

の平位に付て各種の計算事例を掲けであって.木材の材積単位陀付ては何等の記載を存し主主い

が. JfJ. ~亡夫れのみよりして常時木材の材積単位を存したカ、つ?と理RI とはたらぬのであるλ(4)

或は角材相互の換算事例(例之三寸f1:Jの二間木四百本ある時.是れを問寸角の二問木に替へて

取る時、山寸角何稗ぞと云ふ時IC. 凹寸I1:J二百二十五本と云ふ.法に三寸を右左に置きて掛く

れば十六と成る.是れにて右の三六を割れば四寸角二百三十五本と知るべし一也等)と同様車に

き):術の練習の意義にて丸太と角材との換算方法を示したのであるカ、種守の揚合が想像ぜらる L

のである。

我図 t亡於ける数製上の智識より考ふる時は既に元和.寛永年間球;は以前に於て丸太の茸材積

を計算する方法は知られてをったのであるが、常時木材関係の者は之に淡交渉であったか或は

其必要を感じ党主力、つ?と矯めであるか，米t::固法 79 をJflひて丸太の宵材{l1を計算することは伐

採利用或は取引上に行はれて居君主力、ったものと考へらる ~o 而して国法 79 を貰際fc J.車用した

時代に関しては文化、文政以前の記録は未だ護見ぜられぬのであるが，前記諸種の算術蓄の出

版せられた寛永年間と文化、文政年間とは賢に 170 年畿の年数を経過してをるのであるから

文化年間より遡りて相首古き時代l亡於て用ひ始められたものと推察せらる~ 0 

我図にて奮藩時代に行ばれた 2 桓の丸太材積計算法と現時民間K於て一般に用ひらる L 材積

計算法とをま1!慣する l亡、最古の)J法たる直径自乗法(中央或は末口直径〉は末口直径自乗法と

な りて現時最も庚く悶内に普及し.中央直径或は元末直径の平均の自乗 79相法は末口直径自

乗79 掛法K饗化し専ら北洋材の材積計算法として用ひられて居るのであるが‘丸太材積計算法

κ閲して欧米より古き歴史を有し叉数翠の智識陀付ても敢て遜色友き我国に於て.材積計算法

lて何等進歩改善の跡を認むるを得なかったのは甚だ遺憾とする所である口

丸太材積計算法の沿革IC ~~lする記述を経るに際し、材積計算法の起源に付き敵剖-1 と日本との

比較を試る i亡、

俳誌i西にては 18 -tlU己の前午には未だ用材の材積を測定する観念を存し注力、ったのである . @P 

ち 1723 年頃には用材に付て笛外三的に直径叉は問固と長にて分類ぜられた材屈に付て取引上の

評定を行ひ， 1750 年頃には或る長と厚とをーの単位としてをったのである.調逸t亡於ても時同

様であるが. 18 世紀の後宇陀於て丸太材の質積測定に到する基礎が築かれた口

印ち 1765 年 Oettelt が樹幹を国錐臆と仮定したーの求積式を提出した以来各種の方法が蛮表

ぜられたのである 、而して 19 世紀に入りてよりは念速陀護展し今日行はる L 主要の材積計算
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法は何れも此時代に案出せられたのである。

我閣に於ける丸太材積計算法の沿革に付て其起源を寛文年間とすれば IJ!昔西暦 1661 年に相首

し，元首主年聞は 1687 年.享保年代は 1715 年頃に該賞するのであるが.既に 17 世紀の後牛に

於て材積計算を行ふてをるのであるから之を欧世HK比較する時は約 100 年を先んじてをるので

ある。中央直径叉は千均直径自乗 79 掛の方法'f: J日ひし時代を文化年間と蝦定する時は 1805 年

に相首し欧洲K於けるものと 111各時代を同ふするのである。

割材(寸甫)は特殊の材極に属するから除外したことは既越の通りであるが.我固に於ける

寸甫の材積計算法の沿革は材積単位(石及尺ん才〉 の沿革に閥聯してをるから教に其大要を

並ぶる。

我聞に於ける寸甫の生産は其起源極めて古く .胎積によりて各地に輸送せられてをったので

あるから.丸太材と閉じく何等かの)J法によ りて材積を計算してをった事は容易に推察するこ

とが出a~ る D

先に材積単位.石の沿革の項にて引用せる原始謹筆風土年表三(寛文 9 年己国)にて寸甫甲 3

寸. �: 6 寸.長 4 尺. 6 ;2ド 1 挺として 320 挺を以て 100 糾と準したるは，首時寸甫の材積計算

法の存したことが窺知せらる.. .而して寸甫叩 3 寸. EI 6 寸の形献を第 1 極とし直径;6寸の丸

太の二ツ割と判定したのは.田名部櫓山御山制書抜(賓暦 12 年 7 月)によれば次の如く

手iJ運上山各1I山入之弐第始末之事

一.寸甫高三寸横六寸取方給固末日差i度六寸のごツ割〆高三寸横六寸目過にてこ尺五分担

す
腕

/
寸
一
杯と記されてをるがためである又第 2 極の形献を

算する時は既述の如く第 1 程は 109 石に.第 2

tc封する差額は僅に 9%乃至 3% であるから首

法を存してをったことが想像せら る.. 0 

向八戸藩史稿(元文三年五月〉によれば

栂寸法

子守ーす"7_ として夫々理論的に材積む十

\一/手加103 石 68 とたり. 100 石
ーを￡

時既に可也進歩した材積計算

-.凹尺 三本にて本木一木

一.四尺 六本にて本木一本:

一、ニ尺 四牛 四本にて本木一本

一，ハ尺 長午 二本にて本木一本

一.大凶尺 一本*tLて本木一本
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右の本木三百二十本にて百石積

とあれ棺寸法は据寸甫のこと L 考へらる L が、寸甫の本木と他の小形寸甫との換算設に本木

と百石との換算より見ても寸市に劃する材積計算法を存してをったことが推知ぜらる L 口

叉要記秘鑑二四(寛政十二年庚巾十一月十八日〉によれば

駒寄改並地榔支出之書

tXjJ極印71'b控認

持jJ定!肱附杉寸甫

すユ丸一

筆者石自に直し三斗六升八合目

御登寸甫左の通り

右の遁tácìJ座候に付寸甫j也初1\術l検印の節右の心得にてfácìJ到j可致事

とあるが、此の寸甫は本木或は之に近きもので長 6 尺であるから木口を扇形として材;積を計算
R. J,-

1.2+0.4凡 石
する時はー~一一x0.8 x 6.0=0.384 と怒り前記石目直しの数値 3 斗 G 升 8 合と比較すれば極

めて僅少の差であるo

以上種々の記録より考察するに，寸甫の材積は相嘗古くより計算せられ其方法も割合に進歩

せるものであって、秋問藩に於て用びられてをった方式と同様のものか或は之に類似のものと

推測せらる L 。

秋田藩に於ける寸甫の材杭計算 ----一一ー---- 法は林取立役常用控(嘉永の
，手ーーー--a..一一三三』

頃編纂〉によれば長は官官 7 尺に/イ\ 一一一ア定められであるから聞の如く
¥ ¥ / 

横断固により皇可竺工 Xc.J の ぷ\ / 式 tとよりて直に才 (7 尺才)数
~ ¥ 

を算出することが出来る。 ¥ 

寸甫には本木. 2 t4土木. 4 牛木 ，トトロ-7 の種類があるが.本木は 72

才、牛木は 36 才. 4 正|三木は 18 才とされてをる、而して其寸法は次の通りである。

本木 2 牛木 4 とド木

弘 12 寸・ 8 寸 G 寸

b 6 寸 4 寸 3 寸

C 8 寸 G 寸 4 寸

~)二類 現行丸太材積計算法

1.末口直径自乗法

V=cl!xl d 末日直径， l 長
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本法は末口直径を自乗し之に長を乗じて材砧を求むるのであるが‘尺〆又は才に 11国I.rtf.せる

定尺の長を有する丸太にては末日直径を自乗して直j亡尺〆又は才1止を求め得らる L のであっ

て，丸太材積計算法中最 も簡単たものである口

本法は既越の如く我図に於て最も古く案出せられた材積計算法であって，数百年来引槙き

行はれて今日に及び現時遍く全閣に玉普及 してをる。末日直径の測定は最短径. 長短雨径の平

均、短径に一定数を加算するもの等地方により其慣習を具にしてをるが 、 其j伏況は検知法の

項に述べ'k遁りである。末日直径自乗法を朋ふる地方を列奉ずれば

青森，岩手.宮城.秋田 1 111 71~ . 幅島.茨城. 栃木、 群馬.千葉. 東京，紳奈川. 新潟.

石11 1. 稲井. III梨.長野. 滋賀.京都. 大阪、兵庫.奈良、和歌111. 鳥取、 島根、 岡山.

蹟島.山口. 徳島 . 香川. 愛媛、高知.師岡. 佐賀. 長崎. 熊本. 大分‘宮崎. 鹿児島 .

沖縄の 40府牒。

2. rliJ尺揚直径自乗法

本法は末日直径自乗法の費形であって.丸太の長 IL!寵じ末日より少しく基部に向って一定

の個所(曲尺揚)に於て直径を測定し其自乗に長を乗じたる も のを材積とする方法である。

木材の流迭に際しメド子L. ト キンを附するものにては来日直径によるを得ないカ、ら曲尺揚を

定めたのである . 現時本法を用ふる地方は;j己のま日き諸螺である白

埼玉、宮山. 1.岐阜.静岡.愛知、三重。

曲尺揚の位置は地方によりて差症があるが名古屋市揚の欣況を示せば、

名 栴 長 f出尺揚 来 率
J~ 

3尺.25 問 材 6.4以下 0.25 

1 問 材 6.5以上 6.50 0.50 

1 丈 4ヰー 10.0 /1 9.75 0.75 

丈 2 キオ 12.0 グ 12.00 0.85 

2 間 ，材 13.5 グ 13.00 1.00 

2 4ヱ 材 17.5 /1 16.25 1.25 

3 品目 』寸 20.5 /1 19.50 1.50 

3 間 4~ 材 24.5 グ 22.75 1.75 

4 間 材 28.0 グ 26.00 2.00 

4 間以上は宵~ 1 聞を 7 尺とし検尺は G 尺 5 寸の割.以上長はメ r孔. トキ ンを除

く口

乗至容は 2 間材を基準としたものであって.材績を算定するに首り長を来十る代りに長

の各定尺に相賞する乗容を乗じて直に尺〆3設を求め得るのである。

3. 末口直径自乗 79 111法
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本法は末日直径自乗法陀比すれば遁に後年 l亡至り案111せられた材積計算法であって、一時

康く全国に行はれたのであるが. 現今は専ら北洋材の材積計算i亡!日ひらる . 樺太及北海道に

ては専ら之を 1日ひ内地にでも市揚l亡よりでは北洋材i亡限り此法を!日ふることがあるo

4. 長丸太の材積計算法

(1) 末日直但白茶法を!塩川せる匝分求砧法

長丸太の材詰計.x;c法はÂミ口直径自乗法をl摩川せる jilG分水政法によるものが普通であって

ßiï く全国的に行lまれてをる 、 市して其匝分のカ

て閥東地カは 1口3 尺 . 関西地プJ・は 14 尺である。

13 尺叉は 14 尺鉱に応分;:R{i'iするに常り其部分の直径を測定する揚合と 、一定の寸法を

来日に加算して之を検知何とする揚合とがある、而してカnt7-の寸法は 13 尺又は 14 尺に 1

寸上りとする揚合が多い。

(2 ) 中央直径白菜法

現時本法を}日ふる地1iは極めて少く‘三重.佐賀、 岡野、下 i亡若干行はる ~ IC 過ぎな

ν、。

(3) 2 問材の材部を悲ìl~ とし長l亡!準じて一定の乗率を規定する 1)・法

米口直径自乗法叉は rlh尺揚直径.自乗法の行はれをる地方にして丸太の長が或る階級によ

りて;増減する定尺を右-する揚合に、 2 間材の材積を基準とし各定尺 IC劃して夫々乗王手を定

め任意の定尺の長の丸太の材杭を算定するに常りて.直何の自乗に長を乗やる代りに乗率

を乗じて直に材t'[ <尺メ数)を 1下出ぜんとするカ法で・ある口

本法は長短a!ての丸木に到して直径自乗法をl臨用せんとするものであって 、 長の定尺を

有する揚合l乙容易に尺メ数を:1;r川ぜんとする一種の便宜法に外主主ら ないのである口

現時本法を川ふる地1)・は埼玉.官 I II 、稲井. 岐阜、 訂、問.愛知， 三重. 兵庫. 岡 111 ， 愛

媛. 佐賀. 官崎の諸鯨である。

長の階級(定尺〉及乗率は地カ-によりて多少宛異友るが大悼式の通 りである。

長の階級(定尺〉 乗率 長の附級(定尺) 乗率

1 問材 0..50 3 間材 1.50 

1 丈 材 0.75 3 間牛材 1.75 

2 問 材 1.00 4 間 材 2.00 

2 1m LJ三村 1.25 

5. 官臨方面にて Jiiひられたる材積計算法

(1) 帝室林野局木骨支日

長 19 尺未満の丸木材は IHI 尺場寸検の直径.の自乗に長を乗じ 、 19 尺以上の 丸太は中央部
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寸拾の直径\7)自乗に固積率を乗じ更に長を乗じて材積を算定する。

19 尺未満のもの V=d2xl, d 曲尺揚直径. l 長

19 尺以上のもの V=?- 82 × J, 

(2) 青森皆林局

現時は政府規程の規格材積計算法によれるも同法地行以前の方法を参考のため裁に記載

B 中央直径， l 長

すること L し?と(以下他の皆林局に付ても同様で・ある〕。

丸太の材積は末日直径に質験上より 得?とる公差至容を力1\算して推定した る中央:直径を求め

之を自乗し之に国積率を乗じ更に長を乗じて求む。

V二千(d十 α)2 xl d末口直径， a (Ì;:差寄り J 長

中央直径と末口直径との公差率は次の如く定めてをるD

丸太の長 公差率 丸太の長 公差率

2 尺-5 尺

6 尺-18 尺

(3) 秋田皆林局

長 15 尺未満の丸太はう!ミ日直径の自乗に長を乗じて材積を求め.長 15 尺以上の丸太は中

央直径の自乗花園積率を乗じ長を乗じて求む。

。 19 尺-27 尺

28 尺以上

寸
寸

円
ム
円
。

1 寸

V=cPxl 長 15 尺未満 d 末日直径. l 長

B 中央直倍、 J 長hf-82ﾗJ 長 15 尺以上

(4) 熊本営林局

長 17 尺 5 寸迄の丸太は末日直僚の自乗に長を乗じ.長 18 尺以 kの丸太は中央直径の自

乗K園積率を乗じ之に長を乗じて材積を求む。

(5) 高知営林局

末口直径に質強上より得たる数値を刻lへて中央直径を算出し、之に園積率を乗じ更に長

を乗じて材積を求む.而して其数値は長毎尺に付き幾何宛として規定するo
す R K R 

v=id+ 0.007 x l)2 X0.7854xl 
= 10 一一一一 長 1 間より 2 間迄の丸太， d 末口直径， l 長

V=_id + 0.006 x l)2 x 0.7854 x l 
- 10 長 2 間キより 4 問迄の丸太， d末日直径， ' t 長

v=Jd+0.0055 xl)2 xO.7854 x l 
= 10 長 4 問牛より 6 間迄の丸太.d末口直径， 1 長

く り林製博士jJJ本和誠氏の材積計算法

山本博士は丸太の材積計算法陀闘する研究の結果を林業試験報告第 25 蹴(大正 14 年 1

月入林業試験業報第 7 '%~及第 11 ~tvc護表せられたが材積計算法にすf機軌を聞いたもので

ある。
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山本博士は 1 聞物. 2 問物. 3 間物及 4 間物の丸太に付き 各種針葉樹 14，91 3 木 . ì関葉樹

912 本民主}して末日直径又は中央直径l乙依る丸太材砧を計算し更に其質材砧軟調査した

が、其結果によるに宜材積と末日直径自乗法の材積と時一致する寸自は

1 

2 

3 

間

間

間

物 (6.R3~7.尺5)にては

物 (1尺3-15尺)にては
物 (19尺-21尺)にては

尺尺

5τ「

9 寸

12 寸-13 寸

4 問 物 (25-28)にては 16 寸ー17 寸

であるが、両íl記の末日直径より小友る大さのものに於ては末日直径自乗法は平均質材積よ

りも小なる結果を示し又吉íj記の米口直径より 大なる太さのものにあ りでは末日直径自乗法

は漸次平均質材積よりも大なる数値を示すものなることを知るを得た。

チくに博士は末口直径l乙釘する丸太の千均質材杭を見るに何れの長のもの tりきてい末日

直径の大怒るに従ひ平均貰材研は漸衣大となれ其開係を闘示せるに一定の愛化をなすが

如く認め t:から.米日直径 d(樋車位〉と平均質材積世(立方米単位)との聞に;j(の関係

式の成立つことを蹄納するを得1t.。

世ニ斗十Bd+Cd! 

但しA ， B， C は丸太の長 t口座じて費十べきもので・あって

Log A= -3.99395860+2.5644 log l 

Log B= -3.80107005+1.7827 log 1 

C= 0.00008263 l 

なる値を有するD

三欠に此等の関係数式を川ひて 0.2 米毎の各種の長の丸太に到す る u と d との関係数式を

求め末日直径を 2糎毎とし各種の長階級に主Jする丸太の平均質材積(立方米.Ëii位〉を算出

し末日直径による丸太材積表を調製したのである口

然る t亡右材債表を有せざる揚合に於ても比較的簡単に末日直径よ り丸太の平均質材積k

:i!îき結果を算出する方法あ らば便利友りとし其カ法を案出した。

長 7 尺. 14 尺. 21 尺、 28 尺の各種針葉樹材料 9，881 本を!日ひて調査 したるに .

長別に末日直径に依り分類したる丸太の平均の中央直径 r(糎単位)と末日直径 d( 糎

単位)との聞に次の如き直線的関係式が成立つことを認むるを得た。

r=A+Bd 

市して A 及 B の常教の内 ベ は丸太の長により蟹化し B vt丸太の長に無関係であって

B=1.0211 

Log A=2.0127十 0.7836 log l 

なる ことを知るを得た口
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長 0.5 米毎の長に付きて求めたる Aの数値を示せば

A の数値(米) 0.006, 0.010, 0.013, 0.017, 0.020, 0.023, 0.026, 0.029, 

0.032, 0.034 

丸太の長(米) 0.5 1.0 1.5 2.0 25 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 

と怠るカ、 ら . 今成丸太1"[付き其米口直径より之に該常する丸太の平均の中央直径を知らん

とすれば、 末日直径l乙 1.02 を乗じ之に其の丸太の長に相賞する A の数値を所l表iこよりて

求めて加算すれば所要の平均中犬直径を求むることが出来る。

話i表の主主fü立は記憶に不便であるから幾分之を改訂して各の差を 11阻序正しくして記憶に使

し?と。

丸太の長(米) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

A の数値(糎) 1.0 1.7 2.3 2.9 3.5 40 45 5.0 5.5 6.0 6.4 6.8 7.2 

A の 逆(本1!Iï) 0.7 0.6 0.6 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 04 0.4 0.4 

印 ら末口直俸を測定して右の如き方法にて直径を求め夫れの自乗に 08 を乗じ更に丸太

の長を来やれば、 末日直径により分類した丸太の平均質材積K近似する数値を得らる L の

であ る。

然して末口直径にカ1\算すべき数値の計算が二度の手数を要し面倒であるから之を簡単に

するため次の如きカ法を採った。

末日直径より丸太の千均中央直俸を求むる方法は白ìl越の如く

! 2 • . ¥ ~ 中央直径
r=A+1.02xd= d+t 一一"d+A J d 末日直径

¥ 100 ~ . ~~ J ﾄ jì:太の長による数値

であるが末口直径の大小、丸太の長短峨じ吠末口阻芭径叫数f値削直叫(寸F戸d+七打リA山t1=司→Zサ)を幻jJl川11
ば直にヌ丸L太の弓平三均中央直密径.を求めらる L こと L 完危E るのでで、あるカか、ら之を 7諌象め計算して置けば

3刻非州|ド附附2吟常同利と怒抗るのである‘依って知直径四毎・長 1 米首:I"[f~J き (τトω= x)
を求めたるに衣表の如き数値を得た。

\米\口直径C丸cm太3の-...._長---- 2 3 4 5 6 7 8 

Cl11 cm CJl] αn CIU αn 

10 1.2 1.9 2.5 3.1 3.7 4.7 5.2 

20 1.4 2.1 2.7 3.3 3.9 4.9 5.4 

30 1.6 2.3 2.9 3.5 4.1 5.6 

40 1.8 2.5 3.1 3.7 4.3 4.8 5.8 

50 2.0 2.7 3.3 3.9 4.5 5.5 6.0 

60 2.2 2.9 3.5 4.1 4.7 6.2 

印ち末口 直径n:fJîi記定?肢をカ11算すれば直に中央直径を得らる L のである。
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(7) 政府規程の木材規;絡による材fi'i計算法

現時丸太の材積計算法として最も庚く使用せらる L ものは所謂米口検知法(米口直径の

自采に長を莱やるもの或は之に更に 0.79 を采やるもの)であって此方法は測定及計算極

めて簡便で・あるが、 之により計算したる材積が貰材結に比し道連あり或直径階に於ては甚

しき杭度に建することあるは.前記山本博士の研究叉守て大日本 111林合に於てが) 1 高木の

丸太に材き調布したる結果等i計数しても明白で・ある。之に反して丸太の中央断面積K長を

采じて得たる材積は寛材積に殆んど近似し理論上も亦是認し得る所であるが . ~Il央直径の

測定は煩fjflとして大量取引に泊せざる憾あ り又揚合によりでは測定の至難なことがあるか

ら . 縦令其材積陀多少の誤差あるも測定及取引上の使に重きを置き米口直径より簡易に中

央直径を算出し得べき方法あらば使怒りとし.工業品規格統一調査舎にては其便法を案出

するに努めた . 然るに偶々農林省林業試験揚に於て山本和競技師は此方法花開し調交研究

を嬬しつ L あったが，大正 11 年 7 月林業試験業報第~7 故、 三たで同第 11 披により概報を護

去し、 吏に大正 14 年 1 月林業試験報告第 25 蹴iとよりて詳細なる研究の結泉を護表した.

其概要は前段IC述べ?と通りであるから之を略するが、 IJJ本技師は末口直筏より丸太の千均

中央直径を求むる方法として

山1.0山十怖い)

ん I 2 , . . \ュ
聞は口直径 10糎毎. 長 1相J亡\ lﾕO d十 A ) を計算しため長及直径の各階級Icl産

じて其数値を異に し計算に手数を要し且つ記憶に頗る不便なる嫌があるカ、ら 、 多少の誤差

を忍び主として計算及記憶に便するため其数値を少くし.日常最も多く取引せらる L 末径

30糎前後のものを標準となしEつ白îi掲の数値に多少の11~正を力11へ更に長も 1 米を 2 米未

満、 2 米を 3米未満. 3 米を 4米米潟、 4 米を 5 米未満、 5 米を G 米未満と改め其数値を左

の如く定めた。

材長 2日1 未満 3m 未満 4m 未満 5m 未満 6m 未満

定数 2.0 :2.fj 3.0 3.5 4.0 

即ち丸太の材監は長 6米未満のものに在りでは検尺符ーに右の定数をカ11へたるもの k 自乗

の 8 割に長を乗じたるものとし.長 6米以上のものに在りでは検尺径の自乗の 8 割κ長を

采じたるものとすること L したのである。

第二項 木材材積計算法の統一

第一日 中Ll伊j及製材の材積計算法

~:lll角及製材の材積は幅及j享の相乗積IC長を乗じて求むるのであるが.之に}日ふる寸法は第三

節に規定ぜる棋士手寸法により叉検知は第八節に規定ぜる1J法によるべきは勿論である. 而 して

丸太の材積計算に用ふる寸法及検知に付ても亦同様で・ある。

第二日 丸太材積計算法 .
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現行木材規絡による丸木材初計算法は níi項に於て述べた如きカ法 lとより誘導せられたのであ

るが、理論上常に寅材杭(教に云ふ質材t'i l土「リーク」氏I~E分求私式に{r{る材主主で・あって最も

質材1ï'f IL:)!Îきものと云はれてゐる〉よりも小なる数f胞を輿ふることが明であり 、 向閉経に於て

も之が立詮ぜられてをる。今期如き結果を招*した!京悶を研究し更に之に付て批判を試みるこ

と L する D

1.現行丸太材t'~表は米口、 rll引ととも夫守の位世に於ける長短雨~~の算術平均値を悲として剥

製せるものであるカ、ら .之~*口(叉は中央〉最短径を検知俸とする揚合t亡、適用せんがため

には、夫れに1討する村i正をたすことが必要である 口

例へば現行材積計算法に於ては長 4米米f摘の丸太の材積は来日検知径に 3. 0 を力11へたるも

の L 自乗の 8 削 lと長を乗じたものになって居る、 gpち検知偲を m 糎とすれば其材結は

v=0.8l(3.0+xY ..，・ H ・ ..……・・・……….. ……・・ ……….....・ H ・ (1)

である.然るに 111本手11蹴氏の研究によれば長 4%二の丸太の材t~は

v=0.8l(2.9+ 1.02x)2 '... .……-…・・…- … …・・ '" 、. ・・…・・ (り

によれ叉長 3米の丸太の材引は

世=0.8l(2.3+1.02x)2 ・・一-… …・……… ……... '0  …・ ・・ ・ ・… ・・ (3)

により奥へらる L ことが知られて居る、然し山本氏の研究は末口平均直径到材積の閥

係を示す式であることを注意せなければたらぬ口

今末口説、艇を z 糎とし. 之に直角なるカ 向の直径を p.'C 極とする時は ・ 雨偲の平均値は
I 1+1) ¥ 明 l亡 (-EL12011 である . Jl:!:関係を(1)式及 (3) 式陀代入する時は

( n" , 1 "0  ( 1 十p ¥_¥ 4m 材にては v=0.8l {2.9+ 1.02 トγ)xJ~ ..................(4) 

3m 材にては戸O引2.:3+ 1 引当ι)X}2 ..................(5) 

と怠る理である、此等の数値は p 及お により異るものであるが.裾及杉丸太の末日に於

ける長短雨倍.の測定の結果より求めたる平均値 p=1.07 (第八Mi第二項参J!引を 111 ひ少しく

形~費へると

(4) 王tは v= 0 8l(2.9+ 0.0557x十ぉ)~ ・ H ・ H ・....……… ・・・・・ (6) 

(5) 式は 世=0.8l(2.3 + O.0557x + 忽)2 ・・・・・…・・・・ …・・・・ー・・・・ (7)

とたる、 (1) 式の常数項は.此等の式の傍線を施したる項に相賞する理である。

此数値は x IL従属して饗イじする値であるが. x=10, 20， ….......…・ ・ 70

にままし計算したる結果は次表の如く反る。

二な之J 10 
I
l
l
-
-
d
叫
J
l

a
-
-

4
t

o
o
 

q
υ
o
a
 

4.0 6.80 

6.20 

20 30 40 50 60 70 

6.241 

5.641 

備考現行規怖によれば 3 米以上 4 米未満の丸太は総て 3.0 を力11 ふることになってをろ。

4 m 

3 m 3.41 
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是に依て見るに (1) 式の常数項 3.0 fC比し何れ も著しく大怒る ことを知る口

今 (6) 式及 (7) 式と(1) 式とより現行丸太材積表の数値に針する差の百分率を求むれば

第 1 固

I().~ 
一一三ヱヱン

;.. 

/0 "品。 3・ 40 �"c 60 7" 
j( c~ 

舟念以 4生L

(ß)ー(1) ,, 1 nf1_ (5.9+2.0557x)(0.0557x-0.1) 
x 100= ー x 100%(1) ，，~-- (3.0十 X)2

_Q)_三(11 × 100=(53+205572〉(00557z-07) × 100%
(1) ，，~~~_ (3.0十 x)2

とたる，試みに x=10，20 ... . ・ H ・ . . 70cm とし此等の百分率を計算する時は ::;}~ft:掲ぐる表及rlll

線固(第 1 園)の如くなる。

10 20 30 
丸太の長\、.._____

40 50 60 70 

4 m 7.15 9.01 9.74 10.13 10.39 10.56 10.90 

3 III -2.19 3.63 5.97 7.23 8.02 8.56 9.24 

是fL1:i~つて翻れば、現行丸太材t't計算法K於て特l亡標準として選定した検知僅 30*居前後の

丸太に於てさへ 6 % -10 %の差を生じてをるのであるカ、ら現行丸太材店去は此黙 l亡関して補

正を考慮せなければならぬ。

2. 現行木材規絡によれば、丸太拾長1 ;径の括約)J法は 1 *1"}1'町立立指数切拾である 、然るに現行丸

太材砧表は 15 分YfL1九 2 分切を司、むるプJ法J (乙より計算した結果を基礎としたものであるか

ら.規絡の規程である端数切拾を考慮iと入れて居らないと云ふことが出来る。

今丸太の末日最小径({旦し折約せざる値とす〉を E 純と し、其宜材店を v 立カ・米とする時

v = α，1) 十 bx+c ...... ...・ H ・・・ ・ H ・ H ・....... .......……… ・………・ (1) 

主主る関係式が成立するものと蝦定する.但し教に a， b, c 等は米口最小径には関係ない丸太

の長によってのみ饗イじする常教とする。然る時は同一長の丸太fcH . 同一検知極階 (例へば
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;t'1ι) fZ::属する多数丸太の材積合計(V fLて表はす〉は (1) 式のおに付 h一日よ りお，， +α- (3

K亙る丸太の材積合計を求むれば良い理である、但し裁に α は括約単位を表はし.。は認

容する分切れの大さを表はす. Qn ち

グ叫 +α- ß

V=.1' (α2・J+bx+c)・… …・ ・ ・・ 0 ・・ H ・ H ・ H ・.，…・'"・ H ・"…・ (2)
x=x" -゚  

ははめられ理である、従って「括約単位5 分、 2 分切を認むる方法」の如く日=与に

相営する括約方法をとるときは ~ x の範囲は Xn -ß より九十占となる。

此値は此階級陀度打ーる丸太の検知控;IL jIllJする本数分配J伏態により異なることは勿論である

が.丸太の本数が極めて多く且つ括約.... j:!.f立が比 l段的小たる時は.此検知径~*内に於ては各検

知径(括約せる値) ，亡釘する本教の分配が一様であると考へ得る (各検知俸のものが一様に

k 本宛あるものとしても同様K詮明出来るから放には簡単のために一本宛であるものとして

議論を進むる〉

(2)式の SUlDmatioll を展開すれば

V=α {x" ~ + (仇 -ò州x" -2�Y+ (x" -3�)2+ 十主Xn叫L 一m

十 〔μz仇?仏川る

十 b{トXn，川る

十 (ωZnい"けz汁+吋ò) +十 (仏z払仇q刊川z

+2rnc 

なる 71ヲと友る 、 但し裁に 5 は我々の識別し得る最小単位を表はし . 2m は丸太の本教を表は

す. 従って ò =合同l賞する理で抗。

上式を簡躍にすれば

γド=αペ{ 217附叫7悶ω

と右た:る 、 従って此階叡の平均材積 (ü IC て表はす)はV+2m であって

一_'" L.2 L (m-1)(2m-1) "' , m�2 l 
1 ・ h 十 r". ~.1 �2+ "2' J +bxn 十 C

或はò=告を代入して

f 刷。 0' 1 11 1 , ¥ 

=αl Xn"十何百一吉EJ十万吉)J +bx叫 +c

11 1 
なる形によりて示さる L 理である・ m が可也大なるときは 8m ，ヲ百予ーは省略して

... r/!. 

v=叫."+bxn +C十セα ・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・ ・ (3)

とたる‘然るに此階級に属する丸太は.何れも h なる検知径を有するものとして記録せら J 

る k のであるから .多数丸太の平均材積を}日ひ検知f零封材積開係式を求むるときは、 (3)式
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の如き開係式が得ら る L 理である。

(3)式の形及各係教は (1) 式の夫れと全く費り怒し只常数項のみが異るのであるが. 二三欠

の項の係数と常数項との開係よし何れか--j)ーを知れば容易に他方を求むることが出来る

のである。

(1)式及。)式を比院するに :5 分単位、 2 分切を認むる方法」の如く.各階級が其階級

1 

個々の丸太の検知控到材積の関係、式い検知控 室J 各階叡の平均材強の関係、式 U刷、日

等しく常数項に僅少なる差を生やるのみであることが判る。斯る問題花開し林業試験揚投

手清野要氏は 「丸太材積計算悶子としての直筏括約に就てJ と題する論文を林業試験業報

第 29 波IC護表してをるが、 一般に統計・撃上或階級を作るときは、業階却の中央値を以て

之を代表せしむるのであるから、階級匝分が特に大ならざる限り括約による差は考慮せら

れない。然るに現行規絡による検知径階は前記の如く 2粗単位、端数切拾によるものであ

るから.各階級を代表する他は、其階級の最小fJli lと たE る様tて作らる L のである.従って此

時l亡は括約による差は可也重要友る問題とたる。

現行木材規格によれば、一検知符階(例へは~ X"糎階)の丸太の検知径(括約せざる他)

は仇糎乃至(仇 +2-ò) 糎の自立をとる理である(但し教に B は我キの識別し得る最小

度盛を示す)従って此階級IC属する丸太の材引合計は(ヨ)式の z につき x=抗力、らX==Xil

+2-0 糎迄合計すれば求めらる ~ (但し式には一般に括約1'11位 α として示してをく入乃ち
九 十 α- ß

V=1.' (αぷ十 bx+c) ・ ・ ・・・………・・ ・・.. . ~・ -………・・ (4) 
x=xη 

(2) 式より (3) 式を誘導したと全く同じ手績により

αb 
v=仏X..2 +(αα+ b)x，ι + c十二ニ十一一 …・…-……... . ・ H ・ . ..(5a)3 . ~ 

或は =仇2+bx" + c + 作品t，J22L十 Eh ---- -……. . ...…・・・ (5b)¥.".""'''1'' I 3 2 

を導くことが出来る、I1lP ち α=2.0 を代入すると きは

Z=αx" 2+ (:z川品川与+b
を得る。本式は之を (1) 式と比較する t亡、 ')1予は同ーなるも一衣項の係数及常数項が著し

く 異ってをる.但し(1) 式及 (5) 式の何れか-j)・が典へらる L ときは容易に他方ーを求む

ることが出来る。

現行丸太材積表の誘導の基礎は 15分単位、 2 分切を認、むるカ法」に より階級を作れ其階

級の中央値と材誌の平均値との関係、式を求めて之を「メ ート Jレ」法i亡換算したるものであ

る 。 従って其式(引l昔 (1)式に相等しいものであって(厳密には 15 分単位> 2 分切を認む

る方法」も僅少主主がら括約の差を生十・ることは前述の遁りである 、且つ之を「メ ート Jレ」法

に換算するに常つては階扱匡分も常然異ら怠ければ友らぬから車陀式中の常教を「メート
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Jレ」 単位に誼臆する様に費へるのみでは理論上米だ充分でLない〉之に依って、木材規格 fê

示さる ~ 2 糎単位端数切拾の検知法に劃する各階級の材結司王諺gfj直 (5) 式に相常ずる値を

得んとするのは明に無理で、あるのを知ることが出来る。

(5b) 式よりの式と (5) 式とのい数値の巻町ち (1)一(め叩亡ー(α仰川十与

+手)である‘従って其差の (1) 式の奥ふる数値に到する百分率は
a'Z，ααb 、

ー(αα仇 十 一」ニー 十一一一)
、一ι3 ' 2 ノ

x100 %. .… .. .r ・ H ・.... .・ H ・.>.…...…(6)

に依って示さる!.. .本式は現行丸太材ß'~表の数値を.端数切拾の考を入れて柿正すべき数

値の現行丸太材積表の数値陀当分する百分率に相常する値を典ふるものであって.丸太の長

(~pち α， b， c 等の丸太長に関係する常数)及括約単位 α に従属する値である口

試に山本氏の研究結果(林業試験報告第 25 披 133 頁参照〕を用ひ 3.8 米材 t亡きIする常数

α=0.0003140 

b=0.001708 

c=0.00311 

裁に α=2.0 を代入するときは (6) 式は

628x" +2127 ~， 
3.14x，~ + 17.08x" 十 3 1. 1 70

となる。

是ft. x=10, 12, 14 ・ a ・..・ ・ 2n を代入し計算したる結果は次表の如くなる(第 2 闘参mO

2 糎単位端数切拾による差の百分率

G京j判母,RF CcD。. 司F吋.4 C。E。3• cコ. σ3・ o・ C.，・ t-・・ .-<・ t、.ー aq・ ~ ~・ ~:・! q t-司・ 1.0 ~ c'l ，コ 。。・ ε、・ にD・ 司~ ~ c'司. 
書llMl証 HHHFH  400 ∞トト由甲山白山崎寸4 申寸4 吋4 司4 目的向的目白

H CF4> eF-q4 司F-44 巴F3寸 0F吋0 <eq> c。守司 司eミ4s CeD司 0eq3 C。。〉 C。。司 寸M‘ 巴00。 αei33 C建司D唱 、eボ司 寸モボ4 色建。刷 α、が3 UC3> Ckf河D 寸UD4 CUOD 白UD3 Cに0コ

之に依って見る K現行丸太材技表は、 61指数切拾の考を入れて居ら泣い震に相官大なる差を

有してゐることが判明する。(Piîi記の質例は現行丸太材積表其僚の常教を用びて居らない.

其基礎となって居る式即ち末口直径に封し直接其材積の関係を表はした式の常数を用ひた

のである。然し此式の数値は現行丸太材結表の奥ふるものよりも梢大怒る数値を示してを

る叉第一項に述べた平均直径及最短径の開係も考慮し居らない.伺って現行丸太材積表は

更に一層大なる差を有する理であることが想像せらる L のである.向上記の例は 3.8 米材

に劃するものであるが同様にして如何なる長さの丸太に就ても誼明することが出来る。〉

参考のために同じく 3.8 米長の丸太に封し 1 糎単位端数切拾の揚合に生十べき差を算出す

る 』亡、 (6) 式に α= 1.0 及前記の常数 a， b, c の値を代入 して



第四章木材'規絡 の 統一 449 

3!4zJ9583"'% 

となる.是R x=lû, 12, 14, .. ‘… - …・・等を代入 し計算するときは次去の如くなる 、 (第 2 園

参照)

1 糎単位端数切拾による :差の百分率

H 

o "司 吋"'" 目， 0 "司 モtt c:o 00 0 ~吋4 ミ0α， 0 "ミミ吋唱色。 αコ o <>'l句~ "'"αコ o
F吋1"""'f r-I r-t ....-1 a-q ~ 目C'l cq Cつ 向 。。目 的可4 司4 吋‘可4 司~ ，司>0 ，品同国"'"

σ、 H 司3円 。ヨ 司ポ F・< 00 ，口 。~ ....σコ土、 σ> Itコ吋唱 。~ "ミI r-i O Ol COOO 止、 t、 E、《。

・・・・・・・-・・ ・r、"" ，且寸4 吋4 吋i ~ ﾇl';) ﾇl';) ，.つ e司 CN C'司@司<>'l <>'l <>'l <>'l "ミr-i r-I r-I .，..吋.... .... r吋

以上数項に亙る考察によれ現行丸太材積表は質材積(放に云ふ寅材積とは「リーク」氏の

式lとより匝分求積した値である)よりも著しく小な る数値を奥ふるものである事が明にせられ

た。従って夫々の有11正を必要とするのである が.是が研究は車K理論にのみ走ら十寅測材料を基

礎として進むべきものである。端主主切拾によ る差を補正する最も簡車怒る一方法としては各階

級の中央値を以て各階放を代表せしむるときは括約によ る差は極めて僅少であると云ふ前述の

理論を臆用する事である、 gp ち現行木材規格による検知径附は前記の如く 2 糎草位端数切拾で

あるから九 =2ncm 階として呼ばる L 理であるが、此階叡の材積計ー算には奥へられたる式(設

にては(1)式に相常する〉にかη 十 1) cm を代入 して算するのである。然るときは(1)式は

v=ω(Xn 十 1)ヨ十 b(x" + l)+c 

7α 
なる形となるカ、ら (5) 式に α= 2 を代入 したるものとの差は僅に 3ー とえE る理である.此差

は検知径の大小に拘はらすコ同一であ る か ら検知径の大とな る に従って相当分的の差は次第に小と

なる理である 口

第 2国括約による差の曲線国

1: ノ '" ~i'塙 j久.tl.l l企
11: ，..{ ，世帯怯鳴か町J?;-

芳ß: "， 止 1昔 (l'i l

五

ノ
百
令
牛 ----------一一一

ーノ，

-!S 

ダ〆 ,'" '" 
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現行丸太材積計Xì~法のjlI!c陥は大陸上認の通りであるが、設に工業品規絡統一調査舎に於て丸

太材積計-算法を決定せし'E時の事情は既越の如く、山本技師の考案せる方法に封して極々の黙

に於て修正を力1\へ?とのみたらす九尚直径の検知法及括約に閲する考慮を訣いてをった痛め還に

如上の結果を招来したものである口

元来丸太材積計算法は其方法が簡単便利であり且つ出来得る丈け質材積に近き正確なる数値

が得らる L のを理想とするのであるが.此二つの傍件を同時に満足せしむ る数式を得るこ とは

容易の業で主主いのである。

従来我聞に於ける丸太材技計-X1-法は.質材積との誤差の程度如何は之を第二次的に考へ. 専

ら質用的に計算の簡草便利たる賄に重きを置き末口直径自乗法或は 79 掛法の如き方法が民 く

行はれてをったのである。

然るに丸太材積計算法に封する観念も漸次饗化を楽 し. 質材杭に近き数値を得らるべき正確

たる )i法を要求する策運が臓成ぜらる~ It:至ったが. 従来の計算法は資材積ft: ~fする誤差が相

常に多く到底斯如き要求を満足せしむることが出来ない.其結果として多少複雑で・あり叉計算

に手数を要するも可成寅材積に近き数値を得らるべき極々の計算法が案出せられた。而して斯

如き趣旨を探用したものは主として官臆方面であるが. 王子素専ら材積表友使用 し計算数式によ

りて直接材積を計算する司王極めて稀である震である。斯如く丸太材積計算荘、に付ては質材積に

劃する誤差よりも其方法の簡便なるを主とするものと.之と全 く反釘の主義を採るものとこ潮

流K別つことが出来るが.其何れも前述の如き丸太材積計~r法の理怨とする貼とは相常K距離

を存するのである。

仰って出来得る丈け此理想に近き もの?とら しめんがltめには丸太材積計算法に封する従来の

思想を訂正することが肝要である。 gpち従来は材積計算法 (数式〉と材積表とを常に同 --IC取

扱ふ概念が極めて強かったので・あるが. 此概念を会〈一掃し計算数式を二種陀匝別し、 其ーは

丸太材積表調製の矯めにf日ひ.他は略算用に供せんとするのである。

此方針IC~tÉふ時は第一極の計算式に付ては専ら貰験式を基とせる理論的方法によりて誘導し

たる合理的の計算数式を考案し之に よりて正確なる材積表を調製し、第二の計算式に付ては専

ら貰用的に簡便なる数式を得るに努め.材積衰を有せざるも之によりて材誌を算定し得るが如

くするのである口市して第二種の計算数式の誘導に付ては簡便主義に重きを置 くと同時に出来

得る丈け質材積との誤差を少なからしむるを得れば理想的である。

斯如〈すれば一般的Kは正確怠る材積衰の調製を期するを符.材積表によらざる揚合 IC於て

も簡便なる数式によりて質材積に近似せる結果を得らる L のであるカ、ら丸太材積計算法の理想

とする貼に著しく接近するを得るであらう。

如上の趣旨によりて現行丸太材積計算法を吟味する時は . 民間↑1{H!の計算法は其数式の簡単

君主 る賠は時理想に近きものであるが.之により計算せる材積は資材積fC~討して誤差が大きく叉
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現行規格の計ー算法は前述の如く質材積に比し著しく小怒る数値を示し.然かも其数式は記憶に

不便且つ手数を要し.何れも古íl記の趣旨に適合せざるものであるから之を以て丸太材積計算法

の統一案とするこ と は受賞で泣い。

林業試験揚にては目下以上の趣旨に則とり丸太材積計算法の研究を嬬しつ L あるが近〈其結

果を殻表し得るこ と を期待してをる。

引 用

1. 測樹拳要論

書目

2. 林業計算製

3 . 測樹墜

吉田正男

鈴木茂失

堀田正治

4. Forest Measul'ement. Belyea 

5. Forest Mensuration. Gl'ave, I-I.S・， New Y ork. 1906. 

6. Manual of For明tl'y ， V 01. III. Schlich, Wm., Londo l1, 1911. 

7. Measurem巴nts of the Cubical Contents of Forest. Ct-ops Chatul'vedi, l¥f.D. London. 

1926. 

8. Lebrbuch d巴r I-Iolzmesskunde. Miiller, U., 3. Au f1, Leipzig, 1923. 

9. Lebrbuch der I-Iolzmessermitteluug. Tiscbendorf, \'fo{., Berlin, 1927. 

第十一節標 示

木材の取引に常りて1ml 々の木材陀封して其内容を一目して判然たらしむる方法を識やる事が

肝要で・ある。取引に際して相手方が一々其内容を吟味することは始んど不可能で、あり叉取引の

固瀦迅速を期することも出来たいのであるカ、ら.木材の内容貰鰭を一目瞭然?とらしむるため必

要なる事項を標示せ怠ければならぬ。而して木材に標示すべき事項に付ては多き程便利で、ある

が限られたる部分K記載するのであるから繁簡宜しきを制し木材の質躍を表はすに必要なる事

項に止めなければたにらぬ. 今標示すべき事項を述ぶれば次の通りであるD

1. 樹種

樹種は生産者，商人は之を熟知せるも需要者の内には樹極K~討する智識の乏しきものが少く

たいのであるから之を標示することが必要で、あるo

2 ロ '5E:
・ 日 日 吋P

品等は木材選揮上重要なる fli象であり叉債格の基準と友るものであるから規格陀よ りて定珍

られたる品等を記載したければならぬ口

3. 寸法

寸法は木材の貰臆を示すに最も重要なる事項であるから標準寸法K準擁して幅. 厚及長を正

確に表示しなければ怒らぬ、尚寸法の標示は他の事項と趣を異にし度量術法と特別の関係を有
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ずるのであるから特陀注意したければ友らぬ。

4. 数量

結束せる製材は其内容を明瞭ならしむるため結束の数量即ち入数を標示する必要がある。

5. 製材者名又は記競

木材は同一樹1主にでも産地によりて工型的性質に差異があ り自ら優劣の別をイ子し叉製材工揚

によりて技術の巧+111があり.イ土課撰別、乾燥等にも精粗、善悪があるから製材者名又は記放を標

示するは生産者に探りでは勿論.商人.需要者にとりではー府其必要を感やるのである。

製材者名又は記就の標示は各組の棋示事項rc針する保詮責任の意義を明にするのである。之

を取引上の見地より観察する時は第一弐の取引には生産者と商人との関係となれ第二次取引

に際しては商人と需要者との閲係とたるのであるが.第二次の場合は標示者と需要者とは直接

の関係を生ぜぬのである。従って若し木材の内容が標示事項と相異せる揚合には需要者1L~':tし

ては爵j人が責任~負ひ生産者は直接の責任を有せないのであるが、斯如き事ーが繰返さる L 時は

生産者は商人に岳j しでは勿論需要者に到しでも信用を失墜し非常なる不利益を招くに至るので

あるロ

製材者名又は記lJLUと表示するに首り産地をも併せて判長日し得るが如き方法を朋ふる時は一暦

数果を懇l:}-得るであらう。

以上は標示すべき事項の最小限度であるが必要に肱じ之以外の事項を棋示するのは芸支ない

のである。

標示すべき事項は前記の通りであるが.木材に到しー個宛之を表示するは甚しき手数を煩は

すのみならす=敢て其必要を認めたいのであって.結束し?とる製材に釘しては結束の表面最も見

易き所Iと明瞭κ記載すればよいのである > t抱角等結束を矯さざるものにありては伺キの製材に

之を標示せ泣ければならぬ口而して素材は縦令標示するも運搬取扱中汚損> ;J~、泊せらる L こと

があるカ、ら原則としては標示を規定したいが事情の許す限り埴常の棋示を行ふことは望ましい

のである。
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第五寧 日米木材規格の比較

附瑞典木材規格

第一節 米固に於ける木材規格の歴史

1764 年 SlYan Alvel'sdon は瑞典ストックホ}L.ムに於て出版せる著書の中K針葉樹材挽材の!日

等匝分の規格を記辿してをるが欧洲に於ける木材規格に閲する記録として最も古きものとせら

れてをる . 首時lL11等をチくの如く 4 極に I~分してをつ?と口

1. Bests 01' clear lumber. 

2. Good or stlect lUlllber. 

3. Common or lUlllbel' contaiuiu2: JlUJlIel'OUS sO¥lnd knots. 
D 

4. Culls or usable lllmber containing coarse defects. 

此等初期時代に於ける瑞典の木材規格は挽材各11自の外視により匝分し且つ専ら認容 し件る ;If}t

鈷Iiの性質及位置等によりて品等の匹分限界を示してをったものである.而して挽材の川途如何

を問はや総てのもりに泊f日せられて乞った。

米閣に於ける木材規絡の起源は瑞典の彰響を受けたものであって New England states にて

は既に 19 佐紀の初期に!日等規格が定められ又 Main 洲にては 1833 年に松挽材に劃して 4極の

品等規格が公式に制定せられ検査員も任命せられてをった.而して之等の規格は瑞典材と\1洛同

ーであった。

米閣に於ける木材業は海岸地方-より漸-:f;，く西進して Lake states IC{多り之に伴ふて品等規絡も

此等の諸洲に波及したが、 White pine に主j しては G 極の品等規格K増;JII し乙に基いたものを

首時 Saginaw Inspection と栴してをった。

木材業琵砕の地である太西洋沿岸諸i'1HI*.其後殻速を来せる Lake stat創立立に南部諸洲の 3 )也

)J'にては製材業者個々の!日l等匝分を避け可成之を同一七~~r11iに置かんとする趣旨によりて地カ的

に可也多数の Lumber maI111factllrer's association が組織せられた.而して最初の聞は各組合共

可成同様の規格を制定してをったが其後弐第IC Ifll笥;の名稀を異にし匝分の敷も増加するに至つ

?と。@Pち Lake states にては 12 極のlm等に士宮jJl\ し q巴ar が 3 ~弘 Selects が 4 極. COlllmoll が

5 極に別れ.南部諸官HIとでは 7 担、 North carolina pill巴にては 4 極に匝分せられてをる。

1890 年以来i1n記諸加|の外各地方 IC製材業者組合が設立せられ全米を通じて1時完成せらる L

K至ったが.組合設立の重要理由は規絡に闘する規則の制定にあった。

Weetern pil1白 manufactllrer's associat.ioI1は 1903 年組織せられたが本組合の規格は Nor tbel'l1

pine manllfacturぜs association の規則を探川しIRl等の程類を 1 佃士宮カ11 して 5 程とした又 Cali 

fornia white & sugar piue mallufactllrer's association の規格も之と同一趣旨により作製せら
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れ若干其種類及名郁を異にしてをる。

太平洋西北部地方ーには!日等匝分に 3 極の系統を存してをつ?と其ーは沿岸舶肢の挽材、第二は

外閤輸出向、 第三は内地銭道積のものであるが其後 1903 年 \Vest coωts hq11bermen's associaｭ

もion が組織せられ此等三者の統制を行った口

Califol'llia redwood association は 1880 年組織せられたが 1900 年迄比日等規格は制定せられ

友かった.最初品等種類は 3 極陀過ぎ友かったが其後 6 f:主に増加した白

Southern cypress mauufacturer's association の規怖は最初は立木伐採に付ての規格であった

が其後挽材の規格に移り松挽材の規械と酷似してをる。

Northern hemlock & hardwood m乱uufacturer's associ乱tion の軟材K劃する規格は 1899 年に制

定せられたが最初は主として Commoll 材 K限られ其後 Clear 材にも範囲を瞭tJ:'且つ Common

材の品等.種類も 3乃至 5種に増加せられた。

第二節 米間代於ける木林規格の現状

米閣に於ける木材業者或は製材業者の組合は殆んど完成の域に謹し夫々分野が一定してをり

庚きは蚊洲に渉れるものあり、-ì1H t地域とし或は-ìJH内に数組合を存する小なるものもあり 、

大小の組合を合ずる時はj切目賞多敢に上るのである。而して此等の組合の重要業務は木材規格の

制定であって各組合とも精組種々の規格を設けて之が質施主期してをる。

米聞に於ける木材規格を通覧するに挽材と丸太とに 大別するを得又挽材の内にては硯材

(Hardwood) と i欧材 (Softwood) とに匝別せられてをる.而して此等の匝分は同一地方又は同

一組合の内に行はれてをるものではなく。地方及組合を異にして夫々樹立してをるのであって

此鈷は注目に値する口

第一頃 劫材班怖の現j状

第一目 部材に|期する組合

現時米閣には多数の木材業者又は製材業者の組合を存するが夫等の内.地方的の代表組合を

列挙すれば次の通りであるD

第一 硯材 (Hardwooのに関する組合

1. N:ωional hardwood l llmber 乱ssociatiollo

2. Hardwood manufacturer's associatioDo 

東部諸洲

中部諸ì1H

硬材 K閲する組合は軟材の組合と著しく越を具にし全米を遇じて主要たるものは前記 2組合

であるが組合地匝は可也庚汎にして米図に於ける主お:る硯材生産地方・を網羅してをる . 而 して

雨組合とも樹種は澗葉樹材の殆んど全部を包含してをる。

第二 軟材 (Softwood) に関する組合

軟材に闘する組合は硯材の組合と異怒り地方的fC分波し組合により其地匝に大小あり又樹極

J・
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も臭ってをる口

1. Southel'・Jl pine association 

地域 Gu1f states 

樹担 Yellow pille (longleaf, loblolly &; shortleaf pine) 

2. Georgia-Plorida saw mill associatioll. 

地域東南部及太西洋沿岸諸加|

樹極 Southern yellow pine (longleaf, loblolly &; short1eaf pine) 
3. N01'th carolﾌl:a pine association. 

地域太西洋沿岸諸問1

樹極 North c勀.1'olina pi四一10b1011y & shortleaf pioe. 

4. Califol"llia 1'edwoo� associaもion.

地域太平洋西部諸加l

樹極 Red\\'ooJ.

5. Noω1' t山h児削ern helD10ck & h渇即a則rdwo∞od maouf 乱cω』れ加u山U'巴e1'匂 a紛ssωO∞cia抗tion.

地域泊湖諸百十|

樹極 Eas旬rn 11巴mlock.

6. l'Y1ichigan hardwoo� manufactu l'・e1" 8 association. 

地域活澗諸訓l

樹極 Eastern helll10ck. 

7. No1'tbern pille manufactu1'er匂 association.

地域沿湖諸ì'JH

樹極 Nor出巴rn 1Vhite pille (pinus strobus) spruce 及 tama1'ack.

8. White pine associatiol1 of the Tonawandas. 

地域バフアロ一、ト ナワシグ.北トナワ ング.

樹極 White pine (pinus strobus) 

9. Southern cyp1'ess manufacturer's a~sociation. 

地域 Gulf states. 

樹Tm Cypress, b乱y poplar (Tupelo) 

10. Pacific lumber inspection bureau. 

地域 Washington- 及 Or噌ol1 l ì'JH

455 

樹極 Doug1es fir, western he lD10ck, sitka sp1'uce, weste1'n 1'edcedar 輪出向挽材

11. "'est coast lumbermen's associaもion.

地域 Washington 及 Oregon 加l
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樹J垂 Douglas fil', western hemlock, sitka spruce, westel'll redcedal'. 内地向挽材

(汽車積)

12. Pacific lumbel' inspection bllreall ・

地域 Washington 及 Or腎011 百十|

樹租 Doughs Iir, w巴stern hemlo()k, sitka spruce, ¥ye3tern l'edcedar. 内地向蛇材

(舶積)

13. National hardwood 111l1Juer 制sociation.

地域東部諸初!

樹在rr Cypl'6SS. 

14. ìVes~ern pille manllfacturel"s association 

地域南部及中部ロッキ一地)i. ブラックヒル地方‘

樹極 vVestern white pine (pinus pondel'osa) western yellow pine, Idaho white 

pine (pinus monticola), spruce, white 五r， cedal', fir・， larcb. 

15. C乱叫ali日ifoω)汀rn凶l吋ia whi七総e &; sug乱紅r pがme ma創n川uf向acωbれ凶u山uel'乍 a邸宮s閃ot“Ja叫もIOn.

地域 Calif'ornia �1H 

樹極 Sugar pine, calif'ornia whit自 pille (wester・n yellow pine) 

16. �estern pine manufacturer's associatioll. 

地域 Illland Empire states. 

樹極 Idaho white pine, lal'ch, loJgepole pin日.

第二目 硯材協材規格の大要

米固に於ける硬材規絡は軟材現格に比して割合に良く統制が行Jまれ National hardwoOll 

111rnb巴r association の規格が最も蹟く行はれてをるD

今其梗概を示せば

(1) 樹程

澗葉樹 28 極を網羅し向外聞産輸入材をも包含してをる口

(2) 標準長

4 fi)てより順次 1 吹上りにて 16 吠に至る.但し奇数の長のものは 25% を超ゆることは出来

ぬ。

(3) 標準厚

3 1 5 3 ..1 .1 .3 _ ~1 _ _1 .1 _ _1 
玄叱 j， i , 1-, 1, 1 4, 1j, 1 4, 2, 2玄， 3, 3j, 4, 4j , 5, 5す， 6吋，雨面飽削

3 唱マ
材の標準厚は組挽材のj享 1 吋以下の材にありてはす吋を減じ.1+吋材及 1÷吋材は

1去十左←附す
(付4) 棋準 I品目寄等‘ 

1 

---ー
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1. First, 2. Seconù, 3. Select, 4. No.1 00凶山on，

5. No.2 Oommon, 6. No 3 Oommon. 

此等各品等の内容に付き其要綱を表示せば次の通りであ る。

n 
nn 長 -fu 

伽
情 依 黒白'
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長 目高 依 思占

5. No.2 Common I 4吹，..，， 1 6 IY'!. f!1し 41火及 5 I 311~ 以上
l火のものは10% を許容

腕3n1. ，.，... 71IJ長5以___101火のものは3個以上に
切断dす'll[火以上のものは 4側以上に切断
ぜ?して50%の~依黙材を符らる ふ もの
腕811J以上長4.....，9[!Rのものは3倣l以上に切断
ゼ1'10，.....1 3 1火のものは411司以上切断ぜ1'，14
i火以上の L のは 5個以上切断Iぜずして 50%
の 11正依駄材を待らるふもの

す

6. No.3 Common I 41火，.，... 16 ，火

切断しれる材は幅3n~ 長2吹を下るを m' さ?

凡ての材は25%の健全材を合むを~す、切
断しれ る材の汲小備は 111J 2分の l 又材 iñi 36 
平方ll~ を下 るを許さ?

高jÍi表に記し?とる棋準;IY，と黒~とはヨたの如きものを指稿ずるのである口

( 5 ) 標準快知

三?くに掲ぐるものは何れも 1 位!の標準欧里cí と看倣す白

1 直佳 ヰ中11吋lサの節 1川川川川11仙個lli削6司l
2 直径311寸の節 2個叉は之と 同一程度のもの。
3. 1 佃の割 (spli t) にして其長が材長 1 ~VC付 1 吋以上ならざるもの即ち割の長を吋

敢にて表したものが材長を吠故にて表したものより大怒らざるもの口

4 ヌL身 (wa吋にして材の一端若は雨端時し其幅 1 爪長.材長のtを超えざるも
の。

5. 晶子L. 節子L、 駕鈎孔等にして上記棋準節快Wlíの程度を超えざるもの。

桜準節より大なるもii"jに劃する lf'J.扱は -:J(の如く定む。

直径出司の白i或は乙と同一程度のもの 2佃の棋準附と看倣す
グ 32 114 の節或は之と 同一程度のもの 31WI // 

グ 5 [1;1'の首i或は之と同一程度のもの 4 伽! " 
(6) 樹種.材種による品等匝分

材極は Lumber ， Stl'ips, Wagon~
目

poles， Flooring, Wagonlbox boal'd, Pauel)tock 等に匝分 ・

せられ樹程によりて此等の材極の内全部が製材せらる L 揚合と一部の材極K留まることが

ある.叉樹極及材種に!醸じて(4)の標準品等が、適用せらる L のであるが或ものは 6 1日等匝

分とえr: Þ 或ものは此内の 2-3 品等匝分に止まってをる。

第三目 軟材挽材 (8oftwood y乱rd lumbel')の規格

軟材の規格は便材の如く統IliUを:見守組合により精粗の別あり又内容も蕃しく異るものもある

から之を全般的に示すこ と は困難であり且つ簡草に其員髄を捕捉することが出来ないから . 寧

ろ我図と最も関係深き太平洋西北部沿岸地方にて行はれてをる1fé材規格を祈i詳細に記述し米園

に於け る挽材規格の一般を明にするのが便宜である。
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Pacific lumbel' inspection bUl'eau IZ:於て規定せる挽材規格は互三乙土三合主主主三雨洲及英

領コロンピヤ百十UZ:亘 り 庚く行はれ之によりて内地向及外国輸出向挽材の検査を行ふてをる。

我閣と密接の閲係を有ーし又雨園規格の比校封照陀も使であるものはq輪出向挽材の検査規程で

あるから Export Basic Schedule &; Grading Rules IZ:付て其大躍の輪廓及部分的に参考となる

べき細部に付て其内容を示すことにする。

第一 蹴黙に閲する一般的規程

規格の一般規程の内に従来(吠呂~ (Defects) に閲する説明を記載してをったが最近の規程には

之を省略してをろから参考の属め以前の規程に付て之を記す。

依賠と看倣すべきものは節.抜節， ~席、依腐、樹脂僚.樹脂査.国樹脂、饗色心材. 盤、色越

材.心割.ヌL身.干害IJ. 剖裂、鈎又は;母子L、 CilÏpped gl'ai l1, TOl'l1 grain, Loosed grain 及不完

全たる製材等であろ D

Eたt亡此等の)決黙の ff;1lI目に付て越ぶれば.

1.節

何iは其大さ .形北~及性質によりて衣の如く匝分する . 節の大さは直径の平均径を以て示

す。

針 -rjr� (pill knot) 

IJ 、 同ドp

首i

大 rJri 

国 A じAl』‘ 

流 A担!rj‘ 

イキ

生節又は抜けさ、る 節

抜け易きfi[i

腐節

2. 樹脂

直径4吋を超えざるもの
直径311寸を超えざるもの

直径中寸を超えざるもの
直径ヰI枕超ゆるもの

形j伏楕固又は固7惨なるもの

樹校の長のズl・向に切断した拐合に生やる細長き節

材と共に生長し周聞の材と同等の竪さを有するカ、縦令死節

主主るも堅〈緊着せるもの

材に緊着せ歩抜け易きもの

材と同等.の竪さを有せや且つ腐朽せるもの

樹脂傍若は樹脂査とは木理の間隙に液欣又は粒欣にて多少共樹脂が境充せられをるもの

にて大小に よ り 衣の如く匝分ぜらる L 。

小樹闘 隔÷I悦超えや長 4 吋乞超えざるもの
1 

中樹脂iE 隔 8 n..r. を起えや長4n寸を超え 8 吋を超えざるもの

大樹iJ旨軍 備1114E超えー長 8 吋を超ゆるもの
8 

1 _ _ 1 
小樹脂依 田樹脂の集積せるものにして木材の隔のτ長のE以下に等

しきもの



460 林業試験報告 第三十二税

大樹脂係 一個所に回樹脂の集積せるもの

3. 謹材

謹材は嬰色ぜざるものと嬰色せるものとに匝別す。

箆色ぜざる謹材は天然の材色を保持せるもの.援色遊材は鑓色又は槌色せるものにして

之を許容する揚合は其旨を特記せなければならぬ。

4) 其他の)決賠

嬰色心材とは心材部の襲色せるものにして腐又は修腐とは異なるものである。

腐とは材質軟弱となり或は白き小斑軌を生じ材の腐何せるものを云ふ口

メL身とは挽材の縁に樹皮を存するカ、其原因の如何を問はす下践の;吠けたるものを云ふ。

Chipped grain とは材面の一部が極く短〈殺け凹みを生じたものであって抱削のl控生や

る逆自の一極である。

Tol'll graill 材面の一部が比較的長く材ぎ取られ且凹みを生じたものであって飽削の

際節又は木目の不整の部分に生じ易く逆自の一種にして節の影目と稀せらる L ものであ

る、其程度に底じて小. r! ，.大.深の 4 穏に!匡分す口

州北 torn graill 凹みの深さがJfH投超えざるもの
1 1 

lVIedium torn graiu 凹みの深さ が吉正吋を超えす吋を超えざるもの
1 _... ] 

Hea vy torn grain 凹みの深さが16吋を超えす吋を超えざるもの
Deep to叫悶111 凹みの深さ がtI枕超ゆるもの

Loosed grain 挽材の一部が彼自の木理陀沿ふて少しく裂目を生じたもので未だ全く

離脱したのではなく割の初期の~nき視を呈するO

不完全主主る製材及乾燥より起る粗材の扶貼は標準寸法に仕上ぐる際之を取去るにあらざ

れば其品等は引下けらるべし。

カ11工材の不完全なる製作剖ち床板、天井板、下見板等を加工するに営りて生じたる Tol'l1

graiu，害1)れ肖j. 核矧及納遣の誤りたるものは快鮪と看倣され使用上の影響の大小 ItD産じ

て!日等は引下けらるぺし。

第二 !日等規格

品等規格はm極，材極により異なるが其内の 2-3 に付て記せば次の通りである。

1 1. 米松粗挽材.米乾燥「クリーヤ」材. rナンパツ一、クリャ、エンド\ベター」柾目材

(Dougla日 fir， Rough gr明]] elears, No. 2 Clear & Bettel'・， E司ge grain) 健全材にして木目

緊り製材良好なるべきこ在、本等放として通過し得べきものはー木口又は他の木口に於て

1 n.j- I'C釘し平均 6個以上の木目を有するを要す.快貼は隔 811寸.長 12 吠のものを基準とし

て其材の大小及一般的性質によりて決定する。長 12 吠1111亡各国及之に接する践の牟分迄

の聞に於て快鞘 3{問を許す.木目の角度は縦の面It劃し 45 度以内定E るを要すD 隔 10 11す以
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2 
上のものにありては柾目の部分は少くも表面のす以上あるを要す。人工乾燥材又は天然乾

燥材を注文する揚合は特に指定なき限りは Bl' i ght Eap は{吠鞘と認め十。

依 厚 5 II~' 以上 の L の
詐符純鴎

l 厚 3…筋のもの |関脚脚fl山1
許 容 純 悶|許 有半符ス宇F 純 図

挽材寸法の不整 I ~i15れ??JF吋 I frW àj る寸法吋 |稀山寸法叫

思5

岡市に於て柄Bのrigまh 又は之 岡市に於て怖Bのrigtht又sは 之 雨前に於て又は陣n百を遁
ill 材 と同程度の も sap と間程l廷の ap じて隔Bのrigきht又sはf\\)之 と1';J 程

皮の
-

樹 目旨 で，1，E'，，fL ・ 雨而に於て長 4n1 を超え 雨而&..之に接す る総の午 雨商及之に援する紘の 3ド
きる稿狭;きものー内 1111;1 分の問に於て長 6111 を超 分迄の|笥に於て長 6111- を
は厚を議すも差支なし、 えざる稿狭告しの 超えざる腕狭告もの
之￡リ小なるものは ffiJ 程
!皮迄差支なし

l mlMえ山皮 | 矧の町一皮
の制裂Xは千制 1 側 | の制裂又は千剖 1 例

|些少の L の | 些少の L のの、
f
むの少尚一

一

引
一
川

ー

命
中
肉

千

米』公「ナ V パスサー.ヱン
ド、 ベタ ー、コ Y モ YJ
lDouglas fir No. -3 & 

Better Common) 
寸法 6111 未i焔の もの

言干 平手 車内

問?;:.:1"/ 

Common) 

依

米松「コ y :l邑 YJ
(Douglas fir Cα《川J汀江Jl) l一

本4等宇級は 3千活活法~:遁の椛t匙主I用目の目的
に泡す るものとす、 f必需占は総
て材の寸法に従ひ考慮す

WI・ 平手 貼

米松「コンモ ンJ CDouglas fir 

思I

2. 

{lVt 

稀に dうる寸法の不整

霊童色心材又は 白 :í9Eに 室主色ぜる
心材は録制限

聖書色又は不主主色

寸法及抜節、死節、節孔に付
ては官在制限

大なる L の

稀に ある寸法の不整 1 1 捌巾不整
心材にして愛色ぜる L 同き L
の

鎚色又は不渡色

色主主

扱材寸法の不整

色苦き

村ー辺Z

宮古大節

材IÒ1・

B百

τh 
， 叩Y

:W!: 11日倒大なるもの査目白樹

Wr-平手11旨川
仰

問僚J伏図樹11日4司間

許平手

~lfギF

腐迩材又は差支な告程度に散
在する 11、腐鮎又は府保

差支な~範園

目廻ぷ隠し千制

子L虫

腐

差三主てt 告純問身丸

」才

材の上以
l
l
l

au 

メL

10 nj-xl0 IIJ 以上の材

~'1' I 滋山不渡色主主
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依 票出

米松「コ V 毛 YJ
仁Douglas 五r Common) 
本等級は普通の構造Y日の目
的に過するものとす、飲鮎
は線、て材の寸法に従ひ考慮
す許容貼

絞 思h

米紙「ナ Yパスヲ ー" .:::r; ~ 
ド、ベター、コ V宅 νj
(Dongl出 fir No. 3 & 

Better Common) 
寸法 6 ßt未満のもの
許容!肋

剖裂又は干害IJ 1 制裂又は干裂にして材の怖の 11 ;;lL 
2~在を超へざる程皮のものは
一端に限り許容すニ端にでも
之と阿程度なら lf許容す

;;lL 身|材の大きに熔じ10日.J x 10111 材
に到し 3111 以下、其 4 り大 き
を婚し24f11'x24吋材に針し 6
吋迄のものを一角に限り許容
す或はニ角以上にでも之と向
程皮は送文なし

大
し
に
も
何
を
に

リ
刑
判
角
て
如
駄
良

ょ
に
一
に
・
飲
不

其
材
を
上
し
各
て

、
吋
の
以
な
の
し
?

吋
M
L
角
支
詑
と
さ

3
X

の
二
差
上
隠
許

し
吋
皮
は
は
も
会
は

鈎
制
緩
或
度
て
材
の

に
し
の
す
程
に
て
L

材
噌
迄
許
同
材
し
る

吋
を
吋
り
と
る

A
nぐ

6

さ

6

限
之
な
綜
温

身

第四目 丸太規格

丸太の規格は挽材組合とは全く 異 P たる別の組合にて取扱はる L のが普通である.而して:J;J，~

J絡の内容は地方及組合によりて趣を異にしてをるが何れも品等に閲する規格であって他の桓類

の規絡には及んで・をらないo '7三三上三洲内特に Pnget Sound 地方にて行はる L もの ~pち

Puget Sounc1 Log Scaling 北 Grading Bureau にて規定せるものを示せば.

米松丸太の規格

No.1. 長 16 吠乃至 32 択、樹皮の内側に於ける末日直径 38 "寸の丸太材及長 34~U~至 40

問、樹皮の内側に於ける末日直径 28 nずの丸太材に して木理密且つ検査員の認定

にて No.2 Clear & Better の挽材を少くとも 50% を得るに誼するもの。

No.2. 長 16 吠より短から歩快黙の程度 No.1 fて類するを 得ざるも検査員の認定にて主

として Mel泊antable & Better~の挽材を得るに、適するものD

No.3. 長 16 只より短からすτ快貼の程度上等材を得るに誼せざるも槍査の認定にて Com

mon の1fé材を得るに誼するもの。

Cull. 検査員の認定にてさを材債の 33.3% の健杢材を得るのに誼せざるもの。

第三節 米闘に於ける木材規格統一及其沿革

第一項 規格統一事業の沿革

米閣に於ける木材規格の統一は永らく木材界の懸案であったが 1919 年 4 月 14 日より 17 日

Iz::3Iる間市俄古にて開催せられた米図製材業組合年次総合及第一弐全米木材大舎に於て木材の

規格を簡草にし用途の類似せる各樹極の品等名を均ーに近付かしめ製材故事!日限材の寸・法主統ー

するため遁首の方法を講すコペきことを決議したのが木材規格統ーの公式運動の端緒と云ふこと

が出来る。

爾来米園製材業組合の技術部は現行の木材規;絡.取引方法及此等・の改正に閲する研究に着手
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すると共に右大舎の決議に基き木材生産業者.取扱業者及消費者の第一次協議舎を 1919 年 6 月

30 日市俄古に開催したが.間合議にては Softwood の鵠材.考1]7診.屋根板の標準寸法、品23:.

形iIk及名稿の統ーを行ふこと誌に将来の計劃に封して決議を注した。衣て 1920 年 9 月 28， 29 雨

日岡市に開かれたる第 2 回協議舎にては一居具臨的に審議せられた ， I3P ち木材小買業者組合.

卸買業者組合の大多数誌に多数の製材業者組合及木材消費者側聞臨の賛成を得てーの統一原笑

を作製し之を製材業者に交付すると同時に会固に於ける木材関係の各国睦に配布した。

1921年フーパー氏商務刺lの任に就くや其の抱懐せる木材規裕統一の企園を蛮表し向泊首の機

合に於て木材業の代表者と合合して木材の寸法及品等を統一し検査方法を改良し木材使用者 tl:

正首怠る貨物の引渡を保詮することによりて木材の生産費を節約し木材業をしてー居有利且安

定ならしむる方法に閲して意見の交換を行はんとする希望を表示し?と。設に於て米国製材業組

合は全米国木材業者の代表者より成る米国木材犬舎に商務卿を招請して木材規格統ーに閲する

所見を聴取すること L し 1922 年 5 月 22 日木材規絡統一協議大舎の互三三土三府に開催せらる

るや商務卿を之に招請し?と.該合議K於て商務卿の提示し?と~J:ç項は衣の凹項である。

1.木材の品等及品等名を簡単にすること

2. 木材の寸法を統一すること

3. 木材の購買者及使用者に品質及数量の正常なる引渡を保誼すること

4. 木材検査法を改良し之を普及ぜしめて設定ぜられたる規格の支持を援助すること

如上の諸問題は主として製材業者に関係があるから華府協議合は 同舎の決議せし統一集を賀

行するにf直営怒る方法を諦ぜんことを米閣製材業組合に依|服し?と。悶組合は米岡木材関係者の

全腿即ち木材の生産.商業及消費各方面の代表者を網羅せる大合の開催を委任せられたのであ

るから，1922 年 7 月 21 ， 22 雨白木材規格協議舎を市俄古に開催し全国的及地方的組合150以上の

11 '，席ーを見t--c。商務省も招請陀より間合議に参加し、フーパー商務卿は木材規格の改正統ーを勧奨

すると共に該事業は木材の生産者より泊費者に至る木材関係者自身の事業にして.決して政府

の法規又は干渉に侠つべきものにあらざることを反覆盤明し.進んで・不合理叉は不経済友る取

引方法及規格を改躍し木材を使用する公衆に有能且正直なる奉仕を君主すは木材業者の自治能力

の表示怠るべき旨を設き.若し木材業者によりて満足元主る決定，の到達し?と既には.其決定に111-:t

し米図人民をして之を承認せしめ且之を湛守ぜしむることに付極力援助すべき旨を切言 した。

本協議舎に於て規格統一運動に最も力強き第一歩を印したものは木材規格中央委員合 (Cent・

1':11 Comittee Oll Lnmber St:1ndal'dゅの組織である本委員舎は口規格統一事業の主脳者とな り

事業の進捗を固るべき機関であって製材業者，卸買業者及小賢業者の各組合，餓道関係者.米

国建築協合、木材使m工業組合等の代表 7 人を以て組織せらる.向 1922 年 7 月の協議合K於

て木材関係者の各国臨に木材規絡に閲する委員舎を設けて各jj・面に於ける資料及要求を中央委

員舎に提供せんことを求めがl互の連絡を平官接友らしめ?と。



464 林栄試 験草場合 第 三 十 二 ID}t

rft犬委員舎にては特別諮問委員舎を設け専ら技術方面の研究lて従事せしむると共に各方面常

業者国間との連絡に常らしめた口 農務省111林局林産試験揚の幹部も亦本委員舎に参加し幾多の

資料を提供し統一集の作製に多大の諜力 を腐 した。

1922 年10月に至りーの試築を得之を各方面に配布して意見を求めたが其後 1923 年 12 月 12，

13 日. 1924 年 4 月 22 日. 1925 年 5 月 1 日. 1926 年 4 月 27 日陀全米木材大舎を開催し途陀ïl止

材陀 関する木材現絡統一家の完成を見?とのである。

第 二項 米岡i欧材挽材規絡 (American Llllllber Stand乱1也 of

Softwood Lumbel'うの梗概

第一目 挽材 の 分類

第 一 使用上 t亡恭く t!é材の分類 (Use Classification) 

挽材は錯機及飽!?リ機にて製材し?と生産材に限り.鋸機により ~rl ~[縦のカ-向 I亡大割又は小割に

鋸監fr し或は飽首IJ機にて飽削し或は適常の長に横断し或は納矧を行ふ程度に止まれ夫以上進ん

だカ1 1工を施した挽材は包含せぬのである。而して挽材は ffl注によりて Yarc1 lumber, Factory 01' 

Shop lumber 及 Structural timbers の 3 却に分類し規怖は三者夫々趣を異にする p 次t亡 3 分類

の内容を示せfi'

L Yard lumber. 

Yal'c1 lumber ゑる諾は新に作られたる名手íî}にして本規格にては普通一般の用途及工業上の

m注}亡 、適する様に寸法.形j伏及品等を分類し?と説材の一分類である.従って構造材料とし

て使用する大材， 1欧材木工材 (80ft Factory lumber). 硬材木工材(I-Iarc1 l1'ooc1 Factol'y 

lumber入其他特種の用途に供せらる L 挽材は之に包含せられぬ。

Yard lumber は厚 (最小謹) 5 II ~.未満の挽材にして一般建築材に泊ー合するものと考へられ

てをる， 而して Yarc1 1umber の規格は桐今の挽材全贈を 1I\.'1 J照として 、適用せらるべきもの

である。 • 
2. Factory l Llmber 或は Shop lumber 

F乱ctory lumber は前者より更に一歩を進めてよ り以上の製品に仕上ぐるため加工せんとす

る挽材である.而して Factory lumber の規格は挽材の面積の幾制が特種の目的却ち或寸

法及品質t亡、適合し?とる最小木片の幾{1Ti1 を切断によりて得らるべきかを基準に置いてをる。

3・ Structlll'al timbers. 

Structural timbers は厚(最小越〉が[j II，J 以上の挽材であって之に劃する規格は個キの挽材

会鯉の用達成・は強度を封照として泊f日せらるべきものである 口

第二 寸法に基 く挽材の分類 (Size Cl問団ification)

1. Yarc1 lLlmber. 

a. Strips-Yard lumber にして厚 2 吋未満.隔 8 吋未満のもの

わ. Eoards-Y乱rd lumber にして厚 2 11寸未満，隔 8 吋以上のもの .. . 
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c. Dimensioll Boards, 8trips 及 Timbers を除い?と綿ての Yard lumber, Ém ち厚 2 吋以上

5 n寸未満，隔は寸法を問は1"。更に之を細分すれば

1. Planl日 厚 2 吋以上 4 吋未満.隅 8 吋以上のもの

2. 8ct1n もlings 厚 2 吋e以上 5 n~J未満.幅 8 吋ー未満のもの

3. Heavy Joists 厚 4 吋以上 5 /1寸未満，隔 8'/1寸以上のもの、

2. 8tructural Timbers. 

d. Timber目S. 最小寸法の越が 5 吋以上のもの

第三 製材法Jて基く分類 (M乱llllfacturing Classification) 

1. Rougb Lumber. 

鋸機にて説立てたる憧何等夫れ以上に加工せざ、る挽材。

2. Surfaced Lumber. 

飽削機にて更に飽削仕上を属したるものである.飽削の面の敢及部分lC.[感じて一面鈎削

(818). 二国飽削 (828) ， 1 縁 (Edge) 鈎削 (81Eλ2撒飽首1) CS2E) 叉面と放との組合

せ飽削vz:t:tしては (81S1Eλ(S281E入 (81S2Eλ 又は (84S) 等の PI各競をmふる。

3. Worked Lumber. 

核惣|機， 8ticke九割形機等によりて更にカ11工し?とる挽材にして:j~の如き種類 fL: ml日分する。

1. Matched lumber 総叉は木口を接矧機tとよりて杯j又は溝を作りたるもの

2. Ship-lapped lumber 総を組合ぜたるもの

3. Patterned lumb巴r 割形を作りたるもの

第二日 軟材の商業上の名桶

米固に於ける針葉樹用材の種類は極めて多く且つ初|及地方-により 取引上種々の名稽を存し非

常 IC. i昆凱せるものも少く たい，依って規格統ーに際し軟材の名栴を統一することにしたのであ

る.今統一ぜる商業上の名稿及其墜名を示せば次の通りである。

標準商業名 植 物 襲 名

Alaska cedar 

Eastel'l1 red cedar. 

Incense cedar 

Nortbern white c巴dar

Por七 Orford cedar 

80u七hern wbi七日 cedar 

Wesωrn jUlliper 

Cedars & J uniper.3. 

Chαmaecypαγis nootkαtensis・

Juniper1ts 1:Ù'ダ'íniα叩 (also Juηヤerω l'ucαyanα-Southern

red cedarー& Jw中e1'11s me:m・cαnα-Mountain juniper) 

Libocedr'lls decuTTenlJ 

Tkujα occidentcd 﨎 

Chamαecyp日7イs lαU'soniαnα 

Charnaecypαris thyoides 

Jwr厓e7'11S 'll tαhen ;is (Utah juniper), J，仰ipe1'U8 pacyphloω 
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(Alligator juniper) , Jllniper1l8 SCOp'ltlorwn (Rocky Moul¥ 

tain red cedar) , Jlln'ipents occidentalis (Western juniper) 

、ÌÝest唱rn red ce�r Tktyα plicαtα 

Cypress 

Red cypress (Coast type) 1'axodiwn dist-ichwn 

Yellow cypress (Inland type) 1'axodiwn distickllm 

Wbite cypre3s (lnland type) 1'1.仏xodiwn distichum 

Douglas Fir 

Douglas fir (Coast type) Pse'lldot8'ltgαtωijoliα 

Red fir (Intermountain type) PseudotsugcG tωず'ol匂

Red 五1・ (Rocky l¥1ountain type) PseudotsugαtωifoliCG 

The true Firs 

Alpin 五r

Balsam 五r

Golden 五r

Noble 五r

Silver 且r

Wbite 五r

Eastern beOllock 

Mountain hemlock 

West Coast h巴I11 lock

West巴rn larch 

Arkall8倒的ft pine 

California whi匂 pi ne

ldaho white pine 

Jack pin日

Loblolly pine 

Lodgepole pine 

Longleaf pi田

North Carolina pine 

二lbies lαs'iocαrpα 

Abies bαlsameα((; Abies /1'CIωel・'i (Southern balsam 五r)

Abi・es 1附仰がcα

ぷ1bies nobilis 

Abies amαbilis 

Abies concolor & Abies gl'αndis (Lowland white fir) 

Hemlocks 

Larcb 

Pines 

Ts，tl仰 canαdensis， Tsuga cαroliniωzα (Carolina hemlock) 

Ts'uga 111.e rten8Íωω 

TsugCG hete1'ophyllα 

Lα，1'ix occidental-is 

Piml13 echinatα & iαedα 

Pinus ponder08α & Pinus je_ff1'eyi (Je ffrもy pine) 

Pimls monticola 

Pinus b肌iksiω'~a

PﾙW8 taeda 

Pinus conto1'tα 

Pinus p日lust1'is

P仇tω tαedα & echùwtα， & Pimt8 vÍ1・giniαna
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Northern white pine 

Norway pine 

P�d pine 

Ponderosa pine 

Shortleaf pine 

Slash pine 

Southel'l1 pine 

Sugal' pill巴

Redwood 

Eastern spruce 
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Pi孔， '1(品 cariba回α

Pinus taedα ， )Jcd'ustris, sCl'oti nα， echìnαtα ， &cαribae品，&

n・lI 'U8 Tiクidct CPitch pine ' , & Pinu8 glaかα(Spruce pine) 

pinus 1αmbeTtiαnα 

Redwood 

Seq'Uoiα sempej' VI1'ens 

Sprl1ces 

Piceα 1/1α)'iαna (Black spr l1ce), Picea TubTα(Red spl'uce) 

& Piceα gla'ucα(White spruce) 

Piceα engelmαnni & PiceαpαrTyαnα(Blue spl'uce) 

Picea sitchensis 

Tamal'ack 

Lα1"1.'1: lctricinct 

Yew 

Tctxu主 bl'evífoliaも

第三目 Yard lumber の規格

Yal'd lumber の規絡は品等規格と寸法規格に別か?とれてをるが.別に品等規格の要素となる

べき木材の昧黙に闘して詳細なる分類を行ひ之に付て一定の基準を示してをる。順をi阜ひ先づ

木材の)vt拙より記述するが.其内容を明確怒らしむるため補充的説明を如lへたものもある。

第一類 木材の!快鮪

米園に於ける木材規格にては木材の扶貼を Defect とBlemish とのこ庖に大目 IJ し. Defect と

は木材の内部又は外面に生じた異欣部 (Irregularity) であって之が嬬め木材の強度.耐久度若は

使用慣値を低下するものを云ひ. Blemish とは木材の外視を莱損するが其質賃が Defect IL:属せ

ざるものと規定してをる o Yal'd lumber IL生十るD.:~fects 及 Blemishes は弐の如き種類に分類

L更に其~犬況程度K!臨じて之を細別してをる。

第一 入皮 (Bark Pockets) 

樹皮が木材の内に一部又は全部をき込まれて生じたものであって製材に際して種キの形成，
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大さにて樹皮が木材の内に包含せられた依斑片 (Patcb) となりて現ばれたものである 、 規格上

其大さによりて分類せられてをるが樹脂壷 (Pitch Pocket) と同校の分類であるから其方に譲

ることにする。

第二 Bird Pecks 

鳥類が樹木をl啄き穿って生じた小孔或は歪出l木自の斑片 (Patch ) であって普通其部分が鋲

のJr~H止を嬬し且つ夫を中心として木自に滑ふて細長〈傍!Vt IL愛色してをるのが常である。此鐙

色僚級部は俗に Mineral stl'・eaki'l と郁せらる 1. (本依賂1iは規格原案に存してをつ?とが最後陀削

除せられたものである〉。

第三 Bird's-eyes

木目が異常に生長して或部分を中心として楕固形の渦巻を注し恰も烏の限の如き杢自の外視

を呈することがある。 普通に存する Bird's-eyes は !IL(芽に原因して起る木織維の錯走によ りて

出来るものであって Defect でなく 寧ろ多くの揚合奇なる杢目として木材の置イ症を高めること

L なる . 然し時と して楕図形渦径の中央K子しを生じ且つ多数存在する ことがある.此揚合は

Defect ではないが逆回 (Chipp巴d grain) と同様外観上の依貼 (Blemi~b) の取扱を受け木材の

品等K影響を及~~すのであるD

第四割 (Check)

割 (Cbeck) とは木材の縦の方向に長く生ヂる割れ目であって 通例髄心より髄線に沿ひ . gp 

ち年輸に直角に現は る L 。 主として木材の乾燥に原因し不均-'!;r_る l炊縮によりて生やる扶黙で

ある . 割 D大'J、 . 位置等によりて衣の如 く恒分せらる1. 0

(1) 表面割 (811rfac巴 cl1eck)

普逝 日割. 干割. 乾裂等と fmするもので割が木材の表面に表はれたものである ， 割目の大小

të l感じて-:j，にの如く細分せらる L

1. 小表面割 (8mall sllrface cbeck) 

割目が容易に認識し得らる L 程度のものにて其長が 4 吋ーを越えざるもの

2. 中表面割 (MediuD1 surface cbeck) 

割目の隔が去H寸を畝械が4nすを超え 10 吋を超えざるもの
3. 大表面割 (Large surfaω check ) 

割自の隔がす吋を超え其長が 10 吋を起えたるもの
(2) 木口割 (End cbeck) 

木材の木口の一部に存する制に して雨前を貫通せさ鳴るもの

(3) 金木口割 (Througb check) 

木口 t亡存する割が一面より反到の間又は隣接面に貫通して存する も の

(4) 心割 (Heart cbeck) 
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木口fC於ける割が髄心より起り表面の方向に髄線に沿ふて存するが表面には遼せないものを

云ふ.心割が随心を中心として多数集合して星欣を呈し?と時は特に星心割 (Star che巴k) と稿

する

(る〉蜂巣剖 (1壬oney Combing) 

Case hardning 或は Surface hal'dning は木材の外部が内部よりも急速に乾燥し、内部は未だ

外部K比して水分を多く保有してをる時に起る現象であって.金属に於けるが如く其外居の物

E史的硬化を意味するものでなく.只平に表面の居が内部よりも比較的多く牧縮せやして固定し

?と欣態にあるのであるO 期る 7状態に於て内部の乾燥が漸失進行して行く時は還に内部にのみ剖

裂を生じ表面は何等の愛化を受けや固定してをるのであるが，斯如き原肉により生じ?と内部の

割を Honey cJmbing と云ふ。

内部に存し表面t亡去はれぬから外部より之を認むることは出来ぬが木材を横断した場合に現

はれ木口にては年qi命に直角の方向 l亡出来.形は紡錐肢を呈し割目の隔の長K釘する割合は他の

種の割に比して著しく大である o Case hardning は人工乾燥を行ふ時に生十・るもので針葉樹.

i開業樹何れにも生やるが. Honey cornbing も人工乾燥により急:激陀乾燥する揚合に生じ易く i閤

葉樹材に多く見らる'>. 0 

ヤセ

第五 不定形舟 (Collapse)

水分を多量に含有する生材を急:激に高熱にて人工乾燥を行ふ時に生やる現象であって木材の

表面の一部か凹み波形或は講形を主する白此現象は細胞膜の不規則なる牧縮ではなく表面に泣

き部分の細胞が破壊せられて其部分丈けが扇子にたるカ、或は陥浪する結果である。針、澗葉樹

材何れにも起る(本扶鮪は最初!悶格原案i亡存 してをったが最後に削除せられたものである)。

貨店六 モメ (Compression failures) 

木自に直角に現はる L 敏で・あって木材の縦の方 向にカnはる力によ りて細胞が挫かれ木目 fc I[

角 l亡制t*fC敏の如き jf~ を嬬して現はる'>. 0 

モメは主として立木の時に風其他の原因によりて主主やるので、あるが胴打Iて基悶することも

ある。胴打は立木の伐倒或は丸太の林内運材の際木材の胴部が岩石其他に筒突して其部分の細

胞が破壊して生じたものである.而して胴打によりて生 じたる筒突部の破壊せる組織に接績す

る部分の細胞lま毛メと同様の批態を呈することがある (本快貼 も規格原案に存してをったが

最後に削除せられた〉。

第七 切断木目 (Cross breaks) 

木自に直角 l乙現はる L 織惟の切断であって木材の献の方向に生す..る異常なる牧縮により強大

なる張力が起り夫がため細胞は分離し織%1tが切断するのである口斯如き異常たる牧縮はアア

材の特徴である. アテ材 (Compression wood) は秋材部非常に多く比重も大であり特に商店の1/

向の牧縮は普通材に比して数f去に上ることがあり之が矯め織令Itの切断を来すのである白 b
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第八 鉛走木白 (CI'OoS grain) 

錯走木目は木目が木材の震の主申rh Iと王子行せや主qidl或は側訟に到 して或傾斜を布ーするもの L 総

稀である u 錨走木目は木目の主車rh I亡到する傾科の程度によりて 3 極に細別せらる L 。

(1) 小ß!~走木目 (Slight cross gl'ain) 

主lMrに平行なる税の長 15 n寸に劃して木目の傾科する部分が In寸以下のもの

(2) 中錯走木目 (Mec1ium CrD3S grain) 

木自の傾斜程度が主i11[IJ王子行総 150;j-，亡をJ して1n寸を超え. 10 吋に到して 1 fI‘f以下の範固に属

するもの

(3) 大錯走木目 (Heavy cross graiu) 

木目の傾剥程度が主軸平行線 10 1l-，j-1(到して 1 吋を超ゆるもの

CI・0羽 grain は木自の2il 走し)) によりて其質質に著しき ;!=O呉.主主kすものであるが次の如く分

類することが出来る口

(1) 螺旋i{，I，木目 (Spiral grain) 

螺旋J此木目 1'Ìfll'Jj~4~の織M旬、:螺旋j伏 l亡走り樹~(í~!亡根れたる(摂れは右廻と左廻とがあるが右廻

が普通である)外1聞を呈せしむるものより 製材した揚合に生十・るものである。年輸は普通の木

材と同様正常のものであるから之を製材する時は普通の柾目材又は板目材を得るのである、然

し樹幹1(存する螺旋えたの織枇によりて其板商に繊維の傾斜l計百ふて之と同方向に斜l亡畿多の裂

抗生やる・而して此糊は常問自の部分同やる 3 螺旋HJ剥脱する木材は傾斜が去
より大怒る時は強度は念速に減少する向板類は乾燥するに従ひ反張する傾がある。

(2) 主J角線j伐木目 (Diagon乱1 grain) 

木理週直なる木材より織+.1(; と平行せす苛lの方向 l亡製材する時 t亡生示、るものである，而して斯

如き木目は全く不注意に製材する時か或は rJoれる丸太或は末削りの大なる丸太の製材に首り樹

皮叉は中心と千行に製材する揚合に起るものである。

~果旋fl人木目 l土木材の先天的性質より*るものであれ剖角線j伏木目は正常の木材を不合理に

製材した揚合iと起る後天的のものであるカ、ら雨者の匝分は容易である。劉角線j伏木目も木目の

{附がすァより大なる時は強度時速に減退す るo我閣にて 11昌ふる日 切は D叩nal gl仰の魔
き意味，c 111 ひらる L ものであって HJJ材. 2 問材等長き挽材は其一部分は日切と怠る揚合が多

いのである . ままに云ふ封角ffJ~ i.比木目は其大部分が茜しい程度の目切となってをる揚合のことで

ある口
アヤノ

ノ (3) 絞目 (Inter!ockec1 gl'aill) 

材の1・目隣接せる織判u晋が互に反釘の方向 i亡螺旋枇 IC傾斜せる揚合を指すものであって此居は

普通学H寸乃至 2 rr;j・の隔を有ーする.市して此居は柾自の方向に割裂ずれば容易に之を窺知するこ

とtJ~ iIHk.尖 り ?とる稜と傾利回を有ーする多数の凹凸の居を存するのである。板、自のカ・向には容易
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}亡害IJ裂するも柾自の1)・向には困難で・あるつ

綾目は螺旋:Il犬木目又はまH角r~~~:伏木目の如く材の強度を弱むることはないが乾燥の際振れる庭

がある.倫柾目板は府を存する関係上鈎削困難なるも世話に鈎制すれば光線の反射を異にし恰

も「リボンJt伏を呈する。「マホガニーJ. ニレ. rガム」等は其特徴として綾目が注目せらる ~ .1t!!. 

の樹程殊に根株にも之を認むることがあるo

(4) 波j伏木目 (Wavy grain) 

織{:!liが波乱1(1亡排列するため生十るものであって材を柾自の方向に割裂せば表面波欣を呈する

から容易に認識することが出来る.板目の1)・向には逝直に容易に割裂し得られ更に板自に於て

織紺の波j此の方向を記、むるを得る.従って波紋木目は柾目.板目共に現はる L も最も特徴あり

且つ差異ある木目は柾自に現は る ~ 0 

( 5) 縮目 (Curly grain) 

織ホltの不規11Jなる歪を呈する揚合 l亡生すコる木目である。

(6) Dip grain 

織紛が個々に波t[}\を呈する揚合に生やるものでifi及入皮の周囲に生やることが多い。

第九腐朽(Decay) 

腐朽は木材腐朽菌の作川によりて木質が分解(Disintegration) する現象である. Deray は

Dote. Roも等と同一意義である。

初期腐朽 (Incipient decay) は樹何の初期の欣態であって木質の分解が尚充分に進まや木材

の強度も未だ密化を-*さ Y る程度のものである口 普通にお'J}目腐朽には軽微の慶色又は槌色を伴

ふものである . 例之軟材に於ける Fil' LU I吋 heart 及]!Hi[[の腐朽に f.ドふ Water soak の時代の如

きものが夫である口

Fil'm re� heal't は初期腐朽であって心材が赤色に礎化する Trametes pini 菌に犯されて生

やるもので主として松類に現はる ~ o

Water stain (或は Water soak) は心材IL:於ける \Vater soaked area を指稿し或種の腐朽

の初期時代に起るものである。

後期腐朽 (Advancer1 decay 或は Typil'al deωy) は初期腐何陀比して腐何作用が一段進行し

?と揚合の f{}\態であって木賞がi欧く海事iilj伏を呈し或は傍線f{}\. 年輪割. 窪み等を生じ或は粉欣を

呈する叉顛著なる襲色或は抱色を伴ふことがある. BrOlVl1 I'Ot5, White rots, Pocket rots 等は

其一例であ る 。

Bl'own rot は黄禍色乃至赤褐色IL:嬰色し材lま粉欣と怒り且つ塊放に分離する

Whiぬ rot は黄色)1;至白色に蜜色し不規則の形iと散在して護生する . 而して此等の腐朽部の

周閣には黒.色紘が現iまる L ことがあるD

Pocket I叫は白色或は禍色に鑓色し犬，中. 'J、種々の大さの子L (Hole) 或は窪み (Pocket)
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或は柔軟組織部を生歩る而して其周囲は健全材の如く見ゆる白

<,= 1 
Small pocket rot は Pocket 或は 80ft rot の大さか隔τÙ n寸. 長 4"-n寸を超えざるもの.

例之 Trametes pini によりて生歩る 3昔遁の腐朽の如き程度の も のにして時として Eleck

roも とも稿せらる L 白
‘ _ l..'~J._' ] 

l¥1ediulD pocket rot は Pocket 抑制J'ot 欧州品百I枕超え・ナ吋を超えホ長

÷吋を超え 2 吋を超えさるもの，例之 Cypress 及 Incense 叫r 刊はる ~ Peck と
稿せらる L 腐朽と同一程度のもの口

La叫I唱g仰0∞G凶叩川b は幅J去仁H吋.:1" . 長 2釦幻H悦I
Cypress 及 Incense c巴edar の P巴ωck主の著しく進んだ程度のf腐?欝5朽の如きもの。

第一 O 費色(Discoloration 或は Stain)

Discol oration 或は 8tain は挽材の内部或は表面K現はれ天然の材色より 異なりたる色を生守

る揚合を指栴するのであって.鑓色の種類は千極高態であるが原悶によりて 2 極.外i翻によりて

3 種に大別することが出来る ο

1. 原悶による匝分

(イ) 菌類による饗色

菌類による慶色には徽菌によるものと.木材鴎何菌によるものとの 2 極に匝別せられ。徽菌

によるものは Blemish とたるか或は表面慶色であって飽削して之を除去し得るものと ， 表面よ

り畿分内部に侵入してをるも の例之 Blue stain の如きものとがある。

木材腐何菌によるものは主として Incipient decay 1(.伴ふ饗色である。徽菌によりて蜜色し?と

木材は極めて僅かに強度が弱めらる L こと があるが殆ん ど1.lJIi影響の揚合が多い.而して木材腐

朽菌によりて蜜色し?と木材は強度が若干弱めらる L が腐何の程度及菌の種類によりて其程度を

異にする。

(ロ〕 其他の原因による饗色

之に属するものは風雨の曝露，化接的作用其他の原悶による も のである.叉天然乾燥山積の

揚合 1(.生歩る黄色叉は褐色の嬰:色 (Pile burn) 或は人工乾燥の場合に生やる黄色又は褐色の襲

色 (Kiln burn) 等も之陀属す.向費色は品Hふ l琢木烏等に より起ることもある。

2. 外視による匝分

軽微なる費色 (8light disco~ora t:OJJ)。 艇微なる饗色にして天然の仕上を嬬した揚合に苦

しく其外観を損ぜぬ程度のもの。

中日tの慶色 (Medium discoloratio n)白 球程度進んだ饗色にして未だ木目配不判明君主らしむ

るに至らざるも天然の依の仕上には支障を生やる.然し着色仕上には差支なきもの口

甚しき饗色 (Heavy discoloration 、。 甚し き愛色に して 貰際上木目が不判明となる程度の

ものb
. 

r 
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第一一 「ガム」斑勅及僚 (Gum Spots & S七reaks)

「ガム」物質が集積して IJ、斑賠叉は僚欣を形成ぜるものであるが.生立木に啄木鳥其他の外傷

があった時に生やるものである口樹脂宣及樹脂僚と同じく寸法の大小によりて分類し其規準も

亦同一である。

第一二 孔 (Hole3)

孔は木材の一部分に又は貫通して生十・るものであって原悶の如何を問は十・拙て一括して此所

K綜合せらる L のであるD 印ち節子L (Knot bole沼入鈎干し (Dog holes) , Picaron boles，帯鋸・機

鈎孔 (Nigger tearの， I啄木鳥孔 (Bird's pecks)，品孔 (Imects holes)，金属又は木製夜JfI釘孔

(Metal 01' W ooden rafting pil1 boleョ〉等である。

孔の大小により衣の如く分類せらる L が特別の事情なき限り孔の方向に直角に直径を測り 最

小及最大径の平均を以て其直便とする口

Pin \\"orml由 直径土吋を超えざるもの
l� 

1 _..c .__ . 1 
Small \yormho!日 直径一一吋を超え、吋を超えざるものl� 

Large worm出 直径÷吋を超ゆるもの
第一三 不完全なる製材 (Imperfect Manufacture) 

製材の不完全た;る痛めに生やる極守の扶貼 (Defects & Blemishes) であって次に掲ぐるが如

きものである口

1. Cbipped grain (逆目〉。 材面の一部カ、極く短く殺け其部分丈け表面よ り凹みを生 じた

ものであって Torn grain と|高別ぜらる~ .此部分が全憾の閉積の 25% 以上 lて建せざれ

ば欄と翻さち凹みの深さはす吋を超ゆることは稀である壱飽自IJの場合同歩る快
黙であるD

2. Torn grain (逆目)。 材面の一部が比較的長く搾き取られ且つ凹みを生じた ものであ

って凹みの深さによりて 4 極VC~ íJ IJせらる L

日ight torn grain 深ねす吋を畝ざるもの
1 ..._. 1 

Medium torn grain 拐ささが宮悦超えす吋を超えざるもの

1 
Heavy torn grain 深さが 16 吋を超え~吋を超えざるもの

Deep もorn grail1 深さが÷悦超ゆるもの
本)決駈は飽削の際生やるもので節叉は木自の不整の部分に生じ易く我閣にでもiìîの彰目と稿

せらる L ものである口

3. L∞sed graillo 挽材の板自の面に目切の形にて木理に沿ふて斜に深く生じた割であっ

て. 年1陥に泊ふて生やる割印ち目廻に伴ふ割1J'板自の木理に沿ふて現はれたものむあ る。



474 林業試験幸Il JJ;- 第三十二統

4. RaiEed grai l1。 飽合l]fc際し竪き秋材部は軟き春材部よりも高まり充分平滑に仕上らざ

るもの.然し鈎削lとよりて殺けを生十るに至らざる程度のもの。

5. Skip。 飽削に常り材聞に凹みを生じ王子滑に仕上ぐることを得さ拘る部分である其程度

によりて 2:[主に分類せらる~ 0 

Slight skipo 凹みの部分の面積が板の隔を nJ にて示した数を G 倍した面積を超過せ

ぬも のo

Heavy skip。 飽削に首り飽万がたEせぬ凹みを存するもの口

6. Miss matched maler i al白 雨者の挽材を接i鈍して蛇ぺたる揚合 1 <:其接蹴面が総ての部

分に於て緊密K接!腕ぜさ、るものI!x・は雨者の表面[が同一平面にあらざるもの.表商不揃の程

度により 3 極に国分す。

飢飢Sligl

1 .. .__. 1 
Me町吋diu山u山rn m凶is路s m冷削a似t“叫cl仙11 表面不j揃前程程.度が一一 H仏吋司'J を超え .云一吋を趨えさ芯、るもの

li4 白二

H臨巴川 m向加 ma叫1渇乱

7. M乱即吋ch凶)lIle氾巴 g伊a似削II暗1唱g日%白 飽削に常り他の部分より詞部j く 1行削?刊リ られ木材をt横d賞f断して一部lに乙溝を生じ

たものを云ふ口

8. lVIacbin巴 bU l' 11 0 飽削に富り飽刀の過熱により木材を杭断して一部分が焦け暗黒色を

呈したものを云ふ。

9. Variatiol1 in sawillgo 標準寸法に主Jする製材寸法の偏差 (Deviation) であるが僅少

の偏差 (Slight variation) は快鼎i と看倣さぬ.市して Slight variation は標準寸法により

て弐の如く規定してをる。

1 吋材にてよ吋を超えざるもの(註 6.25% 以下)
16 

211榊とて十I~七百えさるもの(詫 6.25% 以下〉

3 吋乃至 7酬にてす吋を超えざるもの(註 3 吋にて 6.25%. 411寸にて 4吻.刊

にて 3.75%. 611寸にて 3.13%. 711~ーにて 2.88，9b)

8 吋以上のも のにて士lI .j を超えざるもの制 n.J にて 3似 9 吋にて 2.78%. 削 t亡
て 2.5~6 . 11 吋にて'2.27%， 12 11~'にて 2.08%)

:Miss cut lumber は製材の各部に於ける隅又は厚の偏差がl官!項の制限を超ゆるものであっ

て之を{吠黙と看倣す。

第一 凹 節 (Knots)

fI1jは樹木の枝が製材に際して切断ぜられたる痕跡である.而して其大さ .形秋、性質及建生

の;伏態によ P て分類せらる~ 0 節の大さは特別の規程なき限 り其最長及最短の王子均直径陀より

て定めらる。
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(一〉大さ (8ize) による分類

日n knot 直径十悦超えざるもの

伽伽叫all仙1 1玉u叫I

M吋i川un川円m kn川1

L叩 kn叫1

(二) ]形診j祇0伏!\ (.1?れ?or川III日1) Iに亡よる分類

Round knot 固形又は楕固形を属すもの

Spike knot 樹「校の長の方向に切断して生じた細長き節〈流節)

(三〉 性質 (Qnaliむy) による分類

( 1) Sound kno七 材に緊荒して其周園の材と同等の硬さを有し腐何の徴候たきもの.

間iの色は赤色乃至黒色を呈する， (1) 、 (4) ， (5) ， (6) の節は互に開聯重複することがある。

( 2) Unsound knot 材陀緊着して其周園の材と同等の硬さを有する も Incipient decay 

を存する。

( 3) Decayec1 knct 同国の材より軟く且つ腐朽せる部分を有するもの。

( 4) Tight knot 材と共に生長せるカ、或は堅く材に緊着して抜けざるもの。

( 5) Intergrown knot fijjの年輪と材の年輪とが完全に癒合交錯して生じたもの。

(6) Water ti~bt kuot 材の一面に於て釘iの年輸が周囲の材の年輪と完全に癒合交錯

して1:1\*たものであり且つ其切口面が健全なるものD

(7) Enc促ed knot 簡の外国の全周叉は一部を樹皮叉は樹脂によ りて包みたるもので、

あって節の年f命 t'Ì周囲の材の年輪と癒合交錯せや叉同貨にあらすら

(8) Not firm knot 普通のHJ(態にては板が乾燥するも抜けることな く固定してをる節

である.力を 1J11へて抑ぜば抜け 111すが{îr し容易に抜けざるもの。

( 9) Loo2e knot 材K緊着ぜや容易に抜けるものo

(10) Pith knot !lÎiの 中央に小孔ある外，綿て健全なるものを云ふ，而して孔の直径は

4吋を超えざるも の。
(11) Hollow knot 外見健全なる firi Iζ て比較的大なる孔を布ーするもの J

(凹) 蛮生の批態 (Occurence) による分類

Single knot 単一なる節。

J{uot clmter 2111j1以上の怖が集まり木識維が此等の全閣を恰も 1 個の節の如く包被し

たるも の。
、、、

Branch knot 2 例以上の節が 111111の親節により分岐してIH*t-cと認め得るもの。
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第一五 樹脂 (Pi凶〉

樹脂 (Pitcb) とは創I!胞内に樹脂 (Resin) の堆積せるものにして多少宛不規則の斑片(Pat刀b)

を震して現はれ其輪廓の判明ならざるものを云ふ.程度陀より次の如く分類する口

Ligb七 pitcb 樹脂の極めて僅少たるもの口

lVIediuill pitcb 前者より 幾分樹脂多き程度のものD

Heavy pitcb 前者に比すれば樹脂の色及固まり工合 (Consistency) によって樹脂の存在が

粁j判明となるものa

l¥Iassed pi tcb 樹脂の間結せるものにして判然と堆積せるもの白

第一六 樹脂査 (Pitch porket) 

樹脂壷とは午輪!音に於ける間隙内に図形又はi夜!iJè 1l:て樹脂の存在せるものを云ふ. 樹脂査の

ヰ!lr.樹皮を巻き込める揚合がある.樹脂査は其大小程度 Ir. L伝じ次の如く分類するD

Very small pi凶 p山t (極小樹雌〉 幅;-Rj を j包えやー長 20寸を超え.ざるもの。
. 1 Sm品州ωb 同et (小樹脂輩〉 幅す吋を超えや引吋を超えおもの叉は隔士H寸を超

l¥leclium pitcb pocket (中樹脂壷)

Lal'ge pitcb pocket (大樹脂~1~)

Closed pitch pocket (隠れ樹脂斑〉

えすコ長 2 11.Jーを超えさ、るものo

中高土問J砲えや長 8 l'枕超えざるもの又は幅ιHす を
超えl'長 4 吋を超えざるもの。

隔又は長が中樹脂蛮の大さの最大限度を超ゆるもの。

材の中に隠れ雨商何れにも現はれざるもの口

第一七 樹脂割 (Pitch seams) 

樹脂割とは材の割れたる部分 (Sbake 或は Check) に樹脂の集杭したものを云ふ。

第一八 樹脂僚 (Pitcb streaks) 

樹脂僚とは細胞内に樹脂の推節したるものにして大間風則正しき僚倣形を局して現はれ其輪

廓鮮明1t.るものを云ふ. 其程度によりて衣の如く分類する。

S伽m叫凶叫al山II pがi帥 E山tre叫a北k (ω小、樹糊1脂旨駒 樹l脂峨j泊雌旨撒僚の仰有存.す九る部紛分が州材面酌の長恥の÷と隔恥のゴ壱伝との叫t羽相日l
積を超えさ芯鴨るもの。

1\1旺仙f必g

1 
ざるものと ‘ 隔の 12 を超え ・ Eーを超えさ、るものとの相乗杭を超えざるもの。

Large pitch s叫(大樹脂僚〉 樹脂僚の有ーする部分が材商の長の÷と隔のtとの相乗
積を超えたるもの。

第一九 Pith (樹'L.')

Pith (樹心〉とは丸太の中 'L、部に存する IJ、さく且つ柔軟君主る部分を云ふ.此部分に接する所に
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は概して割 (Check， Shake) 、 多数の「ピン」節 (Pin knot) を存し叉餐色を来してをる.而し

て斯如き種々の昧賭 (Defects & Blemishes) を包含してをる揚合|亡は特に之を Heart center と

栴する。

第二 o Pith flecks 

Pith fleGks は樹心、部に存する狭制の僚であって普通褐色を呈し、 其長は時として数吋. ，亡達す

ることがある . 樹木の幼令時代に害掻の幼轟が形成居を体ひ木氏を食害せし痕跡であって樹木

の生長に連れ其依巻き込まれたものである口

第二- Sbake (目姐)

Shake は木材の縦の1Y向に制裂するもので年輪陀沿ひnXは之と平行して生マドる . 従って本割

裂は木口 よ り 考ふれば絶て目廻 (Ring sbake) と栴することを得る . 目廻の程度によりて次の

如く 分類する 口

Fine shake 漸く認識し得る程度のもの口

Slight s蜘 前者よりおj目和太く其幅寺町都ざるもの。
1 

Medium shake 割自の的 32 n寸を超え否一吋を超えざるものJ

Open s仙 割自の幅÷H北超えたるもの。
Through shake 割が 1 商より反封の面叉は隣の商IC逝ったものo

原案には以上の外 Round shake (樹心を中心として全国に亘る目廻)及 Cup sbake (樹心を

中心と して全国の一部の目廻〉の 2 fÆ tc分類しであったが最後に削除せられた。

第二二 Splits (割裂)

Spli ts とは本細胞の割裂によりて木材の縦の方向に生じ?と割を云ふ、 其程度により火の如く

分類する。

品。州出 割裂の長カて木材の幅叉は長のtを超えざるもの。

Medium split 割裂の長が木材の隔を超えるも長の十回えさ。るものO

Lo噌 spli t 割裂の長が木材の長のtを超ゆるも の。

第二三 ヌL身(\Yane)

メL身とは木材の縁に樹皮の存するか叉は其原悶の如何を問は宇・縁叉は角DÍIf)とけたる部分を云

ふ， 程度によ り 弐の如く分類するO
~. ..' 1 

Slight "ane 丸身の現はる L 部分の腕かi-n;jーを起えデ叉メL身の存 T る部分が長のτ- . ]享

の士を超えざるもの。
.1.'~J._. 1_.~ .._ . ._~_ 1 ._ 1 

Medium ¥Tane 丸身の現はる L 部分の幅かす吋を超えτ吋を超えすコ又長のτ・ 厚のす
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を超えざるものo

Lal'ge wane 
.1_ ， ~.._.~_ ，. ~..， =_ 1 =~ 1 

丸身の現はる』部分の隔bτ0，]" を超え且つはは〉長の6' 厚のτを超え

?とるもの。

第二四 Wal'p (狂)

Warp とは也材の民の平岡より異なりたる商を生じたる場合を云ふのであって Crook， Bow 

及 Cup ~は此等の結合と及って事はる L ものである。

(1) B川と は木材の隔の函iの一端より他端に引きたる直線より隔の方.VC 反張せるもので其

直線よりの距離の最大友る拙に於て其反張が測定せらる ~o

(2) Crook とは木材の厚の面の一端より他端fc !:J 1 き たる直線より厚の方陀反張せるもので

其直線よ り の距離の最大な る鞘に於て其反張が測定せらる~ ， 反張の程度により;)くの如く

分類するD

Crook の程度を表示するには長 16 I火.幅 4 吋のものを基準とし反張の距離の;最大寸・法に

よりて 4 極に分類せらる~ 0 

Sligh crook 最大矢高 1 "寸以下

Small crook H 中寸以下
Medium crook 11 3 吋以下

Large crook 11 3 "寸を超ゆるもの

悲し府 4 flせより大なる木材同りては幅 21牝婚す首:同記矢高の士宛を減少する、若し
長が 16 択より短きか或は長き時は前記各種の反張度合と同一度合 (Same CUl' Vatlll'吟 を有・す

る餓其最大矢高が定めらる ~o

(3) Cup とは木材の木目叉は I/i帽を横切りて反張したもので雨縁に引きたる直線より反張の

最大なる黙に於て其反張が測定せらる L 。

Cup の程度を表示するには隔 12 吋のものを基準とし反張の距離の最大寸法によりて 3極

に I~分せら る。

Slight 仰 最大矢高十吋以下

MedillIn cup FF 411寸以下

DE6pcup rF -L吋以下

若し隔が 12"tより る~きか或は蹟き時は前記各種の反張度合と同一度合 (Sa日1e curvature) 

を有する様其最大矢高が定めらる L 。

原案陀は Twist (控れにして何れの商に於ても 41/i'i1の角が同一手前にあらざ、るもの〉を規定

してをったが最後に削除せられた。



~1 五草t 1:1米木材規栴の比較附瑞.J1I~木材親絡 479 

第二類 品等規絡 (Gra' ]e StanJal'ds) 

Yard l urnber の品等規'格は先づ Select lumber と CO I1l 1110n lllmber の 2 f亡大別する。 Select

lumber は一般 fC#!附決結のものを原則とするも或る範囲の大さ及数の扶黙は許容せ ら る h 印ち

完全に王子滑に挽立てられ鵠材全躍として仕上材其他に!日ひ得られ且つ大部分無紋黙材と して利

用せられ得るものを標準とする。 Select lumbel'は 2 極fL細別せられ 、第 1 極に属するものは天然

材色に仕上ぐるに誼L. 第 2 極のものは Defect3 の程度は第 1 湿のものと 同様なるも Blemishes

は畿分第 l TIJlのも の よりも程度が劣るも差支がない.然し塗料によりて充分之を隠し得るもの

でなければならぬ。第 1 fffiは更に A ， B. 第 2 控は C. D の品等に細分せらる~ 0 Common 

lum'Jer は多数の訣鮪 (Defects & Blemishes) を有し仕上材と しては適したいが一般的の利用

瓦情造用に主 と して使用ぜらる L ものである口

Common lU l1l ber は 2 砲に細川せられ第 1 極に属するものは挽材全髄と して利}円せられ完全

に表面を使用するを得尚充分強度にも堪へ得るものである.械製日iは凡て健全のもので怠ければ

ならぬ。

第 2 種に属するものは棋助も著しく粗大となり之が属め鵠材の利IRI亡無駄を生やることもあ

る。

第 1 極fL ttJ しては No.l COillmon 及 No.2 CommolJ.第'2 {ïJ[ K劃しては No.3 Common, No.4 

Common 及 No.5 COlllillon に細分せらる h向 Strip3 及 Boards IC~.Jしては 5 等放. DimensiOll 

κ釘しては No.l ， No.'2, No.3 の 3 等級を適用せらる』のであるo

以上 Yard lumber の品等規格の分類法をー表iて纏むれば弐の遁りである。

Yard lumber の基礎的品等規格 (Easic Grade Classi五cation)

(Grade A 
天然の仕上に j

Select LUIIト ji歯するもの lc~rade B 
ber 
外関良好にし
て仕上 t亡、適す
るもの

rGrade C 

塗料の仕上に l
埴す る も の 1 

lGrade D 

{完全にl快製i (defecお〉を有せざる もの

{些少の小.~製i (det'ects or bl日misbes) を許容す

{一定数の小i[;)ç鼎i (d日fects or blemish巴s) を許

i容し且つ塗料にて隠し得るもの
f程度…fectsωble…許容

するも仕上特に塗料仕上に際し支障を来さ r
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!即側酬…l~川欣悶~I杭峨』陀峨恥亡哨際
部の労如無州l民叫蜘tω店
マ守やFド、 ることある I \f告旬cもωs) 例へば腐. 子孔L等.を言箭許F容す
もの l 

¥ I 普通の使用に;堪える程度のものでなければな
、N0.5 Commol1 ~ 

l らぬ

以上は品等規格の等級分類及其内容で・あるが，斯如く抽象的の規程を基礎的標準として定め

たのは.各等扱の内容に亙る依黙の分配の組合ぜは地方的事情に一任して壇賞の堕梅を行はし

むるを便宜とする方針を採っ?と L めである。

最初各等級の内容に付て兵躍的'l:í~伏見1の T1lt類配合を定め異に全図的に等級の統ーを園らんと

したのであるが，最後l亡至り前述の如〈車rn 自の内容は地カï亡一任し中央の規絡に関する規程と
t'V~ _~.I" 

しては皐 tて基礎的分類に留めたのである。常時原案として作製ぜるP訣知iの配合は次の如くであ

るが之によりて前記の基礎的等級分類の内容を明にするを得る。

8elect Lumber 

8e1ect lurnber Il:属するものは品等を‘ A ， B， C 及 D の 4 極に分類し幅 8 吋、長 12 択の担

材即ち 8平方吹を有するものを標準として品等の内容が定めらる~ 0 

Grade A. 

Grade A は特に隔 12 吋以下のものを槙準とし其表面に完全陀昧賄を存せざるもの，若し隔

が 12 吋を超ふるものは次K掲ぐる扶馳の 2佃或は何れカ、組合せて 2 個迄は許容する。

SO¥lnd & tight piu knot, small pitch' pocket, sma¥l surface check, slight crook, s1ight 明 alle，

birJ's-eye. 

Grade B. 

ヨたに掲ぐる依賄の 211111或は何れカ、組合せて 2 倒迄は許容する。

Short split, fine shake (equal in length to width of piece), 3 small surface checks, mediul1J 

W乱l1e， srnall crook, slight cup, medium sound & intergro¥Vn knot, 3 sound & tight pin 

knots, small pitch pocket, 3 very slllall pitch pockets, small pitch streak, pin ,,'ormholes 

(one per square foot) , light discolol'ation (5 % of al'ea) , firm red heart (5 % of area) , 

patch slight もorn g l'ain, chipped graill , bird's-eye. 

Grade C. 

E幻亡掲ぐる ftI)~黒!iの 4 個或は何れカ、組合せて 4個迄は許容するO

Short split, fine shake (equal in lellgth to width of piece), 3 small surface che~k8， meclium 

wa口、 small crook, slighも cup， mediull1 soul:d & in七el'gl'own knot, sruall encas巴d knot, 3 sound 

& tight pin knots, small pitch pocket, 3 very small pitcb pockets, medium pitch streak, 

pil1 wormholes (2 per square foot)" medium discoloration (10 % of al'巴a) ， firm red 
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heart (10 % of area) , pith (3 il1ches in 1ength) , patch, meùium 七orn grain, slighむ skip，

bird's-eye. 

Grade D. 

-:j，くに指ぐる~ÿ~鞘 (defects & blemisbeうを幾個にでも有するを妨けでÞ. 而して裏面の部分に

は之れ以上大な る扶黙を存するも差支ないが不良の快賠のみ組合せ之が属め本tfll~;の主眼と

する用途に油せざるに至るものは許容せられ守口

若し 1 個の大なる (1決賄.例之直径 2 吋未満の節孔 (Knot hole) 又は抜け易き節 (Loose knot) 

1 仰が各木口より 32 吋以上を離れて存在する時は他の部分の品質が Grade B と同等或は以

上の時に限り之を許容する口

Short split, fine shake, medium surface ch日ck， mediulll wane, smal1 crook, slighむ cup， mec1-

ium sounc1 & intergrown knot, small encased knot, pin knot, medium pitch pocket, medium 

pitch stre乱k， pin wo1'mho1邸 (2 per surface foot) , medium discoloration (10 % of arω)， 

firm red heart (10 % of area), pith (3 inch邸 in length), patch medium torn grain, slight 

skirl, bi l'c1 's-ey巴.

COl11mon Lumbe1' 

Common lumber は 2 種に大別し第 1 極に屈する快結(def ects & b1emishes) は健全のものた

るを要し、 第 2 穂陀属する快馬Ij (同上〉 は粗大なるものを許容する.従って自然K無駄を生

やること L なる o

第 1 種に属するものは No.l Common , NO.2 Common，第 2極に屈するものは No.3 Common , 

No.4 Commoll, Noふ Common に分類する。

No 1. Common. 

概して平滑なる外視を有し.一般的利用に供せらる L 良好の性質を有すべきものである o ;j( 

k掲ぐる快賄ならば設佃存するも差支ないが甚しき献賄のみ多数存することは避けねばなら

ぬ口
1 ・・ ・ ‘ 

Sound & intergrown lmot (li-inche自国 diameter in 4-inch & 6-inch widths, 2 inc吋clぬh悶 inn 1 

山1北& 川ch, 牛n 伽 III 山1油cb， & not 0附V刊附e1'バ3 inch帥dぬles鈴引s吋1n \\、m叫刈巾叫1吋刈愉仙i辺尚伽d“伽e町r w叫i

Bla乱ck & e1口】c品sed lmots (one-占h乱叫lf 七ぬh巴 d必i乱m日t旬白r of sound & intergrown knoもs permitt巴CI up 

to a maximum c1iam蜘 of 寸incbes， pr州ecl the k叫 be sound & im…いxec1 in 
position), short split, sli ghも shake (tha七 does not go throngh, equa1 in leogthωwiclth of 

piece) , surface checks, mediull1 wane, small crook, ll1edium cup, large pitch pockets (wbich 

do not 8how an op巴l1ing もbrough the piere), large pitch streak, pitch, pin ,,'ormboles (well 

scatt巴recl) , medium discoloration, firm recl heart, pith (one-sixth the length of piece) , slight 

skip, medillm cross gmin. 
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No.2 COJl1mou. 

ヨえに掲ぐる快賄は幾倒存するも差支ないがïN;;しき械製iのみを組合せ其木材全臨としての利用

を著しく阻けるものは避けねば主主らぬ。

1 
Sound & tigbt kuots (2 2 incbes iu diameter in 今incb & 6-inch wiù出， 3 incbωin 8-inch 

& 10-inch，斗凶es in 1比仇&附 over 4 illches in wi伽 widths) ， unsound & pith 

knots (one. ha1f tbe diameter of soulld & tigbt knots permi抗日d， p1'ovided the knoも be fixed 

i口 position) ， epike 01' b1'anoh knots (which a1'e souud & do 110七 weaken the piece at any 

point more 七han the kno旬 heretofore speci五ed) ， medium sp1it，もh1'ough check 01' shake (oneｭ

sixth the 1engtb of piece), 1al'ge wane, medium c1'ook, 1乱rge . cup, la1'ge througb pitch 

1 
pockets (which do not show au opening g1'eater than i-inch wide by 3 inches in 1engtb), 

1al'ge pitch streak, pitch, slllaU grub wormho1es (maximl1m of one per sl1rface foot) , pin 

wormholes, heavy discoloration, firm red hea1't, advanced dョcay (not going through the 

I 
board, equa1 in area to a streak τr- incb wide by one-sixth the 1ength of piece), pi七h ， patch 

deep torn grain, sligbも . skips， heavy Cl'OSS grain. 

直径 2 叶未満の 100se knot 或は l王not h01e 1 佃が各木口より 32 吋以上を離れて存する時は

他の部分の品質が No.1 Common と同等なる時に限り之を許容する。

No.3 Common. 

次に掲ぐるが如き粗大なる1伏期i を許容する。

Lal'ge spike knots, 100se 01' decayed knots 01' kno七 bo1e8，自xc沼ssive sbake, checks, 01' splits, 

large wan日 01' skips in dressing，乱c1vaI1 ced dec乱.y 01' heavy disco101'ation, excessive pitch 

defects, 1arge grub wo1'mbo1es. • 

木品等に思するものは個々の木材に付き No.2 Common と同一品質の部分を少くとも 75 9� 

を有しお:ければならぬ。

Loose knots 或は knot h01es の如き茜しき快献が許容せらる L ことあるが此揚合は失の制限

を越へではならぬ口

長 10 択迄は 1{肌長 12 吹-14 ~尺迄は 2 個、長 16 吠以上のものでは 3 個.

No.4 CommoD. 

本品等IC属するものl;. ~決貼は No.3 Common と略同一であるが其快黙の程度がー居大たる

ものである.市して最も普通に存する茜しき íif，ll;貼とするものは knot b01e8，乱dvanced c1ecay 

或は之れと同一程度のbeavy pitch 及甚しき check である.向他の種類の(吠黙としては甚し

く大なる節.ヌL身.日廻.割裂等も考へらる L 。
J 

/. 
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No.5 COll1mon. 

最下等の品等であってあらゆる依鞘を許容するのであるが注意して取扱ふ時は充分担度を保

?としめ得るものでなければならぬ。

第三類 寸法規格 (Size Standard) 

米国にては挽材後更に飽削仕上をすることが多いが仕上によ りて寸法の減少を来すのである

カ、ら諌め其減寸歩合を定めてをく必要がある.而して斯如き飽削仕上挽材 (Snrfaced lUll1ber or 

Dressed lumber) の材積計算は組鵠材 (Rough lumb日Iつの寸法を基準と して行はる L のである.

今粗挽材と仕上挽材との寸法分類上の規絡を示せば次の通りである口

第一厚及帆

寸法分類に関聯し鵠材は其使用個所或は用途上の見地よりして Finisbing， COmmOI1 Boa創rc由f

8tr凶rけ白.)ゆp伊s， D日1m凹白叩n凶B討由耐io加Oω∞11 & He倒乱削VηY Joist, Siding, Flooring, Ceiling, Partition, Shiplap, F乱ctory

Flooring, Heavy Roofing, Decking, Sheet Piling 等に匝分せられてをるが其寸法規格を示

せば次の通りである。

(1) Finisb, COll1illOn Boards & Strips, Dim巴J1SiOD & lIeavy J oi st の寸法規格

(次表の厚及隔は夫々組合するものとす〉

az 官主 寸 法 1j: 上 法
稲 類

以11.]) I 腕(1I.j) 。市(110

Finish 一 2 5/8 
4 lG ぞυ3 1/2 

5 !l1t6 4511llt ョ6 l1/IG 

1 7 1251/l312 6 
部/32 61k 

1 1/4 8 7 1 

1113//2 4 9 1 "/16 8 1/4 
10 17/16 91 

2 11 12511I8 
8 

1 r.'s 101/4 
2 1/2 12 111/4 

3 2 5/8 

Common boards & strips 1 3 
11/16 

2 5/8 
1 1/4 4 3 5/8 

5 15/16 45551A 
8 6 

7 6751/l8 
z 8 一 一

9 8 1/2 
10 一 91 

11 101/2 
12 11112 

Dime口sion & heavy joist 2 2 1 5/8 1 6/8 1 6/8 
2 1/2 4 3 5/8 
3 6 2 5/8 . 5 5/8 

4 8 3 5/8 7 1/2 
10 9 J 

12 Jl1/雪
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(2) Siding,' F looring, Ceiling, Partition, Shiplap, & Dr巴唱sed & Matched 

(次表の厚及隔は夫々組合するものとす〉

採 21E 守、法 行て 上 法
額 類

厚川 腕(11'1") 厚 (111') 。高 ( 111')

Bevel s冝ing 
4 7/w(minimuガ16 4311II9 2 
5 lU( l6 X 

6 5 1ん

Wide bevellet1 siding 一 8 7/16(miui旧日常hü 9711II4 4 
10 。/w x 

12 11/16 X 3(16 111ん

R,llStiO & dl:Op siding 一
4 3411l1S 8 

(sbip-lapped) 5 

6 
56711l6 s 

8 

R11stie&dmroap tcshidedin) g 4 311 
(dressed & 5 4 1 

6 53( IG 

8 7 

Flooring 一
2 2131//8 2 
3 

4 3 1(4 
1 5 25!s2 41 

1111Ila 
2 

6 1151//116 
6 

53(16 

一
仁凶ing a宅~ 2 3(. 

一
4 3 1/4 

υ v 4 1/4 

一 6 16 53/16 

Partition 3 2 3(.1 

一
4 3 J/~ 

5 4 1(4 
6 5 3( IG 

SJ， iνhp 1 4 25/32 311 
6 51 

8 一 7 1(8 
10 ,9 1/8 

12 111(8 

Dressed & matched 1 4 3 1(4 
1 1(4 6 11/16 51 

1 1/2 8 15(15 7 1ん

一
10 91111/l4 

a 12 

(3) F乱ctory Flooring, Heavy Roofing, D回king & Sheet Piling. 

(次表の厚及隔は夫々組合するものとす)

l~~ 準寸法 上

幅
法

厚(n-t) 1隔( nt) 厚(日打
、』
J


I
U

F
 

r
t
L、


M

一

&
一
D

一

仕
下
ー
ー
「
ー
ー

Ship-lapped I Grooved for 
(nJ) I splines ( 1サ〕

3 I 3 1/ョ2 4 。
d

,
f, M円

只υ
守
i 3 , 1/8 
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451 準 法 11: 上 3ま
脳

厚(幅〉 崎(fI.j) 厚(fI~つ
D&M(flt) l SW〈11ナ勾コped l Groo叫 for 

sp五n朗 C IIJ)

21/2 6 5 1/8 5 5 J/2 

3 8 2 5/8 7 1/8 7 7 1/2 

4 10 3 5/8 9 1/8 9 

12 111/8 11 1Il{2 

第二長

次陀掲ぐる特別の揚合を|除く外は挽材の長は綿て偶数とせらるべきものである。

厚 ﾗ 幅(nJ) 長CIY"O

2x4, 2x6, 2x8 9 及 11

2x8, 2x10 13 

2x10 15 

8x8, 10X10; 10x12, 12x12, 14x14, 16x16, i8x18 11 及 13

6x16, 6x18, 8x16, 8x18 15 &. 17 

契約に特別の約束なき以上は Yarcllumber・の長は椋準長に到して 3 吋以下の延寸(Tolerance)

を附ぜなければならぬ口

第四回 構造材 (Structural Timbers) の規格

第一類 !日等規格

構造材は Yarcl lllmbm' と異なり建築.土木其他の構遁的部分に使用せられ強度t亡劃する要

求の大なるものであるカ、ら IRIl等規絡を定むるに常りては此鞘陀特に考慮主挑はなければなら

ぬ。

構造材の I日等匝分は Dense Select, Select, Dense Comlllon 及 Comlllon の 4 程に分類せらる

L が有íj 2 者は家屋及橋梁等の内大規模の建造lLî迎合し、後 2者は前 2者に比すれば小規模のも

のに池合するのである。

Yarcl lUlllber の規格に定められた故知の内其甚しきものは素より強度に閥係を有するのであ

るが此等の紋賭の中強度に最も関係を有するものは節 (Knots)，割 (Shakes & Checks). 木目の

傾斜 (Slope of Grain) 及丸身 (Wane) であるから構造材の品等規格としては此等 4程の~鮪

に付て専ら考躍すれでよいのであって.主として外観上の債値より快賠を考察して品等匝分を

定むる Yarcl lumber とは品等の分類並IL之が要素を鋳す紙製I~の種類及其取扱に付て多大の今差

異を存するのである。

今概括的に 4 極の依鞘の挽材の強度に及t去す影響に付て越ぶれぽ弐の通りであるD

筒 (Knots)

節の位置.大小.分布のj伏況.性質により木材の強度は著しき影響を受け又材種によりて影
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響を異にするものである口

割 (Shak邸&; Checks) 

Shakes &; Check日も亦其大小.位置によりて強度に関係を及惜し特に Shakes と Checks と

が併存する時は其影響が甚しくたる又材極によりて影響を異にするものである。

木自の傾斜 (S[ope of g1'ain) 

S[ope of grain の大小も亦弧度に関係がある口

丸身 (Wane)

Wane は使用上の債値を損する方・強度の影響よりも重腕せらる L 程度のもので前記 3 極の快

鮪に比すれば強度tc封ずる影響は]1霊徴である.然し首iと丸身が併存した揚合は強度に多大の影

響を及依すことがある.:tも此場合にでも簡による影響の方が大であると見るべきである。

第二類 材極匝分

構造材は用迭によりて次の 3 極に大別せらる~ 0 

1. Joi呂志 &; Plank 

Joists, Raf七日1's， P lank, Facto1'Y Flooring 等を含む。

2. Beams & Stringers 

Beams, Gi1'de1's, Stri口gers 等を含む。
3. Pús旬& Ti11lbers 

Posもs， Caps, Sills, Other Ti11lbers 等を含む。

第 三 類 材種別総fl~規格

r. J oist &; Plank の桜準規格

(A) 寸法規絡

標準)手

棋準備

2-4 11寸

4 11す以上

仕上厚(SlS 又は 62S) 3/8 吋減

仕上隔 4-711寸のものは SlE又は S2E は 3/8 吋減

標準長

8 "寸以上のものは SlE又は S2E は 1/2 吋減

2 択の倍君主

(B) 品等規;裕(依鞘の種類2 1j )

(1) 庚き面I'L於ける節の大さ (Knots on Wide Faces) 

Dense Select & Select 
制前の縁 (edge) 又は紘|殴き而の中心
に近き部分に存;(E し且つ l 線にあるもの
長の中央 1/3の部分に あ|
る L の (fit) I ( 1り〉

3/4 I 1 1/4 
1 2 

前の l陥

(1りコ

4 
6 

Dense Common & Commoll 
l民告商の総 (edge) 又は線 l
に氾告部分に存;(f.し且つ|際告商の中心
長の中央 1/3の部分 lこぁ l 線に あるもの
るもの (UJ) I (1サ〉

11 / |13ん
11/2 2 1/2 ~ 
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Dense Select & Select I 

l資 告国の紘 (edge) 又は紘 I 1m 'c ="'..... _,'_ I 
に近き部分lこ存在し且つ|民告而の恥む| 函 の 幅
長の中央 1/3 の部分にあ|総にあるもの|
る も の ( rば) (f1~つ ( f1~コ

1 3/. 
1 3/4 

2 1/8 
2 3/8 

2 112 

2 5/. 
3 1/4 

4 
4 1/4 

4 5/8 

。
o
n
リ
の

a
A
品z
a
u

可
ム
マ

i

可

A

1

A

Dense Common & Cornrnon 

!炎告珂の総 (edge) Xは紘|
に近告部分に存寂し且つ|際き而の中心
長の中央 1/3 の部分i こ あ|線にあるもの
るもの (吋) <f1J)

2 I 3 3/8 
2 1/2 4 1/1 

3 5 ~8 
3 1/4 I 5 5/8 

3 2/8 I 6 

(2) ・ 心持材の~~起き面に於ける節の大さ(長の中央三分のーの部分〉

(Knots on Narrow Faces of Boxed-h巴乱rt Piec閃， Middle Thil'd of Length) 

Dense Select &, Select (f1ナ〉 厚仁川〕 Dense Common & Cornrnon (f1t) 

2 

1 1/4 
1 3/4 

1 
1 1/4 

3 
4 

(3) 一面に於ける節の直径の合計(長の中央二分のーの部分入 最小限度

(Sum of Diame七el's of K 110ts on Any Fac鳥 Center I-Ial1'of Length, Not to Exceed) 

Dense Select & Select Dense Common & Common 

面の脳の 11/2 倍 前の阪の 2 傍

(4) 目廻及割 (Shakes & Cheks) 

木 口 の隔の lん

木 口 の幅の 1/3

主主 材 (green) 

乾燥材
(seasoned) 

木口の l隔の 4!Io

*口の幅の 4/9

Dense Select & Se lect Dense CO D，lmo口& Cornrnon 

(5) 木目の傾斜(長の中央二分のーの部分)

(Slope of Grain, Centel' Half of Length) 

Dense Select & Sclect Dense Comrnon & Common 

1:12 1:10 

( 6) 丸身(\Vane)

Dense Select & Select Dense Common & COIDmon 

1ñJれの而にて L 共隔の 1/8 何れの商にて L 其隔の 1/_1 
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II. Beams & Stringel's の桜準規格

(A) 寸法規格

棋準厚 511.]-以上 棋準陥 811.-J-以上

仕上寸法 818, SlE, 82S 01' S4S : 1/211寸減

棋準長 2 択の倍数

(B) 品等規格

(1) 釘i

Dense Select & Select De 口se Common & Common 
狭~頂~jJ水準の面及旋告 民告国卸震直

而の幅
狭告而却水準の面及炭き E奇き面卸垂直

耐.に於ける総11に3 存在し且 の国の中心線 面に於ける紘J/に3 存在し且 の商の中心線
つ長の中央 の部分 にあるもの

(11.]') 
つ長の中央 の昔!~分 にあるもの

(nt) (n .j・3 (II.J・3 仁 11-1"コ

1 11-1 1 1/4 5 2 2 

1131II4 2 1 1/ョ 6 
2331Ils 8 

2 8 2 3/4 

“ 
の 2 1/2 10 

3381I/8 8 4 
2 1/S 3 12 4 3/4 

2218j14 
s 

3313/14 
8 

14 
33571I8 5 5511/IR 宮16 

3357l18 
s 210 

8 5 7/8 
6 1 

.4 22 ﾟ 1/2 
4 .1ん 24 6 3 

(2) ー固に於ける日Jの直径の合計(長の中央二分のーの部分.最小限度)

(Sum of Diamet日1's of Knots of Any Face, Cente1' Half of Length, Not to Exceed) 

De口.se Select & Select Dense COIllmon & Common 

前の幅 聞 の l隔の 11/z 傍

(3) 目廻及割 (8hakes & Checks) 

Dense Select & Select 

木口の幅の 1/4

木口の隔の 1/3

主主 材

乾燥材

Dense Commol1 & Commol1 

水口の帽の 4/10

木口の隔の 4/9

(4) 木自の傾斜 (810pe of Grain) (長の中央二分のーの部分〉

Dense Select & Select Dense Commol1 & Common 

1:15 1:10 
~ー
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(5) 丸身 (Wane)

Dense Select & Select Dcnse Common & Common 

何れの函にて L 其帽の J /8 仰れのlliTにでも其帽の J/~ 

III Pυsts & Timbe1's 

(A) 寸法規格

標準寸法 6 x6 11寸以上

仕上寸法制 SlE， S2S 01'凶 j Hj減

税準長 2 択の俗童文

(B) 品等規絡

(1) 節

489 

Dense Select & Select 仁川 〉 lliT の帽に/lJ) Dense Common & Common (/I~.) 

1 1/2 6 
233llis s 

。“ 8 

2 1/2 10 4 
3 12 4 3/4 

33311I8 4 14 5 1/8 
16 5 1/2 

3 5/8 18 
5671Il8 a 3 7 20 

4 22 6 1/2 
4 114 24 6 3/'1 

(2) firiの直徳の合計(長 6 吋の聞に於ける最小限度)

総ての!日等を通じて長さ 6 "寸の聞に於ける節の直径の合計が最大限度の節の直径の 2 1去を超

過するを許さや又長 6 "寸の聞に於けるー固に於て最大限度のrj[i 2 個を存することを許さぬ。

(3) 目廻及割 (Shakes & Checks) 

Dense Select & Selecl 

木口の耐の 4/10

木口の隔の 1/2

生材

乾燥材

(4) 木目の傾到 (Slope of grain) 

Dense Select & Select 

1: 10 

Dense Co田口10n & ComUlOn 

木口の帽の 1/2

木口の幅の 6/10

Dense Commoロ & Common 

1: 8 
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(5) ヌL 身 (Wane)

Dense Select & Select I Dense Common & Commo日

l享又は幅の 1/8 厚 χ は l陥の 1"J

第五日 Factory 及 Shop lU l11ber の規絡

Factory lUl11ber 及 Shop lUl11ber の品等は Board 或は Plank よりカ1\工t足立によりて一定の寸

法及品質の細材 (Cutti唱s) を得ら るべき部分の割合を桜託手として定めらる L のであって Yard

111l11ber. Structural ti l11bers とは品等規絡の組立ての根本を具に し てをるのである。

第一類 寸法規 絡

(1) 厚

様準寸法(吋〉

1 '/4 
1 J/2 

2 
2 J/4 

2 '/2 
3 

4 

(2) 隔

5 吋以上

(3) 長

仕上寸法C"寸)

~l:" ~ 
32 Lﾄ. 32 

1 5/3z 
1 13{� 

1 26{32 

2 1{8 

2 3/8 
2 6/8 
3% 

標準長は 6 択以上にして 1 吠の倍数とす.但し箱材は 4 吠以上とす。

第二類 品 等規絡

I. Factory Plank の品等規絡

Factory 

Plank 

Factory Clear. 

Factol'y Plank の

上等材にして上等

No.l 及 No.2 Clear Factory 

康き面の部分全く Cleal'であって No.l Door cuttings 

材を少くともを 85J~ を包含せなげれば危らぬ.而し

て 2 個以上のlVIuntin 材を包含しではならぬ又 Muntin

材のみにても不可なり
の細材 CCuttings) I 

I No.3 Clear Factory 
を多量に得らるぺ .

きもの
No.l Door cuttings を少くと も 70 %包含せ 怠 ければ

主主らぬ而して 2 個以上の::.vIuntin 材を包含してはたら

ぬ又lVIuntin 材のみにでも不可なり
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No.1 8bop 

491 

Door, Sasb 其
他の細材

(Cuttings) に

適合するもの

N 0.1 Door cuttings 材ならば少くとも 50%を包含せ

8hop 

なければならぬ No.2 Stile 材 1 個迄は 差支たいが 2

佃以上の Muutill 材又はMuntin材のみにては不可な り

Factory plank の I No.2 Shop 

下等材にして下等 I No.1 Doりr cuttings 材ならば少くとも 25%

且小さき *IH材(Cu- I No.2 Door cuttings 材ならば少くとも 40%

ttings) を得らるべ! 混合の Door cuttings 材ならば少くとも 33 L/3%

きもの l を包含せたければならぬ

No.38hop 

No.28hop より以下の品等にて Box: lumber より 上

等のもの

1. CLl ttillgS の iHl噌;

Factory plank より挽立てらる... *Iß材 (Cuttings) の品等は No.11えN02 の二種に匝分せら

れ其の内容は次の通りである白

No.1 Cuttings: 雨商共虫l~;1j}と結党記るもの Dl'包bt sapwood ならば別l"Cf!ilJ 限定J:L

No.2 Cuttings : 次に掲ぐる昧賦怒らば其何れのものにでも差支たい

1. 一面に於ける Light blue stain 但し面の面積の二分のーより 院からざるものに限る

2. Me�um browll kiln or beart stain にしてー面の面積の半分に達するもの或は之よ

り淡き staill t:J. らば幾分其面積を増しでも差支ない或は二面に於ける揚合は面ti'íは

同ーの比例によること

3. 8mall, sound &酬 knot 札て直径いを超へざるもの
1 

4. '¥Vest Coas七 woods 主主らば 8mall pitcb pocket は隔 8 は隔 2 吋を超へざるもの又

1 West日rn pine 及 California pine にては幅否吋.長 111寸を超へざるもの

5. ーイflil又は以上の Checks にして其長 8 吋を超へざるもの

6. Ligh七 pitch 又は Small piωh streaks にして大怒る快組i とな らざるもの

7. ー聞に於ける Slight torn grain 

2. Cuttings の寸法

1. Stile日 明 5 1f寸及 6 吋.長 6' 8"-7' 6" r日等は No.1 又は No.2

2. Bottom Ruils ~IRi 9 吋及 10 吋.長 2' 4"--3' 1日等は No.1 叉は No・2

3. Muntins l陥 5 1ft及 6 吋.長 3' 6"-4' 品等は No1 又は No.2

4. Top R乱ils 幅 5 吋及 611寸.長 2' 4"-3' 

5. Sash Cu悦ings 幅 21/211-.J'及 3 L/2 吋、長 28 吋以上
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6. Cuttings の寸法と面積との閲係

品等調;絡に迎
用也らるべ~
換算上のI訂fi't
仁卒方l火】

Cutting 
の笈際の而積|
く21'-方 l火) 1 

弘吉宗主l[;絡に主主 11 12~0_.1 >r. p10 ",1. 1 
11 Board 及 Plankl

朋ぜ らるべ告 11 -;;:_~~.:， ;-:，，:"_~ ;;::;: 1 
換算上の而絞 l の Cuttiug の寸|
仁平方吠コ l 法(腕 X長コ | 

Cutti噌|
の.1't際の市街 |
仁平方I.!fO 1 

Board 及 Plank l
の Outting の寸 |
法 (幅 x 長)

11
/2 

1314 

2 

、
B
『

S

L
t
t
l

J

、
I
f

-
-P
B
1
』
，
、

E
ab
a
J

Muntius 

1.46 
1.53 

1.60 
1.67 

1. 75 
1.83 

1.92 
2.0。

5 グ x3' 611 

511 x31 8 グ

5 グ x3'101/ 

511 x4' 011 

6 グ x3' 611 

6 グ x3' 8 グ

611 x 3'10 11 
6 11 x4/ 0 グ

3 

31/4 
、
〉J
、
‘
，

a
z

h
E
S
E
-
a

，
、

E
t

p
E
E
，

2.78 
2.85 

2.92 
2.99 

3.06 
3.13 

3.33 
3.42 

3.50 
3.58 

3.67 
3.75 

Stilcs 

5" x6' 8 グ
5 グ x6'10 11 

5 グ X71 0 I1 
5 グ x7' 2 グ

511 x7' 4" 
5 グ x7' 6 グ

(¥ 11 X 6' 811 

6" x 6'10 11 

6'1 x7' 011 

6 グ x7' 2" 

611 x7' 4ρ 
61/ x7' 611 

1 

"“ ,,
t I

 
T
A
 

、
I

L

-
-
J

、
B
E
l

-
-

L
i
l

l
i

-

-

b

l
'

Top Rails 

0.97 
1.04 

1.11 
1.18 

1.25 
1.17 

1.25 
1.32 

1.42 
1.50 

5 グ x2' 4 I1 
511 x2' 6 ρ 

5'1 X 2' 811 

511 x2'10 グ
5" x 3' 0 I1 
611 x2' 4ρ 

も 11 X 2' も 11
も 11 X 2' も H

6 グ x2'10 11 
611X3'01l 

31/2 

3~/4 

1、/.J

2 

2114 

。

“ 

、
P
I

P
-

，

，
、

，
l

，
E
B

，

、a
p
J
・
z
-E
p
a
-
-，
h，a
i
r
s
-
，
4
B〉
ノ

Bott�lU R:�ls 

1.75 
1.875 

2.0 
2.125 

2.25 
1.94 

2.08 
2.22 

2.36 
2.50 

9 ρX 2'411 

9 グ x2'6 11

911 x2' 8'1 

9 グ x2'10 グ

9 グ x3' 011 

10// x2' 4 グ

10 グ x2' 6 I1 
10" x2' 8 グ

10" x2'1011 

1011 x3' 0/1 21/2 

Shop lumber の品等規格II. 

組てのj享の Shop lUill ber I'C封 して

Tank & Boat stock : 

使用目的を寄せざる程度の健全なる依馳は許容する

lsts & 211ds: 厚 1 [1寸の Shop

板の雨面共 C select 叉は以上のものにして雨商何れでもlumb日r I'C劃して

使用し得るものSelect: 

Selects: 少くとも (a)及(b)

抵の一面のみ C select 又は以上のもの又は(b) CUttillgS を

No.l Shop: 70%包含するもの
Shop lurnber 

少くも(乱〉及 (b) 又は (b)Cuttings を 60% 包含するShop: 

もの少くとも (a)及(b)

No.2 Shop: 

少くも(乱〉及 (b) 又は (b)Cuttings を 40% 包含する

又は(b) Cutting河を

50%包含するも の
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もの

No.2 Shop より下等のものと雌も少くとも Sound cutting 

を吟%包含せなければならぬ尚其 Cl1向は幅 3 吋
長 18 吋より小で、あつては完忽主らぬ
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(a)Cuもtings:

(b)Cllttings: 

法寸の

k

p

以
上

-
m
吋
以

凶
日
択

c
i

円
。

f

長
一一
u

寸

2

1

一2
Ha

5
 

一
回
同
吉
岡

品
川
T

・
仙
叩a

Cl1ttings の品質

(a)Uu此ings Iとして長 3~尺より短きものにては雨商とも全く無快鼎iのもので怠ければならぬ.

Bright sap wooc1は差支泣い。

(a)Cu悦ings にして長 3 吠以上のもの及 (b)Cuttings は Dauglas fil', Sitka spruω 及 West

Coast hemlock にては Cutting の面が B select 又は以上のIR1ET . 其他の凡ての softwood

にては C select 又は以上の面を有ぜなければ友らぬ口

第 I刈節 日米木材規格の比較

米閣と日本とは木材の使用方法に可也の相違がある.同じく建築材に供するとして建築の賢

質を異にし我園に於ける和風住宅、洋風、和風折衷建築とうj(:図に於ける住宅との聞には其構

造 ‘ 内部の遺作等に就て多大の差違を見るのであるカ、ら之に用ふる1fé材の材極.寸法.品等の

i傑準も 自ら差別を来すのである。其他の用途に就ても亦之と同様の聞係がある。従って規絡の

統ーに付ても其要素の種類.同一要素に付ても其内容に差異を認むることがIj~来るD 倫統一の

根本方針に付ても 米閣にては車純化に重きを置きて統一を行ひ我閣にては雨者併立幾分統ーに

重き を置く傾向のあることが腕I[S(せらる L 。然乍ら之を大綱より諭すコる時は 雨図の聞に規絡の

統ーに付て一貫せる共通品Iiを存することも容易に認識することが出来るのである。

以下順を迫ふて雨閣の木材規格及統一の内容に付き比較検討を試みること L す る。

第一項 木材規格、適用の純国

第一日樹 種

我園の潤葉樹材利用の現況は向幼，fr~であり未t:出来合挽材の市揚に現はる L ものは甚だ少い

から澗葉樹用材の規絡を制定する機運K到達してをらぬ叉i間葉樹材と針葉樹材とは規格上著し

き差遣があり到底雨者を同一規格の下に律することは出*1J:いのであるカ、ら我国の木材規絡統

ーは針葉樹!日材に限定したのであ る。将来澗葉樹材の利用開け出来合説材が市揚に多敢に;現は

る.1. fZ:至らば之が規絡の統制を必要とするであらう。米閣に於ては針葉樹材， I開業樹材共に出来

合挽材が市揚に現はれ夫々地方的陀組合によりて其規絡が定められてをるも 而して澗葉樹材に

制しでは従来より統制が充分に保?とれ、現時全米を通じて主怒る組合は二個あ れ就中 National
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HardwooJ LUIlJber Ässociatioll が座倒的勢力を布し其規格は殆んど全閣を瓜擁してをるiUt況

である。乙κ反して会l司E樹材は各地に多蚊の組合が存在し各個別々に規格を制定し其間何等の

統制も連絡も行はれてをらぬロ斯如き j伏態であるから最も急:を要するものは針葉樹材の規格統

ーであって・澗葉樹材は飴り其必要を感じない.依って米図にては先以て針葉樹材の規格を統一

し第二段に澗葉樹材に2刻表さんとする方策に出でたものである。斯如き事情を存するのである

から 日米陀於ける木材規格及統一の比較は針葉樹材に付てのみ論及せんとするのである。

第二目 材極及用詮

我図針葉樹材のm材は一部分丸太或は ~:~I角と して其依使用せら る L が大部分は製材とたして

騒々の用途IC:: t:!tぜらる LD 而して製材の大部分は建築材に供ぜらる L から我閣の規格統一の釘

象は之を用途の上より見るときは針葉樹の素材(丸太及~:III角〉及主として建築材に使用せらる

L 製材であると云ふことが出来る口三えに用途とは別に市揚に於ける取引上の慣習より見る時は

我閣の木材規格の劃象は丸太及~:IJI角の外製材 fC::付ては普通市揚に於て取引せらる L 出来合品に

重きを置いてをる口査し我国にては製材の大部分は建築材に供せられ且つ出来合品として市揚

にて取引せらる L のであるカ、ら我閣の木材規格統ーは製材に付ては出来合品を劃象としてをる

と云ふことも 01来る。只出来合出lを中心として見る時は建築材の外種々の用途に供せらる L も

のを含み叉建築材の内には市揚m3長合品製材の外種々の寸法の製材を有することを知らねばな

ら'ぬ。

米閣に於ける木材規絡統一は鵠材fc:: f寸ては主として建築材或は出来合品挽材に重きを置いて

をることは我閣と 同様で、ある . 只米閣に於ける説材出来合品の用途の~i目園は我閣によじして謹に

庚 〈建築材の内でも梁.桁類の如き寸法の大主主るものも出来合品として市揚に存し命建築材以

外に橋梁、土木.桶.船舶用材. 屋根彼等t亡迄及んでをる叉建築材の内で も鋸断挽の伎の粗鵠

材のみたらすτ更に進んで飽削を施したるもの或は納.構.制%等を施したるカ11工材をも包含し

てをるから挽材に付ての木材規絡誼用の純聞は我閣に比して著しく蹟汎であると云ふことが出

来る。

以上の如く米関に於ける鵠材に到する木材規格、適用臨図の民汎主主るは米|求)fc::於ける挽材出来

合品の純国， 種類が我閣に比して庚く且つ多き矯めであって雨者の差は概して只範囲の蹟狭に

止まり其根本観念に付ては彼我全く 同様であると云ひ得る。然るに木材規格、適用の範囲に付て

雨閣の聞に重大なる ~tl異軌をイ子するものは丸太に閲する貼であって、米閣にては丸太を木材規

格統一の純園より除いてをる。

丸太を木材現絡統一の~Í[j闇よ り 除外し?と理 113 を検討するに.丸太は大部分製材の資材に供せ

られ需要者の手に渡るのは挽材の形と たってからであって.丸太其物と しては一般的の需要者

と何等直接の関係を有せないのをIm.Ell としてをる。

元来木材規格統ーは閣民大衆の需要を目標とし製材業者. 仲介商人の三者の問陀便利怒る傑

.--
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一定の統!lílJ を保たしめんとするのが最大限目であるが.製材の資材にfJEせらる L 丸太の如きも

のは製材の一歩前の階梯K屈し園民大衆と直接には何等の交渉を持?とぬものであるから . 之を

規格統一の範囲より除くも支障がないと云ふのが主主主る主張貼である。

米閣の木材規格統ーに丸太を除外したことは拘に遺憾とする所であるが.斯却さ7結果を招来

した原因は.米閣にては丸太に閲する観念が我園と著しく奥たってを り更に他に重大なる理 113

を有ーするためであ ると察せらる.1. 0

丸太の除外問題に付て兵臨的犯論及すれば

1. 丸太は製材の資材に供せ らる L 外各種の用途として需要者に直接供給せられ丸太の億使用

せらる L ことが少く友いが.此揚合丸太の材1忠栴呼.棋準寸法.猷貼.品等.検知法.111

位及材積計算法等が匝々であったならば生産者と需要者の問に種々の支障を来し固満怒る取

引を行ふことは出来ぬ。

2. 丸太が製材資材1'[供せらる L 揚合は需要者との閥係はー践は間接であると云ひ得るが之は

単に形態上より見?とる閥係のみであって丸太の規格が統一ぜられざる矯め製材業者の被る各

種の不利益、煩雑は事業上1'1: 2えほーし惹て需要者に特稼せらる L も のと見るのが受賞であ る O

3. 前二項の如き事情を存するのであるから丸太を除外するのは木材業全躍としての丸太の地

位を飴りに軽視し過ぎた視があり木材規格統一の盟系を損し且つ其樫威を自ら冒涜する嫌が

ある。

4. 米閣に於て丸太花関する規格が或程度統制が保たれてをるならばi開業樹材の規格統一切如

く之を後廻しとするも亦巳むを得ぎるのであるが.事質は全く之と反釘であって各地共不統

ーであり特に丸太の材積計算法の如きものは最も甚しき混凱を来してをる。

5. 丸太の材積計算法は丸太の他の規格要素に比して需要者或は製材業者 lて到する影響は遁に

大であると共に挽材の規格要素の内でも丸太の材積計算法の統ーに比して造に其慣f砲の小た

るものも存するのであるから、iJ!.:して前掲の如き理由を以て単純に論断することは出来ない

のである.丸太材積計算法の不合理及不統ーに付ては米閤tとても非常に厄介悶してをるのを

見ても其真相を鏡ふことが出来る。

6. 米閣の丸太材積計算法は極めて強き悶襲に捉はれて各地方-特有の方法を引額き今日迄固執

してをるから之を統一することは可也l亡困難で・あら九乍然皐に統一の困難を理由とするな

らば鵠材の統ーも亦之に劣らぬ困難を伴ふのである、丸太材積計算法が木材業金躍にとり更

に需要者.製材業者に探りて重要性を持ってをることを充分に諒解する主主らば困難を排して

之が統ーを期すべきである。

7. 米閣の丸太材積計算出は既越の如く大部分，園法(Di乱.gram) によ り求積するものカ、或は之

を基礎として多少の修正を加へたものである.従って人により.時代により種々の方法が案

出せられたのである w 従来と同じ理由陀より将来に於ても亦此極の新1)・法が案出せらる L こ
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とも諜]開出来る.而して岡法により求積するものは丸太其物の質材積でなく丸太より製材し
, 

て得らるべき鵠材の材程mn ち利用材積を主眼としてをるが米閣の丸太材積計算法の欧洲及日

本と趣を異にしてをる特徴であるo

元主将丸太の材積は質材積によるのが通念であれ之より得ら るべき製材の材積は常に丸太の

材;積より 小なるべき筈であり.倫製材の利用率は製材の寸法.ヵ-法.錦身等によりて種々饗

化すべき性質を有してをる。然るに米固に於ける丸太材積計算法は或想定の製材を基と して

一定の丸太より生産し得る製材の材積即ち利用材積を算定し之を以て各種の製材寸法.方法

及鋸身 l'c!:Iしてー互容に律せんとするものであるから飴りに質際と懸け離れてをることを容易

に判断し符・るであらう D 現時何れの方式によ る丸太材積計算法も 相互の聞に茜しき不突合を

生じをり且つ貰際生産せる製材々積の方が所謂丸太材134よりも却って多きが如き不合理の結

果を示し.俗陀之を歩培 (over run) と稿して製材業者の思惑め材料に供せられてをるj伏態

で・あ る。

8. 米閣に於ける丸太材積計算法が以上の如く不合理なる反面の事賓としては製材方法の極め

て粗放なることか鋭はる L のである。製材の丸太に到する生産幸容が歩減と反卦jに却って歩婚

を生やる形式となってをるのを以てしでも其一斑を推知することが出来るが. 主Ik克資材丸太

の債絡が低廉なるに反し勢銀極めて高きため鋸の挽減に付ては飴り考慮せすす.寧ろ製材能率

を 1I1?!~得る丈大主主ら しめて生産費の低下に全力を注ぐ結果に外なら主主いのである。斯如く製

材方法が粗放であるから丸太の性質に付て も概して無関心で、あ り品等.快駄に劃する規格も

極めて簡単怒る規程に止まってをるo

9. 米閣にでも現行丸太材積計算法の不合理怒るは充分承認せられてをり皐術上の研究にNーで

はblとして斯如き方法を用ひ歩何れも質積を求めてをるのである。 f古I商取引上に於ても従来の

丸太材積計算法主鹿して新怒るカ-法を工夫するに至った。近年太平洋西北部沿岸諸一洲に行は

る UC至つ?と Breretou Log Scale は計算方法の、適否は別として賢積計算に基礎を置いたも

のであって従来の丸太材積計算法と全く其軌を異にしてをる.而して木材積計算法の適用を

見るは舶積の揚合に限られ.製材工場資材としての取引には全く用ひられたいことを注意し

怠ければたらぬ口

之を要するにフ!と閣に於て最も庚〈行れてをる丸太材積計算法の不合理にして然も其種類によ

りて数値が匝々であり不統ーを呈してをることを充分知悉してをるに不拘íiiJ之が統ーを回り得

ぎる理由は，製材業者の大なる反事Jあ ると 同時に新に質積計算法の方式を選定せ泣ければなら

ぬのが主なるものであると信ヂる。 悲し米固に於ける木対業者の業態及組織は我園と著しき差

遣を存し製材業者の勢力は極めて弧く容易に他の追従を許さ E るものがあるから.製材業者の

利害に重大友関係を有する丸太材積計算法の改善統ーを容易に企岡しf号、ざる事由を諒解し得る --
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であらう。

第二項 樹極名の統一

米閣は土地既汎にして有用針葉樹頗る多く地方的i亡種々の名稿を存し複雑を来じてをるO 撃

術上同一樹:flll ll:属する樹木に封して地方-を異にしたる揚合は勿論.同一地方にても数種の俗名

を存し又同一名稿を有する樹極も地1/1亡よりて全く其製術上の樹極を異にするものもあ る 。

斯如く樹極名の複雑混筒Lは取引上極めて不利不便であるカ、ら木材規格競ーに際して商業上に

f日ひらる L 樹種名の統ーを行ふたのである。

樹種名の統ーを困ったものは次の] 2鹿‘ 55屈であるが

Ceders allll J ullipers 13t直 Cypress 11]] 

Douglas Fir lf:i1!: Tl'ue Firs 8極

Hemlocks 4f0] Larcbes 1極

Pineョ lSffit R日dwoo<l lN~ 

Spruccs 6flJt Tamaraek 1日:

Yew 1股

右の内 Cypress， Douglas Fil・， Pin巴の 3 属に付ては同一樹程陀て地方陀より異なる名栴を認

容せるものが 5桓Il:上って をるO

我悶の木材規格統ーに付ーでは樹桓名の統ーは全く考成せられてをらぬが夫れは取引上或程度

の統flil)が保たれてをり特K樹極名の杭ーを困る必要を認めたい属である。我園の針葉樹は米間

に比すれば其数極めて少く僅 Il: 50 飴紐K過ぎす九然も此等の内には植物撃上より見て辛ふ じて

其存在を認めら る L も のが相'話に多く.之を差引き多少宛にでも用材と して市揚に取引せらる

L ものは30有飴に減少す る .更に生産数量を考店l亡入れて其樹屈を吟味すれば市揚に現はる L

ものは20有官会NUl:減 じ.尚市場IH来合lTi を 1~IÜ手とすれば一層減少して慣に 15-6 屈を数ふるに

過ぎたい。

此15-6置のものに付きて名栴を調査するに樹木名としては地方・的に種々の俗名を存し相常

複雑せるものがあるが. 之を木材ïlî揚に於ける木材としての商業 kの名郁より見る時は可也に

統制が保?とれてをる.只同一屈に屈する 樹加にして其生産量極めて僅少なるものは其多きもの

と混材して同一名稿にて取扱はる L ことがある，例之コメヅガとツガは異種に属する も市甥に

ては之をツガと栴すJるが如き其一例であってl他の樹極にでも亦同様で、ある.此は数量の少きと

材質の酷似せる とにより 同一名栴のもとに版買取引をするのであって寅際上何等の支障をも認

めてをらないのである。

以上は国内産の樹在nll:付てどあるが l!ifl:(入外材の名稿に付ては多少之と趣を異にしてを る。 北

米より職入せら る L ものは樹種名として「米J の字を冠して内地材と匡別してを る dと槍.米栂.

米杉.米梶等其一例であるが米杉及米概は純物壊上より見るときは全然誤った名掃である 、叉沼



498 林業試験報告 第三十二腕

i毎ì1H及満洲より輸入せらる1. 1クードル」或は朝鮮五品E松は普通支那名を採用し夜1:松と約するも

内 j也の姫小松と酷似せる関係上之を姫小松と冒稿ずることがある叉外材の名前にして内地材 It:

模したる名栴をJtJひ歩原語を其憶!日ふるものも少〈たい口

以上のま日 く内地材の名栴は商業取引上可也に統flilJ ;Ò~保?とれ輸入外材も一二不合理の名稿を有ー

するも不統一を来せるものでないから木材規格上取引上の名郁を統ーする必要を感じたいので

ある。

我図の木材取引上樹屈に封する l吟味は素より股街に行はる L が木材の産地に劃する詮議 も之

に劣らざる注意が191\はる L のである.同-.flËJffiにでも産地により色津.硬軟其他工謹的性質に

多大の差異を見ることがあるから木材の標示としては樹屈の外産地(製材者〉をも併せて去は

すことに規定せられてをる。

部三項 材 Tffi 及稲 1Iヂ

材極の分類に付て我障!と米国とを比践する時は米国にては厚 2 吋 (5糎08) を以て Strips

及 Boards と Planks 及 Scantlings との限界としてをるから我図の規格にて寸法の~IJみ方を 1íJiìi

とすれば挽割及仮と盤及協角との限界と一致する. j(f亡杭に付ては米閣の規格は 8 吋(20糎32)

を以て Strips 及 Seanもlings と Boards， Planks, Heavy J ois旬及 Til1lbers との境界としてをる

が我図の小角と中角との限界と同一で、ある。

米園の Boa飢rd命dゐ日及 Str匂B と板及挽割とは!厚享の閥係は上記の如く一致してをるが隔rcf付付'J'ては

雨者の問tに亡若干の差異がある 、 E即pち前者はf隔晴 IにC於て 8貝町旬1I吋l叶ナ.(ο20

割との匝分は板にては隔は厚の 31倍吾以上.挽割は幅は厚の 31倍吾米満とし.何れ tに亡しても 8n吋吋イ寸.よより

も若著4 し〈隔の限界寸法は小と友つてをる.向f反に於て12íJ電未満を小間板と郁するが.其限界も

亦 8 吋-より著しく小である。

以上の如く材極の分類に付ては或ものは全く一致し或ものは多少の差異を存するも其概念に

付ては共通知を存してをる.然しイ悶々の木材の寸法的ち細分の材極1C1~J-ては雨園に於ける木材

使用上の慣習によ P て多大の差異を見てをる.即ち我図の慣習は厚の極めて fI.l~き板類と同時に

可也)享きものをも要求し叉幅及厚の小なる小割物の需要多く尚板類にては隔の蹟きものを賞美

し然も隅 12 糎より 30糠に至る各階棋の組合せものを要求するのである。之に反して米関にて

は板類は普通厚 1 n寸以上の厚板. î抱角にては幅及厚共我閣の問来合rr;'lft:比すれば一層大怒るも

のを要求し我閣の如き滞板又は小制物の需要は極めて稀であるO

上越の材種は厚〈最小越)5吋未満のもの即ち Yal'd 11l!1lbcl' ft:~討する分類であるが.既越の

如く米閣の規何年は厚(最小謹)5 叶以上のものにft~ して刊に Stl・llctll ral Timber なる tJ立的材極

を設けてをる羽 13P ら 12糎 7角以上の挽材であるが我閣の規怖によれば小角及中角の一部分及大

角が之に該賞するのである.斯如く Stl'llctural Timbel'を調立ぜしめたるは1j1ft:寸法の開係よ

り考慮した許り でたく品等規格と軍大なる関係を有・し建築、橋梁其他の構造材料と して必要な
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る強度を規格 rl:ll'C規定せしめんがj~めであって.此思iilま材極分類、 rRl等規格と相開聯して我閣

の夫れと著しき差異の存する所である口

1fé材の栴H乎に付ては寸法を主臆とし材極を副とする鮪は雨閤共略趣を同ふしてをる。

第四項 J標準寸法

我国の挽材寸法は極めて微細に分類ぜられ且つ不統ーを来してをるのであるから統一的の標

準寸法を定むるにあたりても米閣に比すれば共同分が制宿となるのは止むを得ゑいのであるo

前項に地べたるが如き大小各種の材屈の分類の内に於て夫々標準寸法を設けてをるのである

が隅及厚の寸法の階叡は材極により差異があり.板及担割の内には 1 粍又は 2 粍を単位とする

が如き点111諮なる寸法の刻みを見ることあるも.木材全般としては大部分 1 粧又は 2 糎を単位と

して之が倍数を標準寸法としてを る。

t地角及挽割に付て棋r~~寸法の刻み方は悶と厚とは同ーーであるが板に付ては厚と隔の寸法の刻

み方を異にじてをる.我図の説材中最も重要の地位を l.!lむる ;阪類は従来厚に付ては分或は座主

単位とし~I高は 1 寸を基準としてをったが規格の統ーを闘るに常りでは j享は 1 粍. 隔は 3~沼を単

位とし之が倦3設を標準寸法と定めたのである。厚は別とし隔に付ては米国の標準寸法たる 111寸

は奮来の 1 寸或は新規程の 3 糎に比し若干僅少で、ある 。

=fSé材の長は幅及厚と全く l理主異にし我図固有の地j) 的家屋建築の様式及寸法に因を震して種

々の寸法が存してをる、長の共通的原則としては古今、東西を問はや一般に牛問又は 1 問の倍

数であるが 1 間は必歩しも G 尺でなく郡今の地方的悶習を有ーするから木材の長も亦之に躍じて

2-3寸乃至4.--5寸宛の差を生じてをるのである。

既越の如く著者の研究によれば将来我岡の家屋建築は柱冥々1.8米陀統一せらるべき運命に

あり又之に向って誘導する必要を認むるものであるから、 t地材の長も1.8 米を基準として前後

すべきものと信歩るし現在他の様式及寸法を存する過渡的の時代に於ては 1.9 米及之れと前

後すべきものを併用せしむべきものである.此趣旨によりて長の標準寸法は 0.1 米の倍数とす

ることに規定したので・ある口

-:Jくに米固に於ける挽材の棋士手寸法は我問に比すれば極めて簡単で・あって隔及厚は概して 1nt

を車位として此係数を標準寸法としてをる。 Factory lumber 及 8hop lumber は厚 1o.J及 2 11す

L. l_, 3 一 、
のものに封して正吋· 2 n.j'. 4 n-.j・等の端1止を附する』とあり尚飽削カu工材陀封しては仕上によ

る歩滞の程度を兵鵠的に寸法に よりて規定してをるD

挽材の長に付ては我閣と全く趣を異にする特殊の慣習を有してをる 。l3P ち挽材の長は総て偶

敢にして 2 択の倍数を原則としてをる 、我園の主/1く牟問 .1 問 .1 間竿， 2 問等の定長を有せすコ 2

~のf者数たれば長の大小を問はないのであって其黙は便利であるが. 2 1!R.51d腐のものは切捻て

ざるべからや木材全躍としての利用率を著しく減少するものとして夙に改善の議が明へられて

をった.今爾の規格統ーに常りて若干習慣は改善ぜられ弐の如き寸法の材極に付ては 1 択の傍
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敏郎 ーら奇，~誌を認むるに至つ?と。

(]享×幅) 2" x4'う6" x 8"ー長9'& J 1', (厚 Xl間) 2" x 8", 2"' X 16"ー長13'

心事×幅) '�f' x 8", 10マ x 10", 10" x 12" , 12" x J 2", 14" x 14" , 16" x 16", 18" x 18" 

一長11'& 13' 

(厚×幅) ('/' x 16" , 6" x 18", 8" x 16", 8" x 18"ー長15' & 17' 

三えに説材の長に!Jする延寸に付ては我園は抽象的に適営の延寸を附すること L 規定し.米閣

にては Yal'd lumbel' にては標準長に劃して 3 [1;]・以内の延寸 (Tolerance) を附すること L して

在る。

我閣にては製材に伴ふ寸法の不盤を緩和する方法として本項に於て標準寸法の公差陀閲する

規涯を設け各材程、寸法に到して精細なる公差を定めてをるが.米国にては公差に類する簡単な

る規程を快黙の部類に設けてをる， @p ち Imperfect manufacture (不完全なる製材〉の一種として

Val'iation in sawing を規定し此内標準寸法IL!Jする製材寸法の偏差にして僅少怒るものは之を

Slight Val'iation として取扱ひ標準寸法に釣臆して一定の制限を設け其範囲内のものは訣酷と看

倣さす九其制限を超えたものは Miss cnむ Lumber として取扱ひ之を快目li と看倣してをる。而し

て我閣にでも公差の範囲を出でたるもの L 内一定の傍件を設け吏に之を超ゆるものは之を快鞘

と して歩ム ラ材の取扱をなしてをる。以上雨閣の取扱方を要約するに.製材 1<:: 1*ふ製材寸法の

不整に劃して我閣にては或範囲内のものは之を標準寸法の部に公主として精細なる規定を錆し

一定の僚件を超え?とる不整の甚しきものは~~c 賄の部に於て歩ムラ材として取扱ひ，米 閤にて

は総て之針決結の項陀鹿ぜしめーは Slight Variatioll として快思Ii と看倣さや. 他は Miss cnt 

Lumbel' として快黙の取扱を属してをるのである 。

第五項快 賄

第一目 ßih 賄の紐類

木材規格上快貼と認めてをる担額は日米雨図大同小異で、あ り設-分米L~Jのカ其種類多 く且つ分

類も細密に行はれてをるが仔細K其内容を吟味する時は質質に於てはiI併其軌をーに してをるミ

とが判明する。

献結は品等規格の重要なる要素であるから日米雨間共触黙の距類の選定、{吠貼の表示カ法.

依賄の重さ等に3討する取扱に付ては深甚の考慮を椀ふてをる。

Ílÿt賄の在E類、 表示方法及il歪重に閲する取扱は IPl等:規絡と相侠って問問木材規格の特徴を示す

ものであるが先づfIV~賄の種類に付て雨者を比較すれば次の如くである。

本

考

再""an巴

f澈n 

図

来
J 
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日 本

lM: 類飲貼穏翻 | 併日 考

木口川目処|山口制州廻の 2 fiJì叶ω
別す

Slmke 

R1'1it 

節 |節は刻、及性質| こ ι リ酬し 11 Knot 
性質に ι る l孟分は次の如し
生節、死節・抜ける腐な告死 |
節、抜ける民ある先日告.抜節
腐節
際自fjく素材 〉

入 皮

凶

Bark pocket 

樹脂査 .&. 1 樹日開に付ては倒脂査及樹1m保 1 1 Pitch pocket 
|の 2 経;に lt.X 別す 11 

側関係 1 1 Pitch streak 

I! 

11 Pitch 

杭 | 孔に関してはlY抗.孔、 議 l食 1 1 IIo1cs 
の，q虫 l こ樹立阻月1]す

鳶

孔
典

抽
出
削

11食

ア 周遊H
初
川
川

製
油
遡

及
に
に

材
材
材

薬
務
製

テ

拘
メ

』問

宅

採 れ|刺に削

Spiral graiu に 4 りて生?る
制は木口制の部分に合まる.
共他のものはな し

~" 
!E 

i同 |素材に馴

犯には反~~ ， 採れを合む

偏
時
多

滋

心 |素材に迎用

Jo3 I 素材に越川

心|紫~;jに適用

色

不完全なる製材 不完全なる製材 t しては歩ム
ラ材のみを妙法I~ とす
不完全なる製材に 4 りて生?
る寸法の不盤は公差の純図内

Pitch sea凶

げC
 

ρ
L
V
 

D
 

Conl'reS~iOll 
fail Ul'。

C1'O邸 grain

Discoloration 

Imperfect 
Manufacturc 

備考

制は Check. Shake 及 Split の
3*歪に I直5}す

百円は大小、 形状. 後dミ;伏況及
性質に ι り ì&;)JIJ し性r.tに 4 る
随分1;):次の如し
Sound knot, Unso¥llld knot, 
Decayed knût, Tight knot, 
Intergrown knot, 'Yater-tight 
knot, Enclosed 1口、ot ， Not firm 
knot , Loose lmût , PJth knot, 
IIolJow lmot. 

樹脂は Pitch pöckct , Pitch 
streak, Pitch scan>, Pitcb の 4
午11\ 1 こ区別す

孔に関係を有する L のは総て
IIoles の内に包括ぜしむ

なし

なし

なし
c鵡に認められf: :O L 最後)
にwリ ;徐ゼら る

な し

~pir"l grain , Diagoua[ gl'ai [J , 
luterlocked grain，奇Navy
grain, Curly grain, Dip grain 
に 1!fK別す

なし

Bow , C1'ook, Cup. に l孟別す
!京案に Twist を存ぜしが最後
に削除ぜら る

なし

なし

T工し

-

』
汁

a

J

♂

・

i

n
u
-n
U
V
A
 

-
-
1

3
 

3
1
:
山
田

1
1
1
r
 

g
i

n
-
山

l
唱

d
1
4

A

H

日
目J
u

・釦

ハ
v
・
引
ゆ
n
u
i凶M

T
n凶
品
川
パ

J

u
e
 

・
山
川
町
略

m
a
l
a
 

g
T
l
m
珂
g

1
1

・

官
宅
A

・

n
u
a
M

印
d
E
n

p
a

'
・

u

・m
T閃
戸
d

h
0

・
日
b

c
L

凶
M
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日

飲貼種類 官lû

洋二

考

は{rjJt 思，Ij è 認め?別に公:ffiの規
iJ1を設〈

なし

なし

なし

なし

なし

なし

!なし

~j 米

紙撤続失H ~!jj 考

burn, Variation in S:tWing. 
(:1\11田 cut lumber) に区別す

Bird's-cye 

Cross break 

Gum Spots or 
Streal剖

Pith 

Pith e゚cks 

Bird's-peck 

Colb.pse 

後
後
間
取
最

ふ
υ
N

ふ
μ

J
3
'
e
t
a
 

れ
れ

、
り

F
り

・
め
め

訪
問る
叩
ケ0

・

w
、h
y
・
、

'
h
J

案
ぜ
案
ぜ

原
除
原
除

初
制
初
制

四
球
に
最に

上記の比較釘照により明主主るが如〈日本の規格には素材fL.閲する掛昌1iたる rliJ.アテ(製材に

も誼j日せらる ) . m司打，摂れ(製材にも、適用せらる〉偏心. 11碕形.多心を存するも米閣の規格に

は之を:仔せ怒い、此は米l生!の木材規絡は素材を除外してをる首然の騎結である口挽材K閲する

M)ç帥に付てはアテは日本にて調立ぜる険制としてをるが米閣にては之を認めてをらない.アテ

は其原因を別とし単に現lまれたる形態のみより見る時は狂と同ーの 取扱を嬬し得る揚合があ

る 、 米閣にては特別にアテを滴立せしめてをらぬが形態上の結果によりて之を Warp の内陀包

含せしむる趣旨の如く認めらる.1. 0 摂れに付ては我聞にては素材に到しては渦立せる猷製i とし

て取扱ひ.製材に劃しては狂の内に包含せしめてをり.米図にでも同じく Warp の内に包括せ

しむる精神であるD 依って我閣の規格に於ける快馳は素材を除き製材に封するものは全部米凶

の規格に存することを知るであらう。

然るに米閣の規格に存する{吠鈷にして日本の規格に存せざるものは数極ある. @p ち Bil'd's-

eye, cross break, gum spots or streaks, Cl'OSS gr叫11 ， Pitb, Pitb fleeks 等であるが Cross grain の

主なるもの Spi l'al gl'ain に より生やる割は我閣にては木口割に包含せしめあり .Diagonal gl'ain 

印ち目切に屈するものは我閣に於ける普通出来合品陀付ては敢て快鞘と認むる 程度のものでな

く.其他の種類の Gl'ain 及 Bird'俳句巴は質際上は米図にでも極めてìlill! く取扱ひ統黒~と看倣す

限度t亡付ての判断が甚だ困難である.我閣にでも地方によりて根杢を快鞘叉は之に類似のもの

として特別に取扱ってをる. Píth は我図にては紋賠と認め歩心持材として品等を定むるに必要

たる猷賭以外の要素として取扱ってをる。 Pith flecks は我因にては潤立したる快黒li として取扱

は歩調食の内に包含せしめてをる、 Gum spots or str巴aks は我固にては樹脂謹或は樹脂僚の内

に含ましめてをる。 Cl'OSS br羽k は我図のモメと其原因を異にするが何れも稀に生やる{吠賄であ

るから我図にては普通出来合品 fL.付てはモ メは快貼と看倣さないのである . 従って Cl'OSS bl'四k

も特に之を快献とする要を認めない。
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斯如く米国にのみ{-{-し日本の規格にイjミせざ、る j1<\J立せる 6f虫の快鞘 も仔*fH IC吟味する時は其賀

鰻IC於て我園規格の他の1伏期の内に包含せら る L もの多く .然らざれば極めて軽微なる依貼に

して単に形式上米図の規格に存し我規絡に存せざる程度のものである口

以上は扶黙の庖煩に付てどあるが外観上調立せる歓賠の種類よ り見れば鵠材に付ては米閣の

方我固に比して其数多きも之を宜質より見る時は彼我殆んど同一であるO

;;7(1亡昧黙の内容及其分類を吟l沫するに日米雨図規格聞に多少の差遣がある. ~pち我図にては

制を木口割及目廻の 2 極に匝分せるも米聞にては Cheek， Shake, Split の 3 程1<:匝分し Check

は吏に数極に分類を属してをる、米国の割は其原因に重きを泣きて分類し且つ Check IC付て v主

制の位置、 枇況によりて細分してをるが.斯如く細密の分類を行ふは人工乾燥を属す揚合多く

且つ材種及寸法の関係によりて我図の製材よりも割を生じ易き~めである。我図にでも素よ り

・ 割の原因を考慮してをるが可成種類を少くする潟め結果に重きを置き Check， Shake, Spli t 及

Spiral graill によりて生やる割をも木口割及目廻の 2 租に包含せしめたのである. i古ö' Check I亡

属する割は種々の~~紙、位置にて現はる L ものであ るが之を細分するも貫一際上飴り殻果無く複

雑を来すに過ぎないから之を止めたのである。

令部の性質に よる細分類は我闘にては 6 砲、米国にては11紐であるが米閣の規格による節の屈

類は米閣にでも是認ぜるが如く互に重複するものが(Suulld knot, Tight knoも， 1口tergrow ll knot, 

Water tight kno七 は互に殺ぬることがある〉あるカ、ら共質質は彼我殆んど同一で・あるO

樹脂K付ては我閣は樹脂査及樹脂僚の 2 N[.米国は Pitch pocket, Pitch streak, Pitch sealll, 

Pitch 更に GUill spots or streaks の 5 屈に分類してをるが主として日米K於ける樹極の差異に

師因するものである口

針葉樹材は何れも多少宛樹脂を含有するものであ るが我凶に於て最も生産多き杉. 1合は樹IJ旨

極めて少く . ヱゾマツ.トドマツは相首樹脂多きも川途上より見て飴り之を重視せす九松類は最

も樹脂多き種類に属するも敷居、 11鳥居、橡甲板.建具材等tて使用する拐合及特殊の装飾的川詮

に供する外は建築上多くは外部に現はれざる所に使用せられ樹脂を重視する必要主主〈叉赤身材

は著しく樹脂少きものであるから内部建築材に供する揚合に も樹脂を避け得るのである 、 落葉

松も室内装飾的用途に供する時は赤身材の内より樹脂少きものを吟味し其他の用途は敢て樹脂

を厭はさやるものである.其他の樹t1úは樹脂を含むこと寧ろ少き種類に属するので・あるから . 我

図にては従来より樹脂に釘する概念は他のj決結よりも部く又寛l捺上夫れにて差支を生じなカ、っ

たのである . 従って樹脂の分類も極めて少〈僅に樹脂査のみを存し然も其意義も漢としてをっ

たのである . 樹脂に閲する規格と しては樹脂室のみにては飴りに粗に過ぎるから新に樹脂俸を

加へ?とので、ある口

米聞に於ける規裕上の樹極55f!lì:仁l~樹脂の多き種類に属するは松風18f塁、落葉松居2程.' ド グラ

スフアー」属 1 種、計21麗にして約 4 割を 15 め更に之を米悶に於ける挽材総生産量より見る時は
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極めて多く過4ニ教を 1 ~i めてをり恰も我図に於ける杉.柑と同一j伏況にあるのである.期如く樹

脂多き種類が多数を制して をるから樹脂に到する分類も亦自然に多きを-*し且つ精細なる規程

をも必要とするのであるo

不完全t友足る製材K付ては我怯凶I tに亡ては寸寸.法の不整tに亡主釘J してi成2求日

取扱を 3買属許記J し之を扶罰悶鮎11i と認めで-p叉公差の範固を l出北てで、たるもの ~ r内可一定の傍f子何LIド2を設け吏陀之を j超出ぷふ、

るものは之を幻1扶氏品鮪I として歩iム、ラ材のl取良削J扱及をなしてをるが.米岡にては我図の寸法公差i亡略該首

するものは之を Slight variatioll としてí\Jç製I.íと看倣さ歩其制限を起へ?とるものは Miss cut 1umber 

として依賭の取扱を腐してをる . 其他不完全なる製材としてi伏見liの取扱を嬬せるものは多くは

飽削材に於ける逆目或は之に特有の~\Jと畠liであって飽削材を木材組絡 l:[q亡包含ぜしめたる以上常

然規定せざるを得主主い事項であるo

以上ffY~賠の内容及其分類の比!院封IfHに よりて明なるが如く日米雨閤規格問に存する多少の差 ・

異は 1jl. ~亡形式或は分類上の相泣に止まるか或は樹岳、カIII.猷況の相j主よ り来る常然の結果のも

のであって其貰臨.根本の悶念は殆んど同一で・あると若倣すこと治-;1-1'，来る。

之を要する Iz:~:-J~瀞iの種類.内総.分類に付ては素材を除き挽材に付ては形式上日米間国の規

絡の聞に若干の差異を認むるし其寛賞に付ては全く共通的腕念を存し111告同.慌のiVç態にあると

云ふことが出来る。

第二日 快品liの表示))法

M~貼の表示方法は日米同国f~1J多少の差異を有ーするも其棋本の観念はIi併同様で・ある。

] . 昧知の表示法は{lyC品liの大小.位世.性質.1Tff悶. ]1窪藍等によりて其程度を可成兵組的陀示

すこと L してをるが日米同国共全く同様である。

2. 米国にては棋界~iの程度によりて快製I.í其物 Ic:等級を設けてをるが我闘にては斯如き方法を採

らぬ。

米国にて等綾を設けてをる般消Iiの種類は極めて多く Bal'k pocket, Check (Surface cbeck) , 

Cross grain, Disco1uratiu ll, 1主01日s， IJllperf ect ill事nufacture (Tol"l1 graill, Skip, Miss m乱tcbeù

matcri乱1) ， KllOt (Size, Form, Quality, Occllrence) Piωh， Pitch pocket, Pitch streak, Shake, 

Sp1i t, Walle, Wal'p (BOIV, Cl'ook, Cup) の 14 程に及んでをる口

米閣にて努めて昧賭其物に等級を設けんとするは品等規格の表示に使らしめんとする矯めに

外たらす九我閣にて等級を設けざるは品等規格の構成に到して蹴出!iの取扱方に特殊の方法を

講じたる矯め必十・しも等部を設くる必要伝きによるのである。米国の快賄規格は大部分各自

に~;級を存し外見上j氏~_t~ 1L非常K重きを置ける f闘があり .我図のí\決貼に封する取扱は之K比

して簡に過ぐる視があるも決して快思!i其物を軽視した弱めではたい0 ・日米雨図共最も重きを

置く何?に付て比較するに米閣にては釘iを大小 (Síze) ，:JfH伏 (Formλ性質・ (Qllality) ，護生以

況 (OCCllrenω〉の 4 程に匝分し更に其程度によりて45i践を分類してをる、我圏にては性質に
〆J
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よる分類の外は皐rC肖iの大小によりて共程度を定めてをるが特別に大小によりて等級を設け

や大小其物を寸法によりて直に品等規格fCì適用してをるのである 、 gp ら 1日等規格の分類の 内

容に一々節の径の寸法を規定するのであるの此場合 l亡於て米国に於けるが如〈諌め出iの径の

大小によりて小節也 中前'j，大部等と定め之を品等規怖の分類に泊刑するものと ，我困の如く径

の寸法を其健記入するものとを比絞するに . 其手数に付ては左程のz:F:なきのみお:らや最終目

的たる I日1等規怖の内容を容易 IC諒jfffするには小出. rl~筒 .大符i等と記入するよ り も節筏の寸法

を記入 し置く方通i亡使利であるコ節以外の;吠賂IjlC到しでも別に等放を設けーヂ品等脱絡 rll fて 直

接扶舗の内容を記入すること L したのは全く青íi l亡述べたものと同一理由によるのであるD

節I亡付ては上記の外l亡尚特別の理由を存してをる.印ち我図に於ける ITl等規格は首iの布・ 1Uh

大小に最 も重きを置き品等;匝分の名fmまでも無釘'j，上小節， IJ、首i ， 並 o並t節IJ)苦意D 等f筒石の有

無、 大IJ小jト、を冠する習慣があるカか、ら米図の如く首節i其物の等扱を IJ小jト、 fiì払;

l♂品日品l等匝分の名稲と重複して複雑を5来l長ミす蛸嫌tがあるためでで、ある口

節其他のífrJと拙に到 して快制其物に等級を設けざる現山は向他にもイ長する .印l ち材1主によ り て

松鞘の取銀方を異にし. 夏見;材屈に到しては ~I:決型tJを 2fÆに分類し . 他の材胞に釘しては之を 3

f:_ïJI又は 4 極に分瓶することがあり 、 的材極によりて快駄の分類の基準たる寸法(何)を異に

するから共通的 rC~決献の等税を定めることが出来たいのである白

3. ;Iÿç献の程度を表示する基準及方法K付て日米雨閣の規格を釘服すれば全く 同ーなるもの或

は著しく 差異あるものもある 。

(1)メL身の表示法は我園にてはÆ'lh角、 t地ftJ及挽制t亡到しては丸身は材のl~JJ、断面に於ける各

越の丸身!阜の手uの i引越の手I If亡到する百分率を以て之を表はし、 板及盤t亡到しては丸身は材

の最大丸身j享の材厚に到する百分率を以て之を表はし ， fnj各材控共ヌL身長を材長に主Jする

百分率を以て表は してをる、米国にては丸身帽を宮寸を以て示し丸身!享は材厚 rc l調i併せし

め伶丸身長をも規定してをる 。

(2) 制の表示法は米国にては Check (Su1'face check) 及 Shake は割の隔及長を ， Sp1it は長

のみを基準と し、 我国にては長に留め隔は省略してをる 。

(3) 首iの大小による分類は我聞にては材種によりて之を異にし上小節を 1 糎以下 1 IJ 、 ~~i を 2

糎以下. 並を 2 樋を超ふるものとするのが原則で、あるが， 上小節を 1.5 糎以下、小節を 3 ;担

以下 h 並を 3粧を起ふるものとする材屈もある。米園にては棉ての材極を通 じて同一分類

1 を mひ 4 等級区別ちて Pin kロ0もはす同下、 Small knot は÷十/1吋吋!可d寸.以下， Mωe吋dium山叩m山11川叩I町mk凶l口叩lω0

は 寸 H吋f以下、 La1'町rg伊白 kn口川1 1 

首i と Small knoもは極めて類似し.立主は Medium kno七と Large knot を併せたものに相

常する のであって雨園共jI俗其観念を同ふしてをる o 'PP径は米園は最長、 最短を千均し.我

閣は長径を以てする規程であるが前記の寸法制限は若干制J昨J しなければならぬ。
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(4) 入皮、樹脂告示樹脂憐 . 駕J1E . 孔. 虫11食 . 1;7.1 (一部分に局限せるもの〉等の;吠鞘も其程

度を大さによりて表示するのが最も便利である.市して米国にては是等の~V~黙を夫吋局立

せしめ長、幅或は直径の大小によりて夫々等親を設けてをるが.我図にては澗立した取扱を

錦さ十市:，~て節に準ぜしめIRl等規格上は何iとして取扱ふこと L したのである口而して節と是

等の快鮎との性質に鑑み其調節を圃るため雨者ーの聞に大さによる一定比率を定めたのであ

るが.腐. ，樗師、 孔又は虫|食の如く節に比して{吠貼としての程度梢重視すべきものと 、 入

皮.樹!信託、 樹脂俸の如き !J~きものとの聞にも怖との換算比率に適切なる差別を設けたので

ある口

(5) 快鮪のf]t類によりでは其程度を数量的に或は他の兵閥的方法を以て表示することを符ざ

るものが少くたい . 腐 (Decay) .愛色 (Discolor叫iOll).アア.狂等が夫れであって 日米前

回共抽象的陀其程度を示すに留めてをる。

第三目 欣揃の重さ

枇黙の重さと !日l等規絡との関係は日米雨図の問に著しき差異を作してをるが之を比較するに

は我国のj伏況を和詳細Hc認すのが便宜であるo

主主に云ふ{吠賄の重さとは i fll等規絡を定むるに常り各種類のí~と弘li相互の問の艦革主指栴するの

である . ii'l i して此揚合に{!f)t知l其物の性質よりして早に木材使用上の国値に及隠す影響のみより

見る時と .1品等規持決定の要素として級制の綜合的性質を考慮する時とは昧鞘の，恒重の意義. 棋

司Lが著しく具るのであるが訟にては後者の揚合を意味するものである。例之腐と節とを比較す

るに腐は他の;吠思lî lC比すれば著し く木材の使用慣値を低下するものである.従って依製~î其物の性

質より見る時は最悪の依賄である。之に反して節は腐に比すれば其最悪のものと雄も木材の使

用慣値に及係す)'iJ響は僅少で4あるがを般的に 1日等規絡決定の要素として綜合的に考慮する時は

腐を初め他の扶鞘に比較して惑に重き役割を演じ(吠品li中最も重きものとたるのである。

~iJi如く節が最も重き快鞘として取扱はる k のは我図に於ける r~l'qj;規裕決定の~1~本趣旨が其Jヲf

k存するためであるo~pち!日等規絡は先づ縦の方向に分類し.然後之を横に分類する仕組である

がJ17iは縦の方向K於ける分類にmひらる L 唯一の要素となってをるのである。而して設に云ふ

も~nC は回有の肖iの外 IC肖l lC準じて取扱はるぺき節以外のÍlvと蛸をも包含してをるのであるが. 自{

と Î~Îi以外の級品Il とを比l践するに白iは最も普遍的に存するí1vç思Iljであるから買際上は依然と して首i

が最も重きを置かれるのである口

首îlk之に準宇べき扶期以外のwと製lî1t るメL身 、 木口剖又は目廻は硝立のi快鞘として取扱ひ節と

同様専ら縦の方向の品等I~分の要素としてmひらる L も筒の補助的立揚に置かれてをる口節.

丸身.木口割又は目廻以外の{吠賄の内其稼度の重大たるものは之を一括して専ら横の方向に於

ける分類の要素として取扱ってをる。

以上を要約すれば我閣に於ける献鮪の重さは之を!日l等規格の要素として考慮する時は節(及

-、、ーー

___.-f 
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之i亡準やる昧県出〉メL身.木口剖又は目廻及其他の級制の 4大昧黒山車に分類し其内節(及之に準

やる;決結) f'[_最も重きを置き他の 3 快蛸固に劃しては夫々別途の役割を演ぜしめてをるのであ

る。

米閣にでも快貼を lP1等規格に閥聯して考慮する時は節(間有の節)に到しては他の吠剥より

も幾分重きを置いてをるのであるが我閣の如く特別の意義を有せしめ十向其他の快貼に付ても

其聞に1陸重を附してをらぬ。

第六頃 !日l 等

第一目 lrl等規格制定の根本趣旨

lHi等規;怖の制定に閲する根本の趣旨に付て考慮する I亡、我園の l日等規絡は不統ーを極めてを

る現放を打破し杢図的IC真に統ーを国らんとして同時K可JiX:規格の単純化を朋してをるが.米

閣の規格は中央に於ては品等の分類並に其内容に到して概括的の基礎棋準を定むるに止め.各

等級の内容に亘る fl~t鞘の分配組合せば中央に於ける基磁的棋準の範囲内に於て地方的事情に一

任して治官の取拾盟栴を行はしむることにしてをるのである。従って品等規格の出III 日は地方に

よりて具り我園の如く企図的の統一は期せられないのであるが.米国 IC於ける i17l等規絡の根本

精利1が単純化に重きを置き統ーを第二三尺的に考慮した結果に外なら友いと信やる。
ク tアハ"

E火花品等l直分と i吠知との配合方法に付ては既越の如く組合説と綜合説とのこ主義を存するの

であるが日米雨閣共綜合設を根本の原則として掠用してをる.只細目の取扱法に付ては岡国の

出ilK相官の差遣を認めてを るのである口

第二目 !日等匝分と材極

我図にては素材と製材とにより叉製材の内にては鋭角、 t担割.板及盤等の材極t亡!窓じて犬今

ii百等匝分及其内容を鑓へ尚素材.製材を通じて同一材程にても其直径又は帽の大小に臆じ!日11等

|匝分を細別してをる。

米閣にては Yarù lUll1ber IC付ては寸法による材極の分類を与するに不拘lfh等匝分の棋準は

凡て之を同一に取扱ふてをる、然乍ら Yarcl lumber と封立せる Structural timber 及 Shop 01' 

Factory lumber IC付ては Yard lumber と全く異なり?とる!日等規格を定めてをる J

Stl'llctural timher は寸法より見るときは厚(最小謹)が 5 /1寸以上のものであって我閣の小角及

中角の一部並に大角に該常する材屈であるが其品等規格は Yard.lum ber 或は我固の鵠角と全

く根本観念を異にする定め方をしてをる。即ち木材の強弱K開係する扶黒~のみを品等規格を定

むる要素とし.節に付ては位置及直径.割は Shake 及 Check の長、木目は傾斜、芦L身も其大

小を考慮してをるのであ るO

t抱材も厚(最小謹〉が 5 /1寸以上のものは主として構造材料として使用せらる L ものであるから

一般鵠材の如く外視上の見地に重きを置くよりも写ろ使用上の重大要素?とる強度を考慮するの

が至賞である.我閣にでも将来此方面の研究に歩を進め品等規格の改善を行ふと同時に使用者

• 
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を指導することが必要である。

第 三 目 品等匝分と(吠賄の陸軍

品等匝分t亡長}し{吠鮪を結合的K配分するに常り扶結のil霊重を考慮するのが我国 l乙於ける品等

匝分の根本精神であることは既越の通りである。而して快勤Ilíの内では聞に最も重きを置き節の

大小及敢によりて挽角は一等， 二等、三等.並、 挽剖. 板及盤は無節.上 IJ、前'j. IJ、節. 並等 4 極

の基本的品等:を定め. 吏に之IL:主Jll僅して夫々、弐一等. ;:J(二等 . 0火三智; h EFく並又は;:J(1rr~節 . ;:J(上

小村ì. 次小節 、 ;:J(並の IRi等[~分を設けてをる。而して次rlTlrlili分の松準は節に閲しては而l記基本

的品等と夫守全く同ーの4条件であるが. メL身.木口割又は目姐並 IL共他の快制に関する僚件を

具にしてをるのである。卸ち丸身、木口制又は目姐は前ìlL到して補助的に考へら L る扶鼎iであ

って専ら普通品と次!日との匝分の棋準として利用せられ縦の方向の作用を有するも 、 普通品 y_

は次品夫れ自鰭の内陀於ては全く其作mが考へられてをらないロ其他の快賠中重大なるいの

も普通品と 5誌に l吊とを匝分する最大の要素として取扱はれ質際上の匝分標準としてはメL身、 水口

割又は目廻りもー居重きを泣かれてをるo

九日より更に劣等怒る 117i等に属するものは抗品として取扱び.此揚合前Jは二52L的に考へられ

何iによる匝分を省111告し.専ら重大なる級品!iの種類及程度Iとよりて之を決定するのであるが . 其

~j~{r手はヨた品に規定せる蹴弘1iの最大限度を吏K超へたものとしてをる。

我閣の品等規格に於てメL身及木口剖又は目廻を潤立せしめ向メL身に付て特別の考慮を挑ふて

をるのは原木丸太の概して IJ、使なること.板厚の極めてr~1j. きこと . 心持IJ、角材の多きこと等我

闘間有-の事情に基因するのである。

米国に於ける品等匝分のt'lü-VJは{Il}t耕其物を総て劃等t亡取扱ひ我閣の如く諌めßl)t果~又はÍfi}ç~tí 図

に!t1 して軽重を附してをらぬ.怖に主J してのみは他の快品~に比して重腕してをるが決して特別

の役割を演ぜしめではをらぬ。

似品Iの種類及程度を配合するには扶鮎其物のI日l笥;に及ほーす影響を通覧して上等材に制 しては

依鮪の数及ー程度を小とし等級を下るに従ひ之を大及らしむる1;・針を探ってをる 。

今 YItrd lumber の品lect B, Select D 及 No. 1 Comrnoll の 3 者の内容を比較制服すれば

次の通りである。

8elect B 8elect D No. 1 Common 

ず
の
な

存
知
ぽ

倒
伏
ね

幾
告
げ

ぼ
し

巡

ら
は
一
は

な
、
と

鮎
が
こ

絞
い
る

る
な
す

ヤ
文
存

掲

差
数

に
も
多
ぬ

次
る
み
ら

す
の
限
も

存
鮎
主
る

倒
倹
の
至

幾
の
等
に

ぱ
良
口
問
る

ら
不
本
ざ

な
、
め

d
u

拡
が
然
越

依
い
が
に
や
'

る
な
之
途
ぜ

ぐ
交
付
}
用
保
什

潟
差
合
る
許

に
も
組
す
は

次
る
み
と
の

れ何
る
は
す
或
容

抑
制

一前

2

は

の
迄

盟
お

れ
例日

鉄

2

る
て
介
、
也

知m
A
口組

次
か

810rt split 8hort spliも 8hort split 

Fine sbake Fine shake S/ight shake that does not go 
もhrogh， eqnal in length -to 
width of p~巴ce.
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Seiect B I Select D I No. 1 Commou 

す
の
な

存
駄
ぱ

側
依
れ

幾
告
げ

ば
し
遊

ら
兆
一
は

な

・
、
と

駄
が
こ

快
い
る

る
な
す

ぐ
支
存

仰
向
差
数

に
も
多
ぬ

次
る
み
ら

す
の
限
も

↓
什
助
主
る

例
飲
の
歪

幾
の
等
に

ぱ
良
口
問
る

ら
不
本
ざ

な

・
め
ゼ

駄
が
翁
遊

絞
い
が
に
す

る
な
之
途
ゼ

ぐ
支
ぜ
m
容

拐
差
A
Mる
許

に
も
組
す
は

次
る
み
と
の

れ川a

る

，
a
ーは
す
或
符
偶
許
2

は

の
迄
科
泊
用
問

1

4

 

飲

2

る
て
内
、

ぜ

抱
合
円
且

1

・

s
e

次
か

35叩sm出叫a11 sUTface c1町ks沼s I Mediωu加伽?η，m心2匂Lげヅαce r巾たckわ雪 I Suヴα白 chec 
l 州土許.~‘ a 川 | 

Medium wane I Me�um wa'le I Medium wane 

Sm:¥ll crook I Small crook I 将mall crook 

Slight ClJp I Slight c叩 I Med'iurn 叩p

Mediml1 sOllu<1 & intergrown I Mecliul1l sOlll¥cl & intergrown I &und & I~lte巾・OlL~tk叫 (l~ in-
knoも ・ I knot I ches in diameter in 4 inch & 

6 inch wiclths, 2 inches in 8 
inch & 10 inch, 2~ inches 
in 12 i日ch & not over 3 
i吋les in wider wiclths). 

3 souncl & tight pin knot Pin kI回l

ふηαU encased わwt Black & encαsed "not (one h:tH・
the diameter 0 f souncl & inｭ
tergrown knots permitted np 
to a maximum cliameter of H 
inches, provicled the knot be 
sonncl & imll10vably fixed in 
position) 

Lal'ge ritch pocket w hic11 ﾙO not 
sllow' au opeuing throngh the 
plece 

Sma11 pitch pocket 

3 very small pitch pockcts 

Small 1'itch streak 

|蜘/-ium pitm po 

J1fediurn pitch s17'eak 1.αl'!Je ritch stl'eαk 

Pi~ :vo~Ol~?les (one 1'e1' sur-I Pi~ :~ormholes (2 pel' 訓fαce I Pin wOl'?n h伽即日 scatlel'ed 
face foot) I 1001) 

Lighも òiscoloration (5% of area) I J11erlium cli・'SCO!01'αtion (10,;; of I Nedium disco!or叫{仰
αreα) } 

Firm red hea凶 (5% of al'印) I Firm red heart (10% 01 αl'eα) I Finn red heart 

P丨 (3 inches in lcugth) Pith (0η，e-si:叫 th~ 1en9仏 01 pie田)

H
 

・

I.‘ 
r
 

p
b
 

n
 

I
 

ハUt
 

ム
'
L

噌Hob 
-QM l

 
l
 

nu t
 
k
 

p
 

Patch medimn torn grain Patch heαり'Y tom gr3in 

Bird's-eye Birtl's-eye 

Slight skip Slight skip 

J11edium cross 9'・αお

Pitch 

備考 上級の品俸に存ぜざる鉄製ISの種類Xは程度の L のはイタリ~~に L って之を明かにぜり。

第四目 ~f}t賄以外の要素による品等間分

挽材の板目、柾目及を自の席分は日米雨園共同様で・ある . 我閣にては心材と謹材による匝分

を寧重する風習があるが米間にては日本の如く顕著でたい又我閣にては樹心の有無により心持

及心去の 2 極に国分するが米聞にては心持材を Pith として依田iの取扱を嬬してをる。

第七項検知法
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木材の除知法は主として丸太に到して考慮せらる L ものであるが米図にては既越の如く規格

統ーより丸太を除外しであるから本項に付ては特記するの要を認めたい口

第八項翠 位

木材の単位 ~I:I最も量要友るは材積単位と結束の入数である。我園の材積草位は古来地1/によ

り秘めて複雑且つ不統ーを*してをったのであるが. 恰も度量1åg法の改正が行はる~ IC至つ?と

から従来のカ-式をー愛し拾に立11" rメート Jレ」を単位として統一すること L 伝ったのである。

;J(陀製材の取引上我図にては大部分之を結束する習慣・がある 、 !早さのit~きもの或は厚J高の小

なる悦材が多量に生産販!~せらる L 結果斯如き方法が工夫せられたものである . 単K運搬上使

たるのみなら歩、買買上にでも 1îtI組2正取引上 1 束を単位とすることが多川カ、ら材 fJ1l . 寸法目Jjの 1

束入数を諌め:一定して置〈ことは非常に肝要で・ある。

米閣にては古来各地を通じて 「ボー Jレド.メジユア」択が材積単位であって極めて良く統制

が保?とれてをるから規怖統一K常りでは此烈i陀偶る L 必要を認、めなかったのである.

米関にては挽材の寸法は大間!享 1n寸以上のものが多く其長も我閣の 2 間材以 上のものが多い

のであるカ、ら結束の必要を i語り感ぜ歩従来其習慣が殆んど無かったのである。

第九項 材積計算法

材'ß't計算法の主眼は丸太に閉するものであるが米国にては師連の如く規格統ーより丸太を除

いてをるカ、ら本項に付ては特記するの要を認めたい。

第一O項標 示

棋示IC付ては別に 日米間|込!の規格を比較する程の事項を千子せないが我国に於ては寸法の椋示

に特殊の重大なる意義を存してをる.印ち規絡寸法の脚行を lU3 し且つ弊害を防止する鰐め最も

JJT要の事項であって.此の規程tと よ りて組合の1金不E. 度話術法のIliIJ裁が諜m3せられてをるので

ある。

第五節 瑞典木材規格

瑞典庄松及膚槍材は古より |政担1信者閣に多量 tて職I-I ~せられてをつ?とから規材の規格は既に飴程

以前よ り 可也進歩した方法で定められてをった. 素より最初は簡単なる規格であったが漸次*/11

平行の賄にまで及除すに至ったのである。

近来同国の森林も原生林の大怒るものは失第に減じ大部分が施業林に移るに及び大材の生産

が減歩ると共lて鵠材の上等材の生産歩合も漸減するに至った。従って品等規格も動もすれば劣

悪となる恐があ P 製材業者叉は地方陀よ P 其程度ーが異なる傾向を生歩、るに至つ?とから 、 首業者

の問K統一の必要が認められ規格K関する研究並 K統1[11] を企劃する策運が醸成ぜられつ L あ

る コ 元来同閣の製材業は比l民的大工揚のもの多く然も組合の大君主るものがあり職出に付ては瑞

典木材輪出組合が組織せられてをるから木材規格も他聞に比すれば統制が保?とれてをると云ふ



第五章 日米木材規格の比較附瑞~I!木材規怜 511 

ことが出来る、 Ji形式上米i::完全なる統ーが出来友い迄のことである口

今挽材のIHl等;jJZ格に付て見るに匝分のtJ';ki\I~ は大臨米閣の Yal'd lumb巴r と 同様である。元米

米国の木材規格は歴史の古き瑞典の君主響を受けたものであるから寧ろ米国の規格は瑞典I亡類似

してをると云ふべきものである.乍然木材業としては後進閣に属する米園も規格の精細 f亡 し て

要?蓋してをる賄は逸に瑞典を凌駕してをるO

瑞典と米園との規格を比較するに木材の樹極. 大小.其他轍l出2品'先の j欣U伏:況等 ICζ よ り て I訂品日店i等分類

の内容.~扶決瓢の取扱方方ïκ亡付付.ては雨閤の間』に亡多少宛差呉を右存Zするが其主友るものを記せば。上等材

の規溜躍二は瑞典の方

tな主る役割を演せぜ♂し託あうてをる、此黙は我園に著しく類似してをる。昧貼の極類は米国反 日本に比

して僅少で・ある叉品等規格構成の要素である{fyç)ji}jの取扱も米園及日本 と 同じく結合設の主義を

探用してをる。瑞~IC於ける挽材規格中最も勢力範囲の蹟き Hernosand 地方に行はる~ I日l等

規格の概要を主主ぶれば衣の如くである。

本規格は松及唐拾の厚l3 吋.隔 9 n寸、長 16 択乃至 17 只の材を標準として定めたもので此中

に摘出せられた訣鼎iは各品等に許容せらる L 最大限度を示すものである、 而して叙上襟準材以

外のものに許容せらるべき昧鞘は其材の材積と標準材の材積との比例によ りて定め叉許容せら

るべき快貼の数は材の長に従ひ標準長との比例により之を定む。

(1) 快黙の荷額

節の直径一一節の平均直径による

Sound lmot (生節〉一一目iと材部と癒合密着して抜け落つることなきもの

Black knot (黒節〉一一節t:[:TlC樹脂を含み黒色を帯ぶるもの

Encas巴d kuot 一一樹皮又は樹脂を以て固まれたるもの

Rotten knot (腐筒)一一腐朽し材部と同様の堅さを有せざるもの

Loose knot (抜け易き節)一一材部K緊着せや坑jず易きもの

Rot (腐)一一暗赤色に費色せるもの又は白色若は赤色の朽斑を]見出するもの等腐朽の総て

のj伏態のものを云ふ

Sbake (目廻)及其他の Splíts (書IJ裂〉一一乾燥の場合IC .t1ミヂる干害IJ (Season check) 其他林

中に於ける風霜等の痛めに生やる剖

P咜ch pocket C樹脂査〉ーー材中の間隙陀存在する倒脂

1 
¥Vol'lllholes (虫喰孔〉一 (1) P�n Vl'ormholes (小虫喰孔入直径τ 吋を超過ぜざるものパ2)

gl'ub wOl'mh伽(大虫喰払/凶釘Lより大にして直径約す怖のもの
Wan日(丸身)一一木材の紘に於ける皮付の部分

Discoloratioll (慶色)一一一乾燥中又は丸太が伐木後製材工揚に到着する 聞に菌害のため生十

る謹材部の初期の腐朽口槌色は丸太の流送中 I亡生で夕、ることが多い。
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(2) 品等規怖

1 st class (1 等!日〉

節一直臨僅 ι H吋J迄の生節附3 1位倒店悶仰l乃至 4判{仮似匝
を許さ 1ヂ歩Fド;. / J小Jト、主たE る黒節は材のl厚享を巴'貝週せささざ、台、るもの t陀亡引l限浪り之を許す. 材f設は無節なるを

要す

腐ーー一切之を許さ-p

1 
割一一風割 (wind shake) を許さす九極小なる割にして深ゴr n寸を超過せ守、其長が材長の

与以上峰せざるもの L 少数を計二すも聞の割は車附の 1 面にのみ存在するを要
す.材縁には割を許さや

樹脂!flz及品喰子L-一之を許さすコ

ヌL身ーー材の一様にのみ存する丸身は其長.材長の 15%を超過せ十.同総に存ずるものは

其長.材長の 10%を超過ぜざるを要す

嬰色一一般宥K然襲色のもの?とるを要す.但し木材上住積に使用する横木のために生宇、る程度

の嬰色斑鈷の僅少数は之を許す

打

2 nd elass (2 等品)

11例l問司及之より小初出i 僅少を許す・直径 1 同の黒節 2似内及直径 j 町超過せ
ざる黒白'j 2 個乃至 3 イ!司を許す.Encflsed knot は黒節に比し大さ及敢に於て柏/J、主主る程

度に於て之を許す、腐節は 1 切之を許さす言、材縁t亡直径 lri寸以上の生節を許さや

腐一一一切之を許さや

制一風割を許さや・其以外の制は材の 1 聞にのみ存する揚合は深 t H寸を超過せねを要
し、材の雨面に存する揚合は前者に比し其割合に /J 、主主るを要す、材縁t亡於ける 1 佃の

割は繊維と平行するものに限り之を許す.樹脂彊僅少を許す

品喰孔一一之を許さや

ヌL身ーーーヌL身が材の一線にのみイ子在する揚合には材長の ~O%を超過ぜ歩.雨総に存する揚

合は材長の 15% を超過ぜさ、るを要す

費色--:í吃燥 ~I'I に起り たる饗色tと して極軽度のものは-1/の材縁にのみ之を許す.材の 1 聞

にのみ存するものは隔 1 叶. 長材長の 50%を超過せざるを要す，木材滑積に使用す

る f青木のために生歩、る慶色は斑黒~i 2 イ同を許す

3 rd class (3 等品)

首i一直径24 川超過せざる生白川附至。似
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筏 1士 I枕超過せぎる黒部 3 1附至 4個を許す. Encased knot は黒節と附ーの
大さ及1まのものは之を許す、~密度の腐節 1 イ聞を許す.但し直径 10寸を超過せざるを要す

腐一一軟弱なる腐 (L側e roのを許さす.. .堅き傍腐(仇lid rotte恒 streak) にして甚しく材中

l 
kめ徹せざるもの 1 個を許す.但し長 4 吹隅 4 吋を超過せざるを要す，初期の腐

は叙上の快鞘より大主主る量に於て之を許す.但し著しく目立たざるものに限る

割一一中庸の風割は長材長の 25%迄のもの 1 佃を許す.心街iJ (Heart sh巾e) 及之 K類する

割はi梁 10'.1ーを超過ぜす京、長、材長の 60%迄のもの若千を許すc此等の制が材の雨函に符ー

する揚合には其割合に小なるを要す.割が材縁に於て其隔の宇部K亙りて劉角線の方

向に存するも の 3 佃を計二す、但し此等の制は極めて程度のものにして且つ互に交叉せ

ざるをと要す。

割が繊維と平行する揚合には叙上の割に比してちたなるも差支たし、小なる樹脂壷僅少

を許す.但し材の厚を貫通せざるを要す

議喰孔一一小路喰干し 3 佃及僅少の大過I食孔にして其の及ぶ所一方の材総の 15 %迄のものを

許す

丸身ー-)lL身が材の 1;隊にのみ存する揚合には材長の 30 %を超過せ歩、前総にす存する揚合

には特長の 25%を超過せざるを要す

嬰色一一饗色せる丸太より製材せる援色材にして慶色が材の 1 総及 1 面に存在するものは之

を許す、但し材固に於ける嬰色は隔 1 吋.長.材長の 50%を超過せぎるを要す、乾燥~I:I

に起りたる饗色は材の 1 縁及 1 商時し材面に於ける慶色の隔斗 n.j ・長材長の
与を超過せざるものは之を許す・木材土佐積に使用する横木のために生じたる饗色
斑黙は五個迄差支な し。

4th class (4 等品〉

節十生節は直径寸 H寸を超過せざるもの 6佃乃至 7佃及之より小たるもの相常教を許
す.黒節は直僅 2 吋を超過せまるもの 4倒迄を許す

Encased knoむは大さ及数に於て黒節と間程度に於て之を許す

腐節は直径寸 吋を超過せざるもの 3例又は軽度に腐朽せる節にして直径 1÷ 吋
を超過せざるもの 3個を許す

腐一軟弱たる腕前十、堅き慨は材の 1 商にのみ存在し隅 1÷nf を超過せち長・材
長の ~O%迄のもの 1 伺を許す. 1 方の材総会部に亘り初期の腐を有するも差支友し.

但し材中に其他の種類の腐朽が干f在せざるを要す

割一一大なる風割 1 佃を許す.但し材長の 60%以上に亙らす下且つ材の厚を貫通せざるを要す

若し此割の外に幾多の小風害jある揚合には叙上の大なる割は其割合に小怒るを要す.
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心割及之に類する割は材長の 70 %迄之を許す、 且つ割は材の 1 端に於て材の 1 部を

貫通するも差支な し. 封角線放に材故に存在する小 i:J. る割 4佃及材縁の腕の宇都に亙

る も の 5佃を許す. 大なる若干の樹脂査にして其の及ぶ所材長の 20%迄のものは深

さ甚しからざるものに限 り 之を許す、 但し同樹脂査にして材の厚を貫通せる揚合は其

長は前者陀比し小危:るを要す

議l食孔一一小品1食孔は 1 ;1"の材総にのみ 6 佃迄を言fす.但し材のj享を:貝・通せざるを要す. 軽度

の大晶喰孔は 1 方の材縁にのみ若干数を許す

メL身一一丸身が材の 1 縁にのみ存在する揚合には其の|長は材長の 40 %を超過せす:: .. 岡総 IC

存在する揚合には材長の 35 %を超過せざるを要す

謎色一一一襲色せる丸太より製材せる盟、色材にして鑓色が材の雨縁K 存在せるものは之を許

一 1 . _ .. _ 2 
す.但し材の 1 面 lr:. a0ける笥0， tt *品 17H寸. 長 、 材長のすを超過ぜざるを要す， *t燥

中に起 り たる盤、色は材の 1 縁及 1 面に存し材商に於ける鑓色の隔、 材の全長を週じて

幅 3 0寸を超過せさ令る ものは之を許す.但し叙上の艶色は極めてi匝きものたるを要す.

木材堆積に使用する樹木のために生やる斑黙は 6 佃乃至 8 個を許す

5th class (5 等品)

節一生節及Encased kr叫が及其数時て殆ん è'ïljlj腕く之を許す・ 黒百Jは直径寸H寸

在超過せざるもの 6個迄を許す・程度に腐何せる節は敢に於て 4 イ肌直径附て 14

H寸を超過せざ、るものを許す.但し材の厚そ此迦せざるを要す

腐一一軟弱なる閣の小なる斑貼をなせるものは差支友 L. 竪き腐は 1 部分材の厚た貰ji'iiせざ

るもの材長の 30%迄を許す.初期の腐は量に制限たく之を許す

割一一風割は材の全長に亘るも部分的に材の厚をJ't・~illiせざるものは差支なし.但し材のH羽田

に於ける裂目飴り大ならざるを要す.心割は材の会長に亙るも材のl享を貰かざる もの

は差支な し・ 材縁に於ける割は劃角紘の方向に存在せざるものにして其隔会 H枕

超過せざるものは差交な し. 制が繊維と平行する揚合には叙上のものよりも柏大なる

も差支えE し，樹脂壷は大怠るも材の厚を貨かさやるものは 差支友 L . 但し材長の 50 %

を超過せざるを要す

品喰孔一一相常の教室を許 し別K制限定E し

ヌL身一一丸身が材の 1 縁Kのみ存する揚合には材長の 60%を限度とし.雨縁に存在する揚

合には材長の 55 %を限度とす。 一般規則として材撒の挽商の隔は 111寸より狭からぎ

るを要し・ 材聞の挽商の隔はサ H寸を最小限度とす
控色一一形及量に於て殆んど制限定主く之を許す

6ぬ class (6 等 jjj!j)

、、J

.....-'" 
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prj-種類及教に於て殆んど制限な く之を許す.但し腐節に して材の厚を貫通せるものは少

教に限らる

腐ーー軟弱なる腐は材の厚を貫通せる僚腐及斑勅共之を許す.但し材の 1 端に於ける隔 111寸

を超過せざ る を要す. 堅き腐は量fCi[jlJ限定E く之を許ず

害ト一種類に制限怒く之を許す，但し材の取扱中破損すること 主主きを要す

品目食孔一一数及:J1'b fC制限定E く之を許す

丸身ーー大さに殆んどf[llJ限なく之を許す. 11J.し材面に於ける挽商の隔は少くとも 3 I1寸友るを

要す

費色一一量に制限定E く之を許す

7th class (7 等，fi!J)

ネ;品等に属するものは最劣等の庇材 (Cllll lumbel')にして時ん ど何れの融貼をも許容するD

引用 書目

1. Americau Lumber Standards. Softwood Lumber. 

Central Comrnittee on the Lumber St剖1dards.

2.. Control of Decay in Pulp & Pulpwood. 

Departrnent Bulletin No. 1298. U. S. Dep皿tment of Agricu1ture. 

3. The Cause & Control of Decay in Bui1ding. Er口est E Hubert. 

4. The Decay of Ties in Storage. C. J. Humphrey. 

5. Etfect of Ki1n Drying, Steaming & Air seasoning on certain Fungi in 、，Vood. Ernest. E. Hubert. 

-6. D招 Holz . Dr. J. A. v Monroy. 

7. The Ki1n Drying of Lumber. H. D. Tieman. 

。8. Proceedings of the thirty-second Annual Meeting. 

American Society f侔 Testing Materials. 

.9. Standards & Speci日cation in the -VVoodllsing Industries. 

National Bure乱u of Standards. U.S. Department of Commerce. 

~O. Standard Grading Specification for Yard Lumber. 

Ed、事~ard P. Ivory. David G White & Artbur T. Upson. 

11. Timber. Herold. S. Betts. 

12. Tirnber Storage ConditioTJS in the Eastern & Southern States with reference to Decay Problcms. 

C. J. !-IlImphrey. 

.13.. Wood Constrllction. Dudly F. Ho1tman. 

:14. 北米合衆国及瑞典に於け る木材規格 工業!日規格統一調査合
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第六章 統一規格の寅行方法

第一節 統一規格賀行の根本方針

第一項 政府の施設

規格統一の事業は統一規格の制定と之が買行のこに大別すーることが出来るD 先づ統一規格の

作製.iljlJ定に付て考ふる t亡、敵米諸園K於ける工業品の規絡統ーは閣によりて其方・法を異にする

が概して政府が中心と なり其援助の下 i亡民間常業者圏躍が之に協力して其作製K努めつ L ある

のである.而して政府及民間賞業者図躍の努力の程度は政府が殆んど其主髄となれるもの. I!l 

は之と反~Htz::民間固鰹が卒先して活動し政府は之に釘して若干の援助を矯すに過ぎざるもの等

医IK より て趣を具にしてをるD 我図に於ては既越の如く大正 10 年に至り工業品規格統一初予E

舎の官iljlJ護布せられ.該調査舎は民間国憾の代表者五官Jli軍側代表者を以て組織せられ.官民協

力の下K各種工業品の統一規格笑を調査決定すること~ P.l:ったのである。

斯如く形式上は政府が主眼と怒り民間園鰹が之K協力した若手に主主つてをるが，工業品の控瓶

によりでは其所属国臆の統制力あり且充質せる機闘によりて構成ある規格案の作製を殆んど自

力により完成し形式上調査舎の議に附したと云ふても過言にあらざるものもある‘然乍ら名賀

共に調査舎が主鰹となり民間国植が之に遁従して漸く規絡築の作製を了し?と種類のものも少 く

ない。

次に統一規格の賀行に付て見る t亡 |欧米諸閣にては何れも其賀行を民間賞業者及国間の自治的

鹿理に委せ壱政府は之が賀行に付て援11)Jを興ふるのは勿論であるが.夫れ以上進んで法律を以

て一般に強制するが如き方・法を探るのを避けてをる.我閣に於ても之と同ーの方針をとること

L 怒ったのである。

木材の規絡統ーに闘しでも亦同様の方・針を採るベきは勿論のことであって.他の工業品 Iqこ比

すれば範囲の極めて蹟汎なる木材規格中には寸法規格の如く其附行に付て度量衡法の、適用を使

とするものもあるが.寸法以外の他の規格陀劃して特別に新なる法律を護布するが如きことは

避け.統一規格の賀行に到しては専ら常業者の自費と自治的施設に科つこと』したのである。

誌に工業I吊規絡統一調査舎に於て木材現絡統一集を作製し之を政府に答申するに常り規格の、

普及方法と して

本規格の普及方法花関しては官公街の法規及其の製造若は購入に拘るもの L 規格に之を採用

し、民聞に釘しては埴首なる施設に よ り又は機闘を通じて之が普及を困ること

を併せて答申してをる. E即Hち規J絡絡の3昔普詰昔ニ及方

劃しては1首賞業者の白治的施設を根本義として官 1jf:せて政府の援助により泊常怒る施設又は機能J :

を通じて之が普及を園らしむるとの趣旨を明にしてをるのである。

....... ・
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政府ーは工業品規格統一調否舎の答申陀より其趣旨に則り.大正 15 年 10 月 26 日商工省告示

第 30 放により衣の主11 く規定して をる.

政府に於て造材、製材若は購入し又は政府の注文する工事若は製造品K使用する木材は左の

規格に依る‘但し巳むことを得ざる事由ある揚合は此の限りにあらや

即ち右の告示によ り政府は卒先して本規格の賓行を期する態度を表明 したのである. 査し商

工省の背示としてll"x.扱はれてをるが、常時の各省大臣の連署ーによる告示であるから.本規格は

政府部内一般に之が賀行をmjする魔悟をしたものと看倣すことが出来るのである。

斯くて政府自らの態度は明に主主ったが.共後ml3た地方長官に遁牒を裂し地方腿初め管下公共

悶髄自らも本規格の賞行を期すると共に一般に士j して規;怖の寛施附j行を勧奨せしめてをるので

ある。

以上が木材協絡の寅行に劃する政府の施設の主主主るものであるが.慨て木材JA絡宜行の貰蹟

を検するに議j悶に反して殆んど宣行せられてをらぬ欣況である白

工業品の種類によりでは告示の如き政府の態度によりて著しく規格統一の機運を助長し得る

ものもあるが，木材に付てはJ!iirr:告示の如き方法のみによりでは其機運を醸成することは至難

である。

告示に示されたる政府 1'1:於て建材.製材する木材とは閤有林にて生産する木材を指栴ずるも

のであるが.農林省所管:の閣有林生産の木材に付ては既に政府1ft!]定の規格に準嫁して之を励行

してをる.然し其生産木材の大部分は丸太又は立木の{在庫分せらる L ものであり=製材の生産は

極めて僅少で・ある.然かも其丸太の生産は全閣に於ける総生産量に比すればー少部分に過ぎや

且つ木材現裕の重要部分は製材に閲するもの'であるから ， 農林省所管の生産材によりて木材規

格統一の大勢を指導するが如きことは全く議期することが出来ぬ‘否殆ん r影響を奥へぬと云

つでも過言でた主いのであ る 口 農林省所管以外の園有林の生産材は其数量極めて多きい其大部

分は立木蕗分であり.残部も亦丸太材であるから仮に木材規格の貰行を閲j行するとしていがi

叙の如き迎El:l によりて規絡統一の本臨1'1:j\fiして影響を輿ふることは至難で・ある口

ヲくに政府に於て購入し又は政府の注文する工事若は製造品に使用する木材に劃して本規格を

mひしめんとするも.政府の注文する数量は民間の注文するものに比して極めて僅少で・あり又

不定であるから，製材業者は斯如き不定にして且つ一少部分の注文l'1:i\ll-:tして汲め準備すること

は到底堪へ符る所でたい寧ろ大部分の需要を封象とするを得策とするカ、ら，縦令政府1亡於て

之を注文するとするも容易に本規怖に、適合する製材を得ることが出来ぬのである。

木材規格統一促進の最も有般たるカ法として考へられたる告示の富蹟が上叙の如く極めて不

成績に終らんと するは甚だ遺憾で・あるが.告示の精市r[1 を充分に活用し~ f'1:進んで泊切なる方法

を講やることが肝要である口

今政府として木材規格統一促進の病め採るべき施設の主主Eるものを怒れば次の通りである。
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1. 商工省告示の/ìJ1lJ行

(1) 国有林生産・木材は農林省所管に属するものを初とし.内務省.拓務省所管のものをも

併せ全部i亡劃して規絡を剛行し. 更陀帝室林野局，地方腐生産の木材Ic%\lHしでも之 ft: i\g じ?と

る取扱をたすこと。

此等諸官臓生産の木材は前越の如く大部分立木!Jl11分によるものか.然らざれば丸太に凪する

もので. 製材品は極めて僅少で・あるカ、ら.規格統一上は丸太に |期する部分.帥ち材積計算法.

材簡単位.品等等一部分lL i.品き'ないのであるが.相互に連格を回り規格のkïllJ行を m~するたE ら

ば民開設業者の規格統ーに謝する気運を促進し得るであらう。

(2) 政府に於て購入し叉は政府の注文する工事若は製造品K使用する木材は各省、互に連

絡を困るか. 或は或程度の統制を行ふか、然らざれば多少の不利不便ありとするも規格品の

採用を闘行し更に地方聴其他公共闇躍に吉野しでも同傑の方法を採ら しむること 。

此1/'11-ミは製材の規絡統一促進に有数たものであって.其数量は民間の需要K比して(些少であ

るが. 各方面が真に附j行を j関するならば1・ø首の殻~をf，fらすであらう。

2. 規格の悶j行K関する特殊機関を設置すること。

工業品規裕統一の如き困難怠る事業は如上政府の施設のみにては到底其目的を達成すること

は出来ぬ.叉嘗業者の自費.自治的施設の如きも急;速に其宜現をj悶し得るものでないカ、ら . 此

過渡時代に鹿する嬬Kは民間常業者園開をして規格の普及附行に閲する特殊機闘を設置せしめ

政府は之に劃して援助を行ふことが肝要である。

3. 常業者の白売を促がし自治的施設を誘導すると共に之に針して援助を友すこと。

規格統ーの質行の根本を嬬すものは賞業者の白魔誌に自治的施設~Cあるが、 J!fl lc官業者の獅

自の力にのみ一任するは決して事を完全に遂行せしむる所以で泣い.木材規格統一の如き他の

工業品に比してー暦至難なる事業lL~f しては政府に於ても充分に援助せなければならぬ。

木材規絡統一宣行の簡に首るべき唯一の機関k7:;)立揚にある木材開業組合は他の工業fR1 に関

係ある図憾と脚力、趣を異に し. 各地l亡小規模の同業組合分散し然かも之が統制機関?とるべき 中

央圏胞は米だ充分注る殻逮を見泣いのである口規格の全国的統制を困るには各地に於ける首業

者の充分なる連絡協調を圃ら怠ければたらないのであるが.夫々地方的K互に利害関係をよ廷に

してをるから. 草花常業者のみに委するも到底充分注る統制は保?とれないのである。我園木材

界の質j伏よりすれば官業者の白売を促し自治的施設を誘導すると共tじ更に一歩を進め営業者

固躍の連絡協調の便を固り力ある全国的統制機関の護達を援助することが緊要である。

同業組合の白治的施設に して規絡の阿j行を期する矯め木材ーの検査執行迄進展するに至らば、

検査の樺威を保つため且又検査の徹底を困る矯め検資事業に劃して政府は、適常の助成を行ふこ ・

とも必要である。

開業組合にして少匝域に限ら る L カ、或は到底検査に到して 力色注ぐを得ざるか或は又地域内

、企'
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の生産或は取扱~量E額陀達して到底組合の力を以て検査を充分に行ふを得さ治るか. 或は急;速

に規格統ーの附行を必要とする揚合に於ては同業組合の検査に代り府鯨皆の木材槍読を施行す

るの使なることもー頂期出来ろのであって、此揚合lと於ても亦必要に臆じて政府の助成が考lt.せ

らる L のであるO

第二項 首業者の自治的施設

第一目 同業組合の魔限及活動

木材規格統ーが唱動せられて以来歳を経ること長く叉統一規格の制定せられてより 7 年に建

する K不拘規格の賀行は殆んど行はれてをらぬのは畢覚常業者の自費がílyçけてをる矯めであ J

る。

今日迄常業者の木材規格に閥する態度を見るに.一部業界の識者は規格の統一及乙が質行に

封し充分なる理解を有し種々剖策してをるのであるが.大多数のものは全く無関心で・あり動も

すれば之に反釘の態度さへ有するものがある白畢党営業者の多数が徒に従来の困裂に捉はれ奮

i俸を打破するの勇気と自費に級けてをる結果に外なら主主いのである。

首業者の自売を促がす方法としては全国各地に存する同業組合を中心とするのが最も捷径で

ある.現時産地、消費地を通じて生産者.商人或は雨者を併せたる木材業者の組織せる重要物産

同業組合，準則組合及任意組合の数は相営多敢に上ってをるから.此等各組合によりて常業者

の自費を促がし更に規格の賀行に付て誼常の自治的施設を行ふのが最も、適常の方法である。 組

合佃今陀於て魔酷し其活動を見るに至らぽ.一歩進んで・此等組合の全図的統制機関を設置する

時はー居其活動を有殻たらしめ規格宜現の機運を促進するに至るであらう。現時金閤木材業組

合聯合合の組織が質現せられをれ木材界に於ける各種重要問題の研究.調査及之が宜現に努

力 しつ L あれ木材規格統一の質現も其重要事項のーとして取扱はれてをるが.未だ聯合舎に

加入せざる組合も少たからや叉統1[11J も充分に出来てをらぬから.組合自臨の魔醒及活動を闘る

と共に統ilìlJ機関たる]隣合舎の護達に劃して政府の積極的援助が望ましいのである。

木材規;絡の宣行K付ては素より会図的に生産地及消費地を通じて一貫に行ふのを理想!とする

のであるが.若し各地の組合が全部歩調を合はするを困難とするたらば‘ 先づ.J;J，、て大都市を 中心

とする治費士山及之に開係ある生産地の組合丈けにでも結束し規格の宜現を1目する必要がある 、

然る時は全閣の大勢は之によりて動かされ自然的に之陀合流し途に全園的の宜現を見るに至る

であらう o ~nち質際的の方法としては先以て全国数個所或は以上に遣する大市揚を 中心と して

規格統。ー及其賀行を国わ然後順を逼ふて他陀及隠せば比較的に容易に途行するを得. 一時陀

企図的に規格の賀行を期するよりも却って固滑に且つ早く解決を期し得ると考ふる。

以上は地域的に見?とる規格宜行の順序であるが.更に規格白憾の内容に付ても其軽重により

貰行に前後の 11国序を設くることも揚合によりて必要友ことがある。

木材規格の内容は既越の如く極めて康範囲 Iて亘ってをるが.其内 には自らi陸重の別がある .
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地方・及組合の事情によりて規絡全般に豆りて一時に之を賀行することが困難怒る揚合には. )1債

を迫ふて漸次陀其範囲を描1::):'或期間を経て完全なる統一の寅現をMする方・法を採用するも亦

Jlそである . 只注意を要するは徒に難事をil並け易きに附・かんとする態度は恨ま友ければならぬ。

第 二 目 同業組合の検査

規格の全部或，1:一部の賀行を潟さんとするに至らば之が励行を期する矯め組合の定款K之を

規定せなければならぬ。之れ組合員中往々にして怠慢の矯め或は故意に規格の遜守を怠るもの

がある矯めである，乍然定款の規程丈けにては尚充分に之がIb'iJJ行を閉することの困難なる寅'11~

にあるのは甚だ遺憾である.依って定款の威力を示し買に規何年の励行を朋せんとするには検夜

を行ふことが最も緊要で・ある，而して検査の周筏を朋するには取扱ふべき木材の数量多く且地

域廃き揚合は相常多数の検査員.検査監督者を置かなければたらぬが之に要する経費は多額K

上るのであるから.之に劃して府服又は政府より相常の助成主行ふことも必要になって来るの

であるf荷揚合によりでは府服直接木材の検査を行ふを必要とすることもあるo

第二節 統一規格賀行の順序

第 一 項 製材の正金取引

木材規格中常事者聞に最も利害関係の密接にして且つ重要主主る要素は桜準寸法.品等及材{1~

計算法等である.而して此等のものは時代により地方によりて内容を異にし特に寸法は最も愛

化多く規格中最も不統一.簡L雑を極め常事者聞に於ても厄介なる問題と して取扱はれをるもの

である.従って若し規格fLl陸軍前伎の )1闘を立てんとする揚合には先第一着手として標弊寸法の

脚j行を圃ることが肝要で・ある口

木材規格統ーは寸法に開しては先づ標準寸法を規定し.更に取引に際しては製材に其寸法

(正味量)を表示することを規定しであるのである.即ち棋準寸法の製材を得ること L 其製材に

正味寸法を表示すろことを要求してをるのである.然るに従来我国の木材界には一定の標準寸

法たい然かも正l味寸法を表示する習慣をも有しゑカ、つのであるから寸法 lて閲する規格をUiilJ行

するには上記の如き二つの難闘を経なければならぬ口

棋準寸法に統一すること L 寸法の表示とを同時に附J行するを得れば理想的であるが. 若し之

を困難とすれば過渡的時代の便宜手段として寸法の如何を問はや其正味寸法を木材に表示する

ことを帥行し，之が確立せられたる後棋準寸法をlIiì)J行する方法を採るのも 一策である。

教に云ふ製材の正量取引とは、製材の賢買を嬬すに常り正l床(叉は正l沫量〉の寸法(幅.厚及

長共)によりて取引を行ふ意味であれ然かも其宜質的の要素として製材に此正味量の寸法を

表示することを要求してをる.換言すれば製材の取引を行ふには必歩保設せられたる幅. 厚及

長の正味寸法を表記し之によりて木材の受授を行はんとするものである。

生活必需品を初め他の|商品にして正量取引を賀行してをらぬものは殆んど無い今 日. 木材の

ー'



第六主主 統一規絡の賀行方法 521 

正量取引を云属するは拘に不思議の観があるが、 木材には他の商，f，'11亡見古る特異性があり多年

の醤慣因襲に よ りて遂に今日に至ったのである。

木材K正味寸法を表示せざる弊風の根源は我園児於ける寸法の分切の習慣である。

和敬山鯨新宮町新宮木材商同業組合にて保イ千ぜられある古文書によれば寛文 4 年(今を去る

268年前〉頃K於て既IC: *ÙI角の寸法分切が認められてをつ?と ~J~が明である。

桝令〈亘社トffi- h足<r;:ミ 4-く巴

保

J' ~~*同時岡 t主主J iァ~ よると:-. I rピ同ヤ電線j笠岡制令れJ~:-!.i ~'1l~トキ如法

，~~究よる心 liァlPr! 55同合E

liァ 1 ，令ム~c、 Jiァ ト1=:1~司lPr! 思 i 尽E

liァ 1~~ ム-6 0 1 1 iァlPr!覇 1 1 尽l1t>

判(斗吋トモO!{-lモ ~.j.{l IiS j~N諮!d i1b 12 1E-皇室 ' 干\)1三[J Q同Eミ ム-6.c D刊号令

l'i極主4や~ñb黒，iR母N ， .LJ堤...;:>i1bltî'号越

;j:O/角は今日の製材の如く正確に建材寸法を定むることが 1 L\ ~U:;l: いが正 5分の不足は相常大な

る分切である。

右は木材寸法の分切に関する古き時代の l唯一の文献であるが.他の地方及時代にでも l略同様

のことが推測せらる L 、而して新宮地方の事例は仙ff~であるが板類κ付ても亦問機の分切が諜

期出来るのであるD

板の厚を材種の名栴とする凶分板.六分板等は墨樹、 4 分叉は 6 分 t亡挽材するのであるから鋸

身の厚さ丈け分切を生じ其正味寸法が 3 分内外或は 5分内外に減少するは常然である.怖に付

ては吏l亡甚 しく 2--3 分の分切を見てをったのである口

j腕如く ífe材寸法の分切の習慣・は敷百年の久しき に亘りて植付られてをったので・あるが、明治

維新I後経済界の護展を来し木材の需要の増加するに連れ管業上の競守1・も漸次激しく怠って来?と

が、寸法分切の概念は依然として去らすコ否寧ろ之を悪用する傾向が次第K濃厚となったのであ

る。経済界の進展するに仲ひ消費経捕の概念も著しく向上 し、商lp! の i疋量K到する注意がj司密

を来した事も考へらる L が.木材は一般日用品其他の商品と異 り 需要者との聞係が特別の立揚

に置かれであるカ、ら、寸法の正味量陀到する観念は極めて微温的で・あり叉常業者自身 と しても

寸法分切を殆んど公然の事賓として認めをる欣態であるカ、ら 1 j;丞花木材のみlE'床量 3と表示せざ

るも何等問題を惹起せやして今日陀至ったものと信やる。

~\Jî如く 挽材寸法に到する根本概念が問;立ってをつ?と L め . ;j，て~，çに寸法の減少を来すと共/C不

統ーをも惹起する に至ったのである . 若し正味寸法を表示する概念が取引者相互の聞に充分確

立せられてをったならば、 蹴令寸法の低下は大勢上菟れぬとするも ，今日の如く甚しき欣況に

至らや又飢雑不統ーに陥ることも無ったであらう。従って今日寸法規絡の統ーを質現せんとす
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るに常りては.先以て従来の思想を一蹴して正味取引の根本観念を生産者.版費者及需要者の

聞に充分徹底せしてr る必要があ る 。

第一目 正量取引と寸法規格統ーとの閥係

寸法規格の統一と正味寸法の表示とを同時に賀行するを理;旬、とすることは既越の通りである

が、雨者は決して不可分のものでたく又困難怠るごの事項を同時に遂行するよりも多少の期間

を距て ~I慣を迫ふて解決するを便宜とする揚合には.正l床量寸法の表示を先に貫主圧し，然後標

準寸法の統ーに移るのが)1民序である.此意味よりすれば正量取引は寸法規絡統一の前提となる

のである。

製材出*合品は各材産共厚.帽の寸法匝今にして同一材種に属するものにして数種の寸法を

存するのであるが，消費者の大部分は其極類は勿論正味の寸法が幾何で‘あるや.更に此等り聞に

値段の差が幾何存するやも知らないのが現時の枇態である.若し正味寸法表示の趣旨が消費者

の問κ充分に徹底すれば消費者も魔限し譲朋以上に寸法の小なるに驚き吏に値段と寸法とを比

較して結局寸法の充分あるものを選探するに至り寸法の小友るものは漸衣服遂せられ，結局少

数の担額に安定して行くであらうが.斯如き機運を巧に1iiJへて規俗寸法に漸次誘導して行った

ならば割合に容易に寸法の統ーをも質現することが出来るであらう、斯様に正量取引の貰施に

付ては常に規格統ーを念頭に置かなければ左らぬ。

先に順序として正量取引を行ひ然後標準寸法の統ーを行ふを使とすると述べたが.雨者の聞

に徒に長き期聞を置き且つ雨者を分離して考慮する意味ではない形式上の順序として正量取

引を先に質施するに止まれ標準寸法の統ーを引糠き施行する準備を整へ、適常怒る機舎を捕ふ

る趣旨であることを知らねばゑらぬ。

正量取引を宜施するに'詑りては組合の定款に之を規定し.必要に膳じて更に検査を行ふこと

も肝要で・ある、尚正量取引の宜現を確貨にし且つ迅速にj盆行する手段として一般需要者に劃し

て、適切有殻なる方法を講じ其趣旨を充分lて徹底せしめ怠ければ友らぬ。

e第二日 正量Jt~51 と度量術法との閥係

正量取引は正味の寸法を表示し且つ之を保設して居るのであるが、其意義は雷に生産者より

商人の乎It移る揚合に限るのではなく.更に市揚IL於て商人より泊、費者I'C移る際にも尚正味寸

法と表示寸法とが合致することが要求せられてをると解騨ぜらる L 、即ち市揚に存在する聞は

未だ其責任は解除せられねのである‘従って正味寸法と表示寸法とが合致するや否やは生産者.

商人‘消費者相互の聞に於て重要たる契約上の僚件と主主るのである.依つで書事者に於て充分

注意すれば之を閲J行することが出来るのである。乍然多数常事者聞には往々にして之を無意識

に看過するものもあり或はj、目互に諒解し合ひ故意に之を犯すものもある，叉高ーを健倖して之

を怠るものもあるから、充分に正量取引の趣旨を徹底せしめ且つ之を悶j行する矯めには.定款に

之を規定し建反者に劃しては巌重主主る制裁を加1へ将来を戒むることが肝要で・ある。即ち第一の

.....;岳
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手段としては契約上私的関係により之を脚行し.更に第二の手段として組合の定款に よ りて迷

反者に公的制裁をカ11へんとするものである.市して組合の定款を附行せしむる方法としては検

査を施行するのが最も有殻であるのは既越の通りである口

乍然lPi如く二重の手段によりて附行を期するい向正量取引の賀行を誤り或は高ーを使倖す

るものが出来るのであるが. 最後の手段として考慮せらる L ものは度量衡法の:即日である。

度量衡法第八僚の三に「度量衡に依る正味量の表記ある商品 tとして其の表記正味量が質量を

超過するものは命令を以て定むる揚合を除く外之を販賢し叉は販賓の震之を所持することを

得す九 商・品の度量衡に依る量目の表記は正味量の表記に非ぎること明怒る揚合を除くの外之

を度量術に依る正味量の表記と看倣すJ と規定せられてをるが.本規程にはこの重大怒る意

義が存する 、 grJ ち

1. 正味寸法が表示寸法に満たざる揚合は度量衡法の違反と主主る口

2. 普通の取引枇態に付て例示すれば、市揚の問屋が生産者より木材を買入れ之を市揚

に持込み、問屋より小賀商に移れ 最後に消費者の手に移らんとする時期迄、印ち木材が

市揚に商品として存在する期聞は商人は常に寸法に拳jして責任を有し度量衡法の取締を受

くるのである 。

依って度量術法の精神を充分に吟味すれば市揚の問屋が生産者より 鵠材を買入る L 揚合に辛

ふじて正味寸法が表示寸法に一致する程度のものにては意を安んやることは 出来ないのであ

る 、 ~!Tr如き製材は問屋のな庫K保管中乾燥によりて寸法のJ炊縮を*し、動もすれば問屋より小

賀商の千K移る頃は正味寸法 iJ.表示寸法より若干減少し. 更に小賀商よ り消費者に渡る時はー

居の減少を*すのであるから、既陀大部分の製材は問屋或は小賀商の倉庫に保管せられてをる

期間中に其寸法は度量術法に逮反せる欣態に置かれてをるものと看倣し得るためであ る。 而し

て保管中に於ける寸法の嬰化は其期間の長短に大たる関係を有し、生産者より問屋.小賀商に

移り更に消費者に渡る期間の短き揚合は僅少の減寸 l亡止まるい之に反して保管期間の長きに

亙る揚合は相常の滅寸をa賢陪しなければたらぬ。

度量{防法の取締護動は諌め時期を定むるにあらす九商品の市場に存する期間随時随所に行

はる k ものであるから.如上の法の精神を充分諒解してをらねばならぬ。

度量術法の趣旨が上記の通りであるとすれば.小寅商は問屋に圭Jし.問屋は更に生産者に釘

して自衛的立揚を擁護するは常然であって、斯くして初めて正量取引の員の目的約書せらる L

のである 。

度量似j法は一般商品に劃 してfIîl記の趣旨tとより取締を励行してをるも何等の問題を惹起ぜ歩

叉木材にありても市揚保管中の品傷陀劃しては商人の負婚として品等の饗更或は値引を行ふ慣

習とたってをるのである、倫木材規格としても保管中に於ける棋聖日iの憤犬、建化或は護生に伴ひ

て品等の蟹更を行ふべきことを規定してをるのであるから.寸法陀就てのみ特別の伺緯を下す
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べき何等の理由を存しないのである.只従来寸法に~Hする木材業者の根本観念、が特粧の事情に

支配ぜられてをったから、正量取引に伴ふ幾多の制限t亡診j して差首り苦痛を感ヂ、るに止まるの

である。

同業組合にて施行する検査と度量制法による検主主との関係は.前者は自治的の施設として行

ふものであり，後者は法の鼓動によりて行ふものであるが.検査白臨の趣旨は全く同Hiの性質

を有してをる。従って同業組合の検査は鍔めて厳正に行はなければならぬも高一組溺たる検査

を行ふカ、或は↑iE買に支配せらる L が如きことがあっては.度量術法lと f去る検奈と簡n師を*し検

査の権威を失墜するのみ主主らっþ幾多の弊害を惹起するに至るでおらう。 尚同業組合の除手tVC付

て注意を要するは検査の時期である、度量衡法の鼓動がF遺児fi随時に行はる L 趣旨 IC鑑み同業組

合の検査も之と軌を同ふするのが至首である、若し市場に存在する製材工場に於ける生産材を

生産直後製材工揚i亡て{金交を施行すると仮定せば、其l捺辛ふじて倫子Efて合絡する程度の寸法で

あった友らぽw 市場商人の乎元に保管中既に其正味寸・法は表示寸法よりも減少し‘後日度量i勿

法の検証陀際合すれば其大部分は逮反品と怒り、組合の検査は意義を失ふであらう。而して此

揚合に於て地方山元産地に於ける挽材は製材後相官に乾燥せしめ更に市場に到着する迄戚;時 日

を要するから. t抱立tて際して充分牧縮を見込み市場に於ける検主計亡合格すべきJf:l意を属してを

るとしたならば.市揚IC於ける同業組合の検禿としては市場存在の製材工場と 1 11元産地工場と

の開花其取扱を異にする結果を招来するのである。

組合の検査にして事業の使宜上.市揚κ存在する製材工:J$l IC劃して工場にて行ふとすれば.1余

夜陀際して正味寸法が果してJ段縮を見込みてt足立であるや否ゃを充分に吟味する必要がある.

若し、適常の減少歩合を見込みあらば市揚にて商人の乎に保管中牧縮するも向表示寸法を維持す

ることが出来志山元産地の製材工場の製品と同ーの取扱を嬬すを得るのみ友らや宜|絞上度量術

法の徐奈とも均衡左得らる L のであるc・

以上は1lfl.l亡検査の立揚より論じたものであるが.正量取号!の根本精榊より考ふる時 ~ì. 組合

の検査が製材工場にて行はる 』を奇貨とし其揚限りの恰査を主眼とし1li揚に保管中の検査に釘

して高ーを健倖するが如きは全く本末を顕倒せるものと云はなければたらぬ。若し組合の検査E

にして斯如き方法を採る時は設・め充分に正味量取引立立に度量術法の精神を徹底せしめ，常事者

をして誤まらしめざる様注意することが肝要である。

;:j，くに度量衡法第八僚の三の規程の内容に付て更に吟味するに. 1"正日未量の表記ある商品 fC し
口口

て」とあって商品に正味量を表記することがーの修1tl~ とたってをる。

正量取引の岡市に付て組合の定款に正味寸法を表示すべきことを規定するい若し故意に正

味寸法を表示せざる揚合は組合の定款建反となるい度量術法は之にまうIして何等の鹿1mをも採

ることが!:U*ないのである白

度量衡法の精神は決 Lて斯按のものではゑいのであるが.字句上の 1~平鮮による時は前記の如
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き結果と なるのである.此の法律上の扶陥を悪用する時は少くとも法の制裁を免れ得るのであ

るカ、 ら 、高一組合の検査が充分陀徹底せすヘ叉組合に樫戚を存せたい時は愈々之を悪用す るも

のが増力11 し途に正量取号| も空文に格る j誌がある。

斯虫(1 1き弊を防止し且つ度量術法の精耐rfl を活用せんとするには.現行法の改正を行ふ必要があ

る v 印] ち同業組合の定款に各材屈の標準寸法(正味量〉を規定し更に正味寸法を表示すべきこ

とを規定し?と揚合には、縦令商品1!， fC正味寸法を表示せざるも右に該常する商品は之を法八僚の

三の正味量の表記あ る陪~ I日!と看倣し.法の泊則を嬬し得るが如く改正を行はんとするのであ

る。

右の趣旨による度量1qg法の改正は単に木材に止まらす九仙の商!日にも共通的に其必要を感 じ

てを るのであって，之によりて同法の精市rjlは完全に活問することが出来る。

製材寸法の公差は規;絡其物の立揚より必要なると共に組合の定款及度量術法の、適川 tて際しで

も亦必然的に認めらるべきものである。

現行J1t量j締法には表面公差に付ては何等の規程を存しないが. 法の運用上商品によ り 夫々泊

首の公差を是認してをる.而して木材寸法の公主主は権威ある公認の数値を定めたければならぬ

がも政府ーの規格に之を規定し一般の基準とする ことが至首である口

第二項 寸法規格と市街地建築物法との関係

寸法規怖と度量術法とが密接不離の関係にあることは前段に詳述した通りであるが.家屋建

築vcf.'，'接怒る閲係を有する市街地建築物法及之に附属する法規類と寸法規;絡との関係を考察す

るに . 用者の問には何全容の関係を有してをらぬのであるo

元*市街地建築物法は保安:&f;;;j生上の危害を取締るのを主Hl~とした法律であるから、之K基

いて護布せらる L 勅令.省令其他の法規も亦此範園を出でないのである口省令には兵腿1~"J fC家

屋の建築花関する京!日目 の規定を注してをるが.仔車fH lC其内容を吟味するときは何れ も木材規格

と関係、を有 してをらぬ。

今市街地建築物法施行規則(大正 9 年 11 月 9 日内務省令第 37 披〉に付て見る陀

第十七僚 居室の床高はー尺五寸以上と嬬すべし(以下 III昔)

第十八僚 居室の天井高は七尺以上と備すべし

第五十三僚 住のIJ、何は土蓋‘脚聞も胴1!;勺梁. 桁其他の主要横梨材間の距離に劉し三階建

の第三階. 二階建の第二階又は平家建に在りでは其の三十分のーをも三階建の第二

階叉は二階建の第一附に在りでは其二十五分のーを、三階建の第一階K在りでは其

の二十二分のーを下るべからでf. 但し庇の支柱其他軽微なる荷重を受 く るものは此

限K在らや

屋根を金属絞首石盤又は石綿盤の類を以て覆到するときは市i項の規定の適用に闘し

三十分のーを三十五分のー. 二十五分のーを三 十分の一.二十二分のーを二十五分
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のーと協すことを得(以下略〉

第百一僚 強度計算陀適用する各種材料の重要の最・小限左の如し

材料 重量(砥〕

松 一立方米陀付 五七0"0

杉.宇宙.オレゴンパイン
北海道松の類 " 凹六0・ OC以下)1洛〉

第百二僚 強度ー計算陀於て建築物の各部分t亡生十べき l底力度は各種材料に付左の限度を超過

すべからす=

材 キ'f
臨堅力度 l窓張力度 臆努力度 l蔭曲カ度

〈ー平方胆に柑 nf) 〈一平方震に ('rllf) 〈ー平B憶に付貯) (-平方樫に付Kf)

格、 栗 九0・0 JLO ・0 JL'O JLO ・0

松 七五・O 七五・0 七・五; 七五・ O

1曾B梶.オレゴンパイン 六五・O 六五・O 六・五 六五・0

杉. 北海道松の類 五0 ・0 五0 ・0 五.0 五0 ・0

以上諸僚項に付て見るに第十七僚及第十八僚は柱材の長に閥係を有ーするものであるが.只tt

材の最小・長 を制限すにる止まり敢て長の規絡を定めんとするのでない.又第五十三僚は柱材の

角の寸法(小径)IC::閲する規程であるが之亦家屋の階数にl臨じたる柱角寸a法の最小限度を11ilJ限す

るに過ぎや.之によりて桂材の厚又は隔の寸法規格を定めんとするのでは泣い。

第百一僚及第百二は強度ーに閲する規程であるが.木材規格にては強度の規絡を全く考慮して

をらぬから本規定とは関係を存せたいのである。

要之施行規則に規定せる rJÍi記諸4条項は保安，衛生上の見地よりした取締規別であって之によ

りて無謀怒る弊を防止ぜんとする趣旨に外注らない.建築に Ilmずる法規としては蓋し常然のこ

と であると同時陀之れ以外の範固に出づべきものでもないのである。

(昭和 7 年 11 月 21 日稿〉
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On the Standardization of Timber and LUl11ber. (Résu?前)

By 

Tamotsu "\司Tatal1乱be.

This article denote3 the resu1ts of the studies on the standal'dization of timber of 

也onifers and もhei 1' 1umbel', which is principally manuf乱ctul'ed and dep.1t with as ready-made 

stock and mosも1y usec1 for bui1dil1g pu1'poses. 

The principa1 summar匂S of tbe ¥York a1'e as follows: 

1. Introduction. 

1. Genera1 description of the engineering stanc1ardizatioll ac10pted in E urope, the United 
States of America and in J apan. 

2. Timber and 1umbe1' s凶nc1ardization in J apan. 

n. The Pre弓en t States of the J ap乱nes白 Stanc1ard;; 'of Timber and Lumber, such as 

Classificatiol1 alld Nomenclature , S izes, Defects, Grades, Methods of Measu l'ell1ent , 

Units p.nd Methods of Ca1cu1ating Vo1ume of Timber anc1 Lumber. 
b 

III. Funclamen切1 I�a of Timber anc1 Lumbe1' Standardization. 

1. The causes of various ancl confusecl stand乱rds.

2. The matters for ∞llsi c1eration re1ating to standarc1ization. 

3. The advantages of standa1'dization. 

lV. Timb白l' and Lurnber Standardization. 

1. Extent of standardization .is 1imited to timbe1' of conifer;; and their lumber, which 

is principally manufactl1l・ed alld dea1七 with as ready-mac1e stock and mostly used 

for building purposes. 

2. Classification and nomenclature of timber and 1umber. 

(1) Timber. 

Timbe1' is classified as (a) po1es withωps， (b) 10gs, (c) hewn squares , and each 

is c1assified by sizes of widths, thicknesses 01' diameters. 

(2) Lumbe1'. 

Lumber is cla9sified as (a) sawn squares, (b) strips, (c) boa1'ds and (d) planks, 
and each is classified by sizes of widths and thicknesses . 

.3. Standard sizes. 

(1) Standa1'd thicknesses, wid七.bs or diall1eters of timber and 1umber. 

(2) Standard lengtbs of timber and 1umber. 

(3) Re1ation betw巴en もhe standardization of 1engtbs of ready-made timber and 1Ull1b巴r

and 七he standardization of systems and dimensions of p1anning dwelling-house 

bui1dings. 
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(a) The pl'esent state of sy月telJl s and dimensions of pl乱nning dwe11ing-house 

bllildingl? 

(b) History of the systems and dimen日IOn日 of planning dw巴lling-house buildings 

in ancien七 and model'll ages. 

(c) Tbe presen七日tate of systems and dimensions of planning dwelling-hous巴 and

otber buildings. 

(d) t゚andardization of lengths of ready-made timber and lumber. 

4. Rounding of units and tolerance of standard sizes . 

.5. Allowance of standal'd size�. 

(1) Variation in sawing. 

(2) Allowance of thickness 創ld widcb of inclividual pieωof lumb白r and thickness 

of a bundle of lumber. 

(3) Shrinkage and standard sizes of luruber. 

(a) Comparison of shrinkages of lumber of yarious species. 

(b) Natural seasoning of lumber. 

6. Defects. 

Tbe defects according to the condition of wbicb timber and lumber are graded 

sb品n be as fo11ows: (1) wane, (2) crook, (3) cbecks, splits and sbakes, (4) 
kno七日， (.5) bark pockets, (6) pi旬h pockets and pitch streaks, (7) picaroon holes, 
(8) lack of wood on the surface nf timber and lumber, (9) boles, (10) wormｭ
hole8, (11) decay, (12) discolor叫ion， (13) hollow, (14) compression failure due to 

felling and rough handling, (15) irregular forms of cross section of timber (16) 

巴ccentric pith, (17) llumerous pitbs, (18) comprωsion woocl, (19) warping, (20) 
twis七， (21) imperfect manufacture (Bu-mm・a)

7. Grades. 

(1) Principle of gr乱ding.

(2) Relation betw明n grade standards and defects. 

(a) Grade st乱ndarc1s and knots. 

(b) Grade staudal'ds and wane. 

(c) Gl'ade stanclal'ds and checks, splits and sbakes. 

(cl) Gracle standards and ctook. 

(e) Gracle st乱ndards and 0七her defects above mentioned. 

8. l¥1ethods of measurement. 

(1) The p[・esent st乱te of methods of measurement. 

(2) Standardization of m自由oc1s of measuremel1t. 

_(a) Púsition日 of scaling. 

(b) Methods of scalillg. 

9. Units. 

(1) Units of sizes. 

(2) Uniもs of quantity and volllme. 

(3) Nllmber of con印nts of a bUlldle of ready-made llllllber. 



ON TIIE STANDAHmZATlON OF '!'lMBEB ANn LUMBEB. 529 

10. l¥fethods of calcu l叫ill 2: VOllll1lC of till11Jer alld lumber. 
b 

(l) Methocls of calculatil1g ¥"olullle of log in EUJ'ope alld the United States of A 11ト

eL'lca. 

(2) Illvestigation fur the methods of calculating volume of log ancl their history ill 

Japan. 

(3) 8 Llgges ‘ ion for the standarclization of rnethocls of calculatillg volume of log. 

11. Mnl・king.

V. Compal'ison of Timber and LUlllber Stalldardization in Japan , the UlIited States of 

1¥ Lllerica, and in Sweclel1. 

1. History of gradillg rules ill the United State3 of AllIerica. 

2. TlI巴 presen七 state of Illlllber stamlarlb in もbe United States of America. 

3. Alllel匂an lumber stalldardizatiun and its history. 

4. COlllparison of timber and 11Imber stalldar� in J apan and the United State3 of 

America.. 

5. LlIlllber standarcls ill f号 、，.eden.

¥T SlIgge3ted �'orkillg P¥all of Tilllber and LlI lllber・ 8tanùardization.

1. FunJamental po1icy for・\Yorking plan. 

(l)~Ell forcelDent of government for realizlltion on stanclal'Jization. 

(2) Traders' awakenillg and act iviti巴3 011 stan�r�zation. 

2. Process of practice of stallclurclization. 
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